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巻
頭
言

 

総
合
文
化
研
究
所
長
　
　
山
口
裕
之

　
翻
訳
研
究
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、
こ
の
と
こ
ろ
韓
国
や
台
湾
に
足

を
運
ぶ
機
会
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
互
い
に
異
な
る
立
場
で
不
幸
な
歴
史

を
共
有
し
な
が
ら
も
、
そ
し
て
ま
さ
に
そ
の
こ
と
が
日
本
と
ア
ジ
ア
の
漢
字

圏
の
国
々
の
言
語
と
翻
訳
、
文
化
と
学
問
制
度
の
歴
史
を
決
定
的
に
方
向
づ

け
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
話
し
合
い
な
が
ら
も
、
私
た
ち
は
穏
や
か
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
そ
の
と
き
感
じ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

政
治
指
導
者
た
ち
の
排
外
主
義
的
な
言
動
に
よ
っ
て
、
不
吉
な
世
界
史
的
転

換
の
場
に
居
合
わ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
覚
に
と
ら
わ
れ
て
し

ま
う
と
し
て
も
、
そ
し
て
排
外
主
義
的
な
言
葉
と
力
は
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に

強
力
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
と
し
て
も
、
他
者
を
受

け
入
れ
る
穏
や
か
な
理
解
は
ゆ
っ
た
り
と
響
き
続
け
る
。

　
響
き
と
い
う
言
葉
は
、
美
し
い
日
本
語
だ
。
昨
年
度
の
『
総
合
文
化
研
究
』

の
特
集
テ
ー
マ
に
引
き
続
き
、
音
楽
が
今
号
の
テ
ー
マ
と
し
て
と
り
わ
け
意

図
さ
れ
て
い
た
。
音
楽
に
お
け
る
響
き
と
は
、
い
ま
そ
こ
で
鳴
っ
て
い
る
特

定
の
楽
器
や
声
あ
る
い
は
音
の
集
合
体
に
感
じ
と
ら
れ
る
音
色
や
艶
で
あ
る

と
同
時
に
、
音
が
次
第
に
消
え
て
い
く
と
き
の
余
韻
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
豊

か
な
意
味
の
拡
が
り
を
も
た
ら
す
。「
祗
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響

き
あ
り
。」
響
き
を
耳
に
し
て
い
る
者
た
ち
が
、
そ
こ
で
は
同
じ
空
間
と
感
覚

を
共
有
し
て
い
る
。
そ
の
感
覚
は
、
音
が
鳴
り
響
き
な
が
ら
次
第
に
消
え
去

っ
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
一
つ
の
も
の
へ
と
緩
や
か
に
収
束
し
て
ゆ

く
。

　
文
化
研
究
が
そ
の
よ
う
な
響
き
と
な
り
、
共
有
さ
れ
る
感
覚
の
場
、
響
き

合
う
理
解
の
場
と
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
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The Reverberations of Jazz: Herbie Hancock, Miles Davis and the Genealogy 
of the Avant-Garde in Contemporary America

 Yuji KATO
 

Abstract

    Pianist and composer Herbie Hancock’s Norton lecture at Harvard University, entitled “The 
Ethics of Jazz,” features the “wisdom of Miles Davis,” marking the current tendency in the 
United States to go back to the past of the often idolized avant-garde musician. It also highlights 
the difficulties of presenting a whole vision of the history of the genre at a time when the mu-
sic is played in such a variety of forms that it cannot be categorized as a musical genre. Miles 
represents the authority of the past, particularly of the 1950s to 70s, when the searches for freer 
styles of music by Miles himself and the practitioners of “free jazz” deconstructed the traditional 
definition of jazz. Hancock’s version of Miles Davis does not refer to the past of jazz as a solid 
genre but to the possibilities inherent in the resilience of the music played by him. Jazz and its 
past could be still misinterpreted and misrepresented, particularly after the 1980s when conser-
vative visions of jazz and its history, sometimes associated with trumpeter Wynton Marsalis, 
could reemerge among more diversified ones. Hancock’s version of Miles Davis’s mythology, 
however, stresses the possibilities in the liberating power of the improvisational music that has 
transformed the cultures of the United States and will go on doing so.

キーワード
音楽　アメリカ文化　ジャズ　歴史　ジャンルの脱構築　マイルス・ディヴィス　ハー
ビー・ハンコック　ウィントン・マーサリス

Keywords
music　American culture　jazz　history　deconstruction of the genre　Miles Davis　
Herbie Hancock　Wynton Marsalis
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ジャズの響き―ハービー・ハンコック、マイルス・ディヴィスとアメリカ現代におけるアヴァンギャル
ドの系譜　加藤雄二 / The Reverberations of Jazz: Herbie Hancock, Miles Davis and the Genealogy 

of the Avant-Garde in Contemporary America, KATO Yuji

詩
学
教
授
と
し
て
の
ハ
ー
ビ
ー
・
ハ
ン
コ
ッ
ク

　

現
代
の
ア
メ
リ
カ
文
化
論
に
お
い
て
ジ
ャ
ズ
と
よ
ば
れ
る
音
楽
ジ
ャ

ン
ル
の
研
究
は
重
要
な
位
置
を
占
め
、
様
々
な
反
響
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
。
ジ
ャ
ズ
・
ス
タ
デ
ィ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ジ
ャ

ズ
研
究
所
（Institute of Jazz Studies
）
を
擁
す
る
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー

の
ラ
ト
ガ
ー
ズ
大
学
に
は
じ
ま
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー

校
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
音
楽
学
部
な
ど
多
く
の
大
学
が
文
化
論
と
し
て

の
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ス
を
開
設
し
て
お
り
、
ジ
ャ
ズ
は
す
で
に
大
学
で
の
人

気
科
目
と
な
っ
て
も
い
る
。
ラ
ト
ガ
ー
ズ
の
研
究
所
の
歴
史
は
古
く
、
ハ

ン
タ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
（H

unter C
ollege

）
英
文
科
教
授
で
、『
ジ
ャ
ズ
物
語
』

（The Story of Jazz 

［
一
九
六
四
］）
の
著
者
で
あ
る
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ス
タ
ー

ン
ズ
（M

arshal Stearns

）
が
一
九
五
二
年
に
設
立
し
た
機
関
に
起
源
を
も

つ
。
ジ
ャ
ズ
研
究
が
一
般
の
ア
カ
デ
ミ
ア
で
認
知
さ
れ
な
か
っ
た
当
時
か

ら
大
学
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
認
知
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
現

在
ま
で
、
ラ
ト
ガ
ー
ズ
の
研
究
所
は
独
自
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

し
つ
つ
、
国
内
外
の
学
生
、
研
究
者
、
ジ
ャ
ズ
・
フ
ァ
ン
ら
に
資
料
の
宝

庫
を
提
供
し
つ
づ
け
て
い
る

1
。

　

二
〇
一
二
年
、
筆
者
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
研
究
員
と
し
て
文
学
研

究
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、
そ
の
ジ
ャ
ズ
研
究
所
を
訪
問
し
、
音
楽
学
部

ジ
ャ
ズ
の
響
き
︱
ハ
ー
ビ
ー
・
ハ
ン
コ
ッ
ク
、
マ
イ
ル
ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
と
ア
メ
リ
カ
現
代
に
お
け
る
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド

の
系
譜

加
藤
雄
二

で
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ス
を
聴
講
す
る
な
ど
し
て
い
た
。
聴
講
し
た
「
ジ
ャ
ズ
・

コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
（jazz com

position

）」
の
授
業
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
名
門

音
楽
大
学
で
あ
る
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
ト
リ
ー

（N
ew

 England C
onservatory

）
出
身
のPhD

に
し
て
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
、

バ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
り
、
バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
院

（B
erklee C

ollege of M
usic

）
の
、
そ
れ
ぞ
れ
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
と
ギ
タ
ー
を

専
門
に
す
る
若
手
講
師
二
名
が
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て

授
業
に
参
加
す
る
と
い
う
贅
沢
な
も
の
だ
っ
た
。
授
業
は
一
九
三
〇
年
代

ス
ゥ
イ
ン
グ
時
代
の
ポ
ッ
プ
ス
の
コ
ー
ド
進
行
に
則
っ
た
比
較
的
単
純

な
ジ
ャ
ズ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
か
ら
出
発
し
、
ビ
バ
ッ
プ
以
降
の
モ
ダ
ン
な

コ
ー
ド
・
チ
ェ
ン
ジ
に
お
け
る
コ
ー
ド
の
置
換
が
解
説
さ
れ
、
受
講
生
は

そ
れ
ぞ
れ
の
週
の
授
業
で
修
得
し
た
新
し
い
コ
ー
ド
・
チ
ェ
ン
ジ
を
使

い
、
初
歩
的
な
作
曲
を
実
践
し
て
提
出
す
る
。
ジ
ャ
ズ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

教
授
し
う
る
体
系
で
あ
る
こ
と
が
整
然
と
し
た
授
業
の
進
行
具
合
か
ら

理
解
さ
れ
た
。
授
業
最
終
回
に
は
、
プ
ロ
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
か
ら
な
る

ジ
ャ
ズ
・
バ
ン
ド
が
学
生
た
ち
の
作
曲
を
順
次
演
奏
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲

の
講
評
が
披
露
さ
れ
た
。

　

筆
者
が
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
に
研
究
員
と
し
て
滞
在
し
た
の
は
二
〇
一
二

年
秋
か
ら
一
三
年
春
に
か
け
て
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
同
大
学
で

ジ
ャ
ズ
に
関
わ
る
画
期
的
な
出
来
事
が
起
き
た
。
マ
イ
ル
ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
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ス
の
一
九
六
〇
年
代
を
代
表
す
る
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、
そ

の
後
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
と
よ
ば
れ
た
ク
ロ
ス
・
オ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
や
、
現
代
の
ク
ラ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
起
源
と
な
る
楽
曲
で
知
ら
れ

る
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
作
曲
家
で
あ
る
ハ
ー
ビ
ー
・
ハ
ン
コ
ッ
ク
が
、
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
・
オ
ヴ
・
ポ
エ
ト

リ
ー（C

harles Eliot N
orton Professor of Poetry

）と
し
て
連
続
講
演
を
行
っ

た
の
だ
。
一
九
二
〇
年
代
に
創
立
さ
れ
た
ノ
ー
ト
ン
・
レ
ク
チ
ャ
ー
を
担

う
詩
学
教
授
に
選
ば
れ
た
過
去
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
詩
人
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ

オ
ッ
ト
、
作
曲
家
イ
ー
ゴ
リ
・
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
、
詩
人
ロ
バ
ー
ト
・

フ
ロ
ス
ト
、
作
曲
家
ア
ー
ロ
ン
・
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
、
批
評
家
ラ
イ
オ
ネ

ル
・
ト
リ
リ
ン
グ
、
レ
ナ
ー
ド
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
な
ど
の
錚
々
た
る
メ

ン
バ
ー
が
名
を
連
ね
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
ノ
ー
ト
ン
・
レ
ク
チ
ャ
ー

を
担
う
こ
と
は
こ
の
上
な
い
名
誉
で
あ
る
う
え
に
、
第
一
回
の
講
演
司
会

を
担
当
し
た
ホ
ミ
・
バ
ー
バ
教
授
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ハ
ン
コ
ッ
ク
は

ノ
ー
ト
ン
・
レ
ク
チ
ャ
ー
を
任
さ
れ
た
史
上
初
の
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ

リ
カ
ン
で
も
あ
っ
た
（
ハ
ン
コ
ッ
ク
に
つ
い
で
、
同
じ
く
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア

メ
リ
カ
ン
の
ト
ニ
・
モ
リ
ソ
ン
が
選
ば
れ
て
い
る
）2
。
二
〇
一
六
年
の
ノ
ー

ベ
ル
文
学
賞
が
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
に
授
与
さ
れ
た
の
に
二
年
先
立
つ
ハ
ン

コ
ッ
ク
の
偉
業
は
、
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
文
化
や
古
典
的
ジ
ャ

ン
ル
の
芸
術
以
外
を
フ
ェ
ア
に
認
知
し
て
こ
な
か
っ
た
ア
カ
デ
ミ
ア
の

変
化
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
現
政
権
成
立
以
前
の
出
来
事
だ
と

は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
保
守
的
な
研
究
・
教
育
機
関
が
、
文
化
の

平
等
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
真
剣
な
決
断
を
下
し
た
こ
と
を
意
味
し

て
も
い
る
。

　

意
外
に
も
、「
ジ
ャ
ズ
の
倫
理

︱
マ
イ
ル
ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
叡
智
」

（The Ethics of Jazz: The W
isdom

 of M
iles D

avis

）
と
題
さ
れ
た
ハ
ン
コ
ッ

ク
に
よ
る
連
続
講
演
第
一
回
は
、
ア
メ
リ
カ
独
自
の
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
で
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
ば

し
ば
同
一
視
さ
れ
る
ジ
ャ
ズ
を
取
り
上
げ
、
ハ
ン
コ
ッ
ク
が
ロ
ン
・
カ
ー

タ
ー
、
ウ
ェ
イ
ン
・
シ
ョ
ー
タ
ー
、
ト
ニ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
と
共
に
参

加
し
た
、
六
〇
年
代
の
あ
ま
り
に
も
有
名
な
ク
ィ
ン
テ
ッ
ト
（
こ
の
ク
ィ

ン
テ
ッ
ト
は
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
そ
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
を
含
め
た
、
史
上
最
強
の

グ
ル
ー
プ
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
、ジ
ャ
ズ
の「
帝
王
」

マ
イ
ル
ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
教
え
を
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た

3
。

意
外
に
も
、
と
い
う
の
は
、
ハ
ン
コ
ッ
ク
は
ジ
ャ
ズ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が

持
つ
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
イ
メ
ー
ジ
を
嫌
い
、
七
〇
年
代
以
降
ジ
ャ
ズ
か
ら
離

れ
て
ポ
ッ
プ
ス
や
ク
ラ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
で
大
成
功
を
収
め
、
マ
イ
ル

ス
と
の
不
仲
が
疑
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
だ

4
。

　

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
が
あ
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
街
を
す
で
に
離
れ
て

い
た
筆
者
は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
た
講
演
を
日
本
で

視
聴
し
、
ハ
ン
コ
ッ
ク
の
講
演
に
深
い
感
動
を
覚
え
た
。
講
演
の
内
容
に

取
り
た
て
て
新
し
い
こ
と
は
何
も
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
史
上
最
強

の
ク
ィ
ン
テ
ッ
ト
が
召
集
さ
れ
最
初
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
た

経
緯
が
、
マ
イ
ル
ス
の
有
名
な
か
す
れ
声
の
実
演
と
独
特
の
深
い
思
い
や

り
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
、
従
来
存
在
し
な
か
っ
た
新

し
い
音
楽
を
創
り
出
す
こ
と
に
内
在
す
る
「
倫
理
」
が
教
訓
と
し
て
導
き

出
さ
れ
る

5
。
同
じ
パ
タ
ー
ン
の
反
復
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
も
が
き
苦
し
む
ハ
ン
コ
ッ
ク
に
、「
バ
タ
ー
・
ノ
ー
ト
を
弾
く
な
（D

on’t 
play the butter notes.

）」
と
マ
イ
ル
ス
が
意
味
不
明
な
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を

贈
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
る
（“butter notes”

と
い
う
言
葉
は
存
在

し
な
い
）6
。
ハ
ン
コ
ッ
ク
が
講
演
と
そ
れ
に
関
連
し
た
著
書
『
ポ
ッ
シ

ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
』（Possibilities 

［
二
〇
一
四
］）
で
と
り
あ
げ
た
エ
ピ
ソ
ー
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of the Avant-Garde in Contemporary America, KATO Yuji

ド
の
い
く
つ
か
は
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
『
マ
イ
ル
ス
自
伝
』（M

iles: The 
Autobiography 

［
一
九
九
〇
］）
の
記
述
と
重
な
り
、
そ
れ
を
補
完
す
る
も

の
に
な
っ
て
お
り
、
あ
た
か
も
ハ
ン
コ
ッ
ク
が
故
意
に
マ
イ
ル
ス
の
伝
説

を
な
ぞ
り
、
そ
れ
を
継
承
し
延
長
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

た
も
の
だ
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
出
発
し
、
六
〇
年
代
す
で
に
ジ
ャ
ズ
界
の

頂
点
を
極
め
な
が
ら
、
そ
の
後
マ
イ
ル
ス
が
首
肯
し
た
と
は
思
え
な
い
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
な
音
楽
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
ハ
ン
コ
ッ
ク
が
、
マ
イ
ル

ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
を
中
心
と
し
た
ジ
ャ
ズ
の
歴
史
に
敢
え
て
回
帰
し
た
こ

と
に
、
ア
メ
リ
カ
文
化
と
し
て
の
ジ
ャ
ズ
の
持
続
を
支
え
よ
う
と
す
る
ハ

ン
コ
ッ
ク
の
音
楽
家
、
あ
る
い
は
ハ
ン
コ
ッ
ク
が
用
い
た
言
葉
を
借
り
る

な
ら
ば
、「
人
間
」（hum

an being
）
と
し
て
の
責
任
感
が
感
じ
と
ら
れ
る

講
演
だ
っ
た
。

　

多
く
の
ジ
ャ
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
は
引
退
と
い
う
言
葉
を
知
ら

な
い
。
二
〇
一
六
年
に
は
、
ハ
ン
コ
ッ
ク
に
つ
い
で
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
バ
ン

ド
の
キ
ー
ボ
ー
ド
を
担
当
し
、
ジ
ャ
ズ
を
代
表
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と

な
っ
た
チ
ッ
ク
・
コ
リ
ア
が
、
七
十
五
歳
を
記
念
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
・
ツ

ア
ー
を
行
っ
て
い
る
。
ビ
ル
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
、
ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン
、

ジ
ョ
ー
・
ザ
ウ
ィ
ー
ナ
ル
、
ト
ニ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
ら
は
す
で
に
逝
去

し
て
い
る
に
し
て
も
、
サ
ッ
ク
ス
の
デ
ィ
ヴ
・
リ
ー
プ
マ
ン
、
八
〇
年
代

に
若
く
し
て
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
バ
ン
ド
の
サ
ッ
ク
ス
を
担
当
し
た
ビ
ル
・
エ

ヴ
ァ
ン
ズ
、
ギ
タ
ー
の
ロ
ベ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
、
下
記
の
ケ
イ
・
ア
カ
ギ
（
赤

城
恵
）
な
ど
は
現
在
も
活
躍
し
、
各
地
の
ク
ラ
ブ
な
ど
で
マ
イ
ル
ス
の
神

話
を
持
続
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
マ
イ
ル
ス
が
い
わ
ゆ
る
「
ジ
ャ
ズ
」

を
演
奏
し
て
い
た
頃
、
つ
ま
り
ア
ル
バ
ム
『
イ
ン
・
ア
・
サ
イ
レ
ン
ト
・

ウ
ェ
イ
』（In a Silent W

ay 

［
一
九
六
九
］)

、 『
ビ
ッ
チ
ェ
ズ
・
ブ
リ
ュ
ー
』

（Bitches Brew 

［
一
九
七
〇
］）
に
先
立
つ
時
代
に
マ
イ
ル
ス
の
バ
ン
ド
に

参
加
し
た
バ
ン
ド
・
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
す
で
に
高
齢
化
し
つ
つ
あ
り
、
そ

の
世
代
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
達
が
過
去
を
若
い
世
代
に
伝
え
な
け
れ
ば
、

マ
イ
ル
ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
が
体
現
し
た
ジ
ャ
ズ
に
お
け
る
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ

ル
ド
の
精
神
は
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ
う
。
講
演
が
感
動
的

だ
っ
た
の
は
、
マ
イ
ル
ス
へ
の
敬
意
を
自
分
に
優
先
さ
せ
、
そ
の
神
話
を

未
来
に
伝
達
し
よ
う
と
す
る
ハ
ン
コ
ッ
ク
の
決
意
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
、
ジ
ャ
ズ
を
マ
イ
ル
ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
と
同
一
視
す
る
世
代
の

ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
が
、
今
を
生
き
続
け
る
神
話
と
し
て
再
確
認
さ
れ
た
か
ら

な
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
ハ
ン
コ
ッ
ク
が
マ
イ
ル
ス
に
回
帰
し
た
こ
と

に
は
、
他
に
も
重
要
な
意
義
が
あ
る
に
違
い
な
い
。

マ
イ
ル
ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
へ
の
回
帰

　

現
在
の
ジ
ャ
ズ
・
シ
ー
ン
で
、
マ
イ
ル
ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
に
回
帰
し
よ

う
と
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
ハ
ン
コ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
い
。
現
在
の

ア
メ
リ
カ
・
ジ
ャ
ズ
界
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
側
面
を
担
う
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
の
ひ
と
り
で
あ
る
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
、
ク
リ
ス
・
ボ
ッ
テ
ィ
は
、
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
マ
イ
ル
ス
の
曲
を
含
め
、
そ
の
音
楽
的
影
響
を
語
る
こ
と
が

多
い
。
マ
イ
ル
ス
が
一
生
愛
用
し
た
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
の
古
い
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
愛
用
し
て
も
い
る

7
。
し
か
し
ボ
ッ
テ
ィ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
お
そ
ら
く
現
在
の
合
衆
国
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
状
況
を
反

映
し
て
、
ほ
と
ん
ど
が
ポ
ッ
プ
ス
と
言
っ
て
も
よ
い
マ
イ
ル
ド
な
曲
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
ジ
ャ
ズ
臭
さ
は
薄
め
ら
れ
て
い
る
。
ボ
ッ
テ
ィ
が
ジ
ャ

ズ
の
聖
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
の
ク
ラ
ブ
、
ブ

ル
ー
・
ノ
ー
ト
を
ク
リ
ス
マ
ス
・
シ
ー
ズ
ン
か
ら
新
年
ま
で
独
占
す
る
ほ
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ど
の
人
気
者
に
な
っ
た
の
も
、
ジ
ャ
ズ
を
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
し
て
聴

衆
に
提
示
す
る
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
に
違
い
な
い
（
ボ
ッ

テ
ィ
は
も
と
も
と
ス
テ
ィ
ン
グ
の
バ
ン
ド
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
だ
っ
た
）。

　

近
年
の
ボ
ッ
テ
ィ
を
代
表
す
る
ア
ル
バ
ム
『
ク
リ
ス
・
ボ
ッ
テ
ィ
・
イ

ン
・
ボ
ス
ト
ン
』（C

hris Botti in Boston 

［
二
〇
〇
九
］）
が
、
そ
う
し
た

状
況
を
よ
く
伝
え
て
い
る

8
。
幕
開
け
と
な
る
曲
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の「
ア

ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」。
そ
れ
に
続
い
て
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
ヤ
ン
グ
、
レ
ナ
ー
ド
・

コ
ー
エ
ン
、
コ
ー
ル
・
ポ
ー
タ
ー
、
ス
テ
ィ
ン
グ
ら
に
よ
る
お
馴
染
み
の

ポ
ッ
プ
ス
・
ナ
ン
バ
ー
が
、
ボ
ス
ト
ン
・
ポ
ッ
プ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

バ
ッ
ク
で
、
ス
テ
ィ
ン
グ
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
マ
ッ
ク
フ
ィ
ー
な
ど
の
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
・
シ
ン
ガ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
。
ジ
ョ
シ
ュ
・
グ
ロ
ー
バ
ン
、

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
ル
シ
ア
・
ミ
カ
レ
リ
な
ど
、
若

い
世
代
に
受
け
の
よ
い
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
登
場
し
、
そ
の
合
間
に
ヨ
ー

ヨ
ー
・
マ
の
演
奏
が
入
り
、
エ
ア
ロ
・
ス
ミ
ス
の
ヴ
ォ
ー
カ
ル
、
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
・
タ
イ
ラ
ー
が
ロ
ッ
ク
の
味
わ
い
を
加
え
る
。
ボ
ッ
テ
ィ
自
身
は
、

曲
紹
介
で
マ
イ
ル
ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
と
『
カ
イ
ン
ド
・
オ
ヴ
・
ブ
ル
ー
』

に
触
れ
、
五
つ
の
コ
ー
ド
の
み
で
構
成
さ
れ
た
曲
の
構
成
を
解
説
し
た
う

え
で
、
マ
イ
ル
ス
の
「
フ
ラ
メ
ン
コ
・
ス
ケ
ッ
チ
ィ
ズ
」
を
演
奏
す
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
ポ
ッ
プ
ス
中
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
濃
厚
な
ジ
ャ

ズ
よ
り
も
一
般
の
聴
衆
に
好
ま
れ
る
。
Ｃ
Ｄ
と
一
緒
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン

グ
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
る
と
、
会
場
と
な
っ
た
ボ
ス
ト
ン
の
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
・
ホ
ー
ル
は
老
若
男
女
の
一
般
の
聴
衆
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
な
雰
囲
気
な
ど
す
こ
し
も
感
じ
ら
れ
な
い
健
全
で

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
る
。
し
か
し
、
ボ
ッ
テ
ィ
の
音
楽
は

ジ
ャ
ズ
の
伝
統
に
連
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
も
マ

イ
ル
ス
と
連
想
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
近
年
の
ボ
ッ
テ
ィ
の
ト

レ
ー
ド
・
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
楽
器
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ハ
ン
ド
ク
ラ
フ

ト
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
は
、
現
在
ポ
ッ
プ
に
活
躍
す
る
ボ
ッ
テ
ィ
と
マ
イ
ル

ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
ジ
ャ
ズ
を
繋
ぐ
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
人
と
し
て
唯
一
マ
イ
ル
ス
の
バ
ン
ド
に
参
加
し
た
ケ
イ
・
ア
カ
ギ

も
ま
た
、
マ
イ
ル
ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
伝
統
と
神
話
に
回
帰
し
て
い
る

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
ひ
と
り
か
も
し
れ
な
い
。
八
〇
年
代
後
半
、
マ
イ
ル

ス
最
晩
年
の
バ
ン
ド
に
キ
ー
ボ
ー
デ
ィ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
ア
カ
ギ

は
か
つ
て
、
晩
年
の
マ
イ
ル
ス
と
ポ
ッ
プ
な
曲
を
演
奏
す
る
こ
と
に
抵
抗

を
感
じ
、
マ
イ
ル
ス
の
バ
ン
ド
に
新
し
い
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
と
、
ア

ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
の
マ
イ
ル
ス
の
神
話
に
異

議
を
唱
え
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る

9
。
マ
イ
ル
ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス

が
生
涯
の
最
後
ま
で
過
去
の
音
楽
を
振
り
返
ら
ず
、
終
生
絶
え
ず
ア
ヴ
ァ

ン
ギ
ャ
ル
ド
で
あ
り
続
け
た
と
い
う
の
も
、
神
話
の
重
要
な
一
部
で
あ

る
。
現
在
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ア
ー
ヴ
ァ
イ
ン
校
音
楽
学
部
の
教
授
を

務
め
る
ア
カ
ギ
は
し
か
し
、
近
年
の
多
く
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
ハ
ン
コ
ッ

ク
同
様
に
マ
イ
ル
ス
と
の
過
去
を
肯
定
的
に
回
想
し
、
マ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
創
ら
れ
た
過
去
を
ジ
ャ
ズ
の
歴
史
、
遺
産
と
し
て
若
い
世
代
に
伝
え
よ

う
と
し
て
い
る

10
。

ジ
ャ
ズ
と
歴
史

　

現
在
の
「
ジ
ャ
ズ
」
は
、
ま
さ
に
多
様
な
形
態
で
演
奏
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
の
数
あ
る
ク
ラ
ブ
で
は
、
伝
統
的
な
ジ
ャ
ズ

や
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
ド
よ
り
も
む
し
ろ
、
ロ
ッ
ク
や
Ｒ
＆
Ｂ
ラ
テ
ン
、
ポ
ッ

プ
な
ど
と
融
合
し
た
ク
ロ
ス
・
オ
ー
ヴ
ァ
ー
な
演
奏
が
多
い
よ
う
な
印
象
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を
受
け
る
。
近
年
の
ジ
ャ
ズ
で
最
も
多
く
の
ア
ル
バ
ム
を
売
り
あ
げ
た
ケ

ニ
ー
・
G
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
か
な
り
ロ
ッ
ク
、
ポ
ッ
プ
ス
寄
り

の
演
奏
・
録
音
を
す
る
サ
ッ
ク
ス
の
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
サ
ン
ボ
ー
ン
は
ブ

ル
ー
・
ノ
ー
ト
な
ど
で
の
ビ
ッ
グ
・
ネ
ー
ム
で
あ
る
し
、
ク
リ
ス
・
ボ
ッ

テ
ィ
が
い
ま
や
ブ
ル
ー
・
ノ
ー
ト
の
看
板
で
あ
る
こ
と
は
上
記
の
通
り

で
あ
る
。
こ
う
し
た
ポ
ッ
プ
な
演
奏
家
た
ち
や
、
ラ
テ
ン
文
化
圏
、
ア

フ
リ
カ
、
日
本
を
含
め
た
ア
ジ
ア
な
ど
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち

と
、
ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
だ
っ
た
マ
ッ
コ
イ
・
タ

イ
ナ
ー
、
マ
イ
ル
ス
の
名
盤
『
カ
イ
ン
ド
・
オ
ヴ
・
ブ
ル
ー
』( K

ind of 
Blue 

［
一
九
五
六
］)

の
メ
ン
バ
ー
最
後
の
生
き
残
り
で
あ
る
ジ
ミ
ー
・
コ

ブ
、
ハ
ン
コ
ッ
ク
と
と
も
に
六
〇
年
代
マ
イ
ル
ス
の
ク
ィ
ン
テ
ッ
ト
に
参

加
し
た
ロ
ン
・
カ
ー
タ
ー
な
ど
の
超
ヴ
ェ
テ
ラ
ン
・
ジ
ャ
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
た
ち
が
共
存
し
て
い
る
の
が
現
在
の
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ

の
ジ
ャ
ズ
・
シ
ー
ン
だ
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
ハ
ン
コ
ッ
ク
が
ノ
ー
ト
ン
・
レ
ク
チ
ャ
ー

で
そ
の
一
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
提
示
し
よ
う
と
試
み
た
よ
う
に
、「
ジ
ャ
ズ
」

の
総
体
と
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
る
に
違
い
な

い
。
従
来
、
ジ
ャ
ズ
の
歴
史
化
の
試
み
は
様
々
な
形
で
行
わ
れ
て
き
た
。

有
名
な
と
こ
ろ
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ョ
ン
ソ

ン
な
ど
に
よ
る
ブ
ル
ー
ズ
へ
の
関
心
と
録
音
の
ブ
ー
ム
が
あ
り
、
モ
ダ

ン
・
ジ
ャ
ズ
の
勢
い
の
高
ま
り
（
い
う
ま
で
も
な
く
公
民
権
運
動
へ
と
向
か

う
、
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
国
内
で
の
人
権
意
識
の
高
ま
り
と
呼
応
す

る
）
と
と
も
に
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
ジ
ャ
ズ
の
歴
史
化
が

盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
例
が
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
指

揮
者
・
作
曲
家
で
あ
る
レ
ナ
ー
ド
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
に
よ
る
『
音
楽
の

よ
ろ
こ
び
』（The Joy of M

usic 

［
一
九
五
九
］）
に
収
録
さ
れ
た
「
ジ
ャ
ズ

と
は
何
か
？
」（W

hat Is Jazz?

）
で
あ
り

11
、
出
版
年
が
す
こ
し
遅
れ
て

い
る
が
、
飯
野
友
幸
氏
の
ご
翻
訳
に
よ
り
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

リ
ロ
イ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
『
ブ
ル
ー
ス
・
ピ
ー
プ
ル—

白
い
ア
メ
リ
カ
、

黒
い
音
楽
』（Blues People: N

egro M
usic in W

hite Am
erica ［

一
九
六
三
］）

だ
ろ
う
。
上
記
の
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ス
タ
ー
ン
ズ
に
よ
る
『
ジ
ャ
ズ
物

語
』（The Story of Jazz ［
一
九
五
六
］）も
同
様
の
例
の
一
つ
で
あ
る
。
バ
ー

ン
ス
タ
イ
ン
の
例
の
よ
う
な
古
典
的
ジ
ャ
ズ
論
に
お
い
て
は
、
ジ
ャ
ズ
の

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
特
質
あ
る
い
は
本
質
が
存
在
す
る
と
さ
れ
、
ブ
ル
ー

ズ
、
ラ
グ
タ
イ
ム
な
ど
の
起
源
、
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
リ
ン
ズ
の
文
化
的
特

質
な
ど
か
ら
派
生
し
、
そ
れ
ら
が
持
つ
特
質
や
イ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
ジ
ャ
ズ
で
あ
る
と
解
説
さ
れ
る

12
。
一
九
五
〇
年
代
に
は
普
通
だ
っ

た
は
ず
の
、
伝
統
的
な
歴
史
感
覚
と
ジ
ャ
ン
ル
の
概
念
化
が
感
じ
と
ら
れ

る
。
し
か
し
「
・
・
・
と
は
何
か
？
（W

hat Is . . . ?

）」
と
い
う
古
典
哲

学
的
な
問
い
が
前
提
と
す
る
ジ
ャ
ン
ル
の
定
義
は
、
後
述
の
よ
う
に
四
〇

年
代
末
か
ら
五
〇
年
代
に
は
す
で
に
ジ
ャ
ズ
の
現
場
で
崩
れ
つ
つ
あ
っ

た
。
近
年
の
ジ
ャ
ズ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
ジ
ャ
ズ
の
特
質
が
ミ
ニ
マ
ム
に

イ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ス
ゥ
イ
ン
グ
感
覚
で
あ
る
と
解
説
さ
れ

て
い
る

13
。
そ
の
他
の
特
質
と
し
て
挙
げ
ら
れ
う
る
、
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア

メ
リ
カ
ン
の
音
楽
に
起
源
を
持
つ
と
か
、
シ
ン
コ
ペ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ズ
ム

に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
か
、
し
ば
し
ば
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
ド
の
形
式
で
演
奏

さ
れ
る
な
ど
と
い
っ
た
記
述
は
、
こ
の
時
代
以
降
通
用
し
な
く
な
っ
て
く

る
。
あ
る
い
は
ジ
ャ
ズ
を
「
ジ
ャ
ズ
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
と
ら
え

る
こ
と
そ
の
も
の
が
困
難
に
な
る
と
い
っ
て
も
い
い
。

　

本
格
的
な
モ
ダ
ン
・
ジ
ャ
ズ
の
起
源
と
な
っ
た
チ
ャ
ー
リ
ー
・
パ
ー

カ
ー
は
、
一
九
五
五
年
に
死
去
し
た
。
グ
リ
ー
ニ
ッ
ジ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
そ

の
他
で
、
若
い
白
人
の
ヒ
ッ
プ
ス
タ
ー
た
ち
が
「
バ
ー
ド
は
生
き
て
い
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る
」（B

ird Lives

）
と
い
う
落
書
き
を
繰
り
返
し
、
パ
ー
カ
ー
が
彼
ら
の

時
代
精
神
の
象
徴
と
な
っ
た
こ
と
は
、
ラ
ル
フ
・
エ
リ
ソ
ン
が
エ
ッ
セ
イ

「
バ
ー
ド
、
バ
ー
ド
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
ジ
ャ
ズ
」（B

ird, B
ird W

atching 
and Jazz

）に
記
し
て
い
る
通
り
だ

14
。
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、

パ
ー
カ
ー
の
功
績
は
、
ビ
バ
ッ
プ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
も
と
づ
い
た
イ
ン

プ
ロ
ヴ
ィ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
利
用
法
の
大
胆
な
革
新
だ
っ

た
。
パ
ー
カ
ー
と
、
パ
ー
カ
ー
以
前
の
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
な
イ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
大
家
で
あ
る
コ
ー
ル
マ
ン
・
ホ
ー
キ
ン
ズ
が
共
演
し
た

ヴ
ィ
デ
オ
で
は
、
ホ
ー
キ
ン
ズ
の
古
典
的
で
た
お
や
か
な
演
奏
を
小
馬
鹿

に
し
た
よ
う
に
、
パ
ー
カ
ー
が
ビ
バ
ッ
パ
ー
ら
し
く
奇
を
て
ら
っ
た
高
音

で
、
ホ
ー
キ
ン
ズ
の
演
奏
を
切
る
よ
う
に
し
て
イ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
に
入
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

15
。
し
か
し
、
五
〇
年
代
ま
で
の

ビ
バ
ッ
プ
、
ク
ー
ル
、
ハ
ー
ド
バ
ッ
プ
に
お
け
る
イ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
を
続
け
る
か
ぎ
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
は
コ
ー
ド
進
行
の

拘
束
の
枠
内
か
ら
決
定
的
に
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
モ
ダ
ン
・

ジ
ャ
ズ
が
他
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
芸
術
と
同
じ
く
、
従
来
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ

ナ
ル
な
形
式
か
ら
離
れ
て
ゆ
く
性
質
を
持
っ
て
い
た
以
上
、
彼
ら
が
コ
ー

ド
進
行
の
束
縛
か
ら
逃
れ
る
方
向
へ
と
向
か
う
こ
と
は
必
然
的
だ
っ
た

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

マ
イ
ル
ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
が
ビ
ル
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
と
組
ん
で
実
践
し
た

い
わ
ゆ
る
モ
ー
ド
・
ジ
ャ
ズ
が
、
複
雑
化
し
た
コ
ー
ド
進
行
の
束
縛
か
ら

逃
れ
る
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
マ
イ
ル

ス
は
、
複
雑
化
し
歌
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
に
か
わ

り
、
コ
ー
ド
を
ス
ケ
ー
ル
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
コ
ー
ド
を
単
純
化
し
、

『
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
ズ
』（M

ilestones ［
一
九
五
八
］）、『
カ
イ
ン
ド
・
オ
ヴ
・

ブ
ル
ー
』
な
ど
の
ア
ル
バ
ム
で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
、
比
較
的
自
由
で
メ

ロ
デ
ィ
ア
ス
な
イ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
た
の
だ
っ
た

16
。

し
か
し
よ
り
根
本
的
な
解
決
法
は
、
従
来
の
ジ
ャ
ズ
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ

ン
を
捨
て
た
、い
わ
ゆ
る
「
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
以
降
の
認
識
　

　

サ
ッ
ク
ス
奏
者
の
オ
ー
ネ
ッ
ト
・
コ
ー
ル
マ
ン
ら
が
、
五
〇
年
代
末

か
ら
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
で“ The N

ew
 Thing”

と
当
時
呼
ば

れ
た
演
奏
を
開
始
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
マ
イ
ル
ス
・
デ
ィ

ヴ
ィ
ス
に
よ
れ
ば
、
レ
ナ
ー
ド
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
大

物
文
化
人
た
ち
が
コ
ー
ル
マ
ン
ら
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
集
い
、
マ
イ
ル
ス
は

彼
ら
に
聴
衆
を
奪
わ
れ
た

17
。
マ
イ
ル
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
コ
ー
ル

マ
ン
の
こ
と
を
よ
く
言
っ
て
は
い
な
い
。
自
伝
『
マ
イ
ル
ス
』
の
後
半

で
は
コ
ー
ル
マ
ン
や
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
の
価
値
を
認
め
て
い
る
に
し
て

も
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
を
吹
き
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏
に
ま
で
手
を
染
め
た
コ
ー
ル
マ
ン
や
、
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
を
担
当
し
た
ド
ン
・
チ
ェ
リ
ー
の
演
奏
た
い
し
て
は
手
厳
し
い
評

価
を
く
だ
し
て
い
る

18
。
し
か
し
、
演
奏
の
質
の
判
断
は
別
に
し
て
も
、

当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
文
化
人
た
ち
が
感
じ
と
っ
た
よ
う
に
、
フ
リ
ー
・

ジ
ャ
ズ
の
文
化
論
的
意
義
は
大
き
い
。
現
代
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ズ
史
家

の
テ
ッ
ド
・
ジ
オ
イ
ア
（Ted G

ioia

）
は
、
コ
ー
ル
マ
ン
ら
の
演
奏
が
し

ば
し
ば
揶
揄
の
対
象
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
一
方
で
、「
コ
ル
ト
レ
ー
ン
、

ド
ル
フ
ィ
ー
、
ロ
リ
ン
ズ
、
マ
イ
ル
ス
な
ど
、
主
流
の
名
演
奏
家
た
ち
が

フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
を
認
め
そ
れ
に
倣
お
う
と
し
た
こ
と
は
、
ジ
ャ
ズ
界

に
お
け
る
驚
く
べ
き
変
化
を
記
し
て
い
た
」（“ C

oltrane, D
olphy, R

ollins, 
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M
iles: to see these m

asters of m
ainstream

 jazz not only acknow
ledge the 

new
 m

usic, but strive to em
ulate it ―

 this m
arked an extraordinary change 

in the jazz w
orld”

）
と
述
べ
て
い
る

19
。

　

演
奏
の
良
し
悪
し
が
文
化
論
的
意
義
と
別
個
の
問
題
と
な
る
の
は
、

ジ
ャ
ズ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
固
有
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
が
無
効
化
さ

れ
る
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
以
降
の
音
楽
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
は
、
従
来

の
西
欧
音
楽
や
ジ
ャ
ズ
に
お
い
て
規
範
的
と
考
え
ら
れ
た
楽
器
の
奏
法

も
ま
た
無
効
に
な
り
う
る
か
ら
だ
。
調
性
や
拍
子
、
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン

な
ど
の
音
楽
を
構
成
す
る
他
の
要
素
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
ば
し

ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
の
実
際
の
演
奏
は
た
ん
に
自

由
、
あ
る
い
は
滅
茶
苦
茶
に
演
奏
さ
れ
た
騒
音
な
の
で
は
な
い
。
コ
ー
ル

マ
ン
の
ア
ル
バ
ム
『
ジ
ャ
ズ　

来
る
べ
き
も
の
』（The Shape of Jazz to 

C
om

e ［
一
九
五
九
］）
に
お
け
る
演
奏
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
ユ
ニ
ゾ
ン

で
の
演
奏
に
は
構
造
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
あ
り
、
通
常
の
ビ
ー
ト
と
は
異
な

る
も
の
で
あ
っ
て
も
リ
ズ
ム
感
覚
が
あ
る
。『
ジ
ャ
ズ　

来
る
べ
き
も
の
』

に
収
録
さ
れ
た
「
ロ
ン
リ
ー
・
ウ
ー
マ
ン
」（Lonely W

om
an

）
な
ど
を

聴
け
ば
こ
の
こ
と
が
よ
く
理
解
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、フ
レ
デ
ィ
・

ハ
バ
ー
ド
、
エ
リ
ッ
ク
・
ド
ル
フ
ィ
ー
そ
の
他
の
名
演
奏
家
た
ち
を
揃
え

た
コ
ー
ル
マ
ン
の
も
う
ひ
と
つ
の
初
期
代
表
作『
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
』（Free 

Jazz 

［
一
九
六
一
］）
で
の
演
奏
は
、
当
然
な
が
ら
申
し
分
な
い
と
い
う
以

上
の
非
常
に
高
い
技
術
的
レ
ベ
ル
に
あ
る
。

　

し
か
し
、
実
際
の
演
奏
の
形
態
は
個
々
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
っ
て

異
な
り
、
極
端
に
言
え
ば
ど
の
よ
う
な
演
奏
が
実
践
さ
れ
て
も
よ
い
。
二

つ
の
バ
ン
ド
が
同
時
に
集
団
的
即
興
演
奏
を
行
い
、
既
存
の
ジ
ャ
ズ
の

ル
ー
ル
を
破
っ
た
『
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
』
の
演
奏
は
そ
の
ひ
と
つ
の
例

で
あ
る

20
。
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
が
実
践
さ
れ
受
け
入
れ
ら
れ
て
以
降
、
従

来
の
「
ジ
ャ
ズ
」
の
演
奏
形
態
を
も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な
演
奏
も
原

理
上
可
能
な
の
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
従
来
の
ジ
ャ
ズ
は
、
フ

リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
以
降
の
音
楽
と
両
立
し
え
な
い
対
立
項
に
な
る
の
で
は
な

く
、
境
界
の
な
い
よ
り
広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
を
獲
得
し
た
音
楽
に
含
ま
れ
る

選
択
肢
の
ひ
と
つ
と
な
る
。
た
と
え
ば
ジ
オ
イ
ア
も
、
コ
ー
ル
マ
ン
が
試

み
た
ブ
ル
ー
ズ
、
ビ
バ
ッ
プ
、
ラ
テ
ン
な
ど
の
要
素
を
採
り
入
れ
た
演
奏

に
お
い
て
、
コ
ー
ル
マ
ン
は
伝
統
的
な
ス
タ
イ
ル
に
従
属
し
た
の
で
は
な

く
、「
他
の
ス
タ
イ
ル
に
彼
の
よ
り
自
由
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
す
る
敬
意

を
示
さ
せ
た
」( “C

olem
an m

ade the other style do hom
age to his freer ap-

proach.”)

と
述
べ
て
い
る

21
。

　

多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
ジ
ャ
ズ
・
フ
ァ
ン
た
ち
が
そ
う
し
た
よ
う

に
、
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
が
ジ
ャ
ズ
で
あ
る
の
か
ど
う
か
を
議
論
し
て
み
て

も
よ
い
は
ず
だ
。
し
か
し
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
以
降
、
そ
の
議
論
は
同
語
反

復
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
以
前
の
ジ
ャ
ズ
を
ジ
ャ

ズ
と
定
義
す
る
と
す
れ
ば
、
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
は
ジ
ャ
ズ
で
は
な
い
。
し

か
し
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
以
降
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
特
に
フ
リ
ー
・
ジ
ャ

ズ
的
な
要
素
が
ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン
や
マ
イ
ル
ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
な

ど
の
音
楽
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
ロ
ッ
ク
や
Ｒ
＆
Ｂ
と
融
合
し
て
ゆ
く

過
程
を
経
た
の
ち
に
は
、
西
欧
音
楽
と
そ
の
後
の
ジ
ャ
ズ
が
従
来
否
定
・

抑
圧
し
て
き
た
異
端
で
あ
り
、
ジ
ャ
ズ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
と
っ
て
は
い

わ
ば
他
者
で
あ
っ
た
「
フ
リ
ー
」
な
要
素
が
、
音
楽
の
可
能
性
の
重
要
な

一
部
と
し
て
認
知
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
は
ず
だ
。
そ
れ
が
ジ
ャ
ズ
で
あ
る

か
な
い
か
と
い
う
問
い
は
、
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
以
前
の
「
ジ
ャ
ズ
」
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
に
の
み
当
て
は
ま
る
も
の
な
の
だ
。
簡
潔
に
述
べ
る
な
ら

ば
、
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
は
ジ
ャ
ズ
と
ジ
ャ
ズ
で
は
な
い
も
の
の
境
界
線
を

破
綻
さ
せ
、ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
ジ
ャ
ズ
を
解
体
し
て
し
ま
う
。
フ
リ
ー
・
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ジ
ャ
ズ
が
可
能
に
な
る
こ
と
は
、「
ジ
ャ
ズ
」
と
い
う
と
き
に
特
権
化
さ

れ
と
き
に
卑
下
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
が
、
固
有
の
存
在
の
領
域
や
特
質
を
持

た
ず
と
も
演
奏
さ
れ
う
る
と
い
う
宣
告
に
等
し
い
。
こ
の
宣
告
が
、
そ
の

後
の
ジ
ャ
ズ
（
あ
る
い
は
そ
れ
ら
し
き
音
楽
）
の
ク
ロ
ス
・
オ
ー
ヴ
ァ
ー

的
な
在
り
方
と
多
様
性
の
基
盤
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
が
歴
史
化
の
前
提
に
深
く
か
か
わ
る
重
要
な

意
義
を
持
つ
こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
五
〇
年
代
に
行
わ

れ
た
よ
う
に
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
ジ
ャ
ズ
固
有
の
特
質
を
議
論
す
る

こ
と
は
、
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
の
出
現
以
降
原
理
的
に
も
は
や
不
可
能
に
な

る
。
そ
れ
以
降
の
多
様
化
し
た
ジ
ャ
ズ
の
歴
史
は
、
多
元
文
化
主
義
に
お

け
る
他
の
諸
文
化
事
象
と
同
様
に
、
ひ
と
つ
の
起
源
を
持
た
な
い
複
層
的

な
歴
史
と
し
て
し
か
理
解
さ
れ
え
な
い
か
ら
だ
。
原
理
的
な
意
味
で
の
フ

リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
は
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
「
ジ
ャ
ズ
」
を
解
体
し
、
し
た

が
っ
て
ジ
ャ
ズ
の
ジ
ャ
ズ
と
し
て
の
歴
史
を
解
体
す
る
の
だ
と
言
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
後
に
ア
メ
リ
カ
の
ア
カ
デ
ミ
ア
を
席
巻
す
る
こ

と
に
な
る
い
わ
ゆ
る
脱
構
築
が
西
欧
中
心
主
義
と
そ
れ
に
も
と
づ
い
た

存
在
の
学
を
解
体
し
た
の
に
類
似
し
た
、
音
楽
史
の
根
源
的
な
再
編
成
を

も
た
ら
し
た
は
ず
な
の
だ
。

そ
の
後
の
マ
イ
ル
ス

　

実
際
、
現
代
の
ジ
ャ
ズ
論
は
ジ
ャ
ン
ル
、
ジ
ャ
ン
ル
の
固
有
性
、
ジ
ャ

ン
ル
の
枠
内
で
意
味
づ
け
さ
れ
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
議
論
す
る
た
め
だ
け

の
場
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
ジ
ャ
ズ
論
に
お
け
る
分

岐
点
は
お
そ
ら
く
七
〇
年
代
で
あ
る
。
旧
来
の
ジ
ャ
ズ
論
は
古
典
的
な
文

芸
批
評
に
近
い
形
で
行
わ
れ
て
い
た
。
典
型
的
な
例
は
、
モ
ダ
ン
・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
か
ら
『
音
楽
と
と
も
に
生
き
る
こ
と—

ラ
ル
フ
・
エ
リ
ソ
ン

の
ジ
ャ
ズ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ズ
』（Living w

ith M
usic: Ralph Ellison’s Jazz 

W
ritings ［

二
〇
〇
二
］）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
、上
記
の
作
家
ラ
ル
フ
・

エ
リ
ソ
ン
の
ジ
ャ
ズ
論
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
文
学
史

上
最
も
重
要
な
小
説
作
品
の
一
つ
と
さ
れ
る
『
見
え
な
い
人
間
』（Invis-

ible M
an ［

一
九
五
二
］）
で
知
ら
れ
る
エ
リ
ソ
ン
は
、
文
学
に
傾
倒
す
る

前
に
は
ブ
ッ
カ
ー
・
T
・
ワ
シ
ン
ト
ン
が
創
設
し
た
タ
ス
キ
ー
ギ
・
イ
ン

ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
（Tuskegee Institute

）
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
専
攻
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
時
代
と
の
関
係
に
お
い

て
作
ら
れ
る
、
変
化
す
る
芸
術
と
し
て
の
ジ
ャ
ズ
の
性
質
や
人
種
問
題
と

の
関
わ
り
に
は
理
解
が
深
い
。
ギ
タ
リ
ス
ト
、チ
ャ
ー
リ
ー
・
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
に
つ
い
て
語
る
際
、
エ
リ
ソ
ン
は
「
し
ば
し
ば
困
惑
す
る
ほ
ど
複
雑
な

ア
メ
リ
カ
的
な
文
化
的
経
験
」（“often annoying com

plexity of A
m

erican 
cultural experience”

）に
注
目
し
、ジ
ャ
ズ
が「
歴
史
と
前
史
が
入
り
混
じ
っ

た
奇
妙
な
状
態
の
な
か
に
存
在
す
る
芸
術
形
態
」（“an art form

 existing 
in a curious state of history and pre-history sim

ultaneously”

）
に
あ
る
と
述

べ
、
ジ
ャ
ズ
の
「
こ
こ
、
現
在
の
社
会
的
状
況
と
の
深
い
繋
が
り
を
持
つ

性
質
」（“the nature of its deep connection w

ith social conditions here and 
now

”

）
に
触
れ
て
い
る

22
。
し
か
し
エ
リ
ソ
ン
は
、
ジ
ャ
ズ
と
そ
の
文
化

を
議
論
す
る
に
際
し
て
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
あ
る
い
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な

古
典
的
美
学
を
援
用
し
て
お
り
、
ジ
ャ
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
感
性
を

示
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
古
典
的
な
文
芸
批
評
家
に
近
い
側

面
も
強
く
持
っ
て
い
る

23
。
ま
た
、『
ブ
ル
ー
ス
・
ピ
ー
プ
ル
』
で
リ
ロ
イ
・

ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
そ
う
し
た
よ
う
に
、
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
人
々

の
一
枚
岩
的
な
民
族
性
と
ジ
ャ
ズ
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
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自
身
が
繰
り
返
し
指
摘
す
る
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
た
ち
の
階
級
意

識
の
分
裂
を
勘
案
し
な
い
と
し
て
も
、
民
族
と
音
楽
の
均
質
性
と
単
一
性

を
前
提
と
し
て
い
る
点
で
無
理
が
あ
り
、
し
か
も
モ
ー
ド
・
ジ
ャ
ズ
や
フ

リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
が
実
践
さ
れ
、
ジ
ャ
ズ
の
主
流
の
趨
勢
が
ジ
ャ
ズ
・
ロ
ッ

ク
や
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
へ
と
向
か
っ
て
い
く
途
上
に
あ
っ
た
一
九
六
三
年

の
時
代
性
に
も
そ
ぐ
わ
な
い

24
。
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
へ
と
向
か
う
動
き
は
、

Sketches of Spain
な
ど
の
演
奏
で
知
ら
れ
る
マ
イ
ル
ス
九
重
奏
団
の
メ

ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
ホ
ル
ン
奏
者
で
あ
り
、
音
楽
教
育
者
、
音
楽
史
家
で

も
あ
っ
たG

anther Schuller
の
サ
ー
ド
・
ス
ト
リ
ー
ム
へ
と
向
か
う
実

験
や
、
レ
ニ
ー
・
ト
リ
ス
タ
ー
ノ
、
リ
ー
・
コ
ー
ニ
ッ
ツ
な
ど
の
フ
リ
ー
・

ジ
ャ
ズ
を
先
取
り
す
る
実
験
的
演
奏
で
あ
る“D

igression”

、 “Intuition”

な
ど
に
よ
っ
て
、
一
九
四
〇
年
代
末
に
は
す
で
に
開
始
さ
れ
て
も
い
た

25
。

現
代
の
ジ
ャ
ズ
と
ジ
ャ
ズ
論
は
、
西
欧
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ

ル
ド
や
、
ジ
ャ
ン
ル
の
固
有
性
と
歴
史
的
本
質
主
義
か
ら
離
れ
た
、
い
わ

ゆ
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
方
向
性
へ
と
向
か
っ
て
ゆ
か
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。

　

ハ
ー
ビ
ー
・
ハ
ン
コ
ッ
ク
が
マ
イ
ル
ス
の
バ
ン
ド
で
活
躍
し
た
の
は
、

ロ
ッ
ク
ン
・
ロ
ー
ル
が
ジ
ャ
ズ
に
か
わ
っ
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
主
流
と

な
り
つ
つ
あ
っ
た
趨
勢
に
対
応
す
べ
く
、
ジ
ミ
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
と
の

共
演
を
計
画
す
る
な
ど
し
て
ジ
ャ
ズ
と
ロ
ッ
ク
の
融
合
を
強
力
に
押
し

進
め
、
元
来
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
が
絶
対
的
な
基
本
で
あ
っ

た
ジ
ャ
ズ
に
電
子
楽
器
を
取
り
入
れ
た
時
期
だ
っ
た
。
パ
ー
カ
ー
の
直
弟

子
で
も
あ
り
、
コ
ー
ル
マ
ン
そ
の
他
に
比
べ
て
は
る
か
に
保
守
的
だ
っ
た

マ
イ
ル
ス
が
伝
統
的
な
ジ
ャ
ズ
を
捨
て
、
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
に
似
た
ス
タ

イ
ル
や
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
と
反
復
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
に
向
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ハ
ン
コ
ッ
ク
が
マ
イ
ル
ス
の

「
倫
理
」
と
し
て
語
っ
た
革
新
性
こ
そ
が
、
ジ
ャ
ン
ル
の
固
有
性
に
優
っ

た
ジ
ャ
ズ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
も
し

ジ
ャ
ン
ル
の
脱
構
築
が
現
代
の
必
然
的
な
趨
勢
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
ハ

ン
コ
ッ
ク
が
講
演
で
語
っ
た
六
〇
年
代
マ
イ
ル
ス
の
教
え
や
そ
の
後
の

ジ
ャ
ズ
の
変
貌
ぶ
り
は
現
代
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
シ
ン
セ
サ
イ

ザ
ー
を
駆
使
し
た
音
楽
制
作
に
よ
っ
て
一
世
を
風
靡
し
た
ハ
ン
コ
ッ
ク

に
、
電
子
ピ
ア
ノ
フ
ェ
ン
ダ
ー
・
ロ
ー
ズ
（Fender R

hodes

）
を
初
め
て

弾
か
せ
た
の
が
マ
イ
ル
ス
だ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
あ
る

26
。
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
歴
史
と
固
有
の
方
向
性
を
捨
て
た
音
楽

は
、
目
指
す
べ
き
到
達
点
を
失
い
、
絶
え
ず
進
行
す
る
反
復
と
差
異
の
連

鎖
か
ら
な
る
プ
ロ
セ
ス
と
な
る
。
そ
れ
は
一
九
世
紀
の
詩
人
ウ
ォ
ル
ト
・

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
詩
に
も
類
似
し
た
、
き
わ
め
て
ア
メ
リ
カ
的
な
芸
術
形

式
で
も
あ
っ
た
（
こ
の
時
代
の
マ
イ
ル
ス
の
流
れ
を
汲
む
ウ
ェ
イ
ン
・
シ
ョ
ー

タ
ー
、
ジ
ョ
ー
・
ザ
ゥ
イ
ー
ナ
ル
ら
の
グ
ル
ー
プ
、
ウ
ェ
ザ
ー
・
リ
ポ
ー
ト

（W
eather R

eport

）
の
初
期
ア
ル
バ
ム
の
ひ
と
つI Sing the Body Electric

が
、

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
詩
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
は
象
徴
的
だ
）。
電
子
化
と
反

復
を
基
調
と
し
た
音
楽
に
よ
っ
て
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
若
者
に

ア
ピ
ー
ル
し
た
ア
ル
バ
ム
『
ビ
ッ
チ
ェ
ズ
・
ブ
リ
ュ
ー
』
以
降
の
マ
イ

ル
ス
の
音
楽
は
、
若
く
し
て
エ
イ
ズ
で
逝
っ
た
才
能
あ
る
評
論
家
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
ス
ネ
ッ
ド
（Jam

es Snead

）
が
、“O

n R
epetition in B

lack C
ul-

ture”

で
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
文
化
一
般
に
つ
い
て
述
べ
た
よ

う
に
、
西
欧
的
あ
る
い
は
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
歴
史
観
と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を

重
視
す
る
芸
術
観
を
、
文
化
に
お
け
る
反
復
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
相
対
化
す
る
力
を
秘
め
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

27
。
そ
れ
が
ジ
ャ
ズ

と
い
う
よ
り
は
、
よ
り
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
的
な
フ
ァ
ン
ク
へ
と

向
か
っ
て
い
た
こ
と
も
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
納
得
で
き
る
。
た
だ
、
切
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れ
目
な
く
延
々
と
繰
り
返
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
イ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
商
業
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
き
わ
め
て
疑
わ
し
く
、
か
な
ら
ず

し
も
聴
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。

　
『
ビ
ッ
チ
ェ
ズ
・
ブ
リ
ュ
ー
』
以
降
、
七
〇
年
代
半
ば
に
マ
イ
ル
ス
が

健
康
上
の
理
由
か
ら
一
時
引
退
し
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
シ
ー
ン
か
ら
姿

を
消
す
ま
で
の
間
に
録
音
さ
れ
た
、
悪
名
高
く
し
ば
し
ば
無
視
さ
れ
が

ち
な
音
楽
（
日
本
で
録
音
さ
れ
、
一
九
七
五
年
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
たPangea

、

Agarta

な
ど
の
ア
ル
バ
ム
）
に
は
、
お
そ
ら
く
原
理
上
の
矛
盾
が
あ
っ
た

の
だ
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
マ
イ
ル
ス
に
よ
る
新
し
い
演
奏
は
、
反
復

に
よ
る
進
歩
主
義
の
否
定
を
内
に
孕
ん
で
い
な
が
ら
も
、
お
そ
ら
く
、
従

来
か
ら
の
革
新
的
な
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
。
モ
ダ

ニ
ズ
ム
的
な
革
新
に
よ
っ
て
新
た
な
到
達
点
を
目
指
す
進
歩
主
義
的
な

方
向
性
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
こ
と
を
や
め
た
記
号
的
な
音
の
反
復
に

よ
っ
て
織
り
成
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
音
楽
と
は
両
立
し
え
な
い

は
ず
で
あ
る
。
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
や
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
に
よ
る
サ
ン
プ
リ
ン
グ
と

反
復
が
常
識
的
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
八
〇
年
に
カ
ム
バ
ッ
ク
し
た
マ
イ

ル
ス
が
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
挫
折
し
な
か
っ
た
の
は
、
六
〇

年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
革
新
的
だ
っ
た
試
み
が
、
八
〇
年
代

に
は
日
常
的
な
環
境
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

八
〇
年
代
の
マ
イ
ル
ス
は
、
よ
り
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
電
子

的
に
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
さ
れ
た
赤
や
青
、
緑
な
ど
色
と
り
ど
り
の
マ
ー
テ
ィ

ン
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
、
電
子
楽
器
の
響
き
に
合
わ
せ

た
短
い
フ
レ
ー
ズ
の
反
復
に
よ
っ
て
吹
き
鳴
ら
す
と
同
時
に
、
し
ば
し
ば

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
キ
ー
ボ
ー
ド
を
叩
い
た
（
八
〇
年
代
以
前
に
は
オ
ル

ガ
ン
が
用
い
ら
れ
た
）28
。
六
〇
年
代
末
か
ら
の
マ
イ
ル
ス
は
電
子
楽
器
を

積
極
的
に
使
用
し
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
イ
フ
ェ
ク
タ
ー

を
つ
け
、
ジ
ミ
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
の
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
に
似
た
効
果
を
出

そ
う
と
し
た
り

29
、
そ
の
後
マ
ハ
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
、
現
在
も
活
躍
し
て
い
る
ロ
ッ
ク
系
ギ
タ
リ
ス
ト
、
ジ
ョ

ン
・
マ
ク
ラ
フ
リ
ン
を
バ
ン
ド
に
迎
え
「
よ
り
リ
ズ
ミ
ッ
ク
な
ブ
ル
ー

ズ
・
フ
ァ
ン
ク
サ
ウ
ン
ド
」（“a m

ore rhythm
ic, blues-funk sound”

）
を

手
に
入
れ
た

30
。
し
か
し
、
マ
イ
ル
ス
の
電
子
楽
器
の
使
用
法
は
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
に
近
く
、
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
の
使
用
が
当
然
に
な
っ
た
八
〇

年
代
の
マ
イ
ル
ス
に
と
っ
て
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
楽
器
と
電
子
楽
器

の
区
別
は
本
質
的
な
意
味
に
お
い
て
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ケ
イ
・
ア
カ
ギ
に
よ
れ
ば
、
マ
イ
ル
ス
は
電
子
楽
器
に
も
管
楽

器
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
同
じ
、
ブ
レ
ス
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
あ
る
フ
レ
ー
ジ

ン
グ
を
要
求
し
た
ら
し
い

31
。

ウ
ィ
ン
ト
ン
・
マ
ー
サ
リ
ス
と
現
在
の
ジ
ャ
ズ

　

ア
メ
リ
カ
の
文
化
研
究
一
般
に
お
い
て
、
歴
史
と
歴
史
化
の
方
法
論
、

芸
術
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
キ
ャ
ノ
ン
（
正
典
）
の
再
編
成
が
深
刻
な
課
題

と
な
っ
た
の
は
、
公
民
権
運
動
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
な
ど
の
、
従
来
的
な

白
人
中
心
主
義
へ
の
批
判
が
真
剣
に
受
け
取
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
以
来
だ
っ
た
。
そ
の
原
理
的
な
改
変
は
い
わ
ゆ
る
批
評
理
論
の
分

野
で
七
〇
年
代
に
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
が
エ
ド
ワ
ー
ド
・
W
・
サ
イ
ー
ド

の
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』（O

rientalism 

［
一
九
七
八
］）
な
ど
の
、
お
も

に
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ス
ト
構
造
主
義
に
影
響
さ
れ
た
著
作
と
な
っ
て
七
〇

年
代
後
半
か
ら
出
版
さ
れ
始
め
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
文
化
研
究
に
お
い

て
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ブ
ラ
ッ
ト
、
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
ジ
ェ
ー
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of the Avant-Garde in Contemporary America, KATO Yuji

ム
ソ
ン
、
エ
リ
ッ
ク
・
サ
ン
キ
ス
ト
ら
が
主
導
し
た
「
新
歴
史
主
義
」
が

研
究
の
支
配
的
モ
ー
ド
と
な
り
、
現
在
に
い
た
る
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
か
ら

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
へ
と
引
き
継
が
れ
た
保
守
的
な
政
治
的
土
壌
は
、
歴
史

化
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
そ
の
時
代
以
来
の
人
文
科
学
研
究
の
趨
勢

と
相
関
し
て
も
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

八
〇
年
代
以
降
ジ
ャ
ズ
に
も
類
似
し
た
歴
史
へ
の
回
帰
が
起
き
た
。
そ

れ
を
主
導
す
る
国
民
的
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
支
持
さ
れ
、
ま
た
同

時
に
批
判
さ
れ
る
の
が
、
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
リ
ン
ズ
出
身
の
ウ
ィ
ン
ト
ン
・

マ
ー
サ
リ
ス
で
あ
る

32
。
マ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

八
〇
年
代
は
音
楽
文
化
の
安
定
期
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
で
あ
る
こ
と
に
と
ら
わ
れ
ず
、
伝
統
的
な
ジ
ャ
ズ
、

ラ
テ
ン
、
ロ
ッ
ク
、
ポ
ッ
プ
ス
、
ダ
ン
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
の
区
分
を
絶
対
視
し
な
い
多
様
な
演
奏
形
態
が
常

識
的
に
な
っ
た
現
在
の
状
況
は
、
八
〇
年
代
に
始
ま
っ
て
い
る
。
ま
だ
ア

ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
な
雰
囲
気
を
残
し
た
グ
ル
ー
プ
、
リ
タ
ー
ン
・
ト
ゥ
・

フ
ォ
ー
エ
ヴ
ァ
ー
（R

eturn to Forever

）
で
七
〇
年
代
に
一
斉
を
風
靡
し

た
チ
ッ
ク
・
コ
リ
ア
は
、
そ
の
後
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
な

ど
を
演
奏
し
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
も
活
動
し
始
め
た
。

八
〇
年
代
に
は
「
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
バ
ン
ド
」（Electrik B

and

）
と
「
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
ン
ド
」（A

coustic B
and

）
の
両
方
を
率
い
、
ジ
ャ

ズ
の
ス
タ
イ
ル
が
選
択
・
切
り
替
え
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
七
〇

年
代
か
ら
前
衛
と
保
守
の
双
方
を
使
い
分
け
、「
ア
メ
リ
カ
ン
・
カ
ル
テ
ッ

ト
」（A

m
erican Q

uartet

）
と
「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
カ
ル
テ
ッ
ト
」（Euro-

pean Q
uartet

）、
そ
し
て
名
演
奏
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
ル
バ
ム
『
ケ
ル
ン
・

コ
ン
サ
ー
ト
』（K

öln C
oncert ［

一
九
七
五
］）
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ピ
ア
ノ
に
よ
る
ソ
ロ
演
奏
で
ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア
ノ
の

ス
タ
イ
ル
を
変
貌
さ
せ
た
キ
ー
ス
・
ジ
ャ
レ
ッ
ト
も
、
八
〇
年
代
に
は
ソ

ロ
と
平
行
し
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
録
音
や
、
ハ
ー
プ
シ
コ
ー
ド
に
よ
る

バ
ッ
ハ
の
『
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
』
の
録
音
な
ど
に
向
か
っ
た
。
ジ
ョ

ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
な
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ

た
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
マ
ッ
コ
イ
・
タ
イ
ナ
ー
に
よ
る
『
ダ
イ
メ
ン
シ
ョ
ン
ズ
』

（D
im

ensions

）
な
ど
八
〇
年
代
の
録
音
は
、
ム
ー
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に

近
い
ジ
ャ
ズ
ら
し
く
な
い
演
奏
で
あ
り
、
そ
う
し
た
演
奏
が
歓
迎
さ
れ

る
時
代
の
雰
囲
気
を
伝
え
て
い
る
。
ハ
ン
コ
ッ
ク
や
ウ
ェ
イ
ン
・
シ
ョ
ー

タ
ー
は
、
独
自
の
活
動
を
一
方
で
続
け
な
が
ら
、
マ
イ
ル
ス
の
バ
ン
ド
時

代
の
メ
ン
バ
ー
で
懐
古
的
グ
ル
ー
プV

SO
P

を
結
成
し
人
気
を
博
し
た

（
マ
ー
サ
リ
ス
が
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
と
し
て
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
た
こ
と

も
あ
る
）。

　

ウ
ィ
ン
ト
ン
・
マ
ー
サ
リ
ス
が
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
は
、
八
〇
年
代
の
そ

う
し
た
雰
囲
気
の
な
か
で
の
こ
と
だ
っ
た
。
ア
ー
ト
・
ブ
レ
イ
キ
ー
の

バ
ン
ド
・
メ
ン
バ
ー
と
し
て
十
八
歳
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
マ
ー
サ
リ
ス
は
、

八
二
年
に
ジ
ャ
ズ
の
ア
ル
バ
ム
『
マ
ル
サ
リ
ス
の
肖
像
』（W

ynton M
ar-

salis

）、
翌
年
に
は
ハ
イ
ド
ン
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
協
奏
曲
の
ア
ル
バ
ム
を
出

し
て
高
く
評
価
さ
れ
（
ハ
イ
ド
ン
の
ア
ル
バ
ム
と
ジ
ャ
ズ
の
ア
ル
バ
ムThink 

of O
ne

は
、
と
も
に
一
九
八
三
年
の
グ
ラ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
て
い
る
）、
ジ
ャ

ズ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
両
方
の
ジ
ャ
ン
ル
で
ト
ッ
プ
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
と
し

て
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
・
フ
ィ
ル
や
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
・
オ
ペ
ラ
の
本
拠
地
で
あ
る
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
の
リ
ン
カ
ー

ン
・
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、「
ジ
ャ
ズ
・
ア
ッ
ト
・
リ
ン
カ
ー
ン
・

セ
ン
タ
ー
」（Jazz at Lincoln C

enter

）
の
音
楽
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る

な
ど
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
合
衆
国
の
音
楽
を
代
表
す
る
強
力
な
存
在
感

を
持
ち
続
け
て
い
る
。
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マ
ー
サ
リ
ス
に
代
表
さ
れ
る
新
し
い
世
代
の
特
徴
は
、
音
楽
の
方
法
が

明
瞭
に
可
視
化
さ
れ
た
時
代
に
育
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
マ
ー
サ
リ
ス
本
人

は
、
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
リ
ン
ズ
の
ジ
ャ
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
一
家
に
育

ち
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
専
攻
し
て
い
た
。
マ
ー

サ
リ
ス
の
経
歴
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
か
ら
意
図
的
に
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し

た
マ
イ
ル
ス
や
、
名
門
イ
ー
ス
ト
マ
ン
音
楽
院
出
身
で
あ
り
な
が
ら
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
演
奏
家
に
な
れ
な
か
っ
た
ロ
ン
・
カ
ー
タ
ー
、
音
楽
だ
け
で
は

な
く
機
械
工
学
の
学
位
を
取
得
し
た
ハ
ン
コ
ッ
ク
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
と

ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
で
音
楽
を
学
び
な
が
ら
も
、
大
学
に
興
味
を
持
て

な
か
っ
た
チ
ッ
ク
・
コ
リ
ア
な
ど
、
そ
れ
以
前
の
世
代
の
優
れ
た
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
た
ち
の
も
の
と
は
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
マ
イ
ル
ス
が
ジ
ュ

リ
ア
ー
ド
か
ら
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
、
パ
ー
カ
ー
や
デ
ィ
ジ
ー
・
ガ
レ
ス

ピ
ー
の
指
導
と
庇
護
を
受
け
て
ジ
ャ
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
を
選
ん
だ
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
人
種
隔
離
政
策
が
認
め
ら
れ
て

い
た
当
時
、
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
が
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
分
野
で
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
し
う
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る

33
。

　

多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
音
楽
大
学
や
大
学
院
を
卒
業
し
て
い
る

マ
ー
サ
リ
ス
以
降
の
世
代
は
、
プ
ロ
と
し
て
の
経
験
に
よ
っ
て
学
ぶ
プ
ロ

セ
ス
を
経
る
以
前
に
、
あ
る
程
度
完
成
さ
れ
た
実
力
を
備
え
て
い
る
。
音

楽
、
と
く
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
や
ジ
ャ
ズ
の
方
法
論
が
大
学
で
体
系
的

に
教
授
さ
れ
う
る
、
現
在
に
近
い
環
境
が
整
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
。
ジ
ャ
ズ
の
体
系
的
な
研
究
と
教
授
法
の
探
求
は
、
五
〇
年
代
ま
で
に

は
開
始
さ
れ
て
い
た
。
ジ
ャ
ズ
教
育
で
有
名
に
な
り
現
在
に
い
た
る
ボ
ス

ト
ン
の
バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
院
（B

erklee C
ollege of M

usic

）
が
一
九
四
五

年
に
創
設
さ
れ
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ラ
ッ
セ
ル
の
理
論
書The Lydian C

hro-

m
atic C

oncept of Tonal O
rganization

が
一
九
五
三
年
に
出
版
さ
れ
た
。

五
〇
年
代
後
半
に
は
、
プ
ロ
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
に
迎

え
た
ジ
ャ
ズ
教
育
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ーLenox School of Jazz

が
、
ボ

ス
ト
ン
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
夏
の
本
拠
地
タ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
（Tanglew

ood

）
近
隣
で
開
か
れ
た
。
し
か
し
、
大
学
の
音
楽
学

部
で
一
般
の
学
生
ま
で
も
が
ジ
ャ
ズ
の
理
論
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
現
在
の
よ
う
な
環
境
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
マ
イ
ル
ス
は
当
時
の

ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
の
授
業
を
手
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
が
、
現
在
の
合
衆
国

に
お
け
る
音
楽
教
育
の
状
況
は
、
お
そ
ら
く
そ
れ
と
対
照
的
で
あ
る

34
。

　

九
一
年
に
逝
去
し
た
マ
イ
ル
ス
晩
年
の
十
年
間
と
マ
ー
サ
リ
ス
の

キ
ャ
リ
ア
は
重
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ふ
た
り
の
関
係
は
し
ば
し
ば
ス
キ
ャ

ン
ダ
ラ
ス
に
取
り
ざ
た
さ
れ
る
。
た
だ
、
一
九
二
六
年
セ
ン
ト
ル
イ
ス

生
ま
れ
の
叩
き
上
げ
と
も
い
っ
て
い
い
マ
イ
ル
ス
と
、
六
一
年
ニ
ュ
ー
・

オ
ー
リ
ン
ズ
生
ま
れ
の
マ
ー
サ
リ
ス
を
比
較
す
る
こ
と
に
は
か
な
り
の

無
理
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
不
毛
な
推
測
を
避

け
る
た
め
に
も
、
両
者
の
重
要
な
違
い
を
ひ
と
つ
だ
け
指
摘
す
る
と
す

れ
ば
、
マ
イ
ル
ス
が
絶
え
ず
新
し
い
音
楽
を
目
指
し
た
の
に
た
い
し
て
、

マ
ー
サ
リ
ス
は
体
系
や
歴
史
と
し
て
の
ジ
ャ
ズ
に
、
マ
イ
ル
ス
よ
り
も
は

る
か
に
親
し
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

マ
ー
サ
リ
ス
は
こ
れ
ま
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
演
奏
活
動
を
行

う
一
方
で
、
数
多
く
の
音
楽
教
育
事
業
に
か
か
わ
っ
て
き
た
。
代
表
的
な

も
の
の
ひ
と
つ
は
、
テ
レ
ビ
・
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
制
作
さ
れ
一
九
九
五
年

に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
し
て
発
売
さ
れ
た
、
音
楽
教
育
シ
リ
ー
ズM

arsalis on M
u-

sic w
ith Seiji O

zaw
a

で
あ
る

35
。
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
に
よ
る
五
〇
年
代

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
彷
彿
と
さ
せ
る
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
子
供
た
ち
を

ス
タ
ジ
オ
に
招
き
入
れ
、
そ
の
前
で
ホ
ス
ト
と
し
て
の
マ
ー
サ
リ
ス
が
、
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当
時
ボ
ス
ト
ン
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
指
揮
者
だ
っ
た
小
澤
征
爾
が
率
い
る

タ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
の
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
ジ
ャ
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

た
ち
に
よ
る
実
演
を
交
え
、
ア
メ
リ
カ
の
音
楽
の
歴
史
を
解
説
す
る
体
裁

を
と
っ
て
い
る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
権
威
で
あ
っ
た
ユ
ダ
ヤ
系
で
白
人

の
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
か
ら
、
ジ
ャ
ズ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
両
方
の
達
人
で
あ
り
、

ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
で
も
あ
る
マ
ー
サ
リ
ス
に
ホ
ス
ト
役
が
変
化

し
た
こ
と
や
、
小
澤
征
爾
と
、
後
半
に
ヨ
ー
ヨ
ー
・
マ
が
登
場
す
る
こ
と

な
ど
が
、
多
元
文
化
主
義
を
強
力
に
推
し
進
め
た
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年

代
に
お
け
る
合
衆
国
の
変
貌
を
印
象
づ
け
る
。
テ
ク
ニ
カ
ル
な
基
本
を
押

さ
え
た
偏
り
の
少
な
い
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
二
十
年
以
上
経
っ
た
現
在

で
も
見
る
に
耐
え
る
ア
メ
リ
カ
音
楽
へ
の
優
れ
た
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
と
な
っ
て
い
る
。
マ
ー
サ
リ
ス
は
そ
の
後
も
、
合
衆
国
を
代
表
す
る

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
家
ケ
ン
・
バ
ー
ン
ズ
の
映
像
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

『
ジ
ャ
ズ
』（Jazz 

［
二
〇
〇
一
］）
の
制
作
に
参
加
し
た
り
、
講
演
と
実
演

を
交
え
た
二
〇
一
一
年
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
の
連
続
講
演
「
ウ
ィ
ン
ト

ン
・
ア
ッ
ト
・
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
」（W

ynton at H
arvard

）
を
主
宰
す
る
な

ど
、
ジ
ャ
ズ
と
そ
の
歴
史
を
代
表
す
る
国
民
的
ア
イ
コ
ン
と
し
て
顕
著
な

活
躍
を
続
け
て
い
る
。

　

マ
ー
サ
リ
ス
が
関
わ
る
企
画
の
い
ず
れ
も
が
、
整
然
と
し
た
優
れ
た

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、

ニ
ュ
ー
・
オ
ー
リ
ン
ズ
や
そ
れ
以
前
か
ら
始
ま
る
古
典
的
な
歴
史
化
の
プ

ロ
セ
ス
を
伴
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
編
成
や
、
マ
ー
サ
リ
ス
の
極
め
て
単
純
化

さ
れ
た
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
言
葉
遣
い
に
抵
抗
を
感
じ
な
く
も
な
い
。
現
在

の
ア
メ
リ
カ
音
楽
の
重
要
な
起
源
と
な
っ
て
い
る
モ
ダ
ン
・
ジ
ャ
ズ
と
そ

の
成
果
が
、
五
〇
年
代
に
回
帰
し
た
か
の
よ
う
な
古
典
的
歴
史
の
枠
組
み

に
回
収
さ
れ
て
し
ま
う
感
覚
に
奇
妙
な
齟
齬
が
感
じ
と
ら
れ
る
の
だ
。
現

在
要
請
さ
れ
て
い
る
方
法
は
、
む
し
ろ
そ
の
正
反
対
で
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
や
、
ク
ロ
ス
・
オ
ー
ヴ
ァ
ー
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
以

降
の
音
楽
史
や
、
七
〇
年
代
以
降
の
合
衆
国
の
歴
史
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
お

け
る
多
様
性
は
、
ジ
ャ
ズ
の
起
源
と
思
し
き
演
奏
が
初
め
て
記
録
さ
れ
た

コ
ン
ゴ
・
ス
ク
ェ
ア
ー
（C

ongo Square

）
か
ら
奴
隷
制
時
代
、
奴
隷
解

放
か
ら
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
リ
ン
ズ
で
の
発
祥
へ
と
、
ひ
と
つ
の
歴
史
を
時
系

列
に
沿
っ
て
た
ど
る
旧
来
の
歴
史
的
系
譜
を
そ
の
一
部
と
し
て
包
含
し

う
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
し
た
歴
史
は
、
ジ
ャ
ズ
に
執
拗
に
つ
き
ま

と
っ
た
否
定
的
評
価
と
も
相
ま
っ
て
、
そ
の
も
の
と
し
て
当
初
か
ら
認
知

さ
れ
て
い
た
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
が
歴
史
と
し
て
構
築
さ
れ
認
知
さ
れ

る
の
は
、
ラ
ル
フ
・
エ
リ
ソ
ン
が
述
べ
た
よ
う
に
、
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
進

行
す
る
時
代
の
変
化
と
の
関
係
に
お
い
て
で
あ
る
。

　

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
で
の
講
演
や
書
籍
と
し
て
出
版
さ
れ
た
ケ
ン
・
バ
ー

ン
ズ
『
ジ
ャ
ズ
』
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
な
ど
で
マ
ー
サ
リ
ス
は
、
ジ
ャ
ズ

と
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
個
人
主
義
や
民
主
主

義
の
観
点
と
し
ば
し
ば
結
び
つ
け
る
。「
ジ
ャ
ズ
は
グ
ル
ー
ヴ
を
伴
っ
た

表
現
の
自
由
そ
の
も
の
だ
。」（“Jazz m

usic is freedom
 of expression w

ith 
a groove.”

）、「
ジ
ャ
ズ
は
ア
メ
リ
カ
を
客
観
化
す
る
。」（“Jazz objectifies 

A
m

erica.”

）、「
ジ
ャ
ズ
は
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
こ
と
が
い
か
な
る
こ
と
か

を
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ジ
ャ
ズ
が
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。
そ
し
て
民
主
主
義
と
は
プ
ロ
セ
ス
な
の
だ
。」（ “Jazz m

usic explains 
to you w

hat it m
eans to be A

m
erican. W

hich is that it’s a process. A
nd de-

m
ocracy is a process.”

）36
。
こ
う
し
た
サ
ー
ヴ
ィ
ス
精
神
に
溢
れ
る
形
式

化
さ
れ
た
表
現
は
、
歴
史
や
現
状
の
冷
静
な
分
析
と
い
う
よ
り
も
理
想
主

義
的
な
理
念
を
優
先
し
た
空
虚
な
ア
メ
リ
カ
的
美
辞
麗
句
だ
と
批
判
す

る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
マ
ー
サ
リ
ス
も
認
め
る
よ
う
に
、
民
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主
主
義
と
は
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
絶

え
ざ
る
革
新
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
歴
史
表
象
に
お
い
て
よ
り
強

く
印
象
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
。

　

マ
ー
サ
リ
ス
の
演
奏
や
教
育
実
践
と
同
時
代
の
音
楽
シ
ー
ン
に
観
察

さ
れ
る
固
定
化
と
革
新
が
並
存
す
る
構
図
は
、
七
〇
年
代
の
音
楽
の
シ
ー

ン
に
す
で
に
見
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。
ジ
オ
イ
ア
は
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
、
ク
ロ
ス
・
オ
ー
ヴ
ァ
ー
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
七
〇
年
代
の
ハ
ン

コ
ッ
ク
、
チ
ッ
ク
・
コ
リ
ア
、
ウ
ェ
イ
ン
・
シ
ョ
ー
タ
ー
と
ウ
ェ
ザ
ー
・

リ
ポ
ー
ト
な
ど
の
演
奏
が
、
同
時
代
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と
し
て
演
奏

さ
れ
続
け
た
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
の
「
鏡
像
」（“m

irror im
age”

）
で
あ
っ

た
と
述
べ
て
い
る

37
。
上
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
以
降

の
音
楽
環
境
が
、
必
然
的
に
多
様
化
す
る
音
楽
の
一
部
と
し
て
、
ポ
ッ
プ

ス
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ロ
ッ
ク
、
ク
ラ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
な
ど
と
融
合
し

た
ジ
ャ
ズ
ら
し
き
音
楽
や
旧
来
的
な
ジ
ャ
ズ
と
、
真
に
革
新
的
な
方
向
を

目
指
す
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
と
の
共
存
を
許
容
し
可
能
に
し
て
い
る
の
だ
と

す
れ
ば
、
そ
の
ふ
た
つ
は
実
際
の
と
こ
ろ
対
立
項
な
の
で
は
な
い
。
商
業

的
成
功
を
収
め
た
ハ
ン
コ
ッ
ク
、
コ
リ
ア
ら
の
ジ
ャ
ズ
で
は
な
い
音
楽
や

ク
ラ
シ
ッ
ク
そ
の
も
の
の
演
奏
、 V

SO
P

で
の
過
去
へ
の
回
帰
な
ど
も
、

諸
ジ
ャ
ン
ル
と
そ
れ
ら
の
歴
史
の
単
一
な
全
体
性
が
失
わ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
キ
ー
ス
・
ジ
ャ
レ
ッ
ト
の
延
々
と
続
く
ソ
ロ
・
イ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
が
そ
の
一
部
と
し
て
伝
統
的
な
フ
レ
ー
ジ
ン
グ
を
含
む
よ
う
に
、

無
限
定
で
あ
り
う
る
音
楽
の
中
に
生
起
す
る
瞬
間
的
な
一
部
と
し
て
立

ち
現
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。“very special one tim

e 
perform

ance”

の
頭
文
字
を
と
っ
たV

SO
P

や
、
同
時
代
の
ウ
ェ
イ
ン
・

シ
ョ
ー
タ
ー
、
ジ
ョ
ー
・
ザ
ウ
ィ
ー
ナ
ル
ら
に
よ
るW

eather R
eport

、

コ
リ
ア
のR

eturn to Forever

が
、
一
回
性
や
変
化
、
反
復
と
回
帰
を
意

味
す
る
バ
ン
ド
名
を
つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
み
て
も

い
い
。
こ
れ
ら
の
バ
ン
ド
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
す
べ
て
マ
イ
ル
ス
の
バ
ン
ド

の
元
メ
ン
バ
ー
た
ち
だ
っ
た
。
七
〇
年
代
の
状
況
を
産
み
出
し
た
の
は
、

フ
リ
ー
に
接
近
し
た
マ
イ
ル
ス
や
晩
年
の
ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン
で
あ

る
。
彼
ら
の
演
奏
に
見
ら
れ
る
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
と
そ
の
余
波
こ
そ
が
、

一
見
対
立
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
多
様
な
音
楽
性
の
う
ち
の
異
な
っ

た
方
向
性
を
生
み
出
し
た
は
ず
な
の
だ
。

伝
統
的
な
知
と
ジ
ャ
ズ

　

完
成
さ
れ
す
ぎ
て
ジ
ャ
ズ
ら
し
く
な
い
と
も
い
え
る
マ
ー
サ
リ
ス
の

演
奏
や
歴
史
の
再
構
築
・
再
提
示
も
、
現
代
の
観
点
か
ら
は
多
様
性
に

包
含
さ
れ
る
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
現
代
文
化
の
な

か
で
活
躍
す
る
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
音
楽
家
で
あ
る
か
ら
に

は
、
歴
史
の
ひ
と
つ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
固
定

化
さ
れ
う
る
と
は
マ
ー
サ
リ
ス
も
考
え
て
い
な
い
は
ず
だ
。
た
と
え
ば
、

二
〇
一
五
年
の
建
国
記
念
日
に
コ
ロ
ラ
ド
録
画
さ
れ
た
マ
ー
サ
リ
ス
と

ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ジ
ョ
ン
・
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
が
共
演
す
る“The G

enius of 
Jazz”

と
題
さ
れ
た
ヴ
ィ
デ
オ
に
は
、
興
味
深
い
場
面
が
含
ま
れ
て
い
る

38
。

ジ
ョ
ン
・
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
が
ア
メ
リ
カ
国
歌
を
見
事
に
変
奏
し
、
続
い
て

マ
ー
サ
リ
ス
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
た
後
に
、
白
人
で
年
配
の
会
の
主
催
者

代
表
が
人
種
と
ジ
ャ
ズ
と
の
関
係
に
つ
い
て
語
り
は
じ
め
る
。
ジ
ャ
ズ
は

人
種
と
奴
隷
解
放
か
ら
始
ま
り
、
ブ
ル
ー
ズ
は
売
ら
れ
て
離
れ
離
れ
に
さ

れ
た
母
の
い
な
い
子
供
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
・
・
・
。
明
瞭
に
と
い
う

ほ
ど
で
は
な
い
が
、
主
催
者
代
表
を
見
つ
め
る
マ
ー
サ
リ
ス
と
バ
プ
テ
ィ
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ス
ト
の
表
情
が
こ
わ
ば
り
、
そ
れ
ま
で
の
和
や
か
な
雰
囲
気
に
緊
張
感
が

走
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
嬉
々
と
し
て
ジ
ャ
ズ
と
人
種
に
関
す

る
「
知
識
」
を
披
露
す
る
年
配
の
白
人
男
性
に
お
そ
ら
く
悪
気
は
ま
っ
た

く
な
い
の
だ
。
し
か
し
、
奴
隷
制
度
な
ど
の
否
定
的
な
過
去
と
人
種
的
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
必
然
で
あ
る
か
の
よ
う
に
連
想
す
る
こ
と
が
、
人
種

の
否
定
的
な
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
化
と
差
別
に
繋
が
る
と
い
う
認
識
が
共
有

さ
れ
て
い
る
は
ず
の
現
在
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
場
面
に
遭
遇
し
う
る
こ

と
は
衝
撃
的
で
す
ら
あ
る
。
主
催
者
代
表
が
上
記
の
陳
腐
な
歴
史
を
語
り

終
え
る
と
、
マ
ー
サ
リ
ス
が
慌
て
た
よ
う
に
口
を
開
く
（“I w

anna also 
m

ake the observation . . .”

と
い
う
前
に
、マ
ー
サ
リ
ス
が“I don’t w

anna . . .”

と
口
に
し
か
け
、
そ
れ
を
訂
正
し
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
）。
主
催
者
代
表

に
同
意
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
状
況
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

に
は
一
切
触
れ
な
い
ま
ま
、
か
つ
て
の
南
部
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ

ス
テ
ム
は
イ
ギ
リ
ス
の
も
の
で
あ
り
、
ジ
ャ
ズ
の
起
源
と
な
っ
た
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
な
ど
の
起
源
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
で
、
ハ
ー

モ
ニ
ー
な
ど
も
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
起
源
な
の
だ
と
マ
ー
サ
リ
ス
が
発
言
す

る
。
マ
ー
サ
リ
ス
は
そ
こ
で
、
ジ
ャ
ズ
と
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
の

否
定
的
な
歴
史
を
直
結
す
る
歴
史
化
の
、
典
型
的
で
伝
統
的
な
例
に
替
わ

る
異
な
っ
た
可
能
性
が
あ
り
う
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ヴ
ィ
デ
オ
で
の
主
催
者
代
表
は
、
旧
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
ジ
ャ
ズ
の

歴
史
が
、
マ
ー
サ
リ
ス
や
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
の
当
然
の
合
意
を
得
る
は
ず
の

も
の
だ
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
過
去
の
公
的
歴
史
と
し
て
白
人
た

ち
に
認
知
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
現
在
で
は
伝
統
的
に
流
通
し
て
き
た

知
の
一
形
態
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
の
だ
。

こ
の
例
は
、
ジ
ャ
ズ
が
旧
来
の
ジ
ャ
ズ
で
あ
り
続
け
る
べ
き
だ
と
主
張

す
る
ジ
ャ
ズ
・
フ
ァ
ン
の
例
に
も
似
て
い
る
。
マ
ー
サ
リ
ス
は
そ
う
し
た

ジ
ャ
ズ
・
フ
ァ
ン
や
一
般
の
聴
衆
の
支
持
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
も
、
こ
の
ヴ
ィ
デ
オ
を
観
る
か
ぎ
り
、
本
人
の
理
解
は
古
典
的
な
ジ
ャ

ズ
観
や
歴
史
観
は
異
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
ル
を
使
い
分
け

る
演
奏
家
は
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
が
並
存
し
う
る
状
況
を
あ
ら
か
じ
め
理

解
し
て
も
い
る
か
ら
だ
。
マ
ー
サ
リ
ス
が
指
摘
し
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
起

源
だ
け
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
リ
ン
ズ
そ
の
他
の
南
部
に
お
い
て
避
け

が
た
か
っ
た
は
ず
の
ラ
テ
ン
文
化
の
影
響
な
ど
、
ジ
ャ
ズ
の
起
源
は
複
層

的
で
捉
え
ど
こ
ろ
が
な
い
。
し
ば
し
ば
議
論
さ
れ
る
「
ジ
ャ
ズ
」
と
い
う

言
葉
自
体
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
明
確
な
起
源
と
定
義
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
、
ひ
と
つ
の
記
号
と
し
て
流
通
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

39
。
現
在

多
く
の
ジ
ャ
ズ
批
評
家
が
言
う
よ
う
に
、
ジ
ャ
ズ
と
は
本
質
で
は
な
く

構
築
物
（construct

）
で
あ
り
、
現
代
の
ジ
ャ
ズ
に
関
す
る
議
論
は
そ
の

前
提
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
だ

40
。
ハ
ン
コ
ッ
ク
に
つ
い
で

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
ノ
ー
ト
ン
・
レ
ク
チ
ャ
ー
を
担
っ
た
作
家
の
ト

ニ
・
モ
リ
ソ
ン
が
そ
れ
に
先
立
つ
九
〇
年
代
初
め
の
講
演
で
指
摘
し
た
よ

う
に
、
ジ
ャ
ズ
や
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
人
々
の
表
象
は
、
記
号

で
あ
り
な
が
ら
も
ウ
ィ
ル
ス
の
よ
う
に
伝
統
的
な
諸
言
説
を
撹
乱
す
る

41
。

上
記
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
偏
向
し
た
連
想
や
表
象
、
歴

史
化
の
パ
タ
ー
ン
を
喚
起
し
、
同
時
に
そ
の
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
す
る

か
ら
で
あ
る
。
ジ
ャ
ズ
と
い
う
言
葉
は
、
空
虚
な
記
号
で
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
逆
に
よ
り
強
い
影
響
力
を
持
ち
う
る
の
だ
。

ジ
ャ
ズ
と
現
代
ア
メ
リ
カ

　

古
く
は
ビ
バ
ッ
プ
が
、
抽
象
表
現
主
義
を
代
表
す
る
画
家
ジ
ャ
ク
ソ

ン
・
ポ
ロ
ッ
ク
に
影
響
を
与
え
、
ビ
ー
ト
派
の
ア
レ
ン
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
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や
ジ
ャ
ッ
ク
・
ケ
ル
ア
ッ
ク
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
方
法
の
源
泉
に

な
っ
た
。
ジ
ャ
ズ
と
そ
の
イ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ゼ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
特
質
は
現
代

ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
形
成
す
る
原
動
力
と
な
っ
た
。
リ
ー
・
ク
ラ
ズ
ナ
ー

に
よ
れ
ば
、
ポ
ロ
ッ
ク
は
パ
ー
カ
ー
の
レ
コ
ー
ド
を
聴
き
な
が
ら
創
作

し
、ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
の
『
吠
え
る
』（H

ow
l and O

ther Poem
s ［

一
九
五
六
］）

そ
の
他
の
代
表
作
に
は
、
ジ
ャ
ズ
的
な
リ
ズ
ム
と
反
復
が
用
い
ら
れ
て
い

る
42
。
ケ
ル
ア
ッ
ク
の
『
路
上
』（O

n the Road 

［
一
九
五
七
］）
は
ビ
バ
ッ

プ
の
影
響
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
音
楽
的
な
テ
キ
ス
ト
で
も
あ
り
、
パ
ー

カ
ー
や
デ
ィ
ジ
ー
・
ガ
レ
ス
ピ
ー
他
、
多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
言

及
し
て
も
い
る
。
ラ
ル
ス
・
エ
リ
ソ
ン
や
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ

ン
な
ど
、
彼
ら
と
同
時
代
の
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
作
家
た
ち

も
、
作
品
で
ジ
ャ
ズ
を
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
利
用
し
た
。
そ
れ
以
前

に
も
、
ラ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ヒ
ュ
ー
ズ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
、

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ラ
イ
ト
な
ど
が
、
ジ
ャ
ズ
に
影
響
さ
れ
た
作
品
を
書
き
、

W
. E. B

. D
uB

ois

は
、『
黒
人
の
た
ま
し
い
』（The Souls of Black Folk 

［
一
九
〇
三
］）
最
終
章
で
、
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
音
楽
文
化
に

民
族
を
代
表
す
る
特
別
な
位
置
づ
け
を
認
め
た
。

　

ビ
バ
ッ
プ
、
ポ
ロ
ッ
ク
、
ビ
ー
ト
は
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
文
化
に
お
い

て
、
イ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ゼ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
創
作
行
為
は

文
化
そ
の
も
の
に
な
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
お

い
て
、
ハ
ン
コ
ッ
ク
が
講
演
で
語
っ
た
マ
イ
ル
ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
倫
理

は
、
合
衆
国
の
現
在
に
お
い
て
共
有
さ
れ
る
べ
き
叡
智
な
の
で
あ
る
。
ハ

ン
コ
ッ
ク
は
、
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
つ
け
加
え
て
講
演

を
終
え
て
い
る
。
バ
ン
ド
の
熱
演
の
最
中
、
ハ
ン
コ
ッ
ク
が
コ
ー
ド
を
間

違
え
た
際
に
、
マ
イ
ル
ス
が
そ
の
コ
ー
ド
を
踏
ま
え
て
新
し
い
フ
レ
ー
ズ

を
吹
き
始
め
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る

43
。
パ
ー
カ
ー
と
コ
ー
ド
の

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
使
い
方
に
つ
い
て
議
論
し
な
が
ら
ジ
ャ
ズ
修
行
を
し
、

普
通
の
演
奏
を
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
は
腹
を
た
て
た
マ
イ
ル
ス
に

と
っ
て
、
ハ
ン
コ
ッ
ク
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
語
っ
た
瞬
間
の
判
断
は
そ

れ
ほ
ど
難
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ハ

ン
コ
ッ
ク
ほ
ど
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
あ
れ
ば
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
テ

ク
ニ
カ
ル
な
側
面
を
理
解
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
若
い
聴
衆
た
ち
を
前

に
し
て
、
ジ
ャ
ズ
と
と
も
に
仏
教
の
教
え
や
人
生
に
つ
い
て
語
ろ
う
と
し

て
い
る
ハ
ン
コ
ッ
ク
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
マ
イ
ル
ス
の
判
断
が
暗
示

す
る
、
形
式
的
か
つ
倫
理
的
側
面
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

規
範
化
が
一
般
的
で
あ
る
と
き
、
い
う
ま
で
も
な
く
規
範
に
よ
る
正

邪
、内
外
、正
反
な
ど
の
区
分
が
正
当
化
さ
れ
る
。
マ
イ
ル
ス
と
ハ
ン
コ
ッ

ク
が
示
唆
し
て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
文
化
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
脱
構

築
、
あ
る
い
は
そ
れ
か
ら
の
絶
え
ざ
る
逸
脱
の
可
能
性
で
あ
る
。
こ
の
講

演
と
並
行
し
て
出
版
さ
れ
た
ハ
ン
コ
ッ
ク
の
自
伝
が
、「
可
能
性
」
を
意

味
す
るPossibilities

と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
も
そ
の

た
め
だ
ろ
う
。
ハ
ン
コ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
マ
イ
ル
ス
は
そ
の
瞬
間
「
誤
っ

た
コ
ー
ド
を
正
し
い
コ
ー
ド
に
変
え
た
」。
そ
こ
に
は
、
従
来
か
ら
の
既

定
の
論
理
に
よ
る
「
判
断
」（“judgm

ent”

）
か
ら
軽
々
と
逸
脱
し
つ
つ
、

新
た
に
出
発
す
る
基
盤
を
誤
っ
た
ス
テ
ッ
プ
の
な
か
に
す
ら
見
出
す
、
探

求
と
前
進
の
倫
理
が
確
か
に
見
出
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
音
楽
に
よ
っ
て
先

導
さ
れ
る
こ
の
倫
理
は
、
文
学
や
ア
ー
ト
な
ど
、
規
範
が
よ
り
強
く
意
識

さ
れ
る
は
ず
の
芸
術
分
野
に
お
い
て
も
有
効
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
し
ば

し
ば
現
代
に
お
け
る
リ
ア
リ
ズ
ム
を
代
表
す
る
作
家
と
さ
れ
る
レ
イ
モ

ン
ド
・
カ
ー
ヴ
ァ
ー
は
、
創
作
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
「
書
く
こ
と
に
つ
い

て
」（“O

n W
riting”

）
で
、
偉
大
な
先
達
の
ひ
と
りFlannery O

’C
onnor

か
ら
学
ん
だ
即
興
的
な
創
作
方
法
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る

44
。「
あ
る
種
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の
物
事
が
容
赦
な
く
動
き
つ
つ
あ
る
」（“certain things are in relentless 

m
otion”

）
状
態
で
も
あ
る
と
さ
れ
る
そ
う
し
た
創
作
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
マ

イ
ル
ス
の
よ
う
な
規
範
化
を
逃
れ
る
ジ
ャ
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
演
奏

と
似
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か

45
。
エ
ッ
セ
イ
末
尾
の
言
葉
が
、「
す
べ
て

の
音
を
鳴
ら
す
」（“hits all the notes”

）
と
い
う
音
楽
の
イ
メ
ー
ジ
で
語

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
お
そ
ら
く
偶
然
で
は
な
い

46
。
そ
こ
に
は
、
創
作
の

基
盤
と
し
て
の
イ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ゼ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
プ
ロ
セ
ス
の
認
識
と
、

偶
然
性
の
力
、
そ
し
て
単
線
的
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
プ
ロ
ッ
ト
と
は
異
な
る

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
な
生
成
の
可
能
性
の
理
解
が
あ
る
。
カ
ー
ヴ
ァ
ー
の
作
品

に
、
語
り
手
が
周
囲
の
状
況
を
視
覚
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
盲

人
と
手
を
合
わ
せ
て
カ
テ
ド
ラ
ル
の
絵
を
描
く
「
大
聖
堂
」（“C

athedral”

）

と
い
う
短
編
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。「
大
聖
堂
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ポ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
同
名
の
作
品“C

athe-
dral” （

一
九
四
七
）
を
思
い
起
こ
さ
せ
も
す
る
。
鬱
屈
し
た
退
屈
な
日
常

に
倦
み
果
て
た
語
り
手
は
、
そ
の
ジ
ャ
ズ
の
よ
う
に
イ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ゼ
ー

シ
ョ
ナ
ル
で
イ
ン
タ
ー
サ
ブ
ジ
ェ
ク
テ
ィ
ヴ
な
擬
似
創
作
行
為
に
よ
っ

て
、「
何
か
の
内
側
に
い
る
な
ん
て
全
然
感
じ
な
か
っ
た
」（“I felt I w

as 
not inside anything.”

）
と
い
う
結
末
の
言
葉
で
言
い
表
さ
れ
る
、
深
い
開

放
感
を
手
に
入
れ
る

47
。
カ
ー
ヴ
ァ
ー
だ
け
で
な
く
、
事
実
性
の
認
定
に

関
わ
り
な
い
複
層
的
か
つ
偶
発
的
な
語
り
の
生
成
を
作
品
の
一
部
に
包

含
す
る
『
リ
ブ
ラ
』（Libra ［
一
九
八
八
］）
の
作
者
ド
ン
・
デ
リ
ー
ロ
な
ど
、

多
く
の
現
代
ア
メ
リ
カ
作
家
や
芸
術
家
た
ち
は
、
ハ
ン
コ
ッ
ク
が
語
っ
た

も
の
と
同
じ
倫
理
や
叡
智
を
す
で
に
方
法
の
基
盤
と
し
て
実
践
し
て
き

て
い
る
。

　

マ
イ
ル
ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
他
の
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち

が
、
絶
え
ず
変
化
す
る
歴
史
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
な
か
で
、
解
体
、
解
放
、

そ
し
て
規
範
か
ら
の
逃
亡
を
持
続
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
、
保
守
化
し
、
固

定
化
を
志
向
す
る
傾
向
を
強
め
つ
つ
あ
る
状
況
の
な
か
で
ハ
ン
コ
ッ
ク

に
よ
っ
て
再
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
ハ
ン
コ
ッ
ク
に

よ
る
再
確
認
の
作
業
は
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
文
化
が
、
マ
イ
ル

ス
の
時
代
の
よ
う
な
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
変
化
を
迎
え
う
る
は
ず
だ
と
い
う

期
待
に
伴
わ
れ
て
も
い
た
に
違
い
な
い
。
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〇
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葉
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っ
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す
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フ
ラ
ン
ス
文
化
研
究
の
立
場
か
ら
、
響
き
や
音
楽
に
つ
い
て
な
に
ご

と
か
を
論
じ
て
み
る
と
い
う
の
が
今
回
私
に
課
せ
ら
れ
た
お
題
で
あ
り
、

趣
味
ら
し
き
も
の
と
言
え
ば
音
楽
鑑
賞
な
の
で
、
ま
た
と
な
い
機
会
を

頂
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
て
即
座
に
、
こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る

二
〇
一
八
年
が
ク
ロ
ー
ド
・
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
没
後
百
周
年
で
あ
る
こ
と

や
、
武
満
徹
と
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
メ
シ
ア
ン
の
名
前
が
浮
か
ん
だ
り
、
高
橋

幸
宏
の
『
サ
ラ
ヴ
ァ
！
』
と
ピ
エ
ー
ル
・
バ
ル
ー
、
さ
ら
に
は
ミ
シ
ェ
ル
・

ポ
ル
ナ
レ
フ
《
つ
け
ぼ
く
ろ
》
と
中
田
ヤ
ス
タ
カ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ

る
き
ゃ
り
ー
ぱ
み
ゅ
ぱ
み
ゅ
《
つ
け
ま
つ
け
る
》
と
の
関
係
の
こ
と
な
ど

が
頭
の
中
に
浮
か
ん
だ
り
し
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
問
題
を
め
ぐ
る
話
は

い
ず
れ
も
、
私
が
ぜ
ひ
と
も
今
書
い
て
お
き
た
い
と
思
う
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

　

ど
ん
な
人
に
も
、
な
ぜ
だ
か
分
か
ら
な
い
が
繰
り
返
し
聴
き
、
い
つ
耳

に
し
て
も
や
は
り
こ
の
曲
は
好
き
だ
と
思
う
、
そ
ん
な
曲
が
あ
る
も
の

だ
。
何
千
、
あ
る
い
は
何
万
と
い
う
夥
し
い
数
の
ポ
ッ
プ
ス
や
ロ
ッ
ク
を

聴
い
て
き
た
中
で
記
憶
に
残
っ
た
ほ
ん
の
一
握
り
の
楽
曲
と
は
、
し
た
が

っ
て
人
生
の
リ
ト
ル
ネ
ロ
と
も
言
う
べ
き
本
質
を
、
そ
れ
を
愛
好
す
る
本

人
も
気
づ
か
な
い
形
で
含
ん
で
お
り
、
ま
さ
に
そ
れ
こ
そ
が
そ
の
人
で
あ

る
と
い
う
よ
う
な
な
に
ご
と
か
で
そ
れ
は
あ
る
だ
ろ
う
。
マ
ル
セ
ル
・
プ

ル
ー
ス
ト
は
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』（
一
九
一
三
︱
二
七
）
の
中
に
音

渚
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ
︱
あ
る
い
は
ス
ピ
ッ
ツ
と
真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
ポ
ッ
プ
ス
と
ロ
ッ

ク
の
「
波
打
ち
際
」
に
も
た
ら
し
た
も
の
と
は
何
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
原
邦
博

楽
家
ヴ
ァ
ン
ト
ゥ
イ
ユ
の
七
重
奏
曲
を
登
場
さ
せ
、
画
家
エ
ル
ス
チ
ー
ル

の
絵
画
作
品
と
と
も
に
、
そ
れ
が
主
人
公
「
私
」
に
無
意
志
的
記
憶
の
体

験
を
、
反
復
的
効
果
と
し
て
い
つ
で
も
追
体
験
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て

く
れ
る
特
別
な
装
置
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
私
に
と
っ
て
の
数
曲
の

ポ
ッ
プ
ス
や
ロ
ッ
ク
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が
ポ
ッ
プ
ス
や
ロ
ッ
ク
で
あ
る

以
上
、
ヴ
ァ
ン
ト
ゥ
イ
ユ
の
七
重
奏
曲
の
よ
う
な
記
憶
と
芸
術
を
め
ぐ
る

壮
大
な
美
学
的
射
程
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、シ
ャ
ル
ル
・

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
が
最
新
流
行
の
風
俗
を
描
き
出
す
素
描
画
家
コ
ン
ス
タ

ン
タ
ン
・
ギ
ー
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
的
な
素
早
い
筆
致
を
高
く
評
価
し

た
（「
現
代
生
活
の
画
家
」）
よ
う
に
、
ポ
ッ
プ
ス
や
ロ
ッ
ク
の
よ
う
な
流

行
と
結
び
つ
い
た
短
い
楽
曲
の
中
に
こ
そ
、
一
瞬
の
ひ
ら
め
き
の
中
に
何

ら
か
の
永
遠
性
が
宿
っ
て
い
な
い
と
も
か
ぎ
ら
な
い
の
だ
。

　

私
が
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
二
十
代
半
ば
で
聴
い
た
二
曲
の
ポ
ッ
プ

ス
あ
る
い
は
ロ
ッ
ク
、
ス
ピ
ッ
ツ
の
《
渚
》
と
真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の

《EN
D

LESS SU
M

M
ER

 N
U

D
E

》
は
最
初
は
流
行
の
音
楽
と
し
て
、
あ

る
い
は
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
や
Ｃ
Ｍ
と
と
も
に
私
の
前
に
現
れ
、
日
常
の
点
景
と

し
て
他
の
楽
曲
と
同
じ
よ
う
に
消
費
さ
れ
た
。
消
費
さ
れ
た
と
は
い
う
も

の
の
、
も
ち
ろ
ん
当
時
か
ら
い
い
曲
だ
と
は
思
っ
て
い
た
の
だ
し
、
そ
れ

か
ら
二
十
年
以
上
経
っ
た
今
で
も
す
っ
か
り
忘
れ
去
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ

を
聴
く
た
び
に
頭
と
も
心
と
も
つ
か
な
い
ど
こ
か
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
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they brought to the "seashore" of pop and rock music in the mid-90's, ARAHARA Kunihiro

れ
、
わ
く
わ
く
さ
せ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
二
曲
は
そ
の
つ
ど
私
に
と

っ
て
は
出
来
事
と
し
て
あ
り
、
私
に
否
応
な
く
迫
っ
て
く
る
の
だ
。
そ
う

し
て
二
〇
一
八
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
も
こ
の
二
曲
が
ど
こ
か
で
流

れ
る
の
を
耳
に
し
た
の
だ
が
、
聴
き
な
が
ら
そ
れ
ら
が
「
波
打
ち
際
」
を

め
ぐ
っ
て
い
る
と
い
う
主
題
的
な
共
通
点
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
に

遅
ま
き
な
が
ら
気
づ
き
、
な
ぜ
こ
の
打
ち
寄
せ
る
波
に
私
は
洗
わ
れ
続
け

て
い
る
気
が
す
る
の
か
、
単
な
る
音
の
波
動
が
耳
に
入
っ
て
く
る
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
心
の
奥
底
か
ら
こ
の
二
曲
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
気
が
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
本
当
に
気
に
な
り
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

今
回
は
一
九
九
〇
年
代
半
ば
の
日
本
の
ポ
ッ
プ
ス
と
ロ
ッ
ク
を
め
ぐ
る

「
波
打
ち
際
」
が
、
な
ぜ
私
の
心
を
強
く
捉
え
て
離
さ
な
い
の
か
と
い
う

話
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
し
た
い
。
話
の
途
中
で
フ
ラ
ン
ス
の
こ
と
に
触

れ
る
必
要
が
出
て
く
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
フ
ラ
ン
ス
文
化
研
究
と
し
て

の
役
割
も
本
稿
は
果
た
し
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

一
　
渚
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ
：
ス
ピ
ッ
ツ
《
渚
》
と
真
心
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
《EN

DLESS SU
M

M
ER N

U
DE

》

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
タ
イ
ト
ル
「
渚
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト

ラ
」
と
い
う
の
は
わ
ざ
わ
ざ
断
わ
る
ま
で
も
な
い
と
思
う
が
、
井
上
陽
水

作
詞
、
奥
田
民
生
作
曲
に
よ
る
パ
フ
ィ
ー
の
《
渚
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト

ラ
》
に
由
来
し
て
い
る
。
こ
の
曲
は
一
九
九
七
年
の
リ
リ
ー
ス
な
の
で
ち

ょ
う
ど
一
九
九
〇
年
代
半
ば
の
楽
曲
な
の
だ
が
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
、「
渚

に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ
」
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
事
態
が
パ
フ
ィ

ー
と
い
う
空
虚
な
中
心
の
周
辺
に
形
作
ら
れ
て
い
た
。
同
年
、
真
心
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
の
倉
持
陽
一
が
パ
フ
ィ
ー
の
吉
村
由
美
に
《
愛
の
オ
ー
ラ
》
を
提

供
す
る
一
方
、
翌
一
九
九
八
年
に
は
ス
ピ
ッ
ツ
の
草
野
正
宗
の
手
に
な
る

《
愛
の
し
る
し
》
が
パ
フ
ィ
ー
の
六
枚
目
の
シ
ン
グ
ル
と
し
て
発
売
さ
れ

て
ヒ
ッ
ト
し
て
い
る
。
そ
れ
と
前
後
す
る
よ
う
に
し
て
生
み
出
さ
れ
た
の

が
真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
《EN

D
LESS SU

M
M

ER
 N

U
D

E

》
で
あ
り
、
ス

ピ
ッ
ツ
の
《
渚
》
で
あ
っ
た
。
前
者
は
当
初
、
桜
井
秀
俊
・
倉
持
陽
一
作

詞
、
桜
井
秀
俊
作
曲
に
よ
り
一
九
九
五
年
に
《
サ
マ
ー
ヌ
ー
ド
》
の
タ
イ

ト
ル
で
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
（
こ
の
曲
の
ク
リ
ッ
プ
に
は
デ
ビ
ュ
ー
前
の
パ
フ

ィ
ー
の
二
人
が
出
演
し
て
い
る
）
が
、
一
九
九
七
年
に
ア
レ
ン
ジ
に
大
き
く

手
を
加
え
て
セ
ル
フ
カ
バ
ー
《EN

D
LESS SU

M
M

ER
 N

U
D

E

》
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
こ
れ
に
挟
ま
れ
る
よ
う
に
一
九
九
六
年
に
発
売
さ
れ

た
の
が
ス
ピ
ッ
ツ
十
四
枚
目
の
シ
ン
グ
ル
《
渚
》（
作
詞
・
作
曲
草
野
正
宗
）

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
で
は
こ
の
二
曲
は
ど
ん
な
「
渚
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ
」
を
物

語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
双
方
と
も
テ
ー
マ
が
夏
の
恋
愛
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
ス
ピ
ッ
ツ
の
《
渚
》
で
は
「
ぼ
や
け
た
六
等
星
」
の

冴
え
な
い
語
り
手
が
「
思
い
込
み
の
恋
に
落
ち
」
る
。
彼
ま
た
は
彼
女
は

「
初
め
て
プ
ラ
イ
ド
の
柵
を
越
え
」
た
の
だ
。「
ギ
リ
ギ
リ
妄
想
だ
け
で　

君
と
」
冗
談
を
言
い
合
う
の
だ
が
、
そ
う
し
て
二
人
の
「
つ
な
が
り
を
信

じ
」、「
水
に
な
っ
て　

ず
っ
と
流
れ
る
」
の
だ
。
語
り
手
の
願
い
は
リ
フ

レ
イ
ン
に
な
る
。「
柔
ら
か
い
日
々
が
波
の
音
に
染
ま
る　

幻
よ　

醒
め

な
い
で
」。
波
の
音
が
響
く
な
か
で
渚
は
二
人
の
境
目
を
溶
か
し
、
一
つ

に
な
る
よ
う
に
誘
う
。「
渚
は
二
人
の
夢
を
混
ぜ
合
わ
せ
る　

揺
れ
な
が

ら
輝
い
て
」。
ス
ピ
ッ
ツ
は
「
波
打
ち
際
」
を
初
恋
の
妄
想
が
展
開
す
る

特
別
な
空
間
、
二
人
が
一
人
で
あ
る
か
の
よ
う
な
幻
の
中
で
自
我
が
溶
解

し
、
流
れ
る
水
の
よ
う
に
二
人
で
新
た
な
生
成
を
体
験
す
る
心
地
よ
い
場
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所
と
し
て
提
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
歌
う
の
は
初
め
て
で
は
な
い
恋

の
場
所
で
あ
り
、
そ
こ
に
語
り
手
が
参
加
し
て
い
な
が
ら
も
、
ど
こ
か
遠

く
か
ら
そ
れ
を
も
う
一
人
の
自
分
が
眺
め
て
い
る
よ
う
な
光
景
で
あ
る
。

「
浜
に
は
」
語
り
手
の
「
僕
」
と
「
君
」
が
「
二
人
だ
け
」
で
あ
る
。「
君
」

は
「
何
か
企
ん
で
る
顔
」
で
急
に
「
波
打
ち
際
に
走
り　

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
ま

ま
で
泳
ぎ
出
す
」。
そ
し
て
す
ぐ
に
サ
ビ
が
や
っ
て
来
る
。
二
人
は
「
は

し
ゃ
ぎ
す
ぎ
て
る
夏
の
子
供
」
の
よ
う
に
、「
胸
と
胸
」
を
合
わ
せ
、「
か

ら
ま
る
指
」
に
気
持
ち
を
昂
ら
せ
る
。
だ
が
そ
の
瞬
間
、
二
人
は
一
つ
に

な
る
の
で
は
な
く
、「
僕
」
は
、
あ
る
い
は
「
君
」
は
、「
誰
か
を
思
い
出

す
」
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
「
波
打
ち
際
」
で
過
ご
す
「
真
夏
の
夜
」
に
は
「
響

く
サ
ラ
ウ
ン
ド
の
波
」
の
効
果
で
「
時
が
溶
け
て
い
く
」。
確
か
に
海
岸

線
を
「
走
る
車
」
の
疾
走
感
の
中
で
「
止
ま
ら
な
い
冗
談
」
に
は
「
神
様

さ
え
油
断
す
る
」
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
や
は
り
二
人
が
溶
け
合
う
こ
と
は

な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
そ
の
髪
の
毛
で　

そ
の
唇
で
」「
い
つ
か
の
誰
か
の

感
触
を
君
は
思
い
出
し
て
る
」
か
ら
な
の
だ
。
だ
と
す
れ
ば
語
り
手
に
で

き
る
の
は
一
つ
の
決
意
だ
け
で
あ
る
。「
僕
は
た
だ　

君
と
二
人
で
通
り

す
ぎ
る
」。
真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
描
く
夏
の
「
波
打
ち
際
」
は
、
恋
人
た

ち
が
裸ヌ

ー
ドに

な
っ
て
戯
れ
る
よ
う
な
、
期
待
を
せ
り
上
げ
る
空
間
で
あ
り
な

が
ら
、
実
際
に
は
そ
こ
で
丸ヌ

ー
ド裸

に
さ
れ
る
の
は
恋
愛
自
体
の
虚
妄
性
で
あ

り
、
溶
解
し
か
か
っ
た
二
人
の
自
我
の
間
に
割
り
込
ん
で
は
居
座
り
続
け

る
第
三
者
の
影
が
終エ

ン

ド

レ

ス

わ
り
な
く
再
生
さ
れ
る
、
そ
う
し
た
場
所
と
し
て
の

「
渚
」
な
の
で
あ
る
。

　

ス
ピ
ッ
ツ
と
真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
「
波
打
ち
際
」
が
こ
う
し
て
異
な
る

性
格
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ン
ド
が
海
に
ど
ん
な
意
味
を

見
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
ス
ピ
ッ
ツ
に
は

海
を
歌
っ
た
《
青
い
車
》
が
、真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
に
は
文
字
通
り
《
う
み
》

と
い
う
楽
曲
が
あ
る
。
草
野
正
宗
作
詞
・
作
曲
の
一
九
九
四
年
の
《
青
い

車
》
で
は
、
海
は
「
お
い
て
き
た
何
か
を
見
に
行
」
く
場
所
で
あ
る
。
語

り
手
の
「
僕
」
は
こ
う
誘
い
か
け
る
。「
永
遠
に
続
く
よ
う
な
掟
に
飽
き

た
ら
」「
君
の
青
い
車
で
海
に
行
こ
う
」。
そ
こ
で
「
僕
」
と
「
君
」
は
変

化
す
る
。「
輪
廻
の
果
て
へ
飛
び
下
り
」、「
終
わ
り
な
き
夢
に
落
ち
て
行
」

く
。
リ
フ
レ
イ
ン
の
最
後
の
詩
句
が
こ
の
楽
曲
の
テ
ー
マ
を
は
っ
き
り
と

伝
え
て
い
る
。「
今　

変
わ
っ
て
い
く
よ
」。
ス
ピ
ッ
ツ
に
と
っ
て
海
の
水

に
な
っ
て
流
れ
る
こ
と
は
、《
渚
》
で
も
歌
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
自
我
の

枠
を
超
え
た
生
成
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
等
し
い
の
で
あ
る
。

　

ス
ピ
ッ
ツ
か
ら
遡
る
こ
と
五
年
、
一
九
八
九
年
に
発
表
さ
れ
た
真
心
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
の
デ
ビ
ュ
ー
・
シ
ン
グ
ル
《
う
み
》（
倉
持
陽
一
作
詞
・
作
曲
）

で
展
開
さ
れ
る
の
は
、
モ
ノ
ト
ー
ン
の
海
の
光
景
だ
。「
君
と
僕
と
の
う

み
が
見
え
る
は
ず
」
だ
と
語
り
手
は
言
う
が
、
二
人
の
も
の
で
あ
る
海
は

「
そ
こ
に
転
が
る
」「
無
様
な
う
み
」
に
過
ぎ
な
い
。「
ド
ロ
の
山
」
の
向

こ
う
に
海
が
あ
る
の
だ
が
、海
の
こ
ち
ら
側
に
広
が
る
の
も「
君
」が「「
ま

る
で
Ｓ
Ｆ
映
画
ね
」
と
つ
ぶ
や
」
く
よ
う
な
ど
こ
か
遠
い
工
事
現
場
の
風

景
だ
。「
君
は
少
し
で
も　

う
み
に
近
づ
こ
う
と
歩
い
て
る
」
が
、
一
緒

に
い
る
「
僕
は
疲
れ
て
」
し
ま
う
。
そ
し
て
サ
ビ
が
こ
の
海
の
静
か
な
拒

絶
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
海
は
「
波
の
静
か
な
う
み
」
で
あ
り
、「
狭

く
遠
い
」。
そ
こ
は
「
魚
の
い
な
い
う
み
」
で
、「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
う
み
」

な
の
だ
。
海
と
歌
わ
れ
な
が
ら
、
陸
の
よ
う
で
も
あ
る
こ
の
場
所
は
、
二

人
の
自
我
を
溶
解
さ
せ
一
つ
に
す
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
君
と

僕
と
の
う
み
」
は
「
ぶ
っ
た
切
ら
れ
た
う
み
」
だ
か
ら
だ
。
陸
の
ほ
う
か

ら
眺
め
ら
れ
た
海
岸
線
は
、《EN

D
LESS SU

M
M

ER
 N

U
D

E

》
の
「
波

打
ち
際
」
同
様
に
一
緒
に
い
る
二
人
の
心
に
介
入
す
る
よ
そ
よ
そ
し
い
無
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人
地
帯
を
冷
徹
に
描
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
　「
渚
」
に
吹
く
「
風
」
：
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
《
風
を
あ
つ
め
て
》
か

ら
松
田
聖
子
《
風
立
ち
ぬ
》
へ

　

ス
ピ
ッ
ツ
と
真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
奇
し
く
も

「
波
打
ち
際
」
を
め
ぐ
っ
て
ヒ
ッ
ト
曲
を
産
み
出
し
た
こ
と
、《
渚
》
と

《EN
D

LESS SU
M

M
ER

 N
U

D
E

》
が
そ
れ
ぞ
れ
夏
の
恋
愛
を
、
希
望
に

満
ち
た
新
た
な
生
成
へ
の
幸
福
な
同
一
化
と
期
待
に
潜
む
不
安
を
突
き

放
し
て
観
察
す
る
距
離
化
と
い
う
、
い
わ
ば
対
照
的
な
形
で
作
品
化
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
こ
で
は
続
い
て
、「
波
打
ち
際
」
に
吹
く

「
風
」
の
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
。

　

ス
ピ
ッ
ツ
の
《
渚
》
で
「
風
」
が
話
題
に
な
る
の
は
一
度
だ
け
で
あ
る
。

だ
が
、こ
の
「
風
」
こ
そ
が
作
品
の
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド
を
な
し
て
い
る
。

「
思
い
込
み
の
恋
に
落
ち
た
」
語
り
手
が
、「
初
め
て
プ
ラ
イ
ド
の
柵
を
越

え
て
」
相
手
に
何
か
を
「
届
け
た
い
」
と
望
む
。
そ
れ
が
「
風
の
よ
う
な

歌
」
だ
。
転
調
と
と
も
に
歌
わ
れ
る
こ
の
「
風
の
よ
う
な
歌　

届
け
た
い

よ
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
次
に
乗
せ
ら
れ
る
の
は
、「
水
に
な
っ
て　

ず
っ

と
流
れ
る
よ
」
の
歌
詞
で
あ
り
、
楽
曲
の
中
に
自
己
参
照
的
に
登
場
す
る

こ
の
「
歌
」
と
い
う
言
葉
が
、《
渚
》
と
い
う
音
の
シ
ャ
ワ
ー
で
水
の
よ

う
に
聴
き
手
を
包
み
込
む
。「
風
の
よ
う
な
歌
」
と
い
う
言
葉
の
魔
術
に

よ
っ
て
、
聴
き
手
は
「
渚
は
二
人
の
夢
を
混
ぜ
合
わ
せ
る　

揺
れ
な
が
ら

輝
い
て
」
と
い
う
行
為
に
そ
れ
と
知
ら
ず
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
で
あ
り
、

こ
の
楽
曲
に
い
わ
ば
存
在
ご
と
運
び
去
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
《
青

い
車
》
で
歌
わ
れ
る
「
風
」、「
潮
の
に
お
い
が
し
み
こ
ん
だ　

真
夏
の
風

を
吸
い
こ
め
ば
」「
心
の
落
描
き
も
踊
り
出
す
か
も
ね
」
と
い
う
軽
い
仮

定
に
置
か
れ
て
吸
い
こ
む
「
風
」
よ
り
も
、否
応
な
く
迫
っ
て
く
る
「
風
」

で
あ
り
、も
は
や
「
潮
の
に
お
い
が
し
み
こ
ん
だ
」
も
の
で
は
な
く
、「
波
」

そ
の
も
の
と
な
っ
た
「
風
」
な
の
で
あ
る
。
聴
き
手
の
「
柔
ら
か
い
日
々
」

も
そ
こ
で
は
「
波
の
音
に
染
ま
る
」
の
だ
。

　

真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
《EN

D
LESS SU

M
M

ER
 N

U
D

E

》
で
も
「
風
」

が
登
場
す
る
の
は
同
じ
く
一
回
き
り
で
あ
る
。「
波
打
ち
際
」に
い
る「
君
」

と
「
僕
」
が
溶
け
合
う
こ
と
を
期
待
す
る
あ
の
状
況
、「
響
く
サ
ラ
ウ
ン

ド
の
波　

時
が
溶
け
て
い
く
真
夏
の
夜
」
に
届
け
ら
れ
る
の
が
「
風
」
で

あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
「
夜
風
は
冬
か
ら
の
贈
り
物
」
だ
。「
胸
と
胸
」

を
合
わ
せ
て
、「
か
ら
ま
る
指
」
に
二
人
が
盛
り
上
が
る
瞬
間
、
他
の
「
誰

か
を
思
い
出
す
」
よ
う
に
し
て
、「
真
夏
の
夜
」
に
は
「
冬
か
ら
の
贈
り
物
」

が
届
け
ら
れ
る
の
だ
。
調
和
を
乱
す
べ
く
闖
入
す
る
厄
介
な
物
が
「
風
」

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
「
夜
風
」
は
必
ず
し
も
否
定
的
と

い
う
わ
け
で
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
走
る
車
の
窓
に
広
げ
は
た
め
く
Ｔ

シ
ャ
ツ
」
は
「
誇
ら
し
げ
」
だ
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
「
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
は
と

言
え
ば
、
曲
の
冒
頭
で
「
波
打
ち
際
」
を
走
っ
て
「
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
ま
ま
で

泳
ぎ
出
」
し
た
二
人
が
着
て
い
た
あ
の
「
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
だ
か
ら
な
の
だ
。

車
の
ス
ピ
ー
ド
に
よ
っ
て
加
速
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、「
風
」
は
間
違

い
な
く
潮
風
で
あ
り
、
波
が
肯
定
と
否
定
の
あ
わ
い
を
た
ゆ
た
い
続
け
る

よ
う
に
「
風
」
も
ま
た
こ
こ
で
は
両
義
的
な
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
ポ
ッ
プ
ス
や
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
「
風
」
が
ど
こ
か

ら
来
た
の
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
は
っ
ぴ
い

え
ん
ど
か
ら
で
あ
る
。
一
九
七
一
年
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
セ
カ
ン
ド
・
ア

ル
バ
ム
『
風
街
ろ
ま
ん
』
は
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
「
風
」
が
テ
ー
マ
で
あ

る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
松
本
隆
作
詞
・
細
野
晴
臣
作
曲
に
よ
る
《
風
を
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あ
つ
め
て
》
で
は
、「
路
面
電
車
が
」「
海
を
渡
」
っ
た
り
、「
防
波
堤
ご

し
に
」
は
「
緋
色
の
帆
を　

掲
げ
た
都
市
が
」「
停
泊
し
て
」
い
た
り
、「
摩

天
楼
の
衣
擦
れ
が
」「
舗
道
を
ひ
た
」
し
た
り
す
る
の
を
「
見
た
」
語
り

手
の
「
ぼ
く
」
が
、「
風
を
あ
つ
め
て
」「
蒼
空
を
翔
け
た
い
」
と
願
う
。「
風

街
ろ
ま
ん
」
と
は
言
う
も
の
の
、
こ
こ
に
は
物
語
ら
し
き
も
の
が
な
く
、

あ
る
の
は
風
景
、
淡
々
と
し
た
情
景
描
写
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
風
」
は
テ

ー
マ
と
い
う
よ
り
は
あ
る
種
の
効
果
を
表
し
て
い
る
と
考
え
た
ほ
う
が

正
確
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
視
界
に
広
が
る
三
つ
の
点
景
が
い
ず
れ
も

「
波
打
ち
際
」
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
改
め
て
驚
く
ほ
か
な
い

が
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
陸
と
海
の
境
界
線
で
陸
地
が
液
体
化
す
る
よ
う
な

隠
喩
的
な
情
景
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
風
を
あ
つ
め
て
」
飛
ん
で
い
る
か
の

ご
と
き
浮
遊
感
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
に
お
け
る
「
風
」
は
気
ま
ぐ
れ
な
「
風
」

で
あ
る
。
サ
ー
ド
・
ア
ル
バ
ム
『H

A
PPY

 EN
D

』（
一
九
七
三
）
は
冒
頭

か
ら
細
野
晴
臣
作
詞
・
作
曲
の
《
風
来
坊
》
に
よ
っ
て
「
ふ
ら
り　

ふ
ら

　

ふ
ら
」
と
軽
快
な
浮
遊
感
と
と
も
に
始
ま
る
の
だ
が
、
四
曲
目
に
同
じ

作
者
に
よ
る
《
無
風
状
態
》
が
待
ち
構
え
て
い
る
。
聴
き
手
は
「
海
に
乗

り
出
」
し
た
船
が
ま
る
で
《
風
を
あ
つ
め
て
》
に
登
場
す
る
か
の
よ
う
な

「
都
市
の
海
」
を
目
指
し
て
い
る
気
が
し
て
期
待
を
膨
ら
ま
せ
る
が
、
し

か
し
曲
の
最
後
で
分
か
る
の
は
風
が
な
い
の
で
船
長
気
取
り
の
「
彼
」
が

「
船
を
降
り
」
た
こ
と
だ
け
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
船
は
最
初
か
ら

ま
っ
た
く
動
い
て
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
つ
ま
り
、
は
っ

ぴ
い
え
ん
ど
の
楽
曲
に
お
い
て
聴
き
手
が
体
験
す
る
の
は
「
風
を
あ
つ
め

て
」
飛
ぶ
感
覚
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
そ
れ
は

飛
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
、
あ
る
い
は
陸
と
海
が
変
容
し
合
う
か
の

よ
う
な
蜃
気
楼
の
効
果
な
の
で
あ
る
。「
風
を
あ
つ
め
て
」
心
地
よ
く
浮

か
ん
だ
よ
う
な
感
覚
と
「
無
風
状
態
」
と
の
間
で
宙
吊
り
に
な
っ
た
光
景
、

そ
れ
が
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
の
作
り
出
す
光
景
で
あ
り
、
時
間
芸
術
と
し
て

の
音
楽
に
対
す
る
究
極
の
躓
き
と
し
て
の
休
止
を
自
ら
創
造
し
て
い
る

の
だ
。

　

こ
う
し
て
日
本
の
ポ
ッ
プ
ス
と
ロ
ッ
ク
に
新
し
い
「
風
」
が
も
た
ら

さ
れ
た
の
だ
が
、「
風
」
の
登
場
す
る
松
本
隆
作
詞
の
曲
を
逐
一
辿
っ
て

い
く
と
際
限
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
解
散
後
に
再

び
作
曲
の
大
瀧
詠
一
と
組
む
こ
と
に
な
っ
た
松
田
聖
子
の
《
風
立
ち
ぬ
》

（
一
九
八
一
年
）
へ
と
十
年
の
時
を
進
め
よ
う
。
松
田
聖
子
の
楽
曲
は
「
風

を
切
る
デ
ィ
ン
ギ
ー
で
」
や
「
答
え
は
風
の
中
ね
」
と
歌
う
《
白
い
パ
ラ

ソ
ル
》
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
デ
ビ
ュ
ー
以
来
主
に
夏
の
海
を
舞
台
と
し

て
い
た
。
七
枚
目
の
シ
ン
グ
ル
《
風
立
ち
ぬ
》
は
軽
井
沢
の
よ
う
な
「
高

原
の
テ
ラ
ス
」
へ
と
物
語
の
場
所
を
変
え
る
こ
と
で
、
歌
手
と
し
て
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
移
行
を
目
指
し
て
い
た
と
い
う
。《
風
立
ち
ぬ
》
に
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
堀
辰
雄
の
小
説
の
イ
メ
ー
ジ
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ

し
て
い
る
。「
風
の
イ
ン
ク
」
で
別
れ
の
「
手
紙
」
を
「
し
た
た
め
て
い
」

る
「
私
」
は
、
印
象
的
な
リ
フ
レ
イ
ン
で
決
意
を
語
る
。「
風
立
ち
ぬ　

今
は
秋
」「
今
日
か
ら　

私
は
心
の
旅
人
」。
吹
き
起
っ
た
風
に
、
さ
あ
新

た
に
生
き
て
い
こ
う
と
い
う
の
は
、
ア
イ
ド
ル
と
し
て
の
新
領
域
へ
の
挑

戦
を
宣
言
し
て
い
る
と
も
取
れ
る
巧
妙
な
仕
掛
け
と
言
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
彼
女
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が

堀
辰
雄
的
な
繊
細
で
陰
の
あ
る
音
楽
を
期
待
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
大

瀧
詠
一
の
曲
は
あ
ろ
う
こ
と
か
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で
大
曲
の
風
格
を
持
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
同
年
、
松
本
と
大
瀧
は
松
田
聖
子
の
ア
ル

バ
ム
『
風
立
ち
ぬ
』
も
一
緒
に
制
作
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ
で
大

瀧
が
企
図
し
た
の
は
や
は
り
同
じ
年
に
発
売
さ
れ
て
い
た
彼
自
身
の
『A
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LO
N
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 VA
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』
の
姉
妹
編
と
し
て
『
風
立
ち
ぬ
』
を
編
成
す
る
こ

と
だ
っ
た
。
大
瀧
に
よ
れ
ば
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
・
サ
ウ
ン
ド
の
女
性
版
と
し

て
の
《
風
立
ち
ぬ
》
は
《
カ
ナ
リ
ア
諸
島
に
て
》
に
呼
応
し
て
い
る
。
松

本
隆
作
詞
の
《
カ
ナ
リ
ア
諸
島
に
て
》
で
は
、「
ぼ
く
」
は
「
海
に
向
い

た
テ
ラ
ス
で
ペ
ン
だ
け
滑
ら
」
し
、「
あ
な
た
の
表
情
の
輪
郭
も
う
す
れ
」、

「
自
分
が
誰
か
も
忘
れ
て
し
ま
う
」。
し
か
し
、「
ぼ
く
は
ぼ
く
の
岸
辺
で

生
き
て
行
く
だ
け　

そ
れ
だ
け
」
と
い
う
決
意
は
揺
る
が
な
い
。
そ
こ
へ

リ
フ
レ
イ
ン
が
や
っ
て
来
る
の
だ
が
、
そ
の
最
後
で
明
か
さ
れ
る
の
は

「
風
も
動
か
な
い
」
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

と
い
う
こ
と
は
、《
風
立
ち
ぬ
》
に
お
い
て
は
、
松
田
聖
子
に
「
風
立

ち
ぬ
」
と
歌
わ
せ
な
が
ら
サ
ウ
ン
ド
的
に
は
「
風
も
動
か
な
い
」
と
い
う

二
律
背
反
を
課
す
と
い
う
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
事
態
が
生
じ
て
お
り
、

結
局
の
と
こ
ろ
「
風
は
立
っ
た
」
の
か
、
そ
れ
と
も
「
風
は
動
か
な
い
」

の
か
、
音
楽
は
音
符
と
休
止
符
の
、
歌
詞
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
、
あ
る
い
は

歌
詞
と
サ
ウ
ン
ド
の
間
で
宙
吊
り
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に

は
、
高
原
へ
の
移
行
を
目
指
し
な
が
ら
、
海
辺
に
止
め
置
か
れ
る
と
い
う

場
所
の
矛
盾
も
露
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
風
」
に
こ
う
し
た
矛
盾
が

生
じ
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
れ
が
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
的
な
「
風
」
だ
か
ら
で

あ
り
、
こ
の
矛
盾
に
こ
そ
「
風
」
の
本
質
が
あ
る
の
だ
。

三
　
百
年
前
の
「
渚
」
と
「
風
」
へ
：
ヴ
ァ
レ
リ
ー
「
海
辺
の
墓
地
」
と

プ
ル
ー
ス
ト
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
バ
ル
ベ
ッ
ク
海
岸

　

松
本
隆
が
堀
辰
雄
的
な
「
高
原
の
テ
ラ
ス
」
の
情
景
を
歌
詞
で
描
き
出

し
な
が
ら
も
、
大
瀧
詠
一
が
そ
れ
を
「
海
に
向
い
た
テ
ラ
ス
」
の
光
景
へ

と
サ
ウ
ン
ド
に
よ
っ
て
引
き
戻
し
、
変
化
さ
せ
、
宙
吊
り
に
す
る
こ
と
に

は
、
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
堀
辰
雄
の
『
風
立
ち
ぬ
』
が
、

ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
「
風
立
ち
ぬ　

い
ざ
生
き
め
や
も
」
か
ら
取
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
小
説
の
中
で
こ
の
詩
句
が
繰
り
返
し
登
場
人
物
の
口

に
上
る
こ
と
か
ら
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す

れ
ば
、
堀
が
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
「
波
打
ち
際
」
を
「
高
原
」
に
移
し
替
え
た

の
と
、
ち
ょ
う
ど
逆
の
操
作
が
松
田
聖
子
の
《
風
立
ち
ぬ
》
で
は
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
楽
曲
は
堀
辰
雄
的
な
世
界
へ

の
憧
憬
と
見
せ
か
け
な
が
ら
、
実
は
堀
の
参
照
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
ヴ
ァ
レ

リ
ー
の
詩
篇
「
海
辺
の
墓
地
」
へ
と
、
お
そ
ら
く
は
そ
れ
と
知
ら
ず
に
遡

る
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
海
辺
の
墓
地
」
は
『
新
フ
ラ
ン
ス
評
論
』
の
一
九
二
〇
年
六
月
一
日

号
に
掲
載
さ
れ
、後
に
詩
集
『
魅
惑
』（
一
九
二
二
）
に
収
録
さ
れ
た
。「
海

よ
、
絶
え
ず
新
し
く
再
開
さ
れ
る
海
よ
！
」
と
い
う
冒
頭
の
呼
び
か
け
が

印
象
的
だ
が
、
そ
う
詠
う
ヴ
ァ
レ
リ
ー
も
南
仏
セ
ー
ト
と
い
う
「
波
打
ち

際
」
で
生
き
た
詩
人
で
あ
っ
た
。
エ
ッ
セ
イ
「
人
と
貝
殻
」（
一
九
三
七
）

で
は
浜
辺
で
拾
っ
た
巻
貝
の
貝
殻
を
手
掛
か
り
に
、
人
間
の
ポ
イ
エ
ー
シ

ス
の
行
為
と
は
何
か
と
い
う
問
い
を
、
哲
学
的
思
弁
に
詩
的
直
観
を
交
え

て
考
察
し
て
い
る
。「
海
辺
の
墓
地
」
も
そ
う
し
た
作
品
制
作
を
め
ぐ
る

分
析
と
し
て
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
エ
レ
ア
派
の
ゼ
ノ
ン
」
へ
と
至

る
長
い
思
弁
を
経
た
後
、「
肉
体
」が「
思
考
す
る
形
態
を
打
ち
壊
」し
、「
風

が
誕
生
」
し
、
語
り
手
の
「
魂
を
自
ら
に
返
還
す
る
」
と
、
最
後
の
六
行

の
冒
頭
で
「
風
が
吹
き
起
る
！　

生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
！
」
と
誘
う
声
が
聞

こ
え
、「
風
」
と
「
波
」
に
よ
っ
て
新
た
な
輝
か
し
い
「
本
の
頁
」
が
「
飛

ぶ
」
様
子
が
活
写
さ
れ
る
こ
と
だ
け
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
「
海
辺
の
墓
地
」
に
お
け
る
「
海
辺
」
と
は
地
中
海
の
「
波
打
ち
際
」
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で
あ
り
、
そ
こ
は
何
よ
り
も
平
穏
で
調
和
の
と
れ
た
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
の
支

配
す
る
空
間
で
あ
る
。
そ
し
て
、
文
学
を
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
の
問
題
に

還
元
し
、
組
み
合
わ
せ
の
数
を
思
考
の
上
で
汲
み
つ
く
し
て
し
ま
う
こ
と

で
、
文
学
を
超
越
す
る
視
点
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
ヴ
ァ
レ
リ
ー
が
、
そ

れ
ゆ
え
に
超
歴
史
的
な
視
点
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的

と
考
え
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
進
歩
に
対
し
て
懐
疑
的
で
あ
っ
た
詩

人
は
実
作
に
お
い
て
お
も
に
古
典
主
義
的
な
作
品
を
作
っ
た
こ
と
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。「
海
辺
の
墓
地
」
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
十
音
節
の

六
行
詩
節
、
二
十
四
連
か
ら
な
る
古
典
主
義
的
な
作
品
な
の
だ
。

　
「
波
打
ち
際
」
を
こ
う
し
た
現
代
と
古
代
の
、
あ
る
い
は
革
新
と
伝

統
と
の
触
れ
合
う
空
間
と
し
て
描
き
出
す
の
は
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
と
同
じ

く
一
八
七
一
年
に
生
ま
れ
た
プ
ル
ー
ス
ト
の
場
合
に
も
見
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
第
四
篇
『
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
』

（
一
九
二
一
︱
二
二
）
に
は
、
二
度
目
の
バ
ル
ベ
ッ
ク
滞
在
中
に
小
説
の
主

人
公
「
私
」
が
カ
ン
ブ
ル
メ
ー
ル
侯
爵
夫
人
と
海
岸
線
を
散
策
す
る
場
面

が
あ
る
が
、
こ
の
若
い
ご
婦
人
は
最
新
流
行
の
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
音
楽
を

そ
れ
が
最
新
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
評
価
し
て
い
る
。「
私
」
は
彼
女
を

満
足
さ
せ
る
た
め
に
『
ペ
レ
ア
ス
と
メ
リ
ザ
ン
ド
』
の
第
三
幕
第
三
場
に

あ
る
ペ
レ
ア
ス
の
台
詞
、「
濡
れ
た
バ
ラ
の
香
り
が
こ
の
テ
ラ
ス
ま
で
あ

が
っ
て
く
る
」
に
言
及
す
る
が
、
プ
ル
ー
ス
ト
は
友
人
で
作
曲
家
の
レ
ー

ナ
ル
ド
・
ア
ー
ン
に
宛
て
た
一
九
一
一
年
の
手
紙
で
、
こ
の
一
節
に
つ
い

て
、「
海
の
冷
た
さ
と
、
そ
よ
風
に
運
ば
れ
て
く
る
バ
ラ
の
香
り
と
が
浸

み
こ
ん
で
い
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
バ
ラ
の
香
り
の
浸
み
こ
ん
だ
海
辺
の

「
そ
よ
風
」
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
「
私
」
が
語
る
の
は
、
バ
ラ
園
を

所
有
す
る
カ
ン
ブ
ル
メ
ー
ル
老
侯
爵
夫
人
へ
の
親
し
み
、
こ
の
女
性
が
シ

ョ
パ
ン
の
弟
子
の
中
で
た
だ
一
人
生
き
残
っ
て
い
る
と
い
う
そ
の
音
楽

的
才
能
へ
の
敬
意
か
ら
で
あ
っ
た
。
若
い
ほ
う
の
カ
ン
ブ
ル
メ
ー
ル
侯
爵

夫
人
は
姑
嫌
い
も
あ
っ
て
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
前
で
は
シ
ョ
パ
ン
な
ど
も

は
や
完
全
な
時
代
遅
れ
だ
と
言
っ
て
貶
す
の
だ
が
、「
私
」
は
シ
ョ
パ
ン

が
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
偏
愛
す
る
作
曲
家
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、

彼
女
の
前
衛
主
義
的
な
芸
術
理
解
に
待
っ
た
を
か
け
る
。
実
際
、
シ
ョ
パ

ン
の
再
評
価
は
生
誕
百
周
年
の
一
九
一
〇
年
頃
か
ら
始
ま
る
が
、
ド
ビ
ュ

ッ
シ
ー
は
シ
ョ
パ
ン
の
『
ピ
ア
ノ
全
作
品
』
の
楽
譜
を
校
訂
し
て
こ
の
流

れ
に
貢
献
し
て
い
た
。
プ
ル
ー
ス
ト
が
こ
こ
で
小
説
の
「
私
」
と
と
も
に

主
張
し
て
い
る
の
は
、
芸
術
が
絶
え
ず
過
去
を
否
定
し
て
革
新
的
な
も
の

を
作
り
出
す
の
で
は
な
く
、
一
見
過
去
と
断
絶
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な

が
ら
、
そ
こ
に
突
如
と
し
て
過
去
の
断
片
が
甦
る
よ
う
な
関
係
性
を
過
去

と
の
間
に
保
持
し
て
い
る
作
品
が
す
ぐ
れ
た
「
古
典
」
で
あ
る
と
い
う
こ

と
な
の
だ
。

　

若
夫
人
は
「
波
打
ち
際
」
の
カ
モ
メ
が
飛
び
立
つ
の
を
見
て
、「
巨
大

な
翼
は
歩
く
妨
げ
と
な
る
ば
か
り
」
と
詩
の
一
節
を
口
ず
さ
む
。
彼
女
は

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
「
ア
ホ
ウ
ド
リ
」
を
カ
モ
メ
と
間
違
え
て
引
用
し
て
い

る
の
だ
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
そ
の
前
に
「
私
」
が
カ
モ
メ
を
モ
ネ
の

描
く
睡
蓮
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
音
楽
ば
か
り
で
な
く
、
絵
画
に

つ
い
て
も
事
情
は
同
じ
で
、
印
象
派
の
モ
ネ
や
ド
ガ
の
前
で
は
、
十
七
世

紀
の
古
典
主
義
画
家
プ
ッ
サ
ン
は
単
に
古
臭
い
だ
け
だ
と
断
定
す
る
若

い
カ
ン
ブ
ル
メ
ー
ル
侯
爵
夫
人
に
、「
私
」
は
ド
ガ
が
プ
ッ
サ
ン
を
称
賛

し
、
模
写
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

ヴ
ァ
レ
リ
ー
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
『
ド
ガ　

ダ
ン
ス　

デ
ッ

サ
ン
』
を
書
き
、
ド
ガ
が
単
に
新
た
な
パ
リ
風
俗
と
し
て
オ
ペ
ラ
座
の
踊

り
子
た
ち
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
、
そ
れ
を
革
新
的
な
印
象
派
の
色
彩
分
割

に
よ
っ
て
描
き
出
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
に
し
ば
し
ば
触
れ
て
い
る
（
ち
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な
み
に
一
九
三
三
年
に
発
表
さ
れ
た
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
「「
海
辺
の
墓
地
」
に
つ
い

て
」
と
い
う
自
作
の
解
説
で
も
、ダ
ン
ス
と
詩
の
関
連
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
）。

詩
人
は
バ
レ
リ
ー
ナ
の
動
き
を
捉
え
る
ド
ガ
が
、
ロ
マ
ン
主
義
的
な
色
彩

重
視
の
対
極
に
あ
っ
た
と
通
常
み
な
さ
れ
て
い
る
ア
ン
グ
ル
の
弟
子
と

し
て
デ
ッ
サ
ン
を
重
視
し
、
ま
た
ル
ー
ヴ
ル
で
の
古
典
の
模
写
を
推
奨

し
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
レ
リ
ー
フ
に
見
ら
れ
る
ダ
ン
ス
の
ポ
ー
ズ
を
バ
レ

リ
ー
ナ
の
ポ
ー
ズ
と
し
て
援
用
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。

　

プ
ル
ー
ス
ト
に
お
い
て
は
、
海
辺
の
光
景
に
お
け
る
地
理
的
な
関
係
性

の
中
に
、
実
は
歴
史
的
な
関
係
性
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
見

て
取
れ
る
。『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
第
二
篇
『
花
咲
く
乙
女
た
ち

の
蔭
に
』（
一
九
一
九
）
に
お
い
て
「
私
」
は
バ
ル
ベ
ッ
ク
海
岸
に
あ
る

画
家
エ
ル
ス
チ
ー
ル
の
ア
ト
リ
エ
で
海
洋
画
《
カ
ル
ク
チ
ュ
イ
港
》
を
鑑

賞
す
る
が
、
こ
こ
で
探
求
さ
れ
て
い
る
効
果
と
は
、
陸
を
海
の
用
語
で
、

ま
た
海
を
陸
の
用
語
で
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
画
面
は
そ

の
結
果
、
詩
に
お
い
て
「
隠
喩
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
効
果
を
発
揮
し
、

表
象
さ
れ
た
事
物
に
変
容
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
て
い
る
。
ど
こ
か
は
っ
ぴ

い
え
ん
ど
の
《
風
を
あ
つ
め
て
》
の
歌
詞
の
世
界
を
思
わ
せ
る
情
景
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
こ
う
し
た
ロ
マ
ン
主
義
か
ら
印
象
派
へ
と
続

く
隠
喩
的
な
効
果
に
は
空
間
的
な
だ
け
で
な
く
、
時
間
的
な
特
徴
も
ま
た

あ
る
と
プ
ル
ー
ス
ト
は
考
え
て
い
た
。
バ
ル
ベ
ッ
ク
海
岸
の
海
辺
の
少
女

た
ち
は
ド
ガ
の
描
く
踊
り
子
へ
と
参
照
さ
れ
る
の
だ
が
、
ド
ガ
は
ま
た
古

代
彫
刻
《
棘
を
抜
く
少
年
》
の
記
憶
も
そ
こ
に
含
み
こ
ま
せ
て
い
る
と
さ

れ
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
種
の
空
間
的
な
変
容
、
作
品
を
見
る
者
に
眼
科
手

術
を
施
す
よ
う
に
し
て
新
た
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
獲
得
さ
せ
る
画
面
に
は
、

実
際
に
は
時
間
的
な
記
憶
も
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
過
去
を
召
喚
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
画
面
上
に
は
、
革
新
的
な
断
片
と
伝
統
的
な
断
片
と
が
一
瞬

繋
が
り
を
見
出
す
、
そ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
し
て
い
る

と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
い
ま
や
、二
〇
一
八
年
か
ら
お
よ
そ
百
年
前
の
「
波
打
ち
際
」

の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の

「
風
が
吹
き
起
る
」海
は「
絶
え
ず
新
し
く
再
開
さ
れ
る
海
」な
の
で
あ
り
、

墓
地
に
響
く
「
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
！
」
と
誘
う
声
は
確
か
に
「
思
考
す
る

形
態
を
打
ち
壊
」
し
は
す
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
「
誕
生
」
す
る
「
風
」
は

何
か
を
断
ち
切
る
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
古
代
と
現
代
と
を
、
あ
る
い

は
ま
た
伝
統
と
革
新
と
を
繋
ぐ
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
プ
ル
ー
ス

ト
の
海
辺
の
「
そ
よ
風
」
も
バ
ラ
の
香
り
を
運
び
な
が
ら
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ

ー
の
中
に
潜
む
シ
ョ
パ
ン
と
の
関
係
を
告
げ
る
横
断
線
と
な
り
、
ま
た
ヴ

ァ
レ
リ
ー
と
プ
ル
ー
ス
ト
は
い
ず
れ
も
、
ド
ガ
の
作
品
の
中
に
プ
ッ
サ
ン

や
古
代
彫
刻
の「
断
片
」が
甦
る
の
を
感
知
す
る
の
で
あ
る
。「
波
打
ち
際
」

と
は
そ
う
し
た
可
能
な
複
数
の
時
間
の
線
が
、
通
常
の
時
間
の
流
れ
と
は

別
の
形
で
「
絶
え
ず
新
し
く
再
開
さ
れ
る
」
空
間
で
あ
り
、そ
こ
で
「
風
」

は
過
去
と
現
在
を
繋
ぐ
横
断
線
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
　「
波
打
ち
際
」
を
泳
ぐ
、「
空
」
を
飛
ぶ
：
再
び
ス
ピ
ッ
ツ
《
渚
》
と

真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
《EN

DLESS SU
M

M
ER N

U
DE

》

　

過
去
と
の
時
間
的
な
関
係
に
開
か
れ
た
現
在
の
「
波
打
ち
際
」、
記

憶
の
「
波
打
ち
際
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
こ
の
場
所
の
性
質
に
思
い
至
っ

た
と
き
、
ス
ピ
ッ
ツ
の
《
渚
》
と
真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
《EN

D
LESS 
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SU
M

M
ER

 N
U

D
E

》
は
新
た
な
相
貌
を
呈
し
て
聴
き
手
に
迫
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
二
曲
は
と
も
に
夏
の
恋
愛
を
テ
ー
マ
と
し

て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
表
向
き
の
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。
両
者
が
歌
っ
て

い
る
の
は
そ
こ
に
登
場
す
る
「
二
人
」
や
「
君
と
僕
」
の
関
係
な
の
だ
が
、

こ
の
「
二
人
」
や
「
君
と
僕
」
が
恋
愛
関
係
に
あ
る
人
間
た
ち
で
あ
る
必

要
は
ま
っ
た
く
な
い
。
そ
こ
に
賭
け
ら
れ
て
い
る
の
は
実
は
日
本
の
ポ
ッ

プ
ス
や
ロ
ッ
ク
の
歴
史
を
め
ぐ
る
問
題
そ
の
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

そ
う
し
て
見
る
と
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
が
パ
フ
ィ
ー
の
《
渚
に
ま
つ
わ
る

エ
ト
セ
ト
ラ
》
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
な
が
ち
無
意
味
で
は
な
か

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
魅
力
的
な　

長
い
ハ
ッ
ピ
ー
ビ
ー
チ
」
に
は

「
Ｂ
Ｂ
Ｃ
」
や
「
マ
ゼ
ラ
ン
」、「
ハ
リ
ソ
ン　

フ
ォ
ー
ド
」
が
ご
都
合
主

義
的
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
う
し
た
傾
向
は
い
ま
一
つ
の

「
渚
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ
」
で
あ
る
《
ア
ジ
ア
の
純
真
》（
一
九
九
六
）

に
お
い
て
は
さ
ら
に
顕
著
で
あ
る
。
押
韻
の
た
め
に
の
み
選
ば
れ
、
並
べ

ら
れ
た
幾
つ
も
の
固
有
名
詞
は
し
か
し
、
意
味
す
る
こ
と
を
放
棄
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
「
マ
ウ
ス
だ
っ
て　

キ
ー
に
な
っ
て
」「
ア

ク
セ
ス
」
を
「
試
」
す
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
に
お
け
る
検
索
の
（
理

想
化
さ
れ
た
）
ラ
ン
ダ
ム
性
を
告
げ
て
い
る
の
で
あ
り
、「
開
け
ド
ア
ー
」

と
す
ぐ
目
の
前
で
世
界
の
画
面
が
開
け
る
新
し
い
快
感
の
中
で
、
歌
う
彼

女
た
ち
と
聴
き
手
は
「
誰
か
に　

め
ぐ
り
会
え
そ
う
に　

流
さ
れ
て
行

く
」、
そ
れ
も
「
未
来
の
方
へ
」
と
「
流
さ
れ
て
行
く
」
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
に
ア
ク
セ
ス
し
て
次
々
と
画
面
を
開
く
こ
と
、

そ
れ
は
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
と
呼
ば
れ
る
の
だ
か
ら
、
そ
こ
に
続
い
て
い

る
の
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
一
つ
の
「
波
打
ち
際
」
で
あ
る
。
新
た
に
出
現
し

た
こ
の
「
波
打
ち
際
」
が
音
楽
を
め
ぐ
る
情
報
の
伝
播
の
仕
方
を
変
え
、

地
理
的
な
距
離
が
時
間
的
な
優
位
性
を
も
は
や
持
た
な
い
よ
う
な
、
そ

れ
ま
で
と
は
異
な
る
状
況
が
到
来
す
る
。
海
外
の
音
楽
と
日
本
国
内
の
音

楽
と
の
関
係
は
、
以
前
は
「
外
」
の
遠
さ
が
「
内
」
と
「
外
」
と
の
タ
イ

ム
ラ
グ
を
保
証
し
、
差
異
を
成
立
さ
せ
て
い
た
の
だ
が
、
タ
イ
ム
ラ
グ
が

限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
く
の
で
あ
れ
ば
、
現
在
か
ら
「
未
来
の
方
へ
」
と

世
界
全
体
が
た
だ
一
緒
に
「
流
さ
れ
て
行
く
」
だ
け
に
な
る
。
そ
う
な
る

と
、
差
異
化
の
リ
ソ
ー
ス
を
ど
こ
に
求
め
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
が

起
こ
っ
て
く
る
わ
け
だ
が
、
そ
こ
で
強
く
な
る
の
が
過
去
へ
の
ベ
ク
ト
ル

で
あ
る
。
パ
フ
ィ
ー
の
周
辺
に
形
作
ら
れ
た
「
渚
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト

ラ
」
と
は
実
の
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
と
い
う
新
た

な
「
渚
」
の
誕
生
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
「
内
」
と
「
外
」
と
を
隔
て
て

い
た
地
理
的
な
「
渚
」
の
消
失
と
い
う
事
態
、
さ
ら
に
は
そ
の
結
果
生
じ

た
現
在
と
過
去
の
間
に
た
ゆ
た
う
場
所
と
し
て
の
時
間
的
な
「
渚
」
の
出

現
の
こ
と
を
具
体
的
に
は
指
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
《EN

D
LESS SU

M
M

ER
 N

U
D

E

》
で
は
、「
僕
」

と
「
君
」
が
「
胸
と
胸
」
を
合
わ
せ
、「
指
」
を
「
か
ら
」
め
て
一
つ
に

な
ろ
う
と
す
る
瞬
間
に
必
ず
「
い
つ
か
の
誰
か
の
感
触
」
が
や
っ
て
来
て
、

幸
福
な
一
体
感
を
味
わ
う
こ
と
を
妨
げ
る
。「
ウ
ソ
だ
ろ　

誰
か
思
い
出

す
な
ん
て
さ
」と
自
嘲
気
味
に「
僕
」は
呟
く
の
だ
が
、結
局
の
と
こ
ろ「
そ

の
全
て
を
見
届
け
」
る
ほ
か
に
は
ど
う
に
も
仕
様
が
な
い
の
だ
。
と
こ
ろ

で
、
こ
の
瞬
間
に
や
っ
て
来
る
「
い
つ
か
の
誰
か
の
感
触
」
と
は
一
体
何

な
の
だ
ろ
う
か
。「
僕
」
と
「
君
」
と
が
恋
愛
す
る
「
二
人
」
で
あ
る
の

だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
過
去
の
別
の
恋
人
と
い
う
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
「
僕
」
あ
る
い
は
「
君
」
が
歌
の
作
り
手
と
歌

そ
の
も
の
で
あ
る
と
し
た
ら
、
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
新
た
に
生
ま
れ
出

よ
う
と
す
る
歌
の
中
に
「
い
つ
か
の
誰
か
の
感
触
」
が
不
意
に
甦
る
、
あ
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る
い
は
過
去
へ
の
ベ
ク
ト
ル
が
強
烈
な
た
め
に
過
去
の
楽
曲
と
の
二
重

写
し
と
し
て
し
か
新
た
な
楽
曲
が
存
在
し
え
な
い
状
況
、
そ
う
し
た
「
波

打
ち
際
」
の
性
質
を
こ
の
歌
詞
は
は
っ
き
り
と
告
げ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

歌
詞
の
最
後
に
あ
る
「
心
の
す
れ
違
う
瞬
間
で
さ
え
も
包
む
よ
う
に
」

と
い
う
一
節
は
、
真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
こ
う
し
た
「
波
打
ち
際
」
の
変

貌
を
自
覚
し
、
そ
こ
に
批
評
的
に
関
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
決
意
と
受
け
止

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
主
な
も
の
だ
け
で
も
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
の
日
本
語

カ
バ
ー
で
あ
る
《
マ
イ
・
バ
ッ
ク
・
ペ
ー
ジ
》（
一
九
九
五
）、
ジ
ョ
ン
・

レ
ノ
ン
と
の
微
妙
な
距
離
感
を
演
出
し
た
《
拝
啓
、
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
》

（
一
九
九
六
）、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
ズ
的
な
も
の
を
逆
転
さ
せ
た
《
サ

テ
ィ
ス
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
》（
一
九
九
九
）
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、「
外
」

す
な
わ
ち
海
外
の
ロ
ッ
ク
を
め
ぐ
る
「
い
つ
か
の
誰
か
の
感
触
」
と
戯
れ

よ
う
と
す
る
方
向
性
は
真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
そ
し

て
《EN

D
LESS SU

M
M

ER
 N

U
D

E

》
は
ラ
テ
ン
音
楽
を
組
み
込
ん
だ

サ
ウ
ン
ド
の
ア
レ
ン
ジ
に
濃
厚
に
立
ち
込
め
る
ブ
ル
ー
ア
イ
ド
ソ
ウ
ル

的
な
雰
囲
気
に
よ
っ
て
、
ザ
・
ス
タ
イ
ル
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
《M

y Ever 
C

hanging M
oods

》（
一
九
八
四
）
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
も
否
定
し
難

い
だ
ろ
う
し
、
そ
の
こ
と
は
何
よ
り
も
楽
曲
の
タ
イ
ト
ル
に
よ
っ
て
示
さ

れ
て
い
る
は
ず
だ
。
な
ぜ
な
ら
、EN

D
LESS

はEver C
hanging

を
言

い
換
え
て
お
り
、SU

M
M

ER

とEver

、N
U

D
E

とM
oods

は
そ
れ
ぞ
れ

ゆ
る
く
韻
を
踏
ん
で
い
る
か
ら
だ
。

　
「
波
打
ち
際
」
を
め
ぐ
っ
て
過
去
を
参
照
す
る
方
向
性
は
ス
ピ
ッ
ツ
に

お
い
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。《
渚
》
の
語
り
手
は
「
君
と
」「
思
い
込
み
の

恋
に
落
ち
」、「
柔
ら
か
い
日
々
が
波
の
音
に
染
ま
る
」。「
渚
は
二
人
の
夢

を
混
ぜ
合
わ
せ
る
」
と
「
水
に
な
っ
て　

ず
っ
と
流
れ
る
」
幸
福
な
一
体

感
が
、
水
へ
の
生
成
変
化
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
は
「
幻
よ　

醒
め
な
い
で
」
と
い
う
願
い
と
と
も
に
あ
る
儚
い

も
の
だ
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
ま
た
、歌
詞
の
語
り
手
が
呼
び
か
け
る
「
君
」

と
い
う
の
は
恋
人
で
あ
る
必
要
が
果
た
し
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
聴
き

手
は
自
問
す
る
こ
と
に
な
る
。「
ね
じ
曲
げ
た
思
い
出
も　

捨
て
ら
れ
ず

生
き
て
き
た
」「
ギ
リ
ギ
リ
妄
想
だ
け
で　

君
と
」
と
歌
わ
れ
る
時
、
ふ

と
「
君
」
は
語
り
手
が
心
に
浸
み
こ
ま
せ
た
音
楽
の
こ
と
な
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
が
し
て
く
る
。
と
い
う
の
も
本
稿
の
第
二
節
で
触
れ
た
よ
う

に
、
語
り
手
は
「
風
の
よ
う
な
歌
」
を
「
届
け
た
い
」
と
す
で
に
口
に
し

て
い
る
か
ら
だ
。「
届
け
た
い
」
の
は
「
君
」
に
な
の
か
、《
渚
》
の
聴
き

手
に
な
の
か
、
そ
れ
と
も
ま
た
別
の
誰
か
に
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
ね
じ
曲
げ
た
思
い
出
」
の
「
妄
想
」
が
詰
ま
っ
た
「
君
」、
す
な
わ
ち

語
り
手
が
過
去
に
聴
き
込
ん
だ
楽
曲
が
こ
こ
で
は
問
題
な
の
だ
。「
二
人

の
夢
」
を
「
混
ぜ
合
わ
せ
る
」「
渚
」
と
は
し
た
が
っ
て
、「
思
い
出
」
の

歌
と
「
水
に
な
っ
」
た
語
り
手
が
「
ず
っ
と
流
れ
」
な
が
ら
「
風
の
よ
う

な
歌
」
を
産
み
出
す
場
所
で
あ
り
、「
水
に
な
」
る
前
に
す
で
に
彼
（
ま

た
は
彼
女
）
は
「
思
い
出
」
の
「
残
り
火
」
を
「
抱
い
て
」、
砂
浜
を
「
素

足
で
走
」
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
そ
う
し
て
み
る
と
《
青
い
車
》
の
歌
詞

も
ま
た
意
味
深
長
な
も
の
に
思
え
て
く
る
。「
海
へ
行
」
く
の
は
ま
さ
に

「
お
い
て
き
た
何
か
を
見
に
行
」
く
た
め
な
の
だ
。
そ
し
て
こ
の
過
去
の

楽
曲
を
前
に
、「
波
打
ち
際
」
で
「
真
夏
の
風
を
吸
い
こ
め
ば
」「
心
の
落

書
き
」、
つ
ま
り
語
り
手
が
産
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
新
た
な
楽
曲
「
も

踊
り
出
す
か
も
」
し
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
リ
フ
レ
イ
ン
の
最
後
に

あ
る
「
今　

変
わ
っ
て
い
く
よ
」
は
「
波
打
ち
際
」
で
「
風
の
よ
う
な
歌
」

が
誕
生
す
る
、
そ
の
生
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
歌
っ
て
お
り
、
過
去
の
楽
曲
の

単
な
る
生
ま
れ
変
わ
り
で
は
な
い
何
か
が
「
輪
廻
の
果
て
へ
飛
び
下
り
」
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る
変
化
の
中
で
生
産
さ
れ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
だ
。

　

ス
ピ
ッ
ツ
に
お
い
て
は
特
に
固
有
名
詞
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
歌
詞
が
明
ら
か
に
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
を
参

照
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。「
波
打
ち
際
」
を
め

ぐ
っ
て
「
蒼
空
を
翔
け
た
い
」
と
歌
っ
て
い
た
《
風
を
あ
つ
め
て
》
に
対

し
て
、
ス
ピ
ッ
ツ
が
「
輪
廻
の
果
て
へ
飛
び
下
り
」
る
変
化
の
中
で
産
み

出
し
た
の
が
《
空
も
飛
べ
る
は
ず
》（
一
九
九
四
）
で
あ
ろ
う
（
作
詞
・
作

曲
は
草
野
正
宗
）。
語
り
手
は
「
幼
い
微
熱
を
下
げ
ら
れ
な
い
ま
ま　

神
様

の
影
を
恐
れ
て
」
い
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
が
も
た
ら

し
た
日
本
語
詞
と
ロ
ッ
ク
に
対
す
る
憧
憬
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
過

去
の
楽
曲
が
も
た
ら
す
強
力
な
磁
場
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
も
の
の
、
そ

れ
に
圧
倒
さ
れ
て
「
色
褪
せ
」「
ひ
び
割
れ
」
て
い
た
「
僕
」
だ
っ
た
が
、

そ
ん
な
語
り
手
も
「
き
っ
と
今
は
自
由
に
空
も
飛
べ
る
は
ず
」
だ
と
言
う
。

な
ぜ
な
ら
、「
君
と
出
会
っ
た
奇
跡
」
が
「
こ
の
胸
に
あ
ふ
れ
て
る
」
か

ら
な
の
だ
が
、
こ
こ
で
の
「
君
」
は
「
僕
」
の
中
か
ら
生
ま
れ
出
た
「
お

ど
け
た
歌
」
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
空
も
飛
べ
る
」
よ
う
に

な
る
た
め
に
は
、「
夢
を
濡
ら
し
た
涙
が　

海
原
へ
流
れ
」
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ス
ピ
ッ
ツ
に
お
け
る
「
海
」
と
は
し
た
が
っ
て
絶
え
ず
再
開
さ

れ
る
生
成
の
プ
ロ
セ
ス
な
の
で
あ
り
、
も
う
「
空
も
飛
べ
る
」
は
ず
な
の

だ
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
き
っ
と
今
は
自
由
に
空
も
飛
べ
る
は
ず
」

と
い
う
推
量
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
覚
束
な
さ
こ
そ
が
ま
さ
に
、
は
っ
ぴ
い

え
ん
ど
の
《
風
を
あ
つ
め
て
》
の
リ
フ
レ
イ
ン
で
表
明
さ
れ
て
い
た
「
蒼

空
を
翔
け
た
い
ん
で
す
」
と
い
う
曖
昧
な
願
望
と
響
き
合
っ
て
い
る
の

だ
。

　

ス
ピ
ッ
ツ
の
《
渚
》
で
は
、
語
り
手
と
「
君
」
の
「
柔
ら
か
い
日
々
が

波
の
音
に
染
ま
る
」、
二
人
の
幸
福
な
一
体
感
が
確
か
に
歌
わ
れ
て
い
る

の
だ
が
、「
水
に
な
っ
て　

ず
っ
と
流
れ
」
て
「
行
き
つ
い
た
そ
の
場
所
」

が
「
最
期
」
の
場
所
で
あ
る
可
能
性
も
し
っ
か
り
と
書
き
込
ま
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
過
去
の
楽
曲
へ
の
際
立
っ
た
参
照
は
新
た
な
楽
曲
の
明
白

な
「
最
期
」
と
な
り
か
ね
な
い
危
険
と
つ
ね
に
背
中
合
わ
せ
で
あ
る
と
い

う
こ
と
な
の
だ
が
、「
波
打
ち
際
」
か
ら
「
風
」
の
起
こ
る
「
空
」
へ
と

目
を
転
じ
て
み
る
と
、ス
ピ
ッ
ツ
の
ど
こ
で
も
な
い
「
渚
」
や
「
空
」
が
、

ど
ん
な
記
憶
を
刻
ま
れ
た
風
景
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
く
る
だ

ろ
う
。
ス
ピ
ッ
ツ
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
心
象
風
景
、
い
か
に
も
内
部
で

自
足
し
た
よ
う
な
、「
外
」
を
欠
い
た
平
穏
無
事
な
日
本
の
光
景
は
、
そ

の
強
烈
な
過
去
へ
の
ベ
ク
ト
ル
に
よ
っ
て
不
意
に
そ
の
記
憶
の
光
景
を

明
ら
か
に
す
る
。

五
　「
空
」
か
ら
「
波
打
ち
際
」
へ
：
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
《
飛
べ
な
い
空
》

か
ら
ス
ピ
ッ
ツ
《
渚
》
と
真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
《EN

DLESS SU
M

M
ER 

N
U

DE

》
へ

　

ス
ピ
ッ
ツ
が
「
飛
べ
る
は
ず
」
と
歌
う
日
本
の
「
空
」
は
確
か
に
は
っ

ぴ
い
え
ん
ど
が
作
り
出
し
た
あ
の
「
翔
け
た
い
」「
蒼
空
」
の
こ
と
な
の

だ
が
、
そ
こ
に
吹
く
「
風
」
は
実
際
に
は
気
ま
ぐ
れ
で
あ
り
、
時
に
は
ま

っ
た
く
の
「
無
風
状
態
」
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
だ
。《
無
風
状
態
》
に

お
い
て
は
船
長
気
取
り
の
「
彼
」
の
「
肩
の
オ
ウ
ム
は
」「
昔
の
詩
」
を
「
歌

う
」
の
だ
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
思
い
出
せ
な
い
」「
詩
」
で
あ
り
、

過
去
へ
の
道
筋
は
断
た
れ
て
い
た
。
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
に
あ
っ
て
主
調
を

な
し
て
い
る
の
は
む
し
ろ
地
理
的
な
ベ
ク
ト
ル
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
ア
メ

リ
カ
音
楽
で
歌
わ
れ
る
「
空
」
が
日
本
の
ポ
ッ
プ
ス
と
ロ
ッ
ク
の
中
で
成
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立
し
う
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
風
を
あ

つ
め
る
」
前
に
、
ま
ず
は
日
本
の
「
空
」
が
「
翔
け
」
ら
れ
る
の
か
、
そ

れ
と
も
「
飛
べ
な
い
」
の
か
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
徹
底
し
た
考
察
が
必

要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

フ
ァ
ー
ス
ト
・
ア
ル
バ
ム
『
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
』（
一
九
七
〇
）
に
収

録
さ
れ
た
細
野
晴
臣
作
詞
・
作
曲
の
《
飛
べ
な
い
空
》
に
地
理
的
な
問
題

が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
代
前
半
の
政
治
的
な
プ
ロ

テ
ス
ト
か
ら
後
半
の
非
政
治
的
な
方
向
へ
と
ア
メ
リ
カ
音
楽
自
体
が
変

化
を
見
せ
て
い
た
時
期
に
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
若
者
が
共
有
し
て
い
た

反
米
的
傾
向
と
趣
味
の
ア
メ
リ
カ
化
と
の
両
義
的
な
同
居
と
は
一
線
を

画
す
形
で
、
新
た
な
ア
メ
リ
カ
音
楽
へ
の
憧
憬
を
表
現
し
た
こ
と
、
そ
れ

が
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
の
新
し
さ
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
亜
米
利
加
か
ら
遠

く
離
れ
た　

空
の
下
で　

何
が
起
る
の
か
」
と
い
う
《
飛
べ
な
い
空
》
の

歌
い
出
し
は
、
日
米
の
間
に
横
た
わ
る
海
の
広
大
な
広
が
り
を
喚
起
し
て

い
る
。
続
く「
閉
ざ
さ
れ
た
陸
の
よ
う
な　

こ
こ
ろ
に　

何
が
起
る
の
か
」

で
は
、
閉
ざ
さ
れ
た
陸
地
と
し
て
の
日
本
に
い
る
語
り
手
が
、
海
の
向
こ

う
か
ら
や
っ
て
来
る
新
し
さ
に
ど
ん
な
開
放
感
を
も
た
ら
さ
れ
る
の
か

と
い
う
期
待
が
滲
ん
で
い
る
。
だ
が
、
日
本
の
「
空
」
は
「
嘘
で
固
め
た

絵
描
き
の
ぺ
て
ん
師
が
」「
描
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
」「
へ
た
な
空
」
な

の
だ
か
ら
、
そ
こ
に
「
一
つ
の
憧
れ
が　

羽
を
も
っ
て　

詩
が
生
れ
て

も
」、
そ
れ
は
「
飛
べ
な
い
空
」
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の

風
景
と
ア
メ
リ
カ
の
音
楽
を
同
時
に
移
入
す
る
の
で
は
な
く
、
新
た
な
ア

メ
リ
カ
音
楽
を
新
た
に
構
築
し
た
日
本
の
風
景
の
中
に
響
か
せ
る
、
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
日
本
の
新
し
い
音
楽
を
作
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
う
の
が
、
こ
の
楽
曲
の
語
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。《
風
を
あ
つ

め
て
》
に
お
け
る
、
ど
こ
で
も
な
い
、
陸
と
海
と
が
混
ざ
り
合
う
よ
う
な

「
波
打
ち
際
」
の
隠
喩
的
な
光
景
、
あ
る
種
デ
タ
ラ
メ
な
、
歪
ん
だ
日
本

語
で
そ
の
情
景
を
構
築
し
、
そ
れ
を
新
た
な
日
本
の
風
景
と
す
る
こ
と
、

は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
が
目
指
し
た
の
は
そ
う
し
た
方
向
性
で
あ
り
、「
外
」

と
「
内
」
と
が
激
し
い
緊
張
を
孕
ん
だ
ま
ま
連
絡
し
合
う
そ
の
楽
曲
に
お

い
て
は
、
時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う
な
風
景
が
出
現
し
続
け
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

　

は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
が
「
飛
べ
な
い
空
」
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
苦
い
認

識
を
持
っ
て
新
た
に
創
出
し
た
「
翔
け
た
い
」「
蒼
空
」
を
、
ス
ピ
ッ
ツ

が
「
き
っ
と
今
は
自
由
に
」「
飛
べ
る
は
ず
」
と
歌
う
と
き
、
そ
こ
に
は

地
理
的
な
「
波
打
ち
際
」
か
ら
歴
史
的
な
「
波
打
ち
際
」
へ
の
転
換
が

は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ

を
「
外
」
の
喪
失
と
し
て
の
日
本
回
帰
と
言
い
切
っ
て
し
ま
え
る
か
と
い

え
ば
、
そ
う
と
も
決
め
ら
れ
な
い
要
素
が
そ
こ
に
あ
る
こ
と
も
確
か
だ
ろ

う
。《
渚
》
の
「
行
き
つ
い
た
そ
の
場
所
が　

最
期
だ
と
し
て
も
」
と
い

う
歌
詞
は
、そ
う
し
た
「
内
」
で
の
自
足
が
「
最
期
」
に
し
か
「
行
き
つ
」

か
な
い
こ
と
を
見
通
し
て
お
り
、《
飛
べ
な
い
空
》
の
記
憶
も
一
瞬
そ
こ

に
は
閃
く
か
ら
な
の
だ
。
さ
ら
に
草
野
正
宗
の
民
俗
学
的
な
関
心
を
思
い

出
す
な
ら
、「
最
期
」
の
「
場
所
」
と
し
て
の
「
波
打
ち
際
」
は
今
日
か

ら
見
れ
ば
ど
う
し
て
も
東
日
本
大
震
災
を
思
わ
せ
ず
に
は
い
な
い
し
、
そ

れ
は
ち
ょ
う
ど
柳
田
國
男
の
『
遠
野
物
語
』
の
断
章
九
十
九
が
震
災
と
と

も
に
再
び
参
照
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
と
同
じ
こ
と
だ
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の《EN
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》に
お
け
る「
波

打
ち
際
」
も
ま
さ
に
、「
い
つ
か
の
誰
か
」
と
と
も
に
あ
る
「
君
」
を
感

じ
る
の
で
あ
る
か
ら
『
遠
野
物
語
』
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る

の
だ
が
、
こ
こ
で
は
最
後
に
倉
持
陽
一
作
詞
・
作
曲
の
《
空
に
ま
い
あ
が
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れ
》（
一
九
九
六
）
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。「
君
」
と
「
僕
」
は

「
幸
せ
な
日
々
」
を
送
っ
て
い
た
が
、「
君
」
は
「
ど
こ
」
か
へ
「
行
っ
」

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
。「
僕
は
ど
こ
に
も
行
か
な
か
っ
た
」

の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
別
離
の
歌
な
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
悲
し
み

は
な
い
。
語
り
手
が
「
空
に
ま
い
あ
が
れ
」
と
呼
び
か
け
る
の
は
「
君
が

僕
の
心
を
ふ
る
わ
せ
た
」「
あ
の
頃
の
日
々
」
な
の
で
あ
り
、「
風
の
中
で
」

は
「
君
が
僕
を
見
て
」
い
る
気
が
す
る
か
ら
だ
。
こ
の
楽
曲
の
テ
ー
マ
が

恋
愛
で
あ
る
と
い
う
視
点
に
立
て
ば
、「
君
」
が
「
僕
」
の
彼
女
で
あ
っ

た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
や
は
り
こ
こ
で
も
「
僕
」
が
心
に
浸
み
こ
ま
せ

た
過
去
の
楽
曲
、
そ
れ
が
「
君
」
で
あ
る
と
い
う
含
意
を
読
み
取
る
こ
と

に
し
よ
う
。
そ
う
す
る
と
「
風
」
が
過
去
へ
と
通
じ
る
通
路
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
「
僕
」
と
「
君
」
は
も
は
や
一
緒
で
は
な

い
の
だ
が
、「
僕
ら
だ
け
の
近
道
は　

決
し
て
誰
に
も
話
さ
な
い
」「
風
の

中
」
に
あ
っ
て
、「
通
り
抜
け
る
」
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

　
「
大
し
た
人
な
ど
い
な
い
」
の
だ
し
、「
僕
ら
お
互
い
す
ご
い
」
と
歌

う
語
り
手
は
デ
ィ
ラ
ン
や
レ
ノ
ン
、
ス
ト
ー
ン
ズ
と
「
風
」
の
「
抜
け
」

「
道
」
で
、
つ
ま
り
記
憶
の
通
路
で
い
つ
で
も
幸
福
な
出
会
い
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
「
僕
」
が
新
た
な
楽
曲
を
産
み
出
す
に
あ
た
っ

て
、
ロ
ッ
ク
と
ポ
ッ
プ
ス
の
過
去
へ
の
参
照
は
自
由
に
行
わ
れ
、
心
は
晴

れ
や
か
さ
で
満
た
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
《EN

D
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M
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》に
お
い
て
、夏
に
闖
入
し
た「
冬
か
ら
の
贈
り
物
」で
あ
る「
夜
風
」

が
二
人
の
「
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
を
は
た
め
か
せ
る
と
、
車
の
疾
走
に
よ
っ
て
増

幅
さ
れ
た「
風
」の
中
で
そ
の「
Ｔ
シ
ャ
ツ
」は「
誇
ら
し
げ
」に
見
え
、「
僕
」

に
は
「
神
様
さ
え
油
断
す
る
」
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
と
同
じ
こ
と
だ
ろ
う
。

だ
が
、「
風
」
の
中
に
開
け
る
過
去
と
の
通
路
と
、
そ
の
通
路
を
通
っ
て

産
み
出
さ
れ
る
新
た
な
楽
曲
の
価
値
は
確
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
だ
が
、《
空
に
ま
い
あ
が
れ
》
は
し
か
し
「
風
の
中
で
君
が
僕
を
見
た

気
が
し
た
」
と
い
う
夢
の
よ
う
な
一
節
で
終
わ
る
。
つ
ま
り
あ
く
ま
で
も

「
抜
け
」「
道
」が
開
け
た「
気
が
し
た
」に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

な
ぜ
な
ら
、「
風
」
の
立
つ
「
空
」
で
は
な
く
、「
波
打
ち
際
」
に
目
を
転

じ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
あ
の
《
う
み
》
の
静
か
に
拒
絶
す
る
海
が
広
が
っ
て

い
る
か
ら
だ
。「
波
の
静
か
な
う
み
」
は
陸
地
と
の
間
で
変
容
す
る
蜃
気

楼
に
包
ま
れ
る
こ
と
も
な
く
、「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
う
み
」
と
し
て
固
ま

っ
て
し
ま
う
。「
外
」
と
「
内
」
と
の
間
に
横
た
わ
っ
て
い
た
広
大
な
海

は
し
た
が
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
の
成
立
以
前
で
あ
る
一
九
八
〇

年
代
末
に
は
す
で
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
陸
続
き
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
こ
で
表
現
さ
れ
て
い
る
「
ぶ
っ
た
切
ら
れ
た
う
み
」
に
お

い
て
何
が
「
ぶ
っ
た
切
ら
れ
」
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
「
外
」

と
「
内
」
と
が
「
ぶ
っ
た
切
ら
れ
」
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
外
」

と
「
内
」
と
の
境
界
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
、
地
理
的
な
距
離
の

産
み
出
す
タ
イ
ム
ラ
グ
と
し
て
の
差
異
が
「
ぶ
っ
た
切
ら
れ
」
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
《EN

D
LESS SU

M
M

ER
 N

U
D

E

》
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、こ
の
《
う

み
》
の
袋
小
路
を
《
空
に
ま
い
あ
が
れ
》
の
「
風
」
が
開
く
「
抜
け
」「
道
」

を
通
じ
て
再
定
義
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
新
た
な
楽
曲
の
生
ま
れ

る
「
波
打
ち
際
」
は
も
は
や
地
理
的
な
「
外
」
と
「
内
」
と
の
境
界
に
は

見
当
た
ら
な
い
の
だ
が
、「
風
」
は
時
間
の
中
に
自
由
な
通
路
が
開
け
て

い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
だ
か
ら
こ
の
「
風
」
の
立
つ
「
波
打
ち
際
」

は
時
間
の
境
界
、
現
在
と
過
去
の
間
に
広
が
る
記
憶
の
「
渚
」
と
な
る
の

だ
。
し
か
し
、「
風
」
の
晴
れ
や
か
さ
は
「
う
み
」
の
よ
そ
よ
そ
し
さ
の

影
響
を
受
け
ず
に
は
い
な
い
。
時
間
の
「
波
打
ち
際
」
で
は
新
た
な
関
係

の
誕
生
は
つ
ね
に
「
い
つ
か
の
誰
か
の
感
触
」
を
含
み
こ
ま
ざ
る
を
え
な
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い
。
記
憶
の
「
波
打
ち
際
」
と
は
幸
福
な
一
体
感
を
求
め
て
「
泳
ぎ
出
す
」

場
所
で
あ
り
な
が
ら
、
実
際
に
は
「
心
の
す
れ
違
う
瞬
間
」
を
際
立
た
せ

る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
「
包
」
み
込
む
「
よ
う
に
」
し
て
し
か
、
新
た
な

歌
は
生
成
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
一
九
九
五
年
の
《
サ
マ
ー
ヌ
ー
ド
》
が
一
九
九
七
年
に

《EN
D

LESS SU
M

M
ER

 N
U

D
E

》
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
こ
と
に
は
、
計

り
知
れ
な
い
意
味
が
あ
る
。「
波
打
ち
際
」
が
地
理
的
な
も
の
か
ら
時
間

的
な
も
の
へ
と
変
化
す
る
、
そ
う
し
た
事
態
を
夏
の
裸
形
と
し
て
晒
す
の

が
《
サ
マ
ー
ヌ
ー
ド
》
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
だ
一
つ
の
真
実

の
提
示
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ス
ピ
ッ
ツ
が
一
九
九
六
年
の
《
渚
》
に
よ
っ

て
、
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
の
地
理
的
な
「
渚
」
の
攻
防
を
時
間
的
な
「
渚
」

の
そ
れ
へ
の
変
化
と
し
て
見
事
に
捉
え
直
し
、「
輪
廻
の
果
て
へ
飛
び
下

り
」
た
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
は
「
い
つ
か
の
誰
か
の

感
触
」
を
も
は
や
一
度
だ
け
、
真
実
の
映
像
と
し
て
「
そ
の
目
の
フ
ィ

ル
ム
に
焼
」
き
つ
け
れ
ば
よ
い
わ
け
で
は
な
く
な
る
の
だ
。
そ
れ
は
日

本
語
（
カ
タ
カ
ナ
英
語
？
）
の
《
サ
マ
ー
ヌ
ー
ド
》
で
は
な
く
、
英
語
と

な
り
、
し
か
も
再
生
し
続
け
ら
れ
る
映
像
と
し
て
流
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
新
た
な
場
所
へ
と
「
波
打
ち
際
」
を
移
動
さ
せ
る
の
だ
。《EN

D
LESS 

SU
M

M
ER

 N
U

D
E

》
は
ま
ず
は
《
サ
マ
ー
ヌ
ー
ド
》
の
セ
ル
フ
カ
バ
ー

で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
い
つ
か
の
誰
か
の
感
触
」
を
二
重
化
し
、
さ

ら
に
そ
の
上
で
そ
の
「
い
つ
か
の
誰
か
の
感
触
」
が
複
数
の
過
去
の
楽

曲
の
「
思
い
出
」
と
し
て
そ
の
つ
ど
立
ち
現
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お

り
、
日
本
語
と
英
語
と
し
て
の
「
内
」
と
「
外
」
が
、
地
理
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
「
終
わ
り
な
き
」
時
間
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
告
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。《
サ
マ
ー
ヌ
ー
ド
》
と

《EN
D

LESS SU
M

M
ER

 N
U

D
E

》
の
間
で
宙
吊
り
に
な
っ
た
時
間
、
そ

う
し
た
時
間
の
「
波
打
ち
際
」
が
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
の
風
景
の
よ
う
に
し

て
立
ち
現
れ
、
こ
の
楽
曲
を
耳
に
し
た
聴
き
手
は
、
こ
の
い
つ
で
も
な
い

新
た
な
時
間
の
中
へ
と
存
在
ご
と
運
び
去
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
：
「
波
打
ち
際
」
の
音
楽
を
聴
く
、「
波
打
ち
際
」
で
音
楽
を

聴
く

　

日
本
の
ポ
ッ
プ
ス
と
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
的
な
地

理
的
緊
張
を
孕
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
時
間
的
な
そ
れ
に
転

化
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
困
難
な
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
提
示
し
て
い
る
の
が

一
九
九
〇
年
代
半
ば
の
ス
ピ
ッ
ツ
と
真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
だ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が《
サ
マ
ー
ヌ
ー
ド
》と《EN

D
LESS 

SU
M

M
ER

 N
U

D
E

》
と
い
う
似
て
非
な
る
二
つ
の
楽
曲
に
よ
っ
て
、
意

識
的
に
せ
よ
無
意
識
的
に
せ
よ
提
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
、そ
れ
は
「
外
」

と
「
内
」
と
の
地
理
的
な
関
係
性
が
、
ず
れ
を
孕
ん
だ
時
間
的
な
関
係
性

へ
と
転
化
さ
れ
る
事
態
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
楽
曲
の
間

に
あ
っ
て
、
ス
ピ
ッ
ツ
は
《
渚
》
の
「
波
打
ち
際
」
で
語
り
手
と
君
と
の

流
れ
る
水
へ
の
生
成
変
化
と
幸
福
な
一
体
化
を
歌
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
最

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
は
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
的
な
世
界
へ

の
参
照
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
単
な
る
意
匠
と
し
て
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で

は
な
く
、
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
が
ア
メ
リ
カ
音
楽
を
新
た
な
日
本
の
風
景
の

中
に
響
か
せ
よ
う
と
し
た
地
理
的
な
試
み
を
最
も
す
ぐ
れ
た
形
で
時
間

的
に
再
喚
起
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
ひ
と
ま
ず
こ
の
「
渚
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ
」
は
終
わ
る
こ

と
に
な
る
が
、
時
間
的
な
「
波
打
ち
際
」
と
は
結
局
の
と
こ
ろ
い
か
な
る
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空
間
な
の
か
と
い
う
探
求
は
や
は
り
「
エ
ン
ド
レ
ス
」
で
続
け
ら
れ
る
ほ

か
な
い
だ
ろ
う
。
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
は
プ
ル
ー
ス
ト
の
「
美
し
い
本
は

一
種
の
外
国
語
で
書
か
れ
て
い
る
」
を
引
用
し
な
が
ら
自
国
語
の
内
部
で

マ
イ
ナ
ー
言
語
を
持
つ
こ
と
を
勧
め
て
い
た
が
、
ま
さ
に
は
っ
ぴ
い
え
ん

ど
の
日
本
語
ロ
ッ
ク
は
マ
イ
ナ
ー
言
語
と
し
て
の
逃
走
線
を
日
本
語
の

中
に
描
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ス
ピ
ッ
ツ
と
真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
は
そ
の

マ
イ
ナ
ー
言
語
が
四
半
世
紀
を
経
て
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
言
語
と
化
す
よ

う
に
見
え
た
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
時
間
の
線
へ
と
転

化
さ
せ
、
地
理
的
な
横
断
線
の
効
果
を
時
間
的
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
生

成
の
効
果
と
し
て
引
き
受
け
、
展
開
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か

︱
と
い
う

の
が
本
稿
の
と
り
あ
え
ず
の
結
論
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
九
〇

年
代
半
ば
の
日
本
の
ポ
ッ
プ
ス
や
ロ
ッ
ク
と
一
九
二
〇
年
前
後
の
ヴ
ァ

レ
リ
ー
や
プ
ル
ー
ス
ト
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
作
品
と
を
関
係
づ

け
る
の
は
い
さ
さ
か
奇
異
の
感
が
拭
え
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ド
ゥ

ル
ー
ズ
が
『
デ
ィ
ア
ロ
ー
グ
』
の
中
で
、
プ
ル
ー
ス
ト
が
『
ソ
ド
ム
と
ゴ

モ
ラ
』
の
冒
頭
に
置
い
た
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
と
蘭
の
結
合
を
「
非
平
行
的
な

進
化
」
と
捉
え
、
デ
ィ
ラ
ン
の
「
十
一
の
あ
ら
ま
し
な
墓
碑
銘
」
の
一
節

を
そ
う
し
た
創
造
を
語
る
も
の
と
し
て
並
置
し
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
て

お
こ
う
。
そ
こ
で
「
浜
辺
」、「
風
」、「
微
風
」
を
歌
う
デ
ィ
ラ
ン
《
と
》

プ
ル
ー
ス
ト
が
す
で
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
。「
渚
に

ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ
」
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
文
学
と
日
本
の
ポ
ッ
プ
ス
や

ロ
ッ
ク
を
並
置
す
る
こ
と
も
、
決
し
て
的
外
れ
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
書
か
れ
た
こ
と
が
真
実
で
あ
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、

そ
れ
は
私
自
身
に
と
っ
て
の
一
九
九
〇
年
代
半
ば
の
文
学
と
音
楽
を
め

ぐ
る
体
験
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
少
な
く
と
も
二
十
代
半
ば
で

聴
い
た
二
曲
の
ポ
ッ
プ
ス
、
あ
る
い
は
ロ
ッ
ク
が
響
か
せ
て
い
た
な
に
ご

と
か
、
そ
れ
が
私
に
出
来
事
と
し
て
迫
っ
て
来
る
理
由
の
一
端
が
よ
う
や

く
垣
間
見
え
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
い
や
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
私
自
身

の
個
人
的
な
か
つ
て
の
体
験
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
何
か
、

一
九
九
〇
年
代
半
ば
と
現
在
と
の
間
に
あ
っ
て
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
帰
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
形
で
感
知
さ
れ
る
時
間

︱
つ
ま
り
プ
ル
ー
ス
ト

の
「
無
意
志
的
記
憶
」
の
働
き
に
よ
っ
て
産
み
出
さ
れ
れ
る
「
純
粋
状
態

に
あ
る
時
間
」

︱
の
よ
う
な
も
の
が
、
ほ
ん
の
一
瞬
感
じ
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
う
と
、
よ
り
フ
ラ
ン
ス
文
化
研
究

の
立
場
に
即
し
た
形
で
、
Ｙ
Ｍ
Ｏ
の
《
東
風
》
や
《
中
国
女
》
か
ら
ラ
イ

ヴ
映
画
『
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
』
に
至
る
流
れ
は
何
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
問

い
た
く
な
っ
て
く
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
も
う
一
つ
の
「
波
打
ち
際
」
で
音

楽
を
聴
く
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
、
ま
た
機
会
を
改
め
て
そ
の
音
に
は
耳

を
澄
ま
す
こ
と
に
し
よ
う
。

参
考
音
源
（
あ
い
う
え
お
順
）

大
瀧
詠
一
『A

 LO
N

G
 VA

C
ATIO

N

』、The N
iagara Enterprises

、
一
九
八
一
年
。

ス
ピ
ッ
ツ
『C

ycle H
it 1991-1997

』、U
niversal J.

、
二
〇
〇
六
年
。

は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
『H

A
PPY

 EN
D

 B
O

X

』、Prim
e D

irection

、
二
〇
〇
四
年
。 

パ
フ
ィ
ー
『
ザ
・
ベ
リ
ー
・
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・
パ
フ
ィ
ー
』、Sony M

usic 

Entertainm
ent

、
二
〇
〇
〇
年
。

真
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
『G

O
O

D
D

EST

』、K
i/oon R

ecords

、
二
〇
〇
九
年
。

松
田
聖
子
『
風
立
ち
ぬ
』、C

B
S Sony

、
一
九
八
一
年
。
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は
じ
め
に

　

祈
り
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
祈
り
に
関
す
る
古
今
東
西
の
文
献
を
渉
猟
し

た
二
十
世
紀
初
頭
の
あ
る
宗
教
学
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
結
論
に
到
達
し

た
。
す
な
わ
ち
、「
祈
り
と
は
、
人
格
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
現
前
す
る

も
の
と
し
て
体
験
さ
れ
た
神
と
、
信
仰
者
と
の
生
き
生
き
と
し
た
交
流
、

そ
れ
も
人
間
の
社
会
的
関
係
の
諸
形
式
を
反
映
し
た
交
流
で
あ
る
」と（
ハ

イ
ラ
ー 

二
〇
一
八
、 

五
二
四
頁
）。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
定
式
化
は
、
そ
の

後
寄
せ
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
不
十
分
な
も
の

で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
わ
れ
わ
れ
は
確
か
に
神
仏
に
向
か
っ
て
祈
る
こ

と
も
あ
る
が
、
特
に
そ
う
し
た
超
越
的
な
人
格
に
思
い
を
い
た
す
こ
と
な

く
他
者
の
幸
福
や
健
康
を
祈
る
こ
と
も
あ
る
。
む
し
ろ

︱
「
無
宗
教
」

を
自
称
す
る
こ
と
が
多
い
現
代
の
日
本
人
に
あ
っ
て
は

︱
、
後
者
の
よ

う
な
場
合
の
方
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
多
く
の
宗
教
者
が
祈
り

を
宗
教
の
中
心
と
み
な
し
た
一
方
で

1
、
祈
り
は
宗
教
の
枠
内
に
は
収
ま

ら
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
。

　

ひ
と
つ
例
を
あ
げ
て
み
た
い
。『
黒
い
海
の
記
憶

︱
い
ま
、
死
者
の

語
り
を
聞
く
こ
と
』
と
い
う
本
が
あ
る

2
。
著
者
の
山
形
孝
夫
は
キ
リ
ス

ト
教
研
究
者
で
、
自
身
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
。
彼
は
東
日
本
大
震
災
に
際

し
て
、
制
度
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の
無
力
を
痛
感
し
た
と
い
う
。
試
練
や
愛

う
た
と
祈
り
︱
癒
し
と
救
い
を
も
た
ら
す
言
語
行
為
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
空
大

と
い
っ
た
「
本
来
の
宗
教
言
語
は
、
今
な
ぜ
か
ど
こ
か
へ
影
を
ひ
そ
め
て

し
ま
」
っ
て
い
た
の
だ
。
彼
の
診
断
で
は
、
既
存
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
死

者
の
無
念
や
悔
い
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
を
拒
ん
で
き
た
た
め
に
、
深
く
傷

つ
い
た
人
々
の
こ
こ
ろ
を
救
う
力
を
失
っ
て
い
た
。
む
し
ろ
、
人
々
を
癒

し
た
の
は
う
た
だ
っ
た
。「
宗
教
に
代
わ
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
音
楽
で
も
っ
て
」
被
災
者
が
〈
今
〉
を
生
き
る
た
め
の
拠
り
所
を
提

供
し
た
の
だ
。
ま
た
、
震
災
か
ら
一
年
を
す
ぎ
た
こ
ろ
に
街
に
流
れ
は
じ

め
た
「
花
は
咲
く
」
と
い
う
う
た
は
、
人
々
の
あ
い
だ
に
し
み
入
り
、
そ

の
こ
こ
ろ
を
慰
め
た
の
だ
っ
た
。

　

本
来
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
場
面
で
宗
教
は
無
力
で

あ
り
、
代
わ
り
に
う
た
が
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
。
山
形
は
、
う
た
の
も

つ
そ
う
し
た
力
を
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。
こ
れ
ら
の
う
た
は
、
一
方
で

の
こ
さ
れ
た
者
た
ち
の
嘆
き
の
声
を
す
く
い
上
げ
、
死
者
に
届
け
た
。
そ

し
て
も
う
一
方
で
、
死
者
の
声
を
も
ま
た
代
弁
し
、
生
者
に
送
り
届
け

た
。
こ
の
よ
う
に
死
者
と
生
者
の
あ
い
だ
を
と
り
も
つ
こ
と
で
、う
た
は
、

「
死
者
の
悲
し
み
に
寄
り
添
い
、
死
者
を
記
憶
し
な
が
ら
、
死
者
と
と
も

に
生
き
る
」
可
能
性
を
人
々
に
示
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ

に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
与
え
る
こ
と
で
、
深
く
傷
つ
い
た
人
々
の
こ
こ
ろ
を
癒

し
た
。
山
形
は
、
こ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
嘆
き
の
声
や
そ
れ
を
す
く
い
上

げ
る
う
た
は
、「
祈
り
と
も
い
う
べ
き
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja



45

うたと祈り ― 癒しと救いをもたらす言語行為についての一考察　丸山空大 /
Songs and Prayers: An essay on a particular type of speech act, MARUYAMA Takao

未
来
は
こ
う
し
た
一
人
ひ
と
り
の
人
間
の
つ
ぶ
や
き
、
祈
り
を
通
し
て
切

り
開
か
れ
る
、
と
い
う
。

　

つ
ま
り
山
形
は
こ
こ
で
、
う
た
が
あ
る
意
味
で
祈
り
で
あ
っ
た
と
論
じ

て
い
る
。
そ
れ
も
、
正
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の
祈
り
が
そ
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
な
い
な
か
で
、
う
た
こ
そ
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
と
い

う
の
だ
。
こ
こ
に
お
い
て
は
、
う
た
こ
そ
が
む
し
ろ
本
来
の
意
味
で
の
祈

り
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
分
析
す
る
山
形
は
、
祈
り
の
本
質
論
に
踏
み

込
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
祈
り
は
、
生
者
と
死
者
を
、
見
え
る
世

界
と
見
え
ざ
る
世
界
を
と
り
も
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
人
々
に
、
苦
境
を
の
り
こ
え
て
未
来
を
切
り
開
い
て
ゆ
く
力
を
与

え
る
も
の
で
あ
る
、
と
。
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
と
き
、
現
代
日
本
社
会
に

お
い
て
は
、
伝
統
的
な
宗
教
の
祈
り
よ
り
も
、
あ
る
種
の
う
た
の
方
が
勝

れ
て
祈
り
な
の
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

体
験
に
基
づ
く
本
質
論
は
、
一
般
に
、
主
観
的
臆
見
で
あ
る
こ
と
を
逃

れ
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
依
拠
す
る
体
験
を
第
三
者
が
否
定
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
、
論
は
独
特
の
説
得
力
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
山
形

は
、
う
た
は
祈
り
で
あ
り
う
る
と
い
う
。
そ
れ
も
、
あ
る
場
合
に
は
、
通

常
の
祈
り
が
そ
う
で
あ
る
以
上
に
。
う
た
と
祈
り
は
似
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？　

あ
る
い
は
よ
り
直
截
に
、
う
た
は
祈
り
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？　

本
稿
の
い
く
ぶ
ん
曲
折
し
た
議
論
は
、
こ
の
よ

う
な
問
題
を
め
ぐ
る
。
と
は
い
え
、こ
の
問
い
は
お
か
し
な
問
い
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
明
ら
か
に
、
う
た
は
祈
り
で
は
な
い

`

`

`

`

か
ら
だ
。
し
か
し
な

が
ら
次
節
に
み
る
よ
う
に
、
う
た
と
祈
り
の
本
質
を
同
一
視
す
る
よ
う

な
見
解
は
、
山
形
の
ほ
か
に
も
確
か
に
存
在
す
る
。
そ
れ
も
、
祈
り
に
つ

い
て
よ
く
知
る
と
思
わ
れ
る
宗
教
者
自
身
が
、
こ
の
よ
う
な
主
張
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
主
張
を
見
渡
す
と
き
、
う
た
を
祈
り
と
同
一
視

す
る
議
論
は
、
単
に
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
一
定
の
真

実
性
や
こ
う
い
っ
て
よ
け
れ
ば
魅
力
の
よ
う
な
も
の
す
ら
備
え
て
い
る

よ
う
に
も
み
え
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
う

た
と
祈
り
の
何
が
同
じ
な
の
か
。
何
が
同
じ
よ
う
な
も
の
と
し
て
感
じ
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
の
か
。
ま
た
、
そ
こ
に
真
実
性
や
、
魅
力
が
あ
る
と
し
て
、

そ
れ
は
ど
こ
か
ら
生
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
そ
の
前
に
、
そ
も
そ
も
、
う
た
と
は
何
な
の
か
。
祈
り
と
は
何

な
の
か
。
こ
れ
が
定
ま
ら
な
い
こ
と
に
は
そ
こ
に
同
一
性
や
差
異
を
探
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
疑
念
に
答
え
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
第
一
に
、
上
述
の
よ
う
な
問
い
が
問
う
う
た
や
祈
り
は
、

決
し
て
明
確
に
外
延
の
定
ま
っ
た
対
象
で
は
な
い
。
う
た
は
一
般
的
な

歌
謡
を
は
み
出
し
て
嘆
き
の
声
に
通
じ
、
祈
り
も
ま
た
一
般
的
な
祈
り
を

は
み
出
し
て
見
え
ざ
る
他
者
へ
の
（
／
か
ら
の
）
思
い
の
よ
う
な
も
の
へ

と
つ
な
が
る
。
第
二
に
、
山
形
ら
は
け
っ
し
て

︱
そ
し
て
本
稿
も
ま
た

︱
、
う
た
と
祈
り
が
同
一
な
の
か
こ
と
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題

を
主
題
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
は
両
者
の
類
似
を
手
掛
か
り

と
し
て
、
う
た
や
祈
り
の
本
質
を
探
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
ら
本

来
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
を
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の
な
か
に
取
り
戻
そ
う

と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
彼
ら
は
、
は
っ
き
り
と
う
た
や
祈
り
と
わ

か
る
現
象
ば
か
り
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ
が
特
に
定
義
す
る
こ
と
な
く
お
こ

な
う
日
常
的
実
践
を
も
視
野
に
お
さ
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
諸
現
象
を
前

に
し
て
う
た
と
祈
り
の
類
似
を
主
張
す
る
と
き
、
彼
ら
が
直
観
し
て
い
る

の
は
「
う
た
」
と
「
祈
り
」
の
二
者
間
の
類
似
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
歌

唱
や
宗
教
的
祈
り
の
よ
う
な
あ
る
程
度
定
義
可
能
な
実
践
と
、
ふ
と
し
た

嘆
き
の
つ
ぶ
や
き
の
よ
う
な
あ
い
ま
い
な
日
常
的
実
践
と
の
あ
い
だ
の

連
続
性
な
の
だ
。
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本
稿
の
関
心
の
対
象
も
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
宗
教
の

教
義
や
神
仏
の
存
在
を
信
じ
る
、
信
じ
な
い
と
議
論
す
る
前
に
祈
る
し
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
「
う
た
」
な
の
か
考
え
て
み
る
こ
と
な
し
に
、
ど
こ

か
で
聞
い
た
う
た
を
口
ず
さ
ん
で
み
た
り
、
和
歌
を
呟
い
て
み
た
り
す

る
。
う
た
と
祈
り
を
同
一
視
す
る
い
く
つ
か
の
議
論
を
手
掛
か
り
と
し

て
、
こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
の
な
か
に
、
な
に
か
共
通
項
を
み
い
だ
す

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
そ
こ
に
ひ
と
つ
の
言
語
行
為
の
類
型
の
よ
う
な
も

の
を
み
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
の
た
め
に
は
、
既
存
の
概
念
か
ら
出
発
す
る
の
は

得
策
で
は
な
い
だ
ろ
う

3
。

う
た
は
祈
り
で
あ
る

　

は
じ
め
に
、
山
形
と
同
様
の
仕
方
で
、
あ
る
い
は
よ
り
端
的
な
仕
方

で
、
う
た
と
祈
り
を
同
一
視
す
る
議
論
を
ふ
た
つ
ほ
ど
取
り
上
げ
て
み
た

い
。
ま
ず
は
仏
教
学
者
の
山
折
哲
雄

︱
山
折
の
父
は
浄
土
真
宗
の
僧
侶

で
山
折
自
身
も
幼
少
期
か
ら
日
本
の
仏
教
文
化
に
親
し
ん
で
い
た

︱

に
よ
る
『「
歌
」
の
精
神
史
』
と
い
う
書
を
み
て
み
よ
う
。
盲
目
の
芸
能

者
に
よ
る
口
誦
芸
術
（
瞽
女
唄
と
盲
僧
琵
琶
）
を
論
じ
た
章
で
著
者
は
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

こ
の
「
釈
文
」
を
語
る
永
田
法
順
さ
ん
〔
盲
僧
琵
琶
の
演
者
〕
の
声
に
オ
ー

バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
よ
う
に
き
こ
え
て
く
る
の
が
、『
平
家
物
語
』
の
語
り

や
『
太
平
記
』
語
り
で
お
な
じ
み
の
言
葉
遣
い
の
抑
揚
で
あ
る
。
講
談
や

浪
曲
の
節
回
し
で
あ
る
。
そ
れ
が
い
つ
し
か
小
林
ハ
ル
さ
ん
〔
瞽
女
〕
の

瞽
女
唄
の
抑
揚
と
節
回
し
に
重
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
ら
の
語
り
の
伝
承
の

断
片
が
、
未
分
化
の
ま
ま
、
強
い
流
れ
に
な
っ
て
私
の
耳
に
殺
到
し
て
く

る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
抑
揚
や
節
回
し
の
息
遣
い
の
な
か
に
、

あ
の
空
也
聖
や
一
遍
聖
た
ち
の
念
仏
の
声
ま
で
が
、
か
す
か
に
、
し
か
し

途
絶
え
る
こ
と
な
く
響
い
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
い
の
ち
を
か
け
た
祈
り

の
声
で
あ
る
。（
山
折 

二
〇
一
五
、二
一
六
頁
）

　

山
折
に
よ
れ
ば
、
と
か
く
情
緒
的
で
低
俗
な
も
の
と
さ
れ
が
ち
な
「
浪

花
節
的
」な
も
の
に
こ
そ
、う
た
の「
原
像
」が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、「
セ

ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
リ
ア
リ
ズ
ム
の
奇
妙
な
混
合
」
を
と
も
な
う
独
特

の
抒
情
性
を
特
徴
と
す
る
（
山
折 

二
〇
一
五
、 

二
十
頁
）。
こ
の
よ
う
な
抒

情
性
を
湛
え
た
う
た
は
、「
人
間
の
「
身
も
だ
え
の
話
」」、「
人
情
の
深
さ

を
表
現
す
る
、
狂
お
し
い
よ
う
な
思
い
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、
人
び
と
は
そ
う
し
た
う
た
に
自
ら
を
仮
託
す
る
こ
と
で
、
自
己
を
慰

撫
し
、
感
情
の
整
理
を
お
こ
な
う
（
山
折 

二
〇
一
五
、 

六
十
八
︱
七
十
一

頁
）。
つ
ま
り
、「
魂
の
救
済
」（
山
折 

二
〇
一
五
、 

四
十
八
頁
）
を
え
る
の

だ
。
山
折
の
所
論
に
お
い
て
、
祈
り
と
う
た
が
触
れ
合
う
の
は
ま
さ
に
こ

の
よ
う
な
地
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
衆
生
の
救
済
を
願
い
諸
国
を
遍
歴
す

る
聖
が
唱
え
る
念
仏
も
、
盲
目
の
旅
芸
者
が
歌
う
生
活
の
う
た
も
、
あ
る

い
は
ま
た
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
美
空
ひ
ば
り
の
う
た
も
、
ど
う
に
も
な
ら

な
い
現
実
を
生
き
る
人
び
と
に
と
っ
て
は
、
彼
ら
の
あ
り
の
ま
ま
の
現
実

を
受
け
と
め
つ
つ
、
そ
の
こ
こ
ろ
を
慰
撫
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、「
祈

り
の
声
」
な
の
だ
。
山
折
は
、う
た
と
祈
り
が
も
つ
こ
の
よ
う
な
働
き
を
、

折
口
信
夫
の
い
う
「
言
葉
の
も
っ
て
い
る
鎮
魂
の
力
、
和
歌
が
も
っ
て
い

る
本
来
的
な
慰
霊
、
鎮
魂
の
力
」
と
同
定
し
て
い
る
（
山
折 

二
〇
一
五
、 

七
十
頁
）。
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つ
づ
い
て
、
も
う
ひ
と
つ
例
を
あ
げ
た
い
。
宗
教
学
者
に
し
て
特
異
な

神
道
家
で
あ
る
鎌
田
東
二
の
『
歌
と
宗
教　

歌
う
こ
と
。
そ
し
て
祈
る
こ

と
』
と
い
う
書
で
あ
る
。
鎌
田
は
「
人
間
は
、
歌
う
た
め
に
生
ま
れ
て
き

た
。
歌
と
は
命
そ
の
も
の
で
あ
り
、
命
は
歌
な
の
で
あ
る
」
と
宣
言
し
、

そ
の
傍
証
と
し
て
『
古
今
和
歌
集
』
の
仮
名
序
冒
頭
部
を
引
用
す
る
。
そ

し
て
、「
力
を
も
入
れ
ず
し
て
天
地
を
動
か
し
目
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ

は
れ
と
思
は
せ
る
」
和
歌
の
力
を
讃
え
、「
生
き
と
し
生
け
る
も
の
い
づ

れ
か
歌
を
よ
ま
ざ
り
け
る
」
と
す
る
こ
の
テ
ク
ス
ト
を
解
釈
し
、
紀
貫
之

は
こ
こ
で
「
和
歌
の
本
質
を
解
き
明
か
し
、「
森
羅
万
象
は
歌
を
歌
っ
て

い
る
」
と
い
っ
て
い
る
」
の
だ
と
主
張
す
る
（
鎌
田 

二
〇
一
五
、 

二
十
二

︱
二
十
五
頁
）。
鎌
田
は
、
こ
の
よ
う
な
力
は
、
う
た
が
そ
も
そ
も
声
の

響
き
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。「
天
地
の
間
に
立
ち
、
腹
部
で

呼
吸
し
て
」
声
帯
を
震
わ
せ
、
声
を
響
か
せ
る
と
き
、
う
た
は
「
風
や

波
な
ど
、
そ
の
世
界
の
振
動
と
一
体
に
な
る
」。
こ
の
一
体
性
の
ゆ
え
に
、

一
方
で
う
た
は
世
界
に
働
き
か
け
る
力
を
も
ち
、
他
方
で
歌
う
者
に
対
し

て
も
「
体
や
心
を
解
放
し
、
確
実
に
心
身
変
容
を
も
た
ら
す
」
の
だ
（
鎌

田 

二
〇
一
五
、八
十
三
︱
八
十
五
、一
二
八
頁
）。

　

こ
の
よ
う
に
、鎌
田
は
う
た
の
本
質
を
声
の
響
き
に
み
る
。
ま
さ
に「
宇

宙
は
歌
あ
る
い
は
音
楽
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
声
の
響
き
は
宇
宙
の
響
き

と
一
体
と
な
り
、
自
他
に
対
し
て
力

︱
天
地
す
ら
動
か
す
よ
う
な

︱

を
も
つ
の
だ
（
鎌
田 

二
〇
一
五
、 

二
十
七
頁
）。
く
わ
え
て
、
彼
に
と
っ
て

う
た
は
人
間
に
固
有
の
身
体
技
法
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
暴
力
を
変
換
し

て
調
和
あ
る
力
に
し
て
い
く
ワ
ザ
」、「
命
の
根
源
か
ら
、
命
を
豊
か
な
も

の
と
し
て
く
み
上
げ
て
い
く
ワ
ザ
」
な
の
だ
と
い
う
（
鎌
田 

二
〇
一
五
、  

九
十
一
頁
）。
つ
ま
り
、
う
た
と
は
、
自
他
を
整
え
、
暴
力
を
調
和
に
変
じ
、

生
命
を
豊
か
に
す
る
技
法
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
祈
り
と
等
し
い

も
の
と
な
る
。
こ
の
こ
と
を
鎌
田
は
次
の
よ
う
に
表
現
す
る
。
す
な
わ
ち
、

う
た
に
は
「
意
味
で
は
な
く
、
も
っ
と
深
い
響
き
の
次
元
が
あ
る
。
そ
れ

が
祈
り
の
次
元
で
あ
る
」
と
（
鎌
田 

二
〇
一
五
、  

一
一
〇
頁
）。

　

以
上
、
う
た
は
祈
り
で
あ
る
、
と
す
る
議
論
を
ふ
た
つ
取
り
上
げ
た
。

奇
妙
な
議
論
で
あ
る
。
讃
美
歌
の
場
合
の
よ
う
に
、
祈
り
と
う
た
は
確
か

に
重
な
る
場
合
が
あ
る
と
は
い
え
、両
者
は
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
著
者
も
両
者
の
あ
い
だ
の
外
形
的
な
類
似
性
や
同
一
性
を
主

張
し
た
い
わ
け
で
は
な
く
、
な
ん
ら
か
別
の
水
準
で
の
同
一
性
を
取
り
出

そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
著
者
た
ち
は
、
彼

ら
が
考
え
る
う
た
と
祈
り
の
本
質
的
同
一
性
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
に

わ
か
り
や
す
い
説
明
を
付
し
て
い
な
い
。
彼
ら
の
所
論
は
、
う
た
と
祈
り

の
関
係
に
つ
い
て
何
を
述
べ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。　

　

試
み
に
、
鍵
と
な
り
そ
う
な
い
く
つ
か
の
こ
と
ば
や
着
想
を
取
り
出
し

て
み
た
い
。
第
一
に
、
こ
れ
ら
の
議
論
で
は
う
た
や
祈
り
の
口
誦
性
、
と

り
わ
け
声
と
い
う
契
機
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
祈
り
に
は
沈
黙

の
な
か
で
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
か
な
ら
ず
し
も
両

者
に
と
っ
て
必
然
的
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
第
二
に
、
そ
れ
ら
は
た
だ

の
声
に
よ
る
表
現
で
は
な
く
、
死
者
や
神
仏
、
苦
し
む
人
々
の
た
ま
し
い

や
こ
こ
ろ
と
い
っ
た
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
可
視
的
な
世
界
の
外
、
こ
う

い
っ
て
よ
け
れ
ば
異
界
に
通
じ
る
と
さ
れ
る
。
目
に
は
み
え
な
い
、
科
学

的
世
界
観
で
は
そ
の
実
在
す
ら
疑
わ
れ
る
よ
う
な
対
象
に
働
き
か
け
る

も
の
と
し
て
、（
あ
る
種
の
）
う
た
や
祈
り
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

く
わ
え
て
、
そ
こ
に
救
い
や
癒
し
あ
る
い
は
生
の
豊
饒
化
と
こ
れ
ら
の
著

者
が
呼
ぶ
よ
う
な
、
何
ら
か
の
働
き
が
み
い
だ
さ
れ
て
い
る
点
も
注
目
に

値
す
る
。
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
に
み
い
だ
し
た
作
用
は
、
そ
の
内
実
に
お
い

て
同
一
の
も
の
な
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
こ
に
は
一
様
に
、
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肯
定
的
な
心
的
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

声
の
力
︱
そ
の
響
き
と
透
過
性

　

う
た
や
祈
り
が
も
つ
心
的
効
果
の
一
部
は
、
声
そ
の
も
の
が
も
つ
力
と

い
う
べ
き
も
の
に
帰
す
こ
と
が
で
き
る
。
声
の
力
と
い
う
と
奇
妙
に
聞
こ

え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
声
を
発
す
る
者
や
聞
く
者
が
経
験
す
る

感
動
に
か
か
わ
る
。
感
動
す
る
、
つ
ま
り
、
こ
こ
ろ
を
動
か
さ
れ
る
と
い

う
経
験
は
、
そ
の
背
後
に
な
ん
ら
か
の
力
の
作
用
を
想
像
さ
せ
ず
に
は
お

か
な
い
。
た
と
え
ば
、
う
た
に
感
動
す
る
と
き
、
う
た
に
は
こ
こ
ろ
を
動

か
す
力
が
備
わ
る
よ
う
に
み
え
る
。
ま
た
、
他
者
が
唱
え
る
祈
り
に
こ
こ

ろ
を
慰
め
ら
れ
た
り
、
自
ら
祈
り
を
唱
え
る
こ
と
で
こ
こ
ろ
が
軽
く
な
っ

た
り
す
る
と
き
、
そ
こ
に
は
癒
し
の
力
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
山
折
や

鎌
田
は
、
う
た
と
祈
り
が
も
つ
こ
の
よ
う
な
力
の
働
き
に
着
目
し
、
共
通

点
を
み
い
だ
し
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
力
は
ど
の
よ
う
な
素
性
の
も
の
な

の
だ
ろ
う
か
。

　

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
オ
ン
グ
は
『
声
の
文
化
と
文
字
の
文
化
』
の
な
か
で
、

口
誦
芸
術
が
も
つ
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
の
な
か
に
こ
う
し
た
力
を
数
え
い

れ
、
そ
の
由
来
を
音
響
と
し
て
の
声
の
性
質
に
帰
し
て
い
る
。

す
べ
て
の
音
声
、
と
り
わ
け
口
頭
で
の
発
話
は
、
生
体
の
内
部
か
ら
発
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、「
力
動
的
」
な
の
で
あ
る
。
声
の
文
化
の
な
か
で
生

き
る
人
び
と
が
ふ
つ
う
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
、
ま
ず
例
外
な
し
に
、
こ
と

ば
に
は
魔
術
的
な
力
が
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
事
実
は
、
か
れ
ら
の
こ
と

ば
に
た
い
す
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
感
覚
と
、
少
な
く
と
も
無
意
識
下
で
は
明

ら
か
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
と
ば
と
は
、
か
な
ら
ず
話
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
音
と
し
て
ひ
び
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
力
に
よ
っ

て
発
せ
ら
れ
る
も
の
だ
、
と
い
う
感
覚
で
あ
る
。（
オ
ン
グ 

一
九
九
一
、 

七
十
四
︱
七
十
五
頁
）

　

オ
ン
グ
は
ま
た
、
文
字
や
印
刷
の
文
化
に
お
い
て
は
、
こ
と
ば
は
「
平

面
上
に
「
な
げ
だ
さ
れ
た
」
モ
ノ
」
と
み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
う

し
た
「
モ
ノ
」
と
し
て
の
こ
と
ば
は
、力
を
失
っ
て
お
り
「
死
ん
で
い
る
」

と
も
い
う
。
つ
ま
り
、
声
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
こ
と
ば
に
は
そ
の
音
響
と

し
て
の
性
質
に
由
来
す
る
力
が
備
わ
る
が
、
書
か
れ
た
文
字
に
は
こ
の
よ

う
な
力
は
な
い
と
い
う
わ
け
だ
。
ハ
イ
ラ
ー
も
ま
た
祈
り
に
つ
い
て
同
様

の
事
態
を
観
察
し
て
い
る
。「
書
き
記
さ
れ
た
祈
り
の
こ
と
ば
は
、
燃
え

あ
が
る
よ
う
な
心
か
ら
の
祈
り
の
色
あ
せ
た
反
照
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
」（
ハ
イ
ラ
ー 

二
〇
一
八
、 

四
十
一
頁
）。
祈
り
の
こ
と
ば
も
ま
た

唱
え
ら
れ
た
音
声
で
あ
る
こ
と
を
や
め
、
文
字
と
し
て
書
き
留
め
ら
る
と

き
、
そ
の
本
質
的
特
徴
を
失
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
だ
。

　

鎌
田
が
い
う
力
も
ま
た
、
ま
さ
に
こ
の
口
誦
芸
術
に
お
け
る
人
間
の
声

の
働
き
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
彼
は
、
こ
の
声
の
働
き
を
重
視
す
る

か
ら
こ
そ
、
こ
と
ば
の
意
味
よ
り
も
響
き
や
音
楽
的
要
素
に
力
の
本
質
を

み
る
。歌

に
は
歌
の
意
味
が
あ
る
。
真
言
〔
密
教
の
呪
文
〕
に
も
意
味
が
あ
る
。

け
れ
ど
も
重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
歌
の
響
き
が
歌
の
意
味
を
超
え
て
い

る
と
い
う
点
だ
。〔
…
…
〕
読
経
に
お
い
て
も
、
た
と
え
唱
え
て
い
る
そ

の
言
葉
の
意
味
が
わ
か
ら
な
く
て
も
、
祈
り
の
響
き
に
我
々
が
包
ま
れ
、

そ
の
響
き
の
力
動
に
ひ
た
さ
れ
て
心
が
洗
わ
れ
る
と
か
、
本
当
に
深
い
感
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動
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
意
味
不
明
の
感
動
に
襲
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
大
い

に
あ
る
だ
ろ
う
。
歌
や
祈
り
の
言
葉
は
、
国
境
を
超
え
、
宗
教
を
超
え
て
、

人
々
の
魂
、
身
体
に
直
接
働
き
か
け
る
力
を
も
っ
て
い
る
の
だ
。（
鎌
田 

二
〇
一
五
、一
二
九
頁
）

　

う
た
や
祈
り
が
も
つ
力
は
、
こ
と
ば
の
意
味
と
は
別
の
次
元
で
作
用
す

る
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
外
国
の
う
た
を
歌
詞
の
意

味
を
知
ら
ぬ
ま
ま
楽
し
む
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
歌
詞
の
意
味
を
味
わ
う

こ
と
な
く
口
ず
さ
ん
だ
り
、
鼻
歌
を
歌
っ
た
り
す
る
こ
と
も
多
い
。
祈
り

に
お
い
て
も
意
味
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
古
語
や
外
国
語
が
唱
え
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
が
、そ
の
た
め
に
祈
り
の
力
が
減
じ
る
こ
と
は
な
い
。「
南

無
阿
弥
陀
仏
」
の
音
や
意
味
が
か
す
れ
、「
な
ん
ま
い
だ
ー
」「
な
ん
ま
ん

だ
ぶ
」
と
な
っ
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
構
わ
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

声
の
音
響
的
性
質
は
、
う
た
や
祈
り
が
も
つ
力
の
大
き
な
源
泉
と
な
っ
て

い
る
の
だ
。

　

く
わ
え
て
、
声
に
は
み
え
な
い
と
こ
ろ
に
も
届
く
、
見
え
な
い
と
こ
ろ

か
ら
も
到
来
す
る
と
い
う
性
質
が
あ
る
。
音
は
し
ば
し
ば
遮
蔽
物
を
透
過

し
て
聞
こ
え
て
く
る
し
、
暗
夜
や
霧
中
、
眩
い
光
の
充
溢
の
な
か
か
ら
も

聞
こ
え
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
音
の
性
質
が
、
異
界
と
の
交
流
と
い
う
い

ま
ひ
と
つ
の
特
性
に
関
係
す
る
。
中
世
史
家
の
網
野
善
彦
は
「
高
声
と
微

音
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
で
、
通
常
の
音
声
と
は
こ
と
な
る
、
こ
と
さ
ら
に

大
き
な
声
や
小
さ
な
声
は
、
こ
の
世
と
異
界
を
つ
な
ぐ
と
考
え
ら
れ
て
い

た
と
論
じ
た

4
。
彼
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
場
合
「
全
体
と
し
て
神
の
声
、

人
な
ら
ぬ
も
の
の
声
が
微
音
と
考
え
ら
れ
て
い
た
」、
ま
た
、
高
声
、
す

な
わ
ち
高
く
大
き
な
声
は
「
神
仏
の
世
界
と
世
俗
の
世
界
を
結
ぶ
音
声
」

と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
沖
本
幸
子
は
、
声
の
大
小
だ
け
で

な
く
、
声
の
質
や
音
楽
性
も
ま
た
、
こ
の
世
と
異
界
と
を
結
ぶ
特
別
な
音

声
の
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
妙
な
る
声
や
美
し
い
楽
器
の

音
色
は
、
空
へ
と
「
す
み
の
ぼ
り
」
神
々
へ
と
届
く
。
そ
し
て
、
神
々
も

ま
た
そ
う
し
た
美
音
や
美
声
を
好
む
。
こ
の
よ
う
に
、「「
声
」
さ
え
す
ば

ら
し
け
れ
ば
神
は
感
応
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
時
代
」
が
確
か
に
存
在

し
た
の
だ
と
、
沖
本
は
い
う
。
歌
声
と
器
楽
と
が
並
べ
論
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
お
い
て
声
の
美
し
さ
と
は
、
声
質

の
よ
さ
で
あ
る
と
同
時
に
抑
揚
や
節
回
し
な
ど
、
音
楽
性
を
も
加
味
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
高
声
の
念
仏
が
往
生
を
も
た
ら
す
、
す
な
わ
ち
、
宗
教

的
救
済
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
逆
に
、
夜
道
を
歌
い
な
が
ら
帰
っ

た
歌
唱
の
名
手
が
山
の
神
に
命
を
と
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
よ

い
声
や
よ
い
音
楽
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
、
こ
の
世
と
こ
の
世
な

ら
ざ
る
見
え
な
い
世
界
と
を
媒
介
す
る
媒
体
た
り
う
る
の
だ

5
。

口
誦
芸
術
に
お
け
る
音
響
と
意
味
の
相
互
作
用

　

と
は
い
え
、
う
た
や
祈
り
の
力
を
、
す
べ
て
そ
の
音
響
的
要
素
に
還
元

し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
う
た
は
音
楽
と
こ
と
ば
の
複
合
体
で
あ

る
。
鼻
歌
の
よ
う
な
例
は
あ
る
も
の
の
、
和
歌
な
ど
、
お
よ
そ
音
楽
性
や

口
誦
性
が
背
景
に
退
い
た
文
学
的
詩
歌
す
ら
う
た
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
う
た
に
お
け
る
こ
と
ば
の
重
要
性
は
明

ら
か
で
あ
る
。
た
だ
、
音
楽
と
こ
と
ば
の
ど
ち
ら
が
主
で
あ
る
の
か
を
断

じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
う
た
に
よ
っ
て
も
、
歌
う
者
に
よ
っ
て

も
こ
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

祈
り
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
祈
り
は
、
差
し
当
た
っ
て
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マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
こ
と
ば
と
儀
礼
が
複
合
し

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

6
。
儀
礼
性
と
は
こ
こ
で
唱
え

方
や
唱
え
る
機
会
な
ど
の
外
形
的
側
面
で
あ
り
、
音
響
的
要
素
も
こ
こ
に

含
め
て
よ
い
。
こ
の
と
き
ハ
イ
ラ
ー
な
ど
は
、
即
興
的
に
個
人
の
こ
と
ば

で
唱
え
ら
れ
る
祈
り
に
お
い
て
は
文
言
の
内
容
が
重
要
視
さ
れ
、
儀
礼
の

な
か
で
唱
え
ら
れ
る
定
型
的
な
祈
り
に
お
い
て
は
外
形
的
要
素
が
重
要

視
さ
れ
る
と
考
え
た

7
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
。
確
か
に
、

死
語
や
古
語
が
伝
統
に
し
た
が
っ
て
唱
え
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
少

な
く
と
も
唱
え
る
人
間
に
と
っ
て
意
味
の
重
要
性
は
消
失
し
て
い
る
。
し

か
し
、
た
と
え
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
に
お
い
て
、
祈
り
は
端
的
な
信
仰

告
白
を
内
容
と
す
る
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
場
合
、
祈
る
こ
と
と

は
、
定
め
ら
れ
た
時
に
正
し
い
信
仰
箇
条
を
正
し
く
唱
え
、
神
や
共
同

体
、
自
己
自
身
の
前
で
確
認
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
る

な
ら
、唱
え
る
文
言
の
意
味
内
容
は
極
め
て
重
要
だ
ろ
う
。
祈
り
も
ま
た
、

場
合
に
応
じ
て
意
味
内
容
が
重
要
に
な
っ
た
り
、
外
形
的
要
素
が
重
要
に

な
っ
た
り
す
る
の
だ
。

　

つ
ま
り
、
う
た
に
お
い
て
も
祈
り
に
お
い
て
も
、
こ
と
ば
の
意
味
と
声

の
力
の
重
要
性
の
度
合
い
は
、
そ
の
時
々
に
応
じ
て
変
化
す
る
の
だ
。
あ

る
種
の
う
た
に
お
い
て
は
声
や
メ
ロ
デ
ィ
な
ど
の
音
響
的
側
面
が
重
要

で
あ
り
、
別
の
種
の
う
た
で
は
歌
詞
が
重
要
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
あ

る
祈
り
で
は
音
響
的
要
素
が
重
要
で
あ
り
、
別
の
祈
り
で
は
唱
え
る
文
言

の
意
味
が
重
要
と
な
る
の
だ
。

　

う
た
や
祈
り
に
は
、
口
誦
性
や
音
楽
性
と
い
っ
た
音
響
的
形
式
的
側
面

と
、
こ
と
ば
の
意
味
的
内
容
的
側
面
が
あ
り
、
両
者
の
関
係
は
可
変
的
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
と
き
、こ
う
し
た
相
違
は
、

必
ず
し
も
う
た
や
祈
り
の
種
類
の
違
い
に
応
じ
て
生
じ
る
わ
け
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
く
。
同
じ
う
た
を
歌
っ
た
り
聴
い
た
り
す
る
場

合
で
も
、
あ
る
と
き
不
意
に
歌
詞
の
意
味
が
強
く
こ
こ
ろ
に
響
く
こ
と
が

あ
る
。
ま
た
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
文
言
を
用
い
て
祈
る
場
合
に
も
、
あ
る

場
合
に
は
怠
惰
に
、
別
の
場
合
に
は
情
熱
的
に
唱
え
る
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
、
う
た
や
祈
り
に
お
い
て
本
当
に
重
要
な
の
は

音
響
的
要
素
な
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
と
ば
な
の
か
。
あ
る
い
は
、
両
者
が

と
も
に
重
要
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
ら
は
互
い
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
の

だ
ろ
う
か
。

　

オ
ン
グ
が
「
声
の
文
化
」
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
い
く
つ
か
の
性
質
が
、

こ
の
問
題
に
あ
る
程
度
の
見
通
し
を
与
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
文
字
を

も
た
な
い
「
声
の
文
化
」
に
お
い
て
は
、
知
識
の
蓄
積
や
伝
承
は
ほ
と
ん

ど
口
承
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
と
き
、
文
字
な
し
に
抽
象
的
な

概
念
や
思
想
を
記
憶
し
た
り
、
伝
達
し
た
り
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た

め
、
世
代
を
超
え
た
知
識
の
伝
達
は
、
詩
文
や
神
話
、
物
語
の
伝
承
を
通

し
て
な
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
口
承
に
よ
る
伝
達
が
口
誦
芸
術
と
し
て
発
達

す
る
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
伝
承
過
程
に
お
い
て
は
、「
学
ぶ
と
か
知
る

と
い
う
こ
と
は
、
知
ら
れ
る
対
象
と
の
、
密
接
で
、
感
情
移
入
的
で
、
共

有
的
な
一
体
化
」
を
意
味
す
る
（
オ
ン
グ 

一
九
九
一
、 

一
〇
一
頁
）。
す
な

わ
ち
、
口
誦
芸
術
の
語
り
手
た
ち
は
、
そ
れ
を
記
憶
し
演
じ
伝
承
す
る
に

際
し
て
、
対
象
に
感
情
移
入
し
、
同
一
化
す
る
。
こ
の
よ
う
な
一
体
化
が

記
憶
の
要
件
を
な
し
て
お
り
、
語
り
手
た
ち
は
、
い
わ
ば
こ
と
ば
や
音
楽

を
自
ら
の
も
の
と
し
て
体
得
す
る
こ
と
で
伝
承
し
、
再
現
す
る
の
だ
。
ま

た
、
こ
う
し
た
一
体
化
が
生
じ
る
と
き
に
は
、
こ
と
ば
の
意
味
は
生
き
い

き
と
、
真
に
迫
っ
た
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
、
演
じ
る
者
だ
け
で
な
く
観

る
者
に
対
し
て
も
強
い
印
象
を
与
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
再
現
に

よ
る
伝
承
過
程
に
お
い
て
は
、
テ
ク
ス
ト
の
文
言
や
唱
え
方
の
き
ま
り
ば
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か
り
で
な
く
、
演
者
が
体
感
す
る
感
情
や
観
客
に
波
及
す
る
効
果
の
よ
う

な
も
の
も
ま
た
伝
承
さ
れ
る
の
だ
。

　

さ
て
、
う
た
や
祈
り
も
こ
う
し
た
口
誦
芸
術
に
近
い
も
の
と
し
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
わ
れ
わ
れ
が
唱
え
た
り
、
歌
っ
た
り
、

聴
い
た
り
す
る
う
た
や
祈
り
の
多
く
は
過
去
に
誰
か
が
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
即
興
的
に
創
作
す
る
場
合
に
も
、
歌
う
、
な
い
し
は
祈

る
と
い
う
行
為
の
類
型
自
体
は
文
化
の
な
か
に
古
く
か
ら
存
在
し
て
い

る
。
す
で
に
文
字
の
文
化
が
支
配
的
と
な
っ
た
わ
れ
わ
れ
の
社
会
で
は
、

伝
承
は
主
に
書
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
を
通
し
て
な
さ
れ
る
が
、
う
た
や
祈
り

の
よ
う
に
口
誦
に
よ
る
実
演
が
な
お
重
要
な
意
味
を
も
つ
場
面
で
は
、
上

述
の
よ
う
な
声
の
文
化
に
お
け
る
伝
承
の
特
徴
が
あ
る
程
度
保
持
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

オ
ン
グ
は
さ
ら
に
、
リ
ズ
ム
や
抑
揚
と
い
っ
た
音
響
的
、
形
式
的
側
面

が
、
文
言
の
伝
承
と
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
オ
ン
グ

一
九
九
一
、一
二
四
頁
）。
文
字
を
も
た
な
い
文
化
で
は
、
記
憶
と
は
再
現

で
き
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
韻
律
や
メ
ロ
デ
ィ
、
リ
ズ
ム
な
ど
の
音

響
的
形
式
性
は
、
文
言
の
記
憶
や
再
現
を
助
け
る
も
の
と
し
て
も
重
要
な

意
味
を
も
つ
の
だ
。
こ
の
と
き
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
無
文
字
社
会
に
お

い
て
は
、
伝
承
さ
れ
た
文
言
は
一
言
一
句
厳
密
に
再
現
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、
伝
承
さ
れ
た
記
憶
の
内
容
と
一
体
化
し

た
語
り
手
に
よ
っ
て
、
そ
の
つ
ど
再
構
成
さ
れ
る
。
オ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、

そ
こ
で
は
、
文
言
の
逐
語
的
な
再
現
が
重
視
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
、
む
し

ろ
、
語
り
の
巧
み
さ
や
即
興
性
こ
そ
が
評
価
の
対
象
と
な
る
。
つ
ま
り
、

文
言
や
メ
ロ
デ
ィ
の
厳
密
な
再
現
や
保
存
が
目
指
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
無
文
字
文
化
の
口
誦
芸
術
は
、
こ
と
ば
と
そ
れ
を
包
摂

す
る
音
響
的
形
式
性
と
い
う
比
較
的
独
立
し
た
ふ
た
つ
の
要
素
か
ら
な

る
の
だ
が
、
そ
の
本
質
を
ど
ち
ら
か
一
方
に
還
元
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
伝
承
の
な
か
で
は
、
こ
と
ば
も
形
式
性
も
、
再
演
さ
れ
る
た
び

に
変
化
し
て
ゆ
く
。
口
誦
芸
術
の
全
体
的
意
味
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
実

演
の
な
か
で
そ
の
つ
ど
生
じ
る
。
演
者
が
伝
承
さ
れ
た
こ
と
ば
や
形
式
性

を
引
き
受
け
、
具
体
的
な
状
況
の
な
か
で
再
演
す
る
と
き
に
、
意
味
は
演

者
や
観
客
に
対
し
て
生
成
さ
れ
る
の
だ
。
い
わ
ば
、
実
際
に
お
こ
な
う
こ

と
こ
そ
が
、
記
憶
や
伝
承
と
い
う
行
為
の
本
質
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

こ
で
は
、
こ
と
ば
そ
の
も
の
や
そ
の
意
味
、
あ
る
い
は
メ
ロ
デ
ィ
な
ど
の

音
響
的
要
素
だ
け
で
は
な
く
、
実
演
に
伴
う
感
情
や
効
果
な
ど
も
ま
た
再

演
さ
れ
る
た
び
に
反
復
的
に
体
験
さ
れ
、
記
憶
さ
れ
、
伝
承
さ
れ
る
の
だ
。

祈
り
が
う
た
と
一
致
す
る
と
こ
ろ

　

声
に
は
独
特
の
力
が
あ
る
。
ま
た
、口
誦
芸
術
が
伝
承
さ
れ
る
際
に
は
、

感
情
や
感
動
も
ま
た
伝
承
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
う
た
と
祈
り

が
一
致
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
。
す
で
に
示
唆
し
た
よ

う
に
、
う
た
や
祈
り
も
ま
た
、
実
際
に
お
こ
な
う
こ
と
、
声
に
出
す
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
ら
も
ま
た
単
に
音
響
的
な
魅

力
を
備
え
る
だ
け
で
な
く
、
こ
と
ば
と
形
式
が
一
体
と
な
る
こ
と
で
感
情

や
こ
こ
ろ
の
動
き
を
再
現
し
、
追
体
験
さ
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
視
座
に
立
つ
と
き
、
祈
り
に
お
け
る
こ
と
ば
の
役
割
を
低
く

見
積
も
り
、
祈
り
を
音
楽
的
発
声
に
近
づ
け
て
考
え
る
鎌
田
の
よ
う
な
見

方
や
、
逆
に
、
個
人
と
神
の
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
祈
り

を
と
ら
え
る
ハ
イ
ラ
ー
の
よ
う
な
見
方
は
、
一
面
的
な
も
の
と
い
え
そ
う
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だ
。
確
か
に
、
祈
り
に
お
い
て
は
こ
と
ば
の
役
割
は
大
き
く
な
っ
た
り
小

さ
く
な
っ
た
り
す
る
が
、
そ
れ
は
こ
と
ば
が
祈
り
に
お
い
て
主
要
で
あ
っ

た
り
副
次
的
で
あ
っ
た
り
す
る
か
ら
で
は
な
い
し
、
こ
う
し
た
変
化
の
う

ち
ど
ち
ら
か
の
極
が
理
想
的
状
態
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
不

意
に
口
ず
さ
ん
だ
う
た
の
こ
と
ば
に
こ
こ
ろ
を
動
か
さ
れ
た
り
、
日
々
唱

え
る
祈
り
の
こ
と
ば
が
あ
る
と
き
突
然
身
に
つ
ま
さ
れ
る
も
の
と
な
っ

た
り
す
る
と
き
、
つ
ま
り
、
う
た
や
祈
り
が
わ
れ
わ
れ
に
た
い
し
て
強
い

力
を
揮
う
と
き
と
い
う
の
は
、
こ
と
ば
と
形
式
性
の
両
方
が
生
き
生
き
と

し
て
感
じ
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
だ
ろ
う
。
祈
り
や
う
た
が
そ
れ
を
唱
え
る

者
や
聞
く
者
を
救
う
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
と
き
な
の
で
は
な
い

か
。
祈
り
と
う
た
が
重
な
る
の
は
、こ
の
よ
う
な
地
点
な
の
で
は
な
い
か
。

　

祈
り
が
そ
の
絶
頂
に
お
い
て
う
た
と
一
致
す
る
様
子
を
、
ア
ウ
グ
ス

テ
ィ
ヌ
ス
は
克
明
に
記
録
し
て
い
る
。
彼
は
、
祈
り
に
お
け
る
こ
と
ば
と

形
式
性
の
関
係
、
と
り
わ
け
祈
り
が
う
た
の
形
を
と
る
場
合
の
こ
と
ば
と

音
楽
の
関
係
に
つ
い
て
深
く
考
察
し
た

8
。
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼

は
霊
肉
の
激
し
い
葛
藤
の
後
、
聖
パ
ウ
ロ
の
こ
と
ば
を
読
み
、
神
を
求
め

る
霊
的
な
生
き
方
に
専
心
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
よ
う
な
決
定
的
回

心
の
後
、
彼
は
一
般
的
な
世
俗
的
、
物
質
的
快
楽
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
な
る
。
音
楽
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
に
安
ら
ぎ
を
覚
え
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
「
執
着
す
る
こ
と
は
な
く
」
な
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
音
楽
は
世
俗
的
、

身
体
的
快
楽
、
す
な
わ
ち
「
耳
の
快
楽
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

　

し
か
し
、
音
楽
が
「
生
気
づ
け
て
い
る
思
想
と
と
も
に
」
入
っ
て
く
る

と
き
、
彼
は
当
惑
し
て
し
ま
う
と
告
白
す
る
。
と
い
う
の
も
、「
聖
な
る

こ
と
ば
が
う
た
わ
れ
る
と
き
、
う
た
わ
れ
な
い
場
合
に
く
ら
べ
、
聖
な
る

こ
と
ば
に
よ
り
、
自
分
た
ち
の
こ
こ
ろ
が
よ
り
以
上
に
信
心
深
く
、
よ
り

以
上
に
熱
烈
に
敬
虔
の
炎
の
う
ち
に
ゆ
り
動
か
さ
れ
る
」
こ
と
を
彼
自
身

が
経
験
す
る
か
ら
だ
。
こ
の
と
き
、
祈
り
に
お
け
る
音
楽
と
こ
と
ば
を
そ

れ
ぞ
れ
別
に
考
え
る
な
ら
ば
、
音
楽
は
身
体
的
快
楽
を
も
た
ら
し
、
こ
と

ば
は
精
神
的
知
的
内
容
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
と
い

う
の
も
、
別
の
こ
と
ば
を
同
じ
メ
ロ
デ
ィ
に
乗
せ
て
歌
う
こ
と
も
可
能
で

あ
り
、
そ
の
場
合
に
も
（
よ
ほ
ど
ひ
ど
い
歌
詞
で
な
け
れ
ば
）
音
楽
は
快
感

情
を
も
た
ら
す
に
ち
が
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
ア
ウ

グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
「
肉
の
よ
ろ
こ
び
は
、
精
神
は
そ
れ
に
よ
っ
て
た
が
を

弛
め
て
は
な
ら
な
い
の
に
、
し
ば
し
ば
私
を
欺
き
ま
す
」
と
告
白
す
る
。

し
か
し
、
彼
は
次
の
よ
う
に
も
い
う
。「
こ
の
よ
う
な
欺
瞞
に
た
い
す
る

警
戒
の
度
を
過
ご
し
、
あ
ま
り
に
も
厳
格
に
す
ぎ
て
か
え
っ
て
あ
や
ま
ち

を
犯
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
」。
と
い
う
の
も
、
彼
自
身
「
信
仰
を
と
り
も

ど
し
た
は
じ
め
の
こ
ろ
、
教
会
の
歌
を
聞
い
て
流
し
た
涙
を
想
起
」
す
る

と
き
に
は
、「
歌
そ
の
も
の
よ
り
む
し
ろ
う
た
わ
れ
て
い
る
内
容
に
感
動

さ
せ
ら
れ
」
て
い
た
か
ら
だ
。

　

つ
ま
り
、
こ
と
ば
と
音
楽
が
複
合
す
る
と
き
、
こ
と
ば
だ
け
を
聞
い
た

り
読
ん
だ
り
す
る
よ
り
し
ば
し
ば
は
る
か
に
強
い
印
象
を
与
え
る
。
ア
ウ

グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
こ
う
し
た
効
果
の
増
強
が
、
こ
と
ば
の
内
容
に
音
楽
の

効
果
が
付
加
さ
れ
る
た
め
に
生
じ
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
両
者
の

有
機
的
結
合
に
よ
っ
て
こ
と
ば
の
内
容
が
よ
り
よ
く
伝
達
さ
れ
る
た
め

に
生
じ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
の
だ
。
そ
し
て
ま
さ
に
こ
の
た

め
に
彼
は
、
礼
拝
に
お
け
る
音
楽
的
要
素
を
制
限
す
る
可
能
性
を
考
慮
し

つ
つ
も
、「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
教
会
に
お
け
る
歌
唱
の
習
慣
を
是
認

す
る
方
向
に
か
た
む
い
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
こ
と
ば
は
音
楽
と
複
合
す

る
と
き
、
よ
り
多
く
の
内
容
を
伝
え
る
。
讃
美
の
祈
り
は
、
歌
わ
れ
る
こ

と
で
、
よ
り
大
き
な
「
救
済
的
効
果
」9
を
も
た
ら
す
の
だ
。

　

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
こ
と
ば
と
音
楽
の
相
乗
効
果
の
よ
う
な
も
の
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を
は
っ
き
り
と
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
認
識
は
、
ま
さ
に
自
ら
の
経
験
か

ら
獲
得
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
告
白
録
の
別
の
個
所
で
彼
は
、聖
書
の「
詩

篇
」
を
読
む
自
ら
の
体
験
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
祈
り
を

歌
い
味
わ
う
者
の
こ
こ
ろ
の
動
き
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る

10
。
彼

は
旧
約
聖
書
の
「
詩
篇
」
を
「
信
仰
の
歌cantica fidelia

」、「
敬
虔
の
ひ

び
きsonos pietatis
」
と
呼
ぶ
。
彼
は
そ
れ
を
読
む
の
だ
が
、
単
に
「
読

み
あ
げ
るlego

」
だ
け
で
な
く
、「
朗
唱
しrecito

」（
節
を
つ
け
て
読
み
）、

「
歌
うcanto

」。さ
ら
に
、読
み
な
が
ら
神
に
対
す
る
思
い
を
燃
え
立
た
せ
、

神
に
向
か
っ
て
激
し
く
「
声
を
上
げ
るdo voces

」。
彼
は
ま
た
、「
あ
な

た
を
呼
び
求
め
た
と
き
、
わ
た
し
の
義
の
神
よ
、
あ
な
た
は
聞
き
い
れ
て

く
だ
さ
り
ま
し
た
。
苦
難
に
お
い
て
は
、
く
つ
ろ
が
せ
て
く
だ
さ
り
ま
し

た
。
主
よ
、
わ
た
し
を
憐
れ
み
、
わ
た
し
の
祈
り
を
聞
き
い
れ
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
「
詩
篇
」
の
章
句
を

11
、「
自
分
と
と
も
に
〔
語
り
な
が
ら
〕

自
分
に
向
け
て
、
あ
な
た
の
前
で
、
心
の
ご
く
打
ち
解
け
た
感
情
か
ら
で

る
よ
う
な
し
か
た
」
で
唱
え
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
誰
に
聞
か
せ
る
わ
け

で
も
な
く
、
た
だ
神
を
思
い
な
が
ら
、「
わ
た
し
の
祈
り
を
聞
き
い
れ
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
ダ
ヴ
ィ
デ
の
祈
り
を
自
ら
の
祈
り
と
し
て
こ
こ
ろ
か

ら
唱
え
た
と
い
う
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
方
で
古
く
か
ら

伝
え
ら
れ
て
き
た
祈
り
の
テ
ク
ス
ト
を
味
わ
う
。
声
に
出
し
て
読
み
、
歌

い
、
古
代
の
作
者
に
同
一
化
し
、
感
き
わ
ま
っ
て
叫
び
、
神
に
語
り
か
け

る
。
彼
は
「
詩
篇
」
の
こ
と
ば
を
「
外
に
読
み
上
げ
つ
つ
、
内
に
は
真
実

で
あ
る
と
認
め
た
」。
そ
し
て
、
確
信
と
と
も
に
祈
り
の
詩
句
と
一
体
化

し
つ
つ
、「
心
の
大
き
な
歓
呼
を
も
っ
て
、「
お
お
平
和
の
う
ち
に
、
お
お
、

ま
さ
に
そ
れ
自
身
な
る
も
の
の
う
ち
に
！
」〔「
詩
篇
」
四
章
九
節
〕
と
叫

び
声
を
あ
げ
」
た
の
だ
っ
た
。

　

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
い
て
は
、
う
た
の
な
か
で
祈
り
が
絶
頂
に

達
し
て
い
る
。
彼
は
い
に
し
え
の
、
ダ
ヴ
ィ
デ
の
祈
り
を
自
ら
の
祈
り

と
し
て
歌
い
、
ダ
ヴ
ィ
デ
と
神
と
の
親
密
な
関
係
を
自
ら
の
も
の
と
し

て
体
験
／
追
体
験
し
て
い
る
の
だ
。
祈
り
の
な
か
で
祈
る
者
が
え
る
も

の
の
な
か
で
も
、
こ
う
し
た
体
験
／
追
体
験
は
と
り
わ
け
強
い
印
象
を

残
す
た
め

︱
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
そ
れ
を
「
救
済
的
効
果
」
と
よ
ん

だ

︱
、
そ
れ
は
祈
り
の
本
質
に
触
れ
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
た

と
え
ば
ハ
イ
ラ
ー
も
、
人
格
的
な
神
が
現
前
す
る
と
い
う
こ
と
へ
の
強

い
確
信
と
、
そ
の
よ
う
な
神
と
の
交
流
の
体
験
を
祈
り
の
本
質
と
考
え

た
。
ハ
イ
ラ
ー
自
身
は
、
こ
う
し
た
体
験
を
、
一
人
ひ
と
り
の
祈
り
手
が

そ
の
つ
ど
独
自
に
獲
得
す
る
も
の
と
し
た
が
、
し
か
し
彼
自
身
が
控
え
め

に
言
及
す
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
体
験
は
過
去
に
他
者
が
体
験

し
表
現
し
た
も
の
の
追
体
験
、
再
獲
得
と
い
う
側
面
を
も
つ
（
ハ
イ
ラ
ー 

二
〇
一
八
、三
十
一
︱
三
十
二
頁
）。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
も
の
で
は
な

い
他
者
の
体
験
と
自
分
の
体
験
を
同
一
化
す
る
た
め
に
、
儀
礼
性
や
音
響

的
要
素
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
だ
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
体
験
／
追
体

験
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
と
き
、
う
た
は
祈
り
と
重
な
る
の
で
あ
る
。

う
た
と
祈
り
の
救
い

　

と
は
い
え
、
以
上
の
よ
う
な
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
告
白
を
よ
む
か
ぎ

り
、
彼
が
う
た
と
祈
り
を
通
し
て
体
験
し
た
感
動
は
激
烈
な
も
の
で
あ
っ

た
よ
う
に
み
え
る
。
そ
れ
は
、
冒
頭
で
言
及
し
た
幾
人
か
の
論
者
が
い
う

救
い
や
、
わ
れ
わ
れ
の
日
常
的
経
験
と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
こ
に
は
、
な
ん
ら
か
の
共
通
点
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ



54

東京外国語大学総合文化研究所　総合文化研究　第 22 号（2018）
Tokyo University of Foreign Studies, Trans-Cultural Studies No.22 (2018)

う
か
。

　

山
折
哲
雄
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
生
活
の
辛
さ
や
苦
し
さ
を
抒

情
的
に
う
た
い
あ
げ
る
歌
謡
曲
や
浪
花
節
を
き
く
と
き
に
、
人
は
う
た
に

自
ら
を
仮
託
し
、
慰
め
を
え
る
、
と
。
評
論
家
新
藤
謙
は
、
同
様
の
見

解
に
立
ち
つ
つ
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
救
い
の
内
実
に
ま
で
考
察
を
進
め

て
い
る
（
新
藤 
一
九
七
九
）。
す
な
わ
ち
、
艶
歌
、
浪
花
節
的
な
救
い
は

庶
民
の
苦
境
の
自
己
美
化
と
自
己
肯
定
の
救
い
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
々

の
心
情
を
慰
め
は
す
る
が
、
彼
ら
を
苦
境
か
ら
解
放
す
る
も
の
で
は
な
く

む
し
ろ
そ
こ
に
呪
縛
す
る
の
だ
、
と
。
浪
花
節
や
歌
謡
曲
が
提
供
す
る
こ

う
し
た
救
済
の
な
か
に
、
人
々
の
憤
懣
を
体
制
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
と
回

収
す
る
権
力
の
働
き
や
、
人
々
の
が
わ
の
批
判
精
神
の
欠
如
を
み
る
論
者
も
い
る

12
。

と
い
う
の
も
、
感
傷
的
自
己
肯
定
は
無
批
判
の
現
状
追
認
に
ほ
か
な
ら
な

い
し
、
ま
た
、
世
相
が
変
わ
れ
ば
同
じ
よ
う
な
メ
ロ
デ
ィ
に
国
家
主
義
的

な
歌
詞
が
の
り
、
う
た
は
人
々
を
苦
し
め
る
権
力
を
や
す
や
す
と
正
当
化

し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
し
か
し
新
藤
は
、
こ
の
よ
う
な
解
放
と
呪
縛
の
二

面
性
は
、
生
活
者
の
矛
盾
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
生
活
者
の
生
が
矛

盾
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
救
い
も
ま
た
矛
盾
に
満
ち
た

も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
は
一
面
で
は
現
状
を
肯
定
、
追
認
す

る
が
、
裏
面
で
は
、
感
傷
的
な
小
事
に
こ
だ
わ
り
つ
づ
け
る
こ
と
で
、
他

者
が
踏
み
込
め
な
い
情
念
の
領
域
を
守
り
救
う
（
新
藤 

一
九
七
九
、一
六
三

頁
）。
そ
し
て
、
苦
し
い
一
日
一
日
を
な
ん
と
か
乗
り
越
え
て
い
く
た
め

の
力
を
人
々
に
与
え
る
の
だ
。

　

山
折
や
新
藤
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
に
幾
人
も
の
論
者
が
、
浪
花
節
や
艶

歌
を
庶
民
の
こ
こ
ろ
の
救
済
と
し
て
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
、
哀
調
を
帯

び
た
う
た
だ
け
が
救
い
の
力
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
仏
教
史
の
研

究
者
で
あ
る
名
畑
崇
は
、
論
文
「
中
世
に
お
け
る
音
の
聖
と
俗
」
の
な
か

で
、「
聖
な
る
音
の
理
念
を
た
て
て
秩
序
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
」
寺
社

の
権
力
体
制
と
、「
そ
れ
を
覆
す
も
の
と
し
て
現
わ
れ
た
」
専
修
念
仏
を

対
比
さ
せ
て
い
る
。
山
折
や
新
藤
は
、
浪
花
節
の
救
済
を
後
者
の
流
れ
を

く
む
も
の
と
み
る
が
、
名
畑
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
を
亡
国
の
哀
音
と
し
て
厳

し
く
批
難
し
た
前
者
も
ま
た
、
別
様
の
「
聖
な
る
音
」
に
よ
っ
て
国
家
人

心
の
安
寧
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
信
じ
た
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
哀
調
を
帯

び
な
い
体
制
側
の
う
た
や
祈
り
も
ま
た
、
人
々
の
救
い
を
目
指
し
て
組
織

さ
れ
、
洗
練
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
そ
れ
は
「
徳
が
声
に
あ
ら
わ

れ
て
聴
く
人
の
心
を
開
い
て
仏
道
に
向
か
わ
せ
る
」
と
い
っ
た
仕
組
み
で

救
い
を
達
成
す
る
と
信
じ
た
の
だ
っ
た

13
。

　

こ
の
よ
う
に
、
救
い
が
も
た
ら
さ
れ
る
仕
組
み
に
つ
い
て
の
具
体
的
説

明
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
日
本
に
お
け
る
哀
調
の
も
の
に
か
ぎ
っ
て
も
、
あ
る

と
き
に
は
救
い
は
神
仏
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
る
と
さ
れ
、
ま
た
別
の
時
代

に
は
、
個
人
が
抱
え
る
苦
し
さ
の
感
傷
的
肯
定
と
し
て
生
じ
る
と
い
わ
れ

る
。
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
ほ
か
の
宗
教
の
祈
り
も
あ
わ
せ
れ
ば
こ
う
し
た
説

明
は
無
数
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
説
明
の

多
様
性
に
対
し
て
、
個
人
が
そ
こ
か
ら
う
け
と
る
救
い
の
実
感
の
よ
う
な

も
の
に
は
共
通
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
鎌
田
東
二
の
所
論
が
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ

る
。
確
か
に
、
鎌
田
に
よ
る
救
済
の
仕
組
み
の
説
明
、
す
な
わ
ち
、
声
の

振
動
を
介
し
て
個
人
と
宇
宙
が
一
体
化
す
る
と
い
う
論
理
は
、
鎌
田
と
体

験
を
共
有
し
な
い
筆
者
の
よ
う
な
者
に
と
っ
て
は
理
解
不
能
で
あ
る
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
救
い
が
具
体
的
に
個
人
に
も

た
ら
す
効
果
に
つ
い
て
彼
が
論
じ
る
と
き
、
議
論
は
ま
さ
に
上
記
の
共
通

点
に
触
れ
て
い
る
。
鎌
田
は
自
身
の
経
験
を
も
と
に
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。「
人
間
の
心
が
、
一
番
荒
々
し
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
き
に
も
和
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ら
げ
て
、整
え
て
鎮
め
て
生
き
直
さ
せ
る
と
い
う
力
が
、歌
に
は
あ
る
」（
鎌

田
、
三
十
二
頁
）。
ま
た
、
う
た
や
祈
り
と
は
「
暴
力
を
変
換
し
て
調
和
あ

る
力
に
し
て
い
く
ワ
ザ
で
あ
る
」（
鎌
田
、九
十
一
頁
）
と
も
書
い
て
い
る
。

　

う
た
や
祈
り
は
、
乱
れ
た
こ
こ
ろ
を
鎮
め
、
整
え
る
。
そ
し
て
、
前
向

き
に
生
き
て
い
く
た
め
の
力
を
与
え
る
。
鎌
田
の
こ
の
よ
う
な
直
観
的
洞

察
は
、
実
際
に
本
節
で
論
じ
て
き
た
こ
と
と
も
重
な
る
。
た
と
え
ば
浪
花

節
の
救
い
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
稿
冒

頭
で
紹
介
し
た
山
形
が
被
災
地
で
観
察
し
た
う
た
に
よ
る
癒
し
も
、
被
災

者
の
こ
こ
ろ
を
鎮
め
、
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
の
力
を
与
え
る
も
の

で
あ
っ
た
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
彼
は
自
ら
の
回

心
の
体
験
を
振
り
返
り
、「
自
分
に
よ
っ
て
生
き
て
い
た
と
き
、
悪
く
生

き
て
い
た
。
死
が
私
の
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
い
ま
、
あ
な
た
の
う
ち
に

生
き
か
え
っ
た
の
だ
」
と
述
べ
て
い
た

14
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
に
と
っ
て

信
仰
の
獲
得
は
、
生
ま
れ
変
わ
り
、
生
き
直
し
に
ほ
か
な
ら
ず
、
つ
い
に

洗
礼
を
う
け
た
彼
は
、
こ
の
新
た
な
生
を
喜
び
、
讃
美
歌
や
聖
歌
を
き
き

な
が
ら
幸
福
の
涙
を
流
し
た
の
だ
っ
た

15
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
う
た
や
祈
り
が
も
つ
救
い
の
力
の
一
端
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
う
た
や
祈
り
は
、
音
響
的
要
素
と
言
語
的
要
素
の
相
互
作
用

に
よ
っ
て
、
歌
っ
た
り
聞
い
た
り
す
る
者
の
荒
ん
だ
こ
こ
ろ
を
鎮
め
、
あ

ら
た
め
て
生
き
て
い
く
力
を
与
え
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
う
た
や
祈
り

を
唱
え
た
り
聞
い
た
り
す
る
と
き
に
、
ひ
と
は
、
そ
れ
ら
が
伝
え
る
こ
と

ば
の
内
容
や
感
情
の
動
き
と
一
体
化
す
る
。
こ
こ
ろ
を
整
え
、
前
向
き
に

す
る
働
き
も
、
こ
の
よ
う
な
伝
承
さ
れ
た
事
柄
と
の
一
体
化
に
由
来
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
う
た
や
祈
り
に
こ
の
よ
う
な
力
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
ひ
と
つ
の
う
た
や
祈
り
が
あ
ら
ゆ
る
状
況
で
ひ

と
を
救
う
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
さ
し
あ
た
っ
て
次
の
よ

う
に
い
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
う
た
や
祈
り
に
は
そ

う
し
た
力
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
唱
え
た
り
聞
い
た
り
す
る
者

が
苦
境
の
な
か
で
そ
れ
と
同
一
化
し
た
と
き
、
そ
う
し
た
力
が
実
際
に
発

揮
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
同
一
化
の
程
度
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、

救
い
の
実
感
も
ま
た
大
き
く
な
る
、
と
。

　

こ
の
よ
う
な
力
、
す
な
わ
ち
人
間
の
側
か
ら
み
ら
れ
た
救
い
の
実
感
に

着
目
す
る
と
き
、
通
常
の
意
味
で
宗
教
的
祈
り
と
歌
曲
を
区
別
す
る
基
準

︱
特
定
の
宗
教
伝
統
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
メ
ロ
デ
ィ
や
曲
の
構

成
が
音
楽
的
で
あ
る
か
、と
い
う
よ
う
な

︱
は
背
景
に
退
く
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
救
い
の
力
を
も
つ
も
の
に
か
ぎ
っ
て
み
れ
ば
、
両
者
は
非
常
に

似
た
も
の
に
み
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
う
た
と
祈
り
を
同
一
視
す
る
よ
う

な
議
論
が
と
ら
え
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
事
態
で
あ
る
。
う

た
や
祈
り
の
あ
る
部
分
に
こ
う
し
た
共
通
点
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
う
た
や
祈
り
の
本
質
が
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味

し
な
い
。
む
し
ろ
こ
う
し
た
議
論
が
指
し
示
し
て
い
る
の
は
、
人
間
の
言

語
行
為
の
興
味
深
い
一
類
型
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
人
間
の
言
語
行
為
の

な
か
に
は
、
社
会
や
文
化
に
お
い
て
伝
承
さ
れ
る
集
合
的
記
憶
の
よ
う
な

も
の
と
の
関
係
の
な
か
で
、
発
話
者
や
聞
き
手
に
救
い
や
癒
し
の
効
果
を

も
た
ら
す
も
の
が
あ
る
の
だ
。
こ
う
し
た
言
語
行
為
に
お
い
て
は
、
言
語

的
要
素
だ
け
で
な
く
音
響
的
要
素
も
ま
た
重
要
な
役
割
を
も
つ
。
祈
り
や

う
た
の
一
部
は
、
こ
う
し
た
効
果
を
よ
く
発
揮
し
た
た
め
に
、
珍
重
さ
れ
、

伝
承
さ
れ
て
き
た
の
だ
。

祈
り
が
歌
い
出
さ
れ
る
と
き

　

新
し
い
う
た
を
歌
う
こ
と
、
新
し
い
祈
り
を
唱
え
る
こ
と
の
む
つ
か
し

さ
も
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
見
方
か
ら
理
解
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
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れ
な
い
者
が
即
興
で
歌
っ
て
み
た
り
祈
っ
て
み
た
り
し
て
も
、
あ
ま
り
う

ま
く
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
わ
れ
わ
れ
が
口
ず
さ
む
の
は
、
ほ
と
ん

ど
の
場
合
、
す
で
に
知
っ
て
い
る
う
た
や
祈
り
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
そ

こ
に
保
存
さ
れ
た
も
の
と
の
関
係
で
救
い
や
癒
し
の
効
果
を
え
る
。
し
か

し
、
そ
れ
で
も
新
し
い
う
た
や
祈
り
は
、
部
分
的
に
は
伝
承
さ
れ
た
形
式

や
言
語
に
依
拠
し
つ
つ
、
い
ま
も
祈
り
出
さ
れ
、
歌
い
出
さ
れ
て
い
る
。

と
い
う
の
も
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
つ
ど
置
か
れ
る
苦
境
は
、
け
っ
し
て
過

去
の
反
復
で
は
な
く
、
新
し
く
一
回
的
な
も
の
で
あ
る
。
つ
ね
に
、
過
去

の
う
た
や
祈
り
か
ら
十
分
な
癒
し
を
え
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
か
ら
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
は
新
た
に
歌
っ
た
り
祈
っ
た
り
す
る
こ
と
を
や

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
単
に
言
語
行
為
の
一
類
型
で
あ
る
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
ひ
と
が
必
要
に
迫
ら
れ
て
お
こ
な
う
行
為
で
も
あ
る

よ
う
に
も
み
え
る
。
わ
れ
わ
れ
が
、
特
に
神
仏
な
ど
超
越
者
の
こ
と
を
想

う
こ
と
な
く
他
者
の
幸
せ
や
健
康
を
祈
っ
た
り
、
故
人
を
思
い
出
し
な
が

ら
仏
前
に
手
を
合
わ
せ
、
冥
福
を
祈
っ
た
り
す
る
の
も
、
ふ
と
う
た
を

歌
っ
て
み
た
り
す
る
の
も
、
こ
う
し
た
必
要
に
駆
ら
れ
た
行
為
な
の
で
は

な
い
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
困
難
に
際
し
て
、
知
ら
ず
し

ら
ず
の
う
ち
に
、
あ
ら
た
な
う
た
や
祈
り
の
発
話
を
試
み
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
と
き
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
う
た
を
た
ま
た
ま

目
に
し
た
。
詠
み
手
は
東
直
子
、
歌
壇
の
評
に
よ
れ
ば
「
自
分
の
心
の
な

か
に
湧
き
起
こ
る
か
す
か
な
情
緒
を
う
ま
く
捉
え
」
る
歌
人
と
の
こ
と
で

あ
る

16
。
こ
れ
ら
う
た
の
な
か
に
は
、
祈
り
や
う
た
と
ご
く
日
常
的
な
発

話
と
の
あ
い
だ
の
連
続
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
二
首
と
り
あ

げ
て
み
た
い
。

い
い
よ
、
っ
て
こ
ぼ
れ
た
こ
と
ば
走
り
出
す
こ
ど
も
に
何
を
ゆ
る
し
た
の

だ
ろ

「
そ
ら
豆
っ
て
」
い
い
か
け
た
ま
ま
そ
の
ま
ん
ま
さ
よ
な
ら
し
た
の　

さ

よ
な
ら
し
た
の

　

他
者
に
向
け
て
発
し
た
呼
び
掛
け
の
こ
と
ば
が
、
自
分
を
離
れ
た
途
端

自
分
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
た
と
え
ば
、
誰
か
に
向
け
て
発
し
た
言
葉
が
、
そ
の
相
手
に
届
か

な
か
っ
た
よ
う
な
場
合
だ
。
こ
れ
ら
の
う
た
に
は
、
そ
う
し
た
事
態
へ
の

戸
惑
い
や
さ
み
し
さ
、
諦
念
が
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
と

ば
は
、
そ
し
て
思
い
は
相
手
に
届
か
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

傷
あ
と
が
わ
た
し
の
し
る
し
ぬ
ば
た
ま
の
夜
を
く
ぐ
り
て
朝
た
ぐ
り
よ
せ

好
き
に
な
る
と
い
う
粘
土
質
歩
く
と
き
私
に
神
が
い
な
い
さ
び
し
さ

　

他
者
に
向
け
て
発
し
た
こ
と
ば
が
、
そ
の
相
手
に
届
か
な
い
と
き
、
い

ま
や
、
は
っ
き
り
と
存
在
し
て
い
る
の
は
自
分
が
経
験
し
た
痛
み
の
記
憶

だ
け
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
者
に
思
い
を
伝
え
た
い
、
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ま
さ
に
そ
の
と
き
に
、
他
者
に
思
い
が
届
く
こ
と
や
、
あ

る
い
は
他
者
の
存
在
そ
の
も
の
が
不
確
実
に
な
る
。
歌
人
は
こ
の
こ
と
を

「
神
が
い
な
い
」
と
い
う
。
他
者
の
存
在
や
他
者
と
の
交
流
の
可
能
性
が

不
確
か
な
も
の
に
な
る
と
き
、
今
度
は
自
ら
の
存
在
も
ま
た
希
薄
に
な
っ

て
ゆ
く
よ
う
な
気
が
し
て
く
る
。

お
ね
が
い
ね
っ
て
渡
さ
れ
て
い
る
こ
の
鍵
を
わ
た
し
は
失
く
し
て
し
ま
う

気
が
す
る
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自
分
は
自
分
だ
け
で
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
自
分
の
痛
み

の
思
い
出
以
外
の
も
の
は
す
べ
て
色
あ
せ
て
ゆ
く
。
こ
の
ま
ま
で
は
本
当

に
大
切
な
も
の
を
失
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
ど
こ
か
で
気
が
つ
き

つ
つ
も
、
何
も
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
歌
人
は
こ
う
し
た
現
実

を
受
け
と
め
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
う
た
も
詠
ん
で
い
る
。

日
常
は
小
さ
な
郵
便
局
の
よ
う
誰
か
わ
た
し
を
呼
ん
で
い
る
よ
な

新
し
い
破
れ
め
抜
け
て
く
る
ひ
か
り〈
朝
の
お
か
ゆ
が
さ
め
て
し
ま
う
よ
〉

　

自
分
の
声
が
届
く
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
確
か
に
、
他

者
か
ら
届
く
声
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
た
た
か
い
ひ
か
り
の
よ
う
で
も
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
歌
人
は
次
の
よ
う
に
も
詠
む
こ
と
が
で
き
る
。

手
の
な
か
の
野
の
花
束
が
枯
れ
る
ま
で
わ
た
し
は
声
を
待
つ
つ
も
り
で
す

な
に
を
し
て
い
る
か
わ
か
ら
ぬ
者
で
す
が
不
思
議
に
今
日
も
生
き
て
お
り

ま
す

　

歌
人
は
、
他
者
の
声
の
到
来
を
信
じ
、
ま
た
、
自
分
自
身
に
つ
い
て
も

何
や
ら
わ
か
ら
ぬ
な
が
ら
生
き
て
い
る
と
宣
言
し
て
い
る
。
は
じ
め
に
み

た
う
た
の
よ
う
な
存
在
の
希
薄
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
う
た
に
詠
ま
れ
た
苦
し
さ
や
希
望
は
、
う
た
の
こ
と
ば
そ
の

も
の
と
と
も
に
す
べ
て
日
常
生
活
の
も
の
で
あ
る
。
東
の
う
た
は
、
日
常

生
活
の
な
か
で
ふ
と
気
づ
か
れ
る
よ
う
な
孤
独
を
受
け
と
め
な
が
ら
、
な

に
か
不
思
議
な
自
己
肯
定
と
希
望
を
も
た
ら
す
。

　

同
じ
よ
う
な
例
を
祈
り
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
の
研
究
者
で
あ
る
山
本
佳
世
子
は
、
ケ
ア
の
現
場
に
み
ら
れ
る
、
宗

教
者
や
非
宗
教
者
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
祈
り
を
分
析
し
た
。
そ
し

て
そ
の
な
か
に
、
既
存
の
宗
教
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
な
祈
り
を
み
い
だ

し
た
の
だ
っ
た

17
。
山
本
は
ケ
ア
の
現
場
の
祈
り
の
特
徴
と
し
て
、
相
手

（
た
と
え
ば
恢
復
の
可
能
性
が
な
い
よ
う
な
患
者
）
と
自
分
（
た
と
え
ば
そ
う

し
た
患
者
を
前
に
逃
げ
出
し
た
く
な
る
ケ
ア
者
）
の
あ
り
の
ま
ま
の
現
状
を

受
け
入
れ
る
よ
う
な
態
度
を
あ
げ
る
。
こ
う
し
た
態
度
を
と
る
人
は
、
本

人
が
宗
教
的
で
あ
る
と
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
無
常
な
世
と
い
っ
た
想

念
、
あ
る
い
は
死
を
生
の
終
わ
り
と
み
な
い
よ
う
な
世
界
観
に
準
拠
し
な

が
ら
、
自
分
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
厳
し
い
現
状
を
受
け
入
れ
肯

定
し
よ
う
と
す
る
。
山
本
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
態
度
は
、
絶
対
的
超
越

者
に
依
存
し
救
い
を
求
め
、
慰
め
を
え
る
伝
統
的
な
宗
教
的
祈
り
と
重
な

る
。
ケ
ア
者
は
、
自
ら
の
こ
と
ば
と
態
度
で
患
者
と
自
己
自
身
を
癒
そ
う

と
し
、
そ
れ
が
伝
統
的
宗
教
の
祈
り

︱
そ
れ
は
し
ば
し
ば
現
場
で
は
無

力
で
あ
る

︱
に
近
づ
く
の
で
あ
る
。

　

山
本
が
ケ
ア
の
現
場
に
み
い
だ
し
た
「
信
仰
に
基
づ
か
な
い
祈
り
」
も

東
直
子
の
短
歌
も
、
新
し
い
う
た
＝
祈
り
の
試
み
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
わ
れ
わ
れ
が
生
活
の
な
か
で
具
体
的
に
直
面
す
る
苦
し
み
に
対
し
、

既
存
の
う
た
や
祈
り
が
少
し
し
か
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
力
を
与
え
な
い

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
苦
し
み
の
な
か
で
、
人
は
新
し
い
う
た
や
祈

り
を
発
す
る
の
で
は
な
い
か
。
宗
教
哲
学
者
の
棚
次
正
和
は
、
日
本
語
の

「
い
の
り
」
と
い
う
こ
と
ば
の
語
源
を
た
ず
ね
な
が
ら
、祈
り
に
「
生
宣
り
」

と
い
う
漢
字
を
あ
て
、そ
れ
は
本
来
的
に
「
生
命
の
宣
言
」「
生
命
の
開
顕
」

な
の
だ
と
論
じ
た

18
。
そ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
境
の
な

か
で
人
間
が
な
お
生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
そ
の
も
の
だ
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。
苦
境
の
な
か
で
な
お
生
き
る
こ
と
と
は
、
ま
さ
に
日
常
を
生
活
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す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
て
み
れ
ば
、
う
た
や
祈
り
は
生
活
そ
の

も
の
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
う
た
や
祈
り
と
い
う
言
語
行
為
の
普
遍

性
の
な
か
で
、
宗
教
的
偉
人
が
体
得
し
た
宗
教
的
救
済
と
わ
れ
わ
れ
の
非

宗
教
的
日
常
は
今
な
お
か
す
か
に
響
き
あ
っ
て
い
る
の
だ
。
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１
．
聞
こ
え
る
音
︱
カ
イ
ロ
の
音
風
景

　
エ
ジ
プ
ト
の
首
都
カ
イ
ロ
は
、
近
郊
も
含
め
れ
ば
人
口
お
よ
そ

二
〇
〇
〇
万
人
を
擁
す
る
大
都
市
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
つ
人

び
と
が
行
き
交
う
、
た
い
へ
ん
活
気
に
満
ち
た
場
で
あ
る
。
特
に
二
十
一

世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、
従
来
の
ナ
イ
ル
川
沿
い
の
市
街
地
だ
け
で
は
人

口
を
吸
収
で
き
な
く
な
り
、
周
辺
の
砂
漠
地
帯
を
開
拓
し
て
市
街
地
が

新
た
に
造
成
さ
れ
て
い
る
。「
十
月
六
日
市
」「
ニ
ュ
ー
・
カ
イ
ロ
」「
第

五
地
区
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
地
区
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
こ
の
よ
う
に
拡
大

を
続
け
る
大
都
市
カ
イ
ロ
は
、
そ
こ
に
生
き
る
人
び
と
の
営
み
を
反
映
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
音
に
満
ち
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
、
混
雑
し
た
車
道
か
ら
は
、
自
動
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
一

日
中
鳴
り
響
く

1
。
そ
れ
に
加
え
て
、
結
婚
式
が
あ
っ
た
場
合
、
新
郎
新

婦
お
よ
び
そ
の
家
族
、
親
族
、
友
人
ら
を
乗
せ
た
自
動
車
が
車
列
を
組
み
、

祝
福
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
派
手
に
響
き
渡
ら
せ
る
。
バ
ス
停
に
行
け
ば
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
と
呼
ば
れ
る
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
が
行
先
を

大
声
で
叫
び
、
客
を
集
め
て
い
る
。
乗
客
も
、
行
先
の
確
認
お
よ
び
乗
車

す
る
意
思
表
示
の
た
め
、
地
名
を
叫
ぶ
。
人
が
集
ま
る
バ
ス
停
に
は
、
飲

み
物
や
菓
子
を
売
る
者
も
お
り
、
新
聞
売
り
は
主
要
な
新
聞
の
名
前
を
節

を
つ
け
て
読
み
上
げ
る
。

聞
こ
え
る
音
、
聞
こ
え
な
い
音
︱
コ
プ
ト
正
教
会
の
音
風
景
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
代
川
寛
子

　
地
下
鉄
の
駅
に
入
れ
ば
、
地
下
鉄
の
車
両
が
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
く
る
際

の
サ
イ
レ
ン
が
け
た
た
ま
し
い
。
地
下
鉄
は
、
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
の
時
間
帯

で
あ
れ
ば
、
女
性
専
用
車
両
で
も
身
動
き
で
き
な
い
ほ
ど
の
混
雑
に
な
る

が
、
比
較
的
混
雑
し
て
い
な
い
時
は
、
車
両
の
中
に
し
ば
し
ば
物
売
り
が

や
っ
て
く
る
。
彼
ら
は
、
売
り
口
上
と
値
段
を
早
口
で
ま
く
し
た
て
な
が

ら
商
品
を
乗
客
に
配
る
。
商
品
は
、
髪
留
め
か
ら
子
ど
も
用
の
文
房
具
、

キ
ッ
チ
ン
用
品
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
、
ミ
ン
ト
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
多
様
だ
。

こ
の
場
合
、
乗
客
は
そ
れ
を
買
い
た
け
れ
ば
代
金
を
、
不
要
で
あ
れ
ば
そ

の
配
ら
れ
た
商
品
を
売
り
子
に
渡
す
こ
と
で
取
引
が
成
り
立
つ
。

　
住
宅
街
に
も
、
様
々
な
物
売
り
が
往
来
す
る
。
代
表
的
な
の
は
パ
ン
屋

で
、
彼
ら
は
独
特
の
節
を
つ
け
て
「
ア
エ
ー
シ
！
（
エ
ジ
プ
ト
の
ア
ラ
ビ

ア
語
で
パ
ン
を
意
味
す
る
）」
と
叫
び
な
が
ら
自
転
車
で
ゆ
っ
く
り
と
住
宅

街
を
通
り
抜
け
て
い
く
。
エ
ジ
プ
ト
で
パ
ン
と
い
え
ば「
バ
ラ
デ
ィ
ー（
そ

の
土
地
の
、
地
元
の
）」
と
呼
ば
れ
る
丸
い
平
た
い
パ
ン
で
、
焼
き
立
て
の

温
か
い
パ
ン
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
袋
に
入
れ
る
と
湯
気
で
ふ
や
け
て
し

ま
う
た
め
、
売
り
子
は
頭
上
に
乗
せ
た
縦
横
一
・
五
×
一
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
の
網
の
上
に
広
げ
て
そ
の
パ
ン
を
運
ぶ
こ
と
が
多
い
。
そ
の
状
態
を
維

持
し
た
ま
ま
自
転
車
の
乗
降
を
す
る
の
だ
か
ら
器
用
な
も
の
で
あ
る
。

　
他
に
も
住
宅
街
に
頻
出
す
る
の
は
ガ
ス
屋
で
、
彼
ら
は
自
転
車
の
後
ろ

に
積
ん
だ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
工
具
で
叩
き
、
甲
高
い
金
属
音
を
響
か
せ
な
が

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
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ら
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
交
換
が
必
要
な
家
を
探
す
。
こ
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
料

理
用
の
コ
ン
ロ
や
オ
ー
ブ
ン
に
接
続
し
て
使
用
す
る
も
の
で
、
都
市
ガ
ス

が
導
入
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
に
住
む
人
び
と
に
と
っ
て
は
重
要
な
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　
住
宅
街
に
は
、
ル
バ
ベ
キ
ヤ
と
呼
ば
れ
る
廃
品
回
収
・
買
取
業
者
も
頻

繁
に
や
っ
て
く
る
。
か
つ
て
は
「
ベ
キ
ヤ
！
」
と
叫
び
な
が
ら
自
転
車
で

リ
ヤ
カ
ー
を
牽
引
す
る
ス
タ
イ
ル
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
そ
の

リ
ヤ
カ
ー
に
ラ
ウ
ド
ス
ピ
ー
カ
ー
を
乗
せ
て
、「
な
ん
で
も
引
き
取
り
ま

す
」
と
い
う
旨
の
録
音
さ
れ
た
宣
伝
文
句
を
大
音
量
で
流
し
な
が
ら
自

転
車
で
移
動
す
る
形
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
ル
バ
ベ
キ
ヤ
に
不
用
品
を

引
き
取
っ
て
も
ら
う
場
合
、
査
定
に
よ
り
買
い
取
っ
て
も
ら
え
る
場
合

も
あ
れ
ば
、
無
料
で
引
き
取
り
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
彼
ら
の
リ
ヤ
カ
ー

に
乗
っ
て
い
る
も
の
は
、
柄
が
折
れ
た
ほ
う
き
や
壊
れ
た
椅
子
、
元
が
何

だ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
機
械
の
一
部
な
ど
で
、
引
き
取
っ
た
品
物
は
修

理
し
た
上
で
商
品
と
し
て
、
あ
る
い
は
分
解
し
て
部
品
と
し
て
再
販
さ
れ

る
。
住
宅
街
に
現
れ
る
業
者
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、
客
は
道
で
呼
び
止
め

た
り
、
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
声
を
か
け
た
り
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
。

　
住
宅
街
に
響
く
音
は
他
に
も
あ
る
。
筆
者
が
や
や
庶
民
的
な
地
区
に
住

ん
で
い
た
頃
、
自
宅
に
い
る
と
、
近
所
の
人
た
ち
が
忘
れ
物
を
し
た
り

し
て
バ
ル
コ
ニ
ー
の
下
か
ら
上
の
階
の
自
宅
に
い
る
家
族
に
大
声
で
頼

み
事
を
す
る
声
が
頻
繁
に
聞
こ
え
た
。
そ
し
て
家
に
い
る
家
族
は
、
ロ
ー

プ
で
吊
る
し
た
籠
に
頼
ま
れ
た
も
の
を
入
れ
て
下
に
届
け
る
の
が
常
で

あ
っ
た
。
当
時
は
、
近
所
の
人
が
出
勤
す
る
時
、
毎
朝
車
の
エ
ン
ジ
ン
が

か
か
ら
ず
何
度
も
何
度
も
試
し
て
よ
う
や
く
車
が
動
き
出
す
様
子
が
目

覚
ま
し
代
わ
り
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
は
、
ロ
バ
が
、
あ
の
独
特
な
鳴

き
声
を
近
所
に
響
き
渡
ら
せ
て
い
る
の
も
し
ば
し
ば
耳
に
し
た
。
ロ
バ

は
、
往
々
に
し
て
野
菜
や
果
物
を
乗
せ
た
台
車
を
牽
引
し
て
お
り
、
そ
の

大
人
し
そ
う
な
容
貌
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
独
特
な
鳴
き
声

で
鳴
く
。
し
い
て
例
え
る
な
ら
、
大
音
量
か
つ
速
い
テ
ン
ポ
の
往
復
い
び

き
2

と
で
も
言
え
よ
う
か
。
犠
牲
祭

3
の
頃
に
な
る
と
、
犠
牲
の
羊
た
ち

が
連
れ
て
こ
ら
れ
て
近
所
に
鳴
き
声
を
響
か
せ
る
。
こ
の
地
区
に
は
、
ラ

マ
ダ
ー
ン
月
の
断
食
の
間
、
日
の
出
前
に
朝
食
を
と
れ
る
よ
う
に
太
鼓
を

た
た
い
て
人
々
を
起
こ
し
て
回
る
ム
サ
ッ
ハ
ラ
ー
テ
ィ
ー
も
現
れ
た
。
こ

の
地
区
の
ム
サ
ッ
ハ
ラ
ー
テ
ィ
ー
は
、
太
鼓
の
み
な
ら
ず
楽
器
を
演
奏
す

る
者
や
歌
う
者
も
い
る
四
、五
人
の
集
団
で
、
自
分
の
名
前
を
書
い
た
紙

と
若
干
の
心
づ
け
を
渡
す
と
、
バ
ル
コ
ニ
ー
の
下
で
呼
び
か
け
の
部
分
に

そ
の
名
前
を
使
っ
て
歌
を
歌
っ
て
く
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
、
カ
イ
ロ
に
暮
ら
す
と
聞
こ
え
て
く
る
音
／
声
は
、
例
え

ば
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
を
支
え
た
ロ
ッ
ク
や
ラ
ッ
プ
音
楽
の
よ
う
に
政
治
的

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、
伝
統
音
楽
の
よ

う
な
芸
術
性
も
な
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
ア
ザ
ー
ン
（
礼
拝
へ
の
呼
び
か
け
）

や
ク
ル
ア
ー
ン
朗
誦
な
ど
の
よ
う
に
宗
教
的
な
性
格
も
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
音
が
書
き
と
め
ら
れ
記
録
さ
れ
る
こ
と

は
あ
ま
り
多
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
確
か
に
カ
イ
ロ
に
暮

ら
す
人
々
の
日
常
生
活
の
中
か
ら
発
せ
ら
れ
、
カ
イ
ロ
の
音
風
景
の
一
部

を
形
成
し
て
い
る
。

2
．
聞
こ
え
な
い
音
―
コ
プ
ト
正
教
会
の
音
風
景

　
こ
の
よ
う
に
、
大
都
市
カ
イ
ロ
は
多
様
な
音
に
満
ち
て
い
る
が
、
自
ら

探
し
求
め
な
い
限
り
、
ほ
と
ん
ど
耳
に
す
る
こ
と
が
な
い
音
も
あ
る
。
コ
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プ
ト
正
教
会
に
関
す
る
音
で
あ
る
。

　
コ
プ
ト
正
教
会
と
は
、
エ
ジ
プ
ト
に
根
差
し
た
教
会
で
、
福
音
記
者
聖

マ
ル
コ
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
し
た
際
に
成
立

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
歴
史
を
反
映
し
て
、
コ
プ
ト
正
教
会
の

長
は
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
教
皇
・
聖
マ
ル
コ
大
主
教
管
区
総
主
教
（bābā 

al-iskandarīya w
a baṭriyark al-kirāza al-m

urqusīya

）」
と
呼
ば
れ
る
。
コ
プ

ト
正
教
会
は
そ
の
成
立
以
来
エ
ジ
プ
ト
を
拠
点
と
し
て
き
た
が
、
同
教
会

が
エ
ジ
プ
ト
の
主
流
な
宗
教
・
教
派
と
な
っ
た
時
代
は
ご
く
短
か
っ
た
。

そ
れ
に
該
当
す
る
の
は
、
三
一
三
年
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
が
キ
リ

ス
ト
教
を
公
認
し
て
か
ら
四
五
一
年
の
カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
で
同
教
会

が
非
主
流
派
の
立
場
に
陥
る
ま
で
の
時
期
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
。
こ
の
カ
ル

ケ
ド
ン
公
会
議
で
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
教
会
の
第
二
十
五
代
総
主
教

デ
ィ
オ
ス
コ
ロ
ス
は
、
キ
リ
ス
ト
の
神
性
と
人
性
に
関
す
る
議
論
で
ロ
ー

マ
お
よ
び
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
教
会
と
意
見
を
異
に
し
、
袂
を
分

か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
以
後
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国

の
主
流
派
で
あ
る
カ
ル
ケ
ド
ン
派
（
の
ち
の
ギ
リ
シ
ア
正
教
会
。
当
時
は
メ

ル
キ
ト
派
と
も
呼
ば
れ
た
）
と
非
カ
ル
ケ
ド
ン
派
（
の
ち
の
コ
プ
ト
正
教
会
）

の
総
主
教
が
並
立
し
、
両
者
の
対
立
の
時
代
が
続
い
た
。
六
四
一
年
の
ア

ラ
ブ
軍
の
エ
ジ
プ
ト
征
服
以
後
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
側
の
教
派
で
あ
る
カ

ル
ケ
ド
ン
派
が
冷
遇
さ
れ
た
一
方
、
非
カ
ル
ケ
ド
ン
派
が
優
遇
さ
れ
た
も

の
の
、
い
ず
れ
も
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
生
き
る
ズ
ィ
ン
ミ
ー
（
庇
護
民
）

と
し
て
従
属
的
な
地
位
に
お
か
れ
た
。

　
十
九
世
紀
以
降
は
、
エ
ジ
プ
ト
が
近
代
化
の
道
を
歩
み
、
国
の
あ
り
方

も
国
民
国
家
へ
と
変
容
し
て
い
く
中
で
、
コ
プ
ト
の
人
び
と
は
ム
ス
リ
ム

と
平
等
な
権
利
と
義
務
を
持
つ
エ
ジ
プ
ト
国
民
と
し
て
の
地
位
を
得
た
。

エ
ジ
プ
ト
は
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
支
配
を
受
け
た
が
、
反
英
独
立
運
動
で

あ
る
一
九
一
九
年
革
命
で
、
三
日
月
が
十
字
架
を
抱
く
旗
が
使
用
さ
れ
、

ム
ス
リ
ム
と
コ
プ
ト
が
連
帯
し
共
闘
し
た
と
い
う
記
憶
は
現
在
で
も
エ

ジ
プ
ト
の
国
民
統
合
の
証
し
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
様
々
な
形
で
コ
プ
ト
に
対
す
る
差
別
問
題
は
残
っ
て
お
り
、

一
九
七
〇
年
代
以
降
は
宗
派
対
立
事
件
も
し
ば
し
ば
発
生
し
て
い
る
。
一

般
に
宗
派
対
立
事
件
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
事
件
に
は
、
一
般
市
民
の
間
の

諍
い
が
拡
大
し
た
も
の
や
、
警
察
に
よ
る
コ
プ
ト
の
人
び
と
へ
の
差
別
・

虐
待
事
件
な
ど
も
含
ま
れ
る
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
は
ジ
ハ
ー
ド
主
義

者
に
よ
る
コ
プ
ト
の
人
々
を
標
的
と
し
た
暴
力
行
為
が
増
加
し
て
お
り
、

特
に
二
〇
一
七
年
に
は
カ
イ
ロ
お
よ
び
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
主
要
な

教
会
を
標
的
と
し
た
自
爆
テ
ロ
、
エ
ジ
プ
ト
中
部
の
修
道
院
へ
の
巡
礼
バ

ス
銃
撃
事
件
な
ど
が
続
発
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
コ
プ
ト
の
教
会
堂
や
修
道
院
は
視

覚
的
に
目
立
た
な
い
よ
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
お
り
、
特
に
カ
イ
ロ
で
は
高

い
外
壁
と
植
木
で
覆
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
オ
ー
ル
ド
カ
イ
ロ
な
ど

の
古
い
教
会
で
は
、
教
会
堂
の
建
物
自
体
に
窓
が
な
い
か
、
あ
る
い
は
明

か
り
取
り
用
の
小
さ
い
窓
が
高
い
位
置
に
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
外
か
ら
内

部
の
様
子
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
（R

am
zy 2011: 

258-259

）。

　
ま
た
、
か
つ
て
は
エ
ジ
プ
ト
で
も
ミ
サ

４
の
始
ま
り
を
知
ら
せ
る
た
め

に
鐘
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
西
暦
八
五
〇
年
に
教
会
に
お
け
る
鐘
の

使
用
を
禁
じ
る
命
令
が
出
さ
れ
て
か
ら
は
、
木
板
を
木
槌
で
叩
く
こ
と

で
鐘
の
代
わ
り
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（B

utler 1884: 80

）。
こ
の
禁
令

に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
優
位
を
示
す
意
図
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
当
時
編
纂
が
進
ん
だ
イ
ス
ラ
ー

ム
の
伝
承
集

５
（
ハ
デ
ィ
ー
ス
）
の
中
に
、「（
慈
悲
の
）
天
使
も
犬
を
連
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れ
た
り
、
ベ
ル

６
を
持
っ
て
旅
す
る
一
行
に
は
同
伴
し
な
い
」「
ベ
ル
は

サ
タ
ン
の
楽
器
」（
イ
マ
ー
ム
・
ム
ス
リ
ム
・
ビ
ン
・
ア
ル
・
ハ
ッ
ジ
ャ
ー
ジ 

1989: 205

）
と
い
う
も
の
が
あ
る
な
ど
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
観
点
か
ら
鈴

や
鐘
な
ど
が
「
忌
避
す
べ
き
も
の

７
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
も
影
響

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

B
utler

（1884: 
80

）
に
よ
る
と
、

一
八
八
〇
年
代

の
段
階
で
も
コ

プ
ト
正
教
会
で

板
と
木
槌
が
鐘

の
代
わ
り
に
使

用
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る

が
、
現
在
で
は

ミ
サ
の
始
ま
り
を
知
ら
せ
る
た
め
に
鐘
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
教
会
の
絶
対
数
が
多
く
は
な
い
こ
と
か
ら
、
鐘
が
鳴
る

時
間
帯
に
近
く
に
い
な
い
と
教
会
の
鐘
の
音
に
は
な
か
な
か
気
づ
か
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
教
会
の
鐘
は
、
他
に
も
結
婚
式
、
葬
式
、
教
会
の
高

位
聖
職
者
に
よ
る
訪
問
が
あ
っ
た
際
な
ど
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
。

　
鐘
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
ロ
ー
マ
典
礼
を
行
う
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で

は
、
ミ
サ
の
開
始
時
と
聖
変
化
の
前
に
小
鐘
を
使
用
す
る
が
、
現
在
コ
プ

ト
正
教
会
で
は
ミ
サ
で
鈴
や
小
鐘
を
使
用
す
る
こ
と
は
な
い
。
三
～
六
世

紀
ご
ろ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
遺
構
か
ら
は
小
鐘
が
発
掘
さ
れ
、
十
四
世
紀
の

記
録
に
は
教
会
の
祭
壇
を
聖
別
す
る
儀
式
で
司
教
が
鈴
（nāqūs

８
）
を
三

回
鳴
ら
す
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
十
七
世
紀
に
は
ド
イ
ツ
か
ら
の
旅
行
者

が
コ
プ
ト
正
教
会
の
ミ
サ
で
鈴
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
書
き
残
し
て
い

る
が
、
そ
の
後
い
つ
鈴
や
小
鐘
が
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
か
は
不
明
で

あ
る
（M

oftah et al. 1991: 36, 38

）。

　
鐘
の
音
が
教
会
の
外
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
教
会
の

外
に
響
く
こ
と
が
稀
な
の
が
コ
プ
ト
の
宗
教
音
楽
で
あ
る
。
コ
プ
ト
の

宗
教
音
楽
は
、
大
ま
か
に
、
教
会
の
ミ
サ
で
使
用
さ
れ
る
典
礼
聖
歌
「
ラ

フ
ン
（laḥn

　
複
数
形
ア
ル
ハ
ー
ンalḥān

）」、
聖
母
マ
リ
ア
、
諸
聖
人
、

使
徒
ら
を
賛
美
す
る
歌
「
マ
デ
ィ
ー
フ
（m

adīḥ

　
複
数
形
マ
ダ
ー
イ
フ

m
adā᾿iḥ

）」、
そ
し
て
教
会
の
外
で
一
般
信
徒
た
ち
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
宗

教
歌
「
タ
ル
テ
ィ
ー
ル
（tartīl

）」「
タ
ル
ニ
ー
ム
（tarnīm

）」
の
三
つ
に

分
け
ら
れ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
マ
デ
ィ
ー
フ
は
、
聖
人
の
祭
り
の
時
や
、
信
徒
た
ち
が
聖

人
廟
や
修
道
院
を
訪
問
し
た
際
な
ど
に
、
関
連
す
る
聖
人
を
讃
え
る
た
め

に
歌
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
待
降
節
の
時
に
は
聖
母
マ
リ
ア
を
讃
え
る

マ
デ
ィ
ー
フ
が
毎
日
教
会
で
歌
わ
れ
る
。
歌
詞
は
、
マ
ウ
ワ
ー
ル
と
呼
ば

れ
る
エ
ジ
プ
ト
の
民
衆
の
間
に
伝
わ
る
詩
と
類
似
し
て
お
り
、
そ
の
土
地

で
収
穫
さ
れ
る
果
物
や
季
節
に
関
す
る
事
柄
、
そ
の
土
地
の
日
常
生
活
に

根
差
し
た
比
喩
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
（R

am
zy 2014: 

164

）。
マ
デ
ィ
ー
フ
は
一
般
信
徒
の
男
性
も
女
性
も
歌
い
、
伴
奏
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
楽
器
を
用
い
て
も
よ
く
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
単
旋
律
で
繰
り
返
し

が
多
い
。
後
述
す
る
タ
ル
テ
ィ
ー
ル
と
比
較
し
て
、
民
衆
の
間
に
伝
わ
る

古
典
的
・
伝
統
的
な
宗
教
歌
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
タ
ル
テ
ィ
ー
ル
あ
る
い
は
タ
ル
ニ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
種
類
の
歌
は
、
い

わ
ゆ
る
賛
美
歌
で
、
十
九
世
紀
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
や
っ
て
き
た
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
宣
教
師
た
ち
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
初
は
「
主
よ

御
許
に
近
づ
か
ん
」
な
ど
の
英
語
の
賛
美
歌
を
ア
ラ
ビ
ア
語
に
訳
し
た
も

図 1：鐘塔のあるムアッラカ教会
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の
が
歌
わ
れ
て
い
た
が
、
や
が
て
コ
プ
ト
の
人
び
と
が
自
ら
作
詞
作
曲
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
コ
プ
ト
正
教
会
の
日
曜
学
校
運
動

が
盛
ん
に
な
る
と
、
同
運
動
を
通
し
て
タ
ル
テ
ィ
ー
ル
が
普
及
し
て
人
気

を
博
し
、
同
運
動
の
指
導
者
で
あ
っ
た
ハ
ビ
ー
ブ
・
ギ
ル
ギ
ス
（Ḥ

abīb 
G

irgis, 
一
八
七
六
︱
一
九
五
一
）
ら
も
自
ら
タ
ル
テ
ィ
ー
ル
を
作
曲
し
た
。

タ
ル
テ
ィ
ー
ル
は
現
在
で
も
人
気
が
高
く
、「
よ
り
よ
い
人
生
」（al-ḥayāt 

al-afḍal

）
と
い
う
名
の
バ
ン
ド
や
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
マ
ー

ヒ
ル
・
フ
ァ
ー
イ
ズ
な
ど
が
タ
ル
テ
ィ
ー
ル
の
歌
手
と
し
て
著
名
で
あ

る
。
タ
ル
テ
ィ
ー
ル
は
、
歌
詞
を
除
け
ば
普
通
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
あ

ま
り
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
教
会
の
外
で
は
最
も
コ
プ
ト
の
人
び
と
に

と
っ
て
身
近
な
宗
教
音
楽
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
タ
ル
テ
ィ
ー
ル
で

は
女
性
歌
手
が
活
躍
し
て
お
り
、
タ
ル
テ
ィ
ー
ル
が
普
及
し
た
こ
と
で
コ

プ
ト
の
宗
教
音
楽
に
お
け
る
女
性
の
役
割
に
新
た
な
地
平
が
開
け
た
と

言
え
る
（R

am
zy 2014: 164-165

）。

　
と
は
い
え
、
コ
プ
ト
正
教
会
の
宗
教
音
楽
の
中
核
を
な
す
の
は
、
典
礼

聖
歌
に
相
当
す
る
ラ
フ
ン
で
あ
ろ
う
。
コ
プ
ト
正
教
会
は
、
そ
の
ミ
サ
全

体
が
聖
歌
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
く
ら
い
、
ミ

サ
に
聖
歌
を
多
く
用
い
る
。
ま
た
、R

am
zy

（2014: 161
）
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
コ
プ
ト
正
教
の
教
え
で
は
、
人
間
の
地
上
で
の
生
活
は
人
間
の

魂
に
と
っ
て
つ
か
の
間
の
旅
に
す
ぎ
ず
、
魂
は
常
に
神
の
許
に
戻
る
こ
と

を
切
望
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ミ
サ
の
典
礼
聖
歌
は
、
死
後

天
国
で
神
を
讃
え
て
永
遠
の
時
を
過
ご
す
状
態
を
地
上
で
一
時
的
に
再

現
し
た
も
の
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
典
礼
聖
歌
で
あ
る
ラ
フ
ン

は
、
神
と
の
霊
的
な
交
わ
り
を
得
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

　
コ
プ
ト
正
教
会
の
聖
歌
の
特
徴
と
し
て
は
、
単
旋
律
で
和
音
を
用
い
る

こ
と
は
な
く
、
小
さ
な
シ
ン
バ
ル
（daff　
あ
る
い
はnāqūs

）
と
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
（triano　
あ
る
い
はm

uthallath

）
で
リ
ズ
ム
を
取
る
も
の
の
そ

れ
以
外
は
楽
器
に
よ
る
伴
奏
が
な
く
、
男
性
の
み
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
と

い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
（G

abry-Thienpont 2017: 80

）。
た
だ
し
、
聖
歌

に
は
マ
ラ
ッ
ダ
ー
ト
（m

araddāt

）
と
呼
ば
れ
る
会
衆
に
よ
る
返
答
の
部

分
が
あ
り
、
そ
の
部
分
は
女
性
信
徒
も
歌
う
。

　
ラ
フ
ン
は
ま
た
、
聖
歌
と
い
う
歌
の
ジ
ャ
ン
ル
を
指
す
語
と
し
て
も
使

用
さ
れ
る
が
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
型
と
い
う
意
味
で
も
使
用
さ
れ
、
そ
の
意

味
で
の
ラ
フ
ン
は
ア
ラ
ブ
音
楽
の
マ
カ
ー
ム

９
に
近
い
概
念
と
さ
れ
て
い

る
（M

oftah et. al. 1991: 6

）。
ま
た
、
教
会
暦
に
合
わ
せ
て
、「
断
食
の
ラ

フ
ン
」（
四
旬
節
）、「
悲
し
み
の
ラ
フ
ン
」（
聖
週
間
お
よ
び
葬
儀
）、「
喜

び
の
ラ
フ
ン
」（
主
の
七
つ
の
大
祭
：
受
胎
告
知
、
降
誕
祭
、
主
の
洗
礼
、
枝

の
主
日
、
復
活
祭
、
主
の
昇
天
、
聖
霊
降
臨
）
な
ど
複
数
の
ラ
フ
ン
が
使
い

分
け
ら
れ
る
（G

abra 2008: 208

）。
同
じ
ラ
フ
ン
に
異
な
る
歌
詞
を
乗
せ

て
歌
う
場
合
も
あ
れ
ば
、
同
じ
歌
詞
を
異
な
る
ラ
フ
ン
に
乗
せ
て
歌
う
場

合
も
あ
る
。

　
聖
歌
に
使
用
さ
れ
る
言
語
は
伝
統
的
に
コ
プ
ト
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
、
ア

ラ
ビ
ア
語
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
は
信
徒
の
海
外
移
住
が
進

ん
だ
た
め
、
英
語
な
ど
移
住
先
の
言
語
が
聖
歌
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
は
海
外
宣
教
に
も
力
を

入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
流
れ
で
二
〇
一
六
年
に
は
、
京

都
の
木
津
川
市
に
聖
マ
リ
ア
・
聖
マ
ル
コ
日
本
コ
プ
ト
正
教
会
が
開
堂
し

た
。
同
教
会
で
は
伝
統
的
な
ラ
フ
ン
に
日
本
語
の
歌
詞
を
乗
せ
て
聖
歌
を

歌
い
、
そ
れ
をYouTube

な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
に
掲

載
し
て
い
る
（Japan C

optic C
hurch 2018

）。「
私
た
ち
に
平
和
を
お
与
え

く
だ
さ
い
」「
私
た
ち
の
罪
を
お
許
し
く
だ
さ
い
」「
主
よ
、
憐
れ
み
た
ま
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え
」
な
ど
の
日
本
語
の
歌
詞
が
コ
プ
ト
正
教
会
の
ラ
フ
ン
で
歌
わ
れ
る
の

を
聞
く
と
、
コ
プ
ト
正
教
会
の
長
い
歴
史
と
伝
統
、
そ
し
て
新
し
い
時
代

に
適
応
し
て
生
き
延
び
て
い
く
柔
軟
性
と
生
命
力
を
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
海
外
布
教
と
、
コ
プ
ト
正
教
会
が
「
エ
ジ
プ

ト
の
教
会
」
と
し
て
歩
ん
で
き
た
歴
史
は
ど
の
よ
う
に
関
連
づ
け
ら
れ
る

の
か
と
い
う
疑
問
も
同
時
に
去
来
す
る
。

　
こ
う
し
た
典
礼
聖
歌
は
、
主
と
し
て
ア
ー
リ
フ
（‘ārif　
知
る
者
）、
ム

ア
ッ
リ
ム
（m

u‘allim

　

教
師
）
な
ど
と
呼
ば
れ
る
盲
目
の
カ
ン
ト
ル
（
歌

い
手
）
た
ち
に
よ
っ
て
歌
い
継
が
れ
て
き
た
。
か
つ
て
、
視
覚
に
障
が
い

が
あ
る
人
び
と
は
、
視
覚
を
失
っ
た
代
わ
り
に
鋭
敏
な
聴
覚
と
高
い
記
憶

力
を
得
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
視
力
を
失
っ
た
男
子
は
教
会
の
カ

ン
ト
ル
と
し
て
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
現
在
で
は
衛
生
環

境
が
改
善
さ
れ
た
た
め
、
感
染
症
な
ど
に
よ
っ
て
視
力
を
失
う
子
ど
も
の

数
は
大
幅
に
減
少
し
た
も
の
の
、
視
覚
障
が
い
者
が
優
れ
た
歌
い
手
と
み

な
さ
れ
る
傾
向
は
現
在
で
も
強
い
（G
abry-Thienpont 2017: 83

）。

　
こ
の
カ
ン
ト
ル
た
ち
に
対
す
る
専
門
的
な
音
楽
教
育
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
十
九
世
紀
末
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
十
九
世
紀
半
ば

ご
ろ
ま
で
の
コ
プ
ト
正
教
会
で
は
、
聖
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
リ
ズ
ム
は

基
本
的
に
書
き
留
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
各
教
会
に
お
い
て
口
伝
で

伝
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
歌
い
手
に
よ
っ
て
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
歌
詞
が
異

な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
総
主
教
キ
リ
ル
ス
四
世
（
在
位
一
八
五
三
︱

一
八
六
一
、
別
名
「
改
革
の
父
」）
は
一
八
五
九
年
に
『
助
祭
た
ち
の
奉
仕
』

（K
hidm

at al-Sham
ām

isa

）
と
題
す
る
書
籍
を
出
版
し
て
ラ
フ
ン
の
統
一

を
図
り
、
そ
の
改
革
を
引
き
継
い
だ
キ
リ
ル
ス
五
世
（
在
位
一
八
七
四
︱

一
九
二
七
）
は
一
八
九
三
年
に
カ
イ
ロ
の
バ
フ
ナ
サ
ー
地
区
に
コ
プ
ト
正

教
会
の
神
学
校
を
設
立
し
、
そ
の
音
楽
部
門
で
カ
ン
ト
ル
た
ち
に
対
す
る

専
門
的
な
教
育
を
行
っ
た
（G

abra 2008: 208

）。
そ
の
後
、
一
九
七
七
年

に
ア
シ
ュ
ー
ト
県
の
ム
ハ
ッ
ラ
ク
修
道
院

10
内
に
デ
ィ
デ
ィ
ム
ス

11
研
究

所
（m

a‘had dīdīm
ūs lil-m

urattilīn

）
が
設
立
さ
れ
、
エ
ジ
プ
ト
有
数
の
カ

ン
ト
ル
養
成
所
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　
デ
ィ
デ
ィ
ム
ス
研
究
所
は
、
中
等
教
育
以
上
の
修
了
者
に
対
し
て
六
年

間
の
教
育
課
程
を
提
供
し
て
お
り
、
そ
れ
を
通
し
て
典
礼
聖
歌
に
精
通
し

た
カ
ン
ト
ル
を
育
成
す
る
。
そ
こ
で
の
音
楽
教
育
は
口
伝
で
、
西
洋
式
の

楽
譜
は
用
い
ら
れ
な
い
が
、
代
わ
り
に
斜
線
を
並
べ
た
よ
う
な
形
の
独
特

の
楽
譜

12
が
補
助
的
に
使
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
ハ
ッ
ザ
ー
ト
（hazzāt

　

動
き
）
と
か
ハ
ラ
ー
イ
ト
（kharā᾿iṭ　
地
図
）
と
呼
ば
れ
る
簡
易
的
な
表

記
法
で
、
デ
ィ
デ
ィ
ム
ス
研
究
所
に
限
ら
ず
エ
ジ
プ
ト
各
地
の
教
会
で
使

用
さ
れ
て
い
る
（R

am
zy 2015: 71

）。
こ
の
斜
線
の
楽
譜
に
は
厳
格
な
規

則
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
教
師
に
よ
っ
て
譜
面
の
書
き
方
が
異
な

る
な
ど
、
あ
く
ま
で
カ
ン
ト
ル
た
ち
が
記
憶
す
る
の
を
助
け
る
メ
モ
書
き

の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
単
体
で
音
が
再
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
し

か
し
最
近
で
は
携
帯
電
話
も
含
め
て
録
音
機
器
が
安
価
に
手
に
入
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
録
音
デ
ー
タ
を
併
用
し
て
、
こ
の
斜
線
の
楽
譜
で
は

記
録
で
き
な
い
情
報
を
補
い
つ
つ
、
口
伝
と
暗
記
を
基
本
と
す
る
音
楽
教

育
が
継
続
さ
れ
て
い
る
（G

abry-Thienpont 2017: 86-88

）。

　
と
こ
ろ
で
、
二
十
世
紀
の
コ
プ
ト
の
教
会
音
楽
を
語
る
上
で
避
け
て
通

れ
な
い
の
が
、
ラ
ー
ギ
ブ
・
ム
フ
タ
ー
フ
（R

āghib M
uftāḥ

　
一
八
九
八

︱
二
〇
〇
一
）
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
水
野
（2008: 94-95

）
が
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
ム
フ
タ
ー
フ
は
コ
プ
ト
の
教
会
音
楽
に
人
生
を
さ
さ

げ
た
人
で
、
一
九
五
五
年
に
コ
プ
ト
学
研
究
所
（m

a‘had al-dirāsāt al-
qibṭīya

13
）
が
カ
イ
ロ
の
総
主
教
座
内
に
設
立
さ
れ
た
時
は
そ
の
音
楽
学

科
の
学
科
長
と
な
り
、
音
楽
教
育
に
尽
力
し
た
。
ム
フ
タ
ー
フ
自
身
は
西
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洋
式
の
楽
譜
を
読
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
欧
米
の
専
門
家
の
助
け

を
借
り
て
、
カ
ン
ト
ル
た
ち
の
歌
う
聖
歌
を
西
洋
式
の
楽
譜
に
書
き
起
こ

し
、
録
音
す
る
作
業
を
七
十
五
年
以
上
に
わ
た
っ
て
続
け
た
。
そ
の
成
果

の
大
半
は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
米
国
議
会
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

（R
am

zy 2015: 65

）。
ま
た
、
ム
フ
タ
ー
フ
は
コ
プ
ト
正
教
会
の
教
会
音

楽
、
特
に
ラ
フ
ン
が
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
と
主
張
し
た
フ
ァ

ラ
オ
主
義
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ム
フ
タ
ー
フ
の
コ
プ
ト
音
楽
の
保
存
活
動
に
つ
い
て
、R

am
zy

（2015

）
は
、
興
味
深
い
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
ム
フ
タ
ー
フ
に
協
力
し

て
実
際
に
採
譜
を
行
っ
た
英
国
人
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ニ
ュ
ー
ラ
ン
ド
ス
ミ
ス

（Ernest N
ew

landsm
ith

）
は
、
コ
プ
ト
音
楽
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
音
楽
を

元
の
形
の
ま
ま
現
代
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
が
、「
ア
ラ
ブ
的
瓦
礫
」
の

下
に
埋
も
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
取
り
除
い
て
真
の
姿
を
再
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
（R

am
zy 2015: 77

）。
ま
た
、
コ
プ

ト
の
人
び
と
が
自
ら
の
宗
教
音
楽
に
対
し
て
近
代
化
を
試
み
た
時
、
そ
れ

は
ラ
フ
ン
を
西
洋
式
の
楽
譜
に
採
譜
し
て
「
読
め
る
」
も
の
に
し
よ
う
と

す
る
試
み
、
そ
し
て
ラ
フ
ン
を
科
学
的
に
研
究
す
る
試
み
と
し
て
現
れ
た

の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
試
み
の
中
に
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
な
偏

見
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
メ
リ
ス
マ

14
な
ど
の
装
飾
的
な

歌
唱
法
や
微
分
音
、
即
興
演
奏
な
ど
の
非
西
洋
的
要
素
を
「
ア
ラ
ブ
的
後

進
性
」
と
否
定
的
に
捉
え
る
価
値
観
が
引
き
継
が
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た

（R
am

zy 2015: 74

）。

　
そ
う
し
た
状
況
を
背
景
と
し
て
、
ム
フ
タ
ー
フ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残

さ
れ
て
い
る
ラ
フ
ン
の
録
音
で
は
、
後
進
性
の
象
徴
で
あ
る
「
ア
ラ
ブ
的

瓦
礫
」、
す
な
わ
ち
装
飾
的
歌
唱
法
や
即
興
的
要
素
が
通
常
よ
り
も
控
え

め
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
「
通
常
」
と
書
い
た
よ
う

に
、
現
在
エ
ジ
プ
ト
お
よ
び
在
外
コ
プ
ト
共
同
体
で
実
際
に
歌
わ
れ
て

い
る
ラ
フ
ン
で
は
、
装
飾
的
歌
唱
法
や
即
興
が
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
ら
れ
て

お
り
、
ム
フ
タ
ー
フ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
録
音
と
の
差
が
際
立
っ
て
い

る
（R

am
zy 2015: 78-79

）。
し
か
し
、
ム
フ
タ
ー
フ
自
身
は
、
コ
プ
ト
の

ラ
フ
ン
を
あ
く
ま
で
「
あ
り
の
ま
ま
」
の
姿
で
記
録
・
保
存
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
の
で
あ
り
、
ム
フ
タ
ー
フ
流
の
「
近
代
的
」
ラ
フ
ン
を
創
出
し

て
そ
の
普
及
を
推
進
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
コ
プ
ト
の
人
び

と
の
間
で
も
、
宗
教
音
楽
の
近
代
化
の
あ
る
べ
き
姿
は
一
様
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
ム
フ
タ
ー
フ
お
よ
び
そ
の
支
援
者
た
ち
が
意
識
的
に
、

あ
る
い
は
無
意
識
的
に
取
り
除
こ
う
と
し
た
「
ア
ラ
ブ
的
瓦
礫
」
が
簡
単

に
消
し
去
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

3
．
聞
か
せ
る
音
―
音
楽
に
よ
る
平
和
へ
の
訴
え

　
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
コ
プ
ト
正
教
会
の
宗
教
音
楽
は
、
教
会
あ
る
い

は
教
会
関
連
施
設
の
外
で
披
露
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

現
在
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
や
、A

ghapy TV

やC
TV

な
ど
の
よ

う
な
コ
プ
ト
が
所
有
し
運
営
す
る
衛
星
放
送
局

15
で
、
ミ
サ
の
様
子
や
マ

デ
ィ
ー
フ
、
タ
ル
ニ
ー
ム
の
映
像
音
声
が
日
々
放
映
・
配
信
さ
れ
て
お
り
、

コ
プ
ト
の
宗
教
音
楽
が
す
べ
て
教
会
の
壁
の
中
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
衛
星
放
送
も
視
聴
者
が
自

ら
コ
ン
テ
ン
ツ
を
選
ぶ
種
類
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
た
め
、
敢
え
て
求
め
な

い
限
り
は
、
部
外
者
が
コ
プ
ト
の
宗
教
音
楽
に
触
れ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど

な
い
と
い
う
状
況
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
ち
な
み
に
、
エ
ジ
プ
ト
の
地

上
波
の
テ
レ
ビ
局
で
コ
プ
ト
の
ミ
サ
が
放
送
さ
れ
る
こ
と
は
皆
無
に
近
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く
、
仮
に
あ
る
と
し
て
も
、
大
統
領
が
降
誕
祭
の
ミ
サ
を
表
敬
訪
問
し
た

様
子

16
な
ど
が
ニ
ュ
ー
ス
映
像
と
し
て
流
れ
る
程
度
で
あ
る
。

　
そ
の
中
で
、
エ
ジ
プ
ト
文
化
省
の
文
化
開
発
基
金
（ṣundūq al-tanm

iya 
al-thaqāfīya

）
が
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
、
宗
教
音
楽
を
通
し
て
異
な
る
宗

教
・
宗
派
間
の
交
流
と
相
互
理
解
を
目
指
す
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
同
基
金
は
「
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」（risālat salām

）

と
い
う
音
楽
グ
ル
ー
プ
を
設
立
し
、
そ
れ
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
の

ス
ー
フ
ィ
ー
の
イ
ン
シ
ャ
ー
ド
（
宗
教
歌
）
を
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ
、
コ

プ
ト
正
教
の
タ
ル
テ
ィ
ー
ル
と
ラ
フ
ン
を
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ
、
キ
リ
ス

ト
教
超
教
派
の
賛
美
歌
を
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ

17
が
参
加
し
て
い
る
。
コ

ン
サ
ー
ト
会
場
と
な
る
の
は
、
同
基
金
所
管
の
「
グ
ー
リ
ー
・
ド
ー
ム
芸

術
創
作
セ
ン
タ
ー
」（m

arkaz al-ibdā‘ al-fannī bi-qubbat al-ghūrī

）が
多
く
、

こ
れ
は
一
般
に
ス
ー
フ
ィ
ー
・
ダ
ン
ス
と
呼
ば
れ
る
タ
ン
ヌ
ー
ラ

18
が
イ

ン
シ
ャ
ー
ド
と
と
も
に
観
光
客
向
け
に
通
年
披
露
さ
れ
て
い
る
場
所（「
伝

統
芸
能
の
た
め
の
グ
ー
リ
ー
隊
商
宿
創
作
セ
ン
タ
ー
」、m

arkaz ibdā‘ w
ikāla 

al-ghūrī lil-funūn al-turāthīya

）
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
施
設
で
あ
る
。
両
者

と
も
、
十
六
世
紀
初
頭
に
建
て
ら
れ
た
建
物
で
、
フ
サ
イ
ン
・
モ
ス
ク
や

ア
ズ
ハ
ル
・
モ
ス
ク
を
擁
す
る
カ
イ
ロ
の
旧
市
街
に
あ
る
。

　
同
基
金
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、
二
〇
一
一
年
以
降
（
た
だ
し
詳
し
い

情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
二
〇
一
四
年
以
降
）
の
活
動
記
録
の
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、「
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
は
少
な
く
と
も
二
〇
一
三
年
に
一
回
、
二
〇
一
四
年
に
八

回
、
二
〇
一
五
年
に
七
回
、
二
〇
一
六
年
に
九
回
、
二
〇
一
七
年
に
六
回
、

二
〇
一
八
年
に
四
回
開
催
さ
れ
て
い
る
（C

ultural D
evelopm

ent Fund 
2019

）19
。「
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
行
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
時
折

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
歌
を
歌
う
グ
ル
ー
プ

20
が
参
加
し

て
お
り
、
他
に
も
外
国
か
ら
の

ゲ
ス
ト
が
出
演
す
る
場
合
も
あ

る
。

　「
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が

二
〇
一
三
年
十
月
に
行
っ
た
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
い
わ
ゆ
る
ア

ラ
ブ
の
春
で
デ
モ
や
座
り
込

み
な
ど
抗
議
行
動
の
中
心
地
と

な
っ
た
タ
フ
リ
ー
ル
広
場
で
開

催
さ
れ
、
会
場
に
は
エ
ジ
プ

ト
国
旗
が
掲
げ
ら
れ
た
。
ま

た
、
二
〇
一
四
年
一
月
開
催
さ

れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、「
境

界
の
な
い
祖
国
」（w

aṭan bi-lā 
ḥudūd

）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が

掲
げ
ら
れ
、
そ
の
後
も
同
じ
タ
イ
ト
ル
が
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、「
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
、
音
楽
を
通
し
て
宗
教
・
宗
派

間
の
交
流
、
対
話
と
相
互
理
解
を
目
指
す
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
・
宗
派
を

超
え
た
エ
ジ
プ
ト
人
と
し
て
の
連
帯
を
訴
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

　
現
在
コ
プ
ト
共
同
体
に
と
っ
て
直
接
的
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
ジ

ハ
ー
ド
主
義
者
た
ち
に
、
こ
う
し
た
音
楽
に
よ
る
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

届
く
と
は
考
え
に
く
い
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
宗
教
・
宗
派
間

の
緊
張
を
抱
え
た
社
会
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
ど
ん
な
事
件
が
起
き
よ

う
と
も
、
他
者
を
尊
重
す
る
こ
と
、
多
様
性
に
敬
意
を
払
う
こ
と
の
重
要

性
を
訴
え
続
け
る
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
直
接
宗
派
対
立
問
題
の

図 2：「平和のメッセージ」によるコンサート
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解
決
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
し
て
も
、
ま
た
、
所
詮
は
政
府
の
息
が
か

か
っ
た
茶
番
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、こ
う
し
た
「
聞
こ
え
な
い
音
」

に
居
場
所
を
与
え
る
試
み
す
ら
も
行
わ
れ
な
い
／
行
え
な
い
社
会
に
は

な
っ
て
い
な
い
こ
と
の
証
と
し
て
、「
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
活
動
に

は
炭
鉱
の
カ
ナ
リ
ヤ
的
な
意
味
合
い
が
認
め
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
エ
ジ

プ
ト
政
府
は
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
を
掲
げ
て
ジ
ハ
ー
ド
主
義
者
と
の
対
決

姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
お
り
、
か
つ
コ
プ
ト
と
の
連
帯
を
訴
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
近
い
将
来
カ
ナ
リ
ヤ
の
身
に
異
変
が
起
き
る
と
は
考
え
に
く
い
の

で
あ
る
が
。

　
ス
ー
フ
ィ
ー
に
関
し
て
い
え
ば
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
に
北
シ
ナ
イ
の

ア
リ
ー
シ
ュ
市
で
、
ス
ー
フ
ィ
ー
の
ジ
ャ
リ
ー
リ
ー
ヤ
教
団
の
拠
点
と
し

て
知
ら
れ
る
ラ
ウ
ダ
・
モ
ス
ク
が
金
曜
礼
拝
の
後
に
襲
撃
さ
れ
、
三
〇
五

名
が
死
亡
、
少
な
く
と
も
一
二
八
名
が
負
傷
し
た
事
件
が
発
生
し
た
。
こ

の
数
年
、
シ
ナ
イ
半
島
で
は
、
ジ
ハ
ー
ド
主
義
者
の
武
装
組
織
が
複
数
活

動
し
、
そ
れ
を
抑
え
込
も
う
と
す
る
エ
ジ
プ
ト
軍
と
の
武
力
衝
突
が
繰
り

返
さ
れ
る
な
ど
、
治
安
が
極
度
に
悪
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
シ
ナ

イ
半
島
に
住
む
キ
リ
ス
ト
教
徒
お
よ
び
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
は
武
装
勢
力

の
標
的
と
さ
れ
、
殺
害
や
誘
拐
な
ど
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。
二
〇
一
七
年
二
月
に
は
、
コ
プ
ト
の
一
三
三
家
族
（
五
四
六
名
）
が
、

武
装
勢
力
か
ら
の
脅
迫
に
耐
え
か
ね
て
、
ア
リ
ー
シ
ュ
市
か
ら
ス
エ
ズ
運

河
沿
い
の
街
イ
ス
マ
ー
イ
ー
リ
ー
ヤ
市
に
移
住
し
た
と
い
う
事
件
も
発

生
し
て
い
る
（al-M

iṣrī al-Yaw
m

 2017a

）。
そ
の
中
で
発
生
し
た
の
が
ラ

ウ
ダ
・
モ
ス
ク
の
襲
撃
事
件
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
コ
プ
ト
正
教
会
の
現
総
主
教
タ
ワ
ド
ロ
ス
二
世
は
、

ラ
ウ
ダ
・
モ
ス
ク
襲
撃
事
件
の
犠
牲
者
た
ち
と
の
連
帯
を
示
す
た
め
に
、

エ
ジ
プ
ト
全
土
の
教
会
で
十
一
月
二
十
五
日
の
正
午
に
教
会
の
鐘
を
鳴

ら
す
よ
う
に
指
示
し
た
（al-Yaw

m
 al-Sābi‘ 2017

）。
ま
た
、
教
会
の
公
式

声
明
と
し
て
、
ラ
ウ
ダ
・
モ
ス
ク
事
件
の
犠
牲
者
の
遺
族
に
哀
悼
の
意
を

表
明
し
、
負
傷
者
に
つ
い
て
は
早
期
の
回
復
を
祈
る
と
し
た
上
で
、
テ
ロ

行
為
を
糾
弾
し
、
エ
ジ
プ
ト
の
団
結
の
固
さ
を
強
調
し
た
（al-M

iṣrī al-
Yaw

m
 2017b

）。

　
こ
の
よ
う
に
、
か
つ
て
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
教
会
の
鐘
の
音
も
、
教
会

の
外
で
は
ほ
ぼ
聞
か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
コ
プ
ト
の
宗
教
音
楽
も
、
現

在
で
は
宗
教
・
宗
派
間
の
緊
張
関
係
の
緩
和
の
た
め
に
「
聞
か
せ
る
音
」

と
な
っ
て
い
る
。
コ
プ
ト
共
同
体
が
現
在
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
考
え
れ

ば
、
コ
プ
ト
を
代
表
す
る
音
が
政
治
性
を
帯
び
る
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
い
つ
の
日
か
、
も
う
少
し
エ
ジ
プ
ト
の
宗
教
・
宗
派

間
の
緊
張
が
和
ら
ぐ
時
が
き
た
ら
、
そ
れ
ら
の
コ
プ
ト
的
な
音
も
、
人
々

の
日
常
生
活
に
溶
け
込
ん
だ
「
聞
こ
え
る
音
」
の
よ
う
な
意
味
で
、
エ
ジ

プ
ト
の
音
風
景
の
一
部
を
な
す
音
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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M
a‘had D

īdīm
ūs lil-M

urattilīn bi D
ayr al-M

uḥarraq.

（
ム
ハ
ッ
ラ
ク
修
道
院
の
デ
ィ

デ
ィ
ム
ス
研
究
所
）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
九
年
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月
二
十
四
日
）U

R
L: http://
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ent R
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anīsa al-U
rthūdhuksīya: N

uzūḥ 133 ᾿U
sra m

in al-

‘A
rīsh ila al-Ism

ā‘īlīya.”
　
二
〇
一
七
年
二
月
二
十
八
日
。（
最
終
閲
覧
日
：

二
〇
一
九
年
一
月
二
十
八
日
） U

R
L: https://w

w
w.alm

asryalyoum
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/new
s/
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al-M
iṣrī al-Yaw
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. 2017b. “al-B

ābā Taw
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ḍa: N
uṣallī 

m
in ajl al-Shuhadā᾿ w

a al-M
uṣābīn.” 

二
〇
一
七
年
十
一
月
二
十
六
日
。（
最
終

閲
覧
日
：
二
〇
一
九
年
一
月
二
十
八
日
）U

R
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w
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.
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jrās al-K
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m
a‘a Shuhadā᾿ M

asjid al-R
aw

ḍa.” 

二
〇
一
七
年
十
一
月
二
十
五
日
。（
鐘

が
鳴
る
様
子
の
映
像
と
司
祭
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
掲
載
）（
最
終
閲
覧
日
：

二
〇
一
九
年
一
月
二
十
八
日
）U

R
L:

https://w
w

w
.youm
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/story/2017/11/25/3525801/-س-الكنيسة-الأرثوذكسية

أجرا

ضة
ضامنا-مع-شهداء-مسجد-الرو

  تدق-ت

図
一
：
著
者
撮
影
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
二
十
九
日
、
カ
イ
ロ
。
ム
ア
ッ
ラ
カ
教
会
は
、

聖
家
族
が
エ
ジ
プ
ト
逃
避
行
の
際
に
立
ち
寄
っ
た
と
さ
れ
る
場
所
に
建
て
ら
れ
て

お
り
、
十
一
世
紀
に
総
主
教
座
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
か
ら
カ
イ
ロ
に
移
動
し
た

際
、
最
初
に
総
主
教
座
が
置
か
れ
た
教
会
で
あ
る
。

図
二
：C

ultural D
evelopm

ent Fund, M
inistry of C

ulture, A
rab R

epublic of Egypt. 

2019.

http://w
w

w.cdf.gov.eg/?q=content/3-فرقة-رسالة-سلام

　
コ
ン
サ
ー
ト
の
日
付
は
二
〇
一
八
年
六
月
三
日
、
会
場
は
グ
ー
リ
ー
・
ド
ー
ム

芸
術
創
作
セ
ン
タ
ー
、
カ
イ
ロ
。
前
列
が
ス
ー
フ
ィ
ー
、
後
列
左
が
コ
プ
ト
正
教
、

後
列
右
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
歌
い
手
た
ち
で
あ
る
。
な
お
、
コ
プ
ト
正
教
の
左
に

キ
リ
ス
ト
教
超
教
派
の
歌
い
手
た
ち
も
い
る
。

【
註
】

1
　
カ
イ
ロ
の
騒
音
公
害
の
主
な
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
乗
用
車
の
立
て
る
騒
音
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
（M

inistry of Environm
ent 2012: 2

）。

2
　
ち
な
み
に
、
ク
ル
ア
ー
ン
に
は
、
む
や
み
に
大
き
な
音
を
立
て
る
こ
と
を
戒
め
る

文
脈
で
、「
ま
こ
と
に
、
声
の
中
で
最
も
厭
わ
し
い
の
は
ロ
バ
の
声
（
煩
い
嘶
き
）

で
あ
る
」（
ル
ク
マ
ー
ン
章
第
十
九
節
、
翻
訳
は
（
中
田 2014: 442

）
よ
り
引
用
）

と
す
る
部
分
が
あ
る
。

3
　
イ
ス
ラ
ー
ム
の
大
祭
の
一
つ
。
イ
ス
ラ
ー
ム
暦
ズ
ー
・
ア
ル
＝
ヒ
ッ
ジ
ャ
月
の
十

日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
祝
わ
れ
る
。
預
言
者
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
が
神
の
命
に
従
い

息
子
の
命
を
捧
げ
よ
う
と
し
た
と
い
う
故
事
に
ち
な
ん
で
、
犠
牲
祭
の
四
日
目
に
牛

や
羊
が
屠
ら
れ
犠
牲
と
し
て
さ
さ
げ
ら
れ
る
。

4
　
二
〇
一
六
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
コ
プ
ト
正
教
会
は
、
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会

の
用
語
を
使
用
し
て
ミ
サ
を
聖
体
礼
儀
と
呼
ん
で
い
る
。し
か
し
本
エ
ッ
セ
イ
で
は
、

わ
か
り
や
す
さ
を
優
先
し
て
全
体
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
用
語
を
使
用
し
た
。
コ
プ

ト
お
よ
び
他
の
東
方
教
会
に
関
連
す
る
語
を
ど
う
日
本
語
に
訳
す
か
と
い
う
問
題

は
、
今
後
も
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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な
お
、
日
本
コ
プ
ト
正
教
会
は
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
式
で
教
会
関
連
用
語
の

呼
び
方
を
統
一
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
ス
ラ
ブ
風
の
「
イ
イ
ス
ス
・
ハ

リ
ス
ト
ス
」
で
は
な
く
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
」、B

ishop

（usquf

）
は
主
教
で
は

な
く
司
教
と
し
て
い
る
（
聖
母
マ
リ
ア
・
聖
マ
ル
コ
・
コ
プ
ト
正
教
会 2019

）。

5
　
ス
ン
ナ
派
の
六
つ
の
主
要
な
ハ
デ
ィ
ー
ス
集
の
筆
頭
で
あ
る
ブ
ハ
ー
リ
ー
の
『
真

正
集
』
は
、
八
四
六
年
頃
に
成
立
し
た
。

6
　
原
語
で
はjaras
で
あ
り
、
鈴
と
も
鐘
と
も
訳
せ
る
。

7
　
イ
ス
ラ
ー
ム
法
上
、
人
間
の
行
い
は
、
義
務
と
さ
れ
る
行
為
、
推
奨
さ
れ
る
行
為
、

許
可
さ
れ
る
行
為
（
し
て
も
し
な
く
て
も
良
い
こ
と
）、
忌
避
す
べ
き
行
為
、
禁
止

さ
れ
る
行
為
の
五
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
鈴
／
鐘
を
忌
避
す
べ
き
理
由
は
、
そ
の
音
が

精
神
を
集
中
し
て
ア
ッ
ラ
ー
を
念
ず
る
こ
と
の
妨
げ
に
な
る
か
ら
と
さ
れ
て
い
る

（
イ
マ
ー
ム
・
ム
ス
リ
ム
・
ビ
ン
・
ア
ル
・
ハ
ッ
ジ
ャ
ー
ジ 1989: 205

）。 

た
だ
し
、

同
じ
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
根
拠
と
し
て
、
鈴
／
鐘
を
忌
避
す
べ
き
な
の
は
旅
行
中
に
限
定

さ
れ
る
と
か
、
忌
避
す
べ
き
な
の
は
乗
り
物
と
す
る
動
物
の
首
に
鈴
（juljul

）
を
ぶ

ら
下
げ
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
り
、
法
解
釈
に
は
法
学
派
や
状
況
に
応
じ

て
幅
が
あ
る
。

8
　
後
述
す
る
よ
う
に
、nāqūs

は
シ
ン
バ
ル
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
り
、
こ
こ
で
言
及

さ
れ
て
い
る
楽
器
が
ど
の
よ
う
な
形
状
の
も
の
だ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

9
　
マ
カ
ー
ム
と
は
音
階
を
指
す
言
葉
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
カ
ー
ム
に
は
気
分
・
雰
囲

気
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
西
洋
音
楽
に
も
、
長
調
は
明
る
く
楽
し
く
、
短
調
は
暗

く
悲
し
い
と
い
う
性
格
づ
け
が
あ
る
が
、
ア
ラ
ブ
音
楽
の
マ
カ
ー
ム
は
数
が
多
く
、

さ
ら
に
複
雑
に
発
展
し
て
い
る
。
ア
ラ
ブ
音
楽
の
マ
カ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
飯
野

（2018

）
な
ど
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

10
　
ム
ハ
ッ
ラ
ク
修
道
院
は
、
正
式
名
称
を
聖
処
女
マ
リ
ア
・
ム
ハ
ッ
ラ
ク
修
道
院
と

い
い
、
聖
家
族
の
エ
ジ
プ
ト
逃
避
行
で
一
行
が
立
ち
寄
っ
た
と
さ
れ
る
場
所
に
建
て

ら
れ
て
い
る
。

11
　
デ
ィ
デ
ィ
ム
ス
と
は
、
四
世
紀
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
教
理
校
の
校
長
を
五
〇
年

以
上
に
わ
た
っ
て
務
め
た
ギ
リ
シ
ア
教
父
、
盲
目
の
デ
ィ
デ
ィ
ム
ス
（D

idym
us the 

B
lind of A

lexandria

）
の
こ
と
で
あ
る
。

12
　
な
お
、YouTube

に
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
コ
プ
ト
正
教
会
が
作
成
し
た
ラ

フ
ン
の
教
材
ビ
デ
オ
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
楽
譜
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る

か
動
画
で
確
認
で
き
る
（C

opts 4G
: 2013

）。

13
　
水
野
（2008: 94

）
に
よ
る
記
述
で
は
、
こ
の
研
究
所
は
ム
フ
タ
ー
フ
が
私
財
を
投

じ
て
設
立
し
た
コ
プ
ト
音
楽
の
た
め
の
組
織
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
後

にC
opitc Encyclopedia

を
編
纂
し
た
ア
ズ
ィ
ー
ズ
・
ス
リ
ヤ
ー
ル
・
ア
テ
ィ
ー
ヤ（
歴

史
学
者
）、
ム
ラ
ー
ド
・
カ
ー
ミ
ル
（
言
語
学
者
）、
サ
ー
ミ
ー
・
ガ
ブ
ラ
（
エ
ジ
プ

ト
学
者
）
ら
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
組
織
で
、
コ
プ
ト
正
教
会
の
神
学
、
教

会
法
、
コ
プ
ト
語
、
コ
プ
ト
語
文
学
、
コ
プ
ト
の
歴
史
、
建
築
、
美
術
、
音
楽
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
学
科
を
備
え
た
教
育
機
関
で
あ
る
（G

abra 2008: 137

）

14
　
歌
詞
の
一
音
節
に
対
し
て
二
つ
以
上
の
音
符
を
用
い
て
歌
う
方
法
。
コ
プ
ト
の
ラ

フ
ン
で
は
一
般
的
に
み
ら
れ
る
。

15
　A

ghapy TV

は
二
〇
〇
五
年
、C

TV

は
二
〇
〇
七
年
に
放
送
を
開
始
し
た
衛
星
放

送
局
で
、
前
者
は
コ
プ
ト
正
教
会
の
ブ
ト
ゥ
ル
ス
司
教
の
管
轄
、
後
者
は
コ
プ
ト
正

教
会
の
公
式
放
送
局
で
あ
る
。
他
に
もA

l H
ayat TV

、Sat-7 TV

な
ど
、
エ
ジ
プ

ト
で
視
聴
で
き
る
キ
リ
ス
ト
教
系
の
衛
星
放
送
局
が
複
数
存
在
す
る
。

16
　
コ
プ
ト
の
降
誕
祭
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
エ
ジ
プ
ト
の
国
民
の
祝
日
と
な
っ
て
い

る
。
か
つ
て
ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
（
～
二
〇
一
一
年
）
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
政
府
の
代
表

と
し
て
大
統
領
の
代
理
や
大
臣
ら
が
総
主
教
座
で
行
わ
れ
る
降
誕
祭
の
ミ
サ
を
表
敬

訪
問
し
て
い
た
が
、
ス
ィ
ー
ス
ィ
ー
政
権
（
二
〇
一
三
年
～
）
で
は
、
ジ
ハ
ー
ド
主

義
者
と
い
う
共
通
の
敵
が
い
る
政
治
情
勢
を
背
景
と
し
て
、
二
〇
一
五
年
の
降
誕
祭

以
降
、
毎
年
大
統
領
本
人
が
総
主
教
座
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

17
　
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
女
性
歌
手
も
含
ま
れ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
歓
喜
の
歌
な
ど
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を
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て
い
る
。

18
　
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
の
修
行
の
一
環
と
し
て
、
旋
回
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
と
の
合

一
を
は
か
る
も
の
。
も
と
は
ト
ル
コ
の
メ
ヴ
レ
ヴ
ィ
ー
教
団
（
十
三
世
紀
設
立
）
の

修
行
方
法
で
あ
っ
た
が
、
エ
ジ
プ
ト
に
伝
わ
っ
て
民
衆
の
伝
統
芸
能
と
し
て
定
着

し
た
。
現
在
で
は
結
婚
式
の
余
興
と
し
て
タ
ン
ヌ
ー
ラ
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

二
〇
一
八
年
に
行
わ
れ
た
筆
者
の
友
人
（
コ
プ
ト
正
教
徒
）
の
結
婚
披
露
宴
で
も
タ

ン
ヌ
ー
ラ
が
披
露
さ
れ
た
。

19
　
二
〇
一
四
年
は
一
月
十
二
日
（
写
真
の
タ
イ
ト
ル
は
サ
マ
ー
ウ
だ
が
コ
プ
ト
正

教
の
カ
ン
ト
ル
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
る
）、
二
月
十
六
日
、
三
月
二
十
三
日
、
五
月

十
一
日
、
七
月
八
日
、
八
月
三
十
一
日
、
十
一
月
二
日
、
十
二
月
二
十
八
日
の
八
回
。

二
〇
一
五
年
は
三
月
二
十
九
日
、
四
月
五
日
、
五
月
十
日
、
八
月
三
十
日
、
十
月
四

日
、
十
一
月
十
八
日
、
十
二
月
二
十
七
日
の
七
回
。
二
〇
一
六
年
は
二
月
七
日
、
二

月
二
十
八
日
、
五
月
二
十
九
日
、
六
月
十
二
日
、
七
月
三
十
一
日
、
八
月
二
十
八
日
、

十
月
三
十
日
、
十
二
月
十
八
日
、
十
二
月
二
十
五
日
の
九
回
。
二
〇
一
七
年
は
三
月

九
日
、
三
月
十
二
日
、
四
月
十
六
日
、
五
月
十
四
日
、
九
月
十
日
、
十
二
月
二
十
四

日
の
六
回
。
二
〇
一
八
年
は
三
月
十
一
日
、
六
月
三
日
、
十
一
月
十
八
日
、
十
二
月

三
十
日
の
四
回
。

20
　
お
そ
ら
く
カ
イ
ロ
在
住
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
と
推
測
さ
れ
る
。

カ
イ
ロ
に
は
、
ア
ズ
ハ
ル
機
構
へ
の
留
学
の
た
め
に
や
っ
て
き
た
東
南
ア
ジ
ア
出
身

の
学
生
や
そ
の
関
係
者
ら
が
多
数
在
住
す
る
。
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Ⅰ
．
は
じ
め
に

　

イ
ン
ド
に
は
古
来
、生
活
の
百
科
万
般
に
わ
た
っ
て
指
南
書
（
理
論
書
：

śāstra

）
が
記
さ
れ
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
文
化
的
営
為
の
実
際
に
供
さ
れ

た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
情
報
は
後
世
へ
し
か
と
伝
承
さ
れ
た
。
他

の
文
化
圏
に
も
同
様
の
事
情
が
あ
る
の
か
知
ら
な
い
が
、
と
り
わ
け
古
代

か
ら
中
世
の
イ
ン
ド
で
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
と
い
う
人
工
的
に
文
法

が
確
立
さ
れ
固
定
化
さ
れ
た
雅
語
な
る
文
章
用
語
が
宝
箱
の
働
き
を
し

た
か
ら
、
大
事
な
情
報
は
何
で
も
そ
の
宝
箱
に
入
れ
て
保
存
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　

音
楽
に
関
し
て
も
例
外
で
は
な
い
。
音
楽
学
の
専
門
的
な
知
識
は
、
専

門
職
と
し
て
の
歌
い
手
・
演
奏
家
・
音
楽
家
に
と
っ
て
必
須
で
あ
っ
た
は

ず
で
、
多
く
は
師
匠
か
ら
弟
子
へ
と
口
頭
伝
承
さ
れ
て
い
た
。
一
方
で
、

音
楽
学
関
連
文
献
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
伝
統
に
の
っ
と
り
現
代
ま
で

奏
で
歌
い
継
が
れ
て
い
る
音
楽
と
、
文
献
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
に
も
と
づ

い
て
試
み
に
再
現
さ
れ
た
往
時
の
音
楽
と
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
異
同
が
あ
る

の
か
、
対
象
が
「
音
」
だ
け
に
、
検
証
す
る
術
も
な
い
が
、
な
れ
ば
こ
そ
、

音
の
な
い
文
献
か
ら
音
に
関
す
る
記
録
を
で
き
う
る
限
り
拾
い
上
げ
て
、

そ
の
微
か
な
響
き
に
耳
を
傾
け
る
の
も
一
興
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
は
、
文
献
の
記
録
か
ら
知
ら
れ
る
古
代
・
中
世
イ
ン
ド
の
音
楽

イ
ン
ド
の
響
き
を
読
み
解
く
試
み
︱
音
と
情
操

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
善
文

文
化
を
拾
い
上
げ
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
と

言
っ
て
も
勿
論
、
膨
大
な
文
献
群
の
な
か
か
ら
極
一
部
を
恣
意
的
に
拾
い

上
げ
る
こ
と
し
か
出
来
な
い
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
一
側
面
の
紹
介
に
す
ぎ

な
い
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
筆
者
は
音
楽
お
よ
び
音
楽

学
の
素
養
を
欠
き
、
専
門
用
語
の
解
釈
も
先
行
研
究
等
に
全
面
的
に
依
拠

せ
ざ
る
を
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

Ⅱ
．
サ
ー
マ
・
ヴ
ェ
ー
ダ

　

イ
ン
ド
の
文
献
は
紀
元
前
一
二
〇
〇
年
頃
、
祭
祀
に
関
す
る
記
述
か
ら

始
る
。
記
述
と
い
っ
て
も
、
文
字
で
書
き
記
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
初
め

て
文
字
化
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
西
暦
紀
元
前
後
頃
以
降
も
現
代
に
至
る
ま

で
綿
々
と
口
頭
伝
承
さ
れ
て
き
て
い
る
。
つ
ま
り
「
音
」
で
伝
承
さ
れ
て

き
た
の
だ

1
。
祭
式
に
お
け
る
、
神
へ
の
讃
歌
（H

otṛ

祭
官
に
よ
るṛc-

）、

供
犠
を
行
な
う
際
の
祝
詞
（A

dhvaryu

祭
官
に
よ
るyajus-

）、
祭
式
の
無

事
遂
行
を
保
全
す
る
た
め
の
祈
祷
・
呪
文
（B

rahm
an

祭
官
に
よ
るathar van-

お
よ
びaṅgiras-

）
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
文
言
が
音
（
声
）
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
き

た
が
、
併
せ
て
、
音
楽
そ
の
も
の
の
記
録
を
意
図
し
た
文
献
が
あ
る
。
讃

歌
を
歌
い
な
が
ら
献
供
を
お
こ
な
う
役
割
を
担
うU

dgātṛ

祭
官
が
保
持

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
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し
た
『
サ
ー
マ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
（Sām

a-veda

）』
だ
。
文
言
は
讃
歌
集
で
あ

る
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
（Ṛ

g-veda

）』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
ほ
と

ん
ど
同
一
だ
が
、
趣
意
は
サ
ー
マ
ン
（sām

an-

）
と
呼
ば
れ
る
旋
律
を
示

す
符
号
の
ほ
う
だ
。
文
字
と
し
て
の
表
記
（
ガ
ー
ナgāna

）
は
か
な
り
後

代
に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
が
、
七
つ
の
音
階
や
音
の
長
さ
を
示

す
も
の
で
、
ま
さ
し
く
音
符
そ
の
も
の
だ
。
讃
歌
、
祝
詞
、
祈
祷
文
等
、

ヴ
ェ
ー
ダ
の
文
言
は
全
て
神
の
啓
示
に
よ
る
天
啓
書
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
名
称
も
施
さ
れ
た
旋
律
の
多
く
の
起
源
は
民
衆
の
側
に
あ
っ
て
、

し
か
も
呪
力
を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
た
。［
ヴ
ィ
ン
テ
ル
ニ
ッ
ツ　

一
九
六
四
、一
六
一
︱
一
七
〇
頁
］

Ⅲ
．
粋
人
の
素
養

　

四
世
紀
に
は
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
る
カ
ウ
テ
ィ
リ
ヤ
（K

auṭilya

）

と
い
う
宰
相
に
帰
せ
ら
れ
る
政
治
学
書
『
実
利
論
（A

rtha-śāstra

）』
の

第
二
巻
第
二
十
七
章
は
「
遊
女
長
官
」
の
任
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
な
か
に
次
の
よ
う
な
一
節
も
あ
る
［
島
田　

一
九
九
六
、一
一
四
︱

一
一
五
頁
］。

　

歌
・
器
楽
・
吟
誦
・
舞
踊
・
演
劇
・
文
字
・
絵
画
・
琵
琶
・
笛
・
太
鼓
・

読
心
術
・
香
や
花
環
を
作
り
こ
と
・
会
話
術
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
遊
女
の
手

管
な
ど
、
技
術
（
カ
ラ
ー
）
に
関
す
る
知
識
を
、
遊
女
や
奴
隷
女
や
舞
台

で
生
活
す
る
女
た
ち
に
教
え
る
者
に
は
、
国
庫
か
ら
生
活
費
を
支
給
す
べ

き
で
あ
る
。（
28
）［
上
村　

一
九
八
四
、
上
二
〇
二
頁
］

　

社
会
の
安
定
し
た
王
朝
統
治
下
に
あ
っ
て
、
文
化
奨
励
策
が
施
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
規
定
だ
が
、
こ
こ
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
カ
ラ
ー

（kalā

）
と
い
う
単
語
は
、
教
養
人
お
よ
び
遊
興
サ
ロ
ン
で
の
芸
能
提
供
者

で
あ
る
高
級
娼
婦
た
ち
が
修
め
る
べ
き
技
芸
・
素
養
の
こ
と
で
あ
る
。
古

く
は
出
自
が
良
い
家
柄
で
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
多
く
の
技
芸
を
身
に
つ
け

る
べ
き
だ
と
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
［
水
野　

二
〇
一
四
、三
七
九
頁
、

注
十
六
］。

　

や
は
り
四
世
紀
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
性
愛
学
書
『
カ
ー

マ
・
ス
ー
ト
ラ
（K

ām
a-sūtra

）』
に
は
六
十
四
種
の
カ
ラ
ー
が
列
挙
さ
れ

て
い
る

2
。
そ
の
う
ち
、
音
楽
関
連
の
も
の
だ
け
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

　
︿
１
﹀
唱
歌 

︿
2
﹀
楽
器
の
演
奏 

︿
27
﹀
ヴ
ィ
ー
ナ
ー
（
絃
楽
器
）
お

よ
び
ダ
マ
ル
カ
（
打
楽
器
）
の
演
奏　
︿
28
﹀
謎
謎
遊
び　
︿
29
﹀
詩
頌

を
誦
し
あ
っ
て
競
う
遊
び　

 

︿
30
﹀
難
し
い
語
句
の
発
音
法　
︿
31
﹀
書

物
の
朗
読　
︿
32
﹀
鸚
鵡
な
ど
に
人
語
を
教
え
る
こ
と　
︿
46
﹀
密
か
に
申

し
合
わ
せ
た
言
葉
の
種
々
な
る
使
用
法　
︿
52
﹀
人
と
一
緒
に
朗
読
す
る

こ
と　
︿
57
﹀
手
振
り
身
振
り
と
と
も
に
詩
頌
を
詠
う
方
法
。［
岩
本　

一
九
九
八
、八
二
︱
八
六
頁
］

　

こ
れ
ら
も
、ナ
ー
ガ
ラ
カ
（nāgaraka

、語
義
は
「
都
会
人
」）
と
呼
ば
れ
る
、

教
養
と
財
産
と
時
間
を
持
て
余
す
粋
人
た
ち
が
、
王
宮
な
ど
で
設
営
さ
れ

た
文
芸
サ
ロ
ン
に
参
加
し
、
自
ら
披
露
し
た
り
、
他
者
の
朗
読
を
鑑
賞
し

た
り
し
て
楽
し
ん
だ
の
で
あ
る
。
日
本
で
言
え
ば
、
元
禄
文
化
、
文
化
文

政
文
化
の
時
代
を
彷
彿
と
さ
せ
る
、
心
に
余
裕
の
あ
る
時
代
・
社
会
に
お

け
る
豪
華
絢
爛
た
る
文
化
繁
栄
の
一
齣
だ
。
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Ⅳ
．
音
楽
理
論
書

　

ヴ
ェ
ー
ダ
祭
式
で
歌
わ
れ
た
歌
謡
に
は
あ
る
種
の
力
が
具
わ
っ
て
い

る
と
さ
れ
た
が
、
純
粋
に
娯
楽
と
し
て
楽
し
ま
れ
る
音
楽
の
世
界
が
あ
っ

た
の
も
当
然
で
は
あ
る
。
お
そ
ら
く
他
の
文
化
圏
に
先
駆
け
て
イ
ン
ド
で

早
く
登
場
し
た
音
楽
理
論
書
で
は
、
こ
の
文
献
の
創
作
者
の
位
置
が
祭
官

（
バ
ラ
モ
ン
）
に
あ
っ
た
か
ら
か
、
祭
祀
の
際
の
、
讃
歌
の
効
果
音
と
し

て
音
楽
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
最
古
の
音
楽
理
論
（saṅgīta-śāstra

あ
る
い
はgāndharva-śāstra

）

が
、
成
立
年
代
が
未
詳
だ
が
遅
く
と
も
五
世
紀
に
は
成
立
し
て
い
た
と
さ

れ
る
演
劇
論
書
『
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
（N

āṭya-śāstra

）』
の

終
末
部
、
第
二
十
八
章
か
ら
三
十
四
章
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
時
代
を
追
っ
て
数
多
く
の
音
楽
理
論
書
が
記
さ
れ
て
い
る
［Te N

i-
jenhuis

］［
ヴ
ィ
ン
テ
ル
ニ
ッ
ツ　

一
九
七
三
、一
七
六
︱
一
七
九
頁
］
が

3
、

こ
こ
で
は
先
学
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
て
い
る
『
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
・
シ
ャ
ー

ス
ト
ラ
』
第
二
十
八
章
（
器
楽
）
か
ら
ご
く
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。〔　

〕

内
は
、
本
稿
の
筆
者
に
よ
る
補
註
。
数
字
は
こ
の
章
に
お
け
る
詩
節
の
順

番
。（

11
）
ガ
ー
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
〔
音
楽
〕
は
楽
音
（svara

）
と
拍
子
（tāla
）
と

詩
句
（pada

）
の
三
者
か
ら
な
る
。・
・
・

（
12
）
楽
音
は
絃
に
よ
る
も
の
と
、
人
声
に
よ
る
も
の
と
の
二
つ
の
拠
り

所
を
も
つ
と
云
わ
れ
る
。・
・
・

（
13
）
楽
音
（svara

）、
音
階
（grām

a

）、
旋
法
（m

ūrcchana

）、
準
旋
法

（tāna

）、
声
域
（stāna

）、
伴
奏
様
式
（vṛtti

）、
合
方
（śuṣka

）、
共
通
音

（sādhāraṇa

）、
旋
律
様
式
（varṇa

）、
荘
厳
（alaṅkāra

）、
要
素
（dhātu

）、

（
14
）
律
（śruti

）、お
よ
び
秩
序
あ
る
音
符
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
曲
調
（jāti

）

が
あ
る
。・
・
・

（
15
）
七
音
、
二
音
階
、
十
三
荘
厳
、
四
旋
律
様
式
、
三
声
域
、
十
八
曲
調
、

二
共
通
音
は
、人
声
を
伴
っ
た
ヴ
ィ
ー
ナ
ー
〔
琵
琶
に
相
当
す
る
弦
楽
器
〕

に
お
け
る
全
部
で
あ
る
。

・
・
・

　

そ
の
う
ち
楽
音
（svara

）
は
、

（
21
）具
六（ṣaḍja

サ
音
）、神
仙（ṛṣabha

リ
音
）、持
地（gāndhāra

ガ
音
）、

中
婦
（m

adhyam
a

マ
音
）、
等
五
（pañcam

a

パ
音
）、
明
意
（dhaivata

ダ
音
）、
お
よ
び
第
七
が
近
聞
（niṣāda

ニ
音
）
で
あ
る
。

（
22
）
こ
れ
ら
七
音
に
律
（śruti

）
を
適
用
し
て
、
主
音
（vādin

）、
協
和

音
（saṃ

vādin

）、
従
属
音
（anuvādin

）
違
和
音
（vivādin

）
の
四
種
が

知
ら
れ
て
い
る
。

［
島
田　

一
九
八
二 

ａ
、
五
四
五
︱
五
四
七
頁
］

　

楽
音
の
七
種
「
サ
、
リ
、
ガ
、
マ
、
パ
、
ダ
、
ニ
、（
サ
）」
は
、「
ド
、
レ
、

ミ
、
フ
ァ
、
ソ
、
ラ
、
シ
、（
ド
）」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、『
サ
ー

マ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
に
既
に
規
定
さ
れ
て
い
た
七
音
と
完
全
に
一
致
す
る
の

か
否
か
は
未
詳
。
と
も
か
く
、
こ
れ
か
ら
音
楽
論
を
展
開
し
よ
う
と
す
る

前
段
階
で
の
基
礎
用
語
列
挙
の
箇
所
を
見
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
も

如
何
に
緻
密
に
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
か
が
伺
え
よ
う
。

Ⅴ
．
文
学
作
品
に
お
け
る
言
及

　

音
楽
理
論
の
中
味
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
要
諦
が
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諸
々
の
文
学
作
品
に
言
及
さ
れ
る
様
を
み
る
と
、
音
楽
を
裏
打
ち
す
る
理

論
の
浸
透
が
音
楽
そ
の
も
の
の
ポ
ピ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ

る
。
音
楽
家
、
歌
い
手
、
演
奏
家
が
了
解
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
知
識
が
、

そ
れ
ら
直
接
の
担
い
手
た
ち
の
掌
中
に
留
ま
ら
ず
、
他
の
文
人
、
知
識
人
、

教
養
人
の
間
に
も
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
実
態
は
、
詩
人
に
代
表
さ
れ
る

文
人
た
ち
は
全
智
者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
イ
ン
ド
の
文
化
風

土
が
顕
現
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　

多
様
な
文
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
音
楽
理
論
を
了
知
し
て
い
た
事
例
を

見
て
い
く
が
、
先
に
そ
の
見
え
方
の
興
味
深
い
点
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。

　

今
、
ひ
と
ま
ず
関
わ
り
の
あ
る
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
限
定
す
る
と
、
次
の

三
種
に
な
る
。
ま
ず
は
周
知
の
二
大
叙
事
詩
、
つ
ぎ
に
王
族
を
パ
ト
ロ
ン

と
し
て
宮
廷
に
仕
え
た
詩
人（
劇
作
家
）た
ち
に
よ
る
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ（kāvya

）

作
品
、
そ
し
て
口
語
（
地
方
語
）
に
よ
っ
て
巷
間
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
民

話
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
整
理
し
纏
め
た
説
話
（kathā

）
作
品
群
だ
。

二
大
叙
事
詩
は
『
マ
ハ
ー
・
バ
ー
ラ
タ
（M

ahā-bhārata
）』
も
『
ラ
ー
マ
ー

ヤ
ナ
（R

ām
āyaṇa

）』
も
い
ず
れ
も
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
語
り
部

が
保
持
し
た
。
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
作
品
は
高
度
な
知
性
を
具
え
た
詩
人
た
ち
に

よ
る
も
の
だ
。
説
話
作
品
は
説
話
集
と
し
て
纏
め
た
編
者
は
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ

詩
人
あ
る
い
は
そ
れ
相
応
の
有
能
な
文
人
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

個
々
の
お
話
の
起
源
は
、
い
わ
ば
詠
み
人
知
ら
ず
の
民
話
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
担
い
手
が
異
な
る
各
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
一
例
ず
つ
拾
う

こ
と
に
な
る
。

V
︱
一
．『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』
の
例

　

現
在
に
伝
わ
る
ヴ
ァ
ー
ル
ミ
ー
キ
の
『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』
は
全
七
巻
、

約
二
万
四
千
偈
（
ほ
と
ん
ど
が
、
八
音
節
四
行
か
ら
な
る
シ
ュ
ロ
ー
カ
と
い

う
韻
律
か
ら
な
る
詩
節
）
で
構
成
さ
れ
る
。
第
一
巻
と
第
七
巻
は
後
世
の

追
補
だ
と
さ
れ
る
が
、
冒
頭
、
物
語
へ
の
導
入
の
仕
方
に
も
そ
の
片
鱗
が

窺
え
る
。
発
端
、
苦
行
者
ヴ
ァ
ー
ル
ミ
ー
キ
が
聖
仙
ナ
ー
ラ
ダ
に
、
有
徳
、

容
姿
端
麗
、
国
民
を
幸
福
に
す
る
人
物
は
誰
か
と
訊
ね
る
と
、
ナ
ー
ラ
ダ

仙
人
は
、
物
語
全
体
の
梗
概
と
も
言
え
る
詳
し
い
紹
介
を
付
し
て
ラ
ー
マ

の
名
を
告
げ
、
こ
の
物
語
を
読
誦
す
る
こ
と
の
果
報
も
強
調
す
る
。
そ
の

後
、
射
殺
さ
れ
た
鳥
の
悲
し
み
を
言
葉
に
し
た
と
き
、
図
ら
ず
も
、
弦
楽

器
に
乗
せ
て
朗
詠
す
る
の
に
叶
っ
た
拍
子
の
シ
ュ
ロ
ー
カ
調
を
見
出
し

た
ヴ
ァ
ー
ル
ミ
ー
キ
に
、
ブ
ラ
フ
マ
ー
神
（
梵
天
）
が
そ
の
シ
ュ
ロ
ー
カ

韻
律
で
、
聖
仙
か
ら
聞
い
て
る
ラ
ー
マ
物
語
を
創
作
せ
よ
、
と
勧
め
る
。

ヴ
ァ
ー
ル
ミ
ー
キ
は
ヨ
ー
ガ
の
瞑
想
の
な
か
で
、
未
来
の
出
来
事
（
第
七

巻
）
を
含
め
て
創
作
し
た
。
完
成
し
た
そ
の
物
語
の
朗
誦
役
と
し
て
、
美

し
い
声
を
具
え
た
ク
シ
ャ
と
ラ
ヴ
ァ
（
ラ
ー
マ
と
シ
ー
タ
ー
の
子
供
）
を

抜
擢
し
、
朗
誦
法
を
指
南
す
る
。
そ
の
一
節
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
音

楽
理
論
が
語
ら
れ
る
［
島
田　

一
九
八
二
ｂ
］。
原
語
が
分
か
る
よ
う
に
テ

ク
ス
ト
も
提
示
し
て
お
く
。

pāṭhye geye ca m
adhuraṃ

 pram
āṇais tribhir anvitam

 /
jātibhiḥ saptabhir yuktaṃ

 tantrī-laya-sam
anvitam

 // 8 //
rasaiḥ śṛṅgāra-karuṇa-hāsya-raudra-bhyānakaiḥ /
tīrādibhī rasair yuktaṃ

 kāvyam
 etad agāyatām

 // 9 //
tau tu gāndharva-tattva-jñau sthāna-m

ūrchana-kovidau /
bhrātarau svara-saṃ

pannau gandharvāv iva rūpiṇau // 10 // (I, 4) 
[M

udholakara: I, 76]
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（
詩
頌
は
）
三
つ
の
拍
子
（
速
・
中
・
徐
）
を
具
え
、
七
つ
の
音
階
を
具
え
、

弦
楽
器
の
拍
子
（
速
・
中
・
徐
）
を
具
え
、
詩
の
基
調
と
な
る
情
感
と
し

て
の
恋
愛
・
憐
れ
み
・
歓
び
の
笑
い
・
激
怒
・
恐
怖
を
具
え
、
か
つ
勇
気

な
ど
の
情
感
を
具
え
て
い
た
。
そ
の
詩
頌
を
、
二
人
は
優
雅
に
歌
っ
た
。

　

二
人
の
兄
弟
は
音
楽
の
真
義
を
知
り
、
声
の
調
子
（
高
・
低
）
と
旋
律

（
音
調
の
規
則
的
高
下
）
に
精
通
し
て
お
り
、
美
し
い
声
を
具
え
て
い
て
、

あ
た
か
も
天
上
の
楽
人
ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
が
こ
の
世
に
現
れ
た
よ
う
で
あ
っ

た
。（I, 4, 8-10

）［
中
村
　
二
〇
一
二
、六
一
頁
］

Ｖ
︱
二
．
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
作
品
に
お
け
る
例

　

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
王
な
が
ら
玄
奘
と
も
接
見
し
た
と
さ
れ
る
ハ
ル
シ
ャ

デ
ー
ヴ
ァ
（H

arśadeva

、
七
世
紀
前
半
）
に
よ
る
仏
教
劇
『
ナ
ー
ガ
ー
ナ

ン
ダ
（N

āgānanda

）（
龍
王
の
喜
び
）』
第
一
幕
に
あ
る
描
写
。

　

蜂
は
飛
び
交
い
、
羽
音
立
て
、
や
さ
し
く
甘
き
妙
の
音
に
、
歓

迎
の
辞
を
述
ぶ
る
ご
と
。
果
実
の
重
み
に
し
な
い
て
は
、
梢
は
お

辞
儀
を
な
す
と
み
え
、
花
の
雨
を
降
ら
し
て
は
、
我
に
供
物
を
供

う
ご
と
。
人
の
こ
と
訪
う
折
あ
ら
ば
、
庭
に
栄
え
る
木
々
さ
え
も
、

客
を
迎
う
る
道
知
る
か
。（
12
）

　

こ
れ
は
ま
さ
し
く
住
む
に
適
わ
し
い
苦
行
林
。
わ
れ
ら
こ
こ
に
住
み
つ

け
ば
、
何
事
も
な
く
無
事
平
穏
で
あ
ろ
う
。

道
化
「
お
お
、
友
よ
。
こ
こ
な
る
仔
鹿
の
群
れ
は
、
心
持
ち
頭
を
か
し
げ
、

食
べ
る
の
も
忘
れ
て
口
よ
り
草
糧
を
落
と
し
、
片
耳
を
そ
ば
立
て

な
が
ら
、
眼
を
つ
む
っ
て
何
事
か
聞
き
入
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え

る
が
。

主
人
公
〔
耳
を
傾
け
〕

「
友
よ
、
全
く
汝
の
い
う
と
お
り
だ
。
何
と
な
れ
ば
、

音
階
違
わ
ず
高
低
と
、
声
の
調
べ
を
配
す
れ
ば
、
ガ
マ
カ
の
響
き

明
瞭
に
、飛
び
交
う
蜂
の
音
に
ま
ご
う
、琴
の
響
き
に
伴
わ
れ
、朗
々

と
伝
わ
り
来
た
る
歌
声
に
、
仔
鹿
の
群
れ
は
体
か
し
げ
、
歯
の
間

に
は
さ
む
草
束
を
、
噛
む
音
制
し
て
聞
き
入
れ
ば
。（
13
）」

道
化
「
友
よ
、
こ
こ
な
る
苦
行
林
に
、
か
く
歌
っ
て
い
る
の
は
一
体
誰
だ

ろ
う
か
。」

主
人
公
「
伴
奏
の
響
き
は
、
か
弱
い
指
先
で
奏
で
ら
れ
、
タ
ッ
チ
も
さ
ほ

ど
鋭
く
な
い
し
、
歌
声
は
低
き
調
べ
を
主
と
し
て
い
る
か
ら
、
案

ず
る
に

　
（
と
い
っ
て
指
先
で
前
方
を
指
し
て
）

こ
れ
な
る
神
殿
に
、
神
を
祀
る
天
女
が
琴
を
奏
で
て
い
る
も
の
で

あ
ろ
う
。」

道
化　
「
さ
れ
ば
友
よ
、
こ
れ
な
る
神
殿
に
と
も
ど
も
お
詣
り
し
よ
う
で

は
な
い
か
。」

主
人
公
「
い
か
に
も
も
っ
と
も
。
け
だ
し
我
々
は
神
様
を
拝
ま
な
く
て
は

な
ら
ぬ
。

　
〔
近
づ
き
な
が
ら
、
急
に
立
ち
止
ま
り
〕

友
よ
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
我
々
ご
と
き
者
が
飛
び
出
す
幕
で
は

な
い
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
ら
ば
、
先
ず
は
こ
の
タ
ー
マ
ラ
の
繁
み

に
か
く
れ
て
、
参
拝
の
機
を
待
つ
事
と
致
そ
う
。」

　
〔
と
い
っ
て
両
人
は
そ
の
仕
草
を
す
る
〕

　
〔
こ
こ
に
、
地
面
に
坐
り
、
琴
（vīṇā

）
を
奏
で
る
マ
ラ
ヤ
ー
ヴ
ァ

テ
ィ
ー
が
、
侍
女
を
伴
っ
て
登
場
す
る
〕
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女
主
人
公　
〔
琴
に
合
わ
せ
て
歌
う
〕

　
「
咲
き
誇
る
、蓮
花
の
シ
ベ
の
粉
の
ご
と
、白
さ
に
輝
く
ガ
ウ
リ
ー

様
。
何
卒
お
恵
み
垂
れ
給
い
、
叶
え
さ
せ
給
え
、
わ
が
望
み
。（
14
）」

主
人
公
〔
耳
を
傾
け
〕

「
何
と
美
事
な
歌
声
か
。
何
と
妙
な
る
琴
の
調
べ
か
。

　

こ
の
歌
に
、
十
種
の
奏
法
あ
き
ら
け
く
、
緩
急
三
種
の
拍
子
鮮

や
か
に
、
ゴ
ー
プ
ッ
チ
ャ
等
三
種
の
休
符
も
順
を
追
い
、
タ
ッ
ト

ヴ
ァ
、
オ
ー
ガ
、
ア
ヌ
ガ
タ
と
、
弾
ず
る
指
先
妙
を
得
て
、
奏
楽

の
美
の
あ
ら
わ
れ
る
。（
15
）」

［
原　

一
九
六
六
、三
七
六
頁
下
段
︱
三
七
七
頁
上
段
］

vyaktir vyañjana-dhātunā daśavidhenāpy atra labdhām
unā

 
vispaṣṭo druta-m

adhya-lam
bita-paricchinnas tridhāyaṃ

 layaḥ /
gopucchā-pram

ukhāḥ kram
eṇa yatayas tisro’pi saṃ

vāditāḥ
 

sattvaughānugatāś ca vādya-vidhayaḥ sam
yak trayo darśitāḥ // 15 // 

[G
aṇapati-Śāstrī: 56]

　

音
楽
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
第
十
五
偈
の
原
テ
ク
ス
ト
を
示
し
た
が
、

こ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
専
門
用
語
は
、
先
に
み
た
基
本
語
彙
よ
り
も
一

層
専
門
性
が
高
い
も
の
の
よ
う
だ
。

Ｖ
︱
三
．
説
話
文
学
に
お
け
る
例

　

今
か
ら
一
世
紀
以
上
前
の
学
界
に
お
い
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
発
す
る

『
イ
ソ
ッ
プ
童
話
集
』
と
も
そ
の
先
後
関
係
が
取
り
ざ
た
さ
れ
た

4
動
物

寓
話
集『
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ（Pañca-tantra

）』第
五
巻「
思
慮
な
き
行
為
」

第
七
話
「
歌
を
歌
っ
た
驢
馬
」5
か
ら
。
驢
馬
ウ
ッ
ダ
タ
は
、友
達
に
な
っ

た
ジ
ャ
ッ
カ
ル
と
夜
な
夜
な
胡
瓜
畑
に
忍
び
込
み
盗
み
食
い
し
て
い
た
。

あ
る
夜
、
発
情
し
た
驢
馬
が
忍
び
込
ん
だ
畑
の
な
か
で
歌
を
歌
い
た
く

な
っ
た
。

「
お
い
、
甥
っ
子
よ
、
見
ろ
。
と
て
も
き
れ
い
な
夜
だ
ぜ
。
そ
こ
で
俺
は

歌
を
歌
お
う
と
思
う
。
ど
ん
な
旋
法（
ラ
ー
ガ
）で
歌
っ
た
ら
よ
い
か
言
っ

て
く
れ
」

す
る
と
ジ
ャ
ッ
カ
ル
は
言
っ
た
。

「
小
父
さ
ん
、
そ
ん
な
無
駄
な
こ
と
を
や
っ
て
何
に
な
る
ん
だ
い
。
我
々

は
盗
み
を
し
て
い
る
ん
だ
ぜ
。
盗
賊
と
情
夫
は
密
や
か
に
行
動
す
べ
き
で

あ
る
。
こ
う
言
わ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

　

咳
の
出
る
者
は
盗
み
を
控
え
よ
。
ま
た
寝
坊
助
も
盗
み
を
や
め

る
べ
き
だ
。

　

病
に
冒
さ
れ
た
者
は
食
欲
を
絶
つ
べ
き
だ
。
も
し
長
生
き
し
た

い
な
ら
。（
52
）

　

そ
れ
に
あ
な
た
の
歌
声
は
甘
美
で
は
な
い
。
ま
る
で
法
螺
貝
の
音
の
よ

う
で
、遠
く
か
ら
で
も
聞
こ
え
る
の
だ
。
こ
の
畑
に
は
、番
人
た
ち
が
眠
っ

て
い
る
。
彼
等
が
起
き
て
、
あ
な
た
を
殺
す
か
捕
ら
え
る
か
す
る
ぜ
。
だ

か
ら
、
こ
の
甘
露
の
よ
う
な
胡
瓜
を
た
だ
食
べ
る
だ
け
に
し
な
さ
い
。
余

計
な
こ
と
は
し
な
い
方
が
よ
い
。」

　

そ
れ
を
聞
く
と
驢
馬
は
言
っ
た
。

　
「
あ
あ
、
君
は
森
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
歌
の
味
わ
い
が
わ
か
ら
な
い

の
だ
。
だ
か
ら
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
ん
だ
よ
。
こ
う
言
わ
れ
て
い
る
じ
ゃ

な
い
か
。

　

秋
の
月
が
闇
を
遠
く
退
け
、
恋
人
が
近
く
に
い
る
時
、
幸
福
な
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人
々
の
耳
に
は

　

微
妙
な
歌
声
が
甘
露
の
よ
う
に
響
き
わ
た
る
。（
53
）」

ジ
ャ
ッ
カ
ル
は
言
っ
た
。

　
「
小
父
さ
ん
、
そ
れ
も
そ
う
だ
が
、
あ
な
た
は
歌
え
は
し
な
い
。
た
だ

嘶
く
だ
け
だ
。
そ
ん
な
自
分
の
目
的
を
台
無
し
に
す
る
よ
う
な
こ
と
を
し

て
何
に
な
る
の
か
ね
」

　

す
る
と
驢
馬
が
言
っ
た
。

　
「
お
い
、
馬
鹿
め
、
俺
が
歌
を
知
ら
な
い
と
い
う
の
か
？　

声
楽
上
の

区
分
を
説
く
か
ら
聞
け
。

　

音
階（
ス
ヴ
ァ
ラ
）は
七
、音
律（
グ
ラ
ー
マ
）は
三
、ム
ー
ル
チ
ャ

ナ
は
二
十
一
、
タ
ー
ナ
は
四
十
九
、
以
上
が
音
階
の
構
成
で
あ
る
。

　

音
域
（
ス
タ
ー
ナ
）
が
三
、
休
止
が
六
、
情
趣
（
ラ
サ
）
が
九
、

旋
法
（
ラ
ー
ガ
）
が
三
十
六
、
感
情
（
バ
ー
ヴ
ァ
）
は
四
十
で
あ

る
と
言
わ
れ
る
。

　

そ
れ
故
、
声
楽
の
区
分
は
計
百
八
十
五
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。

か
つ
て
バ
ラ
タ
自
身
、
ヴ
ェ
ー
ダ
に
つ
け
加
え
て
こ
う
述
べ
た
。

（
54
︱
56
）

　
　

神
々
に
と
っ
て
さ
え
、
こ
の
世
で
歌
ほ
ど
喜
ば
し
い
も
の
は

　

な
い
。

　
　

ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
は
乾
い
た
腱
（
弦
）
の
心
地
よ
い
音
に
よ
り
シ

　

ヴ
ァ
神
を
魅
了
し
た
。（
57
）

　

甥
っ
子
よ
、
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
俺
が
歌
を
知
ら
な
い
と
い
っ

て
止
め
る
の
か
？
」

・
・［
田
中
・
上
村
、
四
五
二
︱
四
五
四
頁
］

sapta svarās trayo grām
ā m

ūrchanāś caikatriṃ
śatiḥ /

tānās tv ekonapañcāśad ity etat svara-m
aṇḍalam

 // 52 //
sthāna-trayaṃ

 yatināṃ
 ca ṣaḍ āsyāni rasā nava /

rāgāḥ ṣaḍviṃ
śatir bhāvāś catvāriṃ

śat tataḥ sm
ṛtāḥ // 53 //

pañcāśītyadhikaṃ
 hy etad gītāṅgānāṃ

 śataṃ
 sm

ṛtam
 /

svayam
 eva purā proktaṃ

 bharatena śruteḥ param
 // 54 //

nānyad nītāt priyaṃ
 loke devānām

 api dṛśyate /
śuṣkasnāyus svarāhlādāttryakṣaṃ

 jagrāha rāvaṇaḥ // 55 //  [K
ale: 241 ]

　

音
楽
専
門
用
語
が
出
る
詩
節
の
み
テ
ク
ス
ト
を
示
し
た
。（
和
訳
の
底

本
と
異
な
る
版
ゆ
え
、
偈
の
番
号
が
二
つ
ず
れ
て
い
る
。）
第
56
偈
に
言
及

さ
れ
て
い
る
バ
ラ
タ
は
、
和
訳
者
の
注
［
田
中
・
上
村
、
四
八
九
頁
、
注

三
九
］
に
よ
れ
ば
『
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
』
の
著
者
と
さ
れ
る

B
harata

の
こ
と
だ
と
い
う
。
同
じB

harata

と
い
う
名
の
人
物
に
帰
せ
ら

れ
る
『
ギ
ー
タ
ー
ラ
ン
カ
ー
ラ
（G

ītālaṃ
kāra

）』
の
テ
ク
ス
ト
を
批
判
的

校
訂
を
施
し
刊
行
し
た
ダ
ニ
エ
ル
は
、
同
書
の
み
な
ら
ず
諸
文
献
に
『
パ

ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
』
で
の
言
及
箇
所
と
パ
ラ
レ
ル
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
紹

介
し
て
い
る
。『
ギ
ー
タ
ー
ラ
ン
カ
ー
ラ
』
第
四
章
の
冒
頭
部
分
が
以
下

の
通
り
、
一
部
を
除
い
て
ほ
ぼ
パ
ラ
レ
ル
だ
。

sapta svarās trayo grām
ā m

ūrchanāś caikaviṃ
śatiḥ /

tānā ekonapañcāśat tisro m
ātrā layās trayaḥ // 1 //

sthāna-trayaṃ
 yatīnāṃ

 ca ṣaḍ āsyāni rasā nava /
varṇāḥ śaṭtriṃ

śad ity uktā bhāṣāḥ syuḥ sapta ṣaḍgunāḥ // 2 //
pañcāśīty adhikaṃ

 hy etad gītāṅgānāṃ
 śataṃ

 sm
ṛtam

 /
svayam

 eva purā proktaṃ
 brahm

aṇāvyakta-janm
anā // 3 // [D

aniélou: 
46-48]
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ま
た
、
い
わ
ゆ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
聖
典
群
プ
ラ
ー
ナ
文
献
中
、『
ヴ
ァ
ー

ユ
・
プ
ラ
ー
ナ
（V

āyu-purāṇa

）』
第
八
十
六
章
に
も
あ
る
と
い
う
の
で
、

参
考
ま
で
に
挙
げ
て
お
く
。
プ
ラ
ー
ナ
は
「
古
譚
」
と
い
う
意
味
合
い
だ

が
、
お
も
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
で
保
持
さ
れ
、
包
含
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
因

縁
譚
は
時
間
と
と
も
に
増
殖
し
、
ま
た
諸
学
問
の
要
素
を
組
み
入
れ
た
り

し
た
の
で
、
日
々
拡
大
し
て
き
た
文
献
で
あ
る
。
音
楽
理
論
が
組
み
込
ま

れ
て
も
不
思
議
は
な
い
。

sapta svarās trayo grām
ā m

ūrchanās tv ekaviṃ
śatiḥ /

tālāś caikonapañcāṣaḍ ity etat svra-m
aṇḍalam

 // 36 //
ṣaḍ-jarṣabhau ca gāndhāro m

adhyam
aḥ pañcam

as tathā /
dhaivataś cāpi vijñeyas tathā cāpi niṣādavān // 37 // [V

āyu-purāṇa: 
313] [D

aniélou: 46]

　

説
話
集
の
な
か
に
音
楽
理
論
や
専
門
用
語
が
登
場
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
文
学
作
品
と
し
て
整
備
さ
れ
る
前
の
、
口
語
（
諸
地
方
語
）
に
よ
る

民
話
と
し
て
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
段
階
か
ら
そ
う
し
た
専
門
知
識
が

組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
面
白
く
て
為
に
な
る
お
話
を
後

代
ま
で
残
そ
う
と
欲
し
た
文
人
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
置
き
換
え
て
、

枠
物
語
で
全
体
を
括
っ
て
体
裁
を
ま
と
め
、
ア
レ
ン
ジ
し
整
備
す
る
際

に
、
自
ら
の
知
識
を
そ
れ
と
な
く
紛
れ
込
ま
せ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ

ろ
う
。

　

教
養
と
し
て
の
音
楽
理
論
を
め
ぐ
っ
て
、
諸
ジ
ャ
ン
ル
の
文
学
作
品
の

な
か
か
ら
拾
い
出
し
て
み
た
が
、
学
問
的
専
門
的
知
識
が
広
く
行
き
渡
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
イ
ン
ド
的
特
徴
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ

ン
ル
か
ら
一
つ
の
サ
ン
プ
ル
し
か
拾
え
な
か
っ
た
か
ら
一
般
的
な
傾
向

と
判
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
よ
り
高
度
な
知
性
を
要
求
さ
れ
た

カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
詩
人
の
手
に
な
る
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
作
品
に
、
音
楽
理
論
的
に
も

一
層
高
度
な
専
門
用
語
が
見
ら
れ
た
の
は
、
首
肯
で
き
る
点
で
は
あ
る
。

Ⅵ
．
仏
教
と
音
楽

　

ヴ
ェ
ー
ダ
の
宗
教
儀
礼
か
ら
発
し
て
い
る
イ
ン
ド
の
音
楽
で
あ
る
か

ら
、
仏
教
に
お
け
る
音
楽
の
様
相
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

Ⅵ
︱
１
．
観
音

　

イ
ン
ド
の
主
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
の
な
か
か
ら
「
響
き
（
音
、
音

楽
）」
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
本
稿
の
趣
旨
に
、
ま
さ
に
同
調
し
て
く
れ

て
い
る
か
の
よ
う
な
存
在
が
仏
教
の
な
か
に
い
た
。
日
本
の
神
仏
の
な
か

で
も
最
も
親
し
み
が
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
観
音
様
、
観
世
音

菩
薩
だ
。「
音
を
観
る
」
と
い
う
、
聴
覚
の
対
象
で
あ
る
も
の
を
視
覚
で

捉
え
る
奇
妙
な
名
称
に
つ
い
て
、
最
新
の
文
献
学
・
言
語
学
的
研
究
の
も

と
ホ
ッ
ト
な
議
論
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
法
華
経
』「
普
門
品
」
の
散
文
部
分
に
は
、
様
々
な
困
苦
・
危
機
に
あ

る
者
が
叫
ぶ
「
観
世
音
様
、
助
け
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
声
を
聴
い
て
救

済
に
来
て
く
れ
る
、
と
あ
り
、
韻
文
部
分
に
は
「
助
け
て
！
」
と
心
で
念

ず
れ
ば
、
そ
の
念
を
観
じ
て
救
済
に
来
て
く
れ
る
、
と
あ
る
。
そ
れ
は
、

前
者
の
原
語
がavalokita-svara

な
の
に
た
い
し
て
後
者
はavalokita-

sm
ara

と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
元
来
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で

は
な
く
、
口
語
に
ち
か
い
諸
地
方
語
で
あ
る
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
諸
語
の
ひ
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と
つ
ガ
ン
ダ
ー
ラ
語
で
『
法
華
経
』
が
編
ま
れ
て
お
り
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
語

で
はm

がv

で
表
さ
れ
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
区
別
さ
れ
るsvara-

と

sm
ara-

が
、
も
と
も
と
同
音
異
義
語
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、avalokita-

svara
は
、
直
訳
す
れ
ば
、「
観
じ
ら
れ
た
る
音
を
有
す
る
者
」、「
観
じ
ら

れ
た
る
念
を
有
す
る
者
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
含
意
さ
れ
て
い
た
と
言

わ
れ
る
。［
辛
嶋　

二
〇
一
三
、二
四
︱
三
八
頁
、
辛
嶋　

二
〇
一
四
、四
七
〇

︱
四
八
〇
頁
］

　

も
っ
と
も
、
こ
の
語
はavalokiteśvara ( avalokiteśa)

す
な
わ
ち
、「
観

察
す
る
こ
と
（avalokita-
）
に
自
在
な
る
も
の
（īśvara

も
し
く
はīśa

）」

を
含
意
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
形
が
原
義
で
あ
る
と
す
る
説
［Saito

］

な
ど
［
田
中　

二
〇
一
四
］
も
あ
っ
て
、
未
だ
決
着
は
つ
き
そ
う
に
な
い
。

だ
が
、「
声
」
を
聴
い
て
、
あ
る
い
は
「
念
」
を
観
じ
て
、
助
け
に
来
て

く
れ
る
と
い
う
観
音
様
の
菩
薩
行
に
変
わ
り
は
な
い
。
か
つ
て
拙
論
［
水

野　

二
〇
〇
一
］
で
、
神
の
名
を
声
に
出
し
て
唱
え
る
こ
と
と
、
心
の
中

で
念
じ
る
こ
と
の
相
違
を
論
じ
、
前
者
が
神
に
自
己
の
救
済
を
求
め
る
こ

と
、
後
者
が
自
己
同
一
を
図
る
こ
と
、
と
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
意
を
指
摘
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
観
音
菩
薩
は
「
音
」
に
な
ら
な
い
心
の
波
動
（
念
）

も
観
察
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
か
。
人
間
の
耳
に
は
感
知
で
き
な
い
波

長
の
振
動
も
観
音
に
と
っ
て
は
「
音
」
な
の
だ
ろ
う
。

Ⅵ
︱
２
．
極
楽
浄
土
の
響
き

　

次
に
、『
無
量
寿
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
浄
土
教
の
経
典
類
か
ら
「
音
」

を
拾
い
読
み
し
て
み
よ
う
。

　

阿
弥
陀
如
来
が
未
だ
ダ
ル
マ
ー
カ
ラ
（
法
蔵
）
菩
薩
と
し
て
菩
薩
行
を

修
し
て
い
た
時
、
大
人
相
（
三
十
二
相
八
十
種
好
）
を
具
え
て
い
た
が
、

そ
の
毛
孔
と
両
掌
か
ら
、
花
、
花
環
、
香
料
、
塗
油
、
傘
蓋
、
幢
、
幡
な

ど
と
も
に
器
楽
・
合
唱
が
出
て
き
た
、
と
あ
る
。［
藤
田
、
九
六
頁
］

　

極
楽
世
界
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
河
が
芳
し
い
香
り
の
す
る
水
を
湛
え
て

流
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
甘
美
な
音
・
響
き
を
放
っ
て
い
る
と
言
う
。
そ

の
響
き
は
、
十
万
・
千
万
の
種
類
で
接
合
さ
れ
天
の
合
唱
で
調
整
さ
れ
た

楽
器
が
名
手
た
ち
に
よ
っ
て
合
奏
さ
れ
る
と
き
の
よ
う
に
快
い
。
深
遠

で
、
了
知
さ
れ
、
識
別
さ
れ
、
純
粋
で
、
耳
に
楽
し
く
、
心
に
触
れ
、
愛

ら
し
く
、
微
妙
で
快
く
、
魅
力
的
で
あ
り
、
聞
い
て
不
快
な
思
い
を
さ
せ

ず
、
不
可
思
議
な
寂
静
で
あ
り
、
無
我
で
あ
る
と
楽
し
く
聞
か
れ
、
そ
れ

が
衆
生
た
ち
の
耳
の
範
囲
に
達
す
る
。［
藤
田
、
一
一
二
︱
一
一
三
頁
］

　

さ
ら
に
、そ
の
諸
大
河
に
は
、白
鳥
、鶴
、鴛
鴦
、鴨
、鸚
鵡
、鶖
鷺
（
サ

ギ
）、
杜
鵑
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
）、
ク
ナ
ー
ラ
（
鳩
那
羅
）、
カ
ラ
ヴ
ィ
ン
カ
（
迦

陵
頻
伽
）、
孔
雀
な
ど
の
快
い
鳴
き
声
が
あ
る
。［
藤
田
、
一
一
四
頁
］

　

河
岸
で
衆
生
た
ち
は
、
聞
き
た
く
な
い
と
思
え
ば
耳
に
入
ら
ず
、
聞
き

た
い
と
思
え
ば
、
思
っ
た
通
り
の
快
い
声
を
聞
く
、
と
い
う
。

・
・
仏
と
い
う
声
、
法
と
い
う
声
、
僧
と
い
う
声
、
波
羅
蜜
と
い
う
声
、

地
と
い
う
声
、
力
と
い
う
声
、
無
所
畏
と
い
う
声
、
不
共
仏
法
と
い
う
声
、

神
通
と
い
う
声
、
無
礙
解
と
い
う
声
、
空
・
無
相
・
無
願
・
無
作
・
無
生
・

無
起
・
無
有
・
無
滅
と
い
う
声
、
寂
静
・
寂
穏
・
寂
定
と
い
う
声
、
大
慈
・

大
悲
・
大
喜
・
大
捨
と
い
う
声
、
無
生
法
忍
・
灌
頂
地
の
逮
得
と
い
う
声

を
聞
く
。
か
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
も
ろ
も
ろ
の
声
を
聞
い
て
、
遠
離
に
と

も
な
う
、
離
貪
に
と
も
な
う
、
寂
静
に
と
も
な
う
、
止
滅
に
と
も
な
う
、

法
に
と
も
な
う
、
覚
り
を
完
全
に
達
成
す
る
善
根
に
と
も
な
う
、
広
大
な

喜
び
と
歓
喜
を
得
る
の
で
あ
る
。［
藤
田
、
一
一
五
頁
］
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極
楽
世
界
で
は
、
適
時
に
天
の
香
水
の
雲
か
ら
雨
が
降
る
が
、
そ
の
際
、

天
の
花
、
宝
石
、
栴
檀
の
抹
香
、
傘
蓋
、
幡
な
ど
が
降
る
一
方
、
天
の
宮

殿
、
幔
幕
が
空
中
に
支
え
ら
れ
、
そ
こ
で
器
楽
が
奏
で
ら
れ
、
天
女
た

ち
が
舞
う
。［
藤
田
、
一
二
一
頁
］
菩
提
樹
が
風
に
揺
り
動
か
さ
れ
て
出
る

声
・
響
き
が
無
限
の
世
界
に
ひ
ろ
が
り
、
そ
れ
を
聞
け
ば
、
衆
生
た
ち
は

覚
り
の
極
致
ま
で
、耳
の
病
気
に
罹
る
こ
と
も
な
い
、と
も
い
う
。［
藤
田
、

一
三
四
頁
］

　
（
極
楽
と
い
う
）
仏
国
土
に
生
ま
れ
た
菩
薩
た
ち
の
、
諸
々
の
行
動
の

な
か
に
、「
大
い
な
る
法
の
太
鼓
の
響
き
を
も
っ
て
妙
な
る
音
を
発
し
、

大
い
な
る
法
の
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
大
い
な
る
法
の
法
螺
貝
を
吹
き
鳴
ら

し
・
・
」［
藤
田
、
一
四
三
頁
］
と
あ
る
。

　

ま
た
、

か
し
こ
の
仏
国
土
に
は
、
白
鳥
や
帝
釈
鴫
や
孔
雀
た
ち
が
い
る
。
そ
れ
ら

は
、
夜
に
三
度
、
昼
に
三
度
、
集
ま
っ
て
合
唱
を
な
し
、
ま
た
各
々
調
べ

を
さ
え
ず
る
。
そ
れ
ら
が
さ
え
ず
る
と
き
、〔
五
〕
根
、〔
五
〕
力
、〔
七
〕

覚
支
と
い
う
声
が
流
れ
出
る
。
そ
の
声
を
聞
い
て
、
か
し
こ
に
お
け
る
か

の
人
々
に
は
、
仏
に
対
す
る
思
念
が
起
こ
り
、
法
に
対
す
る
思
念
が
起
こ

り
、
僧
団
に
対
す
る
思
念
が
起
こ
る
。［
藤
田
、
一
七
九
頁
］

・
・
か
の
タ
ー
ラ
樹
の
並
木
や
、
か
の
鈴
の
つ
い
た
網
が
風
に
吹
き
動

か
さ
れ
る
と
き
、
妙
な
る
快
い
声
が
流
れ
出
て
く
る
。・
・
あ
た
か
も
、

十
万
・
千
万
の
種
類
か
ら
成
る
天
の
楽
器
が
、
ま
た
聖
者
た
ち
に
よ
っ
て

合
奏
さ
れ
る
と
き
、
妙
な
る
快
い
声
が
流
れ
出
て
く
る
よ
う
に
、
ま
さ
し

く
同
じ
よ
う
に
、・
・
妙
な
る
快
い
声
が
流
れ
出
て
く
る
。
そ
の
声
を
聞

い
て
、
か
し
こ
に
お
け
る
か
の
人
々
に
は
、
仏
に
対
す
る
随
念
が
身
に
生

じ
、
法
に
対
す
る
随
念
が
身
に
生
じ
、
僧
団
に
対
す
る
随
念
が
身
に
生
じ

る
。・
・［
藤
田
、
一
八
〇
頁
］

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
極
楽
浄
土
に
お
い
て
は
、
川
が
流
れ
る
音
や

さ
ま
ざ
ま
な
鳥
の
囀
り
が
た
だ
心
地
よ
い
ば
か
り
で
な
く
、
完
全
な
る
覚

者
（
仏
）
へ
と
誘
っ
て
く
れ
る
響
き
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
天
の
楽
人
た
ち

に
よ
る
演
奏
や
天
女
の
舞
も
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
場
で
あ
っ
た
。

Ⅶ
．
医
学
文
献
か
ら

　

音
楽
と
宗
教
と
の
関
係
は
、「
音
楽
に
よ
っ
て
解
脱
で
き
る
か
？
」
と

い
う
問
い
［
上
村　

一
九
七
七
］
に
究
極
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

が
、
深
入
り
す
る
の
は
別
の
機
会
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
、
音
楽
に
よ
る
精

神
作
用
・
身
体
作
用
に
つ
い
て
、
イ
ン
ド
で
は
ど
ん
な
見
解
を
持
っ
て
い

た
か
、
僅
か
な
例
な
が
ら
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
極
楽
浄
土
と
い
っ
た
特

異
な
空
間
で
は
な
く
、
現
実
の
人
間
世
界
に
お
け
る
音
の
作
用
に
つ
い
て

で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
医
学
す
な
わ
ち
ア
ー
ユ
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
（āyur-veda

）
も
古
い

文
献
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
二
世
紀
頃
に
は
成
立
し
て
い
た

と
さ
れ
る
内
科
的
考
察
が
中
心
の
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
（C

araka-
saṃ

hitā

）』
の
な
か
に
、い
わ
ゆ
る
音
楽
療
法
の
可
能
性
も
示
唆
す
る
文
言

を
見
つ
け
た
。

・
・
歌
、
音
楽
演
奏
、
お
笑
い
、
称
賛
の
う
た
、
物
語
、
伝
説
、
古
い

話
に
上
達
し
た
人
々
や
患
者
の
気
持
ち
を
察
し
、
気
に
入
ら
れ
、
場
所

と
時
間
を
わ
き
ま
え
た
取
り
巻
き
の
人
々
が
必
要
で
あ
る
。・
・［
矢
野
、

一
〇
六
︱
一
〇
七
頁
］
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医
学
文
献
も
膨
大
な
量
の
蓄
積
が
あ
る
の
で
、
一
朝
一
夕
に
は
扱
い
き

れ
な
い
が
、
音
楽
療
法
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
［K

atz

］［N
alapat

］
も

あ
る
の
で
、
い
つ
か
探
索
し
て
み
た
い
。

Ⅷ
．
お
わ
り
に

　

イ
ン
ド
に
は
「
ラ
サ
（rasa

）
論
」
と
い
う
芸
術
鑑
賞
論
が
あ
る
。
先

述
の
演
劇
論
書
『
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
』
以
来
、
連
綿
と
考
察

さ
れ
続
け
て
き
た
。
日
常
生
活
に
お
け
る
各
種
の
体
験
や
、
演
劇
・
文
芸

鑑
賞
に
よ
る
疑
似
体
験
で
、
潜
在
し
て
い
た
諸
々
の
感
情
が
顕
在
化
し
た

状
況
を
、ラ
サ
（
味
わ
い
）
と
な
っ
た
感
情
と
し
て
、八
つ
（
欲
情
、歓
喜
、

悲
愴
、
憤
慨
、
勇
猛
、
恐
怖
、
嫌
悪
、
驚
嘆
）
立
て
る
。
ま
さ
に
感
情
が
味

得
さ
れ
て
い
る
状
態
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
潜
在
的
感
情
を
ラ
サ
の
状
態
に
至

ら
し
め
る
た
め
の
要
素
、
す
な
わ
ち
登
場
人
物
（
舞
台
上
の
俳
優
）、
演
技
・

仕
草
（
発
汗
、
鳥
肌
な
ど
の
自
律
神
経
系
身
体
的
変
化
も
含
む
）、
台
詞
、
小

道
具
、
大
道
具
、
等
々
、
ど
の
よ
う
な
要
件
を
満
た
し
た
も
の
が
効
果
的

か
を
各
々
緻
密
に
論
じ
る
の
だ
。

　

今
回
は
触
れ
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
が
、
太
古
よ
り
発
展
し
て
い
た
韻
律
学

に
お
い
て
も
、
ラ
サ
論
が
援
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
長
母
音
と
短
母
音

の
三
音
節
ず
つ
の
組
み
合
わ
せ
で
八
種
の
塊
（
ガ
ナgaṇa

）
が
出
来
る
が
、

そ
れ
を
ま
た
幾
つ
か
組
み
合
わ
せ
て
一
詩
節
の
韻
律
が
構
成
さ
れ
る
。
そ

の
際
の
組
合
わ
せ
方
に
よ
っ
て
、
ど
う
い
っ
た
ラ
サ
が
醸
し
出
さ
れ
る

か
、
と
い
っ
た
議
論
を
し
た
。
不
適
切
な
組
み
合
わ
せ
だ
と
「
嫌
悪
」
感

を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
て
あ
る
と
い
う
議
論
だ
。
中
世
期
以

降
、
第
九
の
ラ
サ
と
し
て
「（
宗
教
的
）
寂
静
感
：
シ
ャ
ー
ン
タ
・
ラ
サ

（śānta-rasa

）」
を
加
え
て
論
じ
る
詩
論
家
［
上
村　

一
九
八
九
］
も
多
勢

出
て
き
た
。
つ
ま
り
、
芸
術
が
宗
教
的
情
操
に
働
き
か
け
る
と
い
う
認
識

で
あ
る
が
、
こ
れ
が
加
え
ら
れ
た
経
緯
は
、
仏
教
劇
や
ジ
ャ
イ
ナ
教
文
芸

な
ど
が
後
ろ
盾
と
な
っ
て［R

aghavan: 10-12

］、歌
舞
音
曲
の
精
神
作
用
、

と
り
わ
け
「
寂
静
の
境
地
」
へ
の
誘
導
作
用
が
見
逃
せ
な
い
も
の
と
考
え

ら
れ
た
か
ら
の
よ
う
な
の
だ
。

　

雑
駁
な
が
ら
、
諸
ジ
ャ
ン
ル
の
文
献
か
ら
イ
ン
ド
の
響
き
を
拾
い
上
げ

て
み
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
音
楽
、
音
、
響
き
は
聴
覚
器
官
を
刺
激
し
快
感

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
そ
れ
に
留
ま
ら

ず
、
全
身
全
霊
で
受
け
止
め
て
自
ら
の
「
生
」
の
糧
と
し
て
い
る
様
相
も

観
取
で
き
た
よ
う
に
お
も
う
。

(Endnotes)

１　

誤
謬
な
く
記
憶
、
伝
承
す
る
た
め
、
同
じ
文
を
主
に
三
通
り
（
さ
ら
に
強
固
な
ら

し
め
る
た
め
の
八
通
り
）
に
分
節
、
節
の
前
後
置
き
換
え
、
リ
フ
レ
ー
ン
な
ど
を
施

す
暗
誦
法
上
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
。［
フ
ィ
リ
オ
ザ
、
十
九
︱
二
十
六
頁
］

２　

ジ
ャ
イ
ナ
の
伝
統
で
は
七
十
二
種
挙
げ
ら
れ
る
。
男
女
で
数
が
異
な
る
こ
と
も
あ

る
。［
水
野　

二
〇
一
四
、三
七
九
頁
、
注
十
六
］［Venkatasubbiah, A

 and E. M
ül-

ler, 1914, “The K
alās”, The Journal of the Royal Asiatic Society of G

reat Britain 

and Ireland, vol. 46, pp.335-367.

］

３　

十
三
世
紀
ご
ろ
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
出
身Soṭhala

の
子N

niśśaṅka Śārṅgadeva

に
よ

る『
サ
ン
ギ
ー
タ
・
ラ
ト
ナ
ー
カ
ラ（Saṅgīta-ratnākara

）』は
、『
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
・
シ
ャ
ー

ス
ト
ラ
』
以
来
の
イ
ン
ド
古
典
音
楽
理
論
を
集
大
成
し
た
も
の
と
し
て
重
要
。

４　

説
話
の
東
西
交
流
は
個
々
の
お
話
単
位
で
は
な
く
、
モ
チ
ー
フ
毎
に
考
察
さ
れ
、
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東
か
ら
西
へ
至
っ
た
モ
チ
ー
フ
も
あ
れ
ば
、
そ
の
逆
も
多
く
認
め
ら
れ
る
［
水
野

二
〇
〇
七
］。

５　
Pañca-tantra

の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
版
は
主
に
四
つ
の
系
統
に
分
類
さ
れ
る
多
く
の

伝
本
（
写
本
）
を
も
つ
が
、
こ
こ
に
引
用
す
る
［
田
中
・
上
村
］
訳
は
、
タ
ン
ト
ラ
ー

キ
ヤ
ー
イ
カ
系
の
な
か
の
小
本
と
呼
び
習
わ
し
て
い
る
版
で
九
〇
〇
︱
一
一
〇
〇
年

の
間
に
成
立
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
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岩
本
裕　

訳
、
一
九
九
八
『
完
訳
カ
ー
マ
・
ス
ー
ト
ラ
』（
東
洋
文
庫
六
二
八
）
平
凡
社
。

ヴ
ィ
ン
テ
ル
ニ
ッ
ツ
著
、
中
野
義
照
訳
、
一
九
六
四
『
ヴ
ェ
ー
ダ
の
文
学
︱
イ
ン
ド
文

献
史
第
一
巻
︱
』
日
本
印
度
学
会
。

ヴ
ィ
ン
テ
ル
ニ
ッ
ツ
著
、
中
野
義
照
訳
、
一
九
七
三
『
イ
ン
ド
の
学
術
書
︱
イ
ン
ド
文

献
史
第
六
巻
︱
』
日
本
印
度
学
会
。

上
村
勝
彦
、一
九
七
七
「
文
学
に
よ
る
解
脱
は
可
能
か
︱
ア
ビ
ナ
ヴ
ァ
グ
プ
タ
の
シ
ャ
ー

ン
タ
・
ラ
サ
論
」『
佛
の
研
究　

玉
城
康
四
郎
博
士
還
暦
記
念
論
集
』
春
秋
社
、

六
二
三
︱
六
三
七
頁
。

上
村
勝
彦　

訳
、
一
九
八
四
『
カ
ウ
テ
ィ
リ
ヤ　

実
利
論

︱
古
代
イ
ン
ド
の
帝
王
学

︱
』（
上
・
下
）（
岩
波
文
庫
）
岩
波
書
店
。

上
村
勝
彦
、一
九
八
九「D

aśarūpaka

お
よ
びAvaloka

注
に
お
け
るśānta-rasa

論
」

『
藤
田
宏
達
博
士
還
暦
記
念
論
集　

イ
ン
ド
哲
学
と
仏
教
』平
楽
寺
書
店
、(

一
九
七)

︱(

二
〇
九)

頁
。

辛
嶋
静
志
、
二
〇
一
三
「
言
葉
の
向
こ
う
に
開
け
る
大
乗
仏
教
の
原
風
景
︱
経
文
に
見

え
る
大
乗
、
一
闡
提
、
観
音
、 

浄
土
の
本
当
の
意
味
︱
」『
真
宗
文
化
：
真
宗
文
化

研
究
所
年
報
』
第
二
十
二
号
、
一
︱
四
十
八
頁
。

辛
嶋
静
志
、
二
〇
一
四
「
大
乗
仏
教
と
ガ
ン
ダ
ー
ラ
︱
般
若
経
・
阿
弥
陀
・
観
音
︱
」『
創

価
大
学
・
国
際
仏
教
学
高
等
研
究
所
・
年
報
』
第
十
七
号
、
四
四
九
︱
四
八
五
頁
。

島
田
外
志
夫　

訳
、
一
九
八
二
a
「『
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
』
の
音
楽
理
論
」

『
仏
教
教
理
の
研
究—

田
村
芳
朗
博
士
還
暦
記
念
論
集—

』
春
秋
社
、
五
四
五
︱

五
六
〇
頁
。
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島
田
外
志
夫
、一
九
八
二
b「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナI.4

の
音
楽
用
語
」『
印
度
学
佛
教
学
研
究
』

第
三
十
号
第
二
号
、
九
二
五
︱
九
二
〇
頁
。

島
田
外
志
夫
、
一
九
九
六
「
イ
ン
ド
音
楽
史
の
試
み
（
古
代
篇
）」『
イ
ン
ド
思
想
と
仏

教
文
化
：
今
西
順
吉
教
授
還
暦
記
念
論
集
』
春
秋
社
、
一
〇
七
︱
一
二
一
頁
。

田
中
於
菟
弥
・
上
村
勝
彦　

訳
、一
九
八
〇
『
ア
ジ
ア
の
民
話
12
：
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
』

大
日
本
絵
画
。

田
中
公
明
、
二
〇
一
四
「
観
音
の
語
源
再
考

︱
羅
什
以
前
の
漢
訳
に
現
れ
る
尊
名
を

中
心
に

︱
」『
印
度
学
佛
教
学
研
究
』
第
六
二
巻
第
二
号
、五
二
九
︱
五
三
八
頁
。

中
村
了
昭　

訳
、
二
〇
一
二　
『
ヴ
ァ
ー
ル
ミ
ー
キ　

新
訳
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ　

１
』
全
七

巻
（
東
洋
文
庫
八
二
〇
）
平
凡
社
。

原　

實　

訳
、
一
九
六
六
「
ナ
ー
ガ
ー
ナ
ン
ダ
」『
世
界
古
典
文
学
全
集　

第
六
巻
：
仏

典
Ⅰ
』
筑
摩
書
房
、
三
七
三
︱
四
一
三
頁
。

藤
田
宏
達　

訳
、
二
〇
一
五
『
新
訂
梵
文
和
訳　

無
量
寿
経
・
阿
弥
陀
経
』
法
蔵
館
。

フ
ィ
リ
オ
ザ
、ピ
エ
ー
ル=

シ
ル
ヴ
ァ
ン
著
、竹
内
信
夫
訳
、二
〇
〇
六
『
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
』
白
水
社
。

水
野
善
文
、
二
〇
〇
一
「
イ
ン
ド
の
称
名
」『
空
と
実
在
：
江
島
惠
教
博
士
追
悼
論
集
』

春
秋
社
、
四
八
一
︱
五
〇
〇
頁
。

水
野
善
文
、
二
〇
〇
七
「
死
の
手
紙
、
東
へ
？　

西
へ
？ 

︱
説
話
伝
承
研
究
の
試
み

︱
」『
総
合
文
化
研
究
』
第
十
号
、
七
八
︱
一
〇
二
頁
。

水
野
善
文
、
二
〇
〇
八
「
ジ
ャ
ン
ル
を
異
に
す
る
諸
テ
ク
ス
ト
間
の
時
空
︱
イ
ン
ド
文

学
史
の
記
述
法
を
模
索
し
つ
つ
︱
」（
平
成
十
七
︱
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金
・
基
盤
研
究
A
成
果
報
告
書
）『
多
言
語
社
会
に
お
け
る
文
学
の
歴
史
的
展
開
と

現
在
：
イ
ン
ド
文
学
を
事
例
と
し
て
』
東
京
外
国
語
大
学
、
一
七
一
︱
一
九
五
頁
。

水
野
善
文
、
二
〇
一
四
「
語
り
部
と
し
て
の
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
︱
『
獅
子
座
三
十
二
話
』

を
中
心
に
︱
」『
奥
田
聖
應
先
生
頌
寿
記
念
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』佼
成
出
版
社
、

三
六
九
︱
三
八
一
頁
。

矢
野
道
雄
訳
、
一
九
八
〇
『
イ
ン
ド
医
学
概
論
』、
朝
日
出
版
社
。

吉
次
通
泰
、
二
〇
〇
八 

「
古
代
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
終
末
期
医
療
」『
イ
ン
ド
哲
学
仏

教
学
研
究
』　

十
五
、五
七
︱
七
十
頁
。
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序
文

　
タ
イ
の
音
楽
に
お
い
て
、
全
国
的
に
人
気
の
あ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
一
つ
で

あ
る
「
プ
レ
ー
ン
・
ル
ー
ク
ト
ゥ
ン
」
は
文
化
的
価
値
が
あ
る
音
楽
と
現

在
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。ル
ー
ク
ト
ゥ
ン（ลูกทุ่ง

）と
い
う
言
葉
は
本
来
、

タ
イ
王
立
学
士
院
発
行
の
国
語
辞
典
に
よ
る
と
、
田
畑
で
働
き
生
計
を
立

て
て
い
る
人
と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
日
常
的
に
利
用
さ
れ
て
い

る
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
田
舎
者
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
音
楽
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と

し
て
「
ル
ー
ク
ト
ゥ
ン
」
と
あ
る
が
、
厳
密
に
は
曲
と
い
う
意
味
を
持
つ

「
プ
レ
ー
ン
」（เพลง

）
を
付
け
、「
プ
レ
ー
ン
・
ル
ー
ク
ト
ゥ
ン
」
と
い

う
呼
び
方
と
な
る
。

　
タ
イ
教
育
省
国
家
文
化
委
員
会
事
務
局
の
定
義
で
は
、「
プ
レ
ー
ン
・

ル
ー
ク
ト
ゥ
ン
」（
以
下
ル
ー
ク
ト
ゥ
ン
）
は
特
有
の
表
現
方
法
、
特
徴
的

な
旋
律
、
歌
詞
、
訛
り
、
歌
い
方
・
演
奏
法
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
地
方
の
雰
囲
気
を
表
し
な
が
ら
も
、
タ
イ
に
お
け
る
生
活
、
社
会
の
在

り
方
、
考
え
方
、
文
化
な
ど
を
歌
う
曲
と
し
て
い
る
。
日
本
の
音
楽
で
例

え
る
な
ら
、
演
歌
が
一
番
近
い
だ
ろ
う
。
こ
の
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
に
「
ル
ー

ク
ト
ゥ
ン
」
と
名
付
け
ら
れ
た
の
は
一
九
六
四
年
で
あ
る
が
、
該
当
す
る

曲
自
体
は
そ
れ
よ
り
古
く
か
ら
あ
り
、
初
め
て
の
ル
ー
ク
ト
ゥ
ン
の
曲
と

タ
イ
料
理
を
歌
う
「
ル
ー
ク
ト
ゥ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ー
ス
ィ
ッ
ト
・
テ
ィ
ッ
プ
テ
ィ
エ
ン
ポ
ン

さ
れ
て
い
る
『
お
お
、
農
民
の
少
女
よ
』
と
い
う
曲
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の

挿
入
歌
と
し
て
一
九
三
八
年
に
登
場
し
た
。

　
ル
ー
ク
ト
ゥ
ン
は
、
作
詞
・
作
曲
さ
れ
た
時
点
の
タ
イ
社
会
の
風
景
、

価
値
観
、
方
言
を
表
す
曲
が
多
く
占
め
て
お
り
、
歴
史
的
な
記
録
と
も
見

な
さ
れ
て
い
る
。
大
き
な
特
徴
は
基
本
的
に
民
謡
の
よ
う
に
単
純
な
言
葉

が
中
心
の
歌
謡
で
あ
り
、
そ
の
表
現
も
率
直
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、『
奥

さ
ん
を
持
っ
て
き
た
の
か
』（พกเมียมาด้วยเหรอ

）
と
い
う
、
あ
る
女
性
が

既
婚
の
男
性
に
恋
し
親
密
に
な
り
た
が
る
が
、
あ
る
日
そ
の
男
性
が
妻
を

連
れ
て
く
る
光
景
を
目
に
し
て
し
ま
う
曲
が
あ
る
。
そ
の
歌
詞
は
「
え
！
　
奥

さ
ん
を
持
ち
歩
い
て
き
た
の
？
　
奥
さ
ん
を
持
っ
て
き
た
の
？
　
も
っ

た
い
な
い
！
」
と
率
直
に
表
現
し
て
い
る
。

　
ま
た
ル
ー
ク
ト
ゥ
ン
の
内
容
は
、
他
の
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
よ
り
も
幅
広

く
、
例
え
ば
、
恋
愛
、
苦
労
、
貧
困
、
売
春
、
悲
哀
、
郷
土
愛
、
略
奪
愛
、

愛
国
心
、
物
語
、
そ
し
て
料
理
な
ど
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は

料
理
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
代
表
的
な
ル
ー
ク
ト
ゥ
ン
で
あ
り
、
そ
の
表
現

と
雰
囲
気
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
以
降
紹
介
す
る
三
曲
に
よ
り
世
界
的
に
有

名
に
な
っ
た
タ
イ
料
理
「
ト
ム
ヤ
ン
ク
ン
」
以
外
に
も
、
ル
ー
ク
ト
ゥ
ン

の
歌
詞
を
通
じ
て
タ
イ
料
理
の
多
様
性
を
認
識
で
き
る
だ
ろ
う
。

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
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一
、 

調
理
方
法
を
歌
う
『
ソ
ム
タ
ム
』

　
ソ
ム
タ
ム
（ส้มตำา

）
と
は
料
理
の
一
種
で
、
青
パ
パ
イ
ヤ
を
中
心
に
ニ

ン
ニ
ク
、
唐
辛
子
、
ラ
イ
ム
、
干
し
エ
ビ
な
ど
を
臼
の
中
で
搗
い
て
作
る

甘
酸
っ
ぱ
く
辛
い
サ
ラ
ダ
で
あ
る
。
本
来
ソ
ム
タ
ム
と
い
う
料
理
名
は
総

称
で
あ
り
、
青
パ
パ
イ
ヤ
の
代
わ
り
に
人
参
や
青
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
を
使
う

こ
と
も
あ
り
、地
方
に
よ
っ
て
名
称
が
「
タ
ム
ソ
ム
」（ตำาส้ม

）
と
も
言
う
。

そ
の
作
り
方
を
歌
っ
て
い
る
『
ソ
ム
タ
ム
』
と
い
う
曲
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
次
の
歌
詞
を
読
む
だ
け
で
調
理
方
法
が
分
か
る
。

こ
れ
か
ら
美
味
し
い
食
べ
物
に
つ
い
て
教
え
る
よ
。

そ
れ
は
よ
く
食
べ
ら
れ
、
美
味
し
い
ソ
ム
タ
ム
だ
。

作
り
方
も
簡
単
で
次
の
通
り
だ
。

と
て
も
素
晴
ら
し
い
作
り
方
だ
。

手
頃
な
大
き
さ
の
パ
パ
イ
ヤ
を
買
っ
て
き
て
、

切
り
刻
み
に
切
り
刻
ん
で
、切
り
取
り
に
切
り
取
る
。
量
は
若
干
で
い
い
。

唐
辛
子
と
ニ
ン
ニ
ク
を
搗
く
と
、
素
晴
ら
し
い
香
り
が
出
る
。

魚
醤
と
ラ
イ
ム
、
そ
し
て
砂
糖
、
あ
る
い
は
パ
ー
ム
シ
ュ
ガ
ー
が
あ
っ
た

ら
、
そ
れ
を
入
れ
る
。

し
っ
か
り
美
味
し
く
味
付
け
し
て
ね
。

そ
し
て
パ
パ
イ
ヤ
を
入
れ
る
こ
と
だ
。

あ
、
そ
う
だ
。
良
質
な
、
粉
の
干
し
エ
ビ
を
入
れ
る
の
を
忘
れ
な
い
で
。

ト
マ
ト
も
早
く
、
イ
ン
ゲ
ン
豆
も
急
い
で
入
れ
よ
う
。

終
わ
っ
た
ら
、
台
所
か
ら
持
ち
出
す
。

も
ち
米
と
一
緒
に
食
べ
る
。
あ
ち
こ
ち
み
ん
な
に
配
る
。

よ
い
香
り
に
魅
了
さ
れ
て
、
よ
だ
れ
が
出
そ
う
に
な
る
。

そ
の
ラ
オ
ス
の
ソ
ム
タ
ム
の
レ
シ
ピ
を
書
き
留
め
て
き
た
。

食
べ
す
ぎ
る
人
は
、
お
な
か
を
壊
す
よ
。
気
を
付
け
て
。

あ
と
、
お
ま
け
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
え
ば
、
と
て
も
気
に
入
る
と
思
う
。

焼
き
鳥
と
一
緒
に
食
べ
た
ら
、
ど
う
？
　
き
っ
と
美
味
し
い
よ
。

　
こ
の
曲
は
若
い
時
か
ら
ル
ー
ク
ト
ゥ

ン
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
シ
リ
ン
ト
ー

ン
王
女
が
一
九
七
〇
年
に
、
当
時
十
五

歳
で
作
詞
・
作
曲
し
た
。
一
番
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
の
は
一
九
九
一
年
七
月
に

行
わ
れ
た
第
二
回
「
半
世
紀
の
タ
イ
の

ル
ー
ク
ト
ゥ
ン
」
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
、

タ
イ
の
代
表
的
な
女
性
歌
手
プ
ン
プ
ァ

ン
・
ド
ゥ
ア
ン
チ
ャ
ン
に
歌
わ
れ
た
バ
ー

ジ
ョ
ン
で
あ
り
、
ル
ー
ク
ト
ゥ
ン
の
代

表
曲
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以

降
、
様
々
な
歌
手
が
ル
ー
ク
ト
ゥ
ン
形

式
と
し
て
カ
バ
ー
し
、
ロ
ッ
ク
形
式
ま

で
も
歌
わ
れ
て
い
る
。

二
、 
口
説
き
に
対
す
る
皮
肉
と
し
て
の
「
ナ
ム
プ
リ
ッ
ク
」

　
ナ
ム
プ
リ
ッ
ク(น้ำาพริก ) 

は
タ
イ
の
典
型
的
な
家
庭
料
理
の
一
つ
で
、

ソムタム（パパイヤサラダ）
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唐
辛
子
を
搗
き
、
細
か
く
刻
ん
だ
魚
肉
、
ニ
ン
ニ
ク
、
エ
ビ
ペ
ー
ス
ト
な

ど
の
具
材
を
混
ぜ
味
噌
の
よ
う
に
し
て
野
菜
と
一
緒
に
食
べ
る
お
か
ず

で
あ
る
。
作
り
方
は
簡
単
で
唐
辛
子
と
魚
醤
だ
け
の
場
合
も
あ
る
。
庶
民

的
な
レ
シ
ピ
も
あ
れ
ば
、
と
て
も
高
級
な
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
単
純

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
庶
民
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
こ
れ
が
モ

チ
ー
フ
に
な
り
、『
ご
飯
と
ナ
ム
プ
リ
ッ
ク
を
食
べ
る
』(กินข้าวกับน้ำาพริก )

と
い
う
曲
が
で
き
、
曲
中
の
女
性
は
上
流
階
級
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
美
貌

を
持
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
食
べ
て
い
る
も
の
は
高
級
な
料
理
で
は
な

く
、
単
な
る
庶
民
の
唐
辛
子
味
噌
だ
け
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
　

ほ
ら
、
誰
よ
り
も
し
つ
こ
く
聞
い
て
く
る
な
ん
て
、

鶏
の
よ
う
な
好
色
漢
の
あ
な
た
、
う
つ
ろ
な
目
つ
き
で
私
を
見
て
い
る
。

口
が
う
ま
い
ね
、
か
っ
こ
い
い
お
兄
さ
ん
、
私
を
口
説
こ
う
と
し
て
い
る

の
ね
。

私
に
会
っ
た
の
は
一
瞬
で
し
か
な
い
の
に
、
ほ
ら
、
甘
え
て
く
る
。

ご
飯
と
ナ
ム
プ
リ
ッ
ク
を
食
べ
て
い
る
か
ら
、
こ
ん
な
美
人
に
な
っ
た
の
よ
。

私
の
家
族
は
裕
福
で
は
な
い
の
よ
。
エ
ビ
と
貝
し
か
な
い
の
よ
。

田
舎
者
の
よ
う
に
野
菜
を
取
っ
て
き
て
水
を
桶
で
す
く
っ
て
く
る
。

夕
方
に
な
る
と
、
運
河
で
水
浴
び
を
す
る
し
、
運
河
に
体
を
浮
か
ば
せ
て

遊
び
た
い
。

見
た
目
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
整
形
で
体
に
偽
物
や
変
な
も
の
を
入
れ
た

こ
と
が
な
い
。

ア
ブ
、
蚊
、
ヌ
カ
カ
（
糠
蚊
）、
ダ
ニ
、

こ
れ
ら
は
私
の
肌
に
近
づ
こ
う
と
し
て
も
寄
っ
て
こ
な
い
。

ナ
ン
パ
し
て
く
る
男
が
い
て
も
警
戒
し
な
き
ゃ
。

私
を
少
し
見
る
の
は
構
わ
な
い
け
ど
、
そ
れ
以
上
は
だ
め
よ
。

何
を
食
べ
て
こ
ん
な
に
美
人
に
な
っ
た
の
か
っ
て
？

常
に
美
人
だ
し
、
自
然
の
ま
ま
よ
。

厚
化
粧
な
ん
か
し
な
く
て
も
、
と
っ
て
も
魅
力
的
だ
よ
。

都
会
の
人
は
長
い
丈
の
ス
カ
ー
ト
を
履
き
、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
も
履
く
け
ど
、

い
つ
か
転
倒
す
る
か
も
よ
。

そ
ん
な
恰
好
で
私
の
家
の
近
所
を
歩
い
て
み
る
と
、
六
メ
ー
ト
ル
も
し
な

い
う
ち
に
、

畦
道
か
ら
転
倒
し
て
し
ま
い
、
上
の
空
の
状
態
の
目
つ
き
に
な
る
わ
。

　
こ
の
曲
は
先
に
発
表
さ
れ
た
曲
の
歌
詞
に
対
し
、
全
く
同
じ
メ
ロ

デ
ィ
ー
に
「
答
え
」
の
よ
う
な
歌
詞
を

載
せ
歌
う
「
プ
レ
ー
ン
・
ケ
ー
」（
組
打

ち
曲
）
で
あ
る
。
人
間
国
宝
で
あ
る
女

性
歌
手
ポ
ン
シ
ー
・
ウ
ォ
ー
ラ
ヌ
ッ
ト

が
歌
う
『
ご
飯
と
ナ
ム
プ
リ
ッ
ク
を
食

べ
る
』（
一
九
七
五
）
は
男
性
歌
手
サ
ー

ヤ
ン
・
サ
ン
ヤ
ー
の
『
何
を
食
べ
て
綺

麗
に
な
っ
た
の
』（
一
九
七
五
）
に
対
す

る
答
え
に
な
っ
て
い
る
。
両
曲
は
チ
ョ

ン
ラ
テ
ィ
ー
・
タ
ー
ン
ト
ー
ン
が
作
詞
・

作
曲
し
た
名
曲
で
あ
る
。

　
歌
詞
は
地
方
の
雰
囲
気
を
表
し
な
が

ら
、
う
ま
く
ナ
ム
プ
リ
ッ
ク
を
曲
中
に

ナムプリックと野菜
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導
入
し
て
い
る
。
皮
肉
を
言
う
一
方
、「
田
舎
者
の
よ
う
に
野
菜
を
取
っ

て
き
て
水
を
桶
で
す
く
っ
て
く
る
」
の
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
よ
う
に
、
素
朴

で
都
会
の
生
活
に
染
ま
っ
て
い
な
い
タ
イ
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
し
て

い
る
。
ま
た
「
裕
福
で
は
な
い
の
よ
、
エ
ビ
と
貝
し
か
な
い
の
」
と
い
う

フ
レ
ー
ズ
で
は
、
当
時
の
タ
イ
に
お
け
る
一
般
的
な
庶
民
の
生
活
の
様
子

を
描
い
て
お
り
、
現
在
と
違
い
、
エ
ビ
や
貝
な
ど
は
贅
沢
な
も
の
で
は
な

く
、
わ
ざ
わ
ざ
店
舗
で
購
入
す
る
も
の
で
は
な
く
、
周
囲
で
簡
単
に
取
る

こ
と
が
で
き
た
。

三
、
ユ
ー
モ
ア
豊
富
の
架
空
の
タ
イ
料
理
　

　
料
理
に
つ
い
て
歌
っ
て
い
る
タ
イ
の
曲
の
中
で
、
想
像
力
の
豊
か
さ
と

登
場
す
る
料
理
の
数
か
ら
見
る
と
、
一
番
高
く
評
価
で
き
る
の
は
『
お
か

ず
は
処
刑
人
』(กับข้าวเพชฌฆาต )

（
一
九
七
？
）
と
い
う
曲
だ
ろ
う
。
馴
染

み
の
あ
る
タ
イ
料
理
を
モ
チ
ー
フ
に
し
、
動
物
、
道
具
、
武
器
を
工
夫
し
、

具
材
と
し
て
新
た
な
料
理
を
生
み
出
す
こ
の
曲
は
、
聞
い
て
み
る
と
、
笑

い
だ
し
な
が
ら
、
引
い
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
、
面
白
い
曲
で
あ
る
。
ま
た
そ

の
料
理
の
数
（
下
線
部
）
は
二
十
二
種
類
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
料
理
名
を

登
場
さ
せ
る
曲
が
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
　

今
日
は
誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
、

お
祝
い
し
よ
う
、
一
緒
に
楽
し
も
う
。

私
は
あ
な
た
に
ご
馳
走
し
た
く
料
理
を
作
っ
た
よ
。

今
日
の
お
か
ず
は
き
っ
と
心
に
残
る
お
い
し
さ
よ
。

オ
ー
、
オ
ー
、
オ
ー
、
オ
ー 

料
理
の
腕
は
誰
も
私
に
は
敵
わ
な
い
。

み
ん
な
あ
ち
こ
ち
噂
し
て
い
る
よ
。

今
日
若
い
男
女
が
集
ま
っ
て
い
る
。

お
か
ず
も
デ
ザ
ー
ト
も
作
っ
て
お
い
た
。

お
金
を
持
ち
寄
ら
な
く
て
結
構
、
さ
あ
食
べ
ま
し
ょ
う
。

今
日
は
誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
か
ら
、
大
丈
夫
。

ど
れ
ほ
ど
私
の
腕
が
す
ご
い
か
、
立
ち
寄
っ
て
味
わ
っ
て
み
て
ね
。

黒
猫
の
ピ
リ
辛
炒
め
、
象
の
ト
ム
ヤ
ム
ス
ー
プ
。

お
ー
い
、
竹
藪
入
り
オ
ナ
ガ
ザ
ル
ス
ー
プ
。

ガ
マ
ガ
エ
ル
の
カ
レ
ー
ソ
ー
ス
か
け
、
そ
し
て
焼
き
ヤ
モ
リ
も
あ
る
よ
。

ま
た
大
ヤ
モ
リ
の
生
姜
炒
め
、
具
材
を
詰
め
た
猿
料
理
。

美
味
し
い
銃
弾
入
り
ケ
ー
ン
サ
ム
ス
ー
プ
。

爆
弾
入
り
カ
オ
ラ
オ
ス
ー
プ
、
玉
ね
ぎ
も
入
れ
る
よ
。

金
槌
パ
ネ
ー
ン
カ
レ
ー
、
甘
酸
っ
ぱ
い
バ
ー
ル
炒
め
、

棒
の
さ
つ
ま
揚
げ
、
斧
刃
の
天
ぷ
ら
、
天
ぷ
ら
だ
よ
。

ツ
ボ
ク
サ
と
銃
弾
ス
ー
プ
、

ポ
ケ
ッ
ト
ナ
イ
フ
入
り
マ
ッ
サ
マ
ン
カ
レ
ー
、
大
砲
カ
レ
ー
蒸
し
。

デ
ザ
ー
ト
も
あ
る
よ
、
そ
れ
は
冷
や
し
包
丁
で
、
胃
が
ひ
り
ひ
り
す
る
。

棒
も
甘
く
て
カ
リ
カ
リ
す
る
よ
、
砂
糖
漬
け
の
鍬
だ
よ
。

信
じ
ら
れ
な
い
な
ら
、
食
べ
て
み
て
、
気
に
入
る
よ
。

扇
椰
子
の
砂
糖
の
煮
つ
け
も
バ
ナ
ナ
の
幹
の
チ
ッ
プ
も
あ
る
。

刀
の
コ
コ
ナ
ツ
ミ
ル
ク
煮
も
私
は
作
れ
る
よ
。

コ
コ
ナ
ツ
は
皮
も
剥
か
ず
実
の
ま
ま
入
れ
る
し
、
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作
詞
家
の
想
像
力
と
ユ
ー
モ
ア
は
感
じ
ら
れ
る
。

結
び

　
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
ル
ー
ク
ト
ゥ
ン
の
曲
は
共
通
テ
ー
マ
が
タ

イ
料
理
だ
が
、
そ
の
タ
イ
料
理
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
方
向
で
扱
わ
れ
て
い

る
。
登
場
し
て
い
る
料
理
は
大
幅
に
工
夫
さ
れ
、
調
理
方
法
、
口
説
き
に

対
す
る
皮
肉
が
ら
み
の
返
事
、
そ
し
て
怒
り
を
込
め
て
作
ら
れ
た
空
想
の

食
べ
物
と
し
て
表
現
さ
れ
て
お
り
、
タ
イ
人
に
と
っ
て
印
象
に
残
っ
て
い

る
曲
で
あ
る
。
タ
イ
音
楽
界
に
お
い
て
最
も
人
気
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
ル
ー
ク
ト
ゥ
ン
の
歴
史
は
、
初
め
て
の
曲
と
さ
れ
て
い
る
『
お
お
、
農

民
の
少
女
よ
』
か
ら
八
十
年
以
上
経
過
し
た
が
、
現
在
で
も
折
に
触
れ
て

名
曲
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
分
か
り
や
す
い
歌
詞
と
自
由
な
表
現
を
充

実
し
、
生
活
に
緊
密
な
内
容
を
歌
詞
に
取
り
入
れ
て
い
る
ル
ー
ク
ト
ゥ
ン

は
今
後
も
タ
イ
人
の
心
を
魅
了
し
つ
づ
け
る
だ
ろ
う
。
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食
べ
た
ら
、
上
目
遣
い
に
な
っ
ち
ゃ
う
し
、
み
ん
な
は
魅
了
さ
れ
ち
ゃ
う
。

ど
う
ぞ
、
お
好
き
な
よ
う
に
。
ふ
ふ
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

食
べ
た
ら
、
み
ん
な
お
腹
を
壊
し
ち
ゃ
う
。

　『
お
か
ず
は
処
刑
人
』
は
笑
い
を
取
り
な
が
ら
、「
プ
レ
ー
ン
・
チ
ョ

イ
」（เพลงฉ่อย
）
と
い
う
タ
イ
の
民
謡
の
歌
い
方
を
導
入
し
、
ア
ッ
プ
テ

ン
ポ
の
ル
ー
ク
ト
ゥ
ン
と
し
て
体
を
動
か
し
た
く
な
る
曲
で
あ
る
。
曲
名

の
通
り
、
そ
の
お
か
ず
は
食
べ
た
人
を
困
ら
せ
、
最
悪
の
場
合
、
処
刑
人

の
よ
う
に
死
に
至
ら
せ
る
危
険
な
料
理
の
数
々
で
あ
る
。
こ
の
曲
も
第
二

回
「
半
世
紀
の
タ
イ
の
ル
ー
ク
ト
ゥ
ン
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
歌
わ
れ
た
。

歌
い
手
の
女
性
歌
手
ク
ワ
ン
チ
ッ
ト
・
シ
ー
プ
ラ
チ
ャ
ン
は
誰
か
に
怒
っ

て
い
る
だ
ろ
う
と
思
わ
せ
る
。

　
曲
中
に
登
場
す
る
料
理
名
は
非
常
に
興
味
深
く
、
あ
り
得
な
い
料
理
ば

か
り
で
あ
る
。
例
え
ば
、
黒
猫
だ
が
、
タ
イ
の
食
文
化
に
は
猫
を
食
べ
る

習
慣
が
な
く
、
ま
た
黒
猫
は
縁
起
の
悪
い
動
物
と
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
作

詞
・
作
曲
し
た
チ
ゥ
・
ピ
チ
ッ

ト
は
わ
ざ
と
今
日
の
誕
生
日

パ
ー
テ
ィ
ー
に
「
黒
猫
の
ピ

リ
辛
炒
め
」
も
あ
る
よ
と
お

客
さ
ん
を
誘
っ
て
い
る
。
他

に
登
場
し
て
い
る
動
物
も
、

す
な
わ
ち
、象
、オ
ナ
ガ
ザ
ル
、

ガ
マ
ガ
エ
ル
、
ヤ
モ
リ
、
大

ヤ
モ
リ
、
そ
し
て
猿
、
普
段

タ
イ
人
は
食
べ
な
い
も
の
で

あ
る
。
言
葉
遊
び
を
通
じ
て

チューチー・プラー（魚のカレーソースかけ）

チューチー・プラー（魚のカレーソースかけ）
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食
べ
た
ら
、
上
目
遣
い
に
な
っ
ち
ゃ
う
し
、
み
ん
な
は
魅
了
さ
れ
ち
ゃ
う
。

ど
う
ぞ
、
お
好
き
な
よ
う
に
。
ふ
ふ
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

食
べ
た
ら
、
み
ん
な
お
腹
を
壊
し
ち
ゃ
う
。

　『
お
か
ず
は
処
刑
人
』
は
笑
い
を
取
り
な
が
ら
、「
プ
レ
ー
ン
・
チ
ョ

イ
」（เพลงฉ่อย

）
と
い
う
タ
イ
の
民
謡
の
歌
い
方
を
導
入
し
、
ア
ッ
プ
テ

ン
ポ
の
ル
ー
ク
ト
ゥ
ン
と
し
て
体
を
動
か
し
た
く
な
る
曲
で
あ
る
。
曲
名

の
通
り
、
そ
の
お
か
ず
は
食
べ
た
人
を
困
ら
せ
、
最
悪
の
場
合
、
処
刑
人

の
よ
う
に
死
に
至
ら
せ
る
危
険
な
料
理
の
数
々
で
あ
る
。
こ
の
曲
も
第
二

回
「
半
世
紀
の
タ
イ
の
ル
ー
ク
ト
ゥ
ン
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
歌
わ
れ
た
。

歌
い
手
の
女
性
歌
手
ク
ワ
ン
チ
ッ
ト
・
シ
ー
プ
ラ
チ
ャ
ン
は
誰
か
に
怒
っ

て
い
る
だ
ろ
う
と
思
わ
せ
る
。

　
曲
中
に
登
場
す
る
料
理
名
は
非
常
に
興
味
深
く
、
あ
り
得
な
い
料
理
ば

か
り
で
あ
る
。
例
え
ば
、
黒
猫
だ
が
、
タ
イ
の
食
文
化
に
は
猫
を
食
べ
る

習
慣
が
な
く
、
ま
た
黒
猫
は
縁
起
の
悪
い
動
物
と
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
作

詞
・
作
曲
し
た
チ
ゥ
・
ピ
チ
ッ

ト
は
わ
ざ
と
今
日
の
誕
生
日

パ
ー
テ
ィ
ー
に
「
黒
猫
の
ピ

リ
辛
炒
め
」
も
あ
る
よ
と
お

客
さ
ん
を
誘
っ
て
い
る
。
他

に
登
場
し
て
い
る
動
物
も
、

す
な
わ
ち
、象
、オ
ナ
ガ
ザ
ル
、

ガ
マ
ガ
エ
ル
、
ヤ
モ
リ
、
大

ヤ
モ
リ
、
そ
し
て
猿
、
普
段

タ
イ
人
は
食
べ
な
い
も
の
で

あ
る
。
言
葉
遊
び
を
通
じ
て

チューチー・プラー（魚のカレーソースかけ）

チューチー・プラー（魚のカレーソースかけ）
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０
　

　
清
朝
、
帝
政
ロ
シ
ア
か
ら
帝
国
近
代
日
本
へ
近
代
都
市
建
設
の
道
を
歩

ん
だ
中
国
の
北
方
都
市
、
ハ
ル
ビ
ン
。
近
代
列
強
が
テ
リ
ト
リ
ー
と
し
た

鉄
道
と
い
う
植
民
地
イ
ン
フ
ラ
や
ロ
シ
ア
革
命
と
い
っ
た
世
界
の
衝
突

と
交
流
、
ま
た
新
た
な
何
か
の
発
生
…
…
と
い
う
背
景
の
も
と
に
、
生
ま

れ
た
場
所
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
め
ぐ
っ
て
、
移
民
も
含
む
現
地
ネ
イ
テ
ィ

ヴ
の
生
存
、
各
国
帝
国
主
義
軍
隊
・
警
察
・
監
獄
・「
保
護
と
治
安
」
の

各
機
関
・
多
種
の
職
業
・
生
活
…
…
と
い
う
人
と
時
間
と
概
念
の
思
惑
・

葛
藤
が
反
復
さ
れ
る
場
所
で
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
現
実
と
意
味
と
が
与
え
ら
れ
た
こ
の
ハ
ル
ビ
ン
は
、
自
分

の
身
体
角
度
と
身
体
音
か
ら
表
現
し
よ
う
と
し
た
中
国
人
の
文
芸
作
品

と
音
楽
に
よ
っ
て
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
、
ど
の
よ
う
に

体
験
さ
れ
記
憶
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。

　
植
民
地
の
夜
と
昼
＝
あ
ら
ゆ
る
場
所
、
に
関
心
を
寄
せ
た
中
国
人
作
家

と
音
楽
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
〝
眼
線
〟
と
〝
声
音
〟。
そ
れ
ら
を
読
み
聴
き

な
が
ら
、
こ
の
都
市
の
空
間
と
時
間
を
ト
レ
ー
ス
し
、
考
え
て
み
よ
う
。

近
代
植
民
地
と
い
う
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
労
働
を
求
め
て
、
多
様
多
層
の
人
間

が
差
異
の
前
歴
を
も
っ
て
集
合
し
つ
つ
、
帝
政
ロ
シ
ア
・
中
華
民
国
・
帝

国
日
本
に
よ
っ
て
空
間
区
画
が
、
ま
た
時
間
区
分
が
、
造
成
・
管
理
さ
れ

〝
眼
線
〟
と
〝
声
音
〟
は
ハ
ル
ビ
ン
を
ど
う
体
験
し
た
か

︱
中
国
人
作
家
爵
青
あ
る
い
は
音
楽
団
体
口
琴
（
ハ
ー
モ
ニ
カ
）
社
の
作
法

橋
本
雄
一

た
場
所
が
ハ
ル
ビ
ン
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
各
時
期
・
各
ゾ
ー
ン
は
、
常
に
現

地
人
あ
る
い
は
南
方
か
ら
の
移
民
と
し
て
の
中
国
人
、
取
材
訪
問
な
ど
で

や
っ
て
来
る
中
国
人
に
よ
っ
て
、
使
用
さ
れ
解
釈
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
都
市
を
ト
レ
ー
ス
し
考
え
記
憶
す
る
と
は
、
清
朝
の
発
源

地
た
る
瀋
陽
（
奉
天
）、
近
代
日
本
が
行
な
っ
た
戦
争
と
植
民
地
管
理
の

扉
の
地
た
る
大
連
、
そ
し
て
結
節
地
点
た
る
長
春
（「
新
京
」）、
を
も
記

憶
し
考
え
る
こ
と
で
も
あ
る
。

１　
東
ア
ジ
ア
の
近
代
都
市
＝
植
民
地
都
市
へ
の
眼
と
声

　
こ
う
し
た
夜
に
こ
そ
、
こ
こ
は
五
十
万
の
市
民
を
擁
す
る
巨
大
都
市
だ

と
い
う
の
が
明
ら
か
に
な
る
。
今
目
の
前
の
こ
の
通
り
に
は
う
す
暗
い
明

り
と
か
す
か
な
人
声
し
か
な
い
が
、
二
百
歩
ほ
ど
行
け
ば
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ

通
り
で
あ
り
、
火
事
で
も
起
き
た
よ
う
な
騒
が
し
さ
と
明
る
さ
な
の
だ
。

血
の
よ
う
な
明
り
の
海
の
中
、
そ
の
世
界
の
滅
ぶ
寸
前
に
の
み
あ
る
喧
騒

が
伝
わ
っ
て
く
る
。
田
舎
の
人
な
ら
驚
く
だ
ろ
う
こ
の
景
色
に
も
慣
れ
て

い
る
私
た
ち
は
、
先
ほ
ど
の
安
酒
と
あ
り
き
た
り
の
肴
を
味
わ
い
返
し
な

が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
通
り
の
ほ
う
へ
歩
い
て
い
っ
た
。
あ

る
家
の
窓
の
淡
紅
色
の
カ
ー
テ
ン
に
人
が
映
っ
て
い
る
。
異
郷
の
地
で
台

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
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所
の
冷
蔵
庫
や
窓
の
明
り
を
眼
に
す
る
と
、
人
は
郷
愁
の
念
を
抱
く
と
い

う
が
、
私
に
そ
れ
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
淡
紅
色
の
明
り
の
な
か
に
は
現

実
の
社
会
に
許
さ
れ
た
一
つ
の
場
面
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
の
だ
。
夫
が

新
聞
と
お
茶
を
手
に
昼
の
仕
事
の
疲
れ
を
安
め
て
い
る
。
妻
は
妻
で
、
自

分
の
南
方
の
実
家
が
戦
火
の
洗
礼
を
こ
う
む
っ
て
い
な
い
か
、
大
学
で
文

学
を
専
攻
す
る
花
も
恥
じ
ら
う
年
頃
の
妹
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
な
い
か
、

と
ラ
ジ
オ
の
戦
況
ニ
ュ
ー
ス
に
聴
き
入
っ
て
い
る
。
床
で
は
幼
い
息
子
が

今
日
百
貨
店
で
買
っ
て
き
た
ば
か
り
の
戦
車
の
模
型
で
遊
ん
で
い
る
。
こ

の
よ
う
な
大
都
会
は
、
た
だ
買
弁
、
不
在
地
主
、
銀
行
長
、
高
利
貸
し
、

船
会
社
の
社
長
だ
け
で
は
な
く
、日
雇
い
労
働
者
、乞
食
、コ
ソ
泥
、淫
売
、

無
頼
漢
に
よ
っ
て
も
形
成
さ
れ
て
い
た
。
同
じ
く
こ
の
淡
紅
色
の
明
り
の

な
か
に
住
ん
で
い
る
者
も
い
た
。
私
は
一
瞬
思
い
つ
か
な
か
っ
た
、
そ
の

よ
う
な
人
々
に
対
し
て
ど
ん
な
感
情
を
持
つ
べ
き
か
。
そ
れ
は
社
会
の
組

織
を
研
究
す
る
著
名
な
私
の
友
人
も
同
じ
こ
と
で
、
彼
が
今
夜
こ
こ
ま
で

や
っ
て
来
て
も
、
こ
の
人
々
の
存
在
を
消
し
て
し
ま
う
の
が
よ
い
の
か
、

保
っ
て
お
く
の
が
よ
い
の
か
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
存
在
を
改
善
す
る
の
が

よ
い
の
か
、
す
ぐ
に
悟
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

爵
青
（
一
九
一
七
︱
六
二
年
。「
満
洲
国
」
下
に
創
作
活
動
し
た
中

国
人
作
家
）、
短
篇
小
説
《
某
夜
》（「
あ
る
夜
」。
一
九
三
八
年
）

原
文
は
中
国
語
、
日
本
語
訳
は
橋
本
（
語
感
な
ど
は
直
訳
）。
以
下

す
べ
て
同
じ
。

　
中
国
大
陸
い
や
東
ア
ジ
ア
に
と
っ
て
近
代
都
市
と
は
、
近
代
世
界
史
と

中
国
（
東
ア
ジ
ア
）
近
代
史
と
の
結
節
点
で
あ
る
。
中
国
大
陸
全
国
の
主

要
大
都
市
は
、
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
よ
う
な
経
緯
を
自
己
体
験
し
て
い
る
。

ハ
ル
ビ
ン
も
そ
の
よ
う
な
都
市
の
起
源
と
そ
の
後
の
植
民
地
強
化
の
過

程
に
お
い
て
、
こ
の
自
己
体
験
か
ら
の
生
存
・
言
語
・
生
活
を
生
み
出
し

て
き
た
と
言
え
よ
う
。
な
か
で
も
中
国
人
作
家
は
こ
の
都
市
を
、
多
様
な

大
陸
ゾ
ー
ン
＝
広
大
な
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
（
中
国
語
と
い
う
言
語
域
と

中
国
人
と
い
う
空
間
域
）
へ
繋
ぎ
つ
つ
、
表
現
・
芸
術
の
作
業
の
対
象
と

し
て
い
く
。
そ
れ
こ
そ
が
、
広
大
な
圏
域
に
対
す
る
彼
・
彼
女
ら
の
言
語

表
現
＝
〈
現
地
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
〉
作
家
や
音
楽
家
の
生
命
で
あ
り
、
続
け
て

外
来
権
力
＝
外
言
語
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
植
民
地
環
境
に
あ
っ
て
、
深

く
沈
潜
し
て
い
く
〈
自
分
〉
自
身
で
あ
っ
た
。

　
中
国
人
作
家
や
音
楽
に
携
わ
っ
た
若
き
人
士
た
ち
は
、
創
作
テ
ク
ス
ト

の
内
部
に
、植
民
地
出
自
の
言
語（
各
種
方
言
）と
人
間（
多
様
な
各
地
方
人
）

と
を
時
に
生
々
し
く
出
現
さ
せ
、
時
に
生
き
生
き
と
描
述
し
、
そ
れ
ら
の

体
験
表
現
は
ま
た
こ
の
都
市
の
共
時
的
時
間
と
通
時
的
時
間
に
つ
い
て

の
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
・
意
味
づ
け
・
眼
線
・
声
の

方
角
と
結
果
を
も
つ
人
間
が
往
来
し
、
都
市
を
作
り
／
都
市
を
使
用
し
／

都
市
（
の
細
部
と
全
体
）
を
自
分
で
意
味
づ
け
…
…
て
い
く
。

　
上
に
引
用
し
た
ハ
ル
ビ
ン
へ
の
俯
瞰
に
は
、
そ
の
よ
う
な
街
に
生
き
る

人
間
と
街
を
管
理
す
る
政
治
の
、
声
と
音
を
、
見
つ
め
る
眼
線
に
満
ち
て

い
る
。

２　
眼
線
と
声

　
眼
線
と
声
そ
の
も
の
あ
る
い
は
眼
線
的
感
覚
と
〝
声
音
〟
的
思
考
は
、

人
間
に
共
通
の
行
動
で
あ
り
知
覚
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
上
方
へ
の
、
下
方

へ
の
、
水
平
の
、
内
側
へ
の
、
外
側
へ
の
…
…
方
角
が
あ
り
、
そ
の
〈
場
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所
〉
に
生
き
る
者
が
、
そ
の
〈
場
所
〉
の
空
間
・
時
間
・
記
憶
を
、
自

分
や
自
分
た
ち
の
た
め
に
意
味
づ
け
る
た
め
に
行
う
、
身
体
生
存
の
方
角

で
あ
る
。
生
活
や
非
日
常
の
〈
場
所
〉
に
お
い
て
最
初
の
、
無
数
の
、
と

き
に
決
定
的
で
、
と
き
に
瞬
間
的
が
ゆ
え
に
空
虚
な
、
停
滞
と
凝
固
を
繰

り
返
す
よ
う
な
行
動
の
方
角
で
も
あ
る
。
植
民
地
社
会
あ
る
い
は
都
市
で

は
、
こ
れ
ら
の
方
角
が
力
に
よ
っ
て
分
断
と
分
散
を
繰
り
返
し
、
権
力
を

持
つ
者
と
持
た
ぬ
者
、
権
力
に
大
き
な
あ
る
い
は
微
細
な
偏
差
の
あ
る
異

言
語
ど
う
し
、ス
ト
リ
ー
ト
で
封
じ
ら
れ
た
区
画
の
「
こ
ち
ら
側
」
と
「
あ

ち
ら
側
」、「
政
治
」
と
そ
れ
に
監
視
さ
れ
る
者
・
事
と
…
…
と
い
う
ふ
う

に
切
り
分
け
ら
れ
、
双
方
や
多
様
な
そ
れ
ぞ
れ
が
、〈
方
角
〉
を
眼
と
声

で
追
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

３　
上
方
と
下
方
へ
の
眼
線

　
頭
を
あ
げ
、
塵
の
つ
も
っ
た
カ
ー
テ
ン
を
透
か
し
て
外
を
見
る
と
、
ソ

ー
セ
ー
ジ
の
形
や
か
く
ば
っ
た
形
の
ズ
ボ
ン
が
窓
の
外
を
い
く
つ
も
行
っ

た
り
来
た
り
す
る
の
が
眼
に
で
き
る
。
そ
う
し
た
風
景
は
私
た
ち
が
大
都

市
の
一
角
の
地
下
室
に
い
る
の
を
ひ
っ
き
り
な
し
に
思
い
出
さ
せ
て
く
れ

た
。
向
い
の
店
で
は
、
政
治
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
よ
り
も
は
る
か
に
人
の
心
理

を
刺
激
す
る
看
板
が
掲
げ
ら
れ
、店
内
か
ら
は
明
り
を
吐
き
出
し
て
い
る
。

　
同
じ
小
説
内
の
、
ハ
ル
ビ
ン
の
モ
ダ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
（
キ
タ
イ
ス
カ

ヤ
街
と
い
う
ス
ト
リ
ー
ト
一
帯
）
に
あ
る
地
下
酒
場
に
入
っ
た
語
り
手
「
私
」

を
通
し
た
、
街
の
通
り
の
表
情
で
あ
る
。
眼
線
は
地
下
の
窓
か
ら
上
方
の

世
界
を
目
指
す
。
そ
の
方
角
と
は
、
植
民
地
政
治
の
言
語
を
無
視
す
る
誰

か
の
街
の
方
角
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
語
り
手
た
る
中
国
語
ネ
イ
テ
ィ
ヴ

に
よ
る
街
の
方
角
で
も
あ
る
。

　
次
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
の
人
間
を
直
接
に
視
る
下
方
へ
の
眼
線
と
声
で
あ

る
。

　
　

　
晩
春
の
あ
る
夜
の
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
初
め
て
夜
に
こ
こ
を
通
っ
た

私
は
病
気
の
友
人
を
見
舞
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
、
三
人
の
通
行
人
が
ハ
リ
ネ

ズ
ミ
の
よ
う
な
ひ
げ
を
は
や
し
た
一
人
の
ロ
シ
ア
老
人
を
囲
ん
で
い
た
。

老
人
は
故
国
の
モ
ス
ク
ワ
に
あ
る
大
広
場
の
そ
ば
の
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ

ア
と
か
い
う
製
菓
会
社
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
食
べ
た
い
な
ど
と
弱
々
し
く
唸

っ
て
い
る
。
三
人
の
う
ち
の
一
人
の
紳
士
ら
し
き
中
年
男
が
皮
肉
っ
ぽ
く

老
人
に
教
え
た
、
あ
そ
こ
は
も
う
五
月
一
日
に
ス
タ
ー
リ
ン
の
赤
軍
の
閲

兵
場
に
な
っ
た
ん
だ
、
そ
う
言
う
と
さ
っ
さ
と
立
ち
去
っ
た
。
ど
う
し
た

の
か
と
私
が
そ
の
紳
士
に
た
ず
ね
る
と
、
彼
は
ま
た
皮
肉
を
言
う
よ
う
に

告
げ
た
、
知
ら
な
い
の
か
、
こ
こ
は
酔
っ
ぱ
ら
い
と
食
い
っ
ぱ
ぐ
れ
で
有

名
な
通
り
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
し
て
高
慢
に
大
き
な
家
の
な
か
に
入
っ
て
い

っ
た
。

　
し
か
し
こ
の
夜
遭
遇
し
た
の
は
飢
え
と
寒
さ
に
苦
し
む
者
だ
っ
た
。
杏

の
よ
う
な
赤
い
色
の
天
空
は
反
射
し
て
彼
の
顔
を
照
ら
し
、
伸
び
放
題
の

髪
の
毛
と
角
膜
の
白
く
な
っ
た
眼
は
キ
リ
ス
ト
の
慈
愛
に
満
ち
た
表
情
を

思
わ
せ
た
。
悲
嘆
に
く
れ
咳
込
み
な
が
ら
、
彼
は
右
足
の
皮
下
に
で
き
た

「
蜂
窩
織
炎
」
が
痛
ん
で
し
か
た
が
な
い
、
も
し
施
し
を
受
け
て
治
す
こ

と
が
で
き
た
ら
、
の
ち
の
ち
も
決
し
て
恩
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
唸

っ
て
い
る
。
粗
野
で
聞
き
取
り
に
く
い
そ
の
声
の
は
し
ば
し
に
、
私
は
山

東
省
の
人
間
だ
な
と
す
ぐ
に
判
っ
た
。
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「
ハ
ン
（
同
行
の
語
り
手
の
友
人

︱
引
用
者
）
！
　
こ
い
つ
は
君
と
同

郷
だ
よ
！
」

以
上
三
箇
所
の
引
用
、
い
ず
れ
も
同
前
《
某
夜
》

　
帝
政
ロ
シ
ア
か
ら
ソ
連
へ
の
時
間
と
の
接
点
と
そ
こ
か
ら
始
ま
る
来

歴
と
を
延
長
し
な
が
ら
形
成
さ
れ
た
こ
の
都
市
が
、
そ
こ
に
生
き
る
人
間

を
通
し
て
こ
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
革
命
に
よ
り
外
界
に

亡
命
す
る
い
わ
ゆ
る
「
白
系
ロ
シ
ア
人
」
と
い
う
「
異
者
」、
そ
し
て
中

国
（
語
）
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
同
胞
、
と
い
う
対
象
で
あ
る
。
こ
こ
に
言
う
「
山

東
省
の
人
間
」
と
は
、
東
北
植
民
地
に
肉
体
労
働
等
の
仕
事
を
求
め
て
出

稼
ぎ
に
来
る
あ
る
い
は
移
住
す
る
人
々
で
あ
り
、
当
時
山
東
省
は
そ
の
よ

う
な
人
間
の
代
表
的
な
原
籍
地
だ
っ
た
。

　
故
郷
が
外
部
の
異
地
で
あ
る
こ
う
し
た
「
異
者
」
や
「
同
胞
」
へ
の
描

き
方
に
は
、
中
国
中
央
の
作
家
た
ち
に
よ
る
い
わ
ば
ハ
ル
ビ
ン
近
代
文
学

史
が
あ
る
。
例
え
ば
章
靳
以
（
一
九
〇
九
︱
五
九
年
）
が
ハ
ル
ビ
ン
や
東

北
部
を
舞
台
と
し
て
描
く
一
連
の
小
説
も
そ
の
一
つ
だ
。
ハ
ル
ビ
ン
の
亡

命
ロ
シ
ア
人
を
描
写
し
国
際
都
市
を
表
象
す
る
《
聖
型
》（
一
九
三
三
年
）

や
、日
本
帝
国
主
義
の
東
北
占
領
を
告
発
す
る
《
去
路
》（
同
年
）
で
あ
る
。

ハ
ル
ビ
ン
や
瀋
陽
な
ど
が
体
験
す
る
日
本
発
動
の
「
満
洲
事
変
」
と
前
後

の
植
民
地
情
勢
は
、
そ
れ
を
告
発
で
き
る
言
論
空
間
と
し
て
の
中
国
「
中

央
」（
東
北
か
ら
す
れ
ば
異
次
元
の
南
方
）
で
こ
そ
、
文
学
的
に
も
い
ち
早

く
言
及
さ
れ
た
。
ゆ
え
に
、
章
靳
以
の
前
者
小
説
に
あ
る
「
ロ
シ
ア
女
性

と
ハ
ル
ビ
ン
」
表
象
は
、「
満
洲
国
」
下
の
作
家
に
よ
る
オ
マ
ー
ジ
ュ
と

し
て
、爵
青
の
エ
ッ
セ
イ《
異
国
情
調
》（
一
九
三
七
年
）な
ど
が
後
続
す
る
。

都
市
の
中
の
「
歴
史
的
弱
者
」
へ
の
寄
り
添
い
と
「
西
洋
（
女
性
）」
へ

の
憧
憬
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
、す
で
に
「
中
央
」
作
家
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、

そ
の
後
、
植
民
地
作
家
へ
と
そ
の
ス
タ
イ
ル
が
表
象
の
痕
跡
と
し
て
引
き

継
が
れ
る
。
こ
れ
も
眼
線
と
声
音
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
都
市
の
時
間
と
空

間
に
対
す
る
〈
時
間
差
〉
表
現
と
言
え
よ
う
。

４　
水
平
と
下
降
の
眼
線
と
声
音

４
︱
１　
ハ
ル
ビ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人

〜
植
民
地
で
交
わ
さ
れ
る
「
異
者
」
ど
う
し
の
声
と
視
線
〜

　
ハ
ル
ビ
ン
郊
外
の
一
軒
家
に
暮
ら
す
ユ
ダ
ヤ
系
民
族
の
男
性
に
出
会

う
「
私
」
と
そ
の
語
り
。
そ
れ
が
、
や
は
り
爵
青
に
よ
る
小
説
《
斯
賓
塞

拉
先
生
》（「
ス
ペ
ン
サ
ラ
ー
氏
」。
一
九
四
一
年
）
で
あ
る
。「
私
」
が
郊
外

の
そ
の
家
を
借
り
よ
う
と
訪
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
そ
こ
に
居
住
し
ま
も
な

く
出
て
ゆ
く
ユ
ダ
ヤ
人
「
ス
ペ
ン
サ
ラ
ー
氏
」
が
バ
ル
コ
ニ
ー
で
迎
え
る
。

彼
の
居
住
空
間
の
一
室
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
の
は
、
人
間
を
拷
問
す
る
各

種
の
刑
具
で
あ
る
。
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
の
小
説
「
黒
猫
」、詩
「
大

ガ
ラ
ス
」
と
い
っ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
祖
型
に
秘
め
ら
れ
た
「
怪
異
」

と
「
神
秘
」
に
魅
せ
ら
れ
て
い
る
彼
。
そ
の
彼
の
半
生
に
つ
い
て
詳
細
な

身
の
上
話
に
耳
傾
け
る
「
私
」。

 

　「
そ
う
で
す
！
　
私
は
上
海
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
私
や
ほ
か
の
ユ

ダ
ヤ
人
が
ど
ん
な
に
苦
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
、
あ
な
た
に
お
教
え

す
る
の
は
忍
び
ま
せ
ん
。
そ
う
で
す
！
　
ユ
ダ
ヤ
人
は
二
千
年
来
、
自
分

の
情
熱
を
押
し
黙
ら
せ
て
世
界
に
生
き
な
い
日
は
、
あ
る
い
は
楽
し
く
も

ま
た
煩
わ
し
く
も
人
類
の
蔑
み
と
罵
り
を
受
け
な
い
日
は
、
一
日
と
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
は
周
り
を
常
に
滅
亡
の
危
機
に
よ
っ
て
取
り
囲
ま
れ
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て
い
ま
す
。
し
か
し
祖
先
と
同
じ
よ
う
に
私
た
ち
は
厳
し
い
束
縛
と
苦
痛

の
な
か
に
生
を
求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
残
酷
か
つ
全
能
の
条

件
の
も
と
で
一
切
の
外
的
な
圧
迫
に
対
抗
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
変
動
に
出
く
わ
し
て
も
、
昔
か
ら
の
自
制
を
保
っ
て
衰

え
と
停
滞
を
免
れ
、
心
臓
が
破
れ
て
も
、
こ
の
民
族
は
祖
先
が
残
し
て
き

た
す
べ
て
の
完
璧
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
来
た
の
は
四
年
前
、
私
が

三
十
五
歳
の
と
き
で
し
た
」

　 

「
ス
ペ
ン
サ
ラ
ー
さ
ん
、
あ
な
た
の
お
話
し
を
お
聴
き
し
て
、
自
分
は

ど
の
よ
う
に
同
情
し
て
よ
い
の
か
分
り
ま
せ
ん
。
も
う
四
十
年
に
も
な
ろ

う
と
し
て
い
る
の
で
す
ね
え
！
」
こ
こ
で
私
は
少
し
感
傷
的
に
な
っ
た
。

受
難
者
の
末
裔
の
一
人
が
沈
痛
に
語
っ
た
、
そ
の
民
族
に
二
千
年
続
く
災

い
の
運
命
を
、
聴
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
私
の
こ
の
重
い
気
持
ち
を
見
て
取

っ
た
彼
は
、
煙
草
を
吸
う
か
ど
う
か
聞
い
て
き
た
が
、
私
は
頭
を
振
っ
て

う
な
だ
れ
た
。

以
上
い
ず
れ
も
、
爵
青
、
短
篇
小
説
《
斯
賓
塞
拉
先
生
》

　「
私
」
は
、ハ
ル
ビ
ン
郊
外
の
洋
館
に
生
活
し
今
は
上
海
を
目
指
す
「
異

者
」
と
、彼
の
体
験
の
背
景
に
あ
る
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
歴
史
を
知
っ
て
い
く
。

こ
こ
に
も
、
前
節
で
見
た
「
白
系
ロ
シ
ア
人
」
に
対
す
る
方
角
と
似
た
、

し
か
し
ま
た
違
う
、「
異
者
」
に
向
け
た
方
角
の
複
雑
な
眼
線
と
声
の
交

わ
し
合
い
が
あ
る
。
ハ
ル
ビ
ン
の
中
国
人
作
家
が
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
小
説
の

ス
タ
イ
ル
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
ハ
ル
ビ
ン
と
い
う
地
理
の
時
間
を
描
い
た

重
要
な
文
学
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
小
説
」
と
は
、
ミ
ッ
シ

ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
や
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
が
検
証
し
た
よ
う
に
、「
自

分
た
ち
」
と
は
違
う
と
認
識
さ
れ
た
モ
ノ
ゴ
ト
と
ヒ
ト
を
表
象
す
る
さ
い

の
「
差
別
」
と
「
区
別
」
に
よ
っ
て
起
動
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
二
つ
を
訓

練
し
反
復
す
る
帝
国
主
義
的
言
論
・
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
植
民
地
ハ
ル
ビ

ン
の
歴
史
の
な
か
で
、
ロ
シ
ア
側
・
日
本
側
に
よ
る
異
な
る
者
に
対
す
る

権
力
表
象
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
都
市
の
時
間
の
延
長
の
な
か
で
、
権

力
表
象
に
よ
っ
て
視
ら
れ
る
側
の
対
象
の
側
の
者
た
ち
ど
う
し
が
、
さ
ら

に
ま
た
そ
の
内
側
で
お
互
い
に
相
手
を
眼
差
し
、
声
を
聴
き
合
う
。

　
テ
ク
ス
ト
内
部
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
方
角
の
運

動
が
、
お
そ
ら
く
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
作
法
を
借
り
つ
つ
、
し
か
し
水
平

に
絶
え
る
こ
と
な
く
往
還
し
て
い
る
。

４
︱
２　
植
民
地
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
に
よ
っ
て
つ
な
げ
ら
れ
る
す
べ
て

の
都
市
＝
外
部

　
都
市
を
水
平
に
眺
め
る
眼
線
と
は
、
ま
ず
は
そ
の
都
市
の
入
口
か
ら
内

部
に
入
っ
て
い
く
眼
線
に
他
な
ら
な
い
。
都
市
と
の
出
会
い
、
つ
ま
り
そ

の
場
所
を
知
り
、
体
験
し
た
こ
と
の
あ
る
他
の
場
所
と
見
比
べ
、
両
地
を

つ
な
げ
る
知
覚
で
あ
る
。
植
民
地
都
市
に
あ
っ
て
は
、
中
国
ネ
イ
テ
ィ
ヴ

が
見
比
べ
繋
げ
る
視
点
を
手
助
け
す
る
一
つ
が
、
歴
史
的
に
逆
手
に
取
っ

た
列
強
由
来
の
植
民
地
鉄
道
（
ロ
シ
ア
の
東
清
鉄
道
〜
日
本
の
南
満
洲
鉄
道

株
式
会
社
、
通
称
「
満
鉄
」）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
物
語
は
天
国
に
お
こ
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
秘
境
に
お
こ
っ
た
の

で
も
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
よ
く
知
っ
て
い
る
ハ
ル
ビ
ン
に
お
こ
っ
た
。
普

通
の
人
の
眼
に
は
、
ハ
ル
ビ
ン
と
い
う
都
市
は
物
好
き
と
罪
悪
に
ま
み
れ

た
と
こ
ろ
だ
が
、
じ
つ
は
毎
日
の
よ
う
に
駅
と
埠
頭
か
ら
こ
こ
に
流
れ
こ

ん
で
く
る
人
々
は
、
上
は
お
役
人
、
大
商
人
か
ら
、
下
は
売
り
子
、
肉
体
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労
働
者
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
そ
の
夜
泊
ま
る
場
所
を
心
配
す
る
者

も
い
れ
ば
、
明
日
の
朝
食
を
計
算
す
る
者
も
い
る
。
こ
の
都
市
に
き
て
焦

燥
と
労
苦
の
人
生
を
体
験
し
な
い
者
は
い
な
い
。
そ
の
日
も
夕
闇
が
舞
い

お
り
る
と
、
南
か
ら
の
客
車
が
数
万
の
旅
客
を
満
載
し
て
到
着
し
た
。

爵
青
、
短
篇
小
説
《
恋
獄
》、
一
九
四
三
年

こ
の
都
市
に
入
り
込
む
人
々
を
眺
め
な
が
ら
、
眼
線
は
自
分
の
生
活
の
糧

を
得
よ
う
と
す
る
労
働
者
（
都
市
の
底
辺
を
支
え
る
者
た
ち
）
に
向
か
っ
て

い
る
。

　
さ
さ
や
か
に
言
及
さ
れ
た
植
民
地
鉄
道
の
「
客
車
」
に
よ
っ
て
つ
な
が

れ
た
ハ
ル
ビ
ン
と
い
う
現
実
は
、
史
実
の
一
つ
を
も
証
明
し
て
い
る
。
こ

の
都
市
の
入
り
口
た
る
、
ハ
ル
ビ
ン
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
起
き

た
、
朝
鮮
独
立
運
動
家
、
安
重
根
に
よ
る
伊
藤
博
文
の
暗
殺
。
そ
の
後
、

安
は
身
柄
を
日
露
戦
争
以
降
の
大
連
・
旅
順
と
い
う
日
本
側
統
治
ゾ
ー
ン

「
関
東
州
」
に
送
ら
れ
、
旅
順
の
監
獄
に
拘
禁
さ
れ
、
裁
判
を
経
て
そ
の

監
獄
の
敷
地
内
で
処
刑
さ
れ
る
。
そ
の
場
所
で
あ
る
旅
順
・
大
連
は
、
ハ

ル
ビ
ン
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。
近
代
日
本
に
よ
る
朝
鮮
の
植
民
地
統

治
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
地
に
対
し
て
下
方
へ
向
か
う
眼
を
も
っ
て
し
た
統

治
側
と
、
水
平
の
地
平
を
遥
か
に
水
平
に
求
め
望
ん
だ
朝
鮮
人
。
東
清
鉄

道
敷
設
以
来
、
南
北
の
起
点
と
終
点
と
は
、
植
民
地
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
起

点
と
一
人
の
人
間
の
最
期
地
と
し
て
、
ハ
ル
ビ
ン
と
旅
順
・
大
連
と
を
結

び
、
近
代
史
の
経
緯
を
告
発
し
て
い
る
。

５　
す
べ
て
の
方
角
と
時
間
を
運
動
す
る
軌
跡

〜
デ
ィ
ー
プ
・
ハ
ル
ビ
ン
の
内
臓
へ
〜

　
語
り
手
と
友
人
は
二
人
で
酒
な
る
麗
水
を
飲
み
、
当
局
の
決
定
で
一
掃

さ
れ
る
社
会
的
弱
者
に
思
い
を
は
せ
、
酔
っ
た
ま
ま
松
花
江
沿
い
の
国
際

商
業
区
（
道
里
区
）
付
近
を
彷
徨
し
「
見
学
」
す
る
。
通
路
〜
道
路
〜
都

市
の
回
路
と
い
っ
た
空
間
の
パ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
、
植
民
地
の
政
治
的
時

間
に
よ
っ
て
切
り
分
け
ら
れ
分
断
さ
れ
た
社
会
層
と
文
化
層
、
世
界
史
的

〈
東
西
〉
の
時
間
、
政
治
暴
力
と
生
活
者
の
生
存
…
…
の
す
べ
て
を
、
語

り
手
は
歩
く
。
そ
の
緩
や
か
な
足
の
速
度
の
ま
ま
に
、
中
国
人
の
語
り
手

あ
る
い
は
作
家
そ
の
人
の
言
語
は
〈
自
分
〉
の
内
部
へ
と
衝
突
し
潜
り
込

む
よ
う
に
し
て
、
予
期
さ
れ
た
ハ
ル
ビ
ン
の
最
後
の
心
臓
の
ゾ
ー
ン
へ
と

行
き
着
く
の
だ
。
い
ま
以
下
に
、
こ
の
中
国
人
ナ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
、
小

説
内
部
の
方
向
を
簡
易
的
に
言
語
地
図
化
し
て
み
よ
う
。

　
新
安
埠
（
＝
ナ
ハ
ロ
フ
カ
。「
煤
煙
と
湿
泥
の
」）
→
　
沙
曼
街
（
の
地

下
食
堂
。
亡
命
ロ
シ
ア
人
の
物
乞
い
が
路
上
に
）
→
　
面
包
街
（
娼
婦
た

ち
が
路
上
に
）
→
　
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
街
（
＝
「
中
央
大
街
」。「
火
事
を
起

こ
し
た
よ
う
な
騒
が
し
さ
」、「
血
の
よ
う
な
明
り
の
海
」。
着
飾
っ
た
婦

人
や
紳
士
が
行
き
か
う
。
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、モ
デ
ル
ン
ホ
テ
ル
の
喫
茶
室
、

漂
う
音
楽
、
西
洋
調
の
酒
場
…
…
）
→
　
一
大
バ
ザ
ー
ル
（
か
つ
て
賑
わ

っ
た
が
、
官
憲
と
市
当
局
が
撤
去
を
進
め
る
古
物
市
場
、
野
菜
鮮
魚
市
場
）

の
廃
墟
（
ソ
フ
ィ
ス
カ
ヤ
寺
院
付
近
だ
ろ
う
か

︱
引
用
者
）
→  

狭
い

一
帯
に
小
屋
が
立
ち
並
ぶ
「
貧
民
窟
」（「
じ
め
じ
め
し
て
い
る
」、「
少
し

の
光
も
な
い
」）

同
前
《
某
夜
》

同
じ
よ
う
に
、
水
平
に
辿
っ
て
行
く
中
国
人
青
年
の
近
代
地
図
が
、
ハ
ル

ビ
ン
に
投
影
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
が
他
に
も
在
る
。
そ
こ
で
の
語
り
手
は
、
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中
国
近
代
の
問
題
（「
父
祖
」
と
自
分
た
ち
…
「
旧
習
と
伝
統
の
破
壊
と
は
果

た
し
て
新
生
な
の
か
？
　
廃
墟
か
ら
新
た
な
廃
墟
へ
と
い
う
だ
け
な
の
で
は
な

い
か
」
…
…
）
に
つ
い
て
想
念
を
め
ぐ
ら
せ
な
が
ら
、
馬
家
溝
〜
南
崗
〜

ハ
ル
ビ
ン
駅
〜
鉄
道
〜
道
里
区
（
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
街
が
中
心
）
と
、
ハ
ル

ビ
ン
市
街
に
あ
る
南
北
の
地
理
と
心
象
の
風
景
を
徒
歩
に
よ
っ
て
カ
ヴ

ァ
ー
し
て
い
く
。
こ
れ
も
テ
ク
ス
ト
に
あ
る
展
開
に
沿
っ
て
、
ノ
ー
ド
ご

と
に
言
語
地
図
化
し
て
み
よ
う
。

　
教
堂
街（「
薄
暗
い
街
灯
が
夜
を
一
層
お
ぞ
ま
し
い
も
の
に
し
て
い
る
」、

「
木
立
と
寺
院
の
塔
」）
→
　
通
道
街
　
→
　
馬
家
溝
に
か
か
る
橋
　
→
白

壁
の
住
宅
区
（
南
崗
の
高
級
住
宅
区
だ
ろ
う

︱
引
用
者
）
→
　
喇
嘛
台

（「
明
り
に
飾
ら
れ
た
十
字
架
」）　
→
　
英
国
領
事
館
　
→
　
ハ
ル
ビ
ン
駅

　
→
　
鉄
道
に
か
か
る
霽
虹
橋
（「
黒
々
と
沈
ん
だ
工
業
区
と
大
水
害
で

も
生
き
残
っ
た
難
民
区
を
眺
め
る
」）　
→
　
透
籠
街
（「
ア
テ
ネ
の
古
代

建
築
の
絵
の
あ
る
穴
蔵
に
座
っ
て
音
楽
を
聴
く
」）　
→
　
買
売
街
（「
退

廃
の
ロ
シ
ア
人
娼
婦
を
見
る
」、「
書
店
や
酒
場
の
戸
を
押
し
開
け
て
適
度

の
知
識
と
気
晴
ら
し
の
安
息
を
」）　
→
　
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
街
（「
石
畳
の

道
」、「
全
満
洲
で
最
も
富
裕
な
る
こ
の
有
名
な
通
り
」、「（
夜
中
は
）
死

ん
で
時
間
の
た
っ
た
蛇
の
よ
う
」、「
鮮
や
か
に
紅
い
ネ
オ
ン
と
通
り
の
入

口
に
立
つ
酒
場
の
看
板
」
…
）　
→
　「
大
島
士
飯
店
」（
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ

街
沿
い
の
ロ
シ
ア
料
理
「
タ
ト
ス
」
レ
ス
ト
ラ
ン
の
こ
と
だ
ろ
う

︱
引

用
者
。「
タ
ト
ス
の
あ
る
地
下
へ
の
入
口
の
と
こ
ろ
で
、
煙
草
を
一
本
取

り
出
し
火
を
つ
け
」
か
つ
て
中
国
社
会
の
問
題
を
語
り
あ
っ
た
友
人
を
思

い
出
す
）

爵
青
、
短
篇
小
説
《
青
春
冒
瀆
之
二
》、
一
九
三
九
年

同
じ
よ
う
に
、
ハ
ル
ビ
ン
内
の
ノ
ー
ド
が
散
り
ば
め
ら
れ
る
。
中
国
人
青

年
に
と
っ
て
中
国
近
代
化
の
迷
路
に
迷
い
込
む
と
は
、
近
代
植
民
地
都
市

の
各
ノ
ー
ド
を
代
表
す
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
た
ち
を
伝
っ
て
さ
ま
よ
い
歩

く
の
と
、
同
義
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
だ
。

　
こ
う
し
て
語
り
手
た
ち
は
、
中
国
と
ハ
ル
ビ
ン
の
歴
史
〜
自
分
の
心
象

風
景
〜
こ
の
た
っ
た
今
の
眼
の
前
の
ハ
ル
ビ
ン
現
実
社
会
、
と
い
う
地
図

の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
を
手
に
、
街
へ
眼
線
を
め
ぐ
ら
せ
街
の
声
と
音
を
聴

い
て
行
く
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
貫
い
て
、
こ
の
都
市
が
宿
す
記
憶
の
地
層

を
自
分
だ
け
で
踏
査
す
る
こ
と
に
な
る
。

６　
方
角
の
果
て
に
聴
き
視
ら
れ
た
〈
最
後
の
ハ
ル
ビ
ン
〉

〜
植
民
地
「
同
胞
」
た
ち
の
光
景
〜

　
ハ
ル
ビ
ン
を
歩
く
語
り
手
た
ち
の
そ
の
よ
う
な
彷
徨
地
図
に
は
、
最
後

に
何
が
記
さ
れ
て
い
る
か
。
小
説
の
最
後
を
視
て
み
よ
う
。

　
燈
の
尽
き
た
と
こ
ろ
か
ら
は
、
谷
底
の
よ
う
に
狭
い
路
地
に
な
っ
て
い

る
。
両
側
は
背
の
低
い
平
屋
な
の
だ
が
、
住
宅
難
の
せ
い
だ
ろ
う
、
ど
の

平
屋
の
屋
上
に
も
鉄
の
破
片
や
木
箱
の
た
ぐ
い
で
小
屋
が
つ
ぎ
足
し
て
あ

る
。
こ
の
部
分
が
長
い
時
間
を
へ
て
歪
み
、
下
へ
と
傾
い
て
い
る
。
鉄
線

や
木
の
棒
な
ど
で
真
っ
直
ぐ
に
保
と
う
と
さ
れ
て
は
い
る
が
、
日
に
日
に

歪
ん
で
し
ま
う
と
見
え
、
つ
い
に
両
側
の
建
物
の
て
っ
ぺ
ん
が
く
っ
つ
き

そ
う
な
く
ら
い
に
ま
で
傾
い
て
い
る
。
こ
れ
で
は
昼
間
は
太
陽
の
光
が
射

し
こ
ん
で
来
な
い
。
逆
に
夜
は
、
赤
々
と
あ
ん
ず
色
に
染
ま
っ
た
半
尺
ほ

ど
の
空
が
非
常
に
は
っ
き
り
と
見
え
る
。
路
地
の
な
か
の
陰
湿
さ
は
、
私
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た
ち
が
歩
い
て
い
て
も
ピ
チ
ャ
ピ
チ
ャ
と
音
が
す
る
く
ら
い
だ
。
一
人
の

大
男
が
ふ
ら
ふ
ら
と
出
て
き
て
建
物
の
梯
子
を
上
っ
て
い
っ
た
。
私
た
ち

が
見
上
げ
る
と
、
男
は
も
う
、
先
に
上
に
い
た
し
ゃ
が
れ
声
の
女
を
抱
い

て
笑
い
声
を
あ
げ
て
い
る
。
道
の
両
側
は
梯
子
の
ほ
か
に
あ
る
の
は
小
窓

ば
か
り
で
、
そ
こ
に
は
濡
れ
て
乾
い
た
し
み
の
つ
い
た
新
聞
紙
が
貼
っ
て

あ
り
、
黄
色
い
光
を
吐
き
出
し
て
い
る
。
と
き
に
料
理
の
匂
い
と
賭
博
を

す
る
声
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
人
を
夢
想
へ
と
い
ざ
な

う
ア
ヘ
ン
の
香
り
が
漂
っ
て
く
る
。

　
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
こ
の
路
地
を
ぬ
け
る
と
、
人
だ
か
り
に
ぶ
つ
か
っ

た
。
喧
嘩
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。
私
た
ち
が
立
ち
止
ま
っ
た
ま
ま
一
分
も

た
た
な
い
う
ち
に
、
騒
ぎ
の
原
因
は
予
測
が
つ
い
た
。

　「
よ
し
！
　
同
郷
の
よ
し
み
だ
、
祖
先
の
つ
き
あ
い
に
免
じ
て
お
ま
え

の
三
ヶ
月
の
飯
代
は
許
し
て
や
ら
あ
、
失
せ
ろ
！
」
こ
れ
は
痩
せ
て
背
の

低
い
素
面
の
男
の
声
だ
。
頭
を
垂
れ
て
恥
じ
入
っ
て
い
る
若
者
が
暗
が
り

に
消
え
て
い
く
ま
で
、
周
囲
の
皆
が
見
送
っ
た
。
さ
き
ほ
ど
の
男
は
ぶ
つ

く
さ
言
い
な
が
ら
、
傍
ら
の
う
ど
ん
屋
へ
と
入
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て

こ
の
騒
ぎ
の
原
因
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ど
す
黒
い
食
物
が
並
べ
ら
れ
た

う
ど
ん
屋
の
窓
か
ら
は
、
鬼
火
の
よ
う
な
光
が
漏
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は

や
は
り
少
し
の
光
明
も
な
い
。
あ
る
の
は
た
だ
、
あ
ん
ず
色
の
明
々
と
し

た
天
空
（
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
街
の
ネ
オ
ン
の
明
か
り

︱
引
用
者
）
と
、
か

す
か
に
聴
こ
え
て
く
る
ゴ
ト
ン
ゴ
ト
ン
と
い
う
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
の
音
…
…

同
前
《
某
夜
》

　
空
間
の
底
を
歩
き
、
そ
の
底
に
あ
る
生
活
と
い
の
ち
に
寄
り
添
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
、
上
下
・
水
平
の
方
角
を
も
は
や
越
え
て
、
そ
こ
に
固
ま

っ
て
在
り
続
け
る
ひ
と
の
声
、
色
彩
、
何
か
の
水
、
と
構
造
物
、
と
い
う

モ
ノ
だ
け
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
ら
を
、
聴
き
視
る
眼
と
声
だ
け
は
や
は
り

テ
ク
ス
ト
に
残
り
続
け
る
。〈
方
角
〉
＝
き
ら
び
や
か
に
見
え
る
〈
方
角
〉

と
は
、
つ
い
に
、
物
語
の
導
入
部
で
し
か
無
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
物
語

の
終
わ
り
で
は
そ
れ
は
崩
壊
し
消
滅
し
て
い
る
。

　
こ
の
先
に
は
も
は
や
、
歩
い
て
行
く
場
所
は
、
ど
こ
に
も
無
い
。
植
民

地
都
市
ハ
ル
ビ
ン
を
め
ぐ
る
空
間
と
言
語
の
果
て
。
そ
れ
が
小
説
の
末
尾

で
あ
る
。
小
説
の
語
り
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
ナ
レ
ー
タ
ー
も
都
市
の
舞
台

も
、
つ
ま
り
こ
の
植
民
地
都
市
の
見
慣
れ
た
文
体
さ
え
も
、
こ
こ
で
失
わ

れ
る
の
だ
。
ハ
ル
ビ
ン
と
い
う
都
市
の
果
て
で
あ
る
が
、
し
か
し
ま
た
こ

の
果
て
こ
そ
が
ハ
ル
ビ
ン
。
そ
の
よ
う
に
中
国
人
作
家
は
視
た
。

　
そ
れ
は
、
同
時
期
の
日
本
人
作
家
に
よ
る
快
楽
的
あ
る
い
は
神
秘
的
そ

し
て
同
情
的
な
表
象
を
も
っ
ぱ
ら
と
し
た
ハ
ル
ビ
ン
文
学
テ
ク
ス
ト
と
、

決
定
的
に
違
う
。
爵
青
は
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
よ
う
に
、
い
や
数
学
の
数

式
が
も
つ
硬
い
骨
組
み
の
よ
う
に
、
ハ
ル
ビ
ン
の
最
期
を
同
胞
の
姿
に
見

て
、
開
陳
し
た
の
で
あ
る
。

７　
水
平
・
上
方
・
下
方
の
す
べ
て
を
「
視
て
話
す
」〈
声
〉

〜
ハ
ル
ビ
ン
に
響
い
た
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
の
〝
声
音
〟
〜

　
そ
の
よ
う
に
作
家
た
ち
に
よ
っ
て
描
か
れ
記
録
さ
れ
た
キ
タ
イ
ス
カ

ヤ
街
を
い
ま
歩
く
と
き
、
そ
こ
は
一
つ
の
異
質
な
空
間
で
あ
る
。
そ
れ
は

ハ
ル
ビ
ン
と
い
う
都
市
空
間
の
な
か
で
と
言
っ
て
も
、
お
よ
そ
「
都
市
」

な
る
空
間
の
な
か
で
と
言
っ
て
も
、
妥
当
す
る
。
植
民
地
期
か
ら
、
ハ
ル

ビ
ン
駅
の
正
面
玄
関
と
は
逆
側
の
道
理
区
を
北
に
つ
ら
ぬ
く
ス
ト
リ
ー

ト
で
あ
り
、
北
端
は
松
花
江
が
流
れ
、
河
面
か
ら
風
が
吹
き
わ
た
る
ロ
シ
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ア
期
か
ら
の
建
築
の
並
ぶ
近
代
的
な
商
業
区
で
あ
る
。

　
い
ま
も
白
昼
か
ら
観
光
客
が
絶
え
間
な
く
、
ま
た
夕
刻
に
は
美
し
い
自

然
の
ス
ケ
ー
プ
、
松
花
江
と
い
う
東
北
の
大
河
、
が
突
き
当
た
り
に
確
保

さ
れ
て
い
る
安
心
感
か
ら
、
そ
こ
に
向
か
う
市
民
に
よ
る
そ
ぞ
ろ
歩
き
が

絶
え
な
い
。
都
市
の
う
ち
の
始
ま
り
の
近
代
と
い
う
前
景
と
最
後
の
大
自

然
（
と
感
ぜ
ら
れ
る
）
と
い
う
後
景
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
、
ひ
と
す
じ
の

道
が
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
街
な
の
だ
。
そ
の
よ
う
な
風
景
の
場
所
ゆ
え
に
、
近

代
中
国
人
の
音
楽
活
動
が
、
目
指
す
眼
と
声
＝
音
を
め
ぐ
ら
せ
発
し
た
時

が
あ
っ
た
。

　
十
五
道
街
は
そ
の
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
街
の
南
口
に
当
た
り
、
鉄
道
の
複
線

を
挟
ん
で
ち
ょ
う
ど
駅
の
真
裏
に
当
た
る
。
一
九
三
五
年
四
月
、
こ
の
地

に
〝
哈
爾
濱
口
琴
社
〟（
ハ
ル
ビ
ン
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
社
）
が
中
国
人
の
手
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
。

　
初
心
者
に
対
し
て
吹
奏
教
練
の
塾
も
開
催
、ハ
ー
モ
ニ
カ
（harm

onica

）

吹
奏
の
習
得
を
目
指
し
、「
民
族
伝
統
曲
」
と
近
代
中
国
人
の
歌
を
演
奏
、

コ
ン
サ
ー
ト
も
大
々
的
に
行
な
っ
た
。
庶
民
の
楽
器
か
ら
奏
出
さ
れ
る
透

明
な
コ
ト
バ
に
よ
っ
て
、
植
民
地
ハ
ル
ビ
ン
の
都
市
空
間
に
あ
っ
て
何
か

を
言
お
う
と
し
た
団
体
だ
っ
た
。

　
口
琴
社
設
立
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
上
海
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
奏
者
、
袁

亜
成
だ
っ
た
。
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
街
に
接
続
す
る
炮
隊
街
に
〝
孔
氏
洋
行
〟

と
い
う
ド
イ
ツ
人
経
営
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
販
売
店
が
あ
り
、
こ
こ
が
ハ
ル

ビ
ン
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
い
う
楽
器
を
広
め
よ
う
と
、
上
海
か
ら
袁
を
招

い
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
ブ
ル
ー
ズ
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
な
ハ
ー
モ
ニ
カ
＝
ブ
ル
ー
ズ
・
ハ
ー
プ
を
製
造
し
た

H
O

H
N

ER

社
な
ど
、
こ
の
楽
器
の
故
地
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
由
来
の

地
球
上
の
音
楽
が
、
ハ
ル
ビ
ン
中
国
人
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
始
め
た
。

　
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
街
沿
い
の
当
時
の
「
パ
レ
ス
映
画
館
」
で
開
催
さ
れ
た

第
二
回
コ
ン
サ
ー
ト
を
案
内
す
る
広
告
が
、
一
九
三
六
年
十
月
十
五
日
付

の
中
国
語
新
聞
《
哈
爾
濱
五
日
画
報
》
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き

の
吹
奏
曲
目
が
広
告
に
予
告
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、「
中
国
と
外
国
の
名

曲
」
す
な
わ
ち
ロ
シ
ア
民
謡
や
中
国
伝
統
歌
曲
で
あ
っ
た
。
中
国
レ
パ
ー

ト
リ
ー
と
し
て
は
実
際
の
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
は
《
大
路
歌
》、《
開
路
先

鋒
》
な
ど
、
中
国
中
央
の
文
芸
界
が
同
時
期
に
放
っ
た
あ
る
主
張
を
持
っ

た
楽
曲
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
歌
曲
は
、
上
海
で
制
作

さ
れ
た
モ
ダ
ン
映
画
で
あ
り
、
抗
日
戦
争
前
夜
の
抗
日
主
張
が
合
わ
さ
っ

た
《
大
路
》（
一
九
三
四
年
、
孫
瑜
監
督
・
脚
本
）
の
中
で
使
わ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と
挿
入
歌
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
を
作
曲
し
た
聶

耳
（
一
九
一
二
︱
三
五
年
）
は
当
時
多
く
の
上
海
モ
ダ
ニ
ズ
ム
映
画
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
、「
主
張
」
し
て
い
く
近
代
歌
曲
を
作
り
だ
し
た
音
楽
家
だ

っ
た
。
の
ち
に
中
華
人
民
共
和
国
の
国
歌
と
な
る
《
義
勇
軍
進
行
曲
》（
歌

詞
は
田
漢
）
も
、聶
耳
が
映
画
《
風
雲
児
女
》（
一
九
三
五
年
、許
幸
之
監
督
・

田
漢
脚
本
）
の
た
め
に
作
曲
し
て
い
る
。
日
本
帝
国
主
義
を
始
め
と
す
る

外
来
の
侵
略
に
対
抗
す
る
中
国
人
に
よ
る
中
国
人
へ
の
訴
え
が
、
聶
耳
の

旋
律
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
ハ
ル
ビ
ン
に
運
ば
れ
、
そ
れ
が
ま
た
ハ
ル

ビ
ン
の
街
に
響
い
た
時
間
が
あ
っ
た
の
だ
。
こ
の
検
証
は
ま
た
稿
を
改
め

て
試
み
た
い
。

　
上
海
の
同
時
代
映
画
と
ハ
ル
ビ
ン
口
琴
社
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
つ
な

が
り
は
、
袁
亜
成
と
い
う
ひ
と
の
来
歴
も
含
め
て
、
文
芸
都
市
か
つ
植
民

地
都
市
と
し
て
よ
り
時
間
の
長
い
上
海
の
風
と
意
識
が
、
こ
の
ハ
ル
ビ
ン

に
持
ち
込
ま
れ
た
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

　《
大
路
》
の
よ
う
な
映
画
作
品
の
上
映
が
お
そ
ら
く
は
難
し
か
っ
た
植

民
地
「
満
洲
国
」
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
ハ
ル
ビ
ン
口
琴
社
の
コ
ン
サ
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ー
ト
は
、
奇
跡
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
現
実
に
開
催
さ
れ
、
し
か

も
口
琴
社
の
東
北
人
リ
ー
ダ
ー
は
日
本
当
局
に
逮
捕
さ
れ
殺
害
さ
れ
て

い
る
。

　
あ
か
ら
さ
ま
な
意
味
＝
内
容
を
自
然
に
ま
た
故
意
に
消
し
た
沈
黙
の

声
帯
た
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
。
こ
の
手
の
ひ
ら
楽
器
が
よ
り
活
躍
し
た
ハ
ル
ビ

ン
。
こ
の
楽
器
へ
の
吹
奏
に
よ
っ
て
演
奏
者
は
、
近
代
中
国
の
音
楽
と
映

像
と
に
よ
る
南
北
交
流
＝
音
楽
と
精
神
の
発
展
交
流
の
一
シ
ー
ン
を
成

し
と
げ
た
。
そ
れ
は
と
て
つ
も
な
い
大
陸
の
空
中
に
お
け
る
証
言
記
録
で

あ
る
。
抗
日
の
意
味
を
持
っ
た
歌
曲
を
メ
ロ
デ
ィ
ー
だ
け
の
堅
固
な
カ
タ

チ
に
ま
で
削
り
な
お
し
、
し
か
し
モ
ノ
を
言
う
た
め
の
器
官
で
あ
る
口
と

喉
を
全
演
奏
者
が
使
っ
て
、
何
か
を
言
お
う
と
す
る
身
体
の
声
。
そ
れ
を

観
客
も
聴
き
と
ど
け
見
と
ど
け
た
と
い
う
。
口
琴
社
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
い

う
小
さ
な
し
か
し
無
数
の
窓
穴
を
通
し
て
、
植
民
地
都
市
ハ
ル
ビ
ン
に
あ

っ
て
、
対
日
本
言
説
と
し
て
の
よ
び
か
け
の
声
の
新
た
な
技
法
を
実
現
し

た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
と
き
、〈
声
音
〉
だ
け
で
な
く
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
い
う
楽
器
を
扱

う
時
の
演
奏
者
の
〈
眼
線
〉
も
あ
っ
た
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹
く
と
き
の
顔

の
動
き
と
眼
線
。
そ
れ
は
遠
い
遥
か
な
地
と
「
こ
こ
で
は
な
い
、ど
こ
か
」

「
今
で
は
な
い
、
い
つ
か
」
を
眼
差
す
眼
線
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
を
吹

奏
す
る
姿
態
は
ま
た
、
東
北
の
名
産
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
か
じ
る
姿

に
も
似
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
伝
わ
っ
た
楽
器
が
、
こ
の
東
北
の
都

市
と
地
方
に
根
ざ
す
日
常
品
と
重
な
っ
て
く
る
幻
視
。
声
に
な
ら
な
い
声

の
音
、
遥
か
を
目
指
し
て
彷
徨
う
眼
線
の
ゆ
く
え
。
そ
れ
ら
は
さ
ら
に
は

幻
視
を
超
え
て
、
こ
の
ハ
ル
ビ
ン
と
い
う
植
民
地
の
こ
と
を
、
教
え
て
く

れ
る
。
特
に
「
満
洲
国
」
期
に
至
っ
て
、
こ
の
土
地
が
誰
の
も
の
と
な
り

誰
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
の
か
、
と
い
う
近
代
東
北
と
「
近
代
中
国
」

へ
の
望
郷
と
、
楽
器
は
連
辞
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
だ
。

８　
終
わ
り
に 

〜
植
民
地
都
市
の
〈
住
民
〉
と
い
う
眼
、
声
、
時
間
〜

　
国
際
商
業
街
（
道
里
区
＝
埠
頭
区
＝
プ
リ
ス
タ
ン
。
ハ
ル
ビ
ン
駅
北
西
側

の
松
花
江
と
で
挟
ま
れ
た
ゾ
ー
ン
で
あ
り
、
そ
の
中
心
街
が
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
）。

そ
こ
に
対
し
て
、
政
治
権
力
機
関
と
高
級
住
宅
の
ゾ
ー
ン
（
南
崗
区
）、

中
国
人
商
業
と
労
働
者
居
住
の
ゾ
ー
ン
（
道
外
区
）。
こ
の
よ
う
に
植
民

地
都
市
は
切
り
分
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
道
外
区
＝
傅
家
甸
は
、

ハ
ル
ビ
ン
駅
北
東
側
、
鉄
道
の
北
上
線
と
や
は
り
松
花
江
の
水
と
に
囲
ま

れ
た
ゾ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
場
所
を
重
視
す
る
ナ
レ
イ
シ
ョ
ン
が
、
物
語

の
始
ま
り
と
な
る
爵
青
の
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
。

　
そ
の
地
図
を
作
成
し
た
者
は
、
き
っ
と
観
光
局
か
ら
賄
賂
を
も
ら
っ
た

の
だ
と
私
は
思
う
。
で
な
け
れ
ば
、
大
は
松
花
江
の
鉄
橋
か
ら
、
小
は
顧

郷
屯
の
小
さ
な
路
地
ま
で
み
な
載
せ
て
あ
る
市
街
地
図
に
、
な
ぜ
腐
乱
し

て
も
な
お
大
都
会
に
在
り
つ
づ
け
る
こ
の
地
域
が
書
き
こ
ま
れ
て
い
な
い

の
か
？
　
有
名
な
場
所
に
は
み
な
、
ロ
シ
ア
人
墓
地
、
ソ
フ
ィ
ス
カ
ヤ
寺

院
、
モ
ス
ク
ワ
兵
営
、
正
陽
大
街
、
太
陽
島
、
競
馬
場
…
…
と
い
う
ふ
う

に
美
し
い
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
市
街
地
図
の
上
を
く

ま
な
く
探
し
て
も
、
あ
の
「
大
観
園
」（
道
外
区
＝
傅
家
甸
に
あ
る
木
賃

宿
兼
ス
ラ
ム
の
集
合
体
の
場
所

︱
引
用
者
）
と
い
う
文
字
は
見
つ
か
ら

な
い
。
こ
れ
を
も
し
人
体
に
た
と
え
る
な
ら
、
こ
の
地
図
は
堕
落
し
た
医

者
に
等
し
い
だ
ろ
う
。
麗
し
い
髪
の
毛
や
清
ら
か
な
瞳
、
均
整
の
と
れ
た

肢
体
…
…
な
ど
を
褒
め
た
た
え
る
の
み
で
、
実
は
す
で
に
腐
っ
て
死
に
そ
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う
に
な
っ
て
い
る
内
部
の
肺
の
こ
と
は
無
視
し
て
い
る
。
肺
は
弱
い
リ
ズ

ム
を
も
っ
て
ま
だ
人
体
の
な
か
で
息
を
し
て
い
る
と
い
う
の
に
。
大
観
園

も
弱
い
リ
ズ
ム
を
も
っ
て
人
口
五
十
万
の
こ
の
大
都
会
の
な
か
で
息
を
し

て
い
る
と
い
う
の
に
。

爵
青
、
短
篇
小
説
《
大
観
園
》、
一
九
四
一
年

こ
の
視
線
が
、
本
論
に
引
用
し
て
き
た
テ
ク
ス
ト
《
某
夜
》
な
ど
に
あ
っ

た
、
語
り
手
た
ち
の
彷
徨
と
「
見
学
」
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
マ
ル
ク
ス
主
義
の
思
考
的
実
験
か
ら
第
二
次
大
戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
近

代
都
市
の
あ
り
方
を
批
判
し
た
ア
ン
リ
・
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
は
、「
ひ
と
は

不
健
康
的
な
空
間
と
健
康
的
な
空
間
と
を
考
え
る
。
都
市
計
画
家
は
、
病

め
る
空
間
を
、
精
神
的
・
社
会
的
健
康
に
結
び
つ
い
た
こ
の
健
康
の
産
出

者
た
る
空
間
か
ら
識
別
」
す
る
と
言
う
。
都
市
空
間
の
「
病
理
学
」
と
し

て
の
「
政
治
」
を
、
指
摘
し
て
い
る
（
原
著
一
九
六
七
年
。
日
本
語
訳
「
都

市
の
哲
学
と
都
市
計
画
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」、『
都
市
へ
の
権
利
』
森
本
和
夫
訳
、

筑
摩
書
房
、
二
〇
一
一
年
）。

　
そ
れ
に
な
ら
う
な
ら
、
ま
さ
に
空
間
偏
差
へ
の
「
識
別
」
を
こ
と
と
し

た
帝
政
ロ
シ
ア
・
ソ
連
そ
し
て
帝
国
日
本
の
「
満
洲
国
」
に
よ
る
「
都
市

計
画
」と
い
う
植
民
地
政
治
は
、ハ
ル
ビ
ン
に
あ
っ
て〝
漂
亮
的
字
様
〟（「
美

し
い
文
字
」。
上
記
、
爵
青
《
大
観
園
》）
に
憑
依
さ
れ
た
建
築
・
区
画
を
の

み
を
現
前
さ
せ
よ
う
と
す
る
。〝
微
弱
的
律
動
抽
動
着
〟（
そ
の
肺
は
「
弱

い
リ
ズ
ム
を
も
っ
て
息
を
し
て
い
る
」。
同
前
）
と
い
う
都
市
の
器
官
「
肺
」

で
あ
る
中
国
人
区
を
、
そ
の
よ
う
な
政
治
は
制
御
し
隠
蔽
し
よ
う
と
し

た
。

　
そ
の
こ
と
を
中
国
人
の
側
か
ら
指
摘
す
る
文
学
や
音
楽
の
〝
眼
線

yan3xian4

〟
と
〝
声
音sheng1yin1

〟（
中
国
語
で
言
う
、
ひ
と
の
「
声
」

ま
た
物
の
「
音
」）
と
は
、
植
民
地
あ
る
い
は
都
市
の
政
治
マ
ッ
プ
の
な
か

で
、
人
間
に
共
通
の
思
考
・
行
動
・
現
象
を
基
点
に
発
せ
ら
れ
た
、
中
国
人
・

中
国
語
に
よ
る
都
市
論
で
あ
り
、
都
市
使
用
学
そ
の
も
の
で
あ
る
。
あ
る

側
か
ら
の
言
語
が
、
あ
る
側
の
力
に
対
し
て
〈
共
〉
の
言
論
と
な
り
、
現

実
に
対
す
る
違
和
感
と
し
て
、
そ
こ
に
結
晶
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
ど
こ

か
へ
の
他
感
＝
多
感
な
望
見
と
な
っ
て
、
延
長
・
反
復
さ
れ
る
。
そ
の
よ

う
な
他
種
の
〝
眼
線
〟
と
〝
声
音
〟
に
導
か
れ
た
精
神
的
行
為
の
様
態
を
、

尊
重
し
た
い
。

　
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
は
さ
ら
に
言
う
、

（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
都
市
計
画
に
あ
っ
て
は

︱
引
用
者
）、
社
会

的
に
は
、
前
面
に
出
る
の
は
空
間
で
あ
っ
て
、
時
間
や
生
成
は
影
の
な
か

に
追
い
や
ら
れ
る
。（
同
前
）

　
都
市
の
時
間
の
幅
の
た
め
に
（〝
中
国
人
〟
な
る
者
へ
の
自
己
遡
行
の
た

め
に
）、
眼
の
前
の
都
市
空
間
に
抗
し
て
（
帝
国
日
本
な
ど
の
「
政
治
」
に

抗
し
て
）、
都
市
を
利
用
し
つ
つ
（「
政
治
」
へ
の
自
分
の
振
る
舞
い
を
利
用

し
つ
つ
）…
…
植
民
地
都
市
の
源
流
を
語
っ
て
行
く
眼
と
声
と
音
の
人
間
。

そ
の
よ
う
な
作
家
や
音
楽
家
た
ち
は
、
植
民
地
都
市
の
な
か
の
切
り
分
け

＝
分
断（
空
間
偏
差
）に
対
抗
し
て
、さ
ら
に
時
間
と
空
間
の
重
層
化（
衝
突
・

共
存
）
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
、都
市
の
語
り
手
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

総
体
的
か
つ
多
様
な
意
味
で
の
帝
国
植
民
地
を
経
営
す
る
側
の
人
間
（
ロ

シ
ア
人
、
特
に
本
論
で
は
日
本
人
）
は
、「
都
市
計
画
」
と
い
う
政
治
と
文

化
の
方
法
に
よ
り
、
ハ
ル
ビ
ン
「
政
治
」、
ハ
ル
ビ
ン
「
文
化
」
さ
ら
に

は
「
満
洲
記
憶
」
に
従
事
し
た
。
た
と
え
ば
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
の
帝

国
日
本
か
ら
の
訪
問
作
家
、
室
生
犀
星
や
林
芙
美
子
ら
の
テ
ク
ス
ト
は
、
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自
分
が
見
た
い
「
異
者
」
へ
の
陶
酔
的
な
ま
で
の
身
の
委
ね
や
憧
憬
、
つ

ま
り
「
眼
線
」
と
「
声
」
の
現
実
運
動
の
無
さ
を
、
ひ
た
す
ら
綴
る
詩
や

小
説
が
中
心
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
空
間
」（
＝
「
現
時
」
と
い
う
エ
レ
メ

ン
ト
）
だ
け
が
あ
り
、
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
の
言
う
よ
う
な
、
な
ぜ
そ
の
都
市

が
生
ま
れ
、
今
日
ま
で
そ
の
よ
う
に
在
る
の
か
と
言
う
、〈
時
間
〉
と
〈
生

成
〉
へ
の
根
本
的
な
問
い
が
無
い
。

　
そ
れ
に
対
し
て
興
味
深
い
の
は
、
石
川
淳
と
い
う
ひ
と
で
あ
る
。「
日

中
戦
争
」（
中
国
側
か
ら
は
〝
抗
日
戦
争
〟）
の
当
時
、
自
分
が
所
属
す
る

帝
国
日
本
の
面
白
く
も
お
か
し
く
も
な
い
が
し
か
し
暴
力
の
歌
（
軍
歌
）。

そ
れ
に
反
発
し
、
そ
れ
ら
顔
の
な
い
歌
詞
言
語
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
対
し
て

「
や
め
ろ
。」
と
抗
う
声
音
を
、
語
り
手
と
共
に
作
家
石
川
淳
は
奏
で
た
。

〈
奏
で
る
〉
と
は
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
戦
中
発
禁
と
な
っ
た
小
説
「
マ

ル
ス
の
歌
」（
一
九
三
八
年
）
で
あ
る
。
他
者
の
土
地
と
い
の
ち
を
侵
す

自
分
の
側
の
音
楽
と
行
動
、
そ
し
て
そ
れ
ら
へ
の
礼
賛
集
団
、
に
対
し
て

日
常
感
覚
か
ら
抵
抗
す
る
日
本
語
。
そ
の
強
烈
な
象
徴
音
は
そ
の
小
説
の

ラ
ス
ト
に
奏
で
ら
れ
る
。
歌
の
な
か
で
沈
黙
し
歌
を
無
視
し
よ
う
と
し
た

日
本
語
。

 

　「
音
楽
」
を
拒
否
し
た
と
も
言
え
る
石
川
淳
と
そ
の
語
り
手
に
よ
る
蒼

き
呪
い
の
パ
ロ
ー
ル
は
、
ハ
ル
ビ
ン
に
生
ま
れ
書
か
れ
て
奏
で
ら
れ
た
中

国
人
た
ち
の
文
と
眼
と
声
音
に
、
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
自

分
と
他
者
の
い
の
ち
を
頼
り
に
、
海
と
河
を
越
え
て
渡
る
高
き
風
の
な
か

に
、
違
う
よ
う
に
し
て
し
か
し
手
を
つ
な
ぎ
合
い
残
響
し
て
い
く
両
者
の

声
の
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。

　
ハ
ル
ビ
ン
の
街
と
河
を
渡
る
風
と
水
の
な
か
に
戻
ろ
う
。
過
去
そ
の
も

の
と
過
去
か
ら
生
成
さ
れ
た
現
在
と
の
あ
い
だ
の
繋
が
り
（
＝
植
民
地
史
）

を
、
眼
の
前
の
現
実
と
し
て
／
し
か
も
現
実
の
真
っ
只
な
か
に
、
視
る
こ

と
。
奏
で
る
こ
と
。
そ
し
て
読
み
聴
く
こ
と
。
そ
れ
は
、
都
市
と
い
う
生

き
た
テ
ク
ス
ト
の
醍
醐
味
と
恐
ろ
し
さ
を
、
最
大
限
に
使
用
す
る
こ
と
で

あ
り
、
結
果
、〈
時
間
〉
と
〈
生
成
〉
と
い
う
植
民
地
の
眼
の
前
に
あ
る

底
部
に
立
ち
会
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
を
中
国
大
陸
東
北
の
日
本
植
民

地
の
な
か
で
実
践
し
た
の
は
、
中
国
人
だ
っ
た
。

　
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
か
ら
の
戦
後
日
本
人
に
よ
る
ハ
ル
ビ
ン
記

憶
と
は
、
往
々
に
し
て
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
建
造
か
ら
す
る
と
「
第
二
期
」

に
あ
た
る
整
序
と
排
除
を
事
と
し
た
帝
国
日
本
の
ハ
ル
ビ
ン
「
都
市
計

画
」
に
、
ま
さ
に
似
て
い
る
。
そ
の
空
間
を
時
間
的
通
時
的
に
と
ら
え
る

こ
と
が
難
し
く
、
共
時
瞬
間
的
に
の
み
限
定
し
て
懐
か
し
む
よ
う
な
ノ
ス

タ
ル
ジ
ー
で
あ
る
。（
こ
の
こ
と
は
ハ
ル
ビ
ン
へ
の
植
民
地
玄
関
で
あ
り
「
兄

弟
都
市
」で
も
あ
っ
た
大
連
記
憶
に
も
言
え
る
。
清
岡
卓
行「
ア
カ
シ
ヤ
の
大
連
」

な
ど
を
始
め
と
し
て
）

　
そ
の
よ
う
な
意
識
・
無
意
識
の
「
病
理
学
」
的
判
断
に
起
動
さ
れ
た
側

か
ら
の
政
治
と
記
憶
に
は
、
決
し
て
見
え
な
か
っ
た
光
景
。
決
し
て
聴
き

取
ら
れ
な
か
っ
た
声
と
音
。
そ
れ
ら
は
、
都
市
の
内
側
や
外
側
を
自
分
だ

け
で
動
き
な
が
ら
眺
め
、
常
に
既
に
そ
こ
に
あ
る
政
治
の
場
の
な
か
で
、

政
治
の
場
に
対
し
て
、
何
か
新
た
な
関
係
を
生
み
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な

か
っ
た
。
自
分
と
自
分
の
側
に
お
け
る
快
楽
と
〈
共
〉
的
発
言
を
時
間
の

な
か
で
と
ら
え
、懸
命
に
紡
が
れ
た
中
国
語
に
よ
る
〝
眼
線
〟
と
〝
声
音
〟。

　
そ
れ
が
、
視
ら
れ
聴
か
れ
、
か
つ
読
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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Attractions of Nature in "Chijin No Ai (Naomi)" and  "Yoshino Kuzu"

 Shoji SHIBATA
 

Summary

    Tanizaki Junichiro tends to be regarded as a writer who explored the beauty of women, but at 
the basis of this tendency there is a strong longing for natural life, and in many cases beautiful 
women described in his works attract male heroes by containing the power of nature. "Chijin 
No Ai (Naomi)" is the representative work with this subject, in which the narrator is taken into 
the strong vitality that she dissipates rather than her beauty itself.  "Yoshino Kuzu" seems not to 
contain this theme, but in the development in which the narrator who is almost the same person 
as Tanizaki himself tries to write a story of the defeated South Dynasty but does not fulfill it and 
ends in telling the story about the fascination of Yoshino's nature and the wife of his old friend, 
this subject is still hiding. And it is nothing but a protest to Japan's modern age that advanced on 
the principle of industrialization.
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一
　「
別
世
界
」
へ
の
憧
憬

　
ロ
マ
ン
主
義
文
学
の
特
質
は
、
自
己
が
置
か
れ
た
今
現
在
の
状
況
や
生

存
の
枠
組
み
に
対
し
て
抵
抗
や
反
逆
の
姿
勢
を
抱
き
、
そ
の
彼
方
の
世
界

を
憧
憬
し
つ
つ
、
そ
こ
に
現
実
的
な
い
し
想
像
的
に
に
じ
り
寄
っ
て
い
こ

う
と
す
る
運
動
が
描
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
日
常
的
な
現
実
世
界

へ
の
相
対
化
が
顕
著
で
あ
る
の
は
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
文
学
者
た
ち
で

あ
っ
た
が
、
た
と
え
ば
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
『
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
オ

フ
タ
ー
デ
ィ
ン
ゲ
ン
』（『
青
い
花
』）
で
は
、あ
る
夜
芳
香
を
漂
わ
せ
た
「
一

輪
の
背
丈
の
高
い
淡
青
色
の
花
」（
薗
田
宗
人
訳
、
以
下
同
じ
）
を
夢
見
た

こ
と
を
契
機
と
し
て
、
主
人
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
「
も
う
天
国
と
の
交
わ
り

は
絶
え
て
い
る
」1
と
思
わ
れ
る
日
常
世
界
を
離
れ
、「
青
い
花
」
が
象
徴

す
る
彼
岸
的
な
世
界
へ
の
憧
憬
を
満
た
す
旅
に
発
っ
て
い
く
の
だ
っ
た
。

ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
は
『
断
片
』
で
「
花
の
世
界
の
無
限
の
遠
さ
」「
花
は
我

等
の
霊
の
不
可
知
な
も
の
の
象
徴
で
あ
る
」（
飯
田
安
訳
）2
な
ど
と
記
し

て
お
り
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
求
め
る
も
の
に
込
め
ら
れ
た
意
味
は
明
瞭
で
あ

る
。
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
考
察（『
ア
テ
ネ
ー
ウ
ム
断
章
』）

に
お
い
て
は
彼
岸
的
、
非
日
常
的
世
界
へ
の
志
向
よ
り
も
、
む
し
ろ
実
在

と
理
念
、
主
体
と
対
象
の
間
を
自
在
に
行
き
来
す
る
イ
ロ
ニ
ー
的
精
神
に

ロ
マ
ン
主
義
文
学
の
本
質
を
見
出
し
て
い
た
が
、実
作
の
『
ル
ツ
ィ
ン
デ
』

〈
自
然
〉
の
牽
引
︱
『
痴
人
の
愛
』『
吉
野
葛
』
に
お
け
る
魅
惑
の
在
り
処

柴
田
勝
二

に
お
い
て
は
や
は
り
主
人
公
は
「
全
に
し
て
一
」（
平
野
嘉
彦
訳
）3
の
存

在
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
恋
人
と
と
も
に
、
世
俗
を
離
れ
た
環
境
で
自
分
た

ち
だ
け
の
世
界
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
の
だ
っ
た
。
ま
た
フ
リ
ー
ド
リ
ッ

ヒ
の
兄
で
あ
る
A
・
W
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
ロ
マ
ン
主
義
文
学
を
は
っ
き

り
と
「
憧
憬
の
文
学
」（
大
澤
慶
子
訳
）
と
規
定
し
て
い
た
（『
演
劇
論
』）4
。

　
彼
ら
に
典
型
的
な
形
で
見
ら
れ
る
、
日
常
的
現
実
に
批
判
的
な
眼
を
向

け
、
そ
の
外
側
の
世
界
を
自
己
の
真
の
居
場
所
と
し
よ
う
と
す
る
志
向
が

ロ
マ
ン
主
義
文
学
の
条
件
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
谷
崎
潤
一
郎
の
作
品
群
も

そ
の
な
か
に
置
か
れ
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
初
期
作
品
に
繰
り
返
さ
れ

る
西
洋
へ
の
憧
憬
や
、
関
西
移
住
後
の
作
品
の
基
調
と
な
る
日
本
古
典
へ

の
耽
溺
は
、
こ
う
し
た
条
件
を
充
足
す
る
要
件
を
な
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
ケ
ン
・
イ
ト
ー
は
永
井
荷
風
と
谷
崎
に
お
け
る
〈
西
洋
〉
の
牽
引
を
論

じ
た
論
考
「
別
世
界
と
い
う
魅
惑

︱
荷
風
と
谷
崎
に
お
け
る
「
西
洋
」」

（『
ユ
リ
イ
カ
』
二
〇
〇
三
・
三
）
で
、〈
西
洋
〉
が
荷
風
に
と
っ
て
「
ど
こ

ま
で
も
接
近
可
能
で
、
そ
こ
で
自
由
に
想
像
力
を
遊
ば
せ
る
こ
と
も
で
き

る
」
対
象
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
谷
崎
に
と
っ
て
は
「
遠
く
か
ら
光
を
放

つ
美
」
の
在
り
処
で
あ
っ
た
と
い
う
差
違
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は

『
刺
青
』（『
新
思
潮
』
一
九
一
〇
・
一
一
）
の
背
景
と
な
る
江
戸
末
期
の
世

界
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
イ
ト
ー
は
そ
れ
が
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ

ム
の
援
用
で
あ
り
、
根
底
に
あ
る
「
別
世
界
」
は
あ
く
ま
で
も
西
洋
で
あ
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る
と
し
て
い
る
。

　
確
か
に
イ
ト
ー
が
い
う
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
で
五
年
弱
に

わ
た
る
生
活
経
験
を
持
つ
荷
風
よ
り
も
、
洋
行
経
験
の
な
い
谷
崎
の
方
が

彼
岸
的
な
対
象
と
し
て
西
洋
が
眺
め
ら
れ
る
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。
イ

ト
ー
が
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
も
っ
ぱ
ら
初
期
の
『
少
年
』
だ
が
、
よ
り

端
的
な
事
例
と
な
る
作
品
が
、
ア
メ
リ
カ
映
画
の
女
優
た
ち
に
な
ぞ
ら
え

ら
れ
る
肉
体
を
持
っ
た
少
女
に
魅
了
さ
れ
、
翻
弄
さ
れ
つ
づ
け
る
男
の
軌

跡
を
語
っ
た
『
痴
人
の
愛
』（『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
二
四
・
三
～
六
、『
女

性
』
一
九
二
四
・
一
一
～
二
五
・
七
）
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
カ

フ
ェ
ー
、
活
動
写
真
（
映
画
）、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
い
っ
た
、
大
正
後
期

に
庶
民
の
生
活
を
彩
る
よ
う
に
な
っ
た
西
洋
か
ら
の
輸
入
文
化
を
ち
り

ば
め
た
こ
の
作
品
の
基
底
に
は
、
谷
崎
の
素
朴
と
も
い
え
る
西
洋
憧
憬
が

あ
る
。
そ
こ
か
ら
中
村
光
夫
が「
気
の
毒
な
ほ
ど
幼
稚
」（『
谷
崎
潤
一
郎
論
』

河
出
書
房
、
一
九
五
二
・
一
〇
）
と
辛
辣
に
批
判
す
る
よ
う
な
、
谷
崎
の
西

洋
認
識
の
浅
薄
さ
に
つ
い
て
指
摘
す
る
の
は
容
易
で
あ
る
。
中
村
は
「
整

然
た
る
街
衢
、
清
潔
な
ペ
ー
ヴ
メ
ン
ト
、
美
し
い
洋
館
の
家
並
み
」（『
東

京
を
思
ふ
』『
中
央
公
論
』
一
九
三
四
・
一
～
四
）
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

る
谷
崎
的
な
〈
西
洋
〉5
が
、要
す
る
に
「
天
津
や
上
海
の
租
界
」
に
も
っ

と
も
近
似
し
て
い
る
点
で
「
植
民
地
」
の
光
景
に
す
ぎ
ず
、
荷
風
が
持
ち

え
た
よ
う
な
文
化
の
内
実
を
掴
み
と
る
域
に
は
達
し
え
な
い
皮
相
の
段

階
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
そ
れ
は
事
実
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
谷
崎
が
西
洋
学
者
で
は
な
く
創
作

家
で
あ
る
限
り
、
そ
の
認
識
や
理
解
の
浅
薄
さ
を
創
作
に
お
け
る
造
形
に

有
効
に
活
用
し
え
て
い
れ
ば
、
む
し
ろ
そ
の
技
巧
を
称
揚
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
中
村
が
主
と
し
て
そ
の
西
洋
理
解
の
浅
薄
さ
を
指
摘
す
る
『
痴
人
の

愛
』
の
語
り
手
譲
治
の
ナ
オ
ミ
を
め
ぐ
る
振
舞
い
は
確
か
に
幼
稚
で
滑
稽

だ
が
、
表
題
が
示
唆
し
、
ま
た
末
尾
に
「
此
れ
を
読
ん
で
馬
鹿
々
々
し
い

と
思
ふ
人
は
笑
つ
て
下
さ
い
」（
二
十
七
）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
も
ち

ろ
ん
谷
崎
は
そ
の
幼
稚
さ
や
滑
稽
さ
を
十
分
認
識
し
て
い
た
。
谷
崎
は
明

ら
か
に
こ
の
作
品
で
意
識
的
に
、
イ
メ
ー
ジ
主
導
の
西
洋
憧
憬
に
憑
か
れ

た
人
物
を
造
形
し
た
の
で
あ
り
、
重
要
な
の
は
そ
こ
に
盛
り
込
ま
れ
た
批

判
的
な
視
座
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
中
村
の
批
判
は
妥
当
で
あ
る
に

し
て
も
、
谷
崎
文
学
を
理
解
す
る
う
え
で
資
す
る
も
の
は
乏
し
い
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
。

　
す
な
わ
ち
「
別
世
界
」
へ
の
憧
憬
に
動
か
さ
れ
る
人
物
を
焦
点
化
し
て

い
る
点
で
『
痴
人
の
愛
』
を
含
む
谷
崎
文
学
は
ロ
マ
ン
主
義
的
な
性
格
を

備
え
て
い
る
が
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
や
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
、
あ
る
い
は
彼
ら
の

感
化
を
多
少
と
も
蒙
っ
て
い
る
保
田
與
重
郎
や
三
島
由
紀
夫
ら
を
特
徴

づ
け
る
も
の
は
、
単
に
彼
岸
的
世
界
を
憧
憬
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
時

空
を
自
身
の
観
念
的
な
故
郷
、
拠
点
と
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
保

田
に
と
っ
て
の
〈
大
和
ま
ほ
ろ
ば
〉、
三
島
に
と
っ
て
の
〈
海
〉
や
天
皇

が
神
で
あ
っ
た
〈
古
代
日
本
〉
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
彼
ら
に
と
っ
て

そ
こ
は
自
己
の
真
の
在
り
処
と
し
て
、
現
実
世
界
を
相
対
化
す
る
立
脚
点

と
な
り
う
る
。
荷
風
に
と
っ
て
の
西
洋
も
、
人
間
が
個
人
と
し
て
の
尊
厳

を
持
ち
、
文
化
的
な
厚
み
の
な
か
で
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
空
間
と

し
て
、
そ
れ
ら
を
未
だ
獲
得
し
て
い
な
い
近
代
日
本
を
批
判
的
に
眺
め
る

た
め
の
視
座
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
谷
崎
に
と
っ
て
の
西
洋
は
、
決
し

て
彼
が
拠
っ
て
立
つ
基
底
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
遙
か
な
距
離
を
も
っ

て
憧
憬
を
寄
せ
る
対
象
で
し
か
な
い
。
中
村
が
揶
揄
す
る
谷
崎
的
西
洋
の

皮
相
さ
は
そ
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
皮
相
さ
を
意
識
的
に
表

出
し
て
い
る
点
で
は
、
谷
崎
の
作
品
世
界
は
ロ
マ
ン
主
義
的
と
い
う
よ
り

も
、
む
し
ろ
そ
れ
を
隠
れ
蓑
と
し
た
現
実
主
義
的
な
眼
差
し
を
は
ら
ん
で
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い
る
と
い
え
よ
う
。

　
谷
崎
が
自
身
の
居
場
所
と
し
て
の
外
部
の
眼
差
し
を
得
る
の
は
、
大

正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
に
関
東
大
震
災
を
機
に
関
西
に
移
住
し
た

後
に
、
中
古
・
中
世
を
中
心
と
す
る
日
本
古
典
に
耽
溺
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
こ
で
書
か
れ
た
最
初
の
長
篇
小
説
で
あ

る
『
痴
人
の
愛
』
は
そ
の
嚆
矢
と
し
て
の
性
格
を
隠
し
も
っ
て
い
る
。
こ

の
作
品
の
語
り
手
で
あ
る
譲
治
が
、
こ
と
さ
ら
に
浅
薄
な
西
洋
憧
憬
に
憑

か
れ
た
人
物
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の
性
格
が
拍
車
を
か
け

て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
譲
治
は
ナ
オ
ミ
を
自
分
の
元
に
引
き
取

り
、
理
想
的
な
女
に
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
の
、
次
第
に
奔
放
な
娼

婦
性
を
露
呈
す
る
よ
う
に
な
る
彼
女
に
そ
の
試
み
を
こ
と
ご
と
く
裏
切

ら
れ
、
結
局
彼
女
に
屈
従
す
る
こ
と
と
引
き
換
え
に
共
生
を
つ
づ
け
る
こ

と
を
許
さ
れ
る
と
い
う
結
末
に
至
る
が
、
こ
の
譲
治
の
挫
折
の
起
点
に
あ

る
も
の
が
、
近
代
の
日
本
人
一
般
の
性
向
に
も
敷
衍
し
う
る
観
念
的
な
西

洋
志
向
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
し
た
雛
形
と
し
て
の
輪
郭
を
谷
崎
は
意

識
し
て
譲
治
に
付
与
し
て
お
り
、
そ
こ
に
今
挙
げ
た
彼
の
現
実
主
義
的
な

眼
差
し
が
作
動
し
て
い
る
。

　
譲
治
に
憧
憬
の
対
象
と
し
て
の
西
洋
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
媒
体
は

第
一
に
映
画
で
あ
り
、
譲
治
と
の
共
生
に
お
い
て
ナ
オ
ミ
が
遂
げ
て
い
く

変
容
を
、
彼
女
が
重
ね
ら
れ
る
対
象
と
な
る
メ
リ
ー
・
ピ
ク
フ
ォ
ー
ド
、

プ
リ
シ
ラ
・
デ
ィ
ー
ン
、
ポ
ー
ラ
・
ネ
グ
リ
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
女
優

た
ち
の
ス
ク
リ
ー
ン
上
の
イ
メ
ー
ジ
が
代
理
的
に
表
象
し
て
い
る
。
二
人

が
共
生
し
始
め
た
当
初
に
譲
治
が
ナ
オ
ミ
の
「
釣
合
の
取
れ
た
、
い
ゝ
体

つ
き
」（
四
）
を
讃
え
る
際
に
参
照
さ
れ
る
メ
リ
ー
・
ピ
ク
フ
ォ
ー
ド
は
、

周
知
の
よ
う
に
一
九
二
〇
年
代
に
清
純
な
少
女
役
で
人
気
を
博
し
た
女

優
で
、
一
方
彼
女
の
不
品
行
が
露
呈
し
て
い
く
中
盤
以
降
に
彼
女
が
重
ね

ら
れ
る
プ
リ
シ
ラ
・
デ
ィ
ー
ン
や
ポ
ー
ラ
・
ネ
グ
リ
は
、
あ
く
の
強
い
悪

女
役
な
い
し
妖
婦
役
で
知
ら
れ
た
女
優
で
あ
っ
た
。
作
品
の
発
表
当
時
に

は
広
く
流
通
し
て
い
た
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
女
優
の
イ
メ
ー
ジ
を
引
用

す
る
形
で
、
ナ
オ
ミ
が
作
中
で
来
す
変
容
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。

　『
痴
人
の
愛
』
の
三
年
後
の
作
品
で
あ
る
『
蓼
喰
ふ
虫
』（『
大
阪
毎
日
・

東
京
日
々
新
聞
』
一
九
二
八
・
一
二
～
一
九
二
九
・
六
）
で
も
、
谷
崎
は
主
人

公
の
要
に
「
歌
舞
伎
芝
居
を
見
る
よ
り
も
、
ロ
ス
・
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
で
拵

へ
る
フ
イ
ル
ム
の
方
が
好
き
で
あ
つ
た
」（
そ
の
三
）と
い
う
嗜
好
を
与
え
、

そ
れ
に
つ
づ
い
て
「
絶
え
ず
新
し
い
女
性
の
美
を
創
造
し
、
女
性
に
媚
び

る
こ
と
ば
か
り
を
考
へ
て
ゐ
る
ア
メ
リ
カ
の
絵
の
世
界
の
方
が
、
俗
悪
な

が
ら
彼
の
夢
に
近
か
つ
た
」（
そ
の
三
）
と
語
ら
れ
て
い
る
が
、
肉
体
的

な
蠱
惑
を
武
器
と
し
て
男
を
従
え
る
ス
ク
リ
ー
ン
の
美
女
た
ち
は
、
ナ
オ

ミ
の
造
形
の
基
底
を
提
供
す
る
以
前
に
、
谷
崎
の
描
く
〈
西
洋
〉
の
ひ
と

つ
の
基
調
を
な
し
て
い
る
。
反
面
そ
れ
が
現
実
化
さ
れ
え
な
い
「
夢
」
で

あ
る
こ
と
を
当
然
谷
崎
は
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
「
夢
」
に
あ
え
て
現
実

の
形
を
与
え
よ
う
と
し
て
苦
闘
す
る
役
ど
こ
ろ
が
譲
治
に
付
与
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

二
　「
シ
ン
プ
ル
・
ラ
イ
フ
」
の
矛
盾

 
　
そ
の
観
念
的
な
「
夢
」
を
現
実
化
す
る
た
め
に
譲
治
が
試
み
る
の
が
ナ

オ
ミ
と
の
「
シ
ン
プ
ル
・
ラ
イ
フ
」
で
あ
る
。
彼
は
自
分
の
元
に
引
き
取
っ

た
ナ
オ
ミ
を
正
式
の
妻
と
す
る
の
で
は
な
く
、
西
洋
風
の
「
文
化
住
宅
」

で
「
呑
気
な
シ
ン
プ
ル
・
ラ
イ
フ
」（
一
）
を
送
り
な
が
ら
彼
女
の
心
身

の
成
長
を
見
届
け
よ
う
と
す
る
。「
シ
ン
プ
ル
・
ラ
イ
フ
」
は
当
時
「
単
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純
生
活
」
と
い
う
表
題
で
日
本
で
も
流
通
し
て
い
た
シ
ャ
ル
ル
・
ワ
グ
ネ

ル
の
著
書
を
踏
ま
え
た
用
語
だ
が
、
ワ
グ
ネ
ル
は
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
牧
師
で
あ
り
、
そ
こ
で
提
起
さ
れ
て
い
る
「
単
純
生
活
」
の
あ

り
方
は
当
然
キ
リ
ス
ト
教
的
な
理
念
の
実
践
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て

い
る
。「
単
純
と
は
心
の
状
態
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
そ
れ
は
我
々
の
生
活
の
主
た
る

志
向
の
裡
に
存
す
る
。
そ
の
主
た
る
心
掛
が
、
人
と
し
て
正
に
さ
う
あ
る

べ
き
人
間
、
即
ち
真
底
か
ら
の
偽
り
な
い
人
間
と
な
ら
う
と
す
る
所
に
あ

れ
ば
、
そ
の
人
は
単
純
な
の
で
あ
る
」（
神
永
文
三
訳
、
傍
点
原
訳
文
）6
と

述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
「
単
純
生
活
」
と
は
、
自
身
に
内
在
す

る
本
来
の
人
間
性
に
導
か
れ
つ
つ
生
を
送
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
教
会
へ
の
奉
仕
を
重
視
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
と
異
な
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
が
「
天
職
」
と
し
て
の
労
働
を
軸
と
す
る
日
々
の
営
為
に
よ
っ
て
「
神

の
富
」
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ
れ
ゆ
え
近
代
産
業
の
勃
興
の

基
盤
と
な
っ
た
こ
と
は
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
言
説
に
よ
っ
て
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
ワ
グ
ネ
ル
の
著
書
に
も
生
活
を
単
純
化
す
る
「
法
則
」

と
し
て
「
汝
の
天
職
を
尽
せ

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
原
訳
文
）
と
い
う
命
題
が
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
基
底
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
価
値
観
が
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
こ
う
し
た
生
の
姿
勢
を
、
現
世
に
と
ど

ま
り
つ
つ
現
世
的
欲
望
に
流
さ
れ
な
い
あ
り
方
と
し
て
「
世
俗
内
禁
欲
」

と
呼
ぶ

7
が
、
ワ
グ
ネ
ル
が
過
剰
な
物
質
的
欲
望
を
持
つ
こ
と
を
戒
め
る

の
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
禁
欲
の
一
形
態
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
こ
こ
で
譲
治
が
描
い
て
い
る
「
シ
ン
プ
ル
・
ラ
イ
フ
」
は
、
こ
う

し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
禁
欲
と
は
無
縁
で
、
要
す
る
に
旧
来
の
結
婚

の
作
法
に
距
離
を
取
り
、
よ
り
自
由
な
形
で
の
男
女
の
結
び
つ
き
を
実
践

す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
譲
治
は「
結
婚
に
対
し
て
は
可
な
り
進
ん
だ
、

ハ
イ
カ
ラ
な
意
見
を
持
つ
て
」（
一
）
い
る
と
自
認
し
て
お
り
、
そ
れ
が

見
合
い
を
し
た
う
え
で
「
結
納
を
取
り
交
し
、
五
荷か

と
か
、
七
荷か

と
か
、

十
三
荷か

と
か
、
花
嫁
の
荷
物
を
婚
家
へ
運
ぶ
。
そ
れ
か
ら
輿
入
れ
、
新
婚

旅
行
、
里
帰
り
」
と
い
っ
た
手
続
き
を
嫌
い
「
も
つ
と
簡
単
な
、
自
由
な

形
式
」（
一
）
で
結
婚
に
至
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
譲
治

は
旧
来
の
伝
統
的
慣
習
を
総
じ
て
複
雑
で
面
倒
な
も
の
と
受
け
取
っ
て

い
る
の
で
あ
り
、そ
れ
に
対
置
さ
れ
る
概
念
と
し
て
〈
シ
ン
プ
ル
︱
単
純
〉

と
い
う
価
値
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
単
純
生
活
」
は
日
本
に
お

い
て
も
推
奨
、
実
践
さ
れ
て
い
た
が
、
ワ
グ
ネ
ル
の
著
書
の
初
版
の
翻
訳

者
で
あ
る
中
村
嘉
寿
の
『
単
純
生
活
の
秘
訣
』（
安
楽
栄
治
、
一
九
一
四
）

で
は
、『
痴
人
の
愛
』
で
語
ら
れ
る
よ
う
な
、
娘
の
嫁
入
り
の
た
め
に
夥

し
い
道
具
が
家
に
運
び
込
ま
れ
て
く
る
様
相
の
描
写
か
ら
始
め
て
、
そ
の

煩
雑
さ
を
揶
揄
し
た
う
え
で
、
華
美
や
虚
飾
を
排
し
、
物
事
の
「
実
質
」

に
従
っ
て
生
き
よ
う
と
す
る
「
心
の
単
純
」
の
重
要
さ
が
訴
え
ら
れ
て
い

る
。

　
中
村
の
著
書
は
谷
崎
も
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
結
婚

と
い
う
制
度
自
体
が
相
対
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
生
活
に

お
い
て
西
洋
に
倣
う
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
一
方
譲

治
に
と
っ
て
は
「
シ
ン
プ
ル
・
ラ
イ
フ
」
は
実
質
的
な
内
実
よ
り
も
日
本

の
〈
複
雑
〉
な
旧
習
に
対
置
さ
れ
る
概
念
で
あ
る
ゆ
え
に
お
の
ず
と
〈
西

洋
〉
の
暗
喩
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
り
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
思

考
自
体
に
「
シ
ン
プ
ル
」
さ
の
実
体
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
谷

崎
自
身
に
も
あ
る
西
洋
把
握
の
観
念
性
、
イ
メ
ー
ジ
性
が
、
そ
の
強
度
を

戯
画
的
に
高
め
る
形
で
譲
治
に
託
さ
れ
て
い
る
。
洋
行
経
験
も
な
く
、
西

洋
文
化
に
通
じ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
譲
治
に
と
っ
て
、〈
西
洋
的
〉
で

あ
る
と
は
映
画
女
優
な
ど
に
よ
る
断
片
的
な
表
象
を
除
け
ば
、
伝
統
的
な

日
本
に
背
い
て
い
る
と
い
う
以
上
の
内
実
を
も
た
な
い
。
た
と
え
ば
譲
治
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は
当
初
ナ
オ
ミ
と
法
律
上
の
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
自
体
も
忌
避
し
、
た

だ
寝
起
き
を
共
に
す
る
と
い
う
遊
戯
的
な
段
階
に
彼
女
と
の
関
係
を
と

ど
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
語
句
を
含
む「
シ
ン
プ
ル
・

ラ
イ
フ
」
へ
の
憧
憬
を
譲
治
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

の
み
な
ら
ず
、
一
人
の
少
女
を
友
達
に
し
て
、
朝
夕
彼
女
の
発
育
の
さ
ま

を
眺
め
な
が
ら
、
明
る
く
晴
れ
や
か
に
、
云
は
ゞ
遊
び
の
や
う
な
気
分
で
、

一
軒
の
家
に
住
む
と
云
ふ
こ
と
は
、正
式
の
家
庭
を
作
る
の
と
は
違
つ
た
、

又
格
別
な
興
味
が
あ
る
や
う
に
思
へ
ま
し
た
。
つ
ま
り
私
と
ナ
オ
ミ
で
た0

わ
い
0

0

の
な
い
ま
ま
ご
と

0

0

0

0

を
す
る
。「
世
帯
を
持
つ
」
と
云
ふ
や
う
な
シ
チ

面
倒
臭
い
意
味
で
な
し
に
、
呑
気
な
シ
ン
プ
ル
・
ラ
イ
フ
を
送
る
。

︱

此
れ
が
私
の
望
み
で
し
た
。

（
一
、
傍
点
原
文
）

　
こ
こ
に
は
谷
崎
の
世
界
を
特
徴
づ
け
る
主
た
る
側
面
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
遊
び
」
へ
の
傾
斜
が
現
れ
て
い
る
が
、
遊
び
、
遊
戯
は
何
ら
か
の

ル
ー
ル
、
規
則
に
参
加
者
が
従
属
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
世
界
と
は

異
質
な
自
律
的
な
世
界
を
形
成
す
る
行
為
で
あ
る
。
譲
治
が
希
求
し
て
い

る
の
は
「
シ
チ
面
倒
臭
い
」
慣
習
に
縛
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
日
本

の
現
実
か
ら
離
れ
た
空
間
で
、
自
分
と
ナ
オ
ミ
が
気
ま
ま
に
日
々
を
送
る

こ
と
だ
が
、
そ
こ
に
は
本
質
的
な
矛
盾
が
あ
る
。
つ
ま
り
遊
戯
や
ス
ポ
ー

ツ
競
技
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
の
は
む
し
ろ
「
シ
チ
面
倒
臭
い
」
ル
ー
ル
、

規
則
の
遵
守
で
あ
り
、
自
分
た
ち
が
遊
戯
的
な
生
活
を
送
ろ
う
と
す
れ
ば

や
は
り
そ
れ
が
求
め
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
譲
治
は
ナ
オ
ミ
と
の
共
生
に
お

い
て
、
役
割
の
分
担
を
明
確
に
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
自
分
が
会
社
勤
め

で
生
活
費
を
稼
ぐ
一
方
、
彼
女
は
「
西
洋
人
の
前
へ
出
て
も
耻は

ず

か
し
く
な

い
や
う
な
レ
デ
ィ
ー
」（
五
）
に
な
る
た
め
に
英
語
や
ピ
ア
ノ
、
ダ
ン
ス

を
習
う
と
い
う
約
束
事
が
あ
る
く
ら
い
で
、
そ
れ
ら
も
ナ
オ
ミ
の
怠
惰
に

よ
っ
て
な
し
く
ず
し
に
さ
れ
て
い
く
。

　
つ
ま
り
譲
治
は
日
本
の
旧
弊
な
生
活
慣
習
か
ら
の
離
脱
を
求
め
る
一

方
で
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
固
有
の
倫
理
観
に
よ
っ
て
律
し
よ
う
と
し
て

い
る
わ
け
で
も
な
く
、
そ
の
た
め
ナ
オ
ミ
は
譲
治
に
と
っ
て
妻
と
も
恋
人

と
も
友
達
と
も
つ
か
ぬ
曖
昧
な
位
置
に
と
ど
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
実

際
譲
治
は
自
分
た
ち
が
外
出
す
る
姿
を
他
人
が
見
た
ら
「
主
従
と
も
つ
か

ず
、
兄
妹
と
も
ち
か
ず
、
さ
れ
ば
と
云
つ
て
夫
婦
と
も
友
達
と
も
つ
か
ぬ

恰
好
」（
二
）
の
関
係
に
見
え
る
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

曖
昧
な
位
置
に
置
か
れ
る
こ
と
が
ナ
オ
ミ
の
本
来
の
素
性
を
浮
上
さ
せ

る
前
提
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
点
で
彼
ら
の
送
ろ
う
と
す
る
生
活
は

「
シ
ン
プ
ル
・
ラ
イ
フ
」
に
む
し
ろ
逆
行
し
て
い
る
。

　
ま
た
英
語
や
ピ
ア
ノ
は
ナ
オ
ミ
を
〈
西
洋
化
〉
す
る
具
体
的
な
手
立
て

と
さ
れ
て
い
る
一
方
、
そ
れ
を
多
少
身
に
つ
け
る
こ
と
が
「
西
洋
人
」
へ

の
接
近
を
成
就
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
譲
治
も
当
然
了
解
し
て

い
る
。
そ
こ
に
は
彼
の
自
己
欺
瞞
が
作
用
し
て
い
る
。
譲
治
が
本
当
に
ナ

オ
ミ
に
望
ん
で
い
る
の
は
、「
た
つ
た
五
尺
二
寸
の
小
男
」（
十
）
で
あ
る

自
分
に
は
決
し
て
実
現
し
え
な
い
、
身
体
的
な
次
元
で
〈
西
洋
人
の
よ
う

に
な
る
〉
こ
と
で
あ
り
、
ナ
オ
ミ
が
英
語
学
習
の
劣
等
ぶ
り
で
彼
を
落
胆

さ
せ
る
反
面
、
メ
リ
ー
・
ピ
ク
フ
ォ
ー
ド
を
は
じ
め
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の

映
画
女
優
た
ち
と
の
身
体
的
な
近
似
性
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
彼
の
願
望
は
満
た
さ
れ
て
い
く
。
少
な
く
と
も
英
語
や
ピ
ア
ノ
に
高

い
能
力
を
持
つ
醜
い
少
女
が
自
分
の
傍
ら
に
い
る
こ
と
を
譲
治
が
望
ん

で
い
な
い
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ナ
オ
ミ
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
た
め
に
、

譲
治
が
与
え
る
課
題
に
真
剣
に
取
り
組
む
意
欲
を
持
と
う
と
も
し
な
い
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の
で
あ
る
。

　
譲
治
が
ナ
オ
ミ
の
学
力
の
低
さ
に
失
望
し
、
あ
き
ら
め
を
覚
え
な
が
ら

も
彼
女
の
否
応
な
い
魅
惑
を
自
覚
す
る
心
理
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語

ら
れ
て
い
る
。

︱
私
は
し
み

ぐ
さ
う
云
ふ
あ
き
ら
め

0

0

0

0

を
抱
く
や
う
に
な
り
ま
し
た
。

が
、
同
時
に
私
は
、
一
方
に
於
い
て
あ
き
ら
め
な
が
ら
、
他
の
一
方
で
は

ま
す

く
強
く
彼
女
の
肉
体
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
行
つ
た
の
で
し
た
。
さ

う
で
す
、
私
は
特
に
『
肉
体
』
と
云
ひ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
彼
女
の

皮
膚
や
、
歯
や
、
唇
や
、
瞳
や
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
姿
態
の
美
し
さ
で
あ

つ
て
、決
し
て
そ
こ
に
は
精
神
的
の
何
物
も
な
か
つ
た
の
で
す
か
ら
。（
中

略
）
此
れ
は
私
に
取
つ
て
不
幸
な
事
で
し
た
。
私
は
次
第
に
彼
女
を
「
仕

立
て
ゝ
や
ら
う
」
と
云
ふ
純
な
心
持
を
忘
れ
て
し
ま
つ
て
、
寧
ろ
あ
べ
こ

0

0

0

べ0

に
ず
る

く
引
き
摺
ら
れ
る
や
う
に
な
り
、
此
れ
で
は
い
け
な
い
と
気

が
付
い
た
時
に
は
、
既
に
自
分
で
は
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
く
な
つ
て
ゐ

た
の
で
し
た
。

 （
七
、
傍
点
原
文
）

　
こ
こ
に
は
谷
崎
の
世
界
で
繰
り
返
さ
れ
る
、
前
提
さ
れ
た
枠
組
み
を
相

対
化
す
る
形
で
浮
上
し
て
く
る
、
相
手
の
野
性
の
魅
惑
に
主
人
公
が
否
応

な
く
牽
引
さ
れ
る
構
図
が
現
れ
て
い
る
。『
刺
青
』
の
主
人
公
が
理
想
的

な
刺
青
を
施
す
べ
き
美
女
を
求
め
な
が
ら
、
実
際
に
は
生
命
感
を
漂
わ
せ

た
「
足
」
を
持
っ
た
女
に
惹
き
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
谷
崎
文
学
の
基
底

に
あ
る
も
の
は
、
美
へ
の
執
着
と
い
う
よ
り
も
生
命
の
充
溢
に
対
す
る
渇

望
で
あ
る
。
作
品
に
お
い
て
前
景
化
さ
れ
て
い
る
美
女
へ
の
執
着
や
西
洋

へ
の
憧
憬
も
、
そ
の
基
底
に
自
然
志
向
を
隠
し
持
っ
て
い
る
こ
と
が
少
な

く
な
く
、
前
者
を
表
層
的
な
枠
組
み
と
し
て
後
者
へ
移
行
し
て
い
く
、
あ

る
い
は
両
者
を
共
在
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
展
開
が
珍
し
く
な
い
。
引
用

の
箇
所
で
も
、
ナ
オ
ミ
の
蠱
惑
の
在
り
処
と
し
て
「
あ
ら
ゆ
る
姿
態
の
美

し
さ
」
と
い
う
〈
美
〉
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
姿
形
の
瑕

疵
の
な
さ
を
指
す
と
い
う
よ
り
も
、「
私
は
特
に
『
肉
体
』
と
云
ひ
ま
す
」

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
を
惹
き
つ
け
る
も
の
は
「
精
神
」
と
対
置

さ
れ
る
ナ
オ
ミ
の
「
肉
体
」
が
総
体
と
し
て
発
散
す
る
生
命
力
で
あ
り
、

そ
れ
に
自
分
が
「
ず
る
く
引
き
摺
ら
れ
る
や
う
」
に
な
る
の
を
と
ど
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
谷
崎
文
学
が
ロ
マ
ン
主
義
文
学
の
見
か
け
を
も
ち

な
が
ら
、
む
し
ろ
現
実
世
界
を
批
判
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
の
方
が

強
い
の
も
、
現
実
を
生
き
抜
く
生
命
力
へ
の
志
向
が
谷
崎
の
な
か
で
優
位

を
占
め
て
い
る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
ナ
オ
ミ
の
肢

体
も
メ
リ
ー
・
ピ
ク
フ
ォ
ー
ド
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
女
優
の
そ
れ
を
喚
起

さ
せ
な
が
ら
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
比
喩
が
乗
り
越
え
ら
れ
る
域
に
そ
の
魅

惑
が
及
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
譲
治
の
ナ
オ
ミ
に
対
す
る
執
着
が
宿
命
的
な

色
合
い
を
帯
び
る
の
で
あ
る
。

三
　
ナ
オ
ミ
の
野
性
と
聖
性

　
こ
う
し
た
、
ナ
オ
ミ
の
総
体
と
し
て
の
身
体
が
発
す
る
牽
引
を
明
瞭
に

示
唆
し
て
い
る
の
が
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
兼
ね
た
カ
フ
ェ
ー
で
出
会
っ
た

女
優
の
春
野
綺
羅
子
と
彼
女
が
対
比
さ
れ
る
場
面
で
あ
る
。「
エ
ル
ド
ラ

ド
オ
」
と
い
う
カ
フ
ェ
ー
で
は
じ
め
て
譲
治
が
間
近
に
見
た
綺
羅
子
は
、

ナ
オ
ミ
と
は
異
質
な
美
を
ま
と
っ
て
お
り
、
そ
の
対
比
の
な
か
で
ナ
オ
ミ

の
魅
惑
が
差
別
化
さ
れ
て
い
る
。
二
人
の
立
ち
居
振
舞
い
自
体
が
、
ナ
オ
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ミ
の
そ
れ
が
「
活
潑
の
域
を
通
り
越
し
て
、
乱
暴
す
ぎ
」（
十
）
る
の
に

対
し
て
、
綺
羅
子
の
そ
れ
は
「
総す

べ
て
が
洗
練
さ
れ
て
ゐ
て
、
注
意
深
く
、

神
経
質
に
、
人
工
の
極
致
を
尽
し
て
研
き
を
か
け
ら
れ
た
貴
重
品
の
感
」

（
十
）
が
あ
る
と
い
う
印
象
を
譲
治
は
覚
え
、両
者
を
花
に
喩
え
つ
つ
「
同

じ
花
で
も
ナ
オ
ミ
は
野
に
咲
き
、綺
羅
子
は
室む

ろ

に
咲
い
た
も
の
で
す
」（
十
）

と
い
う
対
比
を
お
こ
な
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
く
だ
り
に
は
、
女
性
の
可
視
的
な
美
に
執
着
す
る
よ
う
に
見
え
な

が
ら
、
む
し
ろ
内
在
す
る
野
性
や
自
然
の
生
命
力
に
強
く
牽
か
れ
る
谷
崎

的
人
物
の
心
性
が
明
瞭
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
心
性
は
当
然
谷
崎
自
身
の

も
の
で
も
あ
り
、
ナ
オ
ミ
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
、
最
初
の
妻
千
代
の
妹
で

あ
る
せ
い
子
か
ら
こ
う
し
た
野
性
的
な
魅
力
を
受
け
取
っ
て
い
た
こ
と

が
推
さ
れ
る
。
谷
崎
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
石
川
千
代
と
結
婚
し
、

翌
年
に
は
長
女
鮎
子
を
も
う
け
る
も
の
の
、
千
代
が
谷
崎
に
は
物
足
り
な

い
従
順
一
方
の
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
彼
女
と
は
対
照
的
に
奔

放
な
性
格
の
せ
い
子
に
惹
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
谷
崎
の
知
友
で
あ

る
佐
藤
春
夫
が
千
代
と
の
親
し
み
を
深
め
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
谷
崎
が

佐
藤
に
千
代
を
譲
渡
す
る
合
意
が
交
わ
さ
れ
な
が
ら
、
谷
崎
が
結
局
そ
れ

を
拒
絶
し
た
た
め
に
両
者
が
絶
交
す
る
に
至
る
、
い
わ
ゆ
る
小
田
原
事
件

が
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
生
起
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
経
緯
を
綴
っ

た
佐
藤
の
『
こ
の
三
つ
の
も
の
』（『
改
造
』
一
九
二
五
・
六
～
二
六
・
一
〇
）

に
は
当
事
者
た
ち
が
虚
構
化
さ
れ
て
登
場
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
谷
崎

に
相
当
す
る
北
村
は
、
千
代
に
当
た
る
お
八
重
を
「
た
だ
従
順
な
だ
け
の

家
畜
見
た
や
う
な
も
の
」
と
決
め
つ
け
る
一
方
で
、
せ
い
子
に
当
た
る
お

雪
に
つ
い
て
は
「
お
雪
か
。
あ
れ
は
、
君
、
猛
獣
だ
よ
。
し
か
し
僕
は
家

畜
よ
り
も
猛
獣
が
好
き
だ
。
我
儘
で
い
き

く
と
し
て
ゐ
る
」
と
評
し
て

い
る
。「
活
潑
の
域
を
通
り
越
し
て
、
乱
暴
す
ぎ
」
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

は
ナ
オ
ミ
の
像
と
重
な
る
と
と
も
に
、
谷
崎
が
牽
引
さ
れ
る
も
の
の
在
り

処
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
ナ
オ
ミ
が
野
性
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
女
が
好
ん
で
読
む
小
説

作
品
と
し
て
有
島
武
郎
の
『
カ
イ
ン
の
末
裔
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
一
件
に
つ
づ
く
章
で
、
ナ
オ

ミ
が
読
み
か
け
の
『
カ
イ
ン
の
末
裔
』（『
新
小
説
』
一
九
一
七
・
七
）
の
ペ
ー

ジ
を
開
い
た
ま
ま
眠
っ
て
い
る
場
面
が
現
れ
る
。
彼
女
は
有
島
を
「
今
の

文
壇
で
一
番
偉
い
作
家
だ
」（
十
三
）と
言
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
が
、

有
島
こ
そ
が
人
間
の
は
ら
む
野
性
的
な
荒
々
し
さ
が
、
社
会
、
共
同
体
の

な
か
に
置
か
れ
た
時
に
ど
の
よ
う
な
帰
趨
を
辿
る
の
か
を
主
題
と
し
た

作
家
で
あ
っ
た
。『
カ
イ
ン
の
末
裔
』
は
北
海
道
の
開
拓
村
に
流
れ
て
き

た
仁
右
衛
門
と
い
う
荒
々
し
い
男
が
、
結
局
こ
の
開
拓
村
と
い
う
自
然
と

対
峙
す
る
環
境
に
お
い
て
も
周
囲
と
調
和
的
な
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
で

き
ず
に
弾
か
れ
て
し
ま
う
物
語
で
、
主
人
公
の
輪
郭
は
ナ
オ
ミ
に
谷
崎
が

託
そ
う
と
し
た
も
の
と
通
底
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。
お
よ
そ
読
書
と
縁
の

な
さ
そ
う
に
見
え
る
ナ
オ
ミ
を
こ
う
し
た
文
芸
作
品
と
関
わ
ら
せ
る
の

は
不
自
然
に
も
思
え
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
発
露
さ
れ
て
い

な
い
彼
女
の
本
来
的
な
性
格
の
予
示
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
。

　
も
っ
と
も
谷
崎
自
身
が
そ
う
し
た
野
性
を
体
現
し
た
男
性
で
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
せ
い
子
︱
ナ
オ
ミ
的
な
烈
し
さ
を
持
っ
た
女
性
は
あ

く
ま
で
も
彼
に
と
っ
て
他
者
的
な
魅
惑
を
湛
え
た
存
在
で
あ
っ
た
。
谷
崎

の
分
身
で
あ
る
譲
治
は
学
校
秀
才
で
あ
る
一
方
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
は
そ

れ
ま
で
の
練
習
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ず
に
無
様
な
姿
を
晒
し
て
し
ま

い
、「
あ
ゝ
、
驚
い
た
。
ま
だ
く
と
て
も
譲
治
さ
ん
と
は
踊
れ
や
し
な

い
わ
、
少
し
内
で
稽
古
な
さ
い
よ
」（
十
一
）
と
ナ
オ
ミ
に
そ
の
不
器
用

さ
を
呆
れ
ら
れ
て
し
ま
う
。
一
方
ナ
オ
ミ
は
初
歩
的
な
英
語
の
文
法
事
項
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も
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
幼
稚
な
誤
り
を
繰
り
返
し
て
譲
治
を
失
望

さ
せ
る
の
と
裏
腹
に
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
は
巧
み
な
踊
り
を
見
せ
、
譲
治

に
「
あ
れ
な
ら
見
つ
と
も
な
い
事
は
な
い
…
…
…
あ
ゝ
云
ふ
事
を
や
ら
せ

る
と
や
つ
ぱ
り
あ
の
児
は
器
用
な
も
の
だ
」（
十
）
と
感
心
さ
せ
る
の
で

あ
る
。

　
こ
の
対
比
は
譲
治
と
ナ
オ
ミ
に
込
め
ら
れ
た
寓
意
的
な
機
能
を
際
立

た
せ
て
い
る
。
譲
治
の
西
洋
へ
の
憧
憬
が
き
わ
め
て
観
念
的
な
次
元
に

あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
彼
自
体
が
も
と
も
と
観
念
的
な
人
間
と
し
て
象
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
彼
が
読
み
書
き
の
英
語
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る

反
面
、
英
会
話
が
苦
手
で
ダ
ン
ス
も
ろ
く
に
踊
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
物

と
し
て
描
か
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た
輪
郭
を
浮
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ

の
対
極
的
な
存
在
と
し
て
ナ
オ
ミ
を
前
景
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
前
に
触

れ
た
よ
う
に
、
譲
治
の
こ
う
し
た
〈
西
洋
〉
へ
の
関
わ
り
方
が
、
彼
に
仮

託
さ
れ
た
近
代
日
本
と
西
洋
と
の
関
係
性
の
比
喩
を
な
し
て
い
る
。〈
西

洋
〉
へ
の
強
い
憧
憬
を
抱
い
て
接
近
や
模
倣
を
試
み
る
も
の
の
、
結
局
そ

の
内
実
を
内
在
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
疎
外
さ
れ
て
し
ま
う
と
い

う
の
は
、
近
代
の
日
本
人
が
現
代
に
至
る
ま
で
繰
り
返
し
て
き
た
愚
行
で

あ
ろ
う
。
中
村
光
夫
が
批
判
す
る
『
痴
人
の
愛
』
に
顕
著
な
西
洋
理
解
の

浅
薄
さ
は
、
第
一
に
そ
れ
を
主
題
化
す
る
た
め
の
前
提
に
ほ
か
な
ら
な

か
っ
た
。

　
そ
し
て
『
痴
人
の
愛
』
で
さ
ら
に
意
識
的
に
仮
構
さ
れ
て
い
る
の
は
、

ナ
オ
ミ
に
は
ら
ま
れ
た
こ
う
し
た
野
性
が
彼
女
を
娼
婦
化
す
る
力
と
し

て
作
動
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ナ
オ
ミ
は
谷
崎
作
品
の
な
か
で
と
り
わ
け
烈

し
い
野
性
を
は
ら
ん
だ
女
性
で
あ
る
と
同
時
に
、
も
っ
と
も
娼
婦
的
な
存

在
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
。
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
場
面
で
、
譲
治
は
ナ

オ
ミ
に
多
く
の
若
い
男
性
の
知
己
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
不
安
に
な
る

が
、
そ
こ
に
い
た
熊
谷
や
浜
田
と
い
っ
た
男
た
ち
と
ナ
オ
ミ
は
性
関
係

を
持
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
関
係
の
環
は
そ
れ
以
降
無
際
限
に

拡
が
っ
て
い
き
、
熊
谷
た
ち
自
身
か
ら
も
侮
蔑
的
な
眼
差
し
が
向
け
ら

れ
る
に
至
る
。
女
性
の
魔
的
な
魅
惑
を
主
題
と
す
る
作
家
と
し
て
眺
め

ら
れ
が
ち
な
谷
崎
の
作
品
世
界
に
は
、
こ
う
し
た
輪
郭
の
女
性
が
頻
出

す
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
男
性
主
人
公
を
否
応
な
く
牽
引
し
、
従
え

さ
せ
て
し
ま
う
女
性
は
多
く
登
場
し
な
が
ら
、『
春
琴
抄
』（『
中
央
公
論
』

一
九
三
三
・
六
）
の
春
琴
が
そ
の
典
型
で
あ
る
よ
う
に
、
彼
女
た
ち
は
む

し
ろ
自
尊
心
の
強
さ
に
よ
っ
て
容
易
に
男
に
身
体
を
許
さ
な
い
こ
と
が

少
な
く
な
い
。

　
谷
崎
に
「
悪
魔
主
義
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
初

期
の
『
悪
魔
』（『
中
央
公
論
』
一
九
一
二
・
二
）、『
続
悪
魔
』（『
中
央
公
論
』

一
九
一
三
・
一
）
に
し
て
も
、
主
人
公
佐
伯
を
悩
ま
せ
る
従
妹
の
照
子
は
、

性
的
な
魅
力
に
よ
っ
て
翻
弄
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
も
と
も
と
神
経
症
的

な
衰
弱
を
抱
え
た
彼
の
私
生
活
に
介
入
し
て
く
る
気
ま
ま
さ
が
彼
を
苛

立
た
せ
て
い
る
。
む
し
ろ
照
子
に
執
着
し
て
い
る
書
生
の
鈴
木
の
方
が
、

自
分
の
許
嫁
に
な
っ
た
と
思
い
込
ん
で
い
る
彼
女
を
佐
伯
か
ら
引
き
離

そ
う
と
す
る
行
状
で
一
層
彼
を
苦
し
め
、
最
後
に
は
い
さ
か
い
の
あ
げ
く

彼
の
喉
を
切
り
裂
い
て
し
ま
う
と
い
う
「
悪
魔
」
的
な
存
在
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
ま
た
『
卍
』（『
改
造
』
一
九
二
八
・
三
～
三
〇
・
四
）
の
語
り
手

園
子
が
絵
画
教
室
で
出
会
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
魅
了
さ
れ
る
光
子

に
し
て
も
、
際
立
っ
た
美
女
と
し
て
語
ら
れ
る
も
の
の
、
と
く
に
奔
放
な

異
性
関
係
を
結
ぶ
タ
イ
プ
の
女
性
で
は
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
他
作
品
の
傾
向
を
考
慮
す
れ
ば
、
と
め
ど
も
な
い
異
性
関

係
へ
の
耽
溺
の
な
か
で
娼
婦
化
し
て
い
く
ナ
オ
ミ
の
姿
が
、『
痴
人
の
愛
』

と
い
う
作
品
に
特
化
し
た
意
識
的
な
造
形
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
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れ
る
。
こ
の
ナ
オ
ミ
の
娼
婦
化
に
つ
い
て
は
、「
だ
れ
か
ら
も
所
有
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
だ
れ
に
も
所
属
し
な
い
女
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
超
越
的
」
で
「
彼
岸
的
」
な
存
在
と
な
る
と
い
う
野
口
武
彦
の
評
言
（『
谷

崎
潤
一
郎
論
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
三
）
が
知
ら
れ
る
が
、
野
口
は
ナ
オ

ミ
の
「
娼
婦
性
」
を
「
悪
」
の
顕
現
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
女
性

の
「「
聖
」
化
」
が
果
た
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
把
握
は
ナ
オ
ミ
の

作
中
に
お
け
る
象
徴
性
を
考
え
る
う
え
で
現
在
で
も
有
効
な
図
式
だ
が
、

客
観
的
に
見
れ
ば
ナ
オ
ミ
は
世
間
に
珍
し
く
な
い
性
的
に
ふ
し
だ
ら
な

女
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
も
い
え
、
そ
れ
自
体
が
超
越
的
な
聖
性
を
彼
女

に
付
与
し
て
い
る
と
は
思
い
が
た
い
。

　
む
し
ろ
考
慮
す
べ
き
な
の
は
、
売
色
を
生
業
と
す
る
こ
と
で
神
に
接
近

す
る
こ
と
の
で
き
る
存
在
と
見
な
さ
れ
て
い
た
、
古
代
や
中
世
の
遊
女
た

ち
と
の
繋
が
り
で
あ
ろ
う
。
谷
崎
は
ナ
オ
ミ
を
娼
婦
的
な
存
在
と
し
て
形

象
す
る
際
に
こ
う
し
た
遊
女
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
込
ん
で
い
た
と

考
え
ら
れ
、
ま
た
彼
女
た
ち
が
主
に
活
動
す
る
場
が
江
口
、
神
崎
と
い
っ

た
上
方
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
関
東
地
方
を
舞
台
に
展
開

す
る
作
品
が
、
関
西
移
住
後
に
書
か
れ
た
こ
と
の
意
味
が
浮
上
し
て
く
る

の
で
あ
る
。

　
古
代
や
中
世
の
日
本
に
お
い
て
遊
女
が
神
性
、
聖
性
を
は
ら
ん
だ
存
在

で
も
あ
っ
た
こ
と
は
平
安
時
代
の
今
様
集
で
あ
る
『
梁
塵
秘
抄
』
な
ど
に

よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
釈
迦
の
御み

の
り法

は
多
か
れ
ど
、
十
界

十
如
ぞ
す
ぐ
れ
た
る
、
紫し

ま磨
や
金こ

ん

の
姿
に
は
、
我
ら
は
劣
ら
ぬ
身
な
り
け

り
」、「
四
大
聲
聞
い
か
ば
か
り
、
喜

よ
ろ
こ
び

身み

よ
り
も
餘
る
ら
む
、
我
等
は
後

世
の
佛
ぞ
と
、
た
し
か
に
聞
き
つ
る
今
日
な
れ
ば
」、「
佛
も
昔
は
人
な
り

き
、
我
等
も
終つ

い

に
は
佛
な
り
、
三
身
佛
性
具
せ
る
身
と
、
知
ら
ざ
り
け
る

こ
そ
あ
は
れ
な
れ
」
な
ど
の
よ
う
に
、こ
れ
を
歌
っ
て
い
た
遊
女
た
ち
が
、

来
世
に
は
仏
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
へ
の
希
求
を
込
め
る
と
と
も
に
、
自

身
を
仏
に
重
ね
合
わ
せ
る
主
題
を
も
つ
今
様
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
古

代
か
ら
巫
女
が
遊
女
で
も
あ
っ
た
職
能
の
重
な
り
か
ら
、
神
仏
へ
の
近
し

さ
を
遊
女
た
ち
が
備
え
て
い
た
こ
と
の
反
映
と
し
て
眺
め
ら
れ
る
。

　
そ
の
近
し
さ
を
よ
り
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
の
が
よ
く
知
ら
れ
た
能

の
『
江
口
』
で
、
江
口
の
遊
女
で
あ
っ
た
女
が
、
後
場
で
霊
と
し
て
の
真

の
姿
を
現
し
た
後
に
普
賢
菩
薩
に
転
じ
る
と
い
う
展
開
を
も
つ
こ
の
夢

幻
能
で
、
シ
テ
の
女
は
「
罪
業
深
き
身
と
生
れ
、
こ
と
に
例

た
め
し

少
き
河
竹
の

流
れ
の
女
と
な
る
、
前さ

き

の
世
の
報
ま
で
、
思
ひ
や
る
こ
そ
悲
し
け
れ
」
と

遊
女
と
し
て
生
き
た
自
身
の
境
涯
を
悲
し
み
な
が
ら
も
、「
思
へ
ば
仮
の

宿
に
、
心
留
む
な
と
人
を
だ
に
、
諫い

さ

め
し
わ
れ
な
り
」
と
い
う
、
遊
女
の

身
で
あ
り
な
が
ら
こ
の
世
の
は
か
な
さ
を
説
く
こ
と
も
あ
っ
た
生
前
の

功
徳
か
ら
か
、「
こ
れ
ま
で
な
り
や
帰
る
と
て
、
す
な
は
ち
普
賢
、
菩
薩

と
あ
ら
は
れ
」
と
い
う
変
身
を
最
後
に
遂
げ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
文
芸
、
芸
能
に
見
ら
れ
る
遊
女
と
神
仏
と
の
連
関
に
つ
い
て

は
、
巫
女
と
遊
女
の
起
源
的
な
同
一
性
を
主
張
す
る
柳
田
国
男
の
見
解

8

を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
言
説
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
。
中
山

太
郎
は
神
社
を
中
心
と
し
て
遊
郭
が
発
達
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と

を
指
摘
し
、『
梁
塵
秘
抄
』
中
の
「
住
吉
四
所
の
御
前
に
は
、
顔
よ
き
女

体
ぞ
お
は
し
ま
す
」
の
歌
に
お
け
る
「
顔
よ
き
女
体
」
が
「
神
社
に
附
属

し
て
い
た
神
の
采
女
の
末
」
と
し
て
の
遊
女
を
意
味
し
て
い
る
と
述
べ
て

い
る
（『
日
本
巫
女
史
』
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
〇
）。
ま
た
近
年
に
お
い
て

も
佐
伯
順
子
は
『
遊
女
の
文
化
史

︱
ハ
レ
の
女
た
ち
』（
中
央
公
論
社
、

一
九
九
〇
）
で
、巫
女
と
遊
女
の
関
係
に
つ
い
て
、「
巫
女
が
遊
女
に
転
身
」

し
て
い
く
の
で
は
な
く
、「
遊
女
と
い
う
表
現
そ
の
も
の
が
、
そ
の
ま
ま

巫
女
と
い
う
意
味
を
、
か
つ
て
は
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
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両
者
を
同
一
視
す
る
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
巫
女
と
遊
女
の
重
な
り
は
、
日
本
古
典
を
知
悉
し
た
谷
崎
の

な
か
に
も
当
然
あ
っ
た
認
識
で
あ
ろ
う
。
現
に
『
蘆
刈
』（『
改
造
』

一
九
三
二
・
一
一
～
一
二
）
の
な
か
で
谷
崎
は
大
江
匡
房
の
『
遊
女
記
』
の

な
か
に
「
観
音
、
如
意
、
香
炉
、
孔
雀
な
ど
と
い
ふ
名
高
い
遊
女
の
い
た

こ
と
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
か
の
お
ん
な
ど
も
が
そ
の
芸
名
に
仏
く
さ

い
名
前
を
つ
け
て
ゐ
た
の
は
婬
を
ひ
さ
ぐ
こ
と
を
一
種
の
菩
薩
行
の
や

う
に
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
ふ
」
と
い
う
知
見
を
語
り
手
に
語
ら
せ
、

古
代
、
中
世
に
お
け
る
遊
女
が
神
仏
に
仕
え
る
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
谷
崎
が
ナ
オ
ミ
を
娼
婦
的
な
女
と
し
て
造
形
す
る
動
機
と

し
て
あ
っ
た
も
の
は
、
明
ら
か
に
彼
女
を
〈
娼
婦
︱
遊
女
〉
化
さ
せ
る
こ

と
で
、
こ
う
し
た
古
典
世
界
の
文
脈
の
な
か
に
置
き
、
娼
婦
的
な
卑
俗
さ

の
な
か
に
沈
め
つ
つ
彼
女
に
聖
性
、
神
性
を
付
与
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
文
脈
を
な
す
古
典
世
界
が
、
遊
女
た
ち
が
吉

原
と
い
う
施
設
に
囲
わ
れ
て
い
た
江
戸
時
代
の
そ
れ
で
は
な
く
、
古
代
、

中
世
に
お
け
る
上
方
の
世
界
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
関
西
移
住
後
の
作
品
と

し
て
の
『
痴
人
の
愛
』
の
所
以
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
見
逃
せ
な
い
の
は
、
谷
崎
が
古
代
、
中
世
の
遊
女
た
ち
を
ア
メ
リ
カ
の

映
画
女
優
た
ち
と
連
携
さ
せ
る
着
想
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
、『
蓼
喰
ふ

虫
』
で
は
日
本
の
古
典
文
学
・
芸
能
に
描
か
れ
る
女
性
の
輪
郭
に
つ
い
て
、

主
人
公
の
要
の
価
値
観
と
し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
仏
教
を
背
景
に
し
て
ゐ
た
中
古
の
も
の
や
能
楽
な
ど
に
は
古
典

的
な
い
か
め
し
さ
に
伴
ふ
崇
高
な
感
じ
が
な
い
で
も
な
い
が
、
徳
川
時
代

に
降
つ
て
来
て
仏
教
の
影
響
を
離
れ
ゝ
ば
離
れ
る
ほ
ど
、
だ
ん

く
低
調

に
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。
西
鶴
や
近
松
の
描
く
女
性
は
、
い
ぢ
ら
し
く
、

や
さ
し
く
、
男
の
膝
に
泣
き
く
づ
ほ
れ
る
女
で
あ
つ
て
も
、
男
の
方
か
ら

膝
を
屈
し
て
仰
ぎ
視
る
や
う
な
女
で
は
な
い
。

（
そ
の
三
）

　
こ
の
く
だ
り
に
つ
づ
け
て
、
一
節
で
引
用
し
た
よ
う
に
「
だ
か
ら
要
は

歌
舞
伎
芝
居
を
見
る
よ
り
も
、
ロ
ス
・
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
で
拵
へ
る
フ
イ
ル

ム
の
方
が
好
き
で
あ
つ
た
」
と
い
う
要
の
嗜
好
が
示
さ
れ
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
「
西
鶴
や
近
松
」
が
描
い
た
の
は
上
方
の
世
界
だ
が
、
谷
崎
に
と
っ

て
日
本
古
典
と
は
基
本
的
に
「
仏
教
の
影
響
」
の
色
濃
い
中
世
以
前
の
世

界
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
登
場
す
る
「
古
典
的
な
い
か
め
し
さ
に
伴
ふ

崇
高
な
感
じ
」
を
携
え
た
女
性
の
端
的
な
例
が
、
先
に
挙
げ
た
『
梁
塵
秘

抄
』
の
歌
い
手
た
ち
や
『
江
口
』
の
遊
女
で
あ
ろ
う
。
こ
の
古
代
・
中
世

の
神
性
を
は
ら
ん
だ
遊
女
的
女
性
の
像
が
ア
メ
リ
カ
映
画
の
女
優
た
ち

と
結
び
つ
け
ら
れ
つ
つ
、
ひ
と
つ
の
理
想
像
と
し
て
の
女
性
の
イ
メ
ー
ジ

が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
両
方
へ
の
連
関
を
備
え
た『
痴
人
の
愛
』

の
ナ
オ
ミ
は
、
譲
治
に
と
っ
て
ま
さ
に
「
男
の
方
か
ら
膝
を
屈
し
て
仰
ぎ

視
る
や
う
な
女
」
へ
と
変
容
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
実
際
そ
の
不
品
行
に

呆
れ
果
て
た
譲
治
に
追
い
出
さ
れ
た
ナ
オ
ミ
が
荷
物
を
取
り
に
戻
っ
て

来
た
際
に
、
彼
女
が
完
璧
な
〈
白
さ
〉
を
身
に
ま
と
っ
て
い
る
こ
と
に
驚

い
た
譲
治
は
、「
多
く
の
男
に
ヒ
ド
イ
仇
名
を
附
け
ら
れ
て
ゐ
る
売
春
婦

に
も
等
し
い
ナ
オ
ミ
と
は
、
全
く
両
立
し
難
い
と
こ
ろ
の
、
そ
し
て
私
の

や
う
な
男
は
た
ゞ
そ
の
前
に
跪
き
、
崇
拝
す
る
よ
り
以
上
の
こ
と
は
出
来

な
い
と
こ
ろ
の
、
貴
い
憧
れ
の
的
で
し
た
」（
二
十
五
）
と
い
う
感
慨
を

覚
え
て
い
る
。

　『
蘆
刈
』
や
『
蓼
喰
ふ
虫
』
と
の
文
脈
を
考
慮
す
れ
ば
、
ナ
オ
ミ
が
漂

わ
せ
て
い
る
男
を
拝
跪
さ
せ
る
よ
う
な
神
性
が
、
彼
女
が
「
売
春
婦
に
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も
等
し
い
」
存
在
に
な
っ
た
こ
と
と
背
中
合
わ
せ
の
関
係
に
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
譲
治
に
「
何
処
か
の
知
ら
な
い
西
洋

人
」
の
女
が
い
る
と
勘
違
い
さ
せ
た
そ
の
「
肌
の
色
の
恐
ろ
し
い
白
さ
」

（
二
十
五
）
は
、
彼
女
が
こ
の
段
階
に
至
っ
て
〈
西
洋
〉
と
完
全
に
同
化

し
て
い
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。『
蓼
喰
ふ
虫
』
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
、
古
代
・
中
世
的
な
遊
女
の
イ
メ
ー
ジ
と
ア
メ
リ
カ
女
優
の
イ
メ
ー

ジ
が
こ
の
場
面
の
ナ
オ
ミ
に
折
り
重
ね
ら
れ
て
お
り

9
、
そ
れ
を
収
斂
地

点
と
し
て
物
語
を
仮
構
す
る
こ
と
が
谷
崎
の
企
図
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
形
で
西
洋
世
界
と
日
本
の
古
代
・
中
世
の
世
界

を
そ
の
身
体
に
重
層
さ
せ
た
存
在
と
し
て
ナ
オ
ミ
が
象
ら
れ
て
お
り
、
作

者
が
そ
の
両
方
の
世
界
を
相
互
に
拮
抗
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
東

京
周
辺
を
主
た
る
舞
台
と
す
る
作
品
が
秘
か
に
は
ら
ん
だ
〈
上
方
〉
の
時

空
を
見
出
す
こ
と
で
き
る
の
で
あ
る
。

四
　
抵
抗
者
た
ち
の
物
語

　『
痴
人
の
愛
』
に
見
ら
れ
る
、
語
り
手
が
自
身
の
執
着
す
る
対
象
に
つ

い
て
当
初
立
て
た
前
提
を
相
対
化
す
る
形
で
、
野
性
や
自
然
の
力
が
浮
上

し
て
く
る
と
い
う
構
図
は
、
六
年
後
に
発
表
さ
れ
た
中
篇
の
『
吉
野
葛
』

（『
中
央
公
論
』
一
九
三
一
・
一
～
二
）
に
も
認
め
ら
れ
る
。『
痴
人
の
愛
』
の

前
提
を
な
す
西
洋
憧
憬
は
こ
の
作
品
で
は
影
を
ひ
そ
め
、
逆
に
日
本
の
中

世
的
世
界
に
向
け
ら
れ
た
眼
差
し
が
基
調
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
時
代

を
舞
台
と
し
た
物
語
を
仮
構
し
よ
う
と
す
る
語
り
手
の
目
論
見
を
く
じ

く
こ
と
に
な
る
契
機
は
、
彼
が
赴
い
た
先
で
あ
る
吉
野
の
自
然
の
牽
引
で

あ
り
、
そ
の
点
で
は
構
図
や
着
想
の
近
似
性
を
分
け
も
っ
た
作
品
同
士
と

し
て
眺
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　『
吉
野
葛
』
は
南
北
朝
の
争
い
が
一
旦
収
束
し
た
後
に
、
北
朝
に
抗
し

て
立
ち
上
が
っ
た
武
士
が
、
南
朝
方
の
親
王
の
子
息
を
「
自
天
王
」
と
し

て
崇
め
、
盗
み
出
し
た
神
璽
を
擁
し
て
吉
野
に
潜
み
、
六
十
余
年
を
過
ご

し
た
と
い
う
一
連
の
出
来
事
を
物
語
化
し
よ
う
と
し
た
語
り
手
の
「
私
」

が
、
取
材
の
た
め
に
吉
野
に
赴
く
も
の
の
、
そ
こ
で
彼
が
見
聞
す
る
出
来

事
や
、
再
会
し
た
旧
友
の
〈
母
恋
い
〉
を
主
題
と
す
る
昔
語
り
に
内
容
の

軸
が
移
り
、
結
局
「
後
南
朝
」
の
物
語
の
構
築
自
体
は
流
産
に
終
わ
る
と

い
う
、
紀
行
文
的
な
色
彩
の
強
い
作
品
で
あ
る
。
そ
う
し
た
性
格
か
ら
こ

の
作
品
に
つ
い
て
は
「
二
十
年
前
の
吉
野
紀
行
の
思
ひ
出
を
書
い
て
ゐ
る

だ
け
で
、
の
ん
び
り
し
て
ゐ
て
い
い
が
、
併
し
長
過
ぎ
る
の
で
退
屈
で
あ

る
」（『
中
央
公
論
』
一
九
三
一
・
二
）
と
い
う
広
津
和
郎
の
評
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
小
説
と
も
紀
行
文
と
も
つ
か
ぬ
曖
昧
な
叙
述
の
性
格
が
否
定

的
に
眺
め
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も『
吉
野
葛
』は
決
し
て「
二
十

年
前
の
吉
野
紀
行
の
思
ひ
出
」
を
「
の
ん
び
り
」
と
書
き
連
ね
た
も
の
で

は
な
く
、
逆
に
き
わ
め
て
意
識
的
な
布
置
の
な
か
に
成
り
立
っ
た
作
品
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

　
そ
も
そ
も
「
私
」
が
語
る
数
次
の
吉
野
訪
問
自
体
が
、
谷
崎
自
身
の

経
験
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
虚
構
の
設
定
で
あ
る
。『
吉
野
葛
』
で
は

「
私
」
は
幼
少
期
と
「
二
十
一
か
二
の
歳
の
春
」、
及
び
作
中
の
時
間
で

あ
る
「
二
十
年
程
ま
え
、
明
治
の
末
か
大
正
の
初
め
頃
」
の
三
度
吉
野

を
訪
問
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
作
品
が
発
表
さ
れ
た
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
を
起
点
と
す
れ
ば
「
二
十
年
程
ま
え
」
は
明
治
四
十
四
年

（
一
九
一
一
）
頃
に
相
当
す
る
た
め
、
こ
の
時
間
設
定
は
ほ
ぼ
整
合
性
を

も
っ
て
い
る

10
。
け
れ
ど
も
谷
崎
自
身
が
幼
少
期
や
青
年
期
に
吉
野
を
訪

れ
た
こ
と
は
な
く
、
最
初
に
こ
こ
に
赴
い
た
の
は
「
佐
藤
春
夫
に
与
へ
て
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過
去
半
生
を
語
る
書
」（『
中
央
公
論
』
一
九
三
一
・
一
一
～
一
二
）
に
記
さ

れ
る
よ
う
に
「
大
正
十
一
年
の
春
」
の
こ
と
で
あ
り
、
す
で
に
佐
藤
春
夫

と
の
間
で
譲
渡
問
題
が
起
こ
っ
て
い
た
最
初
の
妻
千
代
と
長
女
鮎
子
を

伴
っ
て
「
吉
野
や
京
洛
の
地
」
に
遊
ん
で
い
る
。
そ
の
後
は
「
私
の
貧
乏

物
語
」（『
中
央
公
論
』
一
九
三
五
・
一
）
の
記
載
や
野
村
尚
吾
の
調
査
（『
伝

記
　
谷
崎
潤
一
郎
』
六
興
出
版
、
一
九
七
二
）
に
よ
れ
ば
、
大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）
春
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
秋
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

秋
に
こ
の
地
に
足
を
運
び
、
都
合
四
度
訪
れ
て
い
る

11
。
昭
和
四
年
と
五

年
の
訪
問
は
小
説
創
作
の
た
め
の
取
材
で
あ
り
、
と
く
に
後
者
の
際
に
お

こ
な
わ
れ
た
取
材
で
は
、
吉
野
川
の
上
流
に
ま
で
入
っ
て
い
き
、
そ
こ
で

訪
れ
た
入し

お

の
波は

や
三
ノ
公こ

と
い
っ
た
土
地
の
名
前
や
姿
が
作
品
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
『
吉
野
葛
』
の
冒
頭
で
「
私
が
大
和
の
吉
野
の
奥
に
遊
ん

だ
の
は
、
既
に
二
十
年
程
ま
へ
、
明
治
の
末
か
大
正
の
初
め
頃
の
こ
と
で

あ
る
が
、
今
と
は
違
っ
て
交
通
の
不
便
な
あ
の
時
代
に
、
あ
ん
な
山
奥
、

︱
近
頃
の
言
葉
で
云
へ
ば
「
大
和
ア
ル
プ
ス
」
の
地
方
な
ぞ
へ
、
何
し

に
出
か
け
て
行
く
気
に
な
つ
た
か
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
時
間
的
に
は

ま
っ
た
く
の
虚
構
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
現
実
に
は
作
者
が
吉
野
に
赴

い
て
い
な
い
「
明
治
末
か
大
正
の
初
め
頃
」
を
作
品
の
時
間
的
舞
台
に
設

定
す
る
の
は
、
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
南
朝
の
自
天
王
を
め
ぐ
る
物
語
を

仮
構
す
る
た
め
の
動
機
づ
け
が
そ
こ
に
潜
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
幸
徳
秋
水
ら
社
会
主
義
活
動
家
が
一
網
打
尽
に
さ
れ
た
大
逆
事
件

の
衝
撃
が
ま
だ
醒
め
や
ら
ず
、
ま
た
こ
の
事
件
と
の
連
関
も
含
み
つ
つ
生

起
し
た
「
南
北
朝
正
閏
論
」
が
か
ま
び
す
し
く
交
わ
さ
れ
て
い
た
時
代
を

背
景
と
す
る
こ
と
が
、
こ
の
設
定
に
込
め
ら
れ
た
谷
崎
の
ね
ら
い
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
幸
徳
秋
水
及
び
大
逆
事
件
に
つ
い
て
は
、
谷
崎
は
『
刺
青
』、『
秘
密
』

（『
中
央
公
論
』
一
九
一
一
・
一
一
）
と
い
っ
た
出
発
時
の
作
品
に
ほ
の
め
か

す
よ
う
に
取
り
込
ん
で
お
り
、
耽
美
派
の
代
表
と
見
な
さ
れ
が
ち
な
こ
の

作
家
が
は
ら
ん
で
い
た
政
治
的
、
時
代
的
関
心
を
示
唆
し
て
い
る
。『
刺

青
』
に
お
い
て
は
「
世
の
中
が
今
の
や
う
に
激
し
く
軋
み
合
は
な
い
時
分
」

と
し
て
「
人
々
が
「
愚お

ろ
か」

と
云
ふ
貴
い
徳
を
持
つ
て
ゐ
」
た
江
戸
時
代
の

末
期
が
背
景
と
さ
れ
、「
激
し
く
軋
み
合
」
っ
て
い
る
「
今
」、
す
な
わ
ち

社
会
主
義
者
へ
の
熾
烈
な
弾
圧
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
執
筆
時
の
現
在

へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
こ
の
作
品
が
成
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
『
秘
密
』
で
は
さ
ら
に
遊
戯
的
な
ほ
の
め
か
し
と
し
て
、

女
装
し
て
映
画
館
に
通
う
語
り
手
の
正
体
を
、
彼
の
旧
知
の
女
が
見
破
っ

て
「A

rrested at last

（
と
う
と
う
捕
ま
っ
た
）」
と
い
う
言
葉
を
投
げ
る
の

で
あ
り
、
そ
の
語
り
手
は
追
跡
し
つ
づ
け
る
官
憲
に
〈
と
う
と
う
捕
ま
っ

た
〉
幸0

徳
秋0

水
を
想
起
さ
せ
る
「
Ｓ
・
Ｋ
」
と
い
う
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
持
っ

て
い
る
の
だ
っ
た
。                                

　
谷
崎
に
は
公
権
力
を
正
面
か
ら
否
定
、
批
判
す
る
姿
勢
は
な
い
も
の

の
、『
鮫
人
』（『
中
央
公
論
』
一
九
二
〇
・
一
～
一
〇
、中
絶
）
で
主
人
公
が
「
何

処
に
美
し
い
市
街
が
あ
る
か
？
　
何
処
に
面
白
い
芝
居
が
あ
る
か
？
　

何
処
に
う
ま
い
料
理
屋
が
あ
る
か
？
　
ど
こ
に
人
間
ら
し
い
血
の
通
つ

た
芸
者
が
居
る
か
？
」
と
い
う
指
弾
を
「
此
の
頃
の
東
京
」
に
投
げ
る
よ

う
に
、
も
と
も
と
個
人
の
美
的
な
嗜
好
を
尊
重
す
る
快
楽
主
義
的
な
立
場

か
ら
「
此
の
頃
の
東
京
」
を
も
た
ら
し
た
近
代
日
本
の
趨
勢
を
批
判
的
に

眺
め
る
意
識
が
あ
る
。
大
逆
事
件
自
体
へ
の
直
接
的
な
言
及
は
お
こ
な
っ

て
い
な
い
も
の
の
、
こ
う
し
た
初
期
作
品
に
お
け
る
表
現
か
ら
、
そ
の
趨

勢
が
否
定
的
に
顕
在
化
し
た
事
例
と
し
て
大
逆
事
件
が
捉
え
ら
れ
て
い

た
蓋
然
性
は
高
い
の
で
あ
る
。
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そ
れ
に
連
続
す
る
出
来
事
で
、
幸
徳
秋
水
の
発
言
も
ひ
と
つ
の
起
点
を

な
し
て
い
た
「
南
北
朝
正
閏
論
」
は
、
奇
妙
な
ね
じ
れ
を
は
ら
ん
で
展
開

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
瀧
川
政
次
郎
に
よ
れ
ば
、
天
皇
へ
の
大
逆

を
企
て
る
こ
と
の
不
敬
を
判
事
に
糾
弾
さ
れ
た
幸
徳
は
、「
今
の
天
皇
は
、

南
朝
の
天
子
を
殺
し
て
三
種
の
神
器
を
奪
い
取
っ
た
北
朝
天
皇
の
子
孫

で
は
な
い
か
」
と
言
い
放
っ
た
た
め
に
裁
判
長
は
言
葉
に
詰
ま
り
、
法
廷

は
混
乱
を
き
た
し
た
と
い
う
（「
誰
も
知
ら
な
い
幸
徳
事
件
の
裏
面
」『
人
物

往
来
』
一
九
五
六
・
一
二
）。
こ
の
発
言
が
外
部
に
漏
れ
た
こ
と
で
南
北
両

朝
を
同
等
に
扱
っ
て
い
た
当
時
の
教
科
書
の
編
纂
者
の
責
任
が
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
責
任
者
で
あ
っ
た
喜
田
貞
吉
は
休
職
を
強
い
ら
れ
る
に

至
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
当
時
の
国
民
感
情
と
し
て
は
現
天
皇
の
系
統
で
あ
る
北
朝

よ
り
も
、
そ
の
北
朝
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
南
朝
を
正
統
と
す
る
空
気

の
方
が
勝
ち
を
制
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）

二
月
に
は
数
年
前
の
文
部
省
講
習
会
で
喜
田
が
講
演
し
た
際
に
「
北
朝

正
統
論
と
目
す
べ
き
も
の
あ
り
、
た
め
に
一
場
の
物
議
を
招
」
い
た
こ

と
が
あ
ら
た
め
て
取
り
沙
汰
さ
れ
、
喜
田
は
北
朝
側
に
立
っ
て
い
た
足

利
尊
氏
が
「
不
忠
の
臣
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
南
朝
方
の
楠
木
正
成
や

新
田
義
貞
は
「
勤
王
の
忠
臣
」
で
あ
り
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
是
非

は
「
臣
」
の
側
の
問
題
で
あ
っ
て
「
天
位
に
関
し
て
は
是
非
す
べ
き
限

り
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
弁
明
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（『
東
京
朝
日
新
聞
』

一
九
一
一
・
二
・
一
〇
）。
同
じ
時
期
に
北
朝
正
統
論
者
で
あ
っ
た
歴
史
学
者

の
吉
田
東
伍
は
、
南
朝
方
に
後
醍
醐
天
皇
や
楠
木
、
新
田
と
い
っ
た
「
豪え

ら

い
人
物
が
有
つ
た
に
は
違
ひ
な
い
が
、
し
か
し
正
統
の
上
か
ら
云
へ
ば
、

ど
う
し
て
も
北
朝
が
正
統
」
で
あ
り
、
南
朝
正
統
論
は
江
戸
時
代
末
期
の

『
大
日
本
史
』以
来
の
趨
勢
に
す
ぎ
な
い
と
語
っ
て
い
る（『
東
京
朝
日
新
聞
』

一
九
一
一
・
二
・
一
五
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
近
代
の
天
皇
制
国
家
に
お
い
て
天
皇
へ
の
忠
誠
を
重
ん

じ
る
理
念
か
ら
南
朝
方
の
「
忠
臣
」
が
称
揚
さ
れ
、
幸
徳
の
発
言
も
き
っ

か
け
と
な
っ
て
南
朝
正
統
論
が
押
し
出
さ
れ
て
い
た
一
方
で
、
そ
の
忠
誠

の
対
象
で
あ
る
天
皇
自
体
が
北
朝
の
系
統
で
あ
る
と
い
う
ね
じ
れ
が
存

在
し
た
が
、
結
局
明
治
天
皇
自
身
が
裁
断
を
示
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
明

治
四
十
四
年
三
月
に
は
内
閣
と
宮
中
が
南
朝
正
統
論
で
一
致
を
見
、
問

題
と
な
っ
た
教
科
書
の
記
載
も
「
南
北
朝
」
か
ら
「
吉
野
の
朝
廷
」
に
改

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
南
朝
を

支
持
す
る
立
場
を
と
る
こ
と
は
、
国
の
家
長
で
あ
る
天
皇
に
、
そ
の
「
赤

子
」
で
あ
る
国
民
が
忠
誠
を
尽
く
す
近
代
日
本
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を
肯
定

す
る
こ
と
と
、
北
朝
系
の
天
皇
を
戴
く
現
行
の
国
家
を
相
対
化
す
る
こ
と

の
、
相
矛
盾
す
る
と
も
い
え
る
二
面
性
を
は
ら
む
こ
と
に
な
っ
た
。
谷
崎

が
と
ろ
う
と
し
た
の
は
当
然
後
者
の
立
場
で
あ
り
、『
吉
野
葛
』
で
は
日

本
の
権
力
掌
握
の
主
流
か
ら
疎
外
さ
れ
た
勢
力
と
し
て
南
朝
方
の
皇
族

や
そ
の
忠
臣
た
ち
を
捉
え
、「
私
」
が
訪
れ
た
先
で
出
会
う
吉
野
の
里
の

住
人
た
ち
は
そ
の
「
南
朝
方
に
無
二
の
お
味
方
」（
そ
の
一
）
を
し
つ
づ

け
た
人
び
と
と
し
て
輪
郭
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　『
吉
野
葛
』の
最
初
の
章
で
紹
介
さ
れ
る「
自
天
王
」を
め
ぐ
る
物
語
は
、

元
中
九
／
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
に
南
朝
の
後
亀
山
天
皇
が
北
朝
の
後

小
松
天
皇
に
三
種
の
神
器
を
譲
渡
し
て
南
北
朝
の
合
体
が
な
っ
た
後
、
南

朝
の
遺
臣
た
ち
が
奥
吉
野
に
立
て
籠
も
っ
て
南
朝
の
再
興
を
図
ろ
う
と

し
た
、
い
わ
ゆ
る
後
南
朝
の
抵
抗
の
事
跡
に
含
ま
れ
る
挿
話
で
あ
る
。
そ

の
経
緯
に
つ
い
て
『
吉
野
葛
』
の
冒
頭
近
い
叙
述
で
は
次
の
よ
う
に
語
ら

れ
て
い
る
。
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（
前
略
）
嘉
吉
三
年
九
月
二
十
三
日
の
夜
半
、
楠
二
郎
正
秀
と
云
ふ
者
が

大
覚
寺
統
の
親
王
万
寿
寺
宮
を
奉
じ
て
、
急
に
土つ

ち
み
か
ど
だ
い
り

御
門
内
裏
を
襲
ひ
、
三

種
の
神
器
を
偸ぬ

す

み
出
し
て
叡
山
に
立
て
籠
つ
た
事
実
が
あ
る
。
此
の
時
、

討
手
の
追
撃
を
受
け
て
宮
は
自
害
し
給
ひ
、
神
器
の
う
ち
宝
剣
と
鏡
と
は

取
り
返
さ
れ
た
が
、
神
璽
の
み
は
南
朝
方
の
手
に
残
っ
た
の
で
、
楠
氏
越

智
氏
の
一
族
等
は
更
に
宮
の
御
子
お
二
方
を
奉
じ
て
義
兵
を
挙
げ
、
伊
勢

か
ら
紀
井
、
紀
井
か
ら
大
和
と
、
次
第
に
北
朝
軍
の
手
の
届
か
な
い
奥
吉

野
の
山
間
僻
地
へ
逃
れ
、
一
の
宮
を
自
天
王
と
崇あ

が

め
、
二
の
宮
を
征
夷
大

将
軍
に
仰
い
で
、
年
号
を
天
靖
と
改
元
し
、
容
易
に
敵
の
窺
ひ
知
り
得
な

い
峡
谷
の
間
に
六
十
有
余
年
も
神
璽
を
擁
し
て
ゐ
た
と
云
ふ
。                                                      

（
そ
の
一
　
自
天
王
）

　
こ
の
記
述
に
つ
づ
い
て
、
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
に
二
人
の
宮
も
北

朝
方
に
討
た
れ
、
大
覚
寺
統
は
絶
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
南
北
朝
の
開
始

か
ら
こ
の
年
に
至
る
ま
で
「
実
に
百
二
十
二
年
も
の
あ
ひ
だ
、
兎
も
角
も

南
朝
の
流
れ
を
酌
み
給
ふ
お
方
が
吉
野
に
お
は
し
て
、
京
方
に
対
抗
さ
れ

た
の
で
あ
る
」（
そ
の
一
）
と
い
う
、
南
朝
方
の
辿
っ
た
帰
趨
が
提
示
さ

れ
て
い
る
。
一
見
歴
史
的
な
事
実
が
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
の

叙
述
に
は
、
多
く
の
事
実
性
の
不
確
実
な
事
項
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
つ
い
て
な
さ
れ
た
平
山
城
児
の
詳
細
な
考
証
（『
考
証
　
吉
野
葛

︱
谷

崎
潤
一
郎
の
虚
と
実
を
求
め
て
』
研
文
出
版
、
一
九
八
三
）
に
よ
れ
ば
、
谷

崎
は
作
中
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
を
含
む
多
く
の
資
料
に
当
た
り
、
と
く

に
「
楠
二
郎
正
秀
」
に
つ
い
て
は
林
柳
斎
の
『
南
朝
遺
史
』（
芳
文
堂
、

一
八
九
二
）
の
よ
う
な
、
近
代
に
成
っ
た
一
級
資
料
と
は
見
な
さ
れ
な
い

文
献
に
依
拠
す
る
形
で
、
嘉
吉
三
年
の
決
起
の
首
謀
者
と
し
て
取
り
込
ま

れ
て
い
る
。
彼
が
奉
じ
た
と
さ
れ
る
万
寿
寺
宮
は
実
在
の
皇
族
だ
が
、『
看

聞
御
記
』『
康
富
記
』
の
よ
う
な
一
級
資
料
に
は
こ
の
固
有
名
詞
で
は
出

て
い
な
い
。『
康
富
記
』
に
見
ら
れ
る
「
金
蔵
主
」
が
後
亀
山
天
皇
の
孫

で
万
寿
寺
の
僧
で
あ
っ
た
た
め
に
そ
う
呼
ば
れ
た
も
の
で
、
確
か
に
こ
の

決
起
で
南
朝
方
に
奉
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
最
期
は
自
害
で
は
な

く
敵
方
に
討
ち
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　「
禁
闕
の
変
」
と
称
さ
れ
て
い
る
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
九
月
に
起

き
た
事
件
は
、
信
憑
性
の
高
い
資
料
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
経
緯
と
し
て

は
、源
尊
秀
（
高
秀
）
ら
の
「
悪
党
」
が
後
亀
山
天
皇
の
孫
で
あ
る
金
蔵
主
、

通
蔵
主
の
二
人
の
兄
弟
僧
を
奉
じ
て
後
花
園
天
皇
の
内
裏
を
襲
撃
し
、
戦

い
を
交
え
た
後
神
璽
を
強
奪
し
た
出
来
事
で
あ
る
。
谷
崎
の
記
述
で
は

「
親
王
万
寿
寺
宮
を
奉
じ
」
た
主
体
と
、「
土
御
門
内
裏
を
襲
ひ
、
三
種
の

神
器
を
盗
み
出
し
て
叡
山
に
立
て
籠
つ
た
」
主
体
は
同
一
で
あ
る
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
つ
の
出
来
事
は
別
個
の
勢
力
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
十
四
年
後
の
長
禄
元
年
に
生
起
し
た

「
長
禄
の
変
」
に
お
い
て
、
北
朝
方
の
赤
松
氏
の
一
党
が
金
蔵
主
の
子
息

で
あ
る
一
宮
、
二
宮
を
殺
害
し
て
神
璽
を
奪
い
返
し
て
い
る
。

　
谷
崎
の
記
述
は
「
川
上
の
荘
の
口
碑
を
集
め
た
或
る
書
物
」（
そ
の
一
）

と
し
て
想
定
さ
れ
る
『
南
朝
遺
史
』、
及
び
や
は
り
平
山
の
著
書
で
言
及

さ
れ
る
林
水
月
の
『
吉
野
名
勝
記
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
一
一
）
に
拠
っ

て
い
る
部
分
が
大
き
く
、
と
く
に
前
者
で
は
「
追
手
大
将
楠
二
良
正
秀
」

と
い
う
挙
兵
の
主
体
が
明
示
さ
れ
、
彼
の
指
揮
の
も
と
に
奪
っ
た
「
三
神

器
ヲ
犯
擁
シ
」
た
の
に
つ
づ
い
て
「
天
基
親
王
ヲ
供
奉
シ
山
門
〔
叡
山
〕

エ
馳
上
ル
」
と
、
二
つ
の
行
為
は
同
一
の
主
体
に
よ
る
連
続
性
の
な
か

に
示
さ
れ
、
谷
崎
の
叙
述
へ
の
近
似
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
天
基
親
王
」

は
万
寿
寺
宮
の
弟
に
当
た
る
人
物
で
、
決
起
者
た
ち
が
奉
じ
た
親
王
と
し

て
は
、
谷
崎
は
こ
の
人
物
で
は
な
く
兄
の
方
を
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
資
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料
的
な
信
憑
性
の
よ
り
高
い
『
吉
野
名
勝
記
』
で
自
天
王
を
指
す
「
北
山

宮
」
の
墓
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
項
で
、「
御
父
万
寿
寺
宮
（
割
注
略
）
尊

秀
王
の
御
子
な
り
、
父
王
［
万
寿
宮
］
は
（
中
略
）
前
権
大
納
言
従
一
位

日
野
有
光
等
と
謀
り
、
嘉
吉
三
年
九
月
二
十
三
日
の
夜
に
内
裏
を
犯
し
て

三
神
器
を
取
出
し
比
叡
山
に
義
兵
を
挙
さ
せ
給
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
尊
重
し
た
配
慮
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
谷
崎
は
広
範
囲
の
資
史

料
に
当
た
り
な
が
ら
、
主
と
し
て
『
南
朝
遺
史
』
と
い
う
信
憑
性
の
乏
し

い
資
料
に
拠
り
つ
つ
「
楠
二
郎
正
秀
」
と
い
う
、
北
朝
方
へ
の
抵
抗
精
神

に
貫
か
れ
た
人
物
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
嘉
吉
三
年
に
生
起
し
た
一
連
の

出
来
事
に
因
果
的
な
連
続
性
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
自
天
王
つ
ま
り
後
亀

山
天
皇
の
後
胤
で
あ
る
一
宮
を
尊
崇
す
る
こ
の
地
の
住
民
を
、
そ
の
精
神

を
受
け
継
ぐ
者
た
ち
と
し
て
象
る
こ
と
で
、
近
代
に
至
る
皇
統
の
主
流
と

な
っ
た
北
朝
に
異
議
を
申
し
立
て
る
人
び
と
の
物
語
の
像
を
結
ば
せ
て

い
る
の
で
あ
る
。        

五
　
関
心
の
ず
れ
行
き

　
も
ち
ろ
ん
ア
ー
サ
ー
・
ダ
ン
ト
が
、
歴
史
家
は
「
過
去
の
再
構
築
で
は

な
く
あ
る
種
の
過
去
の
組
織
化
」（
河
本
英
夫
訳
、以
下
同
じ
）を
お
こ
な
い
、

「
組
織
化
の
図
式
な
く
し
て
は
歴
史
を
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
」
な
い
と

断
じ
る
（『
物
語
と
し
て
の
歴
史
』）12
よ
う
に
、
歴
史
叙
述
自
体
が
記
述
者

の
視
点
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
物
語
的
な
主
観
性
を
帯
び
、
物
語
叙
述
と

歴
史
叙
述
を
截
然
と
区
別
し
な
い
の
が
現
在
の
趨
勢
と
な
っ
て
い
る
。
け

れ
ど
も
『
吉
野
葛
』
で
谷
崎
が
お
こ
な
っ
て
い
る
後
南
朝
を
め
ぐ
る
出
来

事
に
対
す
る
「
組
織
化
の
図
式
」
は
、
信
憑
性
の
乏
し
い
資
料
の
記
載
を

用
い
、
別
個
に
生
起
し
た
出
来
事
を
連
繋
さ
せ
る
な
ど
の
操
作
を
お
こ
な

い
つ
つ
、
時
代
と
社
会
の
潮
流
か
ら
周
辺
に
押
し
や
ら
れ
た
者
た
ち
の
抵

抗
の
物
語
と
し
て
の
「
図
式
」
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
、
歴
史
叙

述
の
領
域
に
は
置
き
え
な
い
強
い
主
観
的
な
物
語
性
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
反
面
『
吉
野
葛
』
が
発
表
当
初
か
ら
小
説
と
い
う
よ
り
も
紀
行
文
と
し

て
眺
め
ら
れ
が
ち
で
、
そ
こ
に
施
さ
れ
て
い
る
虚
構
性
に
つ
い
て
は
論
及

さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
作
品
が
〈
破
綻
し
た
物
語
の
試

み
〉
と
し
て
の
体
裁
を
帯
び
て
い
る
か
ら
で
、
こ
の
よ
う
な
形
で
抽
出
さ

れ
て
い
る
後
南
朝
の
物
語
は
結
局
具
体
的
な
内
実
を
与
え
ら
れ
ず
に
、
津

村
と
い
う
旧
友
の
立
場
で
語
ら
れ
る
、
彼
が
幼
少
期
に
失
っ
た
母
を
め

ぐ
る
物
語
に
内
容
の
軸
は
流
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
こ
の
作
品
の

紀
行
文
と
し
て
の
見
か
け
を
強
め
る
と
と
も
に
、
小
説
と
し
て
の
興
趣

を
弱
め
て
い
る
よ
う
に
映
る
の
で
あ
る
。
花
田
清
輝
は
『
室
町
小
説
集
』

（
講
談
社
、
一
九
七
三
）
中
の
「『
吉
野
葛
』
注
」
で
、
こ
の
作
品
に
つ
い

て
「
南
朝
の
子
孫
で
あ
る
自
天
王
と
い
う
人
物
を
主
人
公
に
し
た
歴
史
小

説
を
か
く
つ
も
り
で
、
い
ろ
い
ろ
と
文
献
を
あ
さ
っ
た
あ
げ
く
、（
中
略
）

い
つ
の
ま
に
か
、
か
ん
じ
ん
の
自
天
王
の
話
の
ほ
う
は
あ
き
ら
め
て
し
ま

い
、
そ
の
地
方
の
出
身
者
で
あ
る
、
友
だ
ち
の
死
ん
だ
母
親
の
話
に
熱
中

し
は
じ
め
る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
て
い
た
ら
く
で
あ
る
」
と
、
そ
の
虚
構

性
の
成
熟
に
対
し
て
冷
笑
的
な
評
価
を
示
し
、
前
節
で
言
及
し
た
平
山
城

児
の
詳
細
な
研
究
に
お
い
て
も
、
冒
頭
で
「
こ
の
作
品
は
、
あ
る
作
家
が
、

自
天
王
の
事
跡
に
興
味
を
も
っ
て
小
説
化
し
よ
う
と
企
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

努
力
を
試
み
て
み
た
が
、
見
事
失
敗
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
筋
書

で
あ
る
と
も
い
え
る
」
と
い
う
括
り
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
け
れ
ど
も
こ
れ
ま
で
眺
め
て
き
た
よ
う
に
、
谷
崎
の
仮
構
し
よ
う
と
し
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た
物
語
は
、
ふ
く
ら
み
や
具
体
性
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
作

者
の
価
値
観
が
盛
り
込
ま
れ
た
形
で
の
輪
郭
は
結
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、

数
頁
の
分
量
で
完
結
す
る
物
語
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
も
見
ら
れ
る
。
こ

の
物
語
が
本
来
も
ち
得
べ
き
豊
か
さ
の
な
か
に
展
開
さ
れ
な
か
っ
た
背

後
に
、
北
朝
の
流
れ
を
汲
む
現
行
の
天
皇
と
そ
の
天
皇
を
戴
く
天
皇
制
国

家
へ
の
配
慮
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
定
し
う
る

13
が
、「
大
逆
」
へ
の
関
心

を
は
ら
ん
だ
初
期
作
品
に
つ
い
て
も
い
え
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
谷
崎
は

体
制
に
対
し
て
批
判
的
な
眼
差
し
を
持
ち
な
が
ら
も
、
基
本
的
に
は
反
逆

の
姿
勢
を
貫
く
こ
と
に
の
め
り
こ
む
こ
と
は
な
い
快
楽
主
義
的
な
表
現

者
で
あ
る
。
そ
の
均
衡
の
感
覚
が
谷
崎
と
い
う
作
家
の
個
性
を
形
作
っ
て

い
る
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
『
吉
野
葛
』
に
お
い
て
は
、
後
南
朝
の
物
語

に
託
さ
れ
た
近
代
に
至
る
趨
勢
へ
の
抵
抗
の
姿
勢
は
、
谷
崎
の
世
界
に
繰

り
返
さ
れ
る
近
代
へ
の
相
対
化
の
機
軸
で
あ
る
自
然
の
牽
引
と
い
う
主

題
に
受
け
継
が
れ
、
そ
の
な
か
に
解
消
さ
れ
る
経
緯
を
辿
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
こ
こ
で
よ
う
や
く
『
痴
人
の
愛
』
を
眺
め
た
論
の
前
半
部
分
と
の
接
合

が
生
じ
て
く
る
。『
吉
野
葛
』
に
お
い
て
成
就
さ
れ
な
か
っ
た
後
南
朝
の

物
語
は
、
こ
の
主
題
に
吸
収
さ
れ
つ
つ
無
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ

そ
う
し
た
展
開
が
周
到
に
企
図
さ
れ
て
い
る
点
で
、
こ
の
作
品
は
緻
密
な

計
算
の
元
に
成
っ
た
虚
構
に
ほ
か
な
ら
な
い
。『
吉
野
葛
』
に
は
ナ
オ
ミ

の
よ
う
な
奔
放
な
美
女
は
登
場
し
な
い
代
わ
り
に
、
津
村
が
娶
る
こ
と
に

な
る
、
奥
吉
野
の
地
で
紙
を
漉
い
て
生
を
送
る
、
津
村
の
叔
母
の
孫
に
当

た
る
「
お
和
佐
さ
ん
」
と
い
う
女
性
が
登
場
す
る
。
両
者
は
対
照
的
な
存

在
で
あ
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
ナ
オ
ミ
が
都
会
的
な
美
を
備
え
た
女
優

の
春
野
綺
羅
子
と
対
比
さ
れ
る
野
性
味
に
よ
っ
て
譲
治
に
印
象
づ
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
お
和
佐
も
「
田
舎
娘
ら
し
く
が
つ
し
り
と
堅
太
り
し
た
、

骨
太
な
、
大
柄
な
児
」（
そ
の
五
）
と
し
て
語
ら
れ
る
、
や
は
り
自
然
の

生
命
を
身
に
受
け
た
女
性
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
女
性
の
存
在
が
『
吉
野
葛
』
と
い
う
、〈
物
語
を
解
体
す
る
物
語
〉

を
収
束
さ
せ
る
力
と
し
て
着
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
作
品
の
生
成

の
事
情
を
語
っ
た
「
私
の
貧
乏
物
語
」（『
中
央
公
論
』
一
九
三
五
・
一
）
で
、

谷
崎
が
「
私
は
最
初
あ
の
テ
ー
マ
を
「
葛
の
葉
」
と
云
ふ
題
で
か
き
か
け

て
み
た
が
、
吉
野
の
秋
を
背
景
に
取
り
入
れ
、
国く

ず栖
村
の
紙
す
き
場
の
娘

を
使
ふ
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
て
、
五
十
枚
迄
書
い
て

か
ら
稿
を
捨
て
た
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。「
葛

の
葉
」
は
白
狐
を
母
と
し
て
高
名
な
陰
陽
道
師
の
阿
倍
晴
明
が
生
ま
れ
た

と
い
う
、
浄
瑠
璃
『
芦
屋
道
満
大
内
鑑
』
中
の
挿
話
で
、
津
村
が
幼
少
期

に
失
っ
た
母
を
追
想
す
る
際
に
召
喚
さ
れ
る
物
語
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
こ
に
至
る
物
語
内
容
の
変
容
を
も
た
ら
す
機
能
を
担
っ
て
い
る

の
が
、
津
村
と
い
う
「
私
」
の
旧
友
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
津
村
は
「
私
の

貧
乏
物
語
」
に
も
言
及
が
な
い
、
お
そ
ら
く
虚
構
の
人
物
だ
が
、
こ
の
人

物
と
の
再
会
と
交
わ
り
が
な
け
れ
ば
、
語
り
手
の
「
私
」
は
後
南
朝
の
物

語
を
狙
い
ど
お
り
に
成
就
さ
せ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り

谷
崎
は
ひ
と
つ
の
物
語
を
企
図
し
な
が
ら
、
あ
え
て
そ
の
物
語
の
結
実
を

阻
害
す
る
人
物
を
盛
り
込
ん
で
い
る
わ
け
で
、
そ
こ
か
ら
も
こ
の
作
品
に

お
け
る
当
初
の
物
語
の
流
産
が
、
意
識
的
に
図
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

　
奥
吉
野
に
親
戚
を
持
つ
津
村
は
、
後
南
朝
に
関
す
る
情
報
を
「
私
」
に

提
供
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
役
目
に
背
く
わ
け
で
は
な

い
も
の
の
、
物
語
構
築
に
は
余
剰
の
情
報
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
私
」
を
本
来
の
目
論
見
か
ら
逸
脱
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。「
そ
の
二
　
妹

背
山
」で
は
吉
野
の
妹
背
山
を
眺
め
る
語
り
手
の「
私
」が
、歌
舞
伎
の『
妹
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背
山
女
庭
訓
』
を
喚
起
す
る
場
面
が
あ
る

12
が
、そ
こ
か
ら
さ
ら
に
「「
君
、

妹
背
山
の
次
に
は
義
経
千
本
桜
が
あ
る
ん
だ
よ
」
／
と
、
津
村
が
ふ
と
そ

ん
な
こ
と
を
云
つ
た
」
と
い
う
何
気
な
い
示
唆
に
よ
っ
て
、
南
北
朝
の
抗

争
か
ら
源
平
の
合
戦
の
時
代
に
時
間
軸
を
遡
ら
せ
る
き
っ
か
け
を
な
す

の
は
津
村
で
あ
る
。
津
村
が
『
義
経
千
本
桜
』
に
出
て
く
る
「
例
の
静
御

前
の
初は

つ
ね音

の
鼓
、
︱
あ
れ
を
宝
物
と
し
て
所
蔵
し
て
ゐ
る
家
が
、
こ
こ

か
ら
先
の
宮
滝
の
対
岸
、
菜
摘
の
里
に
あ
る
、
で
、
つ
い
で
だ
か
ら
そ
れ

を
見
て
行
か
う
」（
そ
の
二
）
と
い
う
促
し
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
私
」
が
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
作
品
の
外
側
の
世
界
に
彼
を
逸
脱
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
。

　「
初
音
の
鼓
」
は
こ
れ
に
つ
づ
く
く
だ
り
で
、「
私
」
が
「
ぢ
や
あ
、
あ

の
、
親
狐
の
皮
で
張
つ
て
あ
る
ん
で
、
静
御
前
が
そ
の
鼓
を
ぽ
ん
と
鳴

ら
す
と
、
忠
信
狐
が
姿
を
現
は
す
と
云
ふ
、
あ
れ
な
ん
だ
ね
」（
そ
の
二
）

と
言
う
よ
う
に
、『
義
経
千
本
桜
』
で
源
義
経
が
後
白
河
院
か
ら
平
家
討

伐
の
褒
賞
に
下
さ
れ
た
も
の
と
し
て
登
場
す
る
重
要
な
道
具
で
あ
る
。
義

経
は
こ
れ
を
拝
領
し
た
こ
と
か
ら
兄
頼
朝
へ
の
叛
意
を
疑
わ
れ
て
鎌
倉

幕
府
に
追
わ
れ
る
身
と
な
り
、
九
州
に
落
ち
て
い
く
際
に
こ
の
鼓
を
愛
妾

の
静
御
前
に
与
え
た
の
だ
っ
た
。
初
音
の
鼓
は
桓
武
天
皇
の
御
代
に
、
雨

乞
い
の
た
め
に
雄
狐
と
雌
狐
を
捕
ら
え
て
生
皮
を
剥
い
で
造
ら
れ
た
も

の
と
さ
れ
る
が
、
彼
ら
の
子
の
狐
は
皮
に
さ
れ
た
後
も
親
狐
を
慕
っ
て
お

り
、
義
経
の
忠
臣
佐
藤
忠
信
に
化
け
て
静
御
前
に
付
き
従
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
「
静
御
前
が
そ
の
鼓
を
ぽ
ん
と
鳴
ら
す
と
、
忠
信
狐
が
姿
を
現
は

す
」
の
だ
っ
た
が
、『
吉
野
葛
』
で
は
「
私
」
は
こ
の
物
語
の
な
か
の
鼓

を
所
有
し
て
い
る
と
い
う
、
菜
摘
の
里
の
大
谷
と
い
う
家
を
津
村
と
と
も

に
訪
れ
、
鼓
に
加
え
て
菜
摘
村
の
由
来
を
記
し
た
巻
物
や
義
経
よ
り
拝
領

し
た
と
い
う
太
刀
脇
差
な
ど
を
見
せ
て
も
ら
う
。
大
谷
家
の
主
人
は
所
持

し
て
い
る
位
牌
の
ひ
と
つ
を
静
御
前
の
物
と
見
な
し
て
お
り
、「
私
」
は

彼
に
と
っ
て
の
静
御
前
が
「
鶴
ヶ
岡
の
社
頭
に
於
い
て
、
頼
朝
の
面
前
で

舞
を
舞
つ
た
あ
の
静
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
は
こ
の
家
の
遠
い
先
祖
が
生

き
て
ゐ
た
昔
、
︱
な
つ
か
し
い
古
代
を
象
徴
す
る
、
或
る
高
貴
の
女
性

で
あ
る
」（
そ
の
三
）
に
違
い
な
い
と
推
察
す
る
。

　
こ
の
「
そ
の
三
　
初
音
の
鼓
」
の
章
で
は
、
南
北
朝
の
抗
争
か
ら
源
平

の
合
戦
へ
と
話
題
が
ず
れ
る
の
に
つ
づ
い
て
焦
点
は
『
義
経
千
本
桜
』
の

初
音
の
鼓
へ
、
さ
ら
に
静
御
前
と
い
う
女
性
へ
と
移
っ
て
い
く
が
、
話
題

の
ず
ら
し
は
そ
れ
で
終
わ
ら
ず
、
大
谷
家
の
主
人
が
別
れ
際
に
も
て
な
し

た
、「
皮
の
中
が
半
流
動
体
」
に
な
る
ま
で
柿
の
実
を
過
剰
に
熟
成
さ
せ

た
「
ず
く
し
」
と
い
う
食
べ
物
が
「
私
」
を
魅
了
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
が
章
を
収
束
さ
せ
る
最
終
的
な
焦
点
と
し
て
の
重
み
を
帯
び
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

結
局
大
谷
氏
の
家
で
感
心
し
た
も
の
は
、
鼓
よ
り
も
古
文
書
よ
り
も
、
ず0

く
し
0

0

で
あ
つ
た
。
津
村
も
私
も
、
歯
ぐ
き
か
ら
腸

は
ら
わ
たの

底
へ
沁
み
徹
る
冷
め

た
さ
を
喜
び
つ
つ
甘
い
粘
つ
こ
い
柿
の
実
を
貪
る
や
う
に
二
つ
ま
で
食
べ

た
。
私
は
自
分
の
口
腔
に
吉
野
の
秋
を
一
杯
に
頬
張
つ
た
。
思
ふ
に
仏
典

中
に
あ
る
菴あ

ん
も
ら
か

摩
羅
果
も
こ
れ
程
美
味
で
は
な
か
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。

（
そ
の
三
　
初
音
の
鼓
）

　
こ
の
展
開
は
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
谷
崎
の
作
品
に
繰
り
返
し
見
ら
れ

る
、
主
人
公
・
語
り
手
の
中
心
的
な
関
心
の
枠
組
み
が
提
示
さ
れ
な
が

ら
、
そ
れ
を
相
対
化
す
る
形
で
本
当
に
彼
ら
を
魅
了
す
る
対
象
が
、
多
く

自
然
や
野
性
の
姿
を
ま
と
っ
て
浮
上
し
て
く
る
と
い
う
構
図
の
ひ
と
つ

を
な
し
て
い
る
。「
私
」
が
菜
摘
の
里
の
大
谷
家
を
訪
れ
た
の
は
、
す
で
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に
後
南
朝
の
物
語
を
構
築
す
る
と
い
う
当
初
の
企
図
か
ら
や
や
逸
脱
し

た
、
静
御
前
や
佐
藤
忠
信
に
ま
つ
わ
る
初
音
の
鼓
を
見
せ
て
も
ら
う
た
め

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
鼓
自
体
が
物
語
の
世
界
で
は
雨
乞
い
の
た
め
に
狐
の

命
と
引
き
換
え
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
柿
の
実
と
い
う
自
然

の
恵
み
に
手
を
加
え
た
も
の
が
「
私
」
を
も
っ
と
も
「
感
心
」
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
関
心
の
ず
れ
行
き
の
な
か
で
物
語
が
提
示
さ
れ
て
い
く
た

め
に
、
そ
の
主
体
が
「
私
」
か
ら
友
人
の
津
村
に
移
り
、
幼
少
期
に
両
親

を
失
い
、
と
り
わ
け
母
へ
の
執
着
を
抱
き
つ
づ
け
た
彼
が
狐
の
モ
チ
ー
フ

を
含
む
箏
曲
「
狐こ

ん
か
い噲

」
や
『
芦
屋
道
満
大
内
鑑
』
の
「
葛
の
葉
」
の
挿
話

を
語
る
展
開
が
さ
し
て
不
自
然
に
映
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
津
村
は
明
ら
か

に
〈
母
恋
い
〉
と
い
う
谷
崎
的
主
題
を
担
う
「
私
」
の
分
身
に
ほ
か
な
ら

ず
、
後
南
朝
か
ら
の
主
題
的
な
逸
脱
は
同
時
に
作
者
の
よ
り
根
元
的
な
主

題
へ
の
接
近
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
焦
点
の
移
行
の
末
に
登
場

し
て
く
る
お
和
佐
は
、
谷
崎
の
さ
ら
に
根
源
に
あ
る
と
も
い
え
る
、
自
然

の
生
命
へ
の
志
向
を
強
く
担
う
形
象
で
あ
り
、
先
に
見
た
よ
う
に
こ
の
女

性
を
着
想
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
谷
崎
は
『
吉
野
葛
』
を
逆
説
的
な
〈
完

成
〉
に
至
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
っ
た
。

六
　
自
然
と
人
為
の
融
合

　
け
れ
ど
も
重
要
な
の
は
、
こ
の
作
品
で
「
私
」
の
当
初
の
企
図
を
裏
切

る
力
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
自
然
の
事
物
や
形
象
は
、
決
し
て
人
間
の
智

恵
の
外
側
に
あ
る
荒
々
し
さ
を
属
性
と
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
人

為
と
自
然
の
微
妙
な
均
衡
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
私
」
の
関
心
を
惹
い
て
い
る
こ
と
だ
。「
そ
の
三
　
初
音
の
鼓
」
の
章
の

帰
結
と
し
て
語
ら
れ
る
「
ず
く
し
」
は
大
谷
家
の
主
人
の
話
に
よ
れ
ば
、

美
濃
柿
を
ま
だ
固
く
渋
い
う
ち
に
も
い
で
箱
か
籠
の
中
に
入
れ
て
お
き
、

十
日
ほ
ど
後
に
「
何
の
人
工
も
加
へ
な
い
で
自
然
に
皮
の
中
が
半
流
動
体

と
な
り
、
甘
露
の
や
う
な
甘
み
を
持
つ
」（
そ
の
三
）
よ
う
に
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
「
ず
く
し
」
は
現
在
も
「
ず
く
し
柿
」
あ
る
い
は
「
完

熟
柿
」
と
し
て
各
地
で
流
通
し
て
い
る
食
べ
物
で
あ
り
、
決
し
て
吉
野
地

方
の
み
の
名
産
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、『
吉
野
葛
』
に
お
い
て
は
「
此

の
山
間
の
霊
気
と
日
光
と
が
凝
り
固
ま
つ
た
気
が
し
た
」（
そ
の
三
）
と

記
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
地
方
の
自
然
が
も
た
ら
し
た
美
味
な
結
晶
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
渡
辺
直
己
が
指
摘
す
る

14
よ
う
に
〈
吉
野
葛

︱
よ
し0

の
く
ず
0

0

〉
と
い
う
表
題
に
は
ア
ナ
グ
ラ
ム
的
に
「
ず
く
し
」
が
は

ら
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
こ
の
章
の
み
な
ら
ず
作
品
全
体
の

焦
点
を
な
す
象
徴
性
を
は
ら
ん
で
い
る
と
も
い
え
る
。

　
け
れ
ど
も
「
ず
く
し
」
は
自
然
の
産
物
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に

は
素
朴
と
は
い
え
果
実
を
過
剰
な
段
階
ま
で
成
熟
さ
せ
る
た
め
の
工
夫

が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
や
は
り
自
然
と
人
為
の
微
妙
な
均
衡
の
な
か
に
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
人
為
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然

の
な
か
に
は
ら
ま
れ
た
生
命
が
精
錬
を
与
え
ら
れ
て
よ
り
生
彩
を
放
つ

に
至
っ
て
い
る
。『
痴
人
の
愛
』
の
ナ
オ
ミ
に
し
て
も
、
彼
女
の
持
つ
野

性
の
魅
力
が
発
露
さ
れ
る
の
は
、
譲
治
が
彼
女
に
ダ
ン
ス
を
習
わ
せ
る
と

い
っ
た
文
化
的
な
教
習
を
施
す
こ
と
を
契
機
と
し
て
お
り
、
春
野
綺
羅
子

と
の
対
比
が
な
さ
れ
る
の
も
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
兼
ね
た
カ
フ
ェ
ー
に
お

い
て
で
あ
っ
た
。『
吉
野
葛
』
は
『
痴
人
の
愛
』
と
対
照
的
な
吉
野
の
山

深
い
自
然
を
背
景
と
す
る
こ
と
で
、
そ
の
自
然
を
人
間
の
領
域
に
取
り
込

も
う
と
す
る
営
為
が
際
立
た
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
自
然
の
懐
の
な
か
に
生
を
送
り
な
が
ら
、
そ
の
自
然
の
恵

み
に
人
為
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
の
文
化
に
転
じ
る
営
為
は
『
吉

野
葛
』
の
ひ
と
つ
の
基
調
を
な
し
て
い
る
。
津
村
が
母
の
郷
里
で
あ
る
吉

野
郡
国
栖
村
を
訪
れ
た
際
に
彼
の
眼
を
惹
き
つ
け
る
の
は
「
此こ

こ
か
し
こ

処
彼
処
の

軒
下
に
乾
し
て
あ
る
紙
」（
そ
の
五
）
で
あ
り
、
漁
師
が
海
苔
を
干
す
よ

う
に
「
長
方
形
の
紙
が
行
儀
よ
く
板
に
並
べ
て
た
て
か
け
て
あ
る
」
光
景

を
眼
に
し
て
、「
そ
の
真
つ
白
な
色
紙
を
散
ら
し
た
や
う
な
の
が
、
街
道

の
両
側
や
、
丘
の
段
々
の
上
な
ど
に
、
高
く
低
く
、
寒
さ
う
な
日
に
き
ら

く
と
反
射
し
つ
ゝ
あ
る
の
を
眺
め
る
と
、
彼
は
何
が
な
し
に
涙
が
浮

か
ん
だ
」（
そ
の
五
）
の
だ
っ
た
。
こ
こ
で
語
ら
れ
る
、
吉
野
紙
が
家
々

の
軒
先
に
干
さ
れ
て
い
る
様
は
、
創
元
社
版
の
『
吉
野
葛
』（
一
九
三
七
）

に
所
収
さ
れ
た
二
十
五
葉

の
写
真

15
の
ひ
と
つ
（
上
）

に
よ
っ
て
も
証
し
立
て
ら

れ
る
。
吉
野
紙
は
コ
ウ
ゾ

を
原
料
と
し
た
手
漉
き
和

紙
の
一
種
で
、
繊
維
が
き

わ
め
て
緻
密
で
あ
る
た
め

に
漆
を
漉
す
こ
と
に
用
い

ら
れ
た
こ
と
か
ら
「
漆
漉
」

「
漉
紙
」
と
も
称
さ
れ
た
。

薄
く
柔
ら
か
で
あ
る
反
面

強
靱
さ
も
備
え
て
い
る
た

め
に
貴
重
品
の
包
装
な
ど

に
も
重
宝
さ
れ
る

16
が
、
写

真
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
山

村
で
生
産
さ
れ
て
い
た
吉
野
紙
は
、
や
は
り
自
然
と
歩
み
を
合
わ
せ
た
生

活
の
な
か
で
長
く
継
承
さ
れ
た
技
術
に
よ
っ
て
、
自
然
の
事
物
を
洗
練
さ

れ
た
文
化
に
転
じ
さ
せ
る
事
例
と
し
て
、「
ず
く
し
」
と
の
文
脈
を
な
し

て
い
る
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
『
吉
野
葛
』
の
な
か
で
様
々
に
変
奏
さ
れ
て
い
く
、
こ
う
し
た

自
然
と
人
為
の
精
妙
な
融
合
は
、
谷
崎
的
世
界
の
中
心
的
主
題
で
あ
る

〈
母
恋
い
〉
に
連
結
し
て
い
く
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
作
品
で
は
前
節
で

も
触
れ
た
よ
う
に
、
津
村
が
追
慕
し
つ
づ
け
る
、
幼
少
期
に
亡
く
し
た
母

の
面
影
は
箏
曲
や
浄
瑠
璃
に
登
場
す
る
狐
と
い
う
動
物
に
重
ね
ら
れ
て

い
る
。
母
と
い
う
存
在
自
体
が
人
間
社
会
の
文
化
的
機
能
の
担
い
手
で
あ

る
と
同
時
に
、
海
や
大
地
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
然
の

生
命
を
は
ぐ
く
む
基
盤
と
し
て
の
属
性
を
備
え
て
い
る
が
、
こ
の
作
品
で

は
そ
れ
が
さ
ら
に
狐
と
い
う
よ
り
野
性
の
生
き
物
に
重
ね
ら
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
然
の
換
喩
と
し
て
の
機
能
が
強
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
津
村
は
少
年
期
に
繰
り
返
し
聞
い
た
箏
曲
の
「
狐
噲
」
を
よ
す
が
と
し

て
母
へ
の
追
慕
を
掻
き
立
て
ら
れ
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
曲
の
内

容
に
対
す
る
誤
解
の
産
物
で
も
あ
る
。
作
中
に
引
用
さ
れ
た
「
野
越
え
山

越
え
里
打
ち
す
ぎ
て
合
来
る
は
誰
故
ぞ
合
さ
ま
故
合
誰
故
来
る
は
合
来
る
は

誰
故
ぞ
様
故
合
君
は
帰
る
か
恨
め
し
や
な
う
や
れ
合
我
が
住
む
森
に
帰
ら

ん
」（
そ
の
四
）
と
い
う
く
だ
り
に
し
て
も
、
病
を
得
た
母
の
療
治
を
お

こ
な
う
べ
く
招
い
た
法
師
が
狐
で
あ
っ
た
こ
と
が
露
見
し
た
た
め
に
住

み
処
の
森
に
帰
っ
て
い
く
こ
と
を
語
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

を
津
村
は
正
体
が
現
れ
て
「
逃
げ
て
行
く
母
」（
そ
の
四
）
を
恋
慕
す
る

少
年
の
心
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
受
け
取
っ
て
、
自
身
の
境
遇
に
な
ぞ

ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
津
村
は
そ
れ
が
誤
解
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に

紙をすく家
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し
て
も
彼
が
「
狐
噲
」
の
内
容
を
そ
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
は
、
や
は
り

少
年
時
代
に
祖
母
に
連
れ
ら
れ
て
芝
居
小
屋
で
見
る
こ
と
が
あ
っ
た
浄

瑠
璃
『
芦
屋
道
満
大
内
鑑
』
の
「
葛
の
葉
の
子
別
れ
の
場
が
頭
に
沁
み
込

ん
で
ゐ
た
せ
い
で
あ
ら
う
」（
そ
の
四
）
と
自
身
で
推
察
し
て
い
る
。「
葛

の
葉
」
は
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
狐
を
母
と
し
て
生
ま
れ
た
と
い
う
陰
陽

道
の
達
人
で
あ
る
阿
倍
晴
明
が
狐
の
母
と
別
れ
る
有
名
な
場
面
で
、
本
来

の
住
み
処
で
あ
る
信
田
の
森
に
帰
っ
て
い
く
狐
の
母
の
姿
に
、
津
村
も

「
信
田
の
森
へ
行
け
ば
母
に
会
へ
る
や
う
な
気
が
し
て
」（
そ
の
四
）
く
る

の
だ
っ
た
。

　
人
間
と
狐
が
交
わ
っ
た
結
果
生
ま
れ
た
子
供
が
超
越
的
な
力
の
持
ち

主
に
な
る
話
は
平
安
初
期
の
説
話
集
『
日
本
霊
異
記
』
の
「
狐
を
妻
と
な

し
て
子
を
生
ま
し
む
る
縁
第
二
」
に
す
で
に
見
ら
れ
る
。
美
濃
国
の
男
が

野
原
で
出
逢
っ
た
美
し
い
女
と
親
密
に
な
っ
て
男
児
を
も
う
け
る
が
、
稲

を
搗
く
碓
屋
で
犬
に
襲
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
際
に
女
の
本
性
が
狐
で
あ

る
こ
と
が
露
見
し
、
男
の
元
を
去
っ
て
い
く
。
成
長
し
て
狐
の
直あ

た
えと

い
う

一
族
の
祖
と
な
る
男
児
は
、
き
わ
め
て
力
が
強
く
、
鳥
が
飛
ぶ
よ
う
に
速

く
走
っ
た
と
い
う
。
女
の
狐
と
し
て
の
正
体
が
現
れ
る
の
が
「
米
を
舂つ

く

時
」
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
説
話
で
は
稲
作
の
儀
礼
が
下
敷
き
に
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
稲
荷
神
社
に
狐
が
祀
ら
れ
る
よ
う
に
、
狐
と
稲
す

な
わ
ち
農
耕
は
古
く
か
ら
結
び
つ
け
ら
れ
て
き
た
。
柳
田
国
男
の
『
石
神

問
答
』（
聚
精
堂
、
一
九
一
〇
）
で
は
、
そ
の
連
関
は
田
の
神
の
祭
場
に
狐

が
現
れ
て
眼
に
付
く
挙
動
を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
が
、
よ
り
一
般
的
に
は
狐
の
体
色
が
稲
の
色
に
近
く
、
尻
尾
の
形

状
が
実
っ
た
稲
穂
を
想
起
さ
せ
る
と
と
も
に
、
狐
が
稲
を
食
い
荒
ら
す
鼠

の
天
敵
で
も
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
千
葉
俊
二
は
「
津
村
を
母
の
実
家
に
導
き
寄
せ
、
お
和
佐
と
の
結
婚
話

に
至
る
ま
で
誘
っ
た
の
は
、や
は
り
母
の
実
家
の
「
守
り
神
」
と
し
て
「
一

家
の
運
命
を
支
配
し
て
ゐ
た
や
う
に
思
へ
る
」
と
い
う
狐
で
は
な
の
で
は

な
か
っ
た
ろ
う
か
」
と
推
察
し
て
い
る
（『
谷
崎
潤
一
郎
　
狐
と
マ
ゾ
ヒ
ズ

ム
』
小
沢
書
店
、
一
九
九
四
）。
こ
れ
は
国
栖
村
の
母
の
実
家
に
遺
さ
れ
た

祖
母
の
手
紙
に
、「
御
屋
し
ろ
の
稲
荷
さ
ま
と
白び

ゃ
っ
こ狐

の
命み

ょ
う
ぶ
の
し
ん

婦
之
進
と
を
ま

い
に
ち

く
あ
さ

く
は
拝
む
べ
し
」（
そ
の
五
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
祖
母
の
夫
婦
が
「
余
程
稲
荷
の
信
仰
に
凝
り
固
ま
つ
て
」（
そ

の
五
）
い
た
ら
し
い
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
そ
の
白
狐
の
信
仰
自
体
が
衰
え
た
後
も
い
わ
ば
そ
の
霊
力
が

一
族
を
「
支
配
」
し
つ
づ
け
た
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
そ
れ
を
端
的
に
示

し
て
い
る
の
が
、
津
村
が
お
和
佐
と
と
も
に
吊
り
橋
に
姿
を
現
し
て
下
に

い
る「
私
」に
声
を
か
け
た
際
に
、下
駄
が
た
て
る「
コ
ー
ン
、コ
ー
ン
」（
そ

の
六
）
と
い
う
音
が
狐
の
鳴
き
声
を
模
し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
音
の
主

が
二
人
の
ど
ち
ら
か
に
帰
さ
れ
る
の
か
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

作
者
の
企
図
と
し
て
は
お
そ
ら
く
お
和
佐
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

　
千
葉
の
論
で
は
狐
は
漠
然
と
「
神
通
力
」
の
持
ち
主
と
し
て
想
定
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
前
近
代
的
な
力
を
求
め
る
心
性
が
近
代
に
お
い
て
も
失
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
『
吉
野
葛
』
に
含
意
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
そ

の
「
神
通
力
」
の
内
実
に
つ
い
て
は
何
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
文
化
史
的

な
文
脈
を
重
ん
じ
れ
ば
、
狐
に
仮
託
さ
れ
た
霊
力
は
農
耕
民
族
の
営
為
を

守
護
す
る
力
で
あ
り
、
そ
れ
を
は
ら
ん
だ
存
在
と
し
て
も
輪
郭
づ
け
ら
れ

た
お
和
佐
は
実
際
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
「
田
舎
娘
ら
し
く
が
つ
し
り
と

堅
太
り
し
た
、
骨
太
な
、
大
柄
な
児
」
と
い
う
、
自
然
の
な
か
に
は
ぐ
く

ま
れ
た
生
命
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
備
え
て
い
る
。
た
だ
こ
こ
で
は
変
化

を
得
意
と
す
る
動
物
と
し
て
の
よ
り
世
俗
的
な
狐
の
属
性
が
生
か
さ
れ
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つ
つ
、「
母

︱
狐

︱
美
女

︱
恋
人
と
云
ふ
連
想
」
が
津
村
の
内
で

成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
女
性
が
変
化
の
能
力
を
持
ち
農
耕
の
守
護
神

で
も
あ
る
狐
に
変
容
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
連
繋
の
な
か
で
自

然
の
生
命
と
し
て
の
女
性
に
超
越
性
が
付
与
さ
れ
て
も
い
る
。

　
そ
こ
に
『
痴
人
の
愛
』
と
は
異
質
な
形
で
、
野
性
、
自
然
へ
の
文
脈
を

は
ら
ん
だ
女
性
が
超
越
性
を
帯
び
る
様
相
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し

て
そ
れ
が
産
業
化
、
工
業
化
を
も
っ
ぱ
ら
と
し
て
進
行
し
て
い
っ
た
近
代

の
趨
勢
に
対
す
る
相
対
化
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ

う
。
ナ
オ
ミ
の
よ
う
な
突
出
し
た
個
人
の
形
象
を
も
た
な
い
『
吉
野
葛
』

に
お
い
て
谷
崎
が
企
図
し
た
も
の
は
そ
こ
に
収
斂
さ
れ
て
い
る
。
維
新
以

降
の
日
本
の
近
代
化
が
北
朝
系
の
天
皇
を
い
た
だ
く
体
制
に
よ
っ
て
押

し
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
す
れ
ば
、
山
深
い
吉
野
の
里
で
南
朝
の
皇
統
を

維
持
し
よ
う
と
し
た
人
び
と
の
物
語
は
や
は
り
反
近
代
の
色
合
い
を
帯

び
る
こ
と
に
な
る
。
作
者
は
む
し
ろ
そ
れ
を
仮
の
枠
組
み
と
し
て
、
そ
こ

か
ら
自
然
の
霊
力
と
結
託
し
た
〈
母
︱
女
〉
た
ち
へ
の
親
炙
を
語
る
男
の

物
語
へ
と
あ
え
て
移
行
す
る
こ
と
で
、
自
身
の
よ
り
根
元
的
な
志
向
に
沿

う
形
で
近
代
へ
の
反
措
定
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

〔
註
〕

1
　
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
全
集
第
二
巻
『
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
』（
国
書
刊
行
会
、一
九
八
三
年
）

所
収
の
『
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
オ
フ
タ
ー
デ
ィ
ン
ゲ
ン
』（
原
著
は
一
八
〇
二
）

よ
り
引
用
。

2
　『
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
全
集
』第
二
巻（
牧
伸
社
、一
九
七
七
）所
収
の『
断
片
』よ
り
引
用
。

3
　
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
全
集
第
十
二
巻
『
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
兄
弟
』（
国
書
刊
行
会
、

一
九
九
〇
年
）
所
収
の
『
ル
ツ
ィ
ン
デ
』（
原
著
は
一
七
九
九
）
よ
り
引
用
。

4
　
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
全
集
第
九
巻
『
無
限
へ
の
憧
憬
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四

年
）
所
収
の
『
演
劇
論
』（
原
著
は
一
八
〇
九
）
よ
り
引
用
。

5
　『
東
京
を
思
ふ
』
に
よ
れ
ば
、関
東
大
震
災
を
機
と
し
て
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

九
月
に
関
西
に
移
る
前
は
、
と
り
わ
け
谷
崎
の
西
洋
志
向
は
熾
烈
に
な
り
、
横
浜
山

の
手
の
「
ア
マ
の
部
屋
以
外
に
は
、
畳
の
部
屋
が
一
つ
も
な
い
家
屋
」
に
暮
ら
し
て

い
た
。
大
震
災
の
報
に
接
し
て
も
、
む
し
ろ
壊
滅
を
き
っ
か
け
と
し
て
そ
れ
ま
で
の

東
京
の
み
す
ぼ
ら
し
さ
が
一
掃
さ
れ
、「
海
上
ビ
ル
や
丸
ビ
ル
の
や
う
な
毅
然
た
る

大
建
築
で
全
部
が
埋
ま
つ
て
し
ま
ふ
」
想
像
に
歓
喜
を
覚
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
関

西
移
住
後
も
谷
崎
が
当
初
関
西
で
居
を
構
え
た
の
は
京
都
で
あ
っ
た
が
、
同
年
末
に

は
六
甲
苦
楽
園
に
転
居
し
、
そ
れ
以
降
戦
争
時
ま
で
長
く
〈
ハ
イ
カ
ラ
〉
な
港
町
で

あ
る
神
戸
近
辺
に
居
住
し
て
い
る
。

6
　

C
・
ワ
グ
ネ
ル『
単
純
生
活
』（
神
永
文
三
訳
、日
本
青
年
館
、一
九
二
四
）よ
り
引
用
。

7
　

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』（
大

塚
久
雄
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
九
、
原
著
は
一
九
〇
五
）
を
参
照
し
た
。

8
　
柳
田
国
男
は
『
女
性
と
民
間
伝
承
』（
岡
書
院
、一
九
三
二
）
で
、本
来
遊
女
は
「
漂

泊
し
て
定
ま
つ
た
住
所
の
無
い
」
生
活
の
様
態
を
指
し
た
言
葉
で
、
売
色
を
本
質
と

は
し
て
お
ら
ず
、「
寧
ろ
遊
女
が
も
と
巫
女
の
一
種
で
あ
つ
た
の
で
す
」
と
述
べ
て

い
る
。

9
　
ま
た
両
者
を
媒
介
す
る
も
の
が
こ
の
時
代
に
存
在
し
た
こ
と
も
看
過
し
え
な
い
。

そ
れ
は
当
時
の
日
本
の
女
優
の
性
格
で
、『
痴
人
の
愛
』
に
登
場
す
る
春
野
綺
羅
子

が
チ
ー
ク
・
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
い
る
姿
に
つ
い
て
、
ナ
オ
ミ
が
「
ど
う
せ
女
優
な
ん

て
者
は
あ
ん
な
者
よ
、
全
体
此
処
へ
女
優
を
入
れ
る
の
が
悪
い
ん
だ
わ
」（
十
）
と

侮
蔑
的
な
評
を
口
に
す
る
よ
う
に
、
現
在
と
は
違
っ
て
社
会
的
な
評
価
は
ま
だ
低

か
っ
た
。
作
品
と
同
時
代
の
大
正
十
五
年（
一
九
二
六
）に
出
た
小
野
賢
一
郎『
女
！

　
女
？
　
女
』（
興
成
館
）
に
よ
れ
ば
、松
井
須
磨
子
の
よ
う
な
大
女
優
で
す
ら
「
大
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久
保
の
或
家
の
二
階
を
借
て
自
炊
を
し
て
ゐ
ま
す
」
と
い
う
質
素
な
生
活
を
強
い
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
役
を
得
る
た
め
に
女
優
が
監
督
や
脚
本
家
に
取
り

入
る
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
な
く
か
っ
た
。『
婦
人
公
論
』大
正
十
一
年（
一
九
二
二
）

三
月
号
に
載
っ
た
元
女
優
の
暴
露
的
な
エ
ッ
セ
イ
（
山
路
蕗
子
「
一
活
動
女
優
の
打

明
け
話
」）
で
は
、
実
名
を
挙
げ
つ
つ
映
画
、
演
劇
の
世
界
に
お
け
る
「「
男
」
と
云

ふ
も
の
ゝ
浅
間
し
さ
に
、
そ
れ
に
迎
合
す
る
「
女
」
と
云
ふ
も
の
ゝ
醜
さ
に
」
呆
れ

る
挿
話
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

10
　
五
味
渕
典
嗣
「
こ
の
国
で
書
く
こ
と

︱
『
吉
野
葛
』
と
南
北
朝
正
閏
論
争
」（『
藝

文
研
究
』
第
七
十
九
号
、二
〇
〇
〇
）
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、「
そ
の
二
　
妹
背
山
」

に
「
ガ
タ
ガ
タ
の
軽
便
鉄
道
」
の
記
載
が
あ
り
、
そ
れ
に
相
当
す
る
吉
野
鉄
道
が
開

業
し
た
の
が
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
に
同
定
す
る
こ

と
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

11
　「
私
の
貧
乏
物
語
」
に
は
『
吉
野
葛
』
の
執
筆
の
た
め
に
「
そ
の
年
の
秋
の
来
る
の

を
待
つ
て
、
吉
野
山
か
ら
国
栖
村
に
遊
ん
だ
。
だ
が
、
た
つ
た
一
回
の
旅
行
だ
け
で

は
心
も
と
な
い
気
が
し
た
の
で
、翌
年
の
秋
の
来
る
の
を
待
つ
て
も
う
一
度
出
か
け
、

今
度
は
暫
く
山
の
中
に
滞
在
し
た
」
と
あ
り
、
作
品
発
表
の
時
期
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
昭

和
四
年
、
五
年
に
同
定
さ
れ
る
。
野
村
尚
吾
の
『
伝
記
　
谷
崎
潤
一
郎
』
で
は
、
さ

ら
に
吉
野
に
現
存
す
る
谷
崎
の
色
紙
か
ら
、「
大
正
十
五
年
春
」
に
吉
野
を
訪
れ
て

い
る
と
さ
れ
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
　

12
　

A
・
C
・
ダ
ン
ト
『
物
語
と
し
て
の
歴
史
』（
河
本
英
夫
訳
、
国
文
社
、

一
九
八
九
、
原
著
は
一
九
六
六
）。

13
　
五
味
渕
典
嗣
は
「
こ
の
国
で
書
く
こ
と

︱
『
吉
野
葛
』
と
南
北
朝
正
閏
論
争
」

（
前
出
）
で
「『
吉
野
葛
』
の
「
私
」
は
き
わ
め
て
微
妙
な
時
期
に
・
き
わ
め
て
微
妙

な
主
題
に
つ
い
て
・
き
わ
め
て
微
妙
な
問
題
を
は
ら
む
小
説
を
構
想
し
て
い
た
」
と

述
べ
て
い
る
。
し
か
し
小
論
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
「
微
妙
」
さ
を
ほ
の
め

か
し
つ
つ
も
そ
れ
を
み
ず
か
ら
相
対
化
す
る
と
こ
ろ
に
谷
崎
の
作
家
的
な
個
性
が
あ

る
。

14
　
渡
辺
直
己
『
谷
崎
潤
一
郎
　
擬
態
の
誘
惑
』（
新
潮
社
、
一
九
九
二
）。「
ず
く
し
」

を
さ
ら
に
ア
ナ
グ
ラ
ム
的
に
考
え
れ
ば
、「
し
ず
く
」
や
「
く
ず
し
」
と
い
っ
た
語

を
現
出
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
女
体
と
の
エ
ロ
ス
的
交
わ
り

を
想
起
さ
せ
る
が
、
過
剰
に
熟
さ
せ
る
こ
と
で
薄
皮
一
枚
の
下
に
「
半
流
動
体
」
で

「
甘
露
の
や
う
な
甘
み
を
持
つ
」果
肉
を
は
ら
ん
だ「
ず
く
し
」自
体
が
エ
ロ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
か
ら
も
こ
の
作
品
に
お
け

る
女
性
の
身
体
と
自
然
の
イ
メ
ー
ジ
的
な
交
歓
が
見
て
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

15
　
こ
れ
ら
は
写
真
家
の
北
尾
鐐
之
助
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
て
い
る
。
収
載
さ
れ
た『
吉

野
葛
』
は
「
潤
一
郎
六
部
集
」
の
一
冊
と
し
て
、
十
円
と
い
う
高
価
に
よ
っ
て
世
に

出
さ
れ
て
い
る
。
　

16
　
吉
野
紙
に
つ
い
て
は
岸
田
定
雄
『
大
和
の
う
る
し
こ
し
　
吉
野
紙
』（
豊
住
書
店
、

一
九
九
五
）
を
参
照
し
た
。
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The Origin of Shozan (Yoshiatsu SATAKE)'s Figure of Double Spiral Staircase

 Hideyuki YOSHIMOTO
 

Summary

    Lord of Akita,Yoshiatsu Satake (1748-85) was known as his alias Shozan. Shozan was the 
founder of Akita ranga school of Western-style paintings. He had a great part in introducing 
Western linear perspective into Edo Japan not only by many Dutch-style paintings with his re-
tainer Naotake Odano, but also by his three treatises on Western painting techniques, “Painting 
Rules”, “Elements of Composition” and “On Western Paints”. “Elements of Composition” was 
followed by “Illustrations of Perspectives”, consisting of nine figures. The ninth figure depicted 
a double spiral staircase. 
 The figure has attracted great interests of many scholars. A Historian of architecture, 
Bunji Kobayashi asserted that it was copied by Shozan from Joseph Moxon’s Practical Per-
spective (London, 1670) in his article in 1973. This identification of its origin was reported by a 
newspaper and accepted by many historians of Japanese art.
 Yasuhiko Isozaki made a criticism on the identification in his article in 1994 and Timon 
Screech made a guess that it was copied from an eighteenth-century Dutch edition of Vignola’s 
Le due regole della prospettiva pratica (Rome, 1583) without bibliographical data in his book in 
1996.
 My investigation in this paper focused on the exact origin of the ninth figure. Comparing 
it with the figures included in about two hundreds of perspective writings in the early modern 
Europe made it clear that its origin was not Moxon(1670), but Hendrik Hondius’ Onderwysinge 
in de Perspective (S’Graven-Haghe, 1622).

キーワード
透視画法　遠近法　曙山　二重螺旋階段図　モクソン　ホンディウス

Keywords
Perspective　Yoshiatsu Satake　Shozan　Double Spiral Staircase　Moxon, Hondius

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
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曙山の二重螺旋階段図の起源：画像の系譜学に向けて　吉本秀之 / The Origin of Shozan (Yoshiatsu 
SATAKE)'s Figure of Double Spiral Staircase, YOSHIMOTO Hideyuki

は
じ
め
に
：
ね
ら
い
と
方
法

　

こ
の
論
考
の
ね
ら
い
は
、
曙
山
の
二
重
螺
旋
階
段
図
の
起
源
探
求 

( Q
uellenforschung)

を
手
が
か
り
に
し
て
、
遠
近
法
図
の
系
譜
学
（
分
類

と
流
れ
の
整
理
）
を
試
み
る
こ
と
に
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
イ
コ
ン
は
、『
学
問
の
進
歩
』（
一
六
〇
五
）
に
お
い

て
、
人
間
の
思
想
が
系
譜
を
な
し
て
受
け
継
が
れ
る
様
子
を
次
の
よ
う
に

表
現
し
た
。

　
「
人
間
の
才
能
と
知
識
の
像
は
本
の
中
に
と
ど
ま
り
、
時
間
の
与
え
る

危
害
を
免
れ
、
絶
え
る
こ
と
の
な
い
更
新
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
像

と
呼
ぶ
の
も
適
当
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
の
も
の
は
絶
え
ず
生

み
出
し
、
他
人
の
心
の
中
に
種
を
蒔
き
、
あ
と
に
続
く
時
代
に
無
限
の
行

動
や
意
見
を
呼
び
起
こ
し
、
生
じ
さ
せ
る
原
因
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。1
」

　

思
想
は
、
言
葉
に
乗
り
、
言
葉
は
、
本
と
い
う
乗
り
物
に
よ
り
伝
え
ら

れ
る
。
ベ
イ
コ
ン
の
主
張
は
、
簡
単
に
は
こ
う
ま
と
め
ら
れ
る
。
思
想
史

と
い
う
学
問
は
、
そ
の
流
れ
、
す
な
わ
ち
系
譜
を
追
う
。
今
回
の
論
考
は
、

こ
の
思
想
史
の
方
法
を
画
像
に
適
用
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

　
曙
山
の
二
重
螺
旋
階
段
図
に
関
す
る
先
行
研
究

曙
山
の
二
重
螺
旋
階
段
図
の
起
源
：
画
像
の
系
譜
学
に
向
け
て

吉
本
秀
之

　

そ
の
画
像
と
し
て
は
、
曙
山
の
二
重
螺
旋
階
段
図
に
注
目
し
た
い
。

　

曙
山
の
二
重
螺
旋
階
段
図
は
、
日
本
美
術
史
の
研
究
者
の
間
で
注
目
を

浴
び
て
き
た
。
こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
の
は
、
小
林
文
次
氏
の
論
文
「
曙
山

の
二
重
螺
旋
階
段
図
に
つ
い
て
」（
一
九
七
三
）2
に
端
を
発
す
る
研
究
の

流
れ
で
あ
る
。

　

小
林
文
次
氏
は
、
雑
誌
『
美
術
史
』
に
掲
載
し
た
論
文
で
、
秋
田
藩

主
で
画
家
で
も
あ
っ
た
曙
山
（
し
ょ
ざ
ん
）
の
号
で
知
ら
れ
る
佐
竹
義
敦

（
一
七
四
八
〜
一
七
八
五
） 

が
残
し
た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
（
写
生
帖
）
に
あ

る
二
重
螺
旋
階
段
の
図
の
起
源
を
調
査
し
、
そ
れ
が
一
六
七
〇
年
に
ロ

ン
ド
ン
で
刊
行
さ
れ
た
ジ
ョ
ゼ
フ
・
モ
ク
ソ
ン
（Joseph M

oxon, 1627-
1700

）
の
著
書
『
実
用
透
視
画
法
』
の
中
の
第
35
図
の
写
し
で
あ
る
と
唱

え
た
。
小
林
氏
は
、
曙
山
の
図
を
モ
ク
ソ
ン
の
第
35
図
に
重
ね
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
そ
の
二
図
が
ま
っ
た
く
同
じ
形
と
大
き
さ
で
あ
る
こ
と
（
紙
の

自
然
的
縮
小
の
誤
差
の
範
囲
で
一
致
す
る
）
を
示
し
た
上
で
、
曙
山
が
下
図

の
上
に
半
透
明
の
紙
を
載
せ
、
ピ
ン
留
め
し
て
、
上
か
ら
な
ぞ
っ
て
描
い

た
図
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　

こ
の
小
林
氏
の
主
張
は
、
驚
き
の
発
見
と
し
て
、
新
聞
（
朝
日
新
聞
昭

和
四
十
七
年
十
一
月
二
十
日
）3
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

後
一
般
に
は
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

し
か
し
、
専
門
の
日
本
美
術
史
研
究
者
の
な
か
に
は
、
疑
問
を
提
示
す
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る
も
の
も
異
を
唱
え
る
も
の
も
い
た
。
私
の
見
る
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た

人
々
も
お
互
い
の
研
究
を
参
照
せ
ず
に
、
散
発
的
に
異
を
唱
え
て
い
る
だ

け
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
回
私
の
探
求
は
、
先
行
研
究
に
関
し
て
、
で

き
る
だ
け
包
括
的
に
相
互
批
判
的
に
追
い
か
け
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

　

佐
竹
曙
山
の
専
門
家
、
成
瀬
不
二
雄
氏
は
、『
図
録
秋
田
蘭
画　

別
冊
』

（
一
九
七
四
）
掲
載
の
論
考
「
佐
竹
曙
山
の
西
洋
画
論
」4
で
、
小
林
氏
の

見
解
に
賛
同
し
た
。

　

図
学
の
専
門
家
、原
正
敏
氏
は
、中
山
茂
編『
幕
末
の
蘭
学
』（
一
九
八
四
）

所
収
の
論
考
「
画
学
」5
で
、や
は
り
、小
林
氏
の
見
解
に
賛
意
を
示
し
た
。

　

日
本
美
術
史
の
専
門
家
、磯
崎
康
彦
氏
は
、『
洋
学
史
研
究
』（
一
九
九
四
）

に
掲
載
し
た
論
文
「
秋
田
蘭
画
に
お
け
る
透
視
画
法
」6
で
、
小
林
氏
の

主
張
に
対
し
て
「
一
重
、
二
重
の
螺
旋
階
段
図
法
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
遠

近
画
法
書
に
お
い
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
批
判
し
た
。
つ
ま

り
、
曙
山
の
二
重
螺
旋
階
段
図
が
形
と
大
き
さ
に
お
い
て
モ
ク
ソ
ン
の
も

の
と
一
致
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
曙
山
が
モ
ク
ソ
ン
の
図
を
模
写
し
た
と

は
言
い
切
れ
な
い
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
、
一
重
、
二
重
の

螺
旋
階
段
図
が
「
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
建
築
家

ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
ル
ー
エ
・
デ
ュ
・
セ
ル
ソ
ー( Jaques A

ndrouet D
u 

C
erceau)

の
建
築
書
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
画
家
で
建
築
家
の
ヤ
ン
・
フ

レ
ー
ド
マ
ン
・
ド
ゥ
・
フ
リ
ー
ス( Jan V

redem
an de V

ries, 1527-1604) 
」

の
『
遠
近
画
法
』( Perspective)

に
も
見
ら
れ
る
」
と
可
能
な
原
図
を
列

挙
し
た
。

　

磯
崎
氏
の
批
判
の
二
年
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
日
本
美
術
史
研
究
家
、
タ

イ
モ
ン
・
ス
ク
リ
ー
チ
氏
は
、
磯
崎
氏
の
批
判
に
は
言
及
せ
ず
に
、The 

W
estern Scientific G

aze and Popular Im
agery in Later Edo Japan 

( C
am

bridge, 1996)

な
ら
び
に
そ
の
翻
訳
『
大
江
戸
視
覚
革
命
：
十
八
世

紀
日
本
の
西
洋
科
学
と
民
衆
文
化
』（
一
九
九
六
）
に
お
い
て
、
小
林
氏

を
批
判
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
二
重
の
階
段
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
五
八
三
年
に

初
版
が
出
る
や
忽
ち
の
う
ち
に
ル
ネ
サ
ン
ス
建
築
の
規
則
書
の
古
典
の

ひ
と
つ
と
さ
れ
る
よ
う
に
い
た
っ
た
ジ
ャ
ー
コ
モ
・
ダ
・
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ

の
『
実
践
遠
近
法
規
則D

ue regole della prospettiva

』
に
と
り
あ
げ
ら

れ
て
か
ら
で
あ
る
。
義
敦
の
絵
も
、
ま
ち
が
い
な
く
十
八
世
紀
の
蘭
訳
本

( in an eighteenth-century D
utch edition)

と
し
て
日
本
に
入
っ
て
き
た
ヴ
ィ

ニ
ョ
ー
ラ
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。7
」

　

ス
ク
リ
ー
チ
氏
は
、
曙
山
の
二
重
螺
旋
階
段
図
の
原
図
と
し
て
は
じ
め

て
、
小
林
氏
の
主
張
し
た
モ
ク
ソ
ン
と
は
別
の
起
源
を
提
示
し
た
。
つ
ま

り
、
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
の
『
実
践
遠
近
法
規
則
』（
初
版
一
五
八
三
）
の
蘭

訳
だ
と
主
張
し
た
。
た
だ
し
、
す
ぐ
に
付
言
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ヴ
ィ

ニ
ョ
ー
ラ
の
「
十
八
世
紀
の
蘭
訳
本
」
の
書
誌
を
挙
げ
て
お
ら
ず
、
実
際

に
は
、
蘭
訳
本
の
存
在
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
に
止
ま
る
。
も
っ
と
言
え

ば
、
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
の
「
十
八
世
紀
の
蘭
訳
本
」
を
実
際
に
見
た
者
は
な

く
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
の
推
測
に
す
ぎ
な
い
。

　
『
洋
学
史
研
究
』（
一
九
九
四
）
に
お
い
て
疑
問
を
提
示
し
て
い
た
磯
崎

康
彦
氏
は
、
二
〇
〇
四
年
出
版
の
著
作
『
江
戸
時
代
の
蘭
画
と
蘭
書
︱
近

世
日
蘭
比
較
美
術
史
︱
』
上
巻

8
に
お
い
て
、
小
林
氏
の
仮
説
を
正
面
か

ら
取
り
上
げ
、
本
格
的
に
検
討
し
て
い
る
。
重
要
な
論
点
が
数
多
く
示
さ

れ
て
い
る
の
で
、
す
こ
し
長
く
な
る
が
引
用
し
よ
う
。

　
「
こ
の
時
期
、
英
書
の
将
来
は
ま
ず
考
え
に
く
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と

よ
り
、
曙
山
が
、
モ
ク
ソ
ン
の
『
実
用
透
視
画
法
』
を
見
て
い
な
か
っ

た
こ
と
は
、
他
の
透
視
画
法
の
図
解
か
ら
証
明
で
き
る
。
前
述
し
た
よ
う

に
「
螺
旋
階
段
図
」
は
「
透
視
画
法
図
解
」
の
最
後
の
第
九
番
目
で
あ
っ
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た
。
こ
の
最
後
の
「
螺
旋
階
段
図
」
を
他
の
八
枚
の
説
明
図
と
関
係
な
く
、

曙
山
が
興
味
あ
る
一
枚
も
の
の
図
と
し
て
と
り
出
し
模
写
し
た
、
と
み
て

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。・
・
・「
透
視
画
法
図
解
」
の
九
枚
は
相
互
に
関
連

し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
図
解
が
同
一
蘭
書
か
ら
模
写
さ
れ
た
、
と
考
え

ら
れ
る
。・
・
・
曙
山
は
モ
ク
ソ
ン
書
を
見
て
い
な
か
っ
た
と
判
明
す
る
。

曙
山
は
、
モ
ク
ソ
ン
の
二
重
螺
旋
図
と
極
似
し
た
図
を
掲
載
す
る
蘭
書
か

ら
模
写
し
た
、
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。「
螺
旋
階
段
図
」
の
原
図

を
載
せ
た
蘭
書
は
、
曙
山
が
螺
旋
階
段
の
平
面
に
ふ
っ
た
七
か
ら
一
九
ま

で
の
番
号

︱
モ
ク
ソ
ン
の
図
で
は
、
1
か
ら
13
と
な
っ
て
い
る

︱
と

同
じ
数
字
の
つ
け
方
で
あ
っ
た
、
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
蘭
書
は
、
残
念

な
が
ら
書
名
を
確
定
で
き
な
い
が
、
モ
ク
ソ
ン
流
の
簡
単
で
実
用
的
な
透

視
画
法
図
で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。9
」

　

論
点
と
し
て
は
、
第
一
に
、
曙
山
の
活
躍
し
て
い
た
江
戸
期
に
英
書
が

日
本
に
舶
来
し
て
い
た
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
論
拠
か
ら
、
モ

ク
ソ
ン
説
を
否
定
す
る
。
第
二
に
、
曙
山
が
螺
旋
階
段
図
を
ス
ケ
ッ
チ

し
た
画
帳
に
戻
り
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
「
透
視
画
法
図
解
」
九
図
の
お
互

い
の
関
連
性
を
指
摘
し
、
第
九
図
だ
け
が
英
書
か
ら
模
写
さ
れ
た
と
は
ほ

と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
否
定
的
論
拠
を
示
す
。
第
三
に
、
曙
山
の

螺
旋
階
段
の
平
面
図
に
振
ら
れ
た
数
字
に
着
目
し
、
そ
れ
が
モ
ク
ソ
ン
と

は
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
曙
山
の
原
図
は
、
数
字
の
振
り
方
が
曙
山
の

振
り
方
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
推
理
し
、
そ
の
原
書

は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
か
れ
た
「
モ
ク
ソ
ン
流
の
簡
単
で
実
用
的
な
透
視

画
法
図
」
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
や
は
り
、
そ
の
蘭
書
そ
の
も
の
の
「
書
名
を
確
定
」
す
る
こ

と
は
で
き
て
い
な
い
。

　

一
編
の
論
考
と
し
て
、
曙
山
の
螺
旋
図
の
原
図
の
探
求
だ
け
で
は
弱
い

と
思
わ
れ
る
。
探
求
の
範
囲
を
画
像
史
と
し
て
も
う
す
こ
し
意
味
が
あ
る

よ
う
に
広
げ
て
お
こ
う
。

　

曙
山
か
ら
は
じ
め
よ
う

10
。
問
題
の
画
像
は
、『
写
生
帖
』
第
三
冊

（
一
七
七
八
年
執
筆
）
の
「
透
視
画
法
図
解
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

こ
に
は
全
部
で
九
点
の
図
が
あ
る
。
磯
崎
氏
が
言
う
と
お
り
、
こ
れ
は
ひ

と
つ
の
ま
と
ま
り
、
全
体
と
し
て
扱
う
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
透

視
画
法
図
解
」
は
「
画
図
理
解
」
と
い
う
曙
山
の
文
章
（
説
明
文
）
と
セ
ッ

ト
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
、
や
は
り
一
体
と
し
て
探
求
す
る
の
が
望
ま
し
い

で
あ
ろ
う
。

　

も
し
、
曙
山
の
活
動
し
た
時
期
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
書
物
で
、「
画
図

理
解
」
の
内
容
と
「
透
視
画
法
図
解
」
の
九
点
の
図
を
す
べ
て
含
む
も
の

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
確
実
に
曙
山
の
種
本
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
、種
本
は
一
冊
で
は
な
く
、複
数
の
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、「
画
図
理
解
」

と
「
透
視
画
法
図
解
」
の
質
量
か
ら
い
っ
て
そ
れ
ほ
ど
多
数
と
い
う
こ
と

も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
側
の
遠
近
法
史
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
曙
山
の
時
代

ま
で
の
す
べ
て
の
遠
近
法
書
を
探
求
の
射
程
に
収
め
て
お
く
の
が
一
番

よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

磯
崎
康
彦
氏
に
倣
っ
て
、
モ
ク
ソ
ン
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。

　

磯
崎
康
彦
氏
は
、
モ
ク
ソ
ン
の
次
の
序
文
に
注
目
し
た
。「
透
視
画
法

は
、
必
要
か
つ
魅
力
的
で
あ
っ
て
、
私
は
イ
ギ
リ
ス
の
芸
術
家
に
便
宜
を

は
か
る
た
め
、
苦
心
し
て
『
実
用
透
視
画
法
』
を
執
筆
し
た
。
こ
の
種
の

も
の
は
、
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
・
セ
ル
リ
オ
を
除
い
て
英
語
で
出
版
さ
れ

て
い
な
い
か
ら
、私
は
な
お
さ
ら
こ
の
著
述
に
邁
進
し
た
。
セ
ル
リ
オ
は
、
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技
量
と
声
望
の
備
わ
っ
た
人
物
だ
が
、
元
来
か
れ
の
著
作
は
イ
タ
リ
ア
語

で
書
か
れ
て
お
り
、
ま
ず
オ
ラ
ン
ダ
語
に
翻
訳
さ
れ
、
そ
の
後
オ
ラ
ン
ダ

語
か
ら
英
語
に
訳
さ
れ
た
。11
」

　

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
そ
の
次
の
文
章
で
あ
る
が
、
磯
崎
康
彦
氏
の
訳

に
は
明
ら
か
な
誤
訳
が
あ
る
の
で
、
私
訳
で
示
そ
う
。

　
「
こ
の
書
に
お
い
て
私
は
、
自
分
自
身
で
図
を
す
べ
て
新
し
く
描
く
労

を
省
く
た
め
、
教
え
示
す
の
に
も
っ
と
も
有
用
な
図
版
を
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ

ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
、
ニ
セ
ロ
ン
、
ジ
ャ
ン
・
ク
ー
ザ
ン
、
デ
ザ
ル
グ
か
ら

借
用
し
た
。
と
く
に
多
く
を
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
か
ら
と
っ
た
が
、
ホ
ン
デ
ィ

ウ
ス
自
身
は
マ
ロ
ロ
ワ
か
ら
借
用
し
た
と
告
白
し
て
い
る
。12
」

　

こ
こ
で
モ
ク
ソ
ン
は
画
像
史
研
究
が
押
さ
え
て
お
く
べ
き
、
重
要
な
習

慣
を
告
白
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
時
代
、
他
者
の
著
作
か
ら

画
像
を
借
用
す
る
こ
と
は
一
般
的
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
章

に
関
し
て
、
著
作
権
の
発
想
は
あ
っ
た
が
、
著
作
権
保
護
の
法
令
が
最
初

に
定
め
ら
れ
る
の
は
十
八
世
紀
初
頭
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
図
版
に
関
し
て

は
、
文
章
よ
り
応
対
が
か
な
り
遅
れ
た
。

　

も
う
一
点
、
具
体
的
に
モ
ク
ソ
ン
が
採
用
し
た
遠
近
法
図
は
、
一
番

多
く
は
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
、
そ
し
て
、「
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
、

ニ
セ
ロ
ン
、
ジ
ャ
ン
・
ク
ー
ザ
ン
、
デ
ザ
ル
グ
」
ま
た
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
の

図
版
の
種
本
と
し
て
の
マ
ロ
ロ
ワ
か
ら
借
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　　

我
々
の
今
回
の
探
求
は
、
曙
山
の
「
透
視
画
法
図
解
」
九
点
の
図
を
対

象
と
す
る
が
、指
標
と
し
て
「
二
重
螺
旋
階
段
図
」
は
使
い
や
す
い
。「
二

重
螺
旋
階
段
図
」
か
ら
始
め
よ
う
。

　

私
は
、
も
っ
と
も
包
括
的
だ
と
思
わ
れ
る
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
ル

ネ
サ
ン
ス
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
二
百
点
近
い
遠
近

法
／
透
視
画
法
に
関
す
る
著
作
に
当
た
っ
て
み
た

13
。
そ
の
調
査
の
一
々

を
記
す
の
は
あ
ま
り
に
手
間
が
か
か
る
。
こ
こ
で
は
結
果
だ
け
を
述
べ
よ

う
。

　

二
重
螺
旋
階
段
の
同
じ
立
面
図
と
平
面
図
の
組
合
せ
が
、
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー

ラ
の
『
実
践
遠
近
法
規
則
』（
一
五
八
三
）、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
『
遠
近
法
教

程
』（
一
六
二
二
、一
六
二
五
、一
六
四
〇
）、
そ
し
て
モ
ク
ソ
ン
の
『
実
用
透

視
画
法
』（
一
六
七
〇
）
に
あ
る
。
図
そ
の
も
の
は
、
立
面
図
平
面
図
と

も
、
三
点
の
著
作
に
お
い
て
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
が
、
下
の
平
面
図
の

数
字
の
付
け
方
は
異
な
る
。
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
（
一
五
八
三
）
の
場
合
、
右

か
ら
左
に
8
か
ら
19
へ
と
進
行
し
て
い
る
。
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
（
一
六
二
二
）

の
場
合
、
左
か
ら
右
に
７
か
ら
19
へ
と
進
行
し
て
い
る
。
モ
ク
ソ
ン

（
一
六
七
〇
）
は
、
数
字
の
付
け
方
を
変
更
し
、
左
か
ら
右
へ 

1
か
ら
13

へ
と
進
行
す
る
よ
う
に
数
字
を
振
っ
て
い
る
。
曙
山
の
場
合
、
漢
数
字
だ

が
、
左
か
ら
右
へ
７
か
ら
19
へ
進
行
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
数
字
の
振

り
方
に
お
い
て
、
曙
山
の
も
の
は
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
（
一
六
二
二
）
に
等

し
く
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
（
一
六
二
二
）
と
だ
け
同
じ
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
曙
山
の
二
重
螺
旋
階
段
図
は
、
モ
ク
ソ
ン
を
模
写
し
た
も

の
で
は
な
く
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
（
一
六
二
二
）
ま
た
は
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス

（
一
六
二
二
）
の
二
重
螺
旋
階
段
図
を
写
し
た
別
の
著
作
か
ら
写
さ
れ
た

と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
言
で
は
、ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス（
一
六
二
二
）

の
系
譜
に
属
す
る
遠
近
法
書
に
よ
っ
た
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

曙
山
の
「
画
図
理
解
」
並
び
に
「
透
視
画
法
図
解
」
と
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス

（
一
六
二
二
）
を
全
体
的
に
比
べ
て
み
よ
う
。
曙
山
が
二
重
螺
旋
図
以
外

に
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
（
一
六
二
二
）
か
ら
模
写
し
た
り
、
借
用
し
た
り
と
い

う
箇
所
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
曙
山
の
二
重
螺
旋
階
段
図
の
起

源
は
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
（
一
六
二
二
）
の
二
重
螺
旋
階
段
図
に
あ
る
と
言
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え
る
が
、
曙
山
が
「
画
図
理
解
」
と
「
透
視
画
法
図
解
」
を
記
す
際
、
手

元
に
お
い
て
図
を
模
写
し
た
種
本
そ
の
も
の
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
以
上
に
提
示
し
た
証
拠
に
よ
っ
て
は
ひ
と
つ
の
著
作
を
確
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

今
一
度
、
曙
山
の
「
画
図
理
解
」
と
「
透
視
画
法
図
解
」
に
戻
ろ
う
。

曙
山
は
、「
透
視
画
法
図
解
」
に
お
い
て
九
つ
の
図
を
描
い
て
い
る
。
そ

れ
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

1
．
眼
力
所
尽
地
平
線
法
、
2
．
臨
之
法　

望
之
法
、
3
．
臨
之
図　

望
之
図
、
4
．
八
分
一
之
図
、
5
．
看
斜
平
円
之
法
、
6
．
画
八
方
之
法

　

看
斜
八
方
之
法
、
7
．
看
破
円
画
偏
円
之
法　

又
法
、
8
．
画
天
地
球

之
法　

同
法
、
9
．
螺
旋
階
段
図
。

　

こ
れ
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
見
て
い
こ
う
。

　
「
9
．
螺
旋
階
段
図
」
は
こ
の
段
落
で
は
触
れ
な
く
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
7
．
看
破
円
画
偏
円
之
法　

又
法
」
は
、
コ
ン
パ
ス
で
円
の
中
心
を
求

め
、
正
円
か
ど
う
か
を
見
抜
く
方
法
、
な
ら
び
に
定
規
で
円
の
中
心
を
求

め
て
、
正
円
か
ど
う
か
を
見
抜
く
方
法
で
あ
り
、
遠
近
法
と
は
と
く
に
関

係
は
な
い
。
幾
何
学
の
基
本
的
問
題
の
ひ
と
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
8
．
画
天
地
球
之
法　

同
法
」
は
、
地
球
の
経
度
と
緯
度
を
求
め
る
た

め
の
図
解
で
あ
り
、
こ
れ
も
、
遠
近
法
と
は
と
く
に
関
係
は
な
い
。
1
．

か
ら
6
．
の
六
点
が
遠
近
法
に
関
わ
る
図
と
言
え
る
。

　
「
1
．
眼
力
所
尽
地
平
線
法
」
は
、
視
力
の
尽
き
る
と
こ
ろ
（
見
え
な

く
な
る
と
こ
ろ
）
が
地
平
線
だ
と
し
て
、
地
平
線
と
消
失
点
の
み
を
描
い

て
い
る
。「
2
．
臨
之
法　

望
之
法
」
は
、
崖
の
上
か
ら
、
西
洋
人
が
四

本
同
じ
高
さ
の
同
一
間
隔
で
並
ん
だ
棒
を
見
下
す
図
と
、
同
じ
四
本
の
棒

を
棒
が
立
つ
の
と
同
じ
地
平
線
上
で
見
る
図
で
あ
る
。「
3
．
臨
之
図　

望
之
図
」
は
、
地
平
線
と
消
失
点
を
描
き
、
上
と
同
じ
く
四
本
並
ん
だ
棒

を
見
る
。
上
の
図
で
は
、
地
平
線
の
下
に
四
本
が
並
ぶ
（
崖
の
上
か
ら
見

た
場
合
）。
下
の
図
で
は
地
平
線
は
棒
の
上
か
ら
三
分
の
一
あ
た
り
に
来

る
（
同
じ
平
面
上
か
ら
見
た
場
合
）。「
4
．
八
分
一
之
図
」
は
、
立
っ
て

み
る
西
洋
人
の
周
り
に
円
を
描
き
、
視
線
よ
り
上
を
八
つ
の
区
画
に
分
け

る
。
そ
れ
を
す
こ
し
遠
方
の
棒
に
投
影
し
て
い
る
。
同
じ
視
角
の
場
合
、

上
に
行
く
ほ
ど
間
隔
が
広
く
な
る
こ
と
を
示
す
。「
5
．
看
斜
平
円
之
法
」

は
、
下
に
正
円
を
描
き
、
上
に
地
平
線
と
消
失
点
を
と
っ
て
、
円
の
遠
近

法
図
を
描
い
て
い
る
。
消
失
点
は
正
面
と
な
る
。
円
は
半
径
を
三
つ
（
直

径
を
六
つ
）
の
区
画
に
分
け
て
い
る
。「
6
．
画
八
方
之
法　

看
斜
八
方

之
法
」
の
場
合
、
上
の
図
は
八
角
形
の
描
き
方
。
下
の
図
は
、
5
．
と
同

じ
く
、
下
に
八
角
形
を
描
き
、
そ
の
上
に
二
消
失
点
と
地
平
線
を
と
り
、

八
角
形
の
遠
近
法
図
を
描
く
。

　
「
4
．
八
分
一
之
図
」
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
以
来
、
よ
く
描
か
れ
る
図
で

あ
り
、
も
ち
ろ
ん
分
け
方
は
、
八
つ
に
止
ま
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。

5
．
の
円
の
遠
近
法
図
と
6
．
の
八
角
形
の
遠
近
法
図
も
初
期
の
遠
近
法

図
の
典
型
で
あ
り
、
多
く
の
遠
近
法
書
に
あ
る
。
1
．
か
ら
3
．
は
、
ほ

ん
と
う
に
線
遠
近
法
画
／
透
視
画
法
の
基
本
で
あ
り
、
2
．
と
3
．
の
類

似
の
画
像
が
描
か
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
1
．
は
、
非
常
に
珍
し
い
。

　

私
自
身
は
、
十
八
世
紀
半
ば
ま
で
の
遠
近
法
書
に
、
こ
の
九
図
が
揃
っ

て
い
る
の
を
見
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
遠
近
法
と
無
関
係

の
7
図
、
8
図
、
9
図
を
除
く
6
図
が
揃
っ
て
い
る
の
も
見
つ
け
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
1
図
に
類
似
の
図

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、9
図（
二
重
螺
旋
階
段
図
）

を
除
き
、
1
図
か
ら
8
図
の
ど
の
ひ
と
つ
と
し
て
ま
っ
た
く
同
じ
図
を
ル

ネ
サ
ン
ス
か
ら
初
期
近
代
の
代
表
的
遠
近
法
書
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
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2. 臨之法　望之法

４．八分一之図

5. 看斜平円之法 6. 画八方之法　看斜八方之法
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ホンディウスの遠近法図
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き
な
か
っ
た
。

　

7
図
、
8
図
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
数
学
、
幾
何
学
、
光
学
、

幾
何
光
学
の
初
等
的
教
科
書
や
辞
書
・
百
科
事
典
的
著
作
に
お
け
る
遠
近

法
の
説
明
か
ら
曙
山
は
、
こ
れ
ら
の
図
を
写
し
た
可
能
性
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
透
視
画
法
書
／
遠
近
法
書
よ
り
も
探
求
の
範
囲
を
広
く
と
る

必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

遠
近
法
書
出
版
史
概
略

　

こ
こ
で
、
曙
山
の
時
代
ま
で
の
西
洋
に
お
け
る
遠
近
法
書
の
歴
史
を
出

版
史
に
焦
点
を
あ
わ
せ
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
を
中
心
と
す
る
先
行
研
究
に

よ
っ
て
概
説
し
て
お
こ
う

14
。

　

十
五
世
紀
イ
タ
リ
ア
で
、
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ( Filippo B

runelleschi, 1377-
1445)

や
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ( Leon B

attista A
lberti, 1404-1472) 

た
ち
が
線
遠

近
法
を
発
見
あ
る
い
は
再
発
見
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
著
作
と
し
て

は
、
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
が
『
絵
画
論
』（
一
五
四
〇
）
で
絵
画
に
お
け
る
線

遠
近
法
に
つ
い
て
記
し
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ア
ル

ベ
ル
テ
ィ
は
『
絵
画
論
』
に
は
図
を
掲
載
し
な
か
っ
た
の
で
、
遠
近
法
の

作
図
法
と
作
図
例
に
関
し
て
は
『
絵
画
論
』
は
出
発
点
を
与
え
な
か
っ
た
。

　

遠
近
法
の
作
図
法
と
作
図
例
の
出
発
点
を
与
え
た
著
作
は
、（
画
家
ピ

エ
ロ
・
デ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ( Piero della Francesca, 1418?-1492)

の
『
絵

画
の
透
視
画
法
』
は
、
執
筆
が
一
四
七
二
〜
一
四
七
五
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る

が
、
出
版
が
一
八
四
一
年
に
な
っ
て
の
こ
と
な
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
）

ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル
の
雅
称
で
し
ら
れ
る
ジ
ャ
ン
・
ペ
ル
ラ
ン( Jean Pélerin) 

の
『
人
為
的
透
視
図
法
』（
一
五
〇
五
）
で
あ
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
に
八
葉
、

図
版
に
三
十
八
葉
を
あ
て
る
、
非
常
に
豊
か
な
透
視
画
法
の
図
例
を
含
む

著
作
で
あ
っ
た
。
図
例
の
大
半
は
、
建
物
の
内
部
と
外
観
を
透
視
図
に
描

く
も
の
で
あ
っ
た

15
。
透
視
図
を
描
く
方
法
と
し
て
、
眼
の
高
さ
と
水
平

線
（
水
平
な
平
行
直
線
群
の
消
失
点
は
必
ず
こ
の
水
平
線
に
集
ま
る
）
の
関
係

を
は
じ
め
て
明
確
に
示
し
た
点
が
こ
の
本
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
も
う

一
点
に
関
し
て
は
、
研
究
者
の
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ヴ
ィ

ア
ト
ー
ル
が
三
分
点
と
呼
ん
だ
点
で
あ
る
。
正
方
形
の
透
視
図
を
描
く
と

き
、
そ
の
ふ
た
つ
の
対
角
線
の
消
失
点
を
彼
は
こ
う
呼
ん
だ
が
、
こ
れ
が
、

距
離
点
と
み
て
よ
い
か
ど
う
か
に
関
し
て
、意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。（
私

の
今
回
の
研
究
目
的
に
関
し
て
、
こ
の
意
見
の
相
違
は
問
題
に
な
ら
な
い
。）

　

遠
近
法
図
は
、
原
理
的
に
は
と
て
も
簡
単
な
作
図
法
で
あ
る
。
視
点
、

画
面
、
対
象
の
三
点
を
考
え
た
と
き
、
決
ま
っ
た
固
定
的
視
点
か
ら
み

た
対
象
の
画
面
へ
の
投
射
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
現
実

に
、
具
体
物
を
正
確
に
遠
近
法
図
に
描
く
の
は
、
平
行
線
か
ら
な
る
建
物

以
外
で
は
な
か
な
か
に
や
っ
か
い
で
あ
り
、
実
際
に
描
く
技
法
と
作
図
例

が
ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル
の
あ
と
多
く
の
指
南
書
で
示
さ
れ
た
。
基
本
的
に
そ
れ

は
、
正
統
作
図
法
（
コ
ス
ト
ル
ツ
ィ
オ
ー
ネ
・
レ
ジ
ッ
テ
ィ
マ costruzione 

legittim
a

）
と
距
離
点
法
の
二
つ
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
の
『
透
視
図

法
の
ふ
た
つ
の
解
法
』（
初
版
一
五
八
三
年
）〔
ス
ク
リ
ー
チ
の
訳
者
は
『
実

践
遠
近
法
規
則
』
と
こ
の
書
名
を
訳
し
て
い
る
が
、
今
後
は
、
イ
タ
リ
ア

語
に
忠
実
に
こ
う
い
う
ふ
う
に
訳
す
〕
に
お
け
る
二
つ
の
解
法
と
は
、
こ

の
二
つ
の
作
図
法
を
指
し
て
い
た
。

　

ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル
の
あ
と
、
ジ
ャ
ン
・
ク
ー
ザ
ン
の
一
五
六
〇
年
の
テ
キ

ス
ト
で
は
三
分
点
と
用
語
が
引
き
継
が
れ
、
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
の
一
五
八
三

年
の
テ
キ
ス
ト
に
至
っ
て
、
そ
れ
が
距
離
点
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ



141

曙山の二重螺旋階段図の起源：画像の系譜学に向けて　吉本秀之 / The Origin of Shozan (Yoshiatsu 
SATAKE)'s Figure of Double Spiral Staircase, YOSHIMOTO Hideyuki

デューラーの実践的遠近法作図法　『計測法教本』(1525) より

視点＋画面＋対象物（平面）　Dubreuil(1642) 距 離 点 法（ 対 角線 利 用 ）による透 視 図　
Cerceau(1576)
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た
。

　

ま
た
、
ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル
の
す
ぐ
あ
と
、
別
の
流
れ
の
遠
近
法
書
も
現
わ

れ
た

16
。
そ
の
出
発
点
は
、デ
ュ
ー
ラ
ー
の『
計
測
法
教
本
』（
一
五
二
五
年
）

で
あ
っ
た
。『
計
測
法
教
本
』
の
フ
ル
タ
イ
ト
ル
を
示
す
と
、『
定
規
と
コ

ン
パ
ス
に
よ
る
線
、
平
面
、
立
体
の
計
測
法
教
本
』
と
な
り
、
当
時
幾
何

学
と
考
え
ら
れ
て
い
た
主
題
に
関
し
て
の
一
般
的
教
本
で
あ
っ
た
。
透
視

図
法
は
、
こ
の
第
四
章
で
だ
け
扱
わ
れ
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
遠
近
法
書
の
大
き
な
流
れ
が
、
建
築
物
の
透
視
図
で
あ

る
。
こ
れ
は
セ
ル
リ
オ
の
著
作
『
建
築
六
書
』（
一
五
四
五
）
に
端
を
発
し
、

バ
ル
バ
ロ
の
『
実
践
遠
近
法
』（
一
五
六
九
）、
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
の
建
築
と

絵
画
の
た
め
の
遠
近
法
書
『
透
視
図
法
の
ふ
た
つ
の
解
法
』（
一
五
八
三
）

へ
と
引
き
継
が
れ
た
。

　

別
の
流
れ
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
以
降
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の

著
作
の
出
版
地
で
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
を
中
心
に
生
じ
た
流
れ

で
あ
り
、
複
雑
な
立
体
を
描
く
た
め
の
幾
何
学
的
遠
近
法
の
系
譜
で
あ
っ

た
。

　

 

ま
と
め
る
と
、
ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル 

の
あ
と
、
絵
画
や
比
例
、
建
築
、

幾
何
学
、
舞
台
背
景
の
よ
う
な
関
連
分
野
の
書
物
の
出
版
が
続
い
た
。

一
五
〇
〇
年
と
一
七
〇
〇
年
の
間
に
、
お
よ
そ
九
十
点
の
こ
の
種
の
書
物

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
で
出
版
さ
れ
た

17
。

　

代
表
的
な
も
の
を
年
表
と
す
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
。

ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル
（
一
五
〇
五
）　
『
人
為
的
透
視
図
法
』

デ
ュ
ー
ラ
ー
（
一
五
二
五
）　
『
計
測
法
教
本
』

ヒ
エ
ロ
ヌ
ム
ス
・
ロ
ド
ラ
ー
（
一
五
三
一
）　
『
計
測
法
の
有
用
簡
便
教
書
』

セ
ル
リ
オ
（
一
五
四
五
）　
『
建
築
六
書
』　

ヘ
ル
マ
ン
・
リ
フ
（
一
五
四
七
）　
『
建
築
に
関
す
る
最
美
麗
最
必
須
の

数
学
的
機
械
学
的
技
法
』

ロ
ー
レ
ン
ツ
・
シ
ュ
ト
ア
ー
（
一
五
六
六
）　
『
透
視
法
と
幾
何
学
』

ジ
ャ
ン
・
ク
ー
ザ
ン
（
一
五
六
〇
）　
『
透
視
法
の
書
』

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ラ
ウ
テ
ン
ザ
ッ
ク
（
一
五
六
四
）　
『
コ
ン
パ
ス
と
定

規
の
正
し
い
使
用
法
、
遠
近
法
、
人
体
と
馬
の
比
例
の
教
書
』

ヨ
ハ
ネ
ス
・
レ
ン
カ
ー
（
一
五
六
七
）　
『
文
字
の
遠
近
法
』

ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
・
ヤ
ム
ニ
ッ
ツ
ェ
ル
（
一
五
六
八
）　
『
規
則
的
立
体
の

透
視
図
』

ダ
ニ
エ
ル
・
バ
ル
バ
ロ
（
一
五
六
八
）　
『
遠
近
法
の
実
践
』

ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
ル
ー
・
デ
ュ
・
セ
ル
ソ
ー
（
一
五
七
六
）　
『
実
践

的
遠
近
法
教
本
』

ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
（
一
五
八
三
）　
『
透
視
図
法
の
ふ
た
つ
の
解
法
』

ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
シ
リ
ガ
ッ
テ
ィ
（
一
五
九
九
）　
『
遠
近
法
の
実
践
』

ギ
ド
バ
ル
ド
・
ブ
ー
ル
ボ
ン
・
デ
ル
・
モ
ン
テ
（
一
六
〇
〇
）　
『
遠
近

法
六
書
』

マ
ロ
ロ
ワ
（
一
六
一
九
）　
『
遠
近
法
：
理
論
と
実
践
』

ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
（
一
六
二
二
）　
『
遠
近
法
教
程
』

ボ
ッ
セ
（
一
六
六
四
）　
『
幾
何
学
と
同
様
な
透
視
図
の
描
き
方
に
つ
い

て
の
デ
ザ
ル
グ
氏
の
一
般
的
方
法
』（
フ
ラ
ン
ス
語
原
著（
一
六
四
八
）

の
ヨ
ハ
ン
・
バ
ラ
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
）

モ
ク
ソ
ン
（
一
六
七
〇
）　
『
実
用
透
視
画
法
』

ポ
ッ
ツ
ォ
（
一
六
九
三
）　
『
画
家
と
建
築
家
の
た
め
の
遠
近
法
』

ラ
イ
レ
ッ
セ
（
一
七
二
八
）『
大
画
法
書
』

ラ
イ
レ
ッ
セ
（
一
七
四
六
）『
絵
画
の
基
礎
』
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遠
近
法
画
像
の
系
譜
学
の
試
み

　

今
回
、
本
格
的
な
遠
近
法
画
像
の
系
譜
学
を
試
み
る
の
は
、
大
き
く
研

究
の
範
囲
を
超
え
る
。
焦
点
は
、
螺
旋
図
だ
け
に
絞
り
、
画
像
の
系
譜
を

追
い
か
け
て
み
よ
う
。

　

た
だ
し
、
ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル
（
一
五
〇
五
）
か
ら
始
ま
り
、
十
八
世
紀
初

頭
（
テ
イ
ラ
ー
展
開
で
知
ら
れ
る
数
学
者
ブ
ル
ッ
ク
・
テ
イ
ラ
ー
の
線
遠
近
法

の
理
論
書
『
線
遠
近
法
す
な
わ
ち
あ
ら
ゆ
る
対
象
を
表
象
す
る
新
し
い
方
法
』

（
一
七
一
五
）
を
初
期
近
代
遠
近
法
理
論
＝
技
法
の
転
換
点
に
取
る
）
ま
で
の

遠
近
法
図
の
顕
著
な
特
徴
は
挙
げ
て
お
こ
う
。

　

京
都
の
三
十
三
間
堂
や
教
会
の
長
い
回
廊
な
ど
の
よ
う
に
、
画
面
に
対

し
て
、
垂
直
方
向
の
平
行
線
が
目
立
つ
対
象
物
は
、
遠
近
法
図
に
多
く
取

り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
遠
近
法
図
が
生
き
る
対
象
物
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。

　

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
も
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
も
建
築
図
か
ら
は
じ
め
て
い
る
。
今

現
在
を
考
え
て
も
、
日
本
語
で
パ
ー
ス
と
い
う
言
葉
が
も
っ
と
も
よ
く
使

わ
れ
る
の
は
、
建
築
図
だ
と
言
え
よ
う
。

　

建
築
物
の
遠
近
法
図
は
、セ
ル
リ
オ
の
著
作（『
建
築
六
書
』（
一
五
四
五
））

が
大
き
な
も
の
を
出
し
、
そ
の
後
、
バ
ル
バ
ロ
の
遠
近
法
書
（『
実
践
遠

近
法
』（
一
五
六
九
））、
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
の
建
築
と
絵
画
の
た
め
の
遠
近
法
書

（『
透
視
図
法
の
ふ
た
つ
の
解
法
』（
一
五
八
三
））
と
続
い
た
。
こ
の
流
れ
は
、

ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
の
建
築
書
の
復
刊
の
流
れ
と
合
流
し
、
そ
の
後
も

ず
っ
と
続
い
て
い
く
。

　

透
視
図
と
し
て
は
、
建
物
内
部
と
建
物
の
外
観
の
両
方
が
あ
り
、
建
物

の
内
部
の
場
合
も
外
部
の
場
合
も
人
間
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

我
々
か
ら
見
て
、
顕
著
に
多
い
と
感
じ
ら
れ
る
テ
ー
マ
に
は
、
コ
リ
ン

ト
式
や
イ
オ
ニ
ア
式
と
い
っ
た
円
柱
の
オ
ー
ダ
ー
が
あ
る
。
ま
た
日
本
で

言
え
ば
、
五
稜
郭
の
よ
う
な
複
雑
な
形
態
の
要
塞
も
好
ん
で
取
り
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。

　

舞
台
背
景
に
つ
い
て
は
、
贅
言
を
要
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
建
物
や
風
景

等
、
舞
台
で
上
演
さ
れ
る
演
劇
の
品
目
に
応
じ
た
透
視
画
が
描
か
れ
た
。

　

絵
画
の
た
め
の
遠
近
法
と
い
う
言
葉
は
、
絵
画
対
象
を
考
え
た
と
き
、

あ
ま
り
に
も
広
範
囲
で
茫
漠
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
現
実

に
は
建
物
や
風
景
の
他
に
、
遠
近
法
図
を
実
際
に
描
く
の
に
手
引
き
を
必

要
と
し
た
多
角
形
や
円
や
多
面
体
、
複
雑
な
立
体
図
形
が
取
り
あ
げ
ら
れ

た
。
こ
の
方
面
で
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
著
作
を
出
し
た
ニ
ュ
ー
レ
ン
ベ
ル

ク
が
拠
点
と
な
り
、
ニ
ュ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
派
と
呼
べ
る
遠
近
法
書
を
数
多

く
出
版
し
た
。

　

純
粋
に
数
学
的
に
言
え
ば
、
透
視
画
法
は
立
体
を
平
面
に
う
つ
し
と

る
射
影
法
の
一
部
で
あ
る
。
パ
ッ
ポ
ス
『
数
学
集
成
八
巻
』（
一
五
八
八
）

の
ラ
テ
ン
語
訳
で
し
ら
れ
る
コ
マ
ン
デ
ィ
ー
ノ（
一
五
五
三
）や
ベ
ネ
デ
ッ

テ
ィ
（
一
五
八
五
）
が
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
の
透
視
画
作
成
法
の
幾
何
学
的
な

正
し
さ
を
証
明
し
た
あ
と
、
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
か
け

て
、
イ
タ
リ
ア
の
グ
イ
ド
バ
ル
ド
・
ダ
ル
・
モ
ン
テ
と
オ
ラ
ン
ダ
の
技
師

シ
モ
ン
・
ス
テ
ヴ
ィ
ン
が
透
視
画
法
の
規
則
を
数
学
的
に
よ
り
一
般
的
に

定
式
化
す
る
こ
と
を
始
め
た

18
。
十
七
世
紀
に
お
け
る
大
き
な
展
開
は
、

デ
ザ
ル
グ
に
よ
る
射
影
幾
何
学
の
基
本
概
念
の
定
式
化
で
あ
る
が
、
そ
の

完
成
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
時
の
ガ
ス
パ
ー
ル
・
モ
ン
ジ
ュ
の
画
法
幾
何
学

を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
か
っ
た
。

ま
と
め
：
螺
旋
図
の
系
譜

　

形
態
そ
の
も
の
へ
の
関
心
か
ら
、
螺
旋
そ
の
も
の
は
、
す
で
に
デ
ュ
ー
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ラ
ー
（
一
五
二
五
）
が
取
り
あ
げ
て
い
る
。

　

一
重
の
螺
旋
階
段
図
は
、
一
五
三
一
年
の
ロ
ド
ラ
ー
の
ド
イ
ツ
語
の
著

作
に
出
現
し
た
あ
と
、
多
く
の
遠
近
法
を
扱
っ
た
著
作
で
取
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

　

二
重
螺
旋
階
段
図
は
、
一
五
八
三
年
の
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
の
遠
近
法
書
に

出
現
し
、そ
の
左
右
逆
転
し
た
図
が
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
（
一
六
二
二
）
に
よ
っ

て
描
か
れ
、ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
の
図
を
モ
ク
ソ
ン（
一
六
七
〇
）が
借
用
し
た
。

　

借
用
に
際
し
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
と
モ
ク
ソ
ン
は
、
下
の
平
面
図
の
数
字

の
付
け
方
だ
け
を
変
更
し
た
。
前
に
触
れ
た
よ
う
に
、
曙
山
の
数
字
の
振

り
方
は
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
（
一
六
二
二
）
に
よ
る
。

　

本
論
考
は
、
初
期
近
代
の
遠
近
法
書
約
二
百
点
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
図

と
、
曙
山
の
「
透
視
画
法
図
解
」
の
九
つ
の
図
を
比
較
し
、
曙
山
の
二

重
螺
旋
階
段
図
が
モ
ク
ソ
ン
（
一
六
七
〇
）
で
は
な
く
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス

（
一
六
二
二
）（
ま
た
は
、
こ
の
書
の
図
を
写
し
た
何
ら
か
の
書
物
）
を
写
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
が
、具
体
的
に
曙
山
が
「
透
視
画
法
図
解
」

を
執
筆
し
、
図
を
模
写
す
る
と
き
に
手
元
に
お
い
た
書
物
を
特
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
探
求
の
過
程
で
、
遠
近
法
図
の
系
譜
関

係
に
関
し
て
一
定
の
見
通
し
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
た
と
言
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。
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上
っ
て
い
る
と
い
う
差
異
が
あ
る
。
他
に
、Tim

on Screech, “The M
ean-

ing of W
estern Perspective in Edo Popular C

ulture,” Archives of Asian Art, 

47(1994), pp. 58-69 

は
、
江
戸
の
遠
近
法
に
関
し
て
明
晰
な
特
徴
付
け
を
行
っ
て

い
て
、
有
用
で
あ
る
。 

8　

磯
崎
康
彦
『
江
戸
時
代
の
蘭
画
と
蘭
書
︱
近
世
日
蘭
比
較
美
術
史
︱
』
上
下
巻
、
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ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
四
︱
二
〇
〇
五
。

9　

磯
崎
康
彦
『
江
戸
時
代
の
蘭
画
と
蘭
書
︱
近
世
日
蘭
比
較
美
術
史
︱
』
上
巻

（
二
〇
〇
四
）
二
六
二
︱
二
六
三
頁
。

　

磯
崎
氏
の
研
究
の
あ
と
、
日
本
美
術
史
を
中
心
に
比
較
文
化
史
を
専
門
と
す
る
稲
賀

繁
美
氏
も
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
。
稲
賀
繁
美
「
西
洋
舶
来
の
書
籍
情
報
と
徳
川
日

本
の
視
覚
文
化
の
変
貌
」『
日
本
研
究
：
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
三
十
一

（
二
〇
一
五
）
一
三
︱
四
六
頁
。

10　

武
塙
林
太
郎
、
太
田
桃
介
、
成
瀬
不
二
雄
『
図
録
秋
田
蘭
画
』
三
一
書
房 

、

一
九
七
四
。
こ
の
書
物
は
、 
図
録
と
別
冊
か
ら
な
る
。
成
瀬
不
二
雄
「
佐
竹
曙
山

の
西
洋
画
論
」『
図
録
秋
田
蘭
画　

別
冊
』
二
〇
︱
二
五
頁
が
我
々
の
主
題
と
な

る
曙
山
の
「
画
図
理
解
」
と
「
透
視
画
法
図
解
」
を
扱
っ
て
い
る
。
成
瀬
不
二
雄

『
佐
竹
曙
山 : 

画
ノ
用
タ
ル
ヤ
似
タ
ル
ヲ
貴
フ
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
四
）

一
二
四
︱
二
八
頁
に
も
佐
竹
曙
山
の
「
画
図
理
解
」
の
附
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

曙
山
の
「
画
法
綱
領
」
と
「
画
図
理
解
」
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
二
年
の
次
の
研

究
が
あ
る
。
西
村
貞
「
佐
竹
曙
山
の
西
洋
畫
論
」『
大
和
文
華
』
六
（
一
九
五
二
）

三
八
︱
四
七
頁
。

　

秋
田
蘭
画
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
一
七
年
に
か
け
て
サ
ン
ト
リ
ー
美

術
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
の
図
録
が
『
世
界
に
挑
ん
だ
７
年　

小
田
野
直
武
と
秋

田
蘭
画
』（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
一
七
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

11　

磯
崎
康
彦
訳
、
磯
崎
康
彦
『
江
戸
時
代
の
蘭
画
と
蘭
書 

︱
近
世
日
蘭
比
較
美
術
史

︱
』
上
巻
（
二
〇
〇
四
）
二
五
九
︱
二
六
〇
頁
。

12　

Joseph M
oxon,  Practical Perspective: or, perspective m

ake easie, London, 

1670, Preface, no pag. 

モ
ク
ソ
ン
が
使
っ
た
と
い
う
著
作
は
、
次
の
と
お
り
。

　

Sebastian Serlio, I sette libri dell’architettura or Tutte l’opere d’architettura et 

prospetiva, V
inegia, 1600. 

こ
の
セ
ル
リ
オ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
は
、Sebastian Ser-

lio, D
e vijf boeken van architecturen Sebastiani Serlii, A

m
sterdam

, 1606. 

そ

の
英
訳
は
、Sebastian Serlio, The Five Books of Architecture, London, 1611.

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
、A

lbrecht D
ürer, U

nterw
eisung in der M

essung m
it Zirkel 

und Richtscheit, N
ürnberg, 1525. 

ニ
セ
ロ
ン
は
、Jean N

iceron, La perspective 

curieuse, Paris, 1638. 

ジ
ャ
ン
・
ク
ー
ザ
ン
は
、Jean C

ousin, Livre de Perspec-

tive, Paris, 1560.  

デ
ザ
ル
グ
は
、A

braham
 B

osse, Algem
eene m

anier van de H
r. 

G
irard D

esargues, tot de practyk der perspectiven, gelyk tot die der m
eet-kunde, 

m
et de kleine voet-m

aat : m
itsgaders der plaatsen, en proportien van de sterke 

en flaauw
e rakingen, of kleuren, translated into D

utch by J. B
ara, 1664.  

ホ
ン

デ
ィ
ウ
ス
は
、H

endrik H
ondius, O

nderw
ysinge in de Perspective, S’G

raven-

H
aghe, 1622 ; H

endrik H
ondius, Instruction en la science de perspective, den 

H
aag, 1625. 

マ
ロ
ロ
ワ
は
、Sam

uel M
arolois, Perspective contenant la théorie 

et pratique, A
m

sterdam
, 1619.  

13　

遠
近
法
／
透
視
画
法
に
関
す
る
も
っ
と
も
包
括
的
な
書
誌
的
研
究
は
、
古
い
も
の

で
は
、L. Vagnetti, D

e naturali et artificiali perspectiva : bibliografia ragionata 

delle fonti teoriche e delle ricerche di storia della prospettiva : contributo alla 

form
azione della conoscenza di un’idea razionale, nei suoi sviluppi da Euclide 

a G
aspard M

onge 

︱ Edizione della C
attedra di com

posizione architettonica IA
 

di Firenze e della L.E.F., 1979. 

︱ (Studi e docum
enti di architettura) 

、
新
し
い

も
の
で
は
、K

irsti A
ndersen, The geom

etry of an art : the history of the m
ath-

em
atical theory of perspective from

 Alberti to M
onge, Springer, 2007 

で
あ
る
。 

私
の
今
回
の
研
究
の
書
誌
的
部
分
は
、
中
心
的
に
は
情
報
が
と
て
も
よ
く
整
理
さ
れ

て
い
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
依
拠
し
た
。

　

 
二
百
点
を
調
査
し
た
と
い
う
の
は
、
中
心
的
な
九
十
点
の
遠
近
法
の
著
作
の
他
に
、

初
等
的
透
視
画
法
に
つ
い
て
言
及
の
可
能
性
の
あ
る
周
辺
の
著
作
ま
で
捜
査
範
囲
を

広
げ
た
せ
い
で
あ
る
。
ラ
イ
レ
ッ
セ
『
大
画
法
書
』（
一
七
二
八
）
な
ど
、
邦
語
の

先
行
研
究
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
の
日
本
に
舶
来
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
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書
物
の
す
べ
て
、
ハ
リ
ス
の
『
技
術
事
典
』（
一
七
〇
四
、一
七
一
〇
）
等
十
八
世

紀
中
盤
ま
で
の
代
表
的
な
百
科
事
典
的
著
作
、
透
視
画
を
描
く
技
法
と
し
て
は
お

そ
ら
く
十
七
世
紀
の
ピ
ー
ク
と
称
し
て
よ
い
ポ
ッ
ツ
ォ
の
『
画
家
と
建
築
家
の
た

め
の
透
視
画
法
』
二
巻(

ロ
ー
マ
、
一
六
九
三
、一
六
九
八)

の
中
国
語
版
『
視
学
』

（
一
七
二
九
、一
七
三
五
）（
任
繼
癒
主
編
『
中
國
科
學
技
術
典
籍
通
彙　

数
学
編
』

河
南
教
育
出
版
社
、
一
九
九
三
、
第
四
分
冊
所
載
）、
さ
ら
に
は
有
名
な
キ
ル
ヒ
ャ
ー

の
『
光
と
影
の
大
い
な
る
技
』（
一
六
四
六
）
な
ど
透
視
画
法
の
解
説
を
含
む
著
作

ま
で
調
査
し
た
。

14　

K
. A

ndersen, The geom
etry of an art, Springer, 2007.

15　

ジ
ャ
ン
・
ペ
ル
ラ
ン
・
ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル
（
渡
辺
一
夫
編
）『
ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル
の
透
視

図
法
一
五
〇
五
』 （
ア
ー
ル
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ン
叢
書 

空
間
の
発
見 

一
）
横
山
正
解
説
・

翻
訳
・
製
図
、
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
八
一 

。
こ
の
書
に
お
け
る
建
築
学
者
横
山

正
氏
の
解
説
は
、
図
学
や
画
法
と
し
て
の
透
視
画
に
つ
い
て
の
正
確
な
理
解
に
基
づ

く
貴
重
な
貢
献
で
あ
る
。

16　

Lyle M
assey, “Fram

ing and M
irroring the W

orld” in John Jeffries M
artin (ed.), 

The Renaissance W
orld, N

ew
 York: R

outledge, 2007 ; Jeanne Peiffer, “Projec-

tions Em
bodied in Technical W

ritings”, in W
olfgang Lefèvre (ed.), Picturing 

M
achines 1400-1700 (C

am
bridge, M

ass., 2004): 245-275 ; W
olfgang Lefèvre, 

“The Em
ergence of C

om
bined O

rthographic Projections”, in W
olfgang Lefèvre 

(ed.), Picturing M
achines 1400-1700 (C

am
bridge, M

ass., 2004): 209-243 ; M
ar-

tin K
em

p, The Science of Art, N
ew

 H
aven and London, 1990 ; S. D

upré, “The 

historiography of perspective and reflexy-const in netherlandish art,” N
eder-

lands K
unsthistorisch Jaarboek 61(2011): 35-60 ; A

gnes Verw
ij, “Perspective in 

a box,” N
exus N

etw
ork Journal, 12(2010): 47-62. 

　

 

邦
語
文
献
と
し
て
は
、
池
上
英
洋
氏
が
遠
近
法
の
作
図
法
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
池
上
英
洋
「
ア
ン
ド
レ
ア
・
ポ
ッ
ツ
ォ
の
遠
近
作
図
法

︱
そ
の

特
質
と
意
義

︱
」『
美
術
史
』
四
十
四
（
一
九
九
五
）
二
〇
〇
︱
二
一
九
頁
。
池

上
英
洋
「
ポ
ッ
ツ
ォ
の
『
画
家
と
建
築
家
の
た
め
の
遠
近
法
』
に
つ
い
て
」『『
中

国
の
洋
風
画
』
展 : 

明
末
か
ら
清
時
代
の
絵
画
・
版
画
・
挿
絵
本
』（
一
九
九
五
）

四
四
七—

四
七
一
頁
。
池
上
英
洋
「
レ
オ
ナ
ル
ド
と
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ

︱
遠
近
法
の

ふ
た
つ
の
血
脈

︱
」『
恵
泉
女
学
園
大
学
紀
要
』
十
八
（
二
〇
〇
六
）
一
六
三
︱

一
八
三
頁
。
池
上
英
洋
「
工
業
デ
ザ
イ
ン
と
遠
近
法
：
デ
ィ
セ
ー
ニ
ョ
の
技
法
と
概

念
の
成
立
に
お
け
る
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
寄
与
」『
恵
泉
女
学
園
大
学

紀
要
』
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
一
二
七
︱
一
四
八
頁
。

17　

K
. A

ndersen, The geom
etry of an art, Springer, 2007 

の
巻
末
に
付
さ
れ
た
文
献

表
で
数
え
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ど
こ
ま
で
を
透
視
画
法
／
遠
近
法
書
と
す
る
の
か
、
ま

た
、
同
一
の
言
語
で
の
異
な
る
版
や
他
言
語
へ
の
翻
訳
を
ど
う
数
え
る
の
か
で
数
は

変
わ
っ
て
く
る
。
九
十
点
と
い
う
の
は
お
お
よ
そ
の
数
だ
と
理
解
し
て
ほ
し
い
。

18　

Jeanne Peiffer, “Projections Em
bodied in Technical W

ritings”, in W
olfgang 

Lefèvre (ed.), Picturing M
achines 1400-1700 (C

am
bridge, M

ass., 2004): 245-

275; W
olfgang Lefèvre (ed.), “The Em

ergence of C
om

bined O
rthographic 

Projections”, in W
olfgang Lefèvre (ed.), Picturing M

achines 1400-1700 (C
am

-

bridge, M
ass., 2004): 209-243. 

ヨ
ー
ゼ
フ
・
Ｔ
・
デ
ヴ
レ
ー
ゼ
＆
ヒ
ー
ト
・
ヴ
ァ

ン
デ
ン
・
ベ
ル
ヘ
『
科
学
革
命
の
先
駆
者
シ
モ
ン
・
ス
テ
ヴ
ィ
ン
』
山
本
義
隆
監
訳
、

中
澤
聡
訳
、
朝
倉
書
店
、
二
〇
〇
九
。
こ
の
書
は
、
第
九
章
「
透
視
画
法
理
論

︱

「
視
覚
論
に
つ
い
て
」」
で
ス
テ
ヴ
ィ
ン
の
透
視
画
法
を
取
り
上
げ
て
い
る
。Sim

on 

Stevin, Vande D
eursichtighe, 1605. G

uidobaldo dal M
onte, Perspectivae libri 

sex, 1600.



総合文化研究所主催合評会

2018 年 7月 28日
野谷文昭、柳原孝敦、真下祐一、山辺　弦、新谷和輝、高木佳奈

久野量一『島の「重さ」をめぐって ―キューバの文学を読む―』

総合文化研究所主催講演会
「ウンベルト・エーコとイタリアの記憶」
2018年 6月 21日
・ウンベルト・エーコ、ファシズムとアメリカ文化の記憶
  小久保真理江
・作家エーコの軌跡にみる「永遠のファシズム」
  和田忠彦

総合文化研究所共催シンポジウム
国際シンポジウム
「東スラブ人の歌　ーロシア・ウクライナ・ベラルーシの文化と社会を巡ってー」
2018年 11月 10日
タラス・ルチュク、イワン・アファナシエフ、前田和泉、カチャリーナ・
ナザランカ、越野剛、沼野恭子
通訳：吉岡ゆき、北川和美

「十三世紀ペルシア神秘主義詩人ルーミーの
『精神的マスナヴィー』より ～「葦の嘆き」を読み解く～」
2018年 4月 7日・14日
タギー・プールナームダーリヤーン

総合文化研究所共催講演会

総合文化研究所主催ワークショップ

Workshop Series ⑥
「プラトーノフ『ジャン』のもう一つの結末についての再考」
2018年 7月 4日
古川哲

2018 年
東京外国語大学
総合文化研究所

活動報告

総合文化研究所主催シンポジウム
「欧米文学から見る日本翻訳史」
2018年 11月 28日
柴田元幸、松永美穂、野崎歓、沼野恭子、和田忠彦、山口裕之

Workshop Series ⑦
2018年 12月 12日
・「ローベルト・ヴァルザーの絵画批評における時間性」　
  木村千恵
・「フィリップ・マインレンダーの芸術論：詩的リアリズムとの親近性」
  永盛鷹司

ワークショップ
2018年 5月 2日
・「『失われた時を求めて』におけるエドゥアール・マネについて、
  あるいはマルセル・プルーストと前衛／古典の問題」
  荒原邦博
・「２０世紀初頭におけるコプト・キリスト教徒の文化ナショナリズム」
  三代川寛子

総合文化研究所共催セミナー
世界展開力強化事業（ロシア）セミナー
「ロシアにおける日本語・日本文学の研究史　ショートショート文学の研究」
2018年 2月 14日
リアラ・フロノープロ

総合文化研究所共催朗読会

「海　ー想起のパサージュー」
2018年 4月 11日
イルマ・ラクーザ、多和田葉子、新本史斉、山口裕之

総合文化研究所共催ワークショップ
特別ワークショップ
「戦争詩と愛国詩 ー戦中から戦後『荒地』まで」
2018年６月５日
徐載坤、逆井聡人

ワークショップ
2018年６月６日
・"Love and Passion in Japan (1932): Japan's representational crisis, 
international understanding, German filmmaking"　
  Iris Haukamp
・「『ブハラ革命史』（1921）に見る 20世紀初頭中央アジアにおける改革運動」
  島田志津夫

「世界文学としてのドストエフスキー」
2018年 6月 7日
亀山郁夫

「アヴァンギャルドとジェンダー」
2018年 10月 3日
・新しい女 /新しい男の誕生 ?　ーダダイストたちのセルフ
  ポートレートとジェンダー
  小松原由理
・アヴァンギャルド神話と女性のエクリチュール
  西岡あかね
コメンテーター：香川檀

「３.11 ーフクシマ日本のテレビドラマと映画における表象」
2018年 10月 11日
ゴスマン・ヒラリア

「ペルシャ文学を読み解く：ルーミーの説話の世界」
2018年 11月 19日・26日
シャキービー・モムターズ・ナスリーン

「学習者の主体性を促進する教員の権威と権力：学びを深めるリーダーシップ」
2018年 12月 14日
藤倉憲一、田島充士
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き
受
け
て
く
れ
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
報
告
者
は
再
び
の
招
へ
い
を
試
み

た
。
そ
れ
が
実
現
し
て
報
告
者
は
勿
論
、
日
本
の
ペ
ル
シ
ア
文
学
研
究
者

た
ち
の
喜
び
も
一
入
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

氏
の
講
演
内
容
に
先
立
ち
、ペ
ル
シ
ア
神
秘
主
義
詩
人
ル
ー
ミ
ー
の『
精

神
的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。『
精
神
的

マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
は
、
ル
ー
ミ
ー
の
約
二
世
紀
後
の
詩
人
、
十
五
世
紀

の
ジ
ャ
ー
ミ
ー
に
「
ペ
ル
シ
ア
語
の
ク
ル
ア
ー
ン
」
と
言
わ
せ
し
め
た
、

ペ
ル
シ
ア
神
秘
主
義
文
学
の
大
著
で
あ
る
。
原
語
で
は
、m

athnavī-ye 
m

aʻnavī

と
称
さ
れ
、
か
の
井
筒
俊
彦
氏
も
指
摘
す
る
通
り
、m

aʻnavī

と
い
う
語
に
「
神
秘
主
義
的
直
観
に
基
づ
く
」、「
神
秘
主
義
的
体
験
に
お

い
て
開
示
さ
れ
る
実
在
の
真
相
に
淵
源
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
こ

と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
に
は
神
秘
家
と
し
て
の
ル
ー
ミ
ー
の

実
在
体
験
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
作
品
全
体
は
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
詩
形
か
ら

な
る
、
全
篇
約
二
万
六
千
行
に
及
ぶ
叙
事
詩
で
あ
り
、
作
品
の
冒
頭
十
八

詩
行
「
葦
の
嘆
き
」
と
題
さ
れ
る
部
分
に
、
ル
ー
ミ
ー
の
神
秘
主
義
思
想

が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
が
ヴ
ァ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
豊
か
な
変
奏
曲
た
る
数
多
の
逸
話
と
な
っ
て
全
篇
へ
と
展
開
し
、

受
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

プ
ー
ル
ナ
ー
ム
ダ
ー
リ
ヤ
ー
ン
氏
が
、
最
初
は
控
え
め
な
ト
ー
ン
で
、

日
本
人
ペ
ル
シ
ア
語
既
修
者
の
た
め
に
配
慮
し
つ
つ
講
義
を
始
め
る
と
、

「
十
三
世
紀
ペ
ル
シ
ア
神
秘
主
義
詩
人
ル
ー
ミ
ー
の
『
精
神
的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
よ
り
〜
「
葦
の
嘆
き
」

を
読
み
解
く
〜
」
及
び
「
ペ
ル
シ
ア
文
学
を
読
み
解
く
：
ル
ー
ミ
ー
の
説
話
の
世
界
」

　

報
告　

佐
々
木
あ
や
乃　
　
　
　

　

二
〇
一
八
年
度
、
報
告
者
は
春
・
夏
学
期
に
特
別
研
修
の
機
会
と
同
時

に
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
の
外
国
人
研
究
者
招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
イ
ラ
ン
人

研
究
者
招
へ
い
の
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。さ
ら
に
新
た
な
科
学
研
究
費（
基

盤
研
究(

C)

「
ペ
ル
シ
ア
語
神
秘
主
義
詩
人
ル
ー
ミ
ー
の
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
（
叙

事
詩
）
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」）
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
動
も
相
俟
っ

て
、
総
合
文
化
研
究
所
の
協
力
の
も
と
、
標
記
の
二
つ
の
ペ
ル
シ
ア
文
学

講
演
会
が
実
現
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

ま
ず
、「
十
三
世
紀
ペ
ル
シ
ア
神
秘
主
義
詩
人
ル
ー
ミ
ー
の
『
精
神

的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
よ
り
～
「
葦
の
嘆
き
」
を
読
み
解
く
～
」
は
、

二
〇
〇
九
年
春
に
も
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
の
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
本
学
に
約
二
ヶ
月

滞
在
し
て
い
た
だ
い
た
、
在
テ
ヘ
ラ
ン
人
文
学
・
文
化
学
研
究
所
文
学
部

門
教
授
の
タ
ギ
ー
・
プ
ー
ル
ナ
ー
ム
ダ
ー
リ
ヤ
ー
ン
氏
の
ペ
ル
シ
ア
語
に

よ
る
公
開
授
業
で
あ
る
。
氏
は
イ
ラ
ン
国
内
で
ペ
ル
シ
ア
文
学
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
り
、
そ
の
ペ
ル
シ
ア
語
神
秘
主
義
文
学
作
品
の
校
訂
と
新
解

釈
で
世
界
中
の
研
究
者
の
耳
目
を
集
め
て
い
る
。
絶
え
ず
講
演
、
授
業
、

博
士
論
文
指
導
の
依
頼
が
舞
い
込
む
も
の
の
、
国
内
で
の
講
演
や
論
文
指

導
に
応
じ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
報
告
者
が

テ
ヘ
ラ
ン
大
学
留
学
時
、
氏
に
博
士
論
文
指
導
を
仰
い
だ
の
は
、
そ
の
豊

富
な
知
識
と
指
導
力
の
み
な
ら
ず
、
氏
の
穏
や
か
で
温
厚
な
人
柄
も
大
き

な
決
め
手
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
今
回
も
日
本
で
な
ら
ば
と
氏
が
講
演
を
引

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
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会
議
室
に
は
心
地
よ
い
緊
張
感
が
漲
り
、
学
部
生
を
含
む
聴
衆
の
集
中

度
合
い
も
一
気
に
高
ま
っ
て
い
く
。
氏
は
、
時
に
修
辞
技
法
や
文
法
的

な
説
明
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、「
葦
の
嘆
き
」
を
丁
寧
に
読
み
進
め
て
い

く
。
心
地
よ
い
リ
ズ
ム
を
持
つ
ペ
ル
シ
ア
古
典
詩
の
音
が
生
み
出
す
魔
法

に
か
か
っ
た
か
の
よ
う
な
、
イ
ラ
ン
人
研
究
者
の
徐
々
に
熱
を
帯
び
て
い

く
声
の
調
子
や
声
量
の
変
化
、
詩
人
本
人
が
の
り
移
っ
た
か
の
よ
う
な
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
様
態
に
は
慣
れ
て
い
る
は
ず
な
の
だ
が
、
プ
ー
ル
ナ
ー

ム
ダ
ー
リ
ヤ
ー
ン
氏
の
、
時
間
と
と
も
に
高
揚
し
て
い
く
、
し
か
も
明
る

く
楽
し
げ
な
表
情
に
は
、
目
の
前
の
曇
り
を
一
気
に
晴
れ
渡
ら
せ
る
よ
う

な
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
不
思
議
な
力
が
あ
る
、
と
報
告
者
は
い
つ
も
思
う
。

こ
こ
で
、「
葦
の
嘆
き
」の
冒
頭
の
四
行
を
拙
訳
に
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

	

こ
の
嫋
々
た
る
葦
笛
の
音
色
を
お
聞
き
な
さ
い

	
	

別
れ
の
愁
い
を
語
っ
て
い
る
の
で
す

	

慣
れ
親
し
ん
だ
葦
の
茂
み
か
ら
刈
り
取
ら
れ
て
以
来

	
	

啜
り
泣
く
私
の
調
べ
に　

男
も
女
も
涙
に
咽
ぶ
の
で
す

	

別
離
の
悲
し
み
に
私
の
胸
は
引
き
裂
か
れ

	
	

逢
い
た
く
て
た
ま
ら
ず
苦
痛
を
語
る
の
で
す

	

誰
で
あ
れ
、
太
源
か
ら
遠
く
引
き
離
さ
れ
た
者
は
切
実
に
願
う
の
で
す

	
	

か
つ
て
結
ば
れ
て
い
た
頃
に
戻
り
た
い
と
・
・
・

葦
は
、
神
が
土
を
捏
ね
、
形
骸
た
る
身
体
を
創
り
、
そ
こ
に
息
を
吹
き
込

ん
で
魂
を
込
め
、こ
の
世
に
送
り
出
し
た
人
間
の
喩
え
で
あ
る
。
葦
原
は
、

万
有
の
太
源
、
実
存
の
源
た
る
神
の
御
前
で
あ
る
。
神
秘
主
義
は
宇
宙
の

現
象
の
奥
深
く
で
常
に
働
き
か
け
る
何
か
を
感
じ
取
る
、
い
わ
ば
「
自
覚

し
た
」
者
の
世
界
で
あ
る
。
目
覚
め
た
者
は
実
存
の
源
を
痛
い
ほ
ど
意
識

し
、
そ
れ
を
意
識
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
別
離
に
苛
ま
れ
、
自
ら
を
葦
の
よ
う

に
儚
く
頼
り
な
い
存
在
と
自
覚
し
、
己
の
源
に
還
り
た
い
と
願
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
自
覚
者
の
魂
の
、
神
に
対
す
る
恋
慕
の
情
と
な
り
、
熱
く
激
し

く
燃
え
上
が
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
葦
の
嘆
き
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、『
精
神

的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
の
逸
話
に
焦
点
を
当
て
た
の
が
、
秋
の
講
演
会

「
ペ
ル
シ
ア
文
学
を
読
み
解
く
：
ル
ー
ミ
ー
の
説
話
の
世
界
」
で
あ
る
。

二
〇
一
八
年
九
月
末
日
ま
で
本
学
の
ペ
ル
シ
ア
語
特
定
外
国
語
主
任
教

員
で
、
報
告
者
の
上
述
の
科
研
の
連
携
研
究
者
で
も
あ
る
ナ
ス
リ
ー
ン
・

シ
ャ
キ
ー
ビ
ー
氏
が
、
ユ
ン
グ
心
理
学
的
分
析
に
基
づ
い
た
、
独
自
の
マ

ス
ナ
ヴ
ィ
ー
研
究
成
果
を
披
露
す
る
こ
と
を
快
諾
し
て
く
れ
た
。

初
回
の
講
演
で
は
、「
葦
の
嘆
き
」
に
続
く
第
一
話
「
王
と
美
し
い
侍
女
」

が
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
あ
る
王
と
王
が
見
初
め
た
乙
女
、
彼

女
が
恋
い
焦
が
れ
る
金
細
工
師
、
乙
女
の
病
を
恋
煩
い
と
見
抜
き
、
王
に

治
療
方
法
を
教
え
る
、
天
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
医
師
、
と
い
っ
た
面
々
が
登

場
す
る
、
非
常
に
有
名
な
逸
話
で
あ
る
。
単
な
る
物
語
と
し
て
楽
し
め
る

だ
け
で
な
く
、
誰
も
が
読
後
に
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
、
自
分
の
内
奥
と
向

き
合
わ
ざ
る
を
得
な
い
、
神
秘
主
義
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
高
い
逸
話
と
い

え
る
。

続
く
翌
週
の
講
演
は
、
預
言
者
ム
ー
サ
ー
（
モ
ー
セ
）
に
ま
つ
わ
る
逸

話
二
話
の
紹
介
か
ら
始
ま
っ
た
。「
モ
ー
セ
と
羊
飼
い
」
と
「
モ
ー
セ
と

逃
げ
た
羊
」
を
通
し
て
、
ル
ー
ミ
ー
の
描
い
た
己
の
存
在
の
源
に
対
す
る

純
粋
な
思
慕
と
宗
教
的
多
元
性
に
着
目
し
た
講
演
と
な
っ
た
。
学
部
生
・

大
学
院
生
も
多
く
参
加
し
て
い
た
た
め
、
授
業
形
式
で
講
演
会
は
進
行

し
た
が
、
通
訳
な
し
の
ペ
ル
シ
ア
語
に
よ
る
講
演
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し

忘
れ
た
た
め
、
ル
ー
ミ
ー
に
関
心
を
抱
く
も
の
の
ペ
ル
シ
ア
語
は
解
さ
な
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い
聴
講
者
向
け
に
、
報
告
者
が
質
疑
応
答
を
通
訳
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況

に
陥
っ
た
の
は
反
省
す
べ
き
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
奇
し
く
も
日
本
で

の
ル
ー
ミ
ー
人
気
を
推
し
量
る
好
機
と
な
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
な
お
、

シ
ャ
キ
ー
ビ
ー
氏
に
は
本
年
三
月
、
別
の
逸
話
を
取
り
上
げ
た
講
演
の
た

め
、
再
来
日
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

　

紙
幅
の
関
係
上
、
三
つ
の
逸
話
の
内
容
を
こ
こ
で
各
々
詳
細
に
紹
介
で

き
な
い
の
が
残
念
で
は
あ
る
が
、『
精
神
的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
の
逸
話
部

分
の
下
訳
を
終
え
た
ば
か
り
の
報
告
者
は
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
日
本

の
ル
ー
ミ
ー
愛
好
者
に
、『
精
神
的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
の
全
て
の
逸
話
に

触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
を
提
供
で
き
れ
ば
と
目
下
画
策
中
で
あ
る
。

「
十
三
世
紀
ペ
ル
シ
ア
神
秘
主
義
詩
人
ル
ー
ミ
ー
の

『
精
神
的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
よ
り
～
「
葦
の
嘆
き
」
を
読
み
解
く
～
」

二
〇
一
八
年
四
月
七
日
（
土
）・
十
四
日
（
土
）

講
師
：
タ
ギ
ー
・
プ
ー
ル
ナ
ー
ム
ダ
ー
リ
ヤ
ー
ン

　
　

「
ペ
ル
シ
ア
文
学
を
読
み
解
く
：
ル
ー
ミ
ー
の
説
話
の
世
界
」

二
〇
一
八
年
十
一
月
十
九
日
（
月
）・
二
十
六
日
（
月
）

講
師
：
シ
ャ
キ
ー
ビ
ー
・
モ
ム
タ
ー
ズ
・
ナ
ス
リ
ー
ン
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れ
、
ブ
ダ
ペ
シ
ュ
ト
、
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ー
ナ
、
ト
リ
エ
ス
テ
で
幼
年
時
代

を
過
ご
し
た
の
ち
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
移
住
し
て
い
る
（
こ
の
と
き
五
歳
）。

チ
ュ
ー
リ
ヒ
大
学
、
パ
リ
大
学
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
で
学
び
、
フ
ラ

ン
ス
文
学
、
ロ
シ
ア
文
学
を
専
攻
。
こ
う
い
っ
た
言
語
環
境
の
な
か
で
自

己
形
成
を
行
な
っ
て
い
っ
た
ラ
ク
ー
ザ
さ
ん
は
、
驚
く
ほ
ど
の
多
言
語
話

者
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
で
の
執
筆
活
動
（
エ
ッ
セ
イ
、
小
説
、
詩
、
論
文
な

ど
）
の
他
、
フ
ラ
ン
ス
語
（
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
デ
ュ
ラ
ス
）、
ロ
シ
ア
語
（
ツ

ヴ
ェ
タ
ー
エ
ワ
）、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
（
ナ
ー
ダ
シ
ュ
・
ペ
ー
テ
ル
）、
セ
ル
ビ

ア
・
ク
ロ
ア
チ
ア
語
（
ダ
ニ
ロ
・
キ
シ
ュ
）
を
は
じ
め
と
す
る
傑
出
し
た

文
学
翻
訳
を
精
力
的
に
進
め
て
き
た
。
日
本
語
と
ド
イ
ツ
語
の
二
つ
の
言

語
で
、
そ
し
て
言
葉
の
境
界
を
越
え
て
ゆ
く
感
覚
の
な
か
で
創
作
活
動
を

続
け
て
い
る
多
和
田
葉
子
氏
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
ま
で
も
な

い
だ
ろ
う
。
国
内
の
主
要
な
文
学
賞
を
軒
並
み
受
賞
し
、
こ
の
朗
読
会
の

一
年
半
ほ
ど
前
、
二
〇
一
六
年
十
一
月
に
は
ド
イ
ツ
の
ク
ラ
イ
ス
ト
賞
を

受
賞
。
二
〇
一
八
年
度
の
全
米
図
書
賞
翻
訳
書
部
門
の
受
賞
（『
献
灯
使
』）

は
記
憶
に
新
し
い
が
、
そ
れ
は
こ
の
朗
読
会
よ
り
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
朗
読
会
は
、
全
体
で
大
き
く
二
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

た
。
第
一
部
で
は
、『
も
っ
と
、
海
を
』
か
ら
「
我
読
む
、
ゆ
え
に
我
あ

り
」「
音
楽
」「
ヤ
ヌ
シ
ュ
」
他
、
四
つ
の
テ
ク
ス
ト
が
選
ば
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
ド
イ
ツ
語
な
い
し
は
日
本
語
（
そ
れ
ぞ
れ
別
言
語
の
ス
ラ
イ
ド
提
示
）
で

海
―
想
起
の
パ
サ
ー
ジ
ュ

	
イ
ル
マ
・
ラ
ク
ー
ザ
　
多
和
田
葉
子
　
朗
読
・
対
談

報
告　

山
口
裕
之　
　
　
　

　

イ
ル
マ
・
ラ
ク
ー
ザ
さ
ん
を
総
合
文
化
研
究
所
に
お
迎
え
す
る
の
は

こ
れ
が
二
度
目
、
そ
し
て
多
和
田
葉
子
さ
ん
は
三
度
目
と
な
る
。
前
回

は
、
五
年
前
の
二
〇
一
三
年
十
一
月
に
、
や
は
り
多
和
田
と
ラ
ク
ー
ザ
の

二
人
に
よ
る
朗
読
会
「
も
っ
と
海
を
！　

M
ehr M

eer

：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

多
言
語
世
界
の
文
学
を
考
え
る
」
を
行
っ
て
い
た
。「
も
っ
と
海
を
！　

( M
ehr M

eer)

」
と
い
う
の
は
、
ラ
ク
ー
ザ
さ
ん
の
二
〇
〇
九
年
の
自
伝
的

作
品
の
標
題
で
あ
り
、
こ
の
五
年
前
の
朗
読
会
の
と
き
に
も
、『
も
っ
と

海
を
』
の
な
か
か
ら
三
編
を
ラ
ク
ー
ザ
さ
ん
自
身
が
選
ん
で
、
著
者
に
よ

る
ド
イ
ツ
語
の
テ
ク
ス
ト
と
、
山
口
裕
之
と
学
生
た
ち
に
よ
る
日
本
語
翻

訳
の
両
方
が
朗
読
さ
れ
た
（『
総
合
文
化
研
究
』
第
十
七
号
、
九
十–

九
十
七

頁
）。
今
回
の
ラ
ク
ー
ザ
さ
ん
の
来
日
は
、
こ
の
朗
読
会
の
主
催
者
で
も

あ
る
津
田
塾
大
学
教
授
・
新
本
史
斉
氏
（
新
本
史
斉
科
学
研
究
費
基
盤
研
究

(

C)

主
催
）
に
よ
る
『
も
っ
と
、
海
を

―
想
起
の
パ
サ
ー
ジ
ュ
』
の
翻

訳
出
版
に
か
か
わ
る
セ
レ
モ
ニ
ー
出
席
の
た
め
で
も
あ
っ
た（
メ
ル
ク「
か

け
は
し
」
文
学
賞
受
賞
）。
朗
読
会
の
タ
イ
ト
ル
は
、
今
回
翻
訳
が
完
成
し

た
著
作
の
標
題
に
か
な
り
近
い
も
の
な
の
だ
が
、
朗
読
さ
れ
た
作
品
は

『
も
っ
と
、
海
を
』
と
と
も
に
、「
海
」
に
つ
な
が
る
ラ
ク
ー
ザ
さ
ん
の
他

の
作
品
、
そ
し
て
多
和
田
さ
ん
の
著
作
か
ら
一
篇
が
選
ば
れ
た
。

　

あ
ら
た
め
て
イ
ル
マ
・
ラ
ク
ー
ザ
さ
ん
を
紹
介
し
た
い
。
ラ
ク
ー
ザ
さ

ん
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
母
と
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
の
父
の
あ
い
だ
に
生
ま

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
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朗
読
が
行
わ
れ
た
。
第
二
部
で
は
、
多
和
田
葉
子
の
ド
イ
ツ
語
作
品 Ein 

B
alkonplatz für flüchtige A

bende. K
onkursbuch Verlag, 2016

（『
つ
か

の
ま
の
夕
べ
の
た
め
の
バ
ル
コ
ニ
ー
席
』）
か
ら
「
序
幕
」
と
「
最
初
の
セ

レ
ナ
ー
デ
」（
ド
イ
ツ
語
）、
そ
し
て
、
山
口
が
翻
訳
を
進
め
つ
つ
あ
る
イ

ル
マ
・
ラ
ク
ー
ザ
の
短
編
集 Einsam

keit m
it rollendem

 „r“. Literatur-
verlag D

roschl, 2014

（『
転
が
る
ｒ
の
あ
る
孤
独
』）
か
ら
「
ミ
シ
ィ
」（
日

本
語
+
ド
イ
ツ
語
）
が
朗
読
さ
れ
た
。

　

総
合
文
化
研
究
所
が
完
全
に
一
杯
に
な
る
聴
衆
、
そ
し
て
ラ
ク
ー
ザ

さ
ん
の
作
品
を
日
本
に
紹
介
し
た
二
人
の
翻
訳
者
（
山
口
は
五
年
前
の

朗
読
会
の
後
、
ラ
ク
ー
ザ
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
『
ラ
ン
グ
ザ
マ
ー
』
の
翻
訳
を

二
〇
一
六
年
に
刊
行
）
が
一
緒
に
行
う
司
会
と
朗
読
、
そ
し
て
越
境
文
学

の
あ
り
方
を
ま
さ
に
体
現
す
る
、
友
人
同
士
の
二
人
の
作
家
の
和
や
か
な

会
話
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
会
場
の
雰
囲
気
を
終
始
、
楽
し
く
活
気
に
満
ち

た
も
の
と
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
部
と
第
二
部
の
そ
れ
ぞ
れ

の
終
わ
り
に
質
疑
応
答
の
時
間
を
設
け
て
い
た
が
、
こ
こ
で
の
質
問
を
足

が
か
り
と
し
て
、
ラ
ク
ー
ザ
さ
ん
と
多
和
田
さ
ん
の
あ
い
だ
で
の
、
ま
た

司
会
を
務
め
る
二
人
の
翻
訳
者
た
ち
と
の
あ
い
だ
の
楽
し
い
や
り
と
り

が
交
わ
さ
れ
た
。
会
の
終
了
後
に
多
和
田
さ
ん
は
、
今
日
は
と
て
も
楽
し

か
っ
た
と
、と
て
も
満
足
そ
う
に
私
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
朗
読
会
は
、

声
が
実
際
の
か
た
ち
を
と
り
、
言
葉
が
生
み
出
さ
れ
て
ゆ
く
場
で
あ
る
。

こ
の
朗
読
会
は
、
か
な
り
成
功
し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
幸
せ
な
時
間

に
満
た
さ
れ
た
場
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

総
合
文
化
研
究
所
共
催
朗
読
会
「
海 

― 

想
起
の
パ
サ
ー
ジ
ュ
」

二
〇
一
八
年
四
月
十
一
日
（
水
）

主
催
：
新
本
史
斉 

科
学
研
究
費
基
盤
研
究(

C)

共
催
：
東
京
外
国
語
大
学
総
合
文
化
研
究
所 

イ
ル
マ
・
ラ
ク
ー
ザ
（
作
家
・
翻
訳
家
）

多
和
田
葉
子
（
小
説
家
・
詩
人
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
新
本
史
斉
（
津
田
塾
大
学
）

司
会
：
山
口
裕
之
（
東
京
外
国
語
大
学
）
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の
後
マ
ラ
ル
メ
を
経
て
ヴ
ァ
レ
リ
ー
（「
マ
ネ
の
勝
利
」）
に
至
る
美
術
批

評
の
中
で
そ
の
評
価
を
確
立
し
、
戦
後
の
バ
タ
イ
ユ
や
マ
ル
ロ
ー
の
言
説

に
よ
っ
て
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
揺
る
ぎ
な
き
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
創
始
者
と

し
て
革
命
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
賦
与
さ
れ
て
き
た
の
だ
っ
た
。
プ
ル
ー
ス
ト

は
ヴ
ァ
レ
リ
ー
と
同
年
に
生
ま
れ
て
お
り
、
マ
ネ
評
価
に
お
い
て
は
時
代

的
に
マ
ラ
ル
メ
と
バ
タ
イ
ユ
の
間
を
つ
な
ぐ
位
置
に
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、『
ゲ
ル
マ
ン
ト
の
ほ
う
』
で
展
開
さ
れ
る
議
論
は
ど
う

や
ら
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
を
「
前
衛
」
と
し
て
称
揚
す
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
文

脈
に
回
収
さ
れ
な
い
複
雑
さ
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
こ
れ
ま
で
プ

ル
ー
ス
ト
の
マ
ネ
観
は
バ
タ
イ
ユ
に
よ
る
功
罪
相
半
ば
す
る
部
分
的
な

評
価
な
ど
は
あ
っ
た
も
の
の
、
十
分
に
検
討
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
『
ゲ
ル
マ
ン
ト
の
ほ
う
』
に
お
け
る
社
交
界

の
会
話
に
注
目
し
、
マ
ネ
に
対
す
る
ゾ
ラ
お
よ
び
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
の
見
解

と
プ
ル
ー
ス
ト
の
言
表
と
の
関
連
性
を
考
察
す
る
。

「
ゲ
ル
マ
ン
ト
の
夕
食
会
」
に
お
い
て
ゲ
ル
マ
ン
ト
公
爵
は
マ
ネ
の
《
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
一
束
》
と
い
う
作
品
が
主
題
と
し
て
単
な
る
野
菜
だ
け
を

表
象
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
完
成
さ
れ
た
タ
ブ
ロ
ー
で
は
な
く
彩
色
素
描

の
よ
う
な
殴
り
描
き
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
が
、
こ
う
し

た
二
重
の
欠
点
は
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
制
定
す
る
規
準
の
側
に
立
つ
批

評
家
た
ち
が
、
そ
の
登
場
以
来
マ
ネ
を
批
判
し
て
き
た
ポ
イ
ン
ト
を
要
約

総
合
文
化
研
究
所
主
催
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
に
お
け
る
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
マ
ネ
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
マ
ル
セ
ル
・
プ

ル
ー
ス
ト
と
前
衛
／
古
典
の
問
題

　
報
告
　
荒
原
邦
博
　
　
　
　

　
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
（
一
八
七
一
︱
一
九
二
二
年
）
の
長
篇
小
説
『
失

わ
れ
た
時
を
求
め
て
』（
一
九
一
三
︱
一
九
二
七
年
）
の
第
三
篇
『
ゲ
ル
マ

ン
ト
の
ほ
う
』（
一
九
二
〇
︱
一
九
二
一
年
）
に
は
、
一
八
六
五
年
の
サ
ロ

ン
（
官
展
）
に
お
い
て
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
巻
き
起
こ
し
た
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・

マ
ネ
の
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》（
一
八
六
三
年
）
が
登
場
す
る
が
、
プ
ル
ー
ス

ト
に
と
っ
て
の
マ
ネ
と
は
今
日
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
絵
画
芸
術

を
物
語
の
桎
梏
か
ら
解
放
し
、
形
式
的
な
探
求
へ
と
純
化
さ
れ
た
抽
象
絵

画
へ
の
道
程
を
創
始
し
た
「
近
代
絵
画
の
父
」
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第

一
篇
『
ス
ワ
ン
家
の
ほ
う
へ
』
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
一
三
年
と
は
、
ア
ポ

リ
ネ
ー
ル
の
『
ア
ル
コ
ー
ル
』
お
よ
び
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
バ
レ
エ
・

リ
ュ
ス
の
『
春
の
祭
典
』
に
象
徴
さ
れ
る
新
た
な
芸
術
の
到
来
を
告
げ
る

年
で
あ
り
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
小
説
も
当
時
は
よ
く
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
も

の
の
、
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
や
は
り
「
前
衛
」
芸
術
と
し
て
出
現
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
た
め
、
プ
ル
ー
ス
ト
が
マ
ネ
を
革
命
芸
術
、
あ
る
い
は
芸

術
の
革
命
と
し
て
評
価
し
て
い
た
と
い
う
の
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
は
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
憤
る
マ
ネ
を
「
貴
君
は
貴
君
の
芸

術
の
老
衰
の
中
で
の
第
一
人
者
に
す
ぎ
な
い
」
と
言
っ
て
諭
し
た
と
い
う

が
、
そ
う
し
た
大
芸
術
と
の
緊
張
関
係
は
い
つ
し
か
忘
却
さ
れ
、
詩
人
の

黒
猫
の
美
学
を
受
け
継
ぐ
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
の
画
家
と
し
て
、
マ
ネ
は
そ

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja



154

東京外国語大学総合文化研究所　総合文化研究　第 22 号（2018）
Tokyo University of Foreign Studies, Trans-Cultural Studies No.22 (2018)

す
る
も
の
で
あ
る
。
公
爵
夫
人
は
ゾ
ラ
が
マ
ネ
に
関
す
る
研
究
（
小
説
中

で
は
マ
ネ
が
そ
の
初
期
に
影
響
を
与
え
た
エ
ル
ス
チ
ー
ル
と
い
う
架
空
の
画
家

の
研
究
と
さ
れ
て
い
る
）
を
書
い
て
い
る
と
発
言
し
、
マ
ネ
に
関
す
る
本

格
的
な
考
察
を
歴
史
上
初
め
て
行
っ
た
ゾ
ラ
の
『
マ
ネ
、
伝
記
批
評
研

究
』（
一
八
六
七
年
）
を
示
唆
す
る
が
、
確
か
に
ゾ
ラ
は
そ
こ
で
ア
カ
デ

ミ
ス
ム
が
称
揚
す
る
歴
史
画
・
神
話
画
を
最
高
位
と
す
る
「
主
題
」
の
ヒ

エ
ラ
ル
キ
ー
と
、
画
面
に
滑
ら
か
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
し
タ
ブ

ロ
ー
を
完
成
へ
と
導
く
「
仕
上
げ
」
の
行
程
の
欠
如
を
認
め
な
が
ら
、
逆

に
そ
こ
に
こ
そ
マ
ネ
の
独
創
性
が
あ
る
と
し
て
、
逸
話
的
な
要
素
の
後
退

に
よ
る
絵
画
の
形
式
的
側
面
の
露
呈
と
純
粋
な
色
の
対
比
や
色
斑
に
よ

る
絵
画
の
自
律
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
公
爵

夫
人
は
会
話
の
続
き
に
お
い
て
エ
ル
ス
チ
ー
ル
＝
マ
ネ
の
描
い
た
彼
女

の
肖
像
画
が
フ
ラ
ン
ス
・
ハ
ル
ス
の
《
養
老
院
女
性
理
事
た
ち
》
の
模
倣

で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
、
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
が
『
昔
日
の
巨
匠
た
ち
』

（
一
八
七
六
年
）
で
マ
ネ
と
印
象
派
の
画
家
た
ち
の
代
わ
り
に
ハ
ル
ス
を

対
象
と
し
て
、
特
に
仕
上
げ
を
め
ぐ
る
ア
カ
デ
ミ
ー
的
な
規
範
か
ら
の
逸

脱
を
批
判
し
た
行
為
を
反
復
す
る
。
し
た
が
っ
て
一
見
す
る
と
ゾ
ラ
に
賛

同
し
て
マ
ネ
を
擁
護
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
公
爵
夫
人
は
実
際

に
は
マ
ネ
に
反
対
す
る
言
説
に
加
担
す
る
人
物
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

プ
ル
ー
ス
ト
は
こ
う
し
て
マ
ネ
を
め
ぐ
っ
て
ア
カ
デ
ミ
ー
対
印
象
派
、

フ
ロ
マ
ン
タ
ン
対
ゾ
ラ
と
い
う
構
図
を
ゾ
ラ
や
印
象
派
の
側
に
立
っ
て

強
調
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
ま
た
実
際
に
先
行
研
究
も
そ
う
考
え
て

き
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
抽
象
絵
画
へ
の
進
歩
の

過
程
と
し
て
マ
ネ
以
来
の
絵
画
の
流
れ
を
捉
え
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
見

方
が
依
拠
し
て
き
た
構
図
で
あ
る
。
確
か
に
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』

に
は
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
が
か
つ
て
前
衛
的
だ
っ
た
作
品
と
し
て
登
場
す
る

た
め
、
ゾ
ラ
か
ら
プ
ル
ー
ス
ト
を
経
て
マ
ネ
に
お
け
る
主
題
の
意
味
作
用

の
破
壊
を
論
じ
た
バ
タ
イ
ユ
ま
で
、
こ
の
タ
ブ
ロ
ー
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
こ

そ
が
近
代
絵
画
の
誕
生
を
告
げ
た
と
考
え
る
点
で
一
直
線
に
繋
が
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
プ
ル
ー
ス
ト
が
そ
の
小
説
で
実
際
に
提

示
す
る
の
は
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
が
ル
ー
ヴ
ル
に
入
り
、
隣
接
す
る
ア
ン
グ

ル
の
裸
婦
像
《
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ダ
リ
ス
ク
》
と
双
子
の
よ
う
な
相
貌
を
獲

得
す
る
瞬
間
で
あ
る
。
こ
の
伝
統
的
な
要
素
の
回
帰
は
何
を
意
味
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

公
爵
夫
人
は
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
を
前
衛
的
な
作
品
と
し
て
擁
護
す
る
発

言
を
行
う
が
、
草
稿
資
料
と
周
辺
テ
ク
ス
ト
の
調
査
か
ら
、
そ
れ
が
ゾ
ラ

の
「
絵
画
」（
一
八
九
六
年
）
の
引
用
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
（
こ
の

点
に
関
す
る
詳
細
は
、
拙
著
『
プ
ル
ー
ス
ト
、
美
術
批
評
と
横
断
線
』、
左
右
社
、

二
〇
一
三
、
の
第
二
章
「
マ
ネ
を
め
ぐ
る
社
交
界
の
会
話
と
そ
の
美
学
的
問
題
」

を
参
照
の
こ
と
）、
プ
ル
ー
ス
ト
の
ゾ
ラ
へ
の
参
照
は
単
に
一
八
六
〇
年

代
、
七
十
年
代
の
マ
ネ
擁
護
だ
け
で
な
く
、
一
八
七
九
年
以
降
そ
の
態
度

を
変
更
し
、
マ
ネ
が
自
ら
の
主
唱
す
る
自
然
主
義
的
芸
術
を
実
現
す
る
技

術
を
持
た
な
い
点
を
厳
し
く
批
判
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ゾ
ラ
の
変
節
を

含
み
込
む
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ゾ
ラ
の
一
八
七
九
年
の

マ
ネ
批
評
は
、
世
紀
転
換
期
に
開
花
す
る
美
学
的
に
時
代
に
先
駆
け
た
革

命
的
な
芸
術
と
い
う
意
味
で
の
「
前
衛
」
神
話
（「
前
衛
」
は
そ
れ
ゆ
え
登

場
時
に
は
激
し
い
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
晒
さ
れ
る
）
の
端
緒
を
作
る
も
の
で
あ

っ
た
。
一
八
九
六
年
の
「
絵
画
」
で
は
、
ゾ
ラ
自
身
が
過
去
と
の
完
全
な

断
絶
の
上
に
自
然
主
義
的
芸
術
の
出
現
を
希
求
し
失
敗
し
た
こ
と
が
語

ら
れ
る
。
プ
ル
ー
ス
ト
は
反
対
に
マ
ネ
を
革
新
的
な
要
素
と
伝
統
的
な
要

素
と
の
結
合
で
あ
る
「
古
典
」
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ゾ
ラ
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と
の
視
点
の
差
異
を
際
立
た
せ
る
。『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
に
お
い

て
は
、
無
意
志
的
記
憶
を
規
定
す
る
時
間
概
念
か
ら
派
生
す
る
歴
史
認
識

の
下
で
、
芸
術
に
お
け
る
革
新
は
単
に
過
去
と
の
断
絶
を
画
す
る
独
創
的

な
技
術
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
独
創
性
の
中
に
同
時
に
伝
統
が

間
歇
的
に
甦
る
こ
と
に
よ
っ
て
真
に
保
障
さ
れ
る
も
の
と
な
る
、
と
考
え

ら
れ
る
。
画
家
の
伝
統
へ
の
帰
属
が
事
後
的
に
明
白
に
な
っ
た
同
時
代
に

お
け
る
マ
ネ
の
ル
ー
ヴ
ル
入
り
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
反
「
前
衛
」
主
義
的

な
歴
史
認
識
を
裏
付
け
る
特
権
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
コ
ン

テ
ク
ス
ト
に
立
脚
し
つ
つ
、
プ
ル
ー
ス
ト
は
『
ゲ
ル
マ
ン
ト
の
ほ
う
』
の

マ
ネ
を
め
ぐ
る
社
交
界
の
会
話
を
、
ゾ
ラ
を
引
き
継
い
で
絵
画
の
自
律
を

肯
定
し
な
が
ら
も
同
時
に
そ
の
自
律
を
準
備
し
た
言
説
に
内
在
す
る
歴

史
認
識
を
批
判
す
る
と
い
う
二
重
の
操
作
に
よ
っ
て
組
織
し
、
ま
た
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
超
え
る
射
程
で
マ
ネ
を
捉
え
る
こ
と
を

可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
前
衛
主
義
で
も
伝
統
主
義
（
あ
る
い
は
古
典
主
義
）
で
も
な
い

と
い
う
二
重
否
定
の
上
に
成
立
す
る
プ
ル
ー
ス
ト
的
な
「
古
典
」
の
概
念

は
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
的
な
「
モ
ダ
ン
（
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
モ
デ
ル

ヌ
）」
の
概
念
を
最
良
の
形
で
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
は
「
現
代
生
活
の
画
家
」
に
お
い
て
、
流
行
の
移
ろ
い
ゆ

く
一
瞬
、
儚
さ
を
捉
え
た
束
の
間
の
も
の
に
永
遠
性
が
宿
る
こ
と
を
「
モ

ダ
ン
」（
近
代
性
＝
現
代
性
）
と
し
て
定
義
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

過
去
か
ら
の
完
全
な
切
断
に
よ
っ
て
束
の
間
の
現
在
の
優
位
が
現
れ
る

だ
け
の
、
前
衛
主
義
と
し
て
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
は
似
て
非
な
る
も
の
な
の

で
あ
る
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い
う
進
歩
の
思
想
と
、
進
歩
主
義
の
歴
史
と
は

別
の
と
こ
ろ
に
も
う
一
つ
の
歴
史
を
垣
間
見
る
こ
と
、
そ
れ
は
ヴ
ァ
ル
タ

ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
よ
う
に
「
歴
史
を
逆
な
で
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
切

れ
目
の
な
い
進
歩
の
直
線
的
な
流
れ
（
の
幻
想
）
に
抗
し
て
、
プ
ル
ー
ス

ト
が
言
う
と
こ
ろ
の
無
意
志
的
記
憶
の
作
用
に
よ
る
甦
り
を
含
み
込
ん

だ
「
ほ
と
ん
ど
連
続
し
た
」
連
鎖
を
見
出
す
こ
と
な
の
で
あ
る
。

発
表
日
　
二
〇
一
八
年
五
月
二
日
（
水
）
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プ
ト
暦
元
日
祭
（
ナ
イ
ル
ー
ズ
祭
）
復
興
運
動
と
コ
プ
ト
語
復
興
運
動
を

取
り
上
げ
た
。

　
コ
プ
ト
暦
も
コ
プ
ト
語
も
、
コ
プ
ト
正
教
会
に
伝
わ
る
宗
教
文
化
で
あ

る
が
、
当
時
の
俗
人
信
徒
知
識
人
ら
は
こ
れ
ら
が
古
代
文
明
に
起
源
を
持

つ
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
ム
ス
リ
ム
と
も
共
有
さ
れ
る
べ
き
エ
ジ
プ
ト
民

族
の
暦
・
新
年
祭
、
そ
し
て
言
語
と
し
て
提
示
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

当
時
コ
プ
ト
の
俗
人
信
徒
知
識
人
の
間
に
、
コ
プ
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
で

あ
り
つ
つ
同
時
に
エ
ジ
プ
ト
民
族
で
も
あ
る
と
い
う
自
己
認
識
が
構
築

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
基

づ
き
宗
教
・
民
族
的
帰
属
を
敢
え
て
無
視
し
、
祖
国
へ
の
忠
誠
を
紐
帯
と

し
て
「
エ
ジ
プ
ト
国
民
」
を
創
出
し
て
コ
プ
ト
の
国
民
統
合
を
果
た
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
コ
プ
ト
の
側
か
ら
の
民
族
主
義
も
存
在
し
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、古
代
文
明
を
用
い
た
エ
ジ
プ
ト
・
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
は
フ
ァ
ラ
オ
主
義
と
呼
ば
れ
、
特
に
コ
プ
ト
に
よ
る
フ
ァ
ラ
オ

主
義
は
「
コ
プ
ト
の
み
が
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
優
秀
な
血
を
受
け
継
い
で

い
る
」
と
い
う
よ
う
な
人
種
主
義
や
特
殊
主
義
と
結
び
つ
い
た
主
張
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
少
な
く
と
も
一
九
二
〇
年
代
ま
で
の
コ
プ
ト

の
知
識
人
た
ち
の
主
張
内
容
に
は
そ
う
し
た
傾
向
が
見
ら
れ
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

発
表
日
　
二
〇
一
八
年
五
月
二
日
（
水
）

総
合
文
化
研
究
所
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
コ
プ
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

　
　
　
報
告
　
三
代
川
寛
子
　
　
　
　

　
　
　
　

　
本
発
表
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
コ
プ
ト
・

キ
リ
ス
ト
教
徒
（
以
下
コ
プ
ト
）
の
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
を
紹
介

し
た
。

　
コ
プ
ト
と
は
、
元
来
は
エ
ジ
プ
ト
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ
ア
語
の
ア
イ

ギ
ュ
プ
ト
ス
と
い
う
語
が
ア
ラ
ビ
ア
語
に
入
っ
て
転
訛
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
エ
ジ
プ
ト
に
根
差
し
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
指

す
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
歴

史
は
長
く
、
一
世
紀
の
聖
マ
ル
コ
に
よ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
宣
教
に
端

を
発
す
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
七
世
紀
の
ア
ラ
ブ
軍
に
よ
る
エ
ジ
プ
ト

征
服
と
そ
れ
に
続
く
エ
ジ
プ
ト
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
以
降
も
キ
リ
ス
ト
教

の
信
仰
を
保
っ
て
き
た
の
が
現
在
の
コ
プ
ト
の
人
び
と
で
あ
る
。

　
大
多
数
の
コ
プ
ト
が
属
す
る
コ
プ
ト
正
教
会
で
は
、
典
礼
暦
と
し
て
コ

プ
ト
暦
が
、
典
礼
語
と
し
て
コ
プ
ト
語
が
使
用
さ
れ
る
が
、
十
九
世
紀
以

降
の
エ
ジ
プ
ト
学
の
進
展
に
よ
り
、
い
ず
れ
も
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
暦
お
よ

び
言
語
と
関
連
が
深
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、

十
九
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
が
高
揚
す

る
中
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
形
で
コ
プ
ト
の
知
識
人
、
特
に
俗
人
信
徒
の
間

で
、
コ
プ
ト
と
い
う
宗
教
集
団
の
「
エ
ジ
プ
ト
人
ら
し
さ
」
が
議
論
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀

初
頭
に
か
け
て
発
行
さ
れ
た
定
期
刊
行
物M

isr

お
よ
びAyn Sham

s

を

主
要
な
資
料
と
し
て
、
コ
プ
ト
の
俗
人
信
徒
ら
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
コ

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
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す
る
物
語
で
あ
る
。

講
演
で
は
ま
ず
、
こ
の
小
説
の
な
か
で
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
文
化
の
多
面

性
や
さ
ま
ざ
ま
な
種
の
矛
盾
が
「
分
裂
」
と
し
て
繰
り
返
し
描
か
れ
て
い

る
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
小
説
で
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
イ
タ
リ

ア
で
流
通
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
由
来
の
大
衆
文
化
の
品
々
（
小
説
・
漫
画
・

音
楽
・
映
画
な
ど
）
に
関
す
る
描
写
が
多
い
こ
と
に
触
れ
、
こ
う
し
た
ア

メ
リ
カ
の
大
衆
文
化
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
文
化
の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
て
い

く
側
面
と
、
体
制
の
文
化
に
対
す
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
モ
デ
ル
と
し
て

機
能
す
る
側
面
の
両
面
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え

で
、
大
衆
文
化
・
記
憶
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
ア
メ
リ
カ
文
化
な
ど
に
関
す
る

エ
ー
コ
の
論
考
に
言
及
し
、
こ
の
小
説
と
の
接
点
に
つ
い
て
論
じ
た
。
な

お
、
こ
の
講
演
の
内
容
は
、
考
察
を
深
め
た
形
で
近
く
論
文
と
し
て
発
表

す
る
予
定
で
あ
り
、
現
在
執
筆
を
進
め
て
い
る
。

つ
づ
く
後
半
の
講
演
「
作
家
エ
ー
コ
の
軌
跡
に
み
る
『
永
遠
の
フ
ァ
シ

ズ
ム
』」
で
は
、
和
田
忠
彦
氏
が
、
エ
ー
コ
の
幅
広
い
活
動
の
軌
跡
を
紹

介
し
た
う
え
で
、講
演「
永
遠
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
」と
小
説『
女
王
ロ
ア
ー
ナ
、

神
秘
の
炎
』
を
中
心
に
エ
ー
コ
の
著
作
や
思
想
・
理
論
に
つ
い
て
論
じ
た
。

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
美
学
に
つ
い
て
の
卒
業
論
文
で
ト
リ
ノ
大
学

を
卒
業
し
た
若
き
エ
ー
コ
は
、
国
営
放
送
局
に
就
職
し
文
化
番
組
の
製
作

に
携
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
編
集
者
と
し
て
出
版
社
で
活
躍
し
た
ほ
か
、『
開

ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
と
イ
タ
リ
ア
の
記
憶
　

報
告
　
小
久
保
真
理
江
　
　
　
　

　
本
講
演
会
は
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
の
二
冊
の
翻
訳
書
刊
行
を
記
念
し

て
総
合
文
化
研
究
所
で
開
催
さ
れ
た
。
二
冊
の
翻
訳
書
と
は
、講
演
録『
ウ

ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
の
小
説
講
座

─
若
き
作
家
の
告
白
』（
和
田
忠
彦
・

小
久
保
真
理
江
共
訳
、筑
摩
書
房
、二
〇
一
七
年
）
と
小
説
『
女
王
ロ
ア
ー
ナ
、

神
秘
の
炎
』（
和
田
忠
彦
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
で
あ
る
。
司
会

の
山
口
裕
之
氏
の
挨
拶
・
趣
旨
説
明
の
あ
と
、
小
久
保
真
理
江
（
東
京
外

国
語
大
学
特
任
講
師
）
と
和
田
忠
彦
氏
（
東
京
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
）
が

そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行
い
、
互
い
の
発
表
内
容
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
加

え
た
う
え
で
、
会
場
か
ら
の
質
問
を
受
け
付
け
る
と
い
う
形
で
会
は
進
行

し
た
。

　
前
半
の
講
演
「
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
ア
メ
リ
カ
文

化
の
記
憶
」
で
は
本
報
告
文
執
筆
者
で
あ
る
小
久
保
真
理
江
が
、『
女
王

ロ
ア
ー
ナ
、
神
秘
の
炎
』
の
な
か
で
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
イ
タ
リ
ア
文
化
が

ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
分
析
し
、
エ
ー
コ
の
評
論
と
の
接
点

に
つ
い
て
論
じ
た
。

二
〇
〇
四
年
に
イ
タ
リ
ア
で
出
版
さ
れ
た
『
女
王
ロ
ア
ー
ナ
、
神
秘
の

炎
』
は
、
自
伝
的
記
憶
を
失
っ
た
主
人
公
が
長
年
足
を
踏
み
入
れ
て
い
な

か
っ
た
故
郷
の
家
に
戻
り
、
子
供
時
代
の
品
々
（
主
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権

下
の
イ
タ
リ
ア
で
流
通
し
て
い
た
本
・
雑
誌
・
漫
画
・
レ
コ
ー
ド
な
ど
）
と
向

か
い
合
い
な
が
ら
、
自
ら
の
過
去
を
知
り
自
伝
的
記
憶
を
取
り
戻
そ
う
と

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
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か
れ
た
作
品
』
な
ど
の
自
ら
の
理
論
的
著
作
を
出
版
し
た
。
一
九
七
〇

年
代
に
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
で
教
鞭
を
取
り
な
が
ら
『
記
号
論
』
を
は

じ
め
と
す
る
数
々
の
著
作
を
出
版
し
、
記
号
学
者
と
し
て
名
を
馳
せ
た
。

一
九
八
〇
年
に
は
四
十
八
歳
で
初
の
小
説
『
薔
薇
の
名
前
』
を
世
に
送
り

出
し
、
世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
な
っ
た
。

小
説
家
と
し
て
活
躍
す
る
以
前
に
、
エ
ー
コ
が
ル
チ
ア
ー
ノ
・
ベ
リ
オ

な
ど
の
前
衛
的
音
楽
家
と
と
も
に
メ
デ
ィ
ア
実
験
の
担
い
手
に
な
っ
た

こ
と
や
、
漫
画
『
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
』
を
イ
タ
リ
ア
に
紹
介
し
た
こ
と
、
古
代

か
ら
現
代
ま
で
の
広
範
で
深
い
知
識
を
基
盤
に
大
衆
文
化
の
研
究
・
批
評

を
イ
タ
リ
ア
で
い
ち
早
く
行
っ
た
こ
と
な
ど
に
和
田
氏
は
言
及
し
、
学
者

や
小
説
家
と
い
う
枠
に
は
収
ま
ら
な
い
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
エ
ー

コ
の
重
要
性
や
先
駆
性
を
論
じ
た
。

ま
た
、
記
憶
の
問
題
が
エ
ー
コ
に
と
っ
て
一
貫
し
て
重
要
な
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
こ
と
に
言
及
し
つ
つ
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
エ
ー
コ
の
講
演

「
永
遠
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
文
脈
や
意
義
に
つ
い
て
論
じ
、
エ
ー
コ
の
挙

げ
る
「
原
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
十
四
の
特
徴
」
を
引
用
し
た
。

さ
ら
に
、『
女
王
ロ
ア
ー
ナ
、
神
秘
の
炎
』
に
多
数
の
文
学
作
品
に
関

す
る
引
用
・
言
及
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
こ
う
し
た

凝
っ
た
仕
掛
け
と
『
開
か
れ
た
作
品
』
や
『
エ
ー
コ
の
文
学
講
義

─
小

説
の
森
散
策
』
な
ど
の
著
作
に
見
ら
れ
る
エ
ー
コ
の
文
学
理
論
（
特
に
「
モ

デ
ル
読
者
」
の
概
念
）
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　
講
演
の
最
後
に
和
田
氏
は
、
エ
ー
コ
と
イ
タ
ロ
・
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
と
の

関
係
に
つ
い
て
言
及
し
、
エ
ー
コ
が
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
書
い
た
よ
う
な
優

れ
た
短
編
小
説
作
品
に
憧
れ
つ
つ
も
短
編
小
説
を
書
け
な
か
っ
た
こ
と

や
、
週
刊
誌
『
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
（L’espresso

）』
に
お
け
る
連
載
コ
ラ
ム

が
短
編
の
執
筆
に
代
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
前
半
の
小
久
保
の
講
演
と
後
半
の
和
田
氏
の
講
演
は
、
エ
ー
コ
の
著
作

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
論
じ
な
が
ら
も
、
と
も

に
「
記
憶
」
や
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
を
中
心
テ
ー
マ
と
し
て
扱
い
、
数
多

く
の
接
点
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
両
者
が
と
も
に
引
用
し
た
「
永
遠
の

フ
ァ
シ
ズ
ム
」
は
一
九
九
五
年
に
行
わ
れ
た
講
演
の
記
録
で
あ
り
、
現

在
と
は
異
な
る
政
治
・
社
会
状
況
の
な
か
で
発
せ
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る

が
、
二
〇
一
九
年
現
在
に
読
ん
で
も
ま
っ
た
く
古
び
て
は
お
ら
ず
、
む
し

ろ
現
在
の
世
界
に
広
が
っ
て
い
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
な
も
の
の
姿
を
鋭
く

言
い
当
て
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
で
は
こ
の
講
演
録
が

二
〇
一
八
年
に
小
冊
子
『Il fascism

o eterno

（
永
遠
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
）』
と

し
て
再
び
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
で
は
こ
の
講
演
録
が
収
録
さ

れ
た
書
籍
の
邦
訳
『
永
遠
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
が
や
は
り
二
〇
一
八
年
に
文

庫
本
と
し
て
再
び
出
版
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
よ
う

に
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
エ
ー
コ
の
論
考
は
、
現
在
の
政
治
・
社
会

状
況
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
も
非
常
に
重
要
な
論
考
と
し
て
再
び
読

ま
れ
て
い
る
。

発
表
日
　
二
〇
一
八
年
六
月
二
十
一
日
（
木
）
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（
二
〇
一
一
年
刊
行
）
で
も
、
結
末
B
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
本
発
表
の
趣

旨
は
、
手
稿
研
究
が
進
ん
だ
現
時
点
に
お
い
て
、
結
末
の
違
い
が
作
品
全

体
の
解
釈
に
ど
の
よ
う
な
違
い
を
生
む
か
を
、
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
。

　
結
末
A
は
、
救
済
さ
れ
る
少
数
民
族
の
自
由
な
意
思
を
強
く
印
象
付
け

る
効
果
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
結
末
B
は
、
中
央
か
ら

派
遣
さ
れ
た
人
物
が
少
数
民
族
を
最
終
的
に
は
自
分
の
意
図
通
り
に
指

導
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
民
族
の
離
散
と
い
う
挿
話
が
持
つ
衝
撃
は

弱
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
追
加
さ
れ
た
四
章
は
中
央
ア

ジ
ア
の
風
俗
に
つ
い
て
豊
か
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
結
末
B
は
物
語
の

完
成
度
を
犠
牲
に
し
て
い
る
が
、
過
剰
な
要
素
を
内
部
に
抱
え
込
ん
で
い

る
こ
と
に
よ
る
魅
力
が
あ
る
。

　
今
回
成
し
得
た
考
察
は
素
描
的
な
も
の
だ
。
し
か
し
そ
れ
は
、
ソ
連
に

お
い
て
文
学
に
対
す
る
国
家
的
な
統
制
が
続
く
と
い
う
状
況
の
も
と
で
、

一
九
三
〇
年
代
に
執
筆
さ
れ
た
『
ジ
ャ
ン
』
が
一
九
六
〇
年
代
以
降
に
蘇

る
と
き
に
込
め
ら
れ
て
い
た
意
図
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
期
に
書
か
れ
た
プ
ラ
ト
ー
ノ
フ
作
品
の
読
解

は
、
後
期
ソ
連
を
研
究
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な
り
う
る
の
だ
。

　
発
表
日
　
二
〇
一
八
年
七
月
四
日
（
水
）

総
合
文
化
研
究
所W

orkshop Series 

第
六
回

プ
ラ
ト
ー
ノ
フ
『
ジ
ャ
ン
』
の
も
う
一
つ
の
結
末
に
つ
い
て
の
再
考
　

　
　
　
報
告
　
古
川
哲
　
　
　
　

　『
ジ
ャ
ン
』
は
、
ア
ン
ド
レ
イ
・
プ
ラ
ト
ー
ノ
フ
（
一
八
九
九
︱

一
九
五
一
）
が
、
作
家
同
盟
の
依
頼
に
よ
り
中
央
ア
ジ
ア
を
取
材
し
て
書

い
た
中
編
小
説
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
一
九
三
五
年
に
完
成
さ
れ
た
が
、

作
家
の
死
後
の
一
九
六
六
年
に
な
っ
て
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
作

品
が
一
九
七
八
年
に
改
版
さ
れ
た
と
き
、
作
品
の
細
部
に
お
い
て
様
々
な

違
い
が
み
ら
れ
る
以
外
に
、
一
九
六
六
年
版
の
結
末
に
追
加
す
る
か
た
ち

で
四
章
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
一
九
六
六
年
版
は
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
派
遣

さ
れ
た
主
人
公
が
中
央
ア
ジ
ア
で
破
滅
に
瀕
し
た
民
族
を
救
済
し
、
そ
の

後
そ
の
民
族
が
主
人
公
の
も
と
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
へ
と
旅
立
つ
と

い
う
結
末
（
以
下
、「
結
末
A
」
と
い
う
）
を
持
つ
。
一
九
七
八
年
版
は
、い
っ

た
ん
旅
立
っ
た
人
々
が
再
び
共
同
体
を
作
る
と
い
う
結
末
（
以
下
、「
結

末
B
」
と
い
う
）
を
持
つ
。

　『
ジ
ャ
ン
』
に
関
す
る
版
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
ソ
連
時
代
の
死
後
出

版
に
お
け
る
校
閲
の
問
題
と
、
作
家
が
創
作
に
お
い
て
最
終
稿
に
至
る
作

品
の
執
筆
過
程
と
を
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
作
品
の
執

筆
過
程
に
限
っ
て
い
え
ば
、
結
末
B
は
文
学
作
品
へ
の
厳
し
い
統
制
が
行

わ
れ
た
時
代
に
作
品
を
世
に
出
そ
う
と
プ
ラ
ト
ー
ノ
フ
が
執
筆
の
最
終

段
階
で
書
い
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
七
八

年
版
の
出
版
後
、
手
稿
の
研
究
が
進
み
、
ソ
連
時
代
の
検
閲
に
よ
る
修

正
を
除
去
す
る
方
向
で
の
校
閲
が
進
ん
だ
の
ち
に
成
立
し
た
八
巻
選
集

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
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真
下
祐
一
氏
、
山
辺
弦
氏
、
新
谷
和
輝
氏
の
五
名
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を

迎
え
、
参
加
者
十
六
名
も
交
え
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は

台
風
十
二
号
に
よ
り
大
雨
の
予
報
が
出
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
様
々

な
分
野
か
ら
多
く
の
参
加
者
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
。
前
半
は
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
か
ら
各
十
～
十
五
分
の
コ
メ
ン
ト
と
、
そ
れ
に
対
す
る
著
者
の

リ
プ
ラ
イ
、
後
半
は
参
加
者
も
交
え
た
質
疑
応
答
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ

た
。本

書
は
、自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
自
明
視
す
る
「
肯
定
の
詩
学
」

と
、
そ
れ
を
疑
う
「
否
定
の
詩
学
」
の
二
つ
の
立
場
か
ら
キ
ュ
ー
バ
の
文

学
を
論
じ
て
い
る
。
前
者
を
代
表
す
る
ホ
セ
・
レ
サ
マ
＝
リ
マ
に
詳
し
い

真
下
氏
は
、
一
見
対
立
す
る
レ
サ
マ
と
後
者
の
作
家
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ

ニ
ェ
ー
ラ
と
の
間
に
、
共
有
さ
れ
た
課
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指

摘
し
た
。
第
一
章
で
分
析
さ
れ
て
い
る
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
短
編
が
、
レ
サ
マ

読
解
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
オ
ル
ペ
ウ
ス
神
話
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
対

応
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
両
者
を
キ
ュ
ー
バ
性
探
求
の
軌
道
が
描
く
楕

円
の
ふ
た
つ
の
中
心
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
た
。

本
書
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
レ
イ
ナ
ル
ド
・
ア
レ
ナ
ス
と
ピ

ニ
ェ
ー
ラ
を
研
究
、
翻
訳
し
て
い
る
山
辺
氏
は
、
本
書
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
「
複
数
性
」、「
断
片
性
」
を
挙
げ
た
。
そ
の
上
で
、
複
雑
で
多
面
的

な
キ
ュ
ー
バ
文
学
を
、
最
新
の
動
向
も
含
め
た
見
取
り
図
と
し
て
ま
と
め

総
合
文
化
研
究
所
主
催
合
評
会

久
野
量
一
『
島
の
「
重
さ
」
を
め
ぐ
っ
て
︱
キ
ュ
ー
バ
の
文
学
を
読
む
』報

告
　
高
木
佳
奈

　
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
が
日
本
で
も
広
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

久
し
い
。「
ブ
ー
ム
」
を
牽
引
し
て
き
た
作
家
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
若
い

世
代
の
日
本
語
訳
も
書
店
で
目
に
す
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
。
し
か
し
日

本
語
で
書
か
れ
た
研
究
書
や
概
説
書
と
い
う
と
、
そ
の
量
は
翻
訳
と
比
べ

て
圧
倒
的
に
少
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
し
て
や
広
大
で
多
様
な

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
中
で
も
特
定
の
地
域
の
文
学
を
扱
っ
た
も
の
と
な

る
と
、
一
般
に
入
手
で
き
る
書
籍
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
現
状
が
あ
る
中
、「
キ
ュ
ー
バ
の
文
学
」
を
論
じ
た
画
期
的
な
一
冊

が
二
〇
一
八
年
五
月
三
十
日
に
松
籟
社
か
ら
発
売
さ
れ
た
。
久
野
量
一
氏

の『
島
の「
重
さ
」を
め
ぐ
っ
て

―
キ
ュ
ー
バ
の
文
学
を
読
む
』で
あ
る
。

　
本
書
は
著
者
の
長
年
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
研
究
書
で
あ
り
な
が

ら
、
キ
ュ
ー
バ
と
い
う
国
や
そ
の
周
辺
で
生
ま
れ
た
文
学
に
関
心
が
あ
る

一
般
読
者
も
満
足
で
き
る
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
枠
組
み

に
と
ら
わ
れ
ず
「
キ
ュ
ー
バ
の
文
学
」
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

タ
イ
ト
ル
の
み
な
ら
ず
本
書
の
随
所
で
示
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

キ
ュ
ー
バ
革
命
に
よ
っ
て
亡
命
、
も
し
く
は
国
外
で
の
出
版
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
作
家
た
ち
や
、
キ
ュ
ー
バ
政
府
に
よ
っ
て
顕
彰
さ
れ
た
キ
ュ
ー
バ

以
外
（
例
え
ば
メ
キ
シ
コ
）
の
作
家
た
ち
も
含
め
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。

本
合
評
会
で
は
、
著
者
の
久
野
量
一
氏
と
野
谷
文
昭
氏
、
柳
原
孝
敦
氏
、
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 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
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た
本
書
を
高
く
評
価
し
た
。
ま
た
本
書
で
用
い
ら
れ
た
「
肯
定
／
否
定
の

詩
学
」
や
「
第
三
世
界
文
学
」
と
い
っ
た
概
念
が
、
他
の
地
域
の
文
学
に

も
応
用
可
能
で
有
用
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　
本
書
に
登
場
す
る
作
家
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
こ
と
も
あ

る
野
谷
氏
は
、
個
々
の
例
を
挙
げ
て
キ
ュ
ー
バ
国
内
外
の
知
識
人
た
ち
の

複
雑
な
立
ち
位
置
や
態
度
の
変
化
に
言
及
し
、
キ
ュ
ー
バ
を
論
じ
る
難
し

さ
に
つ
い
て
語
っ
た
。
ま
た
日
本
人
研
究
者
の
中
で
も
、
限
ら
れ
た
情
報

の
中
で
キ
ュ
ー
バ
革
命
の
正
当
性
を
信
じ
、「
キ
ュ
ー
バ
＝
善
／
米
国
＝

悪
」
と
い
う
二
分
法
で
し
か
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
世
代
と
、
革

命
の
負
の
側
面
が
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
の
世
代
と
の
間
に
は
大
き

な
隔
た
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
ア
レ
ホ
・
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
等
の
研
究
で
知
ら
れ
る
柳
原
氏
か
ら

は
、
キ
ュ
ー
バ
人
作
家
の
文
学
上
の
「
亡
命
先
」
と
し
て
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ

レ
ス
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
第
二
章
、
第
六
章
を
評
価
す
る
コ

メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
滞
在
し
た
時
代

と
、
第
六
章
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ホ
セ
・
ポ
ン
テ
の
時
代

の
差
異
を
指
摘
し
、
同
地
に
滞
在
経
験
の
あ
る
久
野
氏
に
対
し
て
、
ブ
エ

ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
次
回
作
の
期
待
を
寄
せ
た
。

　
キ
ュ
ー
バ
映
画
の
研
究
者
で
あ
る
新
谷
氏
か
ら
は
、
キ
ュ
ー
バ
映
画
史

と
文
学
史
の
比
較
や
、本
書
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
映
画
『
低
開
発
の
記
憶
』

を
監
督
し
た
ト
マ
ス
・
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
＝
ア
レ
ア
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
た
。
同
作
に
見
ら
れ
る
複
数
性
や
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム

の
視
点
は
、
革
命
以
前
か
ら
の
キ
ュ
ー
バ
の
状
況
を
描
い
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
も
様
々
な
質
問
・
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
特
に
本

書
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
作
品
の
翻
訳
を
望
む
声
が
多
か
っ
た
。
久
野
氏
か

ら
も
、
今
後
積
極
的
に
翻
訳
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。
合
評
会
を
通
じ
て
、
更
な
る
研
究
テ
ー
マ
の
発
展
や
翻
訳
の
企
画
な

ど
建
設
的
な
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
著
者
の
久
野
氏
の
み
な

ら
ず
、
参
加
者
全
員
に
と
っ
て
非
常
に
有
意
義
だ
っ
た
。
ま
た
本
合
評
会

に
は
若
手
研
究
者
も
多
く
参
加
し
て
お
り
、
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
こ
と

だ
ろ
う
。

合
評
会
「
久
野
量
一
『
島
の
「
重
さ
」
を
め
ぐ
っ
て

―
キ
ュ
ー
バ

の
文
学
を
読
む
』」

日
時
：
二
〇
一
八
年
七
月
二
十
八
日
（
土
）
十
五
時
―
十
七
時

場
所
：
東
京
外
国
語
大
学 

本
郷
サ
テ
ラ
イ
ト 

四
階
セ
ミ
ナ
ー
室

対
象
書
籍
：

　
　『
島
の
「
重
さ
」
を
め
ぐ
っ
て

―
キ
ュ
ー
バ
の
文
学
を
読
む
』

著
者
：
久
野
量
一
（
本
学
准
教
授
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：

　
　
野
谷
文
昭
（
名
古
屋
外
国
語
大
学
教
授
）

　
　
柳
原
孝
敦
（
東
京
大
学
教
授
）

　
　
真
下
祐
一
（
駒
澤
大
学
教
授
） 

　
　
山
辺
　
弦
（
東
京
経
済
大
学
専
任
講
師
）

　
　
新
谷
和
輝
（
本
学
博
士
前
期
課
程
）

司
会
・
世
話
人
：

　
　
高
木
佳
奈 （
東
京
大
学
特
別
研
究
員
）
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に
、「
新
し
い
人
間
」
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　「
新
し
い
人
間
」
は
、
未
来
派
に
始
ま
る
歴
史
的
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド

運
動
全
般
に
提
示
さ
れ
る
キ
ー
概
念
だ
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の

は
実
に
抽
象
的
で
あ
る
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ダ
に
も
参
加
し
、
そ
の
後

ベ
ル
リ
ン
の
表
現
主
義
グ
ル
ー
プ
に
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
を
紹
介
し
た
、
ま

さ
に
表
現
主
義
と
ダ
ダ
の
橋
渡
し
的
存
在
で
あ
る
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヒ
ュ

ル
ゼ
ン
ベ
ッ
ク
が
『
新
青
年
』
に
寄
稿
し
た
エ
ッ
セ
イ
「
新
し
い
人
間
」

（
一
九
一
七
年
）
で
は
、「
新
し
い
人
間
」
が
、
多
様
な
人
種
と
共
に
、
あ

ら
ゆ
る
性
に
及
ぶ
普
遍
的
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。『
新
青
年
』

と
い
う
雑
誌
タ
イ
ト
ル
は
男
性
的
な
発
信
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
少
な

く
と
も
ヒ
ュ
ル
ゼ
ン
ベ
ッ
ク
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が

尺
度
と
し
て
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　
実
際
、
ダ
ダ
イ
ス
ト
の
多
く
の
作
品
に
お
い
て
は
、「
新
し
い
人
間
」

が
「
新
し
い
女
」
に
言
い
換
え
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
・
ダ
ダ

の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
ラ
ウ
ー
ル
・
ハ
ウ
ス
マ
ン
は
、
古
い
男

性
性
に
よ
る
国
家
的
思
考
を
克
服
す
る
べ
く
、希
望
の
「
新
し
い
女
」
を
、

来
た
る
新
し
い
社
会
の
「
新
し
い
人
間
」
像
と
す
る
。
彼
の
フ
ォ
ト
モ
ン

タ
ー
ジ
ュ
作
品
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
の
配
置
の
中
で
、「
新
し
い
女
」
は
、

「
玉
の
よ
う
な
」、「
星
座
の
よ
う
な
」
存
在
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
男
性

ダ
ダ
イ
ス
ト
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
表
象
の
一
方
で
、
女
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
達

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　
報
告
　
小
松
原
由
理
・
西
岡
あ
か
ね
　
　
　
　

　
近
年
、
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
の
中
で
女
性
芸
術
家
が
果
た
し
た
役

割
が
従
来
知
ら
れ
て
い
た
よ
り
も
大
き
か
っ
た
こ
と
が
、
様
々
な
研
究
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
な
り
始
め
て
い
る
。
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
こ

の
最
新
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
、
主
に
ド
イ
ツ
語
圏
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル

ド
運
動
を
例
に
、
女
性
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
が
芸
術
論
的
文
脈
の
中
で
い

か
な
る
男
性
／
女
性
表
象
を
生
み
出
し
て
い
る
か
に
光
を
当
て
る
。
同
時

に
、
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
が
「
新
し
い
人
間
」
を
探
究
す
る
中
で
、
男
性

性
／
女
性
性
の
図
式
に
還
元
し
き
れ
な
い
多
様
な
性
の
体
験
が
表
現
さ

れ
、
支
配
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
象
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
る
よ
う
な
人
間
像

が
生
み
出
さ
れ
る
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド

に
お
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
問
題
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
な

周
辺
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
本
質
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
だ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

小
松
原
由
理
（
神
奈
川
大
学
）「
新
し
い
女
／
新
し
い
男
の
誕
生
?

　
― 

ダ
ダ
イ
ス
ト
た
ち
の
セ
ル
フ
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

　
前
半
を
担
当
し
た
小
松
原
は
、
と
り
わ
け
ダ
ダ
イ
ス
ト
た
ち
が
好
ん
で

創
作
し
た
セ
ル
フ
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
と
い
う
表
現
ス
タ
イ
ル
を
手
掛
か
り

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
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は
、
踊
り
子
や
人
形
、
マ
ネ
キ
ン
と
い
っ
た
、
身
体
性
を
前
面
に
出
し
た

「
新
し
い
女
」
像
に
「
新
し
い
人
間
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
託
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
「
新
し
い
女
」
像
は
、
男
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
た
ち
に
お
い
て

は
し
ば
し
ば
、
男
性
性
の
危
機
を
克
服
し
、「
新
し
い
男
」
を
描
く
た
め

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
グ
ロ
ス

に
よ
る
、
自
由
自
在
で
柔
軟
な
身
体
を
持
ち
合
わ
せ
た
「
ゴ
ム
男
」
の
表

象
や
、
男
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
の
作
品
に
多
く
み
ら
れ
る
「
機
械
人
間
」
の
表

象
は
、
い
ず
れ
も
新
た
な
「
男
性
性
」
を
再
構
築
す
る
た
め
の
ト
ラ
イ
ア

ル
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
人
間
表
象
は
、
旧
来
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
一
層
強
固
に
反
復
す
る
も
の
で
あ
る

が
故
に
、
男
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
の
描
く
「
新
し
い
人
間
」
が
、
既
存
の
男
性

性
／
女
性
性
の
境
界
線
を
ど
こ
ま
で
塗
り
替
え
、
本
質
的
に
ト
ラ
ン
ス
グ

レ
ッ
シ
ョ
ン
な
「
新
し
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
を
構
想
し
え
て
い
た
か
に
つ
い

て
は
疑
問
が
残
る
。

　
ダ
ダ
イ
ス
ト
た
ち
が
活
躍
し
た
二
十
年
代
は
、
同
性
愛
研
究
が
大
き
く

飛
躍
し
、
中
間
の
性
、
あ
る
い
は
第
三
の
性
に
関
す
る
認
知
が
進
み
は
じ

め
て
い
た
。
し
か
し
一
方
で
、
ダ
ダ
イ
ス
ト
達
は
未
だ
、
オ
ッ
ト
ー
・
ヴ
ァ

イ
ニ
ン
ガ
ー
流
の
、
男
性
性
と
女
性
性
の
図
式
的
性
格
分
類
に
と
ら
わ
れ

て
い
た
。
こ
の
点
で
、
男
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
の
両
性
具
有
的
作
品
は
、
両
性

の
属
性
の
根
本
を
問
い
直
す
も
の
と
ま
で
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
ヴ
ァ
イ
ニ

ン
ガ
ー
の
ミ
ソ
ジ
ニ
ー
的
女
性
観
を
視
覚
的
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す
る

に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
、
女
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
に
よ
る
脱
性
的
な
セ
ル

フ
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
や
人
形
、
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
両
性
の
境
界

線
そ
の
も
の
を
取
り
壊
し
、
塗
り
替
え
、
飛
躍
す
る
強
度
を
持
つ
。
こ
れ

こ
そ
が
女
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
の
オ
ー
サ
ー
シ
ッ
プ
の
強
度
の
証
と
も
な
っ

て
い
る
。
ゆ
え
に
、
ル
ー
ス
・
ヒ
ー
マ
ス
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
女
性

ダ
ダ
イ
ス
ト
と
は
、
最
も
男
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
が
恐
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
は

ず
」
な
の
だ
。

西
岡
あ
か
ね
（
東
京
外
国
語
大
学
）「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
神
話
と
女
性
の

エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」

　
後
半
を
担
当
し
た
西
岡
は
、
初
期
表
現
主
義
の
詩
人
ゲ
オ
ル
ク
・
ハ
イ

ム
に
関
す
る
伝
記
的
テ
ク
ス
ト
を
例
に
、
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
が
文

学
史
記
述
の
中
で
神
話
化
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
が

ど
の
様
に
現
れ
て
い
る
か
を
報
告
し
た
。

　
表
現
主
義
な
ど
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
前
衛
芸
術
運
動
が
展
開
さ
れ
た
過
程

で
特
に
発
達
し
た
表
現
ジ
ャ
ン
ル
が
様
々
な
伝
記
的
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
回
想
録
や
自
伝
は
も
ち
ろ
ん
、
手
紙
、
日
記
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

の
序
文
、
あ
る
作
家
の
作
品
集
へ
の
寄
稿
な
ど
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
テ
ク

ス
ト
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
際
、
あ
る
前
衛
的
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
芸
術
家

が
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
特
定
の
詩
人
に
関
し
て
、
そ

の
行
動
や
身
体
的
特
徴
に
作
品
以
上
に
注
目
し
、
そ
の
人
と
な
り
を
繰
り

返
し
語
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
う
し
た
人
物
が
あ
る
種
の

人
間
的
魅
力
や
カ
リ
ス
マ
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
の
証
明
の
よ
う
に
も

見
え
る
。
し
か
し
、サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
芸
術
運
動
で
あ
る
表
現
主
義
が
、

現
存
す
る
芸
術
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
離
脱
を
主
張
し
、
新
し
い
「
別
の
」
芸

術
実
践
を
確
立
す
る
た
め
に
、
そ
の
裏
付
け
、
あ
る
い
は
実
践
者
た
ち
の

結
節
点
と
な
る
組
織
や
指
導
的
・
象
徴
的
人
物
像
を
必
要
と
し
て
い
た
と

い
う
文
学
社
会
学
的
な
背
景
を
考
慮
し
た
と
き
、
件
の
伝
記
的
語
り
の
集

積
が
、
グ
ル
ー
プ
の
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
保
証
す
る
「
象
徴
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的
人
物
像
」
を
、
テ
ク
ス
ト
の
語
り
を
通
じ
て
構
築
し
よ
う
と
す
る
文
学

的
営
為
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
事
実
、初
期
表
現
主
義
の
芸
術
家
グ
ル
ー
プ
「
新
ク
ラ
ブ
」
の
メ
ン
バ
ー

た
ち
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
、
サ
ー
ク
ル
の
中
心
的
詩
人
で
あ
る
ゲ
オ
ル

ク
・
ハ
イ
ム
の
姿
は
驚
く
ほ
ど
似
通
っ
て
お
り
、
描
写
に
用
い
ら
れ
る

語
彙
も
奇
妙
な
ま
で
に
共
通
し
て
い
る
。
い
わ
く
、「
血
色
の
良
い
顔
色
」

や
「
若
々
し
く
、溌
剌
と
し
た
」
態
度
、更
に
は
「
が
っ
し
り
」
し
て
「
ア

ス
リ
ー
ト
的
」
な
ス
タ
イ
ル
な
ど
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
、
唯
美
主
義
的

な
詩
人
像
が
暗
に
否
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
示
し
合
わ
せ
た

よ
う
な
伝
記
的
語
り
の
集
積
は
、
歴
史
的
な
「
実
像
」
を
伝
え
て
い
る
と

い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
グ
ル
ー
プ
の
提
唱
す
る
綱
領
に
従
っ
て
あ
る
特
定

の
詩
人
像
を
演
出
し
よ
う
と
す
る
試
み
だ
と
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の

よ
う
な
語
り
の
実
践
を
通
じ
て
、表
現
主
義
詩
人
は
行
動
す
る
「
男
性
的
」

人
物
像
（「
自
然
児
」、「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
」、「
革
命
家
」
な
ど
）
に
回
収
さ
れ

て
ゆ
く
。
確
か
に
表
現
主
義
の
綱
領
に
は
、
イ
タ
リ
ア
未
来
派
の
よ
う
な

あ
か
ら
さ
ま
に
女
性
蔑
視
的
言
説
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
芸
術
実
践
は

一
義
的
に
男
性
の
、
よ
り
厳
密
に
は
青
年
の
運
動
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い

る
の
だ
。

　
更
に
、
同
時
代
に
お
い
て
は
運
動
の
遂
行
そ
の
も
の
と
重
な
り
あ
う
芸

術
実
践
で
あ
っ
た
伝
記
的
語
り
の
行
為
は
、
文
学
史
記
述
と
い
う
営
為
へ

と
移
行
す
る
こ
と
で
、
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
を
め
ぐ
る
一
種
の
神
話
形
成

へ
と
向
か
う
傾
向
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ハ
イ
ム
に
関
す
る
回
想
的
語
り

は
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
文
学
史
的
記
述
と
し
て
の
体
裁
を
取
る
こ
と
で
、

「
新
ク
ラ
ブ
」
の
芸
術
実
践
と
そ
の
体
現
者
で
あ
る
詩
人
ハ
イ
ム
の
（
活

き
活
き
と
し
た
青
年
の
姿
に
形
象
化
さ
れ
た
）
比
類
の
な
い
創
造
的
革
新
性

を
文
学
史
的
に
再
＝
演
出
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
だ
。
こ
の
文
脈
に
お

い
て
見
る
と
、「
新
ク
ラ
ブ
」
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
回
想
が
、
ハ
イ
ム
の

姿
の
「
自
然
さ
」
を
強
調
し
、
あ
か
ら
さ
ま
に
芝
居
が
か
っ
た
、
演
出
的

な
彼
の
ポ
ー
ズ
を
逆
に
作
為
の
な
さ
の
現
れ
と
読
み
変
え
よ
う
と
す
る
、

奇
妙
な
傾
向
を
持
つ
理
由
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
自
然
さ
の
演
出
、
あ
る

い
は
演
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
演
出
す
る
と
い
う
、
こ
の
特
異
な
描
写

傾
向
の
裏
に
は
、
本
来
文
学
的
に
構
成
さ
れ
た
綱
領
的
な
「
表
現
主
義
詩

人
」
の
姿
に
真
正
性
を
獲
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
隠
さ
れ
て
い
る
の

だ
。

　
上
述
の
よ
う
な
自
伝
的
語
り
の
戦
略
を
用
い
て
男
性
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ

ル
ド
が
構
築
し
た
、
反
逆
的
青
年
の
運
動
と
し
て
の
表
現
主
義
神
話
に
対

し
、
こ
の
運
動
に
参
加
し
た
数
少
な
い
女
性
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
達
は
、

彼
女
た
ち
独
自
の
自
伝
的
語
り
の
実
践
を
通
じ
て
、
男
性
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ

ル
ド
に
よ
る
語
り
を
修
正
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
エ
ミ
ー
・
バ
ル
＝
ヘ

ニ
ン
グ
ス
は
、
文
学
史
家
カ
ー
ル
・
ゼ
ー
リ
ッ
ヒ
に
宛
て
て
、「
新
ク
ラ

ブ
」
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
彼
に
伝
え
た
、
粗
野
で
活
動
的
な
青
年
ハ
イ
ム

の
姿
は
「
扮
装
さ
れ
た
」
姿
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
こ
れ
を
否
定
し
、
彼

は
「
男
性
達
が
見
て
い
た
の
と
違
っ
た
風
で
も
あ
り
え
た
」
の
だ
と
主
張

す
る
。
そ
の
際
、
彼
女
が
描
い
て
見
せ
る
「
天
使
の
よ
う
な
」、
死
に
魅

せ
ら
れ
た
「
オ
フ
ェ
ー
リ
ア
の
恋
人
」
と
し
て
の
ハ
イ
ム
像
も
ま
た
、
極

め
て
文
学
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
て
お
り
、
お
お
よ
そ
「
リ
ア
ル
」
な
伝

記
的
描
写
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
男
性
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド

達
の
語
り
の
実
践
が
い
わ
ば
「
真
正
さ
」
の
演
出
を
目
指
し
て
い
た
の
に

対
し
、
彼
女
は
そ
も
そ
も
自
ら
の
語
り
に
「
真
正
さ
」
の
保
証
を
与
え
よ

う
と
は
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
非
現
実
話
法
を
用
い
つ
つ
、
こ
と
さ
ら

に
「
女
性
」
の
視
点
を
強
調
す
る
こ
と
で
、「
あ
り
え
た
」
別
の
ハ
イ
ム

像
を
創
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ヘ
ニ
ン
グ
ス
に
よ
る
、
女
性
の
文
学
史
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的
語
り
に
よ
っ
て
「
男
性
的
」
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
像
を
問
題
化
し
よ
う

と
し
た
試
み
は
、
男
装
と
い
う
手
段
で
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
実
践
を
パ

ロ
デ
ィ
ー
化
し
た
、
エ
ル
ゼ
・
ラ
ス
カ
ー
＝
シ
ュ
ー
ラ
ー
の
芸
術
実
践
と

も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
女
性
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
に
よ
る
芸

術
実
践
の
試
み
に
光
を
当
て
る
こ
と
で
、
彼
女
た
ち
が
、「
青
年
の
運
動
」

と
し
て
構
想
さ
れ
た
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
の
中
で
、
自
身
の
芸
術
実

践
を
ど
の
様
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
「
困
難
な
女
性

の
オ
ー
サ
ー
シ
ッ
プ
」
を
ど
の
様
に
確
立
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
の
か
が

明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

二
〇
一
八
年
十
月
三
日
（
水
）
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東
日
本
大
震
災
後
に
制
作
さ
れ
た
日
本
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
中
で
、
震

災
が
直
接
的
に
描
か
れ
る
こ
と
は
比
較
的
ま
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
未
だ

に
行
方
不
明
者
や
、
仮
設
住
宅
で
の
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
被
災

者
が
存
在
す
る
現
状
を
考
慮
し
、
被
害
を
受
け
た
当
事
者
の
感
情
に
制
作

者
側
が
配
慮
し
た
結
果
だ
と
い
え
る
。
多
く
の
ド
ラ
マ
は
、
例
え
ば
『
家

政
婦
の
ミ
タ
』（
日
本
テ
レ
ビ
、
二
〇
一
一
年
十
月
～
十
二
月
）
の
よ
う
に
、

震
災
を
直
接
取
り
上
げ
る
代
わ
り
に
、
身
内
を
失
っ
た
人
の
苦
し
み
に
焦

点
を
当
て
る
こ
と
で
、
間
接
的
に
震
災
に
よ
る
被
害
を
暗
示
す
る
手
法
を

取
っ
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
を
直
接
扱
っ
た
数
少
な
い
ド
ラ
マ
に
お
い
て
は
、
サ

バ
イ
バ
ー
ズ
・
ギ
ル
ト
の
問
題
と
並
ん
で
復
興
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
祓
川
学
作
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
児
童
文
学
を
原

作
と
す
る
単
発
ド
ラ
マ
『
フ
ラ
ガ
ー
ル
と
犬
の
チ
ョ
コ
』（
テ
レ
ビ
東
京
、

二
〇
一
五
年
三
月
十
一
日
：
福
島
テ
レ
ビ
、
二
〇
一
五
年
三
月
二
十
一
日
）
で

は
、
こ
の
二
つ
の
テ
ー
マ
が
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
ド
ラ
マ
の
主
人

公
沙
衣
は
福
島
県
の
ス
パ
施
設
で
働
く
フ
ラ
ダ
ン
サ
ー
。
彼
女
の
実
家
は

原
発
の
あ
る
双
葉
町
に
あ
り
、
双
葉
町
が
震
災
後
「
警
戒
区
域
」
と
な
っ

た
こ
と
で
、
彼
女
は
愛
犬
チ
ョ
コ
を
自
宅
に
置
き
去
り
に
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
。
日
常
生
活
を
喪
失
し
た
の
は
彼
女
だ
け
で
は
な
い
。
彼
女
の
同

僚
た
ち
に
は
、
身
内
を
失
っ
て
サ
バ
イ
バ
ー
ズ
・
ギ
ル
ト
に
苦
し
む
者
も

ヒ
ラ
リ
ア
・
ゴ
ス
マ
ン
氏
（
ト
リ
ー
ア
大
学
）
講
演
会

３
・
11 

フ
ク
シ
マ
︱
日
本
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
映
画
に
お
け
る
表
象
　

報
告
　
西
岡
あ
か
ね
　
　
　
　

　
ト
リ
ー
ア
大
学
（
ド
イ
ツ
）
日
本
学
科
の
ヒ
ラ
リ
ア
・
ゴ
ス
マ
ン
教
授

を
招
い
て
開
催
さ
れ
た
本
講
演
は
、
日
本
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
映
画
を
題

材
と
し
て
、
そ
の
中
で
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発
事
故
が
ど
の
様

に
描
か
れ
て
い
る
か
を
論
じ
た
。
そ
の
際
、
特
に
登
場
す
る
人
物
の
姿
や

態
度
に
着
目
し
つ
つ
分
析
す
る
こ
と
で
、
娯
楽
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
ド
ラ
マ

や
映
画
の
よ
う
な
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
て
原
発
事
故
を
表
象
す
る
可

能
性
と
そ
の
限
界
を
探
っ
た
。
更
に
、
分
析
の
対
象
と
な
る
メ
デ
ィ
ア
テ

キ
ス
ト
の
特
性
に
鑑
み
、
何
が
ど
う
描
か
れ
て
い
る
か
は
も
ち
ろ
ん
、
何

が
欠
け
て
い
る
か
、
何
が
描
か
れ
な
い
の
か
に
も
着
目
し
て
分
析
が
進
め

ら
れ
た
。

　
ま
ず
講
演
の
冒
頭
、
ド
イ
ツ
国
内
で
起
こ
っ
た
架
空
の
原
発
事
故
を
描

い
た
、
ク
ー
ド
ル
ー
ン
・
パ
ウ
ゼ
ワ
ン
グ
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
『
雲
』

（
一
九
八
七
年
、
邦
訳
『
み
え
な
い
雲
』
高
田
由
美
子
訳
、
一
九
八
七
年
）
が

紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
小
説
は
二
〇
〇
八
年
に
映
画
化
さ
れ
て
い
る
（
日
本

公
開
は
二
〇
一
一
年
）。
こ
の
映
画
で
は
、
原
作
に
は
な
か
っ
た
恋
愛
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
お
り
、
原
発
事
故
を
大
衆
的
な

娯
楽
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
描
く
難
し
さ
が
既
に
こ
こ
で
も
露
呈
し
て
い
る

と
い
え
る
。
し
か
し
、
同
時
に
恋
愛
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
核
に
す
え
る
こ
と

で
、
受
容
者
の
感
情
に
強
く
訴
え
か
け
る
と
い
う
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
独
自

の
イ
メ
ー
ジ
伝
達
の
戦
略
も
指
摘
で
き
る
。

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
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い
れ
ば
、
放
射
能
汚
染
を
理
由
に
婚
約
者
の
家
族
か
ら
結
婚
に
反
対
さ
れ

て
い
る
者
も
い
る
。
し
か
し
、
彼
女
た
ち
は
、
様
々
な
困
難
に
直
面
し
な

が
ら
も
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
復
興
の
た
め
の
努
力
を
続
け
、
ド
ラ
マ

の
ラ
ス
ト
、
ス
パ
施
設
再
開
の
日
に
す
べ
て
の
問
題
は
解
決
さ
れ
る
。
典

型
的
な
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
終
わ
る
こ
の
ド
ラ
マ
は
、
被
災
者
を
傷
つ
け

る
こ
と
な
く
、
慰
め
、
視
聴
者
に
希
望
を
与
え
よ
う
と
す
る
製
作
者
の
意

図
を
は
っ
き
り
と
示
す
と
共
に
、
ド
ラ
マ
で
原
発
事
故
を
描
く
限
界
も
露

呈
し
て
い
る
。
事
実
、
こ
の
ド
ラ
マ
で
は
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
は

描
か
れ
て
い
る
が
、
原
発
そ
の
も
の
や
放
射
能
汚
染
の
危
険
性
に
は
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
。

　
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
原
発
事
故
を
直
接
扱
わ
な
い
の
は
、
視
聴
者
の
心

理
を
忖
度
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
配
慮
が
必
要
な
た

め
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
映
画
も
ま
た
、
原
発
を
扱
お
う
と
し
て
も
資
金

集
め
が
困
難
な
現
実
が
あ
り
、
メ
ジ
ャ
ー
作
品
は
制
作
さ
れ
て
い
な
い

が
、
い
く
つ
か
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
が
原
発
事
故
の
問
題
を
取

り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
映
画
の
多
く
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
形
を

取
っ
て
お
り
、
娯
楽
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
ス
ト
ー

リ
ー
映
画
は
少
な
い
。
そ
の
数
少
な
い
例
が
園
子
温
監
督
の『
希
望
の
国
』

（
二
〇
一
二
年
）
と
太
田
隆
文
監
督
の
『
朝
日
の
あ
た
る
家
』（
二
〇
一
三

年
）
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
作
品
は
い
ず
れ
も
、
福
島
第
一
原
発
事
故
を

受
け
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
報
道
で
は
ふ
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
原

発
の
危
険
性
を
訴
え
て
い
る
が
、
両
者
と
も
に
現
実
に
起
っ
た
福
島
原

発
事
故
を
直
接
取
り
上
げ
て
は
い
な
い
。
ど
ち
ら
の
映
画
も
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
の
形
を
取
り
、
福
島
原
発
後
の
日
本
で
再
び
起
こ
っ
た
架
空
の
原
発
事

故
を
テ
ー
マ
に
、
事
故
の
た
め
に
日
常
生
活
を
失
い
、
崩
壊
し
て
ゆ
く
家

族
の
悲
劇
を
描
い
て
い
る
。
二
つ
の
映
画
は
、
近
未
来
を
舞
台
に
一
種
の

デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
を
提
示
し
て
見
せ
る
こ
と
で
、
福
島
原
発
事
故
の
教
訓
が

受
け
止
め
ら
れ
て
い
な
い
事
実
を
批
判
的
に
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
試
み

は
、
既
に
起
こ
っ
た
現
実
の
事
故
の
経
過
を
追
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の

手
法
と
は
異
な
り
、
近
未
来
に
再
び
あ
る
か
も
し
れ
な
い
事
故
を
描
く
こ

と
で
、
今
は
日
常
生
活
の
安
全
性
に
疑
問
を
抱
い
て
い
な
い
観
客
に
、
原

発
事
故
の
可
能
性
や
恐
怖
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
家
族
の

悲
劇
と
い
う
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
る
点
で
も
両
者
は

共
通
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
原
発
の
描
き
方
は
、
一
方
で
娯
楽
映
画
の
限

界
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
他
方
で
、
観
客
の
感
情
に
強
く

訴
え
か
け
る
こ
と
で
、
原
発
の
危
険
性
を
直
接
体
感
さ
せ
る
効
果
も
あ
げ

て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
つ
の
映
画
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
的

手
法
は
、
娯
楽
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
映
画
の
特
性
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、

原
発
事
故
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
イ
メ
ー
ジ
を
受
容
者
に
伝
達
し
得
て
い

る
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。二

〇
一
八
年
十
月
十
一
日
（
木
）
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る
。
明
治
・
大
正
の
作
家
た
ち
も
ま
た
、
欧
米
の
言
語
・
文
学
か
ら
の
圧

倒
的
な
影
響
を
受
け
つ
つ
、
あ
ら
た
な
日
本
語
の
文
学
を
生
み
出
し
て
き

た
。

　
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
「
欧
米
」
と
い
う
包
括
的
な
言
い
方
を
便
宜
上

こ
こ
で
用
い
て
き
た
が
、
あ
る
翻
訳
が
英
語
か
ら
の
も
の
な
の
か
、
ド
イ

ツ
語
か
ら
な
の
か
、
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
か
等
に
よ
っ
て
、
翻
訳

者
の
関
わ
る
言
語
感
覚
、
文
化
的
発
想
は
根
本
的
に
異
な
る
の
で
は
な
い

か
。
同
じ
こ
と
は
、
あ
る
作
家
の
思
考
が
、
ど
の
欧
米
の
言
語
・
文
化
に

決
定
的
に
依
拠
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
る
日
本
語

の
感
覚
は
決
定
的
に
異
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

二
葉
亭
四
迷
、
森
鴎
外
、
夏
目
漱
石
、
永
井
荷
風
は
、
ま
さ
に
彼
ら
の
関

わ
る
特
定
の
言
語
世
界
と
結
び
つ
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
出
発
点
で
あ
る
。

　
文
学
研
究
者
は
、
多
く
の
場
合
、
自
分
自
身
が
対
象
と
す
る
言
語
固
有

の
「
国
民
文
学
」
の
領
域
に
ま
ず
は
中
心
的
に
関
わ
る
。
そ
こ
で
は
対
象

と
す
る
言
語
・
文
化
の
も
つ
伝
統
の
連
関
が
、
研
究
者
た
ち
の
感
覚
を
圧

倒
的
に
支
配
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
翻
訳
に
関
わ
る
人
た
ち
全
般
に
当

て
は
ま
る
だ
ろ
う
。
英
米
文
学
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
、
ド
イ
ツ
文
学
、
ロ
シ

ア
文
学
、
イ
タ
リ
ア
文
学
か
ら
の
翻
訳
は
、
単
に
目
標
言
語
が
同
じ
く
日

本
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
同
じ
よ
う
に
扱
う
こ
と
は
決
し
て
で
き
な

総
合
文
化
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

欧
米
文
学
か
ら
見
る
日
本
翻
訳
史
　

報
告
　
山
口
裕
之
　
　
　
　

　
翻
訳
は
、
総
合
文
化
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
、
実
践
的
な
活
動

と
し
て
も
き
わ
め
て
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
研
究
所
は
こ
れ
ま
で
も
翻

訳
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
継
続
的
に
行
っ
て
き
た
。
こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
一
年
前
の
同
時
期
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
翻
訳
と

い
う
創
造
空
間
」（『
総
合
文
化
研
究
』
第
二
十
一
号
一
一
八—

一
二
〇
頁
に

報
告
掲
載
）
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
昨
年

度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
続
編
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

　「
欧
米
文
学
か
ら
見
る
日
本
翻
訳
史
」
と
い
う
今
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
タ
イ
ト
ル
が
意
図
し
て
い
る
の
は
、
近
代
日
本
の
翻
訳
史
を
規
定
し

て
き
た
と
見
な
さ
れ
て
い
る
「
欧
米
文
学
」
を
問
い
直
す
視
点
で
あ
る
。

明
治
以
降
の
日
本
近
代
文
学
に
お
い
て
は
、
文
学
の
扱
う
内
容
も
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
な
が
ら
、
語
る
た
め
の
日
本
語
そ
の
も
の
を
あ
ら
た
に
作
り
上

げ
て
ゆ
く
こ
と
が
、
欧
米
の
言
語
か
ら
の
翻
訳
プ
ロ
セ
ス
と
密
接
に
結
び

つ
い
て
い
た
。
欧
米
化
と
し
て
の
近
代
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、
翻
訳
を

通
じ
て
欧
米
の
知
識
・
思
考
を
取
り
入
れ
る
絶
対
的
な
必
要
性
が
あ
っ
た

が
、
も
と
も
と
日
本
語
に
存
在
し
な
い
欧
米
の
概
念
の
表
記
を
、
日
本
は

い
わ
ゆ
る
翻
訳
語
と
し
て
あ
ら
た
に
作
り
上
げ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
語

彙
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
、
表
現
、
レ
ト
リ
ッ
ク
、
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
、
表
記

法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
に
お
い
て
、
欧
米
の
言
語
の
思
考
の
枠
組
み

に
適
合
さ
せ
つ
つ
、
近
代
日
本
語
が
形
成
さ
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
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い
。「
欧
米
文
学
」
か
ら
の
翻
訳
を
、
英
米
文
学
、
ド
イ
ツ
文
学
、
ロ
シ

ア
文
学
、
イ
タ
リ
ア
文
学
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
と

ら
え
る
と
き
、
近
代
以
降
の
日
本
の
翻
訳
の
歴
史
は
ま
た
あ
ら
た
な
姿
で

浮
か
び
上
が
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
発
想

の
も
と
、
圧
倒
的
な
量
の
翻
訳
を
こ
れ
ま
で
に
お
こ
な
っ
て
き
た
パ
ネ
リ

ス
ト
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
の
視
点
か
ら
、
翻
訳
の
歴
史
の
一
局
面
を

た
ど
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
以
下
、
パ
ネ
リ
ス
ト
た
ち
の
発
表
の
論

点
を
ご
く
簡
単
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　
現
代
ア
メ
リ
カ
文
学
を
主
要
な
対
象
と
す
る
柴
田
元
幸
氏
が
と
り
あ

げ
た
の
は
、
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
の
『
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
・
フ
ィ
ン
の

冒
険
』の
翻
訳
の
歴
史
で
あ
る
。
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
の
描
き
出
す
ハ
ッ

ク
ル
ベ
リ
ー
・
フ
ィ
ン
の
言
葉
は
、
主
人
公
の
社
会
層
を
そ
の
ま
ま
体
現

し
つ
つ
、
言
葉
そ
の
も
の
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
規
範
か
ら
自
由
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
（
そ
の
こ
と
は
、柴
田
氏
自
身
に
よ
る
『
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
・

フ
ィ
ン
の
冒
け
ん
』
の
翻
訳
の
言
葉
か
ら
も
は
っ
き
り
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
）。
柴
田
氏
に
よ
れ
ば
、
新
訳
と
は
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
の
あ
と
だ
し
」
の

よ
う
な
も
の
で
、
確
か
に
新
訳
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
初
期
の
翻
訳
に
見

ら
れ
る
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
・
フ
ィ
ン
の
声
は
、
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
の

意
図
か
ら
明
ら
か
に
外
れ
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
ま
た
、「
誤
訳
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
」
の
よ
う
な
翻
訳
も
あ
る
。
し

か
し
、柴
田
氏
は
「
翻
訳
の
質
と
影
響
力
は
関
係
が
な
い
」
と
強
調
す
る
。

あ
る
種
の
「
誤
訳
の
力
」
も
ま
た
、
翻
訳
の
歴
史
、
あ
る
い
は
翻
訳
の
影

響
史
を
形
作
っ
て
い
る
と
い
う
逆
説
を
わ
れ
わ
れ
は
見
落
と
す
べ
き
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ロ
シ
ア
文
学
者
の
沼
野
恭
子
氏
は
、
日
本
の
翻
訳
史
に
お
い
て
ロ
シ

ア
文
学
の
起
点
と
な
っ
て
い
た
『
露
国
奇
聞 

花
心
蝶
思
録
』
か
ら
話
を

始
め
た
。
こ
の
作
品
は
、
高
須
治
助
が
一
八
八
三
年
（
明
治
十
六
年
）
に

プ
ー
シ
キ
ン
の
『
大
尉
の
娘
』
を
翻
訳
し
た
も
の
だ
が
、
状
況
設
定
、
人

物
名
、
語
り
の
人
称
も
完
全
に
変
え
ら
れ
、
翻
訳
と
い
う
よ
り
も
ア
ダ
プ

テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
て
も
よ
い
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
明
治
初
期
の
翻
訳
の

特
質
の
一
端
を
顕
著
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
文
学
の
翻
訳
が
日
本

語
形
成
に
お
い
て
果
た
し
て
い
た
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
に
、
い
う

ま
で
も
な
く
二
葉
亭
四
迷
に
つ
い
て
言
及
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
言
文

一
致
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
『
浮
雲
』
第
一
篇
は
、一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
年
）

に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
三
遊
亭
圓
朝
の
講
談
の
言
葉
を
参
考
に
し
た
と

さ
れ
る
そ
の
言
葉
は
、
同
時
に
ま
た
そ
の
翌
年
に
行
わ
れ
た
ツ
ル
ゲ
ー
ネ

フ
の
「
あ
ひ
ゞ
き
」「
め
ぐ
り
あ
ひ
」
の
翻
訳
の
文
体
と
も
深
い
つ
な
が

り
が
あ
る
。
沼
野
氏
は
、
翻
訳
で
大
切
な
の
は
音
調
で
あ
る
、
と
い
う
二

葉
亭
四
迷
の
言
葉
に
と
く
に
着
目
し
、『
浮
雲
』
の
冒
頭
に
見
ら
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
髭
の
列
挙
だ
け
で
な
く
、
そ
の
文
体
そ
の
も
の
が
ゴ
ー
ゴ
リ
の

音
調
の
影
響
を
受
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
二
葉
亭
四
迷

は
「
あ
ひ
ゞ
き
」
を
も
う
一
度
訳
し
て
い
る
が
（
明
治
二
十
九
年
）、
こ
の

二
度
の
翻
訳
の
あ
い
だ
に
近
代
日
本
語
の
文
体
が
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
て
い

く
。
ロ
シ
ア
語
に
お
け
る
異
質
性
が
日
本
語
の
う
ち
に
持
ち
こ
ま
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
近
代
日
本
語
が
形
成
さ
れ
た
の
ち
の
い
わ
ゆ
る
異
化
的
翻
訳

の
方
向
性
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
こ
こ
に
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
沼
野
氏
は
、
最
後
に
ロ
シ
ア
語
に
お
い
て
翻
訳
が
不
可
能
な

TO
C

K
A

（
タ
ス
カ
ー
／
ト
ス
カ
）
と
い
う
言
葉
の
翻
訳
語
の
変
遷
に
つ
い

て
も
言
及
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
野
崎
歓
氏
は
、
明
治
時
代
の
翻
訳
の
う
ち
に
す
で
に

見
ら
れ
た
原
文
重
視
の
忠
実
な
翻
訳
と
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
両

極
を
前
提
と
し
て
、
詩
の
翻
訳
の
う
ち
に
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
関
わ
る
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二
つ
の
方
向
性
を
取
り
上
げ
た
。
一
つ
の
あ
り
方
は
、
と
り
わ
け
上
田
敏

や
堀
口
大
学
に
よ
る
詩
の
翻
訳
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
翻
訳

は
、
意
味
そ
の
も
の
よ
り
も
音
調
の
美
し
さ
が
際
立
つ
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
言
葉
の
若
々
し
さ
や
力
は
、
彼
ら
が
訳
詩
集
に
取
り
組
ん
で

い
た
と
き
に
若
い
翻
訳
家
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
こ
の
若
い
言
葉
が
日
本
文
学
を
と
て
も
豊
か
に
し
た
、

と
野
崎
氏
は
指
摘
す
る
（『
海
潮
音
』
は
上
田
敏
が
三
十
二
歳
の
明
治
三
十
八

年
、『
月
下
の
一
群
』
は
堀
口
大
学
が
三
十
三
歳
の
大
正
十
四
年
の
出
版
）。
こ

の
よ
う
な
翻
訳
の
対
極
に
あ
る
の
が
、
筑
摩
書
房
の
マ
ラ
ル
メ
全
集
全

五
巻
で
あ
る
。
詩
が
収
め
ら
れ
た
第
一
巻
で
は
、
本
文
の
テ
ク
ス
ト
が

三
〇
〇
ペ
ー
ジ
弱
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
別
冊
の
解
題
・
注
解
は
七
〇
〇

ペ
ー
ジ
を
超
え
る
。
こ
の
よ
う
な
翻
訳
は
、
学
問
的
業
績
の
集
積
と
い
え

る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
翻
訳
の
方
向
性
は
、
ま
さ
に
日
本
の
翻
訳
の
あ
り
方

を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

　
現
代
の
ド
イ
ツ
文
学
を
数
多
く
翻
訳
し
て
い
る
松
永
美
穂
氏
は
、
ド
イ

ツ
文
学
に
関
わ
る
日
本
翻
訳
史
に
と
っ
て
礎
と
も
い
え
る
森
鴎
外
を
取

り
上
げ
た
（
ち
な
み
に
多
和
田
葉
子
の
渡
独
と
作
家
活
動
が
、
そ
れ
ぞ
れ
森
鴎

外
と
の
あ
い
だ
に
百
年
の
差
が
あ
る
と
い
う
興
味
深
い
事
実
も
松
永
氏
は
指
摘

し
て
い
た
）。
鴎
外
は
、
文
語
体
と
口
語
体
の
両
方
に
つ
い
て
、
日
本
に

お
け
る
翻
訳
と
文
学
全
体
に
対
し
て
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

彼
自
身
が
ど
の
よ
う
な
翻
訳
戦
略
・
文
体
を
意
識
し
て
い
た
か
は
、「
訳

本
フ
ァ
ウ
ス
ト
に
つ
い
て
」
や
「
不
苦
心
談
」
に
お
い
て
も
見
て
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
一
九
一
三
年
（
大
正
二
年
）
に
出
版
さ
れ
た
鴎
外
の
翻
訳

『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
一
部
・
第
二
部
の
翻
訳
は
、『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
の
翻
訳

の
な
か
で
い
ま
で
も
傑
出
し
た
も
の
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
松

永
氏
は
現
在
三
十
五
種
類
に
も
の
ぼ
る
日
本
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
翻
訳
を
紹

介
す
る
こ
と
で
、
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
文
学
翻
訳
の
大
き
な
流
れ
の
一

端
を
示
し
た
。
ま
た
、『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
文
学
の
な
か

で
特
別
な
位
置
を
占
め
る
作
品
だ
け
で
な
く
、ヒ
ト
ラ
ー
の
『
我
が
闘
争
』

に
も
七
種
類
の
翻
訳
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
に
は
驚
き
を
禁
じ
得
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
単
に
ド
イ
ツ
文
学
が
日
本
の
教
養
主
義
的
伝

統
の
な
か
で
特
別
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
し

ば
し
ば
体
制
的
な
も
の
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
特

質
を
指
し
示
し
て
い
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
が
日
本
の
近

代
化
の
過
程
で
決
定
的
な
影
響
力
を
与
え
て
き
た
の
に
対
し
て
、
イ
タ
リ

ア
は
日
本
に
対
し
て
あ
る
程
度
限
ら
れ
た
位
置
を
占
め
る
も
の
と
な
っ

て
き
た
。
イ
タ
リ
ア
文
学
の
和
田
忠
彦
氏
は
、
欧
米
諸
国
と
日
本
と
の
あ

い
だ
の
非
対
称
的
関
係
の
な
か
で
形
成
さ
れ
て
き
た
日
本
翻
訳
史
に
お

い
て
、
イ
タ
リ
ア
文
学
は
「
マ
イ
ナ
ー
」
言
語
の
宿
命
と
し
て
、
あ
る
種

の
迂
路
を
辿
っ
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
経
緯
が
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
す

る
。
か
つ
て
イ
タ
リ
ア
文
学
の
新
し
い
情
報
は
、
イ
タ
リ
ア
文
学
者
で
は

な
く
、
し
ば
し
ば
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
経
由
す
る
か
た
ち
で
も
た
ら
さ
れ
て

い
た
。
米
川
良
夫
も
須
賀
敦
子
も
フ
ラ
ン
ス
文
学
か
ら
イ
タ
リ
ア
文
学

へ
と
向
か
っ
て
い
る
（
ち
な
み
に
ご
自
身
で
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
和

田
氏
自
身
も
同
じ
く
フ
ラ
ン
ス
文
学
か
ら
イ
タ
リ
ア
文
学
へ
と
い
う
道
を
辿
っ

た
）。
反
対
に
、
日
本
文
学
の
イ
タ
リ
ア
へ
の
紹
介
に
つ
い
て
も
同
じ
よ

う
な
非
対
称
的
な
関
係
が
見
ら
れ
る
と
和
田
氏
は
指
摘
す
る
。
イ
タ
リ
ア

文
学
の
受
容
に
典
型
的
に
現
れ
る
こ
の
よ
う
な
非
対
称
性
・
不
均
衡
を
示

す
も
の
と
し
て
、
和
田
氏
は
さ
ら
に
ピ
ノ
キ
オ
の
日
本
に
お
け
る
翻
訳
史

の
か
な
り
独
特
な
展
開
を
例
に
あ
げ
た
。
日
本
で
最
初
の
ピ
ノ
キ
オ
の
翻

訳
は
、
当
時
九
歳
の
少
女
西
村
ア
ヤ
が
、
佐
藤
春
夫
に
よ
る
英
訳
か
ら
の
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重
訳
を
父
親
か
ら
読
み
聞
か
せ
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
絵
と
物
語
を
つ
け
た

も
の
が
出
版
さ
れ
る
（
一
九
二
〇
年
・
大
正
九
年
）
と
い
う
経
緯
に
よ
っ

て
実
現
し
た
。
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
言
語
ご
と
に
あ
る
程
度
の
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
翻
訳
そ
の
も
の
の
も
つ
力
に
よ
っ

て
そ
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
変
化
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
に

近
代
化
の
歪
み
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
和
田
氏
は

指
摘
す
る
。

　
全
体
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
圏
・
文
化
圏
ご
と
に
短
時
間
の
素

描
が
行
わ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
日
本
翻
訳
史
」
を
語
る
こ

と
は
も
と
よ
り
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
ご
く
限
ら
れ
た

例
示
か
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
の
文
学
ご
と
に
日
本
語
へ
の
翻
訳
、
日

本
語
形
成
の
場
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
は
っ
き

り
と
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
の
よ
う
な
場
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
二
〇
〇
名
が
収
容
可
能
な
会
場
が
ほ
ぼ
満
員
と
な
る
ほ
ど
の
聴
衆

た
ち
は
、
予
定
し
て
い
た
時
間
を
超
過
し
て
三
時
間
半
に
及
ぶ
こ
と
に

な
っ
た
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
と
質
疑
応
答
を
大
い
に
楽
し
み
、

そ
れ
ぞ
れ
に
刺
激
を
受
け
て
い
た
と
感
じ
ら
れ
た
。 

総
合
文
化
研
究
所
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
欧
米
文
学
か
ら
見
る
日
本
翻
訳
史
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
八
日
（
水
）

 

　
　
　
パ
ネ
リ
ス
ト
：

　
　
　
　
柴
田
元
幸
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
ア
メ
リ
カ
文
学
）

　
　
　
　
松
永
美
穂
（
早
稲
田
大
学
・
ド
イ
ツ
文
学
）

　
　
　
　
野
崎
　
歓
（
東
京
大
学
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
）

　
　
　
　
沼
野
恭
子
（
東
京
外
国
語
大
学
・
ロ
シ
ア
文
学
）

　
　
　
　
和
田
忠
彦
（
東
京
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
・
イ
タ
リ
ア
文
学
）

 

　
　
　
司
会:

　
　
　
　
山
口
裕
之
（
東
京
外
国
語
大
学
・
ド
イ
ツ
文
学
）
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文
学
と
の
差
異
が
ど
の
よ
う
に
意
識
さ
れ
て
い
る
か
が
問
題
と
な
る
。
そ

こ
で
、
絵
画
の
な
か
に
描
か
れ
て
い
る
出
来
事
の
時
間
が
ど
の
よ
う
に
捉

え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
し
た
。

　
ヴ
ァ
ル
ザ
ー
が
「
絵
画
的
な
物
語
の
語
り
手
（ein m

alender Erzähler

）」

と
し
て
挙
げ
て
い
る
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
の
絵
画
に
つ
い
て
書
か
れ
た
散
文

草
稿
で
は
、
語
り
手
に
よ
る
描
写
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
、
ロ
コ
コ
様
式
の
構

図
の
も
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
散
文
の
語
り
手
は
外
界
の
出
来
事
の
観
察
に
、
こ
う
し
た
絵
画

の
認
識
過
程
を
適
用
し
よ
う
と
す
る
。
こ
う
し
て
、
ヴ
ァ
ル
ザ
ー
は
自
分

自
身
を
取
り
巻
く
流
動
的
な
世
界
を
絵
画
的
一
瞬
と
し
て
捉
え
、
文
章
に

移
し
替
え
る
。
こ
う
し
た
実
践
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
を
元
の
文

脈
か
ら
切
り
取
る
と
同
時
に
、
対
象
そ
の
も
の
を
細
密
に
描
写
す
る
数
多

く
の
散
文
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
絵
画
の
観
察
と
い
う
経
験
は
、
ヴ
ァ
ル
ザ
ー
が
外
界

を
認
識
す
る
際
の
枠
組
み
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
絵
画
的
な
知
覚
経
験
に
よ
っ
て
、
流
動
的
な
外
界
の
景
色
は
一
つ
の
瞬

間
と
し
て
切
断
さ
れ
る
と
同
時
に
、
細
密
に
描
写
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
書
き
留
め
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
断
片
的
文
章
が
、
ヴ
ァ
ル
ザ
ー

の
「
コ
ラ
ー
ジ
ュ
的
」
作
品
を
構
成
す
る
要
素
と
な
る
の
で
あ
る
。

発
表
日
　
二
〇
一
八
年
十
二
月
十
二
日
（
水
）

総
合
文
化
研
究
所W

orkshop Series 

第
七
回

ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ル
ザ
ー
の
絵
画
批
評
に
お
け
る
時
間
性
　

報
告
　
木
村
千
恵
　
　
　
　

　
ス
イ
ス
の
ド
イ
ツ
語
作
家
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ル
ザ
ー
（
一
八
七
八
︱

一
九
五
六
年
）
は
、
同
時
代
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
か
ら
は
距
離
を

取
り
つ
つ
も
、
そ
の
作
品
が
独
自
の
前
衛
性
を
備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
で
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
作
家
の
ひ
と
り
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
モ
ダ

ニ
ス
ト
と
し
て
の
特
質
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
作
品
を
自
作
に
組
み
込
む
手
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

同
時
代
の
造
形
芸
術
で
用
い
ら
れ
た
「
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」
の
技
法
と
類
似
性

を
も
つ
も
の
と
い
え
る
。
報
告
者
は
、
ヴ
ァ
ル
ザ
ー
が
こ
う
し
た
技
法
を

ど
の
よ
う
に
形
成
・
発
展
さ
せ
た
の
か
、
ま
た
彼
が
ど
の
よ
う
な
意
図
か

ら
こ
う
し
た
技
法
を
用
い
て
い
た
の
か
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　
ヴ
ァ
ル
ザ
ー
が
「
コ
ラ
ー
ジ
ュ
的
」
技
法
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
考
察

す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
本
発
表
で
は
絵
画
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
取
り
上

げ
た
。
絵
画
は
ヴ
ァ
ル
ザ
ー
の
創
作
に
と
っ
て
重
要
な
芸
術
ジ
ャ
ン
ル

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
モ
チ
ー
フ
の
連
関
と
い
う
内
容
的
な
側
面
の
み
な
ら

ず
、
描
写
や
構
成
方
法
な
ど
の
形
式
的
な
側
面
に
お
い
て
も
、
そ
の
影
響

の
大
き
さ
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
の
文
学
的
方
法
論
の
確

立
に
は
、
目
に
し
た
絵
画
を
言
葉
に
よ
っ
て
語
る
こ
と
が
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ヴ
ァ
ル
ザ
ー
の
特
徴
的
な
技
法
を

検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
空
間
的
表
現
と
時
間
的
表
現
と
い
う
、
絵
画
と

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
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化
の
契
機
も
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
、
芸
術
一
般
の
大
前
提
を
共
有
し

て
い
る
。
マ
イ
ン
レ
ン
ダ
ー
は
そ
こ
か
ら
、
芸
術
を
「
理
想
的
芸
術( die 

ideale K
unst)

」
と
「
リ
ア
リ
ズ
ム
的
芸
術( die realistische K

unst)

」
に

大
別
す
る
。
前
者
は
意
志
と
精
神
が
調
和
し
た
「
美
し
い
魂
」
を
告
示
す

る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
人
間
の
葛
藤
や
闘
争
を
描
き
出
す

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
オ
ッ
ト
ー
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
（
一
八
一
三

―
一
八
六
五
）
を
筆
頭
に
す
る
「
詩
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
理
論
家
た
ち
は
、

先
述
の
前
提
そ
の
も
の
を
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
で
表
し
て
い
る
。

「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
は
、世
界
を
忠
実
に
コ
ピ
ー
す
る
だ
け
の
「
自
然
主
義
」

と
、
現
実
世
界
と
つ
な
が
り
の
な
い
「
理
想
主
義
」
と
い
う
、
批
判
さ
れ

る
べ
き
二
つ
の
芸
術
の
中
間
に
あ
る
、
目
指
す
べ
き
芸
術
の
あ
り
方
と
い

う
位
置
づ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
世
界
の
反
映
と
芸
術
家
に
よ
る
美
化
の
両
方
の
契
機

を
必
要
と
す
る
と
い
う
大
枠
の
芸
術
観
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ン
レ
ン
ダ
ー

は
き
わ
め
て
同
時
代
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、「
リ
ア
リ
ズ
ム
」

と
い
う
概
念
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
の
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学
の
理
論

家
た
ち
と
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
マ
イ
ン
レ
ン
ダ
ー
の
「
リ

ア
リ
ズ
ム
」
概
念
に
つ
い
て
は
今
後
、
理
論
の
側
面
と
合
わ
せ
て
、
か
れ

の
実
際
の
文
学
作
品
の
分
析
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
さ
ら
に
厳
密
に
論
じ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
発
表
日
　
二
〇
一
八
年
十
二
月
十
二
日
（
水
）

総
合
文
化
研
究
所W

orkshop Series 

第
七
回

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
マ
イ
ン
レ
ン
ダ
ー
の
芸
術
論
：
詩
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
の
親
近
性
　

　
　
　
報
告
　
永
盛
鷹
司
　
　
　
　

　
報
告
者
の
研
究
対
象
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
マ
イ
ン
レ
ン
ダ
ー

（
一
八
四
一
―
一
八
七
六
）
は
、
現
在
で
は
専
ら
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の

哲
学
を
継
承
し
た
哲
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
執
筆
活
動
の
出
発
点
が
詩
作
に
あ
り
、
哲
学
書
だ
け
で
は
な
く
文
学
作

品
も
残
し
て
い
る
こ
と
、
社
会
主
義
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
た
ん
に
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
思
想
的
継
承
者
と
い
う
枠
組
み
で

は
そ
の
思
想
の
全
体
像
を
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
報
告
者
の
関
心

は
、
従
来
と
は
異
な
る
枠
組
み
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
同
時
代
の
文
学
・

詩
学
の
議
論
と
の
影
響
関
係
を
軸
に
、
マ
イ
ン
レ
ン
ダ
ー
を
思
想
史
・
文

学
史
の
新
た
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
あ
る
。

　
こ
の
目
的
の
た
め
の
出
発
点
と
し
て
本
発
表
で
は
、
マ
イ
ン
レ
ン
ダ
ー

の
芸
術
論
に
お
け
る
リ
ア
リ
ズ
ム
の
概
念
に
着
目
し
た
。
マ
イ
ン
レ
ン

ダ
ー
の
芸
術
観
と
、
同
時
代
、
つ
ま
り
十
九
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
の
文
壇

に
お
い
て
一
大
潮
流
で
あ
っ
た
「
詩
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
芸
術
観
に
類
似

性
が
あ
る
こ
と
は
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
な
比
較
検

討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
い

う
概
念
が
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
、

大
枠
の
整
理
を
行
っ
た
。

　
マ
イ
ン
レ
ン
ダ
ー
と
「
詩
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
は
、
芸
術
は
世
界
の
反

映
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
同
時
に
芸
術
家
の
手
に
よ
る
理
想
化
・
美
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司会 山口裕之
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柴田元幸
（東京大学名誉教授・アメリカ文学）
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パネリスト

パネリスト

パネリスト

14:30 -17:30
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近代日本語の形成には、言文一致運動と
ともに、欧米文学の翻訳がきわめて大き
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疑う余地のないことであるとしても、実
際の翻訳の場は「欧米文学」という包括
的なものではなく、英米文学、独文学、
仏文学、ロシア文学、イタリア文学といっ
た各国文学に固有の伝統や感覚のうちに
築かれていた。このような個別の視点か
らとらえるとき、日本の翻訳史は新たな
姿で立ち現れるのではないだろうか。

主催：総合文化研究所

どうぞお気軽にご参加ください。
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ICS

総合文化研究所
　　  422教室

ローベルト・ヴァルザーの
絵画批評における
時間性
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詩的リアリズムとの親近性
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ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
（
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
諸
装
置
）
へ
の

言
及
は
じ
つ
に
鮮
や
か
だ
。
こ
の
参
照
に
よ
っ
て
、
制
度
の
フ
ィ
ル
タ
ー

に
濾
さ
れ
た
文
学
が
、
い
か
に
権
力
強
化
の
道
具
へ
と
変
質
す
る
の
か

が
、
す
っ
か
り
と
了
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
権
力
の
描
く
理
想

が
、
皮
肉
に
も
、
歴
史
的
状
況
の
意
識
へ
と
人
々
を
目
覚
め
さ
せ
る
こ
と

に
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
こ
の
従
属
あ
る
い
は
共
犯
関
係
は
、
不
可
避
の
も

の
で
も
あ
る
。
文
学
と
い
う
も
の
が
共
同
体
の
倫
理
的
基
底
の
構
築
に
資

す
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
は
。
こ
れ
を
受
け
て
、
正
典
化
を
道
具
化
と
イ

コ
ー
ル
で
む
す
び
、
ひ
た
す
ら
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
と
し
て
の
文
学
作
品

の
有
用
性
を
検
証
す
る
よ
う
な
文
学
研
究
が
思
い
つ
か
れ
た
と
し
た
な

ら
ば
、
そ
れ
は
、
制
度
的
規
範
の
存
続
あ
り
き
の
刺
激
の
な
い
結
論
、
例

え
ば
、
周
縁
部
を
取
り
込
む
よ
う
に
し
て
規
範
は
開
か
れ
て
い
く
よ
り
な

い
が
、
大
義
自
体
は
見
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
な
ど
と
い
っ
た
つ
ぶ
や

き
と
と
も
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
と
い
う
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
か
、
時
代
お
よ
び
現
実
政
治
と
と
も
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
正
典

／
正
典
外
の
線
引
き
に
注
目
す
る
の
み
な
ら
ず
、
作
品
の
真
価
を
問
う
た

め
の
、
冒
頭
で
導
入
さ
れ
た
「
肯
定
の
詩
学
」
vs
「
否
定
の
詩
学
」
と
い

う
弁
証
法
的
な
解
釈
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
生
き
て
く
る
。
正
典
と
正
典
外
の

文
学
、
肯
定
と
否
定
の
詩
学
と
い
う
、
ふ
た
つ
の
二
項
対
立
は
常
に
重
な

り
合
う
も
の
で
は
な
い
し
、
そ
も
そ
も
あ
る
文
学
テ
ク
ス
ト
が
注
目
に
値

す
る
作
品
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
交
錯
す
る
要
請
が
織
り
成
す
緊
張
に
か

か
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
第
五
章
に
お
け
る
デ

ス
ノ
エ
ス
の
「
仕
掛
け
」
と
「
綱
渡
り
」
を
め
ぐ
る
読
み
と
き
が
そ
の
好

例
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
ま
た
、
キ
ュ
ー
バ
の
外
の
文
脈
、
第
九
章
に
お

け
る
「
マ
ッ
コ
ン
ド
」
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
環
境
に
著

者
が
注
意
を
払
い
、
メ
キ
シ
コ
人
作
家
に
よ
る
キ
ュ
ー
バ
文
学
の
可
能
性

島
の
「
重
さ
」、
あ
る
い
は
裸
の
キ
ュ
ー
バ

　
　
　
久
野
量
一
著

『
島
の
「
重
さ
」
を
め
ぐ
っ
て
─
キ
ュ
ー
バ
の
文
学
を
読
む
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
松
籟
社
　
二
〇
一
八
年
六
月

　「
た
だ
困
難
な
も
の
だ
け
が
刺
激
的
だ
」
と
い
う
の
は
、『
ア
メ
リ
カ
の

表
現
（
原
題
：La expresión am

ericana

）』（
一
九
五
七
）、南
北
ア
メ
リ
カ
、

新
大
陸
の
文
化
、
文
芸
を
含
む
芸
術
論
冒
頭
の
、
よ
く
引
用
さ
れ
る
ホ
セ
・

レ
サ
マ
＝
リ
マ
の
言
葉
だ
が
、
文
学
研
究
の
困
難
は
晦
渋
な
文
章
の
読
解

に
だ
け
あ
る
の
で
は
な
い
。
様
々
な
困
難
を
推
測
さ
せ
る
キ
ュ
ー
バ
文
学

と
の
長
き
格
闘
の
末
に
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
こ
の
著
作
は
格
別
に
刺
激

的
だ
。

　
序
章
で
、
革
命
前
か
ら
ポ
ス
ト
・
カ
ス
ト
ロ
期
に
い
た
る
キ
ュ
ー
バ

文
学
の
深
層
に
迫
る
全
九
章
を
貫
く
通
奏
低
音
の
ご
と
き
対
立
、「
肯
定

の
詩
学
」
vs
「
否
定
の
詩
学
」
が
紹
介
さ
れ
る
。
前
者
の
代
表
に
選
ば
れ

る
の
が
、
レ
サ
マ
＝
リ
マ
、
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
、
ギ
ジ
ェ
ン
ら
で
あ

り
、
後
者
を
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
、
ア
レ
ナ
ス
、
パ
デ
ィ
ー
ジ
ャ
ら
が
代
表
す
る

こ
と
を
、
さ
し
あ
た
り
確
認
し
て
お
こ
う
。
ペ
ロ
ニ
ズ
ム
に
言
及
し
な
い

ボ
ル
ヘ
ス
論
は
可
能
だ
が
、
キ
ュ
ー
バ
の
文
学
を
語
る
に
は
政
治
的
コ
ン

テ
ク
ス
ト
の
特
異
性
を
等
閑
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ふ
た
つ
の
詩

学
の
背
景
に
は
、
権
力
に
所
有
さ
れ
る
公
の
歴
史
vs
回
収
を
拒
み
続
け
る

パ
ー
ソ
ナ
ル
な
反
歴
史
と
い
っ
た
対
立
図
式
が
透
け
て
見
え
て
く
る
。
む

ろ
ん
、
歴
史
観
を
め
ぐ
る
闘
争
は
単
純
な
図
式
化
を
許
容
す
る
も
の
で
は

な
い
の
だ
が
。
第
七
章
、
革
命
政
府
の
文
化
政
策
を
振
り
返
る
中
で
の
、
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に
つ
い
て
語
る
の
も
、
国
民
主
義
的
、
閉
塞
的
、
一
元
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
の
理
解
へ
の
警
戒
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。

　
さ
て
、
著
者
が
全
面
に
押
し
出
す
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
文
学
の
否
定
性
は
、

か
た
や
、
そ
の
創
作
に
ア
ン
チ
・
ポ
エ
テ
ィ
ッ
ク
、
ま
た
は
ア
ン
チ
・
バ

ロ
ッ
ク
と
い
っ
た
形
容
を
与
え
る
批
評
を
可
能
に
し
て
い
る
よ
う
で
、
ピ

ニ
ェ
ー
ラ
の
詩
集
へ
の
そ
う
し
た
書
評
が
す
ぐ
に
見
つ
か
る
。
だ
が
、
そ

う
し
た
評
価
に
は
仮
想
の
正
典
の
規
範
性
に
照
ら
し
て
の
速
断
と
い
っ

た
う
ら
み
が
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
凌
ぐ
文
学
の
否
定

性
が
可
能
性
の
母
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
や
ま
な
い
。
第
一
章
で
ピ

ニ
ェ
ー
ラ
の
短
編
「
落
下
」
が
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
物
語
中
、
登

山
⇓
落
下
⇓
身
体
の
断
片
化
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
レ
サ
マ
＝
リ
マ
の
作
品
世

界
の
読
解
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
オ
ル
ペ
ウ
ス
の
神
話
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
、
冥
界
下
り
⇓
帰
還
⇓
八
つ
裂
き
の
死
と
、
ね
じ
れ
た
対
称
関
係
に
あ

る
よ
う
に
見
え
て
な
ら
な
い
。
対
称
に
ね
じ
れ
が
も
た
ら
さ
れ
る
原
因

は
、
む
ろ
ん
、
落
下
と
上
昇
の
逆
転
に
あ
る
の
だ
が
、
オ
ル
ペ
ウ
ス
の
復

活
は
宗
教
的
次
元
を
切
り
開
く
の
に
対
し
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
短
編
中
、
落

下
そ
し
て
分
断
化
さ
れ
る
も
の
の
蘇
生
は
、
超
越
性
の
な
い
身
体
的
な
地

平
に
お
け
る
あ
る
磁
力
、
登
場
人
物
間
の
同
性
愛
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
復
活
を
め
ぐ
る
含
意
の
相
違
が
鮮
烈
な
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
生
ん
で
い
る
の
だ
。
だ
が
、
短
編
中
仄
め
か
さ
れ
る
に
す
ぎ

な
い
上
昇
の
軸
た
る
垂
直
性
、
あ
る
い
は
直
線
性
は
、
主
人
公
と
そ
の

パ
ー
ト
ナ
ー
が
織
り
な
す
水
平
性
、
ま
た
は
円
環
性
と
補
完
し
合
っ
て
い

な
い
だ
ろ
う
か
。
再
文
脈
化
に
よ
っ
て
新
た
な
意
味
を
付
与
さ
れ
る
愛
の

磁
力
は
、
お
そ
ら
く
は
雑
誌
『
オ
リ
ー
ヘ
ネ
ス
（
起
源
）』
の
オ
リ
ー
ヘ

ネ
ス
、
す
な
わ
ち
キ
ュ
ー
バ
現
代
文
学
の
胎
動
に
伝
わ
り
響
い
て
い
た
、

引
き
裂
か
れ
た
伝
統
の
母
胎
か
ら
の
呼
び
か
け
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
著

者
の
「
キ
ュ
ー
バ
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
「
生
」
に
対
し
て
、「
永
遠
の

さ
ま
ざ
ま
な
死
」
が
は
じ
ま
っ
た
土
地
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
（
五
十
二

頁
）」、
と
い
う
見
解
の
中
で
暗
く
き
ら
め
く
「
さ
ま
ざ
ま
な
死
」
の
母
胎

が
呼
び
か
け
て
く
る
。
そ
れ
は
歴
史
的
状
況
省
察
へ
の
呼
び
か
け
な
ど

で
は
な
く
、
エ
ウ
ヘ
ー
ニ
オ
・
ド
ー
ル
ス
以
降
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
、
単
に
あ
る
時
代
に
支
配
的
だ
っ
た
芸
術
様
式
と
い
う
バ
ロ
ッ
ク
と
い

う
も
の
の
規
定
を
超
え
た
、
普
遍
的
で
時
を
超
え
た
包
摂
力
と
し
て
の
バ

ロ
ッ
ク
の
中
で
、
も
う
、
そ
の
再
浮
上
を
約
束
さ
れ
て
い
た
も
の
た
ち

の
声
で
も
あ
る
。
こ
の
聞
き
取
り
が
た
き
声
の
回
復
こ
そ
が
、
実
は
ピ

ニ
ェ
ー
ラ
と
レ
サ
マ
＝
リ
マ
が
課
題
と
し
て
共
有
し
た
キ
ュ
ー
バ
の
文

学
の
宿
命
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。「
肯
定
の
詩
学
」
と
「
否

定
の
詩
学
」
は
、
革
命
文
学
と
い
う
強
制
の
基
層
で
眠
る
あ
る
外
部
、
死

者
た
ち
の
外
部
に
お
い
て
と
ら
え
直
さ
れ
る
こ
と
で
、
キ
ュ
ー
バ
性
探
求

の
軌
道
が
描
く
楕
円
の
ふ
た
つ
の
中
心
と
な
る
の
だ
。

　
そ
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
と
き
、
第
七
章
で
指
摘
さ
れ
る
、「
キ
ュ
ー

バ
文
学
は
一
つ
」、
と
い
う
正
典
修
正
の
傾
向
か
ら
持
ち
出
さ
れ
る
着
想

は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
は
一
つ
、
に
敷
衍
し
て
考
え
て
み
る
価
値
が

な
い
だ
ろ
う
か
。
い
っ
た
い
ど
ん
な
求
心
力
が
、
非
ス
ペ
イ
ン
語
テ
ク
ス

ト
ま
で
も
包
含
す
る
ヘ
テ
ロ
ト
ピ
ー
た
る
「
キ
ュ
ー
バ
文
学
」、
あ
る
い

は
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
」
を
貫
き
、
多
種
多
様
な
表
現
を
一
つ
の
も

の
と
す
る
の
か
。
そ
の
答
え
は
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ

─
ア
レ
ナ
ス
の
系
譜
に

対
す
る
コ
ン
ト
ラ
プ
ン
ト
で
あ
る
、
レ
サ
マ
＝
リ
マ
か
ら
セ
ベ
ロ
・
サ
ル

ド
ゥ
イ
へ
続
く
軸
を
発
掘
す
る
こ
と
で
見
つ
か
る
の
で
は
な
い
か
と
筆

者
は
考
え
る
。『
ア
メ
リ
カ
の
表
現
』
が
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
文
化
・

芸
術
論
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
お
こ
う
。
キ
ュ
ー
バ
性
探
求
の
ふ

た
つ
の
中
心
は
、
よ
り
混
沌
と
し
た
、
更
な
る
外
部
を
包
み
込
む
大
き
な
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楕
円
を
描
く
。
レ
サ
マ
＝
リ
マ
の
存
在
は
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
と
の
表
層
的
な

対
立
の
図
式
に
お
い
て
は
、
重
厚
な
教
養
に
根
付
い
た
複
雑
な
文
体
も
手

伝
っ
て
か
保
守
的
な
「
肯
定
の
」
文
学
の
要
の
よ
う
な
厚
み
を
得
る
。
シ

ン
テ
ィ
オ
・
ビ
テ
ィ
エ
ー
ル
ら
に
よ
る
『
パ
ラ
デ
ィ
ソ
』
の
顕
彰
な
ど
に

よ
っ
て
も
こ
の
厚
さ
は
確
か
め
ら
れ
る
の
だ
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
正

典
化
さ
れ
る
レ
サ
マ
＝
リ
マ
像
は
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
ら
の
文
学
の
見
か
け
の

「
重
さ
／
軽
さ
」
を
測
る
た
め
の
対
置
項
で
し
か
な
い
。
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の

文
学
を
「
否
定
の
詩
学
」
の
結
実
た
ら
し
め
る
裸
の
否
定
性
は
、
ほ
か
で

も
な
い
、
レ
サ
マ
＝
リ
マ
の
バ
ロ
ッ
ク
を
貫
く
、
起
源
へ
の
期
待
に
よ
っ

て
賦
活
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
レ
サ
マ
＝
リ
マ
の
重
層

的
な
イ
メ
ー
ジ
が
覆
い
隠
す
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
、
バ

ロ
ッ
ク
の
中
心
に
は
解
消
不
可
能
な
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
が
あ
る
と
言
う
、
サ

ル
ド
ゥ
イ
の
バ
ロ
ッ
ク
論
が
あ
ぶ
り
だ
す
、
西
洋
形
而
上
学
の
主
体
の
中

心
性
に
対
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
不
在
の
中
心
、
そ
れ
は
キ
ュ
ー
バ
の
、
あ

る
い
は
新
世
界
の
、
旧
世
界
に
対
す
る
根
源
的
な
否
定
性
の
目
に
見
え
な

い
拠
り
所
に
し
て
、
永
遠
に
失
わ
れ
て
い
く
楽
園
の
蘇
生
を
約
束
す
る
渇

望
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
亡
命
の
途
に
あ
り
マ
リ
ア
・
サ
ン
ブ
ラ
ー
ノ
が
若

き
キ
ュ
ー
バ
人
詩
人
た
ち
の
う
ち
に
見
出
し
共
有
し
た
「
秘
め
ら
れ
た

キ
ュ
ー
バ( la C

uba secreta)

」、
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
キ
ュ
ー
バ
、
こ
れ

か
ら
産
ま
れ
来
た
る
世
界
の
感
触
を
伝
え
て
い
た
レ
サ
マ
＝
リ
マ
や
ピ

ニ
ェ
ー
ラ
ら
の
言
葉
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
に
尽
き
る
こ
と
な
い
ア

ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
源
を
保
証
す
る
よ
う
だ
。
歴
史
vs
反
歴
史
を
包
摂

す
る
前
歴
史
、
あ
る
い
は
「
わ
た
し
に
は
ふ
た
つ
の
祖
国
が
あ
る
。
／

キ
ュ
ー
バ
と
夜
だ
」
と
言
っ
た
と
き
の
ホ
セ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
の
「
夜
」
に
、

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
に
支
配
さ
れ
た
ロ
マ
ン
主
義
的
退
嬰
を
見
る
か
、
そ
れ
と

も
、
こ
れ
を
よ
り
根
源
的
な
脱
構
築
の
水
準
と
す
る
か
は
、
も
ち
ろ
ん
読

者
次
第
だ
。

　
最
後
に
、
こ
う
し
て
幾
様
に
も
見
出
さ
れ
て
い
く
ふ
た
つ
の
中
心
を
め

ぐ
っ
て
、
レ
サ
マ
＝
リ
マ
の
「
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
六
十
歳
に
な

る
（
原
題
：V

irgilio Piñera cum
ple 60 años

）」
と
い
う
詩
作
品
の
後
半
部

分
を
読
ん
で
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ん
と
も
可
笑
し
な
こ
と
だ
、戯
れ
の
騒
ぎ
は
断
末
魔
の
悲
鳴
な
の
だ
か
ら
。

た
だ
、
善
と
不
在
の
み
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

天
使
と
堕
天
使
た
ち
は
、
微
笑
み
な
が
ら
姿
を
消
す
の
だ
。

そ
の
手
は
熟
し
、
熟
し
た
ブ
ド
ウ
の
房
と
い
う
と
き
と
同
じ
だ
、

チ
ェ
ス
盤
に
あ
り
っ
た
け
の
力
で
平
手
が
振
り
下
ろ
さ
れ
た
。

天
使
は
ビ
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
に
す
ば
や
く
進
む
。

悪
魔
は
斜
め
に
立
つ
頭
髪
の
よ
う
に
吹
っ
飛
ぶ
。

十
字
に
縛
ら
れ
た
そ
の
両
手
は
、
カ
バ
ラ
が
捻
り
出
す

六
十
の
打
撃
を
叩
き
つ
け
る
、

教
皇
と
女
帝
が

女
王
の
部
屋
で
も
う
眠
っ
て
い
る
。

同
心
円
の
瞳
と
海
が
開
く
。

厚
い
大
き
な
板
の
上
で

凄
ま
じ
き

善
と
不
在
の
ゲ
ー
ム
が
続
く
。
　

　
本
書
序
章
で
そ
の
あ
ら
ま
し
が
回
顧
さ
れ
る
「
パ
デ
ィ
ー
ジ
ャ
事
件
」

（
一
九
七
一
）
へ
の
ア
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
と
思
し
き
引
用
冒
頭
の
詩
行
は
、

革
命
政
府
の
文
化
政
策
に
よ
っ
て
一
部
の
詩
人
た
ち
が
い
か
に
呪
わ
れ

た
存
在
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
、
そ
の
状
況
へ
の
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
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な
一
瞥
で
あ
る
。
パ
デ
ジ
ー
ジ
ャ
の
「
ゲ
ー
ム
の
外
」
へ
の
追
放
は
、
文

化
政
策
の
終
わ
り
の
始
ま
り
だ
っ
た
こ
と
を
わ
た
し
た
ち
は
知
っ
て
い

る
。
天
使
と
堕
天
使
、
と
も
に
創
造
主
に
よ
っ
て
産
み
落
と
さ
れ
た
者
た

ち
は
自
ら
の
始
原
を
問
い
始
め
て
い
た
。
地
獄
の
深
み
へ
の
下
降
と
楽
園

の
高
み
へ
の
上
昇
。
だ
が
大
い
な
る
意
図
は
、
対
立
者
た
ち
が
手
を
結
ぶ

こ
と
で
は
容
易
に
は
解
き
明
か
さ
れ
な
い
。
も
う
一
度
、
今
度
こ
そ
命
が

け
の
ゲ
ー
ム
が
始
ま
る
。
い
ま
や
、
対
立
す
る
の
は
善
（
地
上
に
お
け
る

理
念
の
受
肉
す
な
わ
ち
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
と
一
切
の
超
自
然
の
不
在
。
競
技

者
た
ち
は
交
代
を
ほ
の
め
か
し
つ
つ
退
場
す
る
。
熟
し
た
時
が
開
始
を
告

げ
る
。「
善
」
の
有
無
を
言
わ
さ
ぬ
一
撃
。
そ
れ
に
対
し
繰
り
出
さ
れ
る

の
は
、生
涯
を
か
け
た
、生
涯
を
通
し
試
み
ら
れ
て
き
た
、も
は
や
伝
統（
カ

バ
ラ
）
の
厚
み
を
持
つ
、
神
意
の
解
釈
に
も
似
た
究
極
の
意
味
へ
の
問
い

か
け
。
生
ま
れ
落
ち
た
瞬
間
か
ら
自
由
を
奪
わ
れ
て
い
た
、
そ
し
て
今
や

呪
わ
れ
た
者
で
も
あ
る
問
い
か
け
る
詩
人
の
、
そ
の
存
在
こ
そ
が
、
大
い

な
る
問
い
へ
の
答
え
で
あ
り
続
け
る
べ
き
な
の
だ
。
そ
の
誕
生
は
記
念
に

値
す
る
出
来
事
に
違
い
な
い
。
問
い
か
け
に
し
て
答
え
で
あ
る
詩
、
始
原

の
到
来
を
待
つ
女
王
で
あ
る
詩
の
中
で
、
天
と
地
の
橋
架
け
を
司
る
教
皇

に
守
ら
れ
、
唯
一
の
女
帝
、
聖
母
は
も
う
救
世
主=

可
能
性
を
身
ご
も

り
眠
っ
て
い
る
。
潜
在
的
で
し
か
あ
り
え
な
い
も
の
の
現
実
が
、
そ
こ
で

の
み
息
づ
い
て
い
る
。
救
世
主
は
始
原
の
深
み
か
ら
到
来
す
る
だ
ろ
う
。

「
善
と
不
在
」
の
あ
い
だ
で
、
大
い
な
る
板
、
裸
に
な
っ
た
キ
ュ
ー
バ
と

い
う
島
で
、
過
酷
な
こ
の
ゲ
ー
ム
が
続
く
限
り
。

　
く
り
返
さ
れ
る
「
善
と
不
在
」
の
意
味
を
本
書
に
照
ら
し
て
考
え
て
み

る
と
、
著
者
に
よ
っ
て
「
枠
内
に
入
っ
て
い
れ
ば
よ
く
、
反
革
命
的
な
も

の
は
何
も
認
め
な
い
（
一
六
六
頁
）」
と
訳
さ
れ
て
い
る
、
カ
ス
ト
ロ
政

府
の
絶
対
的
理
念
の
宣
告
と
、
こ
れ
に
対
す
る
、
目
に
見
え
な
い
、
も
う

ひ
と
つ
の
中
心
、
と
い
う
解
釈
が
有
力
に
見
え
て
く
る
。
天
使
と
悪
魔
の

ゲ
ー
ム
は
、
著
者
が
教
え
て
く
れ
る
よ
う
に
、
も
は
や
「
島
」
の
外
で
、

別
の
次
元
で
、
別
の
者
た
ち
に
よ
っ
て
く
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
詩
の
中
で
、
救
世
主
＝
期
待
は
胎
動
し
続
け
て
い

る
、
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
、
始
原
と
外
部
を
切
り
開
き
続
け
る
文
学
の
外
に

は
、
希
望
の
名
に
値
す
る
よ
う
な
も
の
は
、
も
う
何
も
残
っ
て
は
い
な
い

の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
、
島
の
「
重
さ
」
と
は
こ
の
「
不
在
」
の
重
さ

な
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

（
駒
澤
大
学
　
真
下
祐
一
）
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日
に
突
如
と
し
て
現
れ
た
空
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
焼
跡
」
は
米
軍
の

戦
略
爆
撃
の
被
害
の
跡
で
す
し
、「
闇
市
」
は
一
九
三
九
年
に
始
ま
る
統

制
経
済
の
副
産
物
で
す
。
こ
の
空
間
を
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
、
そ
れ
以
前

か
ら
の
断
絶
よ
り
も
、
連
続
性
の
方
が
見
え
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
当

時
か
ら
現
在
ま
で
の
メ
デ
ィ
ア
言
説
や
批
評
言
説
を
見
渡
し
て
み
る

と
、
こ
の
空
間
の
連
続
性
へ
の
言
及
は
周
到
に
回
避
さ
れ
て
き
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
場
を
「
戦
後
日
本
」
の
「
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
」
と
し
て
読
み
換
え
る
た
め
に
、
こ
の
連
続
性
が
見
え

な
い
よ
う
な
偽
装
が
長
い
間
施
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
で

は
、
そ
の
連
続
性
は
何
を
示
し
て
し
ま
う
の
か
。
そ
れ
は
、
日
本
が
「
戦

後
」
と
呼
ば
れ
る
時
代
の
間
、
絶
え
間
な
く
戦
争
に
関
わ
っ
て
き
た
と

い
う
事
実
で
す
。
し
た
が
っ
て
本
書
は
、
文
学
や
映
画
、
批
評
言
説
を

対
象
に
し
な
が
ら
「
戦
後
日
本
」
と
引
き
続
く
戦
争
（
＝
冷
戦
）
と
の

関
係
を
考
察
し
ま
し
た
。
お
手
に
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
逆
井
聡
人
）

〈
著
者
か
ら
ひ
と
こ
と
〉

『〈
焼
跡
〉
の
戦
後
空
間
論 

』

逆
井
聡
人
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
青
弓
社
　
二
〇
一
八
年
八
月

　
一
九
四
五
年
八
月
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
終
結
か
ら
、来
年
で
七
十
五

年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
時
代
を
示
す
言
葉
と
し
て

「
戦
後
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、こ
の
間
に
は
様
々

な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
天
皇
制
を
暗
黙
裡
に
支
持
す
る
こ
と
で
使

わ
れ
る
元
号
も
、「
昭
和
」
か
ら
「
平
成
」
へ
、
そ
し
て
ま
た
新
し
い
元

号
へ
と
移
り
変
わ
り
、
支
配
政
党
で
あ
る
自
民
党
も
変
幻
自
在
に
そ
の
形

を
変
え
て
き
ま
し
た
。
自
然
災
害
も
幾
度
と
重
な
り
、
経
済
状
況
も
め
ま

ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
人
々
の
暮
ら
し
に
目
を
向
け
れ
ば
、「
一
億

総
中
流
」
と
い
う
幻
想
は
吹
き
飛
び
、
格
差
社
会
が
広
が
っ
て
こ
れ
ま
で

当
た
り
前
と
さ
れ
て
き
た
生
き
方
が
様
変
わ
り
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
だ

け
変
化
の
あ
る
七
十
五
年
間
を
、
そ
れ
で
も
な
お
「
戦
後
」
と
い
う
一
言

で
言
い
表
そ
う
と
す
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
、
こ
の
よ
う

に
聞
き
直
す
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
戦
後
」
と
い
う
言
葉

で
包
み
込
む
こ
と
で
何
を
見
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
と
。

　
本
書
は
、
敗
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
占
領
下
の
日
本
に
お
け
る
都
市

空
間
の
表
象
を
扱
っ
た
も
の
で
す
。
特
に
こ
の
敗
戦
直
後
と
い
う
時
代
を

語
る
際
に
頻
繁
に
登
場
す
る
「
焼
跡
」・「
闇
市
」
と
い
う
空
間
に
焦
点
を

あ
て
て
論
じ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
長
い
間
「
焼
跡
」・「
闇
市
」
は
、「
戦

後
日
本
」
の
始
ま
り
の
空
間
と
し
て
参
照
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
ど
ち
ら
も
一
九
四
五
年
八
月
十
五
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美
の
貌
』（
あ
り
な
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
筆
者
自
身
を
含
む
、
よ
り
若
い
世
代
は
、
そ
の
多
く
が
著
名
な
画
家
や

作
品
を
出
発
点
と
し
な
が
ら
も
、
よ
り
多
様
な
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
本
書
は
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
大
髙
先
生

の
監
修
の
も
と
に
、
若
手
・
中
堅
の
研
究
者
た
ち
が
、
な
る
べ
く
自
分
の

専
門
分
野
に
近
い
時
代
の
美
術
の
流
れ
を
大
き
な
視
点
か
ら
捉
え
よ
う

と
し
た
も
の
で
す
。

現
代
の
人
文
学
研
究
の
傾
向
か
ら
す
る
と
、
ひ
と
つ
の
国
と
い
う
単
位

で
美
術
を
考
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
そ
の
も
の
が
、
も
っ
と
厳
し
く
問
わ
れ

る
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
我
々
の
世
代
の
今
後
の
課
題
で
あ
る

よ
う
に
筆
者
自
身
は
感
じ
て
い
ま
す
。

諸
事
情
に
よ
り
巻
末
に
索
引
を
つ
け
る
こ
と
が
叶
わ
ず
、
そ
の
点
で
使

い
に
く
さ
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
ス
ペ
イ
ン
へ
の
旅
の
お
と
も
に
、
あ
る
い

は
日
本
で
も
た
び
た
び
開
催
さ
れ
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
美
術
関
連
の
展
覧

会
の
前
後
に
、
関
心
の
あ
る
時
代
だ
け
で
も
拾
い
読
み
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

（
久
米
順
子
）

〈
著
者
か
ら
ひ
と
こ
と
〉

『
ス
ペ
イ
ン
美
術
史
入
門
─
─
積
層
す
る
美
と
歴
史
の
物
語
』

大
髙
保
二
郎
監
修
・
著

久
米
順
子
、
松
原
典
子
、
豊
田
唯
、
松
田
健
児
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
　
二
〇
一
八
年
八
月

本
書
は
、
日
本
語
で
初
の
ス
ペ
イ
ン
美
術
の
通
史
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
西
の
果
て
に
位
置
す
る
イ
ベ
リ
ア
半
島
は
、
古
代
よ
り

多
く
の
民
族
が
通
り
過
ぎ
、
あ
る
い
は
定
着
し
て
、
多
様
な
文
化
が
蓄
積

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
南
の
陽
光
あ
ふ
れ
る
地
中
海
、
乾
燥
し
き
っ
た
中

央
部
の
メ
セ
タ
（
台
地
）、
入
り
組
ん
だ
リ
ア
ス
式
海
岸
が
続
く
北
の
カ

ン
タ
ブ
リ
ア
海
と
い
っ
た
複
雑
な
地
理
環
境
・
風
土
も
、
地
方
色
豊
か
な

言
語
・
文
化
を
育
む
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
ス
ペ
イ
ン
は
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
、
ゴ
ヤ
、
ガ
ウ
デ
ィ
、
ピ
カ
ソ
、

ダ
リ
と
い
っ
た
数
々
の
美
術
・
建
築
史
上
の
「
天
才
」
を
輩
出
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
初
め
て
本
格
的
に
ス
ペ
イ
ン
美
術
を
紹
介

し
た
故
・
神
吉
敬
三
先
生
の
遺
稿
集
が
い
み
じ
く
も
『
巨
匠
た
ち
の
ス
ペ

イ
ン
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
）
と
題
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
二
十

世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
美
術
史
で
は
と
か
く
、
ご
く
限
ら
れ
た
ス
タ
ー
の
み
に

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
て
ら
れ
が
ち
で
し
た
。

し
か
し
、
巨
匠
（
オ
ー
ル
ド
・
マ
ス
タ
ー
）
中
心
に
展
開
さ
れ
て
き
た

西
洋
美
術
史
の
流
れ
そ
の
も
の
が
二
十
世
紀
後
半
か
ら
末
に
か
け
て
、

徐
々
に
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
日
本
に
お
け
る
第
二
世
代
の
ス
ペ
イ
ン

美
術
史
家
で
あ
る
大
髙
保
二
郎
先
生
は
、
基
本
的
に
は
神
吉
先
生
の
研
究

路
線
を
踏
襲
さ
れ
つ
つ
、
ご
自
身
の
古
稀
記
念
論
文
選
を
『
ス
ペ
イ
ン 

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja



182

東京外国語大学総合文化研究所　総合文化研究　第 22 号（2018）
Tokyo University of Foreign Studies, Trans-Cultural Studies No.22 (2018)

境
地
の
内
容
を
解
明
し
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

ま
た
本
書
は
、
一
人
の
近
代
人
の
精
神
的
遍
歴
を
同
時
代
人
と
比
較
し

な
が
ら
辿
る
こ
と
で
、
近
代
西
洋
的
自
我
と
宗
教
の
複
雑
な
関
係
の
一
端

を
、
思
想
、
実
践
の
両
面
か
ら
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
彼
の
思
索
や
実
践

は
、
端
的
に
い
え
ば
、
ド
イ
ツ
社
会
で
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を

め
ぐ
る
問
い
に
向
き
合
い
、
自
分
な
り
の
答
え
を
み
つ
け
て
ゆ
く
道
の
り

で
し
た
。
そ
れ
は
、
近
代
市
民
社
会
に
お
け
る
宗
教
的
、
民
族
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
、
自
己
と
宗
教
や
民
族
性
の
関
係
を
問
い
直
す
こ

と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
彼
が
経
験
し
た
葛
藤
の
な
か
に
は
、
世
俗
化
、

相
対
主
義
、
宗
教
や
伝
統
へ
の
回
帰
、
伝
統
の
再
構
築
と
い
っ
た
、
近
代

人
と
宗
教
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
集
約
的
に
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

本
書
は
近
代
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
や
彼
ら
の
思
想
を
主
題
と
す
る

も
の
で
す
が
、
近
代
知
識
人
と
宗
教
の
関
係
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
、
世
紀
転
換
期
ド
イ
ツ
の
知
的
状
況
と
い
っ
た
問
題
に

関
心
を
も
つ
方
々
に
も
興
味
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
丸
山
空
大
）

〈
著
者
か
ら
ひ
と
こ
と
〉

『
フ
ラ
ン
ツ
・
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
─
生
と
啓
示
の
哲
学
』

丸
山
空
大
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
　
二
〇
一
八
年
十
月

本
書
は
、
ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
思
想
家
フ
ラ
ン
ツ
・
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ

イ
ク
（
一
八
八
六
─
一
九
二
九
）
に
関
す
る
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
彼
の
思
想
の
発
展
を
青
年
期
か
ら
最
晩
年
ま
で
辿

る
、
思
想
的
伝
記
と
で
も
い
う
べ
き
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
一
般
に
、
主
著
『
救
済
の
星
』
に
お
い
て
、

そ
れ
ま
で
の
西
洋
哲
学
を
自
己
言
及
的
で
自
閉
し
た
思
想
体
系
と
し
て

批
判
し
つ
つ
、
宗
教
的
概
念
を
取
り
入
れ
た
独
自
の
哲
学
を
展
開
し
た
思

想
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
（
こ
の
点
で
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
）。
こ
れ
ま
で
の
内
外
の
研
究
も
、
同
書
に
関
心
を
集
中
さ

せ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
書
は
多
様
な
解
釈
を
許
容
す
る
難
解
（
で

不
親
切
）
な
書
物
で
あ
っ
た
た
め
、
研
究
の
蓄
積
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼

は
そ
も
そ
も
何
を
考
え
た
の
か
、
何
を
し
た
か
っ
た
の
か
と
い
う
基
本
的

な
部
分
は
見
え
に
く
い
ま
ま
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
ふ
ま
え
、
本
書
は
、
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク

が
残
し
た
多
く
の
書
簡
や
日
記
、
草
稿
類
を
、
同
時
代
的
、
個
人
史
的
コ

ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
読
み
解
く
こ
と
で
、
彼
の
思
想
や
実
践
（
宗
教
教

育
や
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
翻
訳
）
を
貫
く
根
本
的
な
動
機
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
と
り
わ
け
、
若
年
期
の
決
定
的
体
験
─
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗

の
決
断
と
そ
の
撤
回
─
に
お
け
る
理
論
的
、
実
存
的
関
心
の
所
在
、
そ

し
て
、
最
晩
年
に
み
ら
れ
る
生
活
全
体
の
宗
教
化
と
も
い
う
べ
き
独
特
の
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編
集
後
記

　
今
号
の
特
集
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
響
き
」
は
、前
号
の
「
音

楽
」
を
引
き
継
い
で
、
取
り
こ
ぼ
し
が
な
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮
も
働
い
て
い
た
。

と
い
う
の
は
如
何
に
も
上
か
ら
目
線
で
烏
滸
が
ま
し
く
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
私
自
身

が
前
号
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
か
ら
、
編
集
担
当
の
特
権
を
行
使
し
た
と
い
う
実
状

を
白
状
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

当
初
設
定
し
た
「
響
き
・
兆
し
」
の
「
兆
し
」
の
ほ
う
で
も
、
諸
文
化
圏
か
ら
集

ま
る
こ
と
を
期
待
し
、
自
分
で
も
纏
め
た
い
と
欲
張
っ
て
い
た
の
だ
が
、
や
は
り
間

に
合
わ
ず
断
念
し
、
今
号
に
寄
せ
ら
れ
た
論
考
を
括
る
こ
と
ば
と
し
て
「
響
き
」
と

す
る
こ
と
に
し
た
。

　

平
成
の
終
焉
に
諸
行
無
常
の
雰
囲
気
が
漂
う
な
か
、
個
人
的
に
も
貴
重
な
体
験
を

し
た
。
阿
父
を
看
取
っ
た
の
で
あ
る
。
と
か
く
忌
み
嫌
わ
れ
る
「
死
」
で
あ
る
が
、

人
生
で
最
初
で
最
後
、
し
か
も
運
が
良
く
な
け
れ
ば
立
ち
会
え
な
か
っ
た
父
親
の
臨

終
が
、
あ
ま
り
に
も
神
聖
だ
っ
た
の
で
、
憚
り
な
が
ら
も
一
言
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
脳
幹
出
血
で
倒
れ
て
か
ら
約
一
週
間
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
よ
り
機
能
低
下
の
報
。
そ
の
日

も
、
私
が
単
身
赴
任
先
か
ら
帰
省
し
て
い
る
週
末
だ
っ
た
。
父
は
浄
土
宗
侶
で
も
あ

っ
た
の
で
、
見
よ
う
見
ま
ね
の
臨
終
行
儀
を
施
し
た
。
予
め
持
ち
込
み
許
可
を
得
て

い
た
額
入
り
の「
来
迎
図（
阿
弥
陀
佛
が
西
方
極
楽
浄
土
よ
り
お
迎
え
に
来
る
絵
図
）」

を
枕
元
に
掲
げ
、
手
に
数
珠
を
握
ら
せ
、
胸
元
に
威
儀
細
と
い
う
小
さ
な
袈
裟
を
の

せ
た
。
い
ず
れ
も
父
が
普
段
使
っ
て
い
た
も
の
だ
。
す
る
と
、
ど
ん
ど
ん
心
拍
数
が

低
下
。
45
分
後
、
そ
の
数
値
が
０
と
な
り
、
や
す
ら
か
な
大
往
生
。
ま
さ
に
阿
弥
陀

佛
の
お
迎
え
を
頂
戴
し
た
と
信
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
、
神
聖
な
出
来
事
だ
っ
た
。

あ
と
で
「
45
」
と
い
う
数
字
に
も
父
の
生
き
ざ
ま
を
物
語
る
深
長
な
意
味
合
い
が
あ

る
こ
と
を『
無
量
寿
経
』梵
本
中
に
発
見
し
た
の
だ
が
、詳
し
く
は
他
所
に
て
。
生
前
、

私
の
眼
に
は
そ
う
は
見
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
父
は
存
外
高
僧
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

震
え
る
小
声
で
唱
え
た
私
の
十
遍
の
南
無
阿
弥
陀
佛
の
「
響
き
」
は
父
に
ど
う
届

い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
水
野
善
文
）
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